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 第 1 章 : Borland VisiBroker の概要 1

第 章

Chapter   1Borland VisiBroker の概要     
Borland は、 CORBA 開発者に向けて、 業界 先端の VisiBroker オブジェ ク ト リ ク エス ト ブ
ローカー （ORB） を活用するために VisiBroker for Java、 VisiBroker for C++、 および 
VisiBroker for .NET を提供し ています。 この 3 つの VisiBroker は CORBA 2.6 仕様の実装で
す。

VisiBroker の概要

VisiBroker は、 CORBA が Java オブジェ ク ト と  Java 以外のオブジェ ク ト の間でや り 取 り す
る必要があ る分散デプロ イ メ ン ト で使用されます。 幅広いプラ ッ ト フ ォーム （ハード ウ ェ
ア、 オペレーテ ィ ングシステム、 コ ンパイ ラ、 および JDK） で使用でき ます。 VisiBroker 
は、 異種環境の分散システムに関連し て一般に発生するすべての問題を解決し ます。

VisiBroker は次のコ ンポーネン ト から な り ます。

■ VisiBroker for Java、 VisiBroker for C++、 および VisiBroker for .NET （業界 先端のオブ
ジェ ク ト リ ク エス ト ブローカーの 3 つの実装）。

■ VisiNaming Service - Interoperable Naming Specification バージ ョ ン 1.3 の完全な実装。

■ GateKeeper - フ ァ イ ア ウ ォールの背後の CORBA サーバーと の接続を管理するプロ キシ
サーバー。

■ VisiBroker Console - CORBA 環境を簡単に管理でき る  GUI ツール。

■ コモンオブジェ ク ト サービ ス  - VisiNotify （通知サービ ス仕様の実装）、 VisiTransact （ ト
ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様の実装）、 VisiTelcoLog （Telecom ロ グサービ ス仕様の実
装）、 VisiTime （タ イ ムサービ ス仕様の実装）、 VisiSecure など。



2 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

VisiBroker のマニュアル

VisiBroker の機能

VisiBroker には次の機能があ り ます。

■ セキ ュ リ テ ィ と  Web 接続性を容易に装備でき ます。

■ J2EE プラ ッ ト フ ォームにシームレ スに統合でき ます （CORBA ク ラ イ アン ト が EJB に
直接ア ク セスでき る）。

■ 堅牢なネー ミ ングサービ ス （VisiNaming） と キ ャ ッ シュ、 永続的ス ト レージ、 および複
製によ って高可用性を実現し ます。

■ プラ イマ リ サーバーにア ク セスできない場合に、 ク ラ イ アン ト をバッ ク ア ッ プサー
バーに自動的にフ ェ イルオーバーし ます。

■ CORBA サーバーク ラ ス タ内で負荷分散を行います。

■ OMG CORBA 2.6 仕様に完全に準拠し ます。

■ Borland JBuilder 統合開発環境と統合されます。

■ Borland AppServer などの他の Borland 製品と 適に統合されます。

VisiBroker のマニュアル

VisiBroker のマニュ アルセ ッ ト は次のマニュ アルで構成されています。

■ Borland VisiBroker イ ン ス ト ールガイ ド  — VisiBroker をネ ッ ト ワーク にイ ン ス ト ールす
る方法について説明し ます。 このマニュ アルは、 Windows または UNIX オペレーテ ィ ン
グシステムに精通し ているシステム管理者を対象と し ています。

■ Borland VisiBroker セキュ リ ティ ガイ ド  — VisiSecure for VisiBroker for Java およ び 
VisiBroker for C++ など、 VisiBroker のセキュ リ ティ を確保する ための Borland のフレ ーム
ワ ーク について説明し ていま す。

■ Borland VisiBroker for Java 開発者ガイ ド  — Java によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ ンの開
発方法について記載されています。 Visibroker ORB の設定と管理、 およびプロ グ ラ ミ ン
グツールの使用方法について説明し ます。 また、 IDL コ ンパイ ラ、 スマー ト エージェ ン
ト 、 ロ ケーシ ョ ンサービ ス、 ネー ミ ングサービ ス、 イベン ト サービ ス、 オブジェ ク ト
ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD）、 Quality of Service （QoS）、 イ ン ターフ ェース リ
ポジ ト リ 、 および Web サービ スサポー ト について も説明し ます。

■ Borland VisiBroker for C++ 開発者ガ イ ド  — C++ によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ ンの開
発方法について記載されています。 Visibroker ORB の設定と管理、 およびプロ グ ラ ミ ン
グツールの使用方法について説明し ます。 また、 IDL コ ンパイ ラ、 スマー ト エージェ ン
ト 、 ロ ケーシ ョ ンサービ ス、 ネー ミ ングサービ ス、 イベン ト サービ ス、 OAD、 QoS、 プ
ラ グ イ ン可能 ト ラ ン スポー ト イ ン ターフ ェース、 RT CORBA 拡張機能、 Web サービ ス
サポー ト 、 およびイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ について も説明し ます。

■ Borland VisiBroker for .NET 開発者ガイ ド  — .NET 環境によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ
ンの開発方法について記載されています。

■ Borland VisiBroker for C++ API リ フ ァ レ ン ス  — VisiBroker for C++ に付属する ク ラ ス と イ
ン ターフ ェースについて説明し ます。

■ Borland VisiBroker VisiTime ガイ ド  — Borland によ る  OMG Time Service 仕様の実装につ
いて説明し ます。

■ Borland VisiBroker VisiNotify ガ イ ド  — Borland によ る OMG 通知サービ ス仕様の実装につ
いて説明し ます。 通知 メ ッ セージフ レーム ワーク の主な機能と し て、 特に Quality of 
Service （QoS） のプロパテ ィ 、 フ ィ ルタ リ ング、 および Publish/Subscribe Adapter （PSA）
の使用方法が記載されています。

■ Borland VisiBroker VisiTransact ガイ ド  — Borland によ る  OMG Object Transaction Service 仕
様の実装およ び Borland Integrated Transaction Service コ ンポーネント について説明し ま す。

■ Borland VisiBroker VisiTelcoLog ガイ ド  — Borland によ る  OMG Telecom Log Service 仕様
の実装について説明し ます。

■ Borland VisiBroker GateKeeper ガイ ド  — Web ブラ ウザやフ ァ イ ア ウ ォールによ るセキ ュ
リ テ ィ 制約の下で、 VisiBroker GateKeeper を使用し て、 VisiBroker のク ラ イ アン ト が
ネ ッ ト ワーク を介し てサーバーと の通信を確立する方法について説明し ます。
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VisiBroker のマニュアル

通常、 マニュ アルにア ク セスするには、 VisiBroker と と もにイ ン ス ト ールされるヘルプ
ビ ューアを使用し ます。 ヘルプは、 ス タ ン ド ア ロ ンのヘルプビ ューアから ア ク セスする こ
と も、 VisiBroker コ ン ソールから ア ク セスする こ と も でき ます。 どち らの場合も、 ヘルプ
ビ ューアを起動する と独立し たウ ィ ン ド ウが表示されるため、 このウ ィ ン ド ウからヘルプ
ビ ューアの メ イ ンツールバーにア ク セス し てナビゲーシ ョ ンや印刷を行った り 、 ナビゲー
シ ョ ンペイ ンにア ク セスする こ と ができ ます。 ヘルプビ ューアのナビゲーシ ョ ンペイ ンに
は、 すべての VisiBroker ブ ッ ク と リ フ ァ レ ン ス文書の目次、 完全な イ ンデッ ク ス、 および
包括的な検索を実行でき るページがあ り ます。

重要 Web サイ ト  http://www.borland.com/techpubs には、 PDF 版のマニュ アル と
新の製品マニュ アルがあ り ます。

スタンドアロンヘルプビューアからの VisiBroker オン
ラインヘルプトピックへのアクセス

製品がイ ン ス ト ールされている コ ンピ ュータでス タ ン ド ア ロ ンのヘルプビ ューアからオン
ラ イ ンヘルプにア ク セスするには、 次のいずれかの手順を実行し ます。

Windows ■ ［ス ター ト ｜プロ グ ラ ム｜ Borland VisiBroker ｜ Help Topics］ の順に選択し ます。

■ または、 コマン ド プロ ンプ ト を開き、 製品のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ の ¥bin 
デ ィ レ ク ト リ に移動し、 次のコマン ド を入力し ます。

help

UNIX コマン ド シェルを開き、 製品のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ の /bin デ ィ レ ク ト リ に移
動し、 次のコマン ド を入力し ます。

help

ヒ ン ト UNIX システムにイ ン ス ト ールする と きの指定で、PATH エン ト リ のデフ ォル ト に bin 
を含まないよ う にし ます。 カス タ ム イ ン ス ト ールオプシ ョ ンを選択し て PATH エン ト リ
のデフ ォル ト を変更せず、 PATH に現在のデ ィ レ ク ト リ のエン ト リ がない場合は、 ./
help を使用し てヘルプビ ューアを起動でき ます。

VisiBroker コンソールからの VisiBroker オンライン 
ヘルプトピックへのアクセス

VisiBroker コ ン ソールから  VisiBroker オン ラ イ ンヘルプ ト ピ ッ ク にア ク セスするには、
［Help ｜ Help Topics］ を選択し ます。

［Help］ メ ニューには、 オン ラ イ ンヘルプ内のい く つかの文書へのシ ョ ー ト カ ッ ト も あ り
ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つを選択する と、 ヘルプ ト ピ ッ ク ビ ューアが起動し、 ［Help］ メ
ニューで選択し た項目が表示されます。
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Borland サポートへの連絡

マニュアルの表記規則      

VisiBroker のマニュ アルでは、 文中の特定の部分を表すために、 次の表に示す書体 と記号
を使用し ます。

プラットフォームの表記

VisiBroker マニュ アルでは、 次の記号を使用し てプラ ッ ト フォ ーム固有の情報を示し ま す。

Borland サポートへの連絡

ボーラ ン ド社は各種のサポー ト オプシ ョ ンを用意し ています。 それらにはイ ン ターネ ッ ト
上の無償サービ スが含まれてお り 、 大規模な情報ベース を検索し た り 、 他の Borland 製品
ユーザーからの情報を得る こ と ができ ます。 さ らに Borland 製品のイ ン ス ト ールに関する
サポー ト から有償のコ ンサルタ ン ト レベルのサポー ト および高レベルなアシス タ ン スに至
る までの複数のカテゴ リ から、 電話サポー ト の種類を選択でき ます。

Borland のサポー ト サービ スの詳細や Borland テ ク ニカルサポー ト への問い合わせについて
は、 Web サイ ト  http://support.borland.com で地域を選択し て く ださい。

ボーラ ン ド社のサポー ト への連絡にあたっては、 次の情報を用意し て く ださい。

■ 名前

■ 会社名およびサイ ト  ID
■ 電話番号

■ ユーザー ID 番号 （米国のみ）

■ オペレーテ ィ ングシステムおよびバージ ョ ン

■ Borland 製品名およびバージ ョ ン

■ 適用済みのパッチまたはサービ スパッ ク

■ ク ラ イ アン ト の言語と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ データベース と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ 発生し た問題の詳細な内容と経緯

■ 問題を示すロ グフ ァ イル

表記規則 用途

italic 新規の用語およびマニュアル名に使用されます。

computer ユーザーやアプリケーションが提供する情報、 サンプルコマンドライン、 およ
びコードです。

bold computer 本文では、 ユーザーが入力する情報を示します。 サンプルコードでは、 重
要なステートメントを強調表示します。

[ ] 省略可能な項目。   

... 繰り返しが可能な直前の引数。   

| 二者択一の選択。    

記号 意味

Windows サポートされているすべての Windows プラットフォーム

Win2003 Windows 2003 のみ

WinXP Windows XP のみ

Win2000 Windows 2000 のみ

UNIX すべての UNIX プラットフォーム

Solaris Solaris のみ

Linux Linux のみ
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Borland サポートへの連絡

■ 発生し たエラー メ ッ セージまたは例外の詳細な内容

オンラインリソース

ネ ッ ト ワーク上の次のサイ ト から情報を得る こ と ができ ます。

Web サイ ト  http://www.borland.com/jp/

オン ラ イ ンサポー ト http://support.borland.com （ユーザー ID が必要）

リ ス ト サーバー 電子ニュース レ ター （英文） を購読する場合は、 次のサイ ト に用意されているオン ラ イ ン
書式を使用し て く ださ い。

http://www.borland.com/products/newsletters

Web サイト

定期的に http://www.borland.com/jp/products/visibroker/
index.html をチェ ッ ク し て く ださ い。 VisiBroker 製品チームによ る ホ ワ イ ト ペーパー、
競合製品の分析、 FAQ の回答、 サンプルアプ リ ケーシ ョ ン、 新ソ フ ト ウ ェア、 新のマ
ニュ アル、 および新旧製品に関する情報が掲載されます。

特に、 次の URL をチェ ッ クする こ と をお勧めし ます。

■ http://www.borland.com/products/downloads/
download_visibroker.html （ 新の VisiBroker ソ フ ト ウ ェ アおよび他のフ ァ イ
ル）

■ http://www.borland.com/techpubs （マニュ アルの更新および PDF）

■ http://info.borland.com/devsupport/bdp/faq/ （VisiBroker の FAQ）

■ http://community.borland.com （英語、 開発者向けの弊社 Web ベースニュー
スマガジン）

Borland ニュースグループ

Borland VisiBroker を対象と し た数多く のニュ ース グループに参加でき ま す。 VisiBroker など
の Borland 製品のユーザーによ る ニュ ース グループへの参加については、 http://
www.borland.com/newsgroups を参照し てく ださ い。

メ モ これらのニュースグループはユーザーによ って管理されている ものであ り 、 ボーラ ン ド社
の公式サイ ト ではあ り ません。
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第 章

Chapter   2CORBA モデルの概要    
こ こ では VisiBroker を紹介し ます。 これは、 VisiBroker for C++ と  VisiBroker for Java の両方
の ORB で構成されます。 どち ら も  CORBA 2.6 仕様の完全な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで
す。 こ の章では、 VisiBroker の機能と コ ンポーネン ト について説明し ます。

CORBA の概要
コモンオブジェ ク ト リ ク エス ト ブローカーキテ クチャ （Common Object Request Broker 
Architecture、 CORBA） を利用する と、 記述された言語や存在する場所に関係な く 、 分散
アプ リ ケーシ ョ ンど う しの相互運用が可能にな り ます。

CORBA 仕様は、 分散オブジェ ク ト アプ リ ケーシ ョ ン開発の複雑さ と コ ス ト の低減を目的
と し て、 オブジェ ク ト マネージ メ ン ト グループ （Object Management Group） によ って採用
されま し た。 CORBA では、 オブジェ ク ト 指向手法で、 アプ リ ケーシ ョ ン間の再利用と共
有が可能な ソ フ ト ウ ェア コ ンポーネン ト を作成し ます。 各オブジェ ク ト は内部の詳細機能
をカプセル化し、 明確に定義された イ ン ターフ ェース を提示し ます。 このイ ン ターフ ェー
ス を利用する こ と で、 アプ リ ケーシ ョ ンの複雑さが緩和されます。 イ ン ターフ ェース自体
も、 標準のイ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） で記述されています。 こ のイ ン ターフ ェー
スによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンの複雑さが緩和されます。 いったんオブジェ ク ト を実装し て
テス ト すれば、 そのオブジェ ク ト を繰 り 返し使用でき るため、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発コ
ス ト も節約でき ます。

オブジェ ク ト リ ク エス ト ブローカー （ORB） の役割は、 これらのイ ン ターフ ェース を追跡
および管理し、 イ ン ターフ ェース間の通信を円滑化し、 イ ン ターフ ェース を利用する アプ
リ ケーシ ョ ンにサービ ス を提供する こ と です。 ORB 自体は独立し たプロセスではな く 、 エ
ン ド ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン内に統合された ラ イブラ リ と ネ ッ ト ワーク リ ソースの集
合です。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 この ORB を利用し て さ まざまなオブジェ ク
ト を検索し て使用し ます。

次の図のオブジェ ク ト リ ク エス ト ブローカーは、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンをそのア
プ リ ケーシ ョ ンが使用するオブジェ ク ト に接続し ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンに
と って、 探し ているオブジェ ク ト が同じ コ ンピ ュータ上に存在するのか、 ネ ッ ト ワーク上
の リ モー ト コ ンピ ュータ上に存在するのかを知る必要があ り ません。 ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ン側に必要な情報は、 オブジェ ク ト の名前と オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェースの
使い方だけです。 オブジェ ク ト の検索、 要求の転送、 結果の返信などの詳細は、 すべて 
ORB によ って処理されます。
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VisiBroker の概要

図 2.1 オブジ ェ ク ト を操作する ク ラ イアン ト プログラム

VisiBroker の概要

VisiBroker は、 完全な CORBA 2.6 ORB 実行時環境を提供し ます。 また、 オープンで柔軟性
があ り 相互運用が可能な C++ と  Java に対し て、 分散し たアプ リ ケーシ ョ ンを構築、 デプ
ロ イ メ ン ト 、 および管理する開発環境をサポー ト し ます。 VisiBroker で構築し たオブジェ
ク ト は、 Internet Inter-ORB プロ ト コル （IIOP） 標準で通信する  Web ベースアプ リ ケーシ ョ
ンから簡単にア ク セスでき ます。 IIOP は、 イ ン ターネ ッ ト やローカルイ ン ト ラ ネ ッ ト を介
し て分散オブジェ ク ト 間で通信するためのプロ ト コルです。 VisiBroker は IIOP のビル ト イ
ン イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを搭載し てお り 、 高いパフ ォーマン ス と相互運用性を保証し ま
す。

図 2.2 VisiBroker のアーキテ クチャ

VisiBroker の機能

次に、 VisiBroker の主な機能について説明し ます。

VisiBroker のスマートエージェント（osagent） 
アーキテクチャ

VisiBroker のスマー ト エージェ ン ト （osagent） は、 動的な分散デ ィ レ ク ト リ サービ スで
あ り 、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにネー ミ ング機能
を提供し ます。 ネ ッ ト ワーク にあ る複数のスマー ト エージェ ン ト は協調し て機能し、 ク ラ
イ アン ト からサーバーオブジェ ク ト へのア ク セスの負荷を分散し、 可用性を高めます。 ス
マー ト エージェ ン ト は、 ネ ッ ト ワーク上で利用でき るオブジェ ク ト を追跡し、 ク ラ イ アン
ト アプ リ ケーシ ョ ンからのオブジェ ク ト の呼び出しに応じ てオブジェ ク ト を検索し ます。
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VisiBroker の機能

VisiBroker は、 （サーバーのク ラ ッ シュやネ ッ ト ワーク障害などのエラーによ って） ク ラ イ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ン と サーバーオブジェ ク ト の間の接続が失われていないかど う かを
判定でき ます。 エラーが検出される と、 設定によ っては異な る ホス ト 上の別のサーバーに
ク ラ イ アン ト を接続し ます。 スマー ト エージェ ン ト の詳細については、 165 ページの 「ス
マー ト エージェ ン ト の使い方」 と 143 ページの 「ク ラ イ アン ト の基礎」 を参照し て く ださ
い。

ロケーションサービスを使った高度なオブジェクト検索
機能

VisiBroker には CORBA 仕様を拡張し た強力な ロ ケーシ ョ ンサービ スが搭載されています。
こ の機能では、 複数のスマー ト エージェ ン ト の情報を利用でき ます。 ロ ケーシ ョ ンサービ
スはネ ッ ト ワーク上の複数のスマー ト エージェ ン ト と連係し、 ク ラ イ アン ト がバイ ン ド で
き る有効なオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス をすべて参照し ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケー
シ ョ ンはコールバッ ク メ カニズムであ る ト リ ガーを使用し て、 オブジェ ク ト 可用性の変化
を知る こ と ができ ます。 ロ ケーシ ョ ンサービ ス を イ ン ターセプタ と組み合わせて使用する
こ と で、 ク ラ イ アン ト からサーバーオブジェ ク ト への要求をパワ フルに負荷分散でき る機
能を開発でき ます。 179 ページの 「ロ ケーシ ョ ンサービ スの使い方」 を参照し て く ださい。

インプリメンテーションとオブジェクトの 
アクティブ化のサポート

オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） は、 VisiBroker によ る イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ン リ ポジ ト リ のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。 OAD では、 ク ラ イ アン ト がオブ
ジェ ク ト を使用する必要が発生する と自動的にオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを起
動でき ます。 また、 VisiBroker にはク ラ イ アン ト 要求が受信される までオブジェ ク ト のア
ク テ ィ ブ化を遅らせる機能も搭載されてお り 、 特定オブジェ ク ト や、 サーバー上にあ るオ
ブジェ ク ト の全ク ラ スのア ク テ ィ ブ化を遅らせる こ と ができ ます。

堅牢なスレッドと接続の管理

VisiBroker では、 シングルス レ ッ ド と マルチス レ ッ ド のス レ ッ ド管理をネイ テ ィ ブサポー
ト し ています。 VisiBroker のセ ッ シ ョ ン単位モデルでは、 各ク ラ イ アン ト へのサーバー接
続ご と にス レ ッ ド が自動的に割 り 当て られ、 複数の要求をサービ ス し ます。 各接続が終了
する と ス レ ッ ド も終了し ます。 ス レ ッ ド プー リ ングモデルでは、 サーバーオブジェ ク ト へ
の／からの要求 ト ラ フ ィ ッ ク の量に基づいてス レ ッ ド が割 り 当て られます。 つま り 、 ビ
ジーな ク ラ イ アン ト には、 要求を ス ピーデ ィ に実行でき る よ う に複数のス レ ッ ド が用意さ
れ、 あま り ビジーでないク ラ イ アン ト は別のク ラ イ アン ト と ス レ ッ ド を共有し ます。 ス
レ ッ ド を共有し て も、 要求はすぐに処理されます。

VisiBroker の接続管理は、 ク ラ イ アン ト からサーバーへの接続数を 小限に抑えます。 同
じサーバー上のオブジェ ク ト に対するすべてのク ラ イ アン ト 要求は、 異なる ス レ ッ ド から
生じ た ものであって も、 同じ接続上に多重化されます。 また、 解放された ク ラ イ アン ト 接
続は後で同じサーバーに再接続する際に再利用でき るため、 ク ラ イ アン ト が同じサーバー
へ新し く 接続するためのオーバーヘッ ド をカ ッ ト でき ます。

ス レ ッ ド と接続の動作は詳細に設定でき ます。 VisiBroker によ る ス レ ッ ド と接続の管理方
法の詳細については、 123 ページの 「ス レ ッ ド と接続の管理」 を参照し て く ださい。

IDL コンパイラ

VisiBroker には、 オブジェ ク ト 開発を支援するため、 3 つの IDL コ ンパイ ラが組み込まれ
ています。

■ idl2java ： こ のコ ンパイ ラは、 IDL フ ァ イルを入力と し て、 必要な ク ラ イ アン ト ス タ
ブ と サーバースケル ト ンを Java で生成し ます。

■ idl2cpp ： このコ ンパイ ラは、 IDL フ ァ イルを入力 と し て、 必要な ク ラ イ アン ト ス タ
ブ と サーバースケル ト ンを C++ で生成し ます。
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VisiBroker の機能

■ idl2ir ： このコ ンパイ ラは、 IDL フ ァ イルを入力 と し て、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト
リ に内容を挿入し ます。 上の 2 つのコ ンパイ ラ と は異な り 、 idl2ir は、 C++ ORB と  
Java ORB の両方で機能し ます。

以上のコ ンパイ ラの詳細については、 157 ページの 「IDL の使い方」 と 295 ページの 「イ
ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照し て く ださい。

DII と DSI による動的起動

VisiBroker は、 動的起動イ ン ターフ ェース （DII） および動的起動のための動的スケル ト ン
イ ン ターフ ェース （DSI） の両方のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。 DII を使用する
と、 コ ンパイル時に定義されてなかったオブジェ ク ト に対する要求を ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ンで動的に作成でき ます。 DSI を使用する と、 コ ンパイル時に定義されていな
かったオブジェ ク ト に対する ク ラ イ アン ト オペレーシ ョ ン リ ク エス ト をサーバーでデ ィ ス
パッチでき ます。 詳細については、 303 ページの 「動的起動イ ン ターフ ェースの使い方」
と 317 ページの 「動的スケル ト ン イ ン ターフ ェースの使い方」 を参照し て く ださい。

インターフェースとインプリメンテーションリポジトリ

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （IR） は、 ORB オブジェ ク ト に関する メ タ情報のオン ラ イ ン
データベースです。 オブジェ ク ト に保存される メ タ情報には、 モジ ュール、 イ ン ター
フ ェース、 処理、 属性、 および例外があ り ます。 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ イ ン ス タ ン
スの開始方法、 IDL フ ァ イルから イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ に情報を追加する方法、 お
よびイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ から情報を抽出する方法については、 295 ページの 「イ
ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照し て く ださい。

オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） は、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト
リ に対する  VisiBroker のイ ン ターフ ェースです。 ク ラ イ アン ト がオブジェ ク ト を参照する
と き、 そのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを自動的にア ク テ ィ ブ化し ます。 詳細については、
281 ページの 「オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） の使い方」 を参照し て
く ださい。

サーバー側の可搬性

VisiBroker は、 基本オブジェ ク ト アダプタ （BOA） のかわ り と し て CORBA ポータブルオ
ブジェ ク ト アダプタ （POA） をサポー ト し ています。 POA は、 オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ
化、 一時的または永続的オブジェ ク ト のサポー ト など、 BOA と同じ機能を一部共有し てい
ます。 また、 POA には POA マネージャやサーバン ト マネージャ などの追加機能も搭載さ
れています。 これらはオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス を作成および管理し ます。 詳細につい
ては、 99 ページの 「POA の使い方」 を参照し て く ださい。

インターセプタとオブジェクトラッパーを使った 
ORB のカスタマイズ

VisiBroker のイ ン ターセプタ を使用し て、 開発者はク ラ イ アン ト と サーバー間がバッ ク グ
ラ ウ ン ド で行っている通信を監視でき ます。 VisiBroker のイ ン ターセプタは、 Borland 独自
のイ ン ターセプタです。 イ ン ターセプタ を使用する と、 ク ラ イ アン ト と サーバーのコード
をカス タマイ ズ し て、 VisiBroker ORB を拡張でき ます。 それらのコード では、 負荷分散、
監視、 セキ ュ リ テ ィ などの機能によ って分散アプ リ ケーシ ョ ンの特殊な要求に応え る こ と
ができ ます。 325 ページの 「ポータブルイ ン ターセプタの使い方」 を参照し て く ださい。

VisiBroker には OMG の標準機能をベースにし たポータブルイ ン ターセプタ も搭載されて
いる ため、 移植性のあ る イ ン ターセプタ コード を記述し て異な るベンダーの ORB でコー
ド を使用でき ます。 詳細については、 「COBRA 2.6 仕様」 を参照し て く ださい。

VisiBroker のオブジェ ク ト ラ ッパー機能を使用する と、 バイ ン ド し たオブジェ ク ト の メ
ソ ッ ド を ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが呼び出す際、 またはサーバーアプ リ ケーシ ョ ン
がオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を受け取る際に呼び出す メ ソ ッ ド を定義でき ます。 365 ペー
ジの 「オブジェ ク ト ラ ッパーの使い方」 を参照し て く ださい。
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VisiBroker CORBA 準拠

イベントキュー

イベン ト キ ューは、 サーバー側だけの機能と し て設計されています。 サーバーは、 サー
バーが必要とする イベン ト タ イプに基づいて リ スナーを イベン ト キ ューに登録し ておき、
サーバーは必要な と きにそのイベン ト を処理する こ と ができ ます。 詳細については、 383
ページの 「イベン ト キ ュー」 を参照し て く ださい。

ネーミングサービスのバックストア

新機能の相互運用可能なネー ミ ングサービ スは、 取 り 替え可能なバッ ク ス ト アを統合し
て、 その状態を永続化し ます。 これによ り 、 ネー ミ ングサービ スにおける フ ォール ト ト レ
ラ ン ス と フ ェ イルオーバーが容易にな り ます。 詳細については、 191 ページの
「VisiNaming サービ スの使い方」 を参照し て く ださい。

IDL を使用しないインターフェース定義

VisiBroker の java2iiop コ ンパイ ラ を使用する と、 イ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） の
かわ り に Java 言語でイ ン ターフ ェース を定義でき ます。 既存の Java コード があ り 、
CORBA 分散オブジェ ク ト と相互運用する場合や IDL を習得し た く ない場合は、
java2iiop コ ンパイ ラ を使用し ます。

GateKeeper

GateKeeper を使用する と、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは Web ブラ ウザによ るセキ ュ リ テ ィ 制
約の下で、 Web サーバー上のオブジェ ク ト にオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を発行し、 それら
のオブジェ ク ト から コールバッ ク を受け取る こ と ができ ます。 
また、 Gatekeeper はフ ァ イ アウ ォールを介し た通信も処理でき、 HTTP デーモン と し て も
使用でき ます。 Gatekeeper は、 OMG CORBA フ ァ イ ア ウ ォール仕様に完全に準拠し ていま
す。

VisiBroker CORBA 準拠

VisiBroker は、 オブジェ ク ト マネージ メ ン ト グループ （Object Management Group） の 
CORBA 仕様 （バージ ョ ン 2.6） に完全に準拠し ています。 
詳細については、 http://www.omg.org/ の CORBA 仕様を参照し て く ださい。

VisiBroker 開発環境

VisiBroker は、 開発とデプロ イ メ ン ト の両方に使用でき ます。 開発環境には、 次のコ ン
ポーネン ト があ り ます。

■ 管理ツール と プロ グ ラ ミ ングツール

■ VisiBroker ORB
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VisiBroker 開発環境

プログラマツール

開発段階では、 次のツールを使用し ます。

CORBA サービスツール

次のツールでは、 開発時の VisiBroker ORB を管理し ます。

管理ツール

次のツールでは、 開発時の VisiBroker ORB を管理し ます。

ツール 使途

idl2ir このツールでは、 VisiBroker for Java と VisiBroker for C++ の両方の IDL ファイル         
で定義されたインターフェースにインターフェースリポジトリの内容を代入できます。

idl2cp
p

IDL ファイルから C++ スタブとスケルトンを生成します。

idl2ja
va

IDL ファイルから Java スタブとスケルトンを生成します。

java2i
iop

Java ファイルから Java スタブとスケルトンを生成します。 このツールを利用すると、   
IDL ではなく、 Java でインターフェースを定義できます。

java2i
dl

Java バイトコードを含むファイルから IDL ファイルを生成します。

ツール 使途

irep インターフェースリポジトリの管理に使用します。 295 ページの 「インターフェースリポ
ジトリの使い方」 を参照してください。

oad オブジェクトアクティベーションデーモン （OAD） の管理に使用します。 281 ページ
の 「オブジェクトアクティベーションデーモン （OAD） の使い方」 を参照してください。

names
erv

ネーミングサービスのインスタンスの起動に使用します。 191 ページの 「VisiNaming
サービスの使い方」 を参照してください。

ツール 使途

o a d u t i l
list

OAD に登録されている VisiBroker ORB オブジェクトインプリメンテーションをリ    
ストします。

o a d u t i l
reg

OAD に VisiBroker ORB オブジェクトインプリメンテーションを登録します。

o a d u t i l
unreg

OAD の VisiBroker ORB オブジェクトインプリメンテーションを登録解除します。

osagent スマートエージェントの管理に使用します。 165 ページの 「スマートエージェント
の使い方」 を参照してください。

osfind 特定のネットワークで実行中のオブジェクトを報告します。
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Java 開発環境

Java 開発環境

VisiBroker は、 Java 実行時環境で次のコ ンポーネン ト を使用し ます。

■ 13 ページの 「Java 2 Standard Edition」

■ 13 ページの 「Java 実行時環境」

Java 2 Standard Edition

VisiBroker ORB を使用する アプレッ ト やアプリ ケーショ ンの開発には、 Borland JBuilder など
の Java 開発環境が必要です。 JavaSoft の Java 開発者キ ッ ト （JDK） には、 Java 実行時環境
（JRE） も含まれています。

Sun Microsystems は、 JavaSoft の JDK （Java 実行時環境を含む） を  Solaris、 Windows NT プ
ラ ッ ト フ ォーム向けに提供し ています。 JDK は、 Sun Microsystems の Web サイ ト  http://
java.sun.com から ダウ ン ロード でき ます。

JDK は、 IBM AIX、 OS/2、 SGI IRIX、 および HP-UX にも移植済みです。 これらのバー
ジ ョ ンは、 各ハード ウ ェアベンダーの Web サイ ト から ダウ ン ロード でき ます。 これらの
プラ ッ ト フ ォームで利用でき る機能については、 Sun Microsystems の JavaSoft Web サイ ト  
http://java.sun.com/products/jdk を参照し て く ださい。

Java 実行時環境

VisiBroker のサービ ス と ツールを実行するには、 すべてのエン ド ユーザーで Java 実行時環
境が必要です。 Java 実行時環境は Java アプ リ ケーシ ョ ンを解釈し て実行するエンジンで、
通常 Java 開発環境にバン ド ルされています。 詳細については、 13 ページの 「Java 2 
Standard Edition」 を参照し て く ださい。

GateKeeper の要件

VisiBroker Gatekeeper を使用するには、 Servlet 2.1 API を使用する必要があ り ます。 これは、
JavaServer Web Development Kit 1.0.1 から入手でき ます。

Java 対応の Web ブラウザ

アプレ ッ ト は、 Netscape Communicator、 Netscape Navigator、 Microsoft Internet Explorer な
ど、 Java 対応の Web ブラ ウザで実行でき ます。 これらの Java 対応の Web ブラ ウザは、 そ
れぞれ次の URL から入手でき ます。

■ http://www.netscape.com/
■ http://microsoft.com/ie/

VisiBroker との相互運用性

VisiBroker for Java で作成し たアプ リ ケーシ ョ ンは、 VisiBroker for C++ で開発し たオブジェ
ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と通信でき ます。 同様に、 VisiBroker for C++ で作成し たアプ
リ ケーシ ョ ンは、 VisiBroker for Java で開発し たオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と通
信でき ます。 た と えば、 VisiBroker for C++ で Java アプ リ ケーシ ョ ンを使用する場合、
VisiBroker for C++ に付属する  IDL コ ンパイ ラに Java アプ リ ケーシ ョ ンの開発に使用する
もの と同じ  IDL を入力し ます。 次に、 生成し た C++ スケル ト ンを使ってオブジェ ク ト イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを開発し ます。 VisiBroker for Java 上で C++ アプ リ ケーシ ョ ンを使用
する場合も、 こ の処理を繰 り 返し ますが、 VisiBroker for Java のかわ り に VisiBroker IDL コ
ンパイ ラ をかわ り に使用し ます。

また、 VisiBroker for Java で記述したオブジェ ク ト インプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 VisiBroker for 
C++ で記述し た ク ラ イ アン ト に使用でき ます。 実際には、 VisiBroker for Java で記述し た
サーバーは CORBA 準拠の任意のク ラ イ アン ト と相互機能し、 VisiBroker for Java で記述し
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ほかの ORB 製品との相互運用性

た ク ラ イ アン ト は CORBA 準拠の任意のサーバーと相互機能し ます。 これは、 VisiBroker 
for C++ のどのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにも当てはま り ます。

ほかの ORB 製品との相互運用性

CORBA 準拠のソ フ ト ウ ェ アオブジェ ク ト ど う しは Internet Inter-ORB プロ ト コル （IIOP）
通信によ り 、 完全に相互運用でき ます。 これらのソ フ ト ウ ェアオブジェ ク ト は、 互いのイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの知識がないベンダーによ って開発された ものであって も問題あ り
ません。 VisiBroker は IIOP を使用し ているため、 VisiBroker で開発し た ク ラ イ アン ト アプ
リ ケーシ ョ ン と サーバーアプ リ ケーシ ョ ンは、 ほかのベンダーのさ まざまな ORB 製品と
相互運用でき ます。

IDL から Java へのマッピング

VisiBroker は、 『OMG IDL/Java Language Mapping Specification』 に準拠し ています。
idl2java コ ンパイ ラに実装されている  VisiBroker の現在の IDL/Java 言語マ ッ ピングの概
要については、 『VisiBroker プロ グ ラマーズ リ フ ァ レン ス』 を参照し て く ださい。 IDL の各
構造ご と に、 対応する  Java の構造がサンプルコード と と もに記載されています。

マッ ピング仕様の詳細については、『 OMG IDL/Java Language Mapping Specification』 を参照
し て く ださ い。
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第 章

Chapter   3VisiBroker を使ったサンプ    
ルアプリケーションの開発

こ の節では、 サンプルアプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 Java と  C++ 両方のオブジェ ク ト ベー
スの分散アプ リ ケーシ ョ ンを開発するプロセスについて説明し ます。

サンプルアプ リ ケーシ ョ ンのコード は、 bank_agent_java.html フ ァ イルに用意されて
います。 こ のフ ァ イルは次の場所にあ り ます。

<install_dir>/examples/vbe/basic/bank_agent/

開発手順

VisiBroker を使って分散アプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合は、 まずアプ リ ケーシ ョ ンに必
要なオブジェ ク ト を識別し ます。 下の図は、 サンプルの bank アプ リ ケーシ ョ ンを開発す
る手順を示し ています。 次に、 各プロセス を簡単にま と めます。

1 Interface Definition Language （IDL） を使って各オブジェ ク ト の仕様を記述し ます。

IDL は、 オブジェ ク ト が提供するオペレーシ ョ ン と オブジェ ク ト を呼び出す方法を指定
する言語です。 こ のサンプルでは、 balance() メ ソ ッ ド を持つ Account イ ン ター
フ ェース と、 open() メ ソ ッ ド を持つ AccountManager イ ン ターフ ェース を IDL で定
義し ます。

2 IDL コ ンパイ ラ を使用し て、 ク ラ イ アント ス タ ブコ ード と サーバー POA サーバント コ ー
ド を生成し ます。

ステ ッ プ 1 で説明し た イ ン ターフ ェース仕様と  idl2java または idl2cpp コ ンパイ ラ
を使用し て、 リ モー ト オブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン用のク ラ イ アン ト 側ス
タブ と サーバー側ク ラ ス を生成し ます。

3 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムのコード を記述し ます。

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを完成するには VisiBroker ORB を
初期化し、 Account および AccountManager オブジェ ク ト をバイ ン ド し、 これらの
オブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を呼び出し て残高を出力する コード を記述し ます。

4 サーバーオブジェ ク ト のコード を記述し ます。

サーバーオブジェ ク ト のコード のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを完成するには、
AccountPOA ク ラ ス と  AccountManagerPOA ク ラ スから ク ラ ス を派生し、 それらのイ
ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド にイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し、 サーバーの main ルー
チンを実装し ます。

5 適切なス タブ と スケル ト ンを使用し て、 ク ラ イ アン ト コード と サーバーコード を コ ン
パイルし ます。



16 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

ステップ 1 ： オブジェクトインターフェースの定義

6 サーバーを起動し ます。

7 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを実行し ます。

図 3.1 サンプル bank アプ リ ケーシ ョ ンの開発

ステップ 1：オブジェクトインターフェースの定義

VisiBroker を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを作成するための 初の手順は、 OMG の Interface 
Definition Language （IDL） を使用し て、 目的のオブジェ ク ト およびそれらのイ ン ター
フ ェース をすべて指定する こ と です。 IDL は、 さ まざまなプロ グ ラ ミ ング言語にマ ッ ピン
グ されます。

次に、 idl2java コ ンパイ ラ を使用し て、 IDL 仕様に準拠し たス タブルーチン と サーバン
ト コード を生成し ます。 ス タブルーチンは、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムがオブジェ ク ト のオ
ペレーシ ョ ンを呼び出すために使用し ます。 記述し た コード と と もにサーバン ト コード を
使用し て、 オブジェ ク ト を実装するサーバーを作成し ます。

IDL を使った Account インターフェースの記述

IDL は C++ と似た構文を持ってお り 、 モジュール、 イ ン ターフ ェース、 データ構造などの
定義に使用し ます。

次のサンプルは、 bank_agent サンプルの Bank.idl フ ァ イルの内容を示し ます。
Account イ ン ターフ ェースは、 現在の残高を取得する ための メ ソ ッ ド を 1 つだけ提供し
ます。 AccountManager イ ン ターフ ェースは、 ユーザーの口座がまだ存在し ない場合に、
口座を作成し ます。

module Bank{ 
   interface Account { 
      float balance(); 
   }; 
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   interface AccountManager { 
      Account open(in string name); 
   }; 
};

ステップ 2：クライアントスタブとサーバーサーバントの
生成

IDL で作成し た イ ン ターフ ェース仕様を使用し て、 VisiBroker の idl2java コ ンパイ ラが
ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの Java ク ラ ス と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのスケル ト
ン コード を生成し ます。

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 すべての メ ソ ッ ド の呼び出しで Java ク ラ ス を使用し ます。

記述し た コード と と もにスケル ト ン コード を使用し て、 オブジェ ク ト を実装するサーバー
を作成し ます。

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と サーバーオブジェ ク ト のコード が完成し た ら、 それらのコード
を Java コ ンパイ ラへの入力と し て使用し て、 ク ラ イ アン ト と サーバーの実行可能な ク ラ ス
を生成し ます。

Bank.idl フ ァ イルには特別な処理が必要ないため、 次のコマン ド を使ってコ ンパイルで
き ます。

prompt> idl2java Bank.idl

idl2java コ ンパイ ラのコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンの詳細については、 157 ページの
「IDL の使い方」 を参照し て く ださ い。

IDL コンパイラが生成するファイル

Java Java では、 1 つのフ ァ イルに記述でき るパブ リ ッ ク イ ン ターフ ェース、 またはパブ リ ッ ク
ク ラ スは 1 つだけなので、 IDL フ ァ イルを コ ンパイルする と複数の .java フ ァ イルが生成
されます。 これらのフ ァ イルは、 Bank と い う 名前で生成されたサブデ ィ レ ク ト リ に保存さ
れます。 Bank は、 IDL で指定されているモジュール名で、 生成されたフ ァ イルが属する
パッ ケージです。 生成された .java フ ァ イルの リ ス ト は次の とお り です。

■ _AccountManagerStub.java： ク ラ イ アント 側の AccountManager オブジェ ク ト の
ス タ ブコ ード です。

■ _AccountStub.java ： ク ラ イ アン ト 側の Account オブジェ ク ト のス タブコード で
す。

■ Account.java ： Account イ ン ターフ ェース宣言です。

■ AccountHelper.java ： AccountHelper ク ラ ス を宣言し ます。 こ のク ラ スは、 便利
なユーテ ィ リ テ ィ メ ソ ッ ド を定義し ます。

■ AccountHolder.java ： AccountHolder ク ラ ス を宣言し ます。 こ のク ラ スは、
Account オブジェ ク ト を渡すためのホルダーを提供し ます。

■ AccountManager.java ： AccountManager イ ン ターフ ェース宣言です。

■ AccountManagerHelper.java ： AccountManagerHelper ク ラ ス を宣言し ます。
こ のク ラ スは、 便利なユーテ ィ リ テ ィ メ ソ ッ ド を定義し ます。

■ AccountManagerHolder.java ： AccountManagerHolder ク ラ ス を宣言し ます。
このク ラ スは、 AccountManager オブジェ ク ト を渡すためのホルダーを提供し ます。

■ AccountManagerOperation.java ： 
こ のイ ン ターフ ェースは、 Bank.idl フ ァ イルの AccountManager イ ン ターフ ェース
で定義されている メ ソ ッ ド のシグニチャ を宣言し ます。

■ AccountManagerPOA.java ： サーバー側の AccountManager オブジェ ク ト イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンの POA サーバン ト コー ド （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンベース コード）
です。

■ AccountManagerPOATie.java ： tie メ カニズムを使用し て、 サーバー側で 
AccountManager オブジェ ク ト を実装する ために使用される ク ラ スです。 tie メ カニズ
ムについては、 139 ページの 「tie メ カニズムの使い方」 を参照し て く ださい。
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■ AccountOperations.java ： このイ ン ターフ ェースは、 Bank.idl フ ァ イルの 
Account イ ン ターフ ェースで定義されている メ ソ ッ ド のシグニチャ を宣言し ます。

■ AccountPOA.java ： サーバー側の Account オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの 
POA サーバン ト コード （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンベース コード） です。

■ AccountPOATie.java ： tie メ カニズムを使用し て、 サーバー側で Account オブジェ
ク ト を実装するために使用される ク ラ スです。 tie メ カニズムについては、 139 ページの
「tie メ カニズムの使い方」 を参照し て く ださい。

ステップ 3：クライアントの実装

Client.java

前のサンプルで示し た よ う に、 Bank ク ラ イ アン ト の実装で使用される多 く のク ラ スは、
idl2java コ ンパイ ラによ って生成される  Bank パッ ケージ内に存在し ます。

Client.java フ ァ イルは、 このサンプルを説明する ものです。 このフ ァ イルは、
bank_agent デ ィ レ ク ト リ に置かれています。 通常は、 プロ グ ラ マがこのフ ァ イルを作成
し ます。

Client ク ラ スは、 現在の銀行口座の残高を取得する ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実
装し ます。 Bank の ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 次の手順を実行し ます。

1 VisiBroker ORB を初期化する。

2 AccountManager オブジェ ク ト にバイ ン ドする。

3 AccountManager オブジェ ク ト の open を呼び出し て、 Account オブジェ ク ト を取得
する。

4 Account オブジェ ク ト の balance を呼び出し て、 残高を取得する。

public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // マネージャの ID を取得します。 
      byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
      // AccountManager を検索します。完全な POA 名とサーバント ID を指定します。 
      Bank.AccountManager manager = 
            Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/bank_agent_poa", managerId); 
      // 口座名またはデフォルトとして args[0] を使用します。 
      String name = args.length > 0 ? args[0] : "Jack B. Quick"; 
      // アカウントマネージャに指定した口座を開くように要求します。 
      Bank.Account account = manager.open(name); 
      // 口座の残高を取得します。 
      float balance = account.balance(); 
      // 残高を印刷します。 
      System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
balance); 
   } 
}

AccountManager オブジ ェ ク ト へのバイン ド
ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 open(String name) メ ソ ッ ド を呼び出す前に、
bind() メ ソ ッ ド を使用し て、 AccountManager オブジェ ク ト を実装するサーバー
への接続を確立する必要があ り ます。

bind() メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 idl2java コ ンパイ ラによ って自動的に
生成されます。 bind() メ ソ ッ ド は、 サーバーを検索し て接続を確立する よ う に 
VisiBroker ORB に要求し ます。

正し く サーバーが見つか り 、 接続が確立される と、 サーバーの AccountManagerPOA オ
ブジェ ク ト を表すプロ キシオブジェ ク ト が作成されます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムには、
AccountManager オブジェ ク ト へのオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スが返されます。
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Account オブジ ェ ク ト の取得
次に、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは AccountManager オブジェ ク ト の open() メ ソ ッ
ド を呼び出し て、 指定された顧客名に対応する  Account オブジェ ク ト へのオブジェ
ク ト リ フ ァ レ ン ス を取得する必要があ り ます。

残高の取得
ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが Account オブジェ ク ト と の接続を確立する と、
balance() メ ソ ッ ド を使って残高を取得でき ます。 ク ラ イ アン ト 側の balance() 
メ ソ ッ ド は、 実際には idl2java コ ンパイ ラによ って生成されたス タブです。 この
ス タブが、 要求に必要なすべてのデータ を集め、 その要求をサーバーオブジェ ク ト に
送信し ます。

AccountManagerHelper.java

Java こ のフ ァ イルは Bank パッ ケージ内にあ り ます。 このフ ァ イルには 
AccountManagerHelper オブジェ ク ト があ り 、 こ のオブジェ ク ト を実装するサーバーに
バイ ン ドするための メ ソ ッ ド をい く つか定義し ています。 bind() ク ラ ス メ ソ ッ ド は、 指
定された POA マネージャ と コ ン タ ク ト し、 オブジェ ク ト を リ ゾルブし ます。 このサンプ
ルアプ リ ケーシ ョ ンでは、 bind メ ソ ッ ド の う ち、 オブジェ ク ト 名を受け取るバージ ョ ン
を使用し ますが、 ク ラ イ アン ト から特定のホス ト を指定し た り 、 特別なバイ ン ド オプシ ョ
ンを指定する こ と もでき ます。 Helper ク ラ スの詳細については、 『VisiBroker プロ グ ラ マー
ズ リ フ ァ レン ス』 を参照し て く ださい。

package Bank; 
public final class AccountManagerHelper { 
   . . . 
   public static Bank.AccountManager bind(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      return bind(orb, null, null, null); 
      . . . 
   } 
}

その他のメ ソ ッ ド
このほかにも、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが AccountManager のオブジェ ク ト リ フ ァ
レ ン ス を操作するための メ ソ ッ ド がい く つかあ り ます。

サンプルク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでそれらの メ ソ ッ ド と メ ンバー関数を使用する こ
と はほ と んどあ り ませんが、 詳細については、 『VisiBroker プロ グ ラ マーズ リ フ ァ レ ン ス』
に記載されています。
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ステップ 4：サーバーの実装

ク ラ イ アン ト の場合と同様に、 Bank サーバーの実装で使用される多 く のク ラ スは、
idl2java コンパイ ラによって生成される  Bank パッ ケージに格納されています。
Server.java フ ァ イルは、 このサンプルのために用意されているサーバーイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンです。 通常は、 プロ グ ラマがこ のフ ァ イルを作成し ます。

サーバープログラム

こ のフ ァ イルは、 Bank サンプルのサーバー側の Server ク ラ ス を実装し ます。 次のサンプ
ルコード は、 C++ と  Java のサーバー側プロ グ ラ ムのサンプルです。 サーバープロ グ ラ ムは
次の処理を実行し ます。

■ オブジェ ク ト リ ク エス ト ブローカー （ORB） を初期化する。

■ 必要なポ リ シーを使ってポータブルオブジェ ク ト アダプタ （POA） を作成する。

■ AccountManager サーバン ト オブジェ ク ト を作成する。

■ サーバン ト オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する。

■ POA マネージ ャ （および POA） をア ク テ ィ ブ化する。

■ 要求の受信を待機する。

public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
               POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
            org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
         }; 
         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", 
               rootPOA.the_POAManager(), 
               policies ); 
         // サーバントを作成します。 
         AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
         // サーバントの ID を決定します。 
         byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
         // その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
         myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant); 
         // POA マネージャをアクティブ化 
         rootPOA.the_POAManager().activate(); 
         System.out.println(myPOA.servant_to_reference(managerServant) + " is 
                  ready."); 
         // 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}
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ステップ 5：サンプルのビルド

VisiBroker リ リ ースの examples デ ィ レ ク ト リ には、 このサンプル と ほかの VisiBroker サ
ンプル用の vbmake.bat があ り ます。

サンプルのコンパイル

Windows VisiBroker が C:¥vbroker にイ ン ス ト ールされている と し ます。 サンプルを コ ンパイルす
るには、 次のよ う に入力し ます。

prompt> vbmake

vbmake コマン ド は、 idl2java コ ンパイ ラ を実行し て各フ ァ イルを コ ンパイルするバッ
チフ ァ イルです。

vbmake の実行中に問題が発生し た場合は、 path 環境変数に VisiBroker ソ フ ト ウ ェ アがイ
ン ス ト ールされている  bin デ ィ レ ク ト リ が含まれているかど う かを確認し て く ださい。

UNIX VisiBroker が /usr/local にイ ン ス ト ールされている と し ます。 サンプルを コ ンパイルす
るには、 次のよ う に入力し ます。

prompt> make java

こ のサンプルの make は、 標準の UNIX 機能です。 PATH に make がない場合は、 システム
管理者に問い合わせて く ださ い。

ステップ 6：サーバーの起動とサンプルの実行

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と サーバーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのコ ンパイルが完了し ま し
た。 これで 初の VisiBroker アプ リ ケーシ ョ ンを実行でき ます。

スマートエージェントの起動

VisiBroker のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム またはサーバーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを実行する
には、 まず、 ローカルネ ッ ト ワーク の少な く と も  1 つのホス ト でスマー ト エージェ ン ト を
起動する必要があ り ます。

次は、 スマー ト エージェ ン ト を起動するための基本のコマン ド です。

prompt> osagent

スマー ト エージェ ン ト については、 165 ページの 「スマー ト エージェ ン ト の使い方」 を参
照し て く ださ い。

サーバーの起動

Windows DOS プロ ンプ ト ウ ィ ン ド ウ を開き、 次の DOS コマン ド を使ってサーバーを起動し ます。

prompt> start vbj Server

UNIX Account サーバーを起動するには、 次のコマン ド を入力し ます。

prompt> vbj Server&

クライアントの実行

Windows 別の DOS プロ ンプ ト ウ ィ ン ド ウ を開き、 次の DOS コマン ド を使って ク ラ イ アン ト を起動
し ます。

prompt> vbj Client

UNIX ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを開始するには、 次のコマン ド を入力し ます。

prompt> vbj Client

次のよ う な出力が表示されます。 口座残高はラ ンダムに計算されます。

The balance in the account in $168.38.
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VisiBroker を使ったアプリケーションのデプロイメント

VisiBroker はデプロ イ メ ン ト フ ェーズでも使用し ます。 これは、 開発者がク ラ イ アン ト プ
ロ グ ラ ムやサーバーアプ リ ケーシ ョ ンを開発し、 テス ト を行って本稼動の準備が整った
フ ェーズです。 こ の段階で、 システム管理者は、 エン ド ユーザーのデス ク ト ッ プにク ラ イ
アン ト プロ グ ラ ムをデプロ イ メ ン ト し た り 、 サーバーク ラ スのマシンにサーバーアプ リ
ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト するための準備を行います。

VisiBroker ORB は、 デプロ イ メ ン ト のためにフ ロ ン ト エン ド で ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを
サポー ト し ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを実行する各マシンに VisiBroker ORB を イ ン ス
ト ールする必要があ り ます。 VisiBroker ORB を利用する同じ ホス ト 上のク ラ イ アン ト は、
VisiBroker ORB を共有し ます。 VisiBroker ORB は、 中間層でサーバーアプ リ ケーシ ョ ン も
サポー ト し ます。 サーバーアプ リ ケーシ ョ ンを実行する各マシンで VisiBroker ORB を イ ン
ス ト ールする必要があ り ます。 VisiBroker ORB を利用する同じサーバーマシン上のサー
バーアプ リ ケーシ ョ ンやオブジェ ク ト は、 VisiBroker ORB を共有し ます。 ク ラ イ アン ト
は、 GUI フ ロ ン ト エン ド、 アプレ ッ ト 、 またはク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムにな り ます。 サー
バーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 中間層でビジネス ロ ジ ッ ク を保持し ます。

図 3.2 VisiBroker ORB を使っ てデプロイメ ント さ れるク ラ イアント プログラ ムと サー
バープログラ ム

VisiBroker アプリケーション

アプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト
VisiBroker を使って開発されたアプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト するには、 初に、
そのアプ リ ケーシ ョ ンが実行される ホス ト で実行時環境を設定し、 必要なサポー ト
サービ スがローカルネ ッ ト ワーク で利用でき るかど う かを確認する必要があ り ます。

VisiBroker for Java を使って開発されたアプ リ ケーシ ョ ンには、 次の実行時環境が必要です。

■ Java 実行時環境。

■ vbjorb.jar ファ イ ルにアーカイ ブさ れた  VisiBroker Java パッ ケージ。 
こ れは、 VisiBroker のイ ン ス ト ール先の lib サブデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンから要求されるサポー ト サービ スの有効性。

デプロ イ メ ン ト する アプ リ ケーシ ョ ンが実行される ホス ト に、 Java 実行時環境と  
VisiBroker パッ ケージを イ ン ス ト ールする必要があ り ます。
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環境変数
vbj 実行可能プロ グ ラ ムを使用する と、 環境変数を自動的に設定し ます。

デプロ イ メ ン ト したアプ リ ケーシ ョ ンが特定のホス ト のスマー ト エージェン ト （osagent）
を使用する よ う に指定するには、 そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行する前に、 OSAGENT_ADDR 
環境変数を設定する必要があ り ます。 vbroker.agent.addr プロパテ ィ を コマン ド ラ イ
ン引数と し て使用し て、 ホス ト 名または IP ア ド レ ス を指定でき ます。

デプロ イ メ ン ト し たアプ リ ケーシ ョ ンがスマー ト エージェ ン ト と通信する と きに、 特定の 
UDP ポー ト を使用する よ う に指定するには、 そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行する前に、
OSAGENT_PORT 環境変数を設定する必要があ り ます。

UDP ポー ト 番号は、 vbroker.agent.port (Java) コマン ド ラ イン引数を使って指定でき
ます。

環境変数の詳細については、 『Borland VisiBroker イ ン ス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださ
い。

サポー ト サービスの有効性
デプロ イ メ ン ト し たアプ リ ケーシ ョ ンが実行されるネ ッ ト ワーク上のど こ かで、 ス
マー ト エージェ ン ト が実行されている必要があ り ます。 デプロ イ メ ン ト する アプ リ
ケーシ ョ ンに必要な条件に基づいて、 ほかの VisiBroker 実行時サポー ト サービ スが利
用でき るかど う かも確認し て く ださい。 次のよ う なサービ スがあ り ます。

vbj の使用

Java vbj コマン ド を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの動作を制御するためのコマン ド ラ イ ン引
数を入力し て、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動でき ます。

vbj -Dvbroker.agent.port=10000 <class>

アプ リ ケーシ ョ ンの実行
VisiBroker のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム またはサーバーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを実行
するには、 まず、 ローカルネ ッ ト ワーク の少な く と も  1 つのホ ス ト でスマー ト エー
ジェ ン ト を起動する必要があ り ます。 スマー ト エージェ ン ト については、 21 ページ
の 「スマー ト エージェ ン ト の起動」 で詳し く 説明し ています。

ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの実行
ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 VisiBroker ORB オブジェ ク ト を使用し ますが、 自
分からほかのク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンには VisiBroker ORB オブジェ ク ト を提供
し ないアプ リ ケーシ ョ ンです。

ク ラ イ アント は、 vbj コ マンド を使って起動する か、 Java 対応の Web ブラ ウ ザ内から 起動
でき ます。

サポー ト サービス 必要な場合 ：

オブジェクトアクティベーション
デーモン （oad）

オンデマンドで起動する必要があるオブジェクトを実装する
サーバーアプリケーションをデプロイメントする場合。

インターフェースリポジトリ
（irep）

動的スケルトンインターフェースまたは動的インプリメンテー
ションインターフェースのどちらかを使用するアプリケーション
をデプロイメントする場合。 これらのインターフェースの詳細に
ついては、 295 ページの 「インターフェースリポジトリの使い
方」 を参照してください。

GateKeeper ネットワークセキュリティとしてファイアウォールを使用する環
境で実行するアプリケーションをデプロイメントする場合。
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次の表は、 Java ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンに指定でき る コマン ド ラ イ ン引数を ま と め
た ものです。

オプシ ョ ン 説明

-DORBagentAddr= 
<hostname|ip_address>

このクライアントが使用するスマートエージェントが実行され
ているホストのホスト名、 または IP アドレスを指定します。 指  
定したアドレスにスマートエージェントが見つからない場合、
またはこのオプションが指定されていない場合は、 ブロード
キャストメッセージを使ってスマートエージェントを検索しま
す。

-DORBagentPort= 
<port_number>

スマートエージェントのポート番号を指定します。 このオプ
ションは、 複数の ORB ドメインが必要な場合に便利です。  
ポート番号を設定しなかった場合、デフォルトは 14000 にな  
ります。

-DORBmbufSize= 
<buffer_size>

VisiBroker がオペレーションリクエストの実行に使用する中 
間バッファのサイズを指定します。 パフォーマンスの向上の
ため、 VisiBroker ORB は、 以前のバージョンの VisiBroker   
より複雑なバッファ管理を行っています。 送信および受信の
デフォルトのバッファサイズは 4 （4 KB） です。 送信または  
受信したデータのサイズがデフォルトより大きい場合は、 新し
いバッファが各要求／応答に割り当てられます。 作成したア
プリケーションが 4 KB より大きなデータを頻繁に送信する場   
合、このシステムプロパティを使用してより大きなバイト数をデ
フォルトのバッファサイズに指定すれば、 バッファ管理機能を
有効に活用できます。

-DORBtcpNoDelay= 
<false|true>

true に設定すると、 すべてのネットワーク接続でデータが 
即座に送信されます。デフォルトは false です。この場合、  
ネットワーク接続はバッファが満たされるとすぐにデータを一
括して送信します。

-DORBconnectionMax= 
<integer>

OAid TSession が選択されている場合に、 オブジェクトイ  
ンプリメンテーションで利用できる接続の 大数を指定しま
す。 値を指定しない場合、 デフォルトは無制限になります。

-DORBconnectionMax 
Idle=<integer>

ネットワーク接続がアイドルになり、 VisiBroker によってシャッ 
トダウンされるまでの時間をミリ秒単位で指定します。 デフォ
ルトは 360 です。 これは、 接続がタイムアウトにならないこ  
とを意味します。 インターネットアプリケーションの場合は、 こ
のオプションを設定する必要があります。
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Java でのサーバーアプ リ ケーシ ョ ンの実行
サーバーアプ リ ケーシ ョ ンは、 1 つ以上の VisiBroker ORB オブジェ ク ト を ク ラ イ アン
ト アプ リ ケーシ ョ ンに提供する アプ リ ケーシ ョ ンです。 サーバーアプ リ ケーシ ョ ン
は、 vbj コマン ド を使って起動するか、 オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン
（oad） を使ってア ク テ ィ ブ化し ます。

次の表は、 Java サーバーアプ リ ケーシ ョ ンに指定でき る コマン ド ラ イ ン引数を ま と めた も
のです。

オプシ ョ ン 説明

-DOAipAddr <hostname|
ip_address>

オブジェクトアダプタで使用されるホスト名または IP アドレス  
を指定します。 このオプションは、 ホストに複数のネットワー
クインターフェースがあり、 BOA がこれらのインターフェース 
の 1 つだけに関連付けられている場合に使用します。 この  
オプションを指定しない場合は、 ホストのデフォルトのアドレ
スが使用されます。

-DOAport <port_number> オブジェクトアダプタによって新しい接続の監視に使用され
るポート番号を指定します。

-DOAid <TPool|
TSession>

BOA が使用するスレッドポリシーを指定します。 下位互換 
モードでない限り、 デフォルトは TPool です。 下位互換モー  
ドの場合、 デフォルトは TSession です。

-DOAthreadMax 
<integer>

OAid に TPool が選択されている場合に、 利用できるスレッ   
ドの 大数を指定します。 指定しない場合、 または 0 を指  
定した場合、 スレッド数は無制限になります。 正確には、 ス
レッド数はシステムリソースによってのみ制限されます。

-DOAthreadMin 
<integer>

スレッドプールで利用できるスレッドの 小数を指定します。
指定しない場合のデフォルトは 0 です。 このオプションは、  
OAid TPool が選択されている場合にしか指定できませ  
ん。

-DOAthreadMaxIdle 
<integer>

スレッドがまったく要求に応えないまま存在できる時間を秒
単位で指定します。指定された時間を過ぎてアイドル状態の
スレッドは、 システムに返されます。 デフォルトでは 300 秒  
に設定されています。

-DOAconnectionMax 
<integer>>

OAid TSession が選択されている場合に、 利用できるス  
レッドの 大数を指定します。 指定しない場合のデフォルト
は、 無制限です。

-DOAconnectionMaxIdle 
<integer>

接続がトラフィックなしのアイドル状態を継続できる時間を指
定します。 この時間を過ぎてもアイドル状態が続いている接
続は、 VisiBroker によってシャットダウンされます。 デフォル 
トでは 0 に設定されています。 これは、 接続が自動的にタ  
イムアウトにならないことを意味します。 インターネットアプリ
ケーションの場合は、このオプションを設定する必要がありま
す。
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第 章

Chapter   4Java 対応プログラマツール    
こ の章では、 VisiBroker for Java が提供するプロ グ ラ マツールについて説明し ます。 コマン
ド の構文は、 コマン ド、 コマン ド の実行に必要な引数、 およびコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン
で構成されます。 一部のコマン ド には引数があ り ませんが、 オプシ ョ ンが提供されていま
す。

VisiBroker （バージ ョ ン 6.5 以降） は、 い く つかの追加機能を VisiBroker for Java ツール と
し て提供し ています。 これらの機能を使用し て、 ク ラ スパスや ORB プロパテ ィ の設定な
ど、 アプ リ ケーシ ョ ンの設定を柔軟に行 う こ と ができ ます。 VisiBroker では、 設定フ ァ イ
ルベースのシステムを使用し て設定を指定でき ます。 さ らに、 VisiBroker バージ ョ ン 6.5 
からは、 これらすべてのツールがネイ テ ィ ブに構築された起動プロ グ ラ ムを使用し て起動
されます。 これまでの UNIX ベースの起動プロ グ ラ ムはス ク リ プ ト ベースで、 提供される
設定機能は非常に限定されていま し た。

オプション

VisiBroker for Java のプロ グ ラ マツールは、 どれも汎用のオプシ ョ ン と ツールに固有のオプ
シ ョ ンの両方を持っています。 各ツールに固有のオプシ ョ ンは、 そのツールの節で説明し
ます。 こ の リ ス ト にあ るオプシ ョ ンはすべてデフ ォル ト で有効にな り 、 ハイ フン （-） の
後に続き ます。 デフ ォル ト 値をオフにするには、 先頭に -no_ を付けるかハイ フンを削除
し ます。 た と えば、 認識できない #pragma があった場合に警告を出す場合、 デフ ォル ト
値は次のよ う にな り ます。

warn_unrecognized_pragmas

デフ ォル ト をオフにするには、 次のオプシ ョ ンを使用し ます。

-no_warn_unrecognized_pragmas

すべてのプロ グ ラマツールで使用でき るオプシ ョ ンを次に示し ます。

共通オプション

次のオプシ ョ ンは、 すべてのプロ グ ラマツールに共通です。

オプシ ョ ン 説明

-VBJdebug VisiBroker for Java のデバッグ情報を出力します。

-J<java_option> java_option ディレクトリを Java 仮想マシンに渡します。

-VBJversion 使用中の VisiBroker for Java のバージョンを出力します。
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idl2ir

idl2ir

こ のツールを使用する と、 イ ン ターフ ェース定義言語 （Interface Definition Language、 IDL）
ソース フ ァ イルの中で定義されているオブジェ ク ト を イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （IR）
に記入でき ます。 idl2ir コマン ド を使用し て実行されます。

構文 idl2ir [options] {filename}

例 idl2ir -irep my_repository -replace java_examples/bank/Bank.idl

説明 idl2ir コマン ド は IDL フ ァ イルを入力と し、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ サーバーにバ
イ ン ド し て、 filename 内の IDL 構造を リ ポジ ト リ に記入し ます。 IDL フ ァ イル内の項目
と同じ名前の項目がすでにこ の リ ポジ ト リ にあ る場合は、 古い項目が変更されます。

キーワー ド キーワード には、 次に挙げるオプシ ョ ン と処理される  IDL 入力フ ァ イルが含まれていま
す。

オプシ ョ ン idl2ir では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。

-VBJprop 
<property>=<value>

指定されたプロパティを VBJ 実行可能プログラムに渡しま  
す。

-VBJjavavm <vm-name> Java VM のパスとフラグを指定します。 指定しない場合は、  
デフォルト値 java が使用されます。

-VBJclasspath 
<classpath>

クラスパスを指定します。 ここで入力した値は、 CLASSPATH
環境変数より優先します。

-VBJaddJar <jarfile> VM を実行する前に、 <jarfile> を CLASSPATH に追加しま    
す。 絶対パスが指定されていない場合、 この jarfile は  
<launcher-location>/../lib からの相対パスとみな 
されます。

-VBJconfig <config- 
file-name>

起動プログラムによって使用される設定ファイルのパス。 指定
されない場合、デフォルトの場所は <install-dir>/bin/ 
vbj.config （起動プログラム vbjc の場合は  
vbjc.config） になります。

-help|-h|-?|-usage コマンドの使用方法を表示します。

オプシ ョ ン 説明

オプシ ョ ン 説明

-D, -define foo[=bar] プリプロセッサマクロ foo を定義します。 値 bar はオ    
プションです。

-I, -include <dir> #include の検索対象のディレクトリを追加します。

-P, -no_line_directives 行番号情報の生成を抑止します。 デフォルトは off で  
す。

-H, -list_includes 標準エラー出力にインクルードファイルのフルパスを出
力します。 デフォルトは off です。

-U, -undefine <foo> プリプロセッサマクロ foo の定義を解除します。

-C, -retain_comments プリプロセス後の出力内にコメントを保持します。 デフォ
ルトは off です。

-[no_]idl_strict IDL ソースの解釈を OMG 標準に制限します。 デフォ   
ルトは off です。

-[no_]builtin (TypeCode| 
Principal)

組み込み型 ::TypeCode または ::Principal を    
作成します。 デフォルトは on です。

-
[no_]warn_unrecognized_pr
agmas

プラグマを認識できない場合に警告を表示します。 デ
フォルトは on です。

-[no_]back_compat_mapping VisiBroker 3.x と下位互換性のあるマッピングを使用し  
ます。
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ir2idl

こ のツールを使用する と、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 内のオブジェ ク ト から イ ン ター
フ ェース定義言語 （IDL） ソース フ ァ イルを作成でき ます。 ir2idl コマン ド を使用し て
実行されます。

構文 ir2idl [options] filename

例 ir2idl -irep my_repository -o my_file

説明 ir2idl コマン ド は、 IR にバイ ン ド し、 その内容を IDL 形式で出力し ます。

キーワー ド キーワード には、 次に挙げるオプシ ョ ンが含まれています。

オプシ ョ ン ir2idl では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。

idl2java

こ のツールは、 IDL ソース フ ァ イルから  Java ソース コード を生成し ます。 idl2java コマ
ン ド を使用し て実行されます。

構文 idl2java [options] {filename}

例 idl2java -no_tie Bank.idl

説明 idl2java コマン ド は Java ベースのプ リ プロセ ッサです。 IDL ソース フ ァ イルを コ ンパイ
ルし、 作成し たデ ィ レ ク ト リ 構造の中に IDL 宣言の Java マ ッ ピングを格納し ます。 Java 
では、 1 つのフ ァ イルに public のイ ン ターフ ェース またはク ラ ス を 1 つしか記述でき ない
ので、 1 つの IDL フ ァ イルは多数の Java フ ァ イルにマ ッ プされるのが普通です。 IDL の
フ ァ イル名には、 .idl 拡張子を付け る必要があ り ます。

-[no_]preprocess 解析前に入力ファイルをプリプロセスします。 デフォルト
は on です。

-[no_]preprocess_only プリプロセス後に入力ファイルの解析を停止します。 デ
フォルトは off です。

-[no_]warn_all すべての警告を同時にオンまたはオフにします。デフォ
ルトは on です。

-irep <irep name> インターフェースリポジトリの名前を指定します。

-deep ディープ （シャローでない） マージを適用します。 デ
フォルトは off です。

-replace マージしないで、 リポジトリ全体を置き換えます。 デフォ
ルトは off です。

file1 [file2]... 処理対象となる 1 つ以上のファイル。 stdin の場合は “-   
”。

-h, -help, -usage, -? 使用方法を表示します。

オプシ ョ ン 説明

オプシ ョ ン 説明

-irep <irep name> インターフェースリポジトリの名前を指定します。

-o <file> 出力ファイルの名前を指定します。 stdout の場合は、 
「-」 を指定します。

-strict コードを生成方法を OMG 標準に制限します。デフォル  
トは on です。 入力 IDL で Borland 固有の構文拡張が      
検出されると、 コンパイラはエラーを表示します。

-version 現在実行している Borland VisiBroker のバージョンを表   
示または出力します。

-h, -help, -usage, -? 使用方法を表示します。
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キーワー ド キーワード には、 次に挙げるオプシ ョ ン と処理される  IDL ソース フ ァ イルが含まれていま
す。

オプシ ョ ン idl2java では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。

オプシ ョ ン 説明

-D, -define foo[=bar] プリプロセッサマクロ foo を定義します。 値 bar はオプ    
ションです。

-I, -include <dir> インクルードファイルのディレクトリのフルパスまたは相対
パスを指定します。インクルードファイルの検索に使用され
ます。

-P, -no_line_directives コードを生成するとき、 行番号情報の生成を抑止します。
デフォルトは off です。

-H, -list_includes 標準エラー出力にインクルードファイルのフルパスを出力
します。

-compilerflags Java コンパイラのフラグを指定します。 初の “-” はエス 
ケープされ、 コンマで区切られます。

-compiler <full name> Java コンパイラクラス名の完全名を指定します。

-U, -undefine foo プリプロセッサマクロ foo の定義を解除します。

-[no_]builtin (TypeCode| 
Principal)

組み込み型 ::TypeCode または ::Principal を作    
成します。 デフォルトは on です。

-[no_]preprocess 解析前に入力ファイルをプリプロセスします。 デフォルトは
on です。

-[no_]preprocess_only プリプロセス後に入力ファイルの解析を停止します。 デ
フォルトは off です。

-[no_]warn_all すべての警告を同時にオンまたはオフにします。 デフォル
トは off です。

file1 [file2]... 処理対象となる 1 つ以上のファイル。 stdin の場合は “-”。
-[no_]copy_local_values CORBA メソッドの連結呼び出しを実行するときに値をコ 

ピーします。 デフォルトは off です。

-sealed <pkg> <dest_pkg> このパッケージを sealed としてマークします。 コードは、  
dest_pkg またはデフォルトの場所に生成されます。

-no_classloader_aware クラスローダー対応の Java コードを生成します。 デフォル  
トは on です。

-backcompat_compile 非推奨の jdk1.4.1 コンパイルオプションを使用します。 デ  
フォルトは off です。

-[no_]idl_strict IDL ソースの解釈を OMG 標準に制限します。 デフォルト   
は off です。

-
[no_]warn_unrecognized_p
ragmas

プラグマを認識できない場合に警告を表示します。 デフォ
ルトは on です。

-
[no_]back_compat_mapping

VisiBroker 3.x caffeine コンパイルと下位互換性のあるマッ   
ピングを使用します。

-[no_]boa BOA 互換のコードを生成します。デフォルトは off です。

-[no_]comments コード内のコメントの生成を抑止します。 デフォルトは on 
です。

-[no_]examples _example クラスの生成を抑止します。デフォルトは off で   
す。

-gen_included_files #include ファイルのコードを生成します。 デフォルトは off  
です。

-list_files コードの生成中、 書き込まれるファイルをリストします。 デ
フォルトは off です。

-[no_]obj_wrapper オブジェクトラッパーをサポートするファイルを生成します。
デフォルトは off です。
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こ のコマン ド は、 Java ク ラ ス フ ァ イル （Java バイ ト コード） から  IDL を生成し ます。 1 つ
または複数の Java ク ラ ス （バイ ト コード） を入力でき ます。 ク ラ ス名を複数入力する場合
は、 ク ラ ス名と ク ラ ス名の間に必ずスペース を入れて く ださい。

なんらかの Java リ モー ト イ ン ターフ ェース定義の中で、 org.omg.CORBA.IDLEntity を
拡張する ク ラ ス を使用する場合は、 次の準備が必要です。

■ その型の IDL 定義を保持する  IDL フ ァ イル。 org.omg.CORBA.IDLEntity イ ン ター
フ ェースは、 Java にマ ッ プされるすべての IDL データ型を示すシグニチャ イ ン ター
フ ェースです。

■ オブジェ ク ト マネージメ ント グループ（ OMG） の「 CORBA 2.6 IDL2Java Specification」 に
準拠する すべての関連（ サポート ） ク ラ ス 。

なんらかの Java リ モー ト イ ン ターフ ェース定義の中で、 org.omg.CORBA.IDLEntity を
拡張する ク ラ ス を使用する場合は、 java2idl ツールのコマン ド ラ イ ンで -import <IDL 
files> 指示文を使用し て く ださい。

詳細は、 http://www.omg.org/ で 「CORBA 2.6 IDL2Java Specification」 を参照し て く ださい。

メ モ こ のコマン ド を使用するには、 JDK 1.3 以降をサポー ト する仮想マシンが必要です。

構文 java2idl [options] {filename}

例 java2idl -o final.idl Account Client Server

-root_dir <path> 生成されたファイルを置くディレクトリを指定します。

-[no_]servant サーバント （サーバー側） コードを生成します。 デフォル
トは on です。

-tie tie クラスを生成します。 デフォルトは on です。

-
[no_]warn_missing_define

前方参照宣言されたインターフェースが定義されていない
場合に警告を出します。 デフォルトは on です。

-[no_]bind Helper クラスを生成するときに、 bind() メソッドの生成を  
抑止します。 デフォルトは off です。

-[no_]compile オンに設定された場合は、 Java ファイルも自動的にコンパ 
イルします。 デフォルトは off です。

-dynamic_marshal DSI/DII モデルを使用してマーシャリングします。 デフォル 
トは off です。

-idl2package <IDL_name> 
<pkg>

指定された IDL のコンテナ型のデフォルトパッケージを上  
書きします。

-[no_]invoke_handler EJB の起動ハンドラクラスを生成します。 デフォルトは off  
です。

-[no_]narrow_compliance ナローイングについて柔軟にコードを生成します（3.x 互換 
でなく）。 デフォルトは on です。

-[no_]Object_methods オブジェクトのすべてのメソッドを生成します。デフォルトは
on です。

-package <pkg> 生成されるコードのルートパッケージを指定します。

-stream_marshal ストリームモデルを使用してマーシャリングします。 デフォ
ルトは on です。

-strict コードを生成方法を OMG 標準に制限します。 デフォルト  
は off です。

-version Borland VisiBroker のソフトウェアバージョン番号を表示し  
ます。

-map_keyword <kwd> 
<replacement>

使用しないキーワードとその代替キーワードを指定しま
す。

-h, -help, -usage, -? 使用方法を表示します。

オプシ ョ ン 説明
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説明 Java バイ ト コード から  IDL を生成するには、 このコマン ド を使用し ます。 既存の Java バ
イ ト コード から  IDL フ ァ イルを作成し、 そのフ ァ イルを C++、 COBOL、 Smalltalk などの
他のプロ グ ラ ミ ング言語でも使用する場合に、 このコマン ド を利用し ます。

上のサンプルのよ う にオプシ ョ ン 「-o」 を使用する こ と で、 3 つの Java バイ ト コード フ ァ
イル （Account、 Client、 Server） が final.idl と い う フ ァ イルに出力されます。 デフ ォル
ト で出力は画面に表示されます。

キーワー ド キーワード には、 次に挙げるオプシ ョ ン と処理される  Java バイ ト コード フ ァ イルが含まれ
ています。

オプシ ョ ン java2idl では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。

java2iiop

こ のコマン ド を使用する と、 IDL のかわ り に Java 言語を使用し て、 IDL イ ン ターフ ェース
を定義でき ます。 1 つまたは複数の Java ク ラ ス フ ァ イル （Java バイ ト コード） の名前を入
力でき ます。 ク ラ ス名を複数入力する場合は、 ク ラ ス名と ク ラ ス名の間に必ずスペース を
入れて く ださ い。 完全なス コープ付き ク ラ ス名を使用し ます。

メ モ こ のコマン ド を使用するには、 JDK 1.3 以降をサポー ト する  Java 仮想マシンが必要です。

オプシ ョ ン 説明

-D, -define foo[=bar] プリプロセッサマクロ foo を定義します。 値 bar はオプショ    
ンです。

-I, -include <dir> インクルードファイルのディレクトリのフルパスまたは相対パ
スを指定します。 インクルードファイルの検索に使用されま
す。

-P, -no_line_directives コードを生成するとき、 行番号情報の生成を抑止します。
デフォルトは off です。

-H, -list_includes 標準エラー出力にインクルードファイルのフルパスを出力し
ます。

-U, -undefine foo プリプロセッサマクロ foo の定義を解除します。

-[no_]idl_strict IDL ソースの解釈を OMG 標準に制限します。デフォルトは   
off です。

-
[no_]warn_unrecognized_
pragmas

プラグマを認識できない場合に警告を表示します。 デフォ
ルトは on です。

-
[no_]back_compat_mappin
g

VisiBroker 3.x caffeine コンパイルと下位互換性のあるマッ   
ピングを使用します。

-exported <pkg> 指定されたパッケージの型定義がエキスポートされます。

-[no_]export_all すべてのパッケージの型定義をエキスポートします。 デフォ
ルトは off です。

-import <IDL file name> 追加の IDL 定義をロードします。

-imported <pkg> <IDL  
file name>

指定されたパッケージの型定義は、 指定された IDL ファイ  
ルからインポートされるとみなす必要があり、 コードを生成し
てはなりません。

-o <file> 出力ファイルの名前を指定します。 stdout の場合は、 「-」 
を指定します。

-strict コードを生成方法を OMG 標準に制限します。 デフォルトは  
off です。

class1 [class2]... 処理対象の 1 つ以上の Java クラス。

-version Borland VisiBroker のソフトウェアバージョン番号を表示しま  
す。

-h, -help, -usage, -? 使用方法を表示します。
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なんらかの Java リ モー ト イ ン ターフ ェース定義の中で、 org.omg.CORBA.IDLEntity を
拡張する ク ラ ス を使用する場合は、 次の準備が必要です。

■ その型の IDL 定義を保持する  IDL フ ァ イル。 org.omg.CORBA.IDLEntity イ ン ター
フ ェースは、 Java にマ ッ プされるすべての IDL データ型を示すシグニチャ イ ン ター
フ ェースです。

■ オブジェ ク ト マネージメ ント グループ（ OMG） の「 CORBA 2.6 IDL2Java Specification」 に
準拠する すべての関連（ サポート ） ク ラ ス 。

なんらかの Java リ モー ト イ ン ターフ ェース定義の中で、 org.omg.CORBA.IDLEntity を
拡張する ク ラ ス を使用する場合は、 java2iiop ツールのコマン ド ラ イ ンで -import <IDL 
files> 指示文を使用し て く ださい。

詳細は、 http://www.omg.org/ で 「CORBA 2.6 IDL2Java Specification」 を参照し て く ださい。

構文 java2iiop [options] {class name}

例 java2iiop -no_tie Account Client Server

説明 既存の Java バイ ト コード を書き換えて分散オブジェ ク ト に利用する場合、 また IDL の記
述を敬遠する場合に、 java2iiop を使用し ます。 java2iiop を使用する と、 必要なコ ン
テナク ラ ス、 ク ラ イ アン ト ス タブ、 およびサーバースケル ト ンを Java バイ ト コード から生
成でき ます。

メ モ java2iiop コ ンパイ ラは、 CORBA イ ン ターフ ェースのオーバーロード された メ ソ ッ ド を
サポー ト し ません。

キーワー ド キーワード には、 次に挙げるオプシ ョ ン と処理される  Java バイ ト コード フ ァ イルが含まれ
ています。

オプシ ョ ン java2iiop では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。

オプシ ョ ン 説明

-D, define foo[=bar] プリプロセッサマクロ foo を定義します。 値 bar はオプショ    
ンです。

-I, -include <dir> インクルードファイルのディレクトリのフルパスまたは相対パス
を指定します。 インクルードファイルの検索に使用されます。

-P, - 
no_line_directives

コードを生成するとき、 行番号情報の生成を抑止します。 デ
フォルトは off です。

-H, -list_includes 標準エラー出力にインクルードファイルのフルパスを出力しま
す。

-U, -undefine foo プリプロセッサマクロ foo の定義を解除します。

-[no_]idl_strict IDL ソースの解釈を OMG 標準に制限します。 デフォルトは   
off です。

-
[no_]warn_unrecognize
d_pragmas

プラグマを認識できない場合に警告を表示します。 デフォル
トは on です。

-
[no_]back_compat_mapp
ing

VisiBroker 3.x と下位互換性のあるマッピングを使用します。  
デフォルトは off です。

-exported <pkg> エキスポートされるパッケージの名前を指定します。

-[no_]export_all すべてのパッケージをエキスポートします。 デフォルトは off 
です。

-import <IDL file  
name>

追加の IDL 定義をロードします。

-imported <pkg> 
<idl_file_name>

インポートされるパッケージの名前を指定します。

-[no_]boa BOA 互換のコードを生成します。 デフォルトは off です。

-[no_]comments コード内のコメントの生成を抑止します。 デフォルトは on で  
す。

-[no_]examples _example クラスの生成を抑止します。 デフォルトは off で   
す。
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-gen_included_files #include ファイルのコードを生成します。 デフォルトは off で   
す。

-list_files コードの生成中、 書き込まれるファイルをリストします。 デフォ
ルトは off です。

-[no_]obj_wrapper オブジェクトラッパーをサポートするファイルを生成します。 デ
フォルトは off です。

-root_dir <path> 生成されたファイルを置くディレクトリを指定します。

-[no_]servant サーバント （サーバー側） コードを生成します。 デフォルトは
on です。

-tie _tie クラスを生成します。 デフォルトは on です。

-
[no_]warn_missing_def
ine

前方参照宣言されたファイル名が定義されていない場合に
警告を出します。 デフォルトは on です。

-[no_]bind Helper クラスを生成するときに、 bind() メソッドの生成を抑  
止します。 デフォルトは on です。

-[no_]compile Java ファイルを自動的に生成します。 オンに設定された場合 
は、 Java ファイルも自動的にコンパイルします。 デフォルトは 
off です。

-compiler 使用する Java コンパイラを指定します。 -compile オプショ   
ンが設定されていない場合、 このオプションは無視されます。

-compilerflags "\- 
flag,arg[,.]

Java コンパイラに渡す Java コンパイラのフラグを指定します。   
初の “-” はエスケープされ、 コンマで区切られます。

-C, -retain_comments プリプロセス後の出力内にコメントを保持します。デフォルトは
off です。

- [ n o _ ] b u i l t i n
(TypeCode|Principal)

組み込み型 ::TypeCode または ::Principal を作成し    
ます。 デフォルトは on です。

-[no_]preprocess 解析前に入力ファイルをプリプロセスします。 デフォルトは on 
です。

-[no_]preprocess_only プリプロセス後に入力ファイルの解析を停止します。 デフォル
トは off です。

-[no_]warn_all すべての警告を同時にオンまたはオフにします。 デフォルト
は off です。

-
[no_]copy_local_value
s

CORBA メソッドの連結呼び出しを実行するときに値をコピー 
します。 デフォルトは off です。

-no_classloader_aware クラスローダー対応の Java コードを生成します。 デフォルトは  
on です。

-backcompat_compile 非推奨の jdk1.4.1 コンパイルオプションを使用します。デフォ  
ルトは off です。

-
[no_]idlentity_array_
mapping

boxedRMI の boxedIDL に IDLEntity の配列をマップし     
ます。 デフォルトは off です。

class1 [class2]... 処理対象の 1 つ以上の Java クラス。

-dynamic_marshal DSI/DII モデルを使用してマーシャリングします。 デフォルト 
は off です。

-idl2package <IDL 
name> <pkg>

指定された IDL のコンテナ型のデフォルトパッケージを上書  
きします。

-[no_]invoke_handler EJB の起動ハンドラクラスを生成します。 デフォルトは on で   
す。

-
[no_]narrow_complianc
e

柔軟にコードを生成します （3.x 互換でなく） 。 デフォルトは 
on です。

オプシ ョ ン 説明
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vbj

こ のコマン ド は、 ローカルの Java イ ン タープ リ タ を起動し ます。

構文 vbj [options] [arguments normally sent to java VM] {class} [arg1 arg2 ...]

こ こ で

例 vbj Server

説明 Java アプ リ ケーシ ョ ンには、 他の言語で記述されたアプ リ ケーシ ョ ンにはない一定の制約
があ り ます。 vbj コマン ド は、 これらの制約の一部を回避するためのオプシ ョ ンを提供し
ます。 Borland VisiBroker アプ リ ケーシ ョ ンを起動する場合は、 このコマン ド を使用する こ
と をお勧めし ます。 vbj コマン ド は次の動作を行います。

■ コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン と設定フ ァ イル定義に基づいて、CLASSPATH と引数を Java 
VM に渡し ます。

■ カス タマイ ズ された設定フ ァ イルを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンご と に起動動作をカ
ス タマイ ズ し ます。

■ 起動プロ グ ラ ム と同じプロセスに JVM を埋め込みます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンをデーモン と し て実行し ます （Windows プラ ッ ト フ ォームのみ）。

vbj では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。

-[no_]Object_methods string や equals など、 java.lang.Object メソッドに定義    
されているすべてのメソッドを生成します。 デフォルトは on で  
す。

-package <pkg> 生成されるコードのルートパッケージを指定します。

-sealed <pkg> 
<destination_pkg>

指定されたパッケージ内のリモートインターフェースに対する
スタブとスケルトンを org.omg.stub と目的のパッケージに  
それぞれ生成します。

-stream_marshal ストリームモデルを使用してマーシャリングします。 デフォルト
は on です。

-strict コードを生成方法を OMG 標準に制限します。 デフォルトは  
off です。

-version Borland VisiBroker のソフトウェアバージョン番号を表示しま  
す。

-map_keyword <kwd> 
<replacement>

使用しないキーワードとその代替キーワードを指定します。

-h, -help, -usage, -? 使用方法を表示します。

オプシ ョ ン 説明

引数 説明

{class} 実行されるクラスの名前を指定します。

[arg1 arg2 ...] そのクラスに渡される引数を指定します。

引数 説明

-debug, -VBJdebug 起動プログラムのデバッグ出力をオンにします。

-h, -help, -usage, -? 起動プログラムのコマンドヘルプを出力します。

-version 現在実行している Borland VisiBroker for Java のバー     
ジョンを表示または出力します。

-install <server-name> Windows NT/2000 サービスをインストールします。

-remove <server-name> Windows NT/2000 サービスを削除します。

-javahome <jvm-directory> Java VM のインストールディレクトリを指定します。
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vbjc

vbjc

こ のコマン ド は、 VisiBroker のク ラ ス を イ ンポー ト する  Java コード を コ ンパイルするため
に使用されます。 こ のコマン ド は次の作業を行います。

■ コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン と設定フ ァ イル定義に基づいて、 Java VM に渡す 
CLASSPATH と引数を設定し ます。

■ VisiBroker 標準の JAR フ ァ イルを CLASSPATH に追加し ます。

■ javac メ イ ン ク ラ ス  com.sun.tools.javac.Main を起動し ます。

構文 vbjc [arguments normally passed to javac]

例 vbjc Server.java

vbjc コマン ド は、 次の表に示すコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンをサポー ト し ます。

-classicvm 
-hotspotvm / -clientvm 
-servervm

実行する VM タイプを選択します。 -J フラグを使用し   
て VM タイプを渡すこともできます。 次に例を示しま  
す。

vbj -J-server Server

-classpath 
-classpath/a 
-classpath/p 
-classpath/r 
-VBJclasspath 
-VBJaddJar

クラスパスを変更します。 この引数の値は、 環境内の
既存のクラスパス設定の後に追加されるか （/a）、 前に
追加されるか （/p） 、 完全に置き換えられます （/r） 。
これらのクラスパス指定の 後の引数だけが適用され
ます。 -VBJclasspath は -classpath/p と同等   
で、 -VBJaddJar は -classpath/a と同等です。

-verbose Java VM からの詳細出力をオンにします。

-VBJconfig <config-file- 
name>

デフォルトの設定ファイルのかわりに、 別の設定ファイ
ルを使用します。

-jpda[:[{paused|running}] 
[,address=[<host>:]<port#>
]]

JPDA デバッグをオンにします。 たとえば、 次のように 
なります。

-jpda:running,address=23456

JPDA をオンにして JVM を開始します。これで、 JPDA   
デバッガは、 このアプリケーションにポート 23456 でア  
タッチして、 アプリケーションをデバッグできます。 ま
た、起動プログラムの設定ファイル（たとえば、<install-
dir>/bin/vbj.config） に次の行を置きます。

jpda running,address=23456

-javacmd 同等の Java コマンドを出力します。 これは、 vbj 起   
動プログラムが不要で、 アプリケーションが Java 起動  
プログラムから実行される場合に便利です。

引数 説明

引数 説明

-VBJdebug VisiBroker for Java デバッグ情報を表示または出力しま   
す。

-VBJversion 現在実行している Borland VisiBroker for Java のバージョ     
ンを表示または出力します。

-VBJjavavm <vmname> 使用する Java 仮想マシンのパスを指定します。 デフォルト  
は java です。

-VBJclasspath 
<classpath>

クラスパスを指定します。 CLASSPATH 環境変数より優先し 
ます。

-VBJaddJar <jarfile> VM を実行する前に、 <install-dir>/lib/<jarfile> を  
CLASSPATH に追加します。 絶対パスが指定されていない 
場合、 この jarfile は <launcher-location>/../lib   
からの相対パスとみなされます。
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クラスパスの指定

クラスパスの指定

次の情報がこ の順に結合されます。

1 patches デ ィ レ ク ト リ （$VBROKERDIR/lib/patches/） 内の JAR と  ZIP フ ァ イル。
patches デ ィ レ ク ト リ は、 $VBROKERDIR/lib/ デ ィ レ ク ト リ の下に自動的には作成さ
れません。 ユーザーが明示的に作成する必要があ り ます。

2 -VBJclasspath、 -classpath/p、 または -classpath/r に指定された ク ラ スパス

3 環境にエキ スポー ト された $CLASSPATH （-classpath/r が指定されていない場合）

4 -classpath/a に指定された ク ラ スパス

5 起動プロ グ ラ ムに必要なデフ ォル ト の JAR フ ァ イル

6 VBJaddJar を使用し て追加された JAR フ ァ イル。 絶対パスが指定されていない場合
は、 < 起動プロ グ ラ ムの場所 >/../lib デ ィ レ ク ト リ にあ る とみな されます。

7 設定フ ァ イルで addpath デ ィ レ ク テ ィ ブを使用し て追加された ク ラ スパス

8 設定フ ァ イルで addjars デ ィ レ ク テ ィ ブを使用し て追加された JAR フ ァ イル

9 現在のデ ィ レ ク ト リ

マージ された ク ラ スパスは、 -Djava.class.path を使用し て Java 仮想マシンに渡され
ます。

JVM の指定

デフ ォル ト では、 JVM は次のよ う に検索されます。

1 PATH で指定されたデ ィ レ ク ト リ を検索し ます。

2 設定フ ァ イルの javahome デ ィ レ ク テ ィ ブで指定された情報を使用し ます （vbj のデ
フ ォル ト の設定フ ァ イルは vbj.config）。

上の手順は、 -VBJjavavm オプシ ョ ンまたは -javahome オプシ ョ ン （vbj のみ） を使用
し て上書きでき ます。 -VBJjavavm では、 VM の名前を指定するか、 VM のフルパス を指
定でき ます。 オプシ ョ ン -javahome は、 javahome 設定フ ァ イルデ ィ レ ク テ ィ ブ と同じ
セマンテ ィ ク ス を持ちます。 -VBJjavavm または -javahome オプシ ョ ンを使用し て も  
VM が見つから ない場合、 デフ ォル ト の JVM を検索するためにそれ以上の検索は行われ
ず、 プロ グ ラ ムはエラーになって終了し ます。

idl2wsj

-VBJconfig <config- 
file-name>

起動プログラムによって使用される設定ファイルのパス。 指
定しない場合、 デフォルトの場所は <install-dir>/ 
bin/vbj.config|vbjc.config になります。

-help|-h|-?|-usage コマンドの使用方法を表示します。

-VBJcompiler <class- 
name>

デフォルトの javac メインクラスを上書きします。

引数 説明

オプシ ョ ン 説明

-
encoding_wsi_on
ly

特定の WS-I エンコーディングだけを生成します。 デフォルトは OFF で    
す。

-
encoding_soap_o
nly

特定の SOAP エンコーディングだけを生成します。デフォルトは OFF で    
す。
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-wsdl_file_name 生成される WSDL ファイルの名前。 デフォルトは IDL の名前です。

-wsdl_namespace 生成される WSDL の名前空間。 デフォルトは IDL ファイルの名前で    
す。

-
gen_java_bridge

VisiBroker for Java ブリッジコードを生成します。 デフォルトは OFF で     
す。

-root_dir 生成ファイルが常駐するディレクトリ。

オプシ ョ ン 説明
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第 章

Chapter   5IDL から Java へのマッピング      
こ こ では、 VisiBroker for Java の idl2java コ ンパイ ラによ って実装されている現行の IDL
／ Java 言語マ ッ ピングの基本について説明し ます。 VisiBroker for Java は、 『OMG IDL/Java 
Language Mapping Specification』 （OMG IDL ／ Java 言語マ ッ ピング仕様） に準拠し ていま
す。

次の事項に関する詳細な情報については、 新の OMG IDL ／ Java 言語マ ッ ピング仕様を
参照し て く ださ い。

■ 擬似オブジェ ク ト から  Java へのマ ッ ピング

■ サーバー側のマ ッ ピング

■ Java ORB の可搬性のあ る イ ン ターフ ェース

名前

一般に、 IDL の名前と識別子は、 そのま ま  Java の名前と識別子にマ ッ ピング されます。

マ ッ ピング先の Java コード で名前の競合が発生する場合は、 マ ッ ピング先の名前の前にア
ンダース コ ア （_） を付加し て、 名前の競合が解決されます。

さ らに、 Java 言語の性質上、 1 つの IDL の構成が複数の名前の異なる  Java の構成にマ ッ ピ
ング される場合があ り ます。 追加し て作成される名前には、 その性質を説明するサフ ィ ッ
ク スが付き ます。 た と えば、 IDL イ ン ターフ ェース  AccountManager は、 Java イ ン ター
フェース AccountManager と追加 Java ク ラ ス AccountManagerOperations、
AccountManagerHelper、 および AccountManagerHolder にマ ッ ピング されています。

追加された名前がマ ッ ピング元のほかの IDL 名 と競合する よ う な例外的な場合には、 その 
IDL 名の方に上記の解決規則が適用されます。 つま り 、 名前を追加し て使用する必要があ
る場合は、 追加される名前の命名規則の方が優先されます。

た と えば fooHelper または fooHolder と い う 名前のイ ン ターフ ェースは、 foo と い う
名前のイ ン ターフ ェースが存在するかど う かに関係な く 、 それぞれ _fooHelper または 
_fooHolder にマ ッ ピング されます。 イ ン ターフ ェース  fooHelper のヘルパーク ラ ス と
ホルダーク ラ スの名前は、 _fooHelperHelper と  _fooHelperHolder にな り ます。

Java の識別子にそのま まマ ッ ピング される と、 Java の予約語 と競合し て し ま う  IDL 名に
は、 競合の解決規則が適用されます。
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予約名

予約名

マ ッ ピングでは、 それぞれ一定の目的で使用されるい く つかの名前が予約されています。
それらの予約名をユーザー定義の IDL の型またはイ ン ターフ ェースに使用する と （それが 
IDL の名前と し て も正しい と し て）、 先頭にアンダース コ ア （_） が付加されてマ ッ ピング
されます。 予約名は次の とお り です。

■ Java ク ラ ス  <type>Helper。 こ こ で、 <type> は IDL ユーザー定義型の名前です。

■ Java ク ラ ス  <type>Holder。 こ こ で、 <type> は IDL ユーザー定義型の名前です。 た
だし、 typedef のよ う な例外も あ り ます。

■ Java ク ラ ス  <basicJavaType>Holder。 こ こ で、 <basicJavaType> は、 IDL 基本
データ型のいずれかによ って使用される  Java プ リ ミ テ ィ ブデータ型のいずれかです。

■ ネス ト されたス コープ付きの Java パッ ケージ名 <interface>Package。 こ こで、
<interface> は IDL イ ン ターフ ェース名です。

■ Java ク ラ ス  <interface> Operations、 <interfaces> POA、 および 
<interface>POATie。 
こ こ で、 <interface> は IDL イ ン ターフ ェース型の名前です。

予約語

マ ッ ピングでは、 それぞれ一定の目的で使用されるい く つかの名前が予約されています。
それらの予約名をユーザー定義の IDL の型またはイ ン ターフ ェースに使用する と （それが 
IDL の名前と し て も正しい と し て）、 先頭にアンダース コ ア （_） が付加されてマ ッ ピング
されます。 Java 言語の予約キーワード は次の とお り です。

abstract abstractBase boolean break

byte case catch char

class const continue default

do double else extends

false final finally float

for goto if implements

import instanceof int interface

local long native new

null package private protected

public return short static

super switch synchronized this

throw throws transient true

try void volatile while



 第 5 章 : IDL から  Java へのマ ッ ピング 41

モジュール

モジュール

1 つの IDL モジュールは、 同じ名前の 1 つの Java パッ ケージにマ ッ ピング されます。 モ
ジュール内のすべての IDL 型宣言は、 生成されるパッ ケージ内で、 対応する  Java ク ラ ス
またはイ ン ターフ ェースの宣言にマ ッ ピング されます。

どのモジ ュールにも属さ ない IDL 宣言は、 名前のない Java グ ローバルス コープにマ ッ ピ
ング されます。

次のサンプルコード に、 あ る  IDL モジュールの宣言に対し て生成された Java コード を示
し ます。

/* Example.idl より */ 
module Example { .... }; 
// 生成された Java 
package Example; 
. . .

基本型

次の表に、 定義済みの IDL 型 と  Java 基本型と のマ ッ ピングを示し ます。

IDL の型と マ ッ ピング先の Java の型の間に不一致があった場合は、 標準の CORBA 例外が
生成されます。 ほ と んどの例外の原因は、 次の 2 つに分類でき ます。

■ Java の型の範囲が IDL の型の範囲よ り 広いため。 た と えば、 Java の char は IDL の char 
の範囲を包含し ます。

■ Java が符号な しの型をサポー ト し ないため。 符号な しの IDL 型の大き な値が Java の負
の整数になって も正し く 処理される よ う に開発者が配慮する必要があ り ます。

以下の節で、 追加の詳細情報について説明し ます。

IDL 拡張型

こ こ では、 VisiBroker for Java によ る  IDL 型拡張のサポー ト についてま と めます。 初の表
は早見表です。

IDL 型 Java 型
boolean boolean

char char

wchar char

octet byte

string java.lang.String

wstring java.lang.String

short short

unsigned short short

long int

unsigned long int

longlong long

unsigned longlong long

float float

double double

型 Borland VisiBroker によるサポー ト

longlong はい

unsigned 
longlong

はい
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基本型

long double いいえ 1

wchar はい 2

wstring はい 2

fixed いいえ 1

1VisiBroker for Java は、 OMG 標準イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの将来の リ リ ース をサ
ポー ト する予定です。

2 ネ ッ ト ワーク では Unicode が使用されます。

新し い型 説明

longlong 64 ビットの符号付き整数 （2 の補数表現）

unsigned 
longlong

64 ビットの符号なし整数 （2 の補数表現）

long double IEEE 標準 754-1985 の倍精度拡張浮動小数点

wchar ワイド文字

wstring ワイド文字列

fixed 固定小数点 10 進数 （有効桁数 31）

型 Borland VisiBroker によるサポー ト
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基本型

Holder クラス

Holder ク ラ スは、 OUT および INOUT のパラ メ ータ受け渡しモード をサポー ト し、
org.omg. 
CORBA package パッ ケージ内のすべての IDL 基本データ型に使用でき ます。 Holder ク ラ
スは、 typedefs で定義された型を除き、 すべての名前付きユーザー定義型に対し て生成
されます。 詳細については、 Java API リ フ ァ レ ン スの VisiBroker API で、 org.omg.CORBA 
パッ ケージを参照し て く ださ い。

IDL ユーザー定義型の場合は、 その型に対応する  Java の名前の末尾に Holder を付けて、
ホルダーク ラ スの名前が作成されます。

IDL 基本型の場合は、 そのデータ型に対応する  Java の型の （先頭の文字を大文字にし た）
名前の末尾に Holder を付けて、 ホルダーク ラ スの名前が作成されます。 た と えば、
IntHolder です。

各ホルダーク ラ スは、 1 つのデフ ォル ト コ ン ス ト ラ ク タ、 および public イ ン ス タ ン ス メ ン
バー value を持ちます。 この メ ンバーは型付きの値です。 デフ ォル ト コ ン ス ト ラ ク タは、
value 値フ ィ ール ド をその型のデフ ォル ト 値に設定し ます。 デフ ォル ト 値は Java 言語で定
義されています。

■ boolean の場合は false
■ 値の場合は null
■ 数値と  char 型の場合は 0
■ 文字列の場合は null
■ オブジェ ク ト リ フ ァ レン スの場合は null

可搬性のあ る ス タブ と スケル ト ンをサポー ト するため、 ユーザー定義型の Holder ク ラ ス
は、 org.omg.CORBA.portable.Streamable イ ン ターフ ェース も実装し ます。

次のサンプルコード に、 基本型のホルダーク ラ スの定義を示し ます。 これらのサンプル
は、 org.omg.CORBA パッ ケージにあ り ます。

// Java 
package org.omg.CORBA; 
final public class ShortHolder implements Streamable { 
   public short value; 
   public ShortHolder() {} 
   public ShortHolder(short initial) { 
      value = initial; 
   }

   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class IntHolder implements Streamable { 
   public int value; 
   public IntHolder() {} 
   public IntHolder(int initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class LongHolder implements Streamable { 
   public long value; 
   public LongHolder() {} 
   public LongHolder(long initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class ByteHolder implements Streamable { 
   public byte value; 
   public ByteHolder() {} 
   public ByteHolder(byte initial) { 
      value = initial; 
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基本型

   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class FloatHolder implements Streamable { 
   public float value; 
   public FloatHolder() {} 
   public FloatHolder(float initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class DoubleHolder implements Streamable { 
   public double value; 
   public DoubleHolder() {} 
   public DoubleHolder(double initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class CharHolder implements Streamable { 
   public char value; 
   public CharHolder() {} 
   public CharHolder(char initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class BooleanHolder implements Streamable { 
   public boolean value; 
   public BooleanHolder() {} 
   public BooleanHolder(boolean initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class StringHolder implements Streamable { 
   public java.lang.String value; 
   public StringHolder() {} 
   public StringHolder(java.lang.String initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class ObjectHolder implements Streamable { 
   public org.omg.CORBA.Object value; 
   public ObjectHolder() {} 
   public ObjectHolder(org.omg.CORBA.Object initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class ValueBaseHolder implements Streamable { 
   public java.io.Serializable value; 
   public ValueBaseHolder() {} 
   public ValueBaseHolder(java.io.Serializable initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
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基本型

} 
final public class AnyHolder implements Streamable { 
   public Any value; 
   public AnyHolder() {} 
   public AnyHolder(Any initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class TypeCodeHolder implements Streamable { 
   public TypeCode value; 
   public typeCodeHolder() {} 
   public TypeCodeHolder(TypeCode initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
} 
final public class PrincipalHolder implements Streamable { 
   public Principal value; 
   public PrincipalHolder() {} 
   public PrincipalHolder(Principal initial) { 
      value = initial; 
   } 
   ...//Streamable インターフェースのインプリメンテーション 
}

次のサンプルコード は、 ユーザー定義型の Holder ク ラ ス  <foo> を示し ています。

 
// Java 
final public class <foo>Holder 
   implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public <foo> value; 
   public <foo>Holder() {} 
   public <foo>Holder(<foo> initial) {} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
   }
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Java の null
Java の null は、 null の CORBA オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス と  null の valuetype （再帰
的な valuetype を含む） を表現するためにだけ使用されます。 た と えば、 空文字列を
表すには、 null ではな く 、 長さが 0 の文字列を使用する必要があ り ます。 これは、
valuetype を除 く 、 配列とすべての構造型にも当てはま り ます。 構造体と し て null を
渡そ う とする と、 NullPointerException が生成されます。

Boolean

IDL 型 boolean は、 Java 型 boolean にマ ッ ピング されます。 IDL 定数 TRUE と  FALSE 
は、 Java 定数 true と  false にマ ッ ピング されます。

Char

IDL の char が 8 ビ ッ ト で文字セ ッ ト の要素を表現するのに対し て、 Java の char は符号な し
の 16 ビ ッ ト で Unicode 文字を表現し ます。 タ イプセーフ を確保する ため、 メ ソ ッ ド の呼び
出しでパラ メ ータがマーシ ャ リ ング される と き、 Java CORBA ラ ン タ イ ムは、 IDL の char 
から マ ッ ピング されたすべての Java の char の範囲の有効性を確認し ます。 char が文字
セ ッ ト に定義されている範囲内にない場合は、 CORBA::DATA_CONVERSION 例外が生成
されます。

IDL の wchar は、 Java の char 型にマ ッ ピング されます。

Octet

IDL 型 octet は 8 ビ ッ ト で、 Java 型 byte にマ ッ ピング されます。

String

IDL の string 型は、 固定長と可変長のどち らのバ リ アン ト も、 Java の 
java.lang.String 型にマ ッ ピング されます。 マーシャ リ ング時に、 文字列の長さの
チェ ッ ク だけでな く 、 文字列内の文字の範囲のチェ ッ ク も行われます。

WString

Unicode 文字列の表現に使用される  IDL の wstring 型は、 Java の java.lang.String 
型にマ ッ ピング されます。 マーシ ャ リ ング時に、 文字列の長さがチェ ッ ク されます。

整数型

IDL short と  unsigned short は、 Java 型 short にマ ッ ピング されます。 IDL long と  
unsigned long は、 Java 型 int にマ ッ ピング されます。

メ モ Java では符号な しの型がサポー ト されないので、 符号な しの大き な値が Java の負の整数と
し て正し く 処理される よ う にし て く ださ い。

浮動小数点型

IDL の浮動小数点数 float と  double は、 それらに対応するデータ型を保持する  Java ク
ラ スにマ ッ ピング されます。
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Helper クラス

どの IDL ユーザー定義型にも、 生成された型名にサフ ィ ッ ク ス  Helper が付いた追加ヘル
パー Java ク ラ スが生成されます。 その型の操作に必要な static メ ソ ッ ド がい く つか提供さ
れます。

■ その型を Any と し て挿入または抽出する メ ソ ッ ド

■ リ ポジ ト リ  ID を取得する メ ソ ッ ド

■ タ イプコード を取得する メ ソ ッ ド

■ その型を ス ト リ ームから読み取るおよびス ト リ ームへ書き込む メ ソ ッ ド

<typename> と い う 名前の IDL ユーザー定義型に対し て、 次の Java コード が生成されま
す。 IDL イ ン ターフ ェースからマ ッ ピング されたヘルパーク ラ スには、 narrow オペレー
シ ョ ンがあ り ます。

// 生成された Java ヘルパー 
public class <typename>Helper { 
   public static void insert(org.omg.CORBA.Any a, <typename> t); 
   public static <typename> extract(org.omg.CORBA.Any a); 
   public static org.omg.CORBA.TypeCode type(); 
   public static String id(); 
   public static <typename> read( org.omg.CORBA.portable.InputStream istream); 
         {...} 
   public static void write( 
            org.omg.CORBA.portable.OutputStream ostream, <typename> value) 
         {...} 
   // インターフェースのヘルパーのみ 
   public static <typename> narrow(org.omg.CORBA.Object obj);

次のサンプルコードは、 named type から  Java ヘルパーク ラ スへのマッ ピングを示していま
す。

// IDL - 名前付きの型 
struct st {long f1, String f2}; 
// 生成された Java 
public class stHelper { 
   public static void insert(org.omg.CORBA.Any any, 
      st s) {...} 
   public static st extract(org.omg.CORBA.Any a) {...} 
   public static org.omg.CORBA.TypeCode type() {...} 
   public static String id() {...} 
   public static st read(org.omg.CORBA.InputStream is) {...} 
   public static void write(org.omg.CORBA.OutputStream os, 
       st s) {...} 
}

次のサンプルコード は、 typedef sequence から  Java ヘルパーク ラ スへのマ ッ ピングを示
し ています。

// IDL - typedef シーケンス 
typedef sequence <long> IntSeq; 
// 生成された Java ヘルパー 
public class IntSeqHelper { 
   public static void insert(org.omg.CORBA.Any any, 
                              int[] seq); 
   public static int[] extract(org.omg.CORBA.Any a){...} 
   public static org.omg.CORBA.TypeCode type(){...} 
   public static String id(){...} 
   public static int[] read( 
                     org.omg.CORBA.portable.InputStream is) 
      {...} 
   public static void write( 
                     org.omg.CORBA.portable.OutputStream os, 
                     int[] seq) 
      {...} 
}
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定数のマ ッ ピングは、 その定数が持つス コープに依存し ます。

インターフェース内の定数

IDL イ ン ターフ ェース内の定数は、 その IDL イ ン ターフ ェースに対応する  Java イ ン ター
フ ェース  Operations ク ラ ス内の public static final フ ィ ール ド にマ ッ ピング され
ます。

次のサンプルコード は、 モジ ュール内の IDL 定数から  Java ク ラ スへのマ ッ ピングを示し
ています。

/* Example.idl より */ 
module Example { 
   interface Foo { 
      const long aLongerOne = -321; 
   }; 
};

// Foo.java 
package Example; 
public interface Foo extends com.borland.vbroker.CORBA.Object, 
      Example.FooOperations, 
      org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
} 
// FooOperations.java 
package Example; 
public interface FooOperations { 
   public final static int aLongerOne = (int)-321; 
}

インターフェース内にない定数

IDL モジュール内で宣言された定数は、 value と い う 名前の public static final 
フ ィ ール ド を持ち、 その定数と同じ名前の public イ ン ターフ ェースにマ ッ ピング されま
す。 そのフ ィ ール ド が定数値を保持し ます。

メ モ そのク ラ スがほかの Java コード で使用される場合、 通常、 Java コ ンパイ ラはその値を イ ン
ラ イ ン し ます。

次のサンプルコード は、 モジ ュール内の IDL 定数から  Java ク ラ スへのマ ッ ピングを示し
ています。

/* Example.idl より */ 
module Example { 
   const long aLongOne = -123; 
}; 
// 生成された Java 
package Example; 
public interface aLongOne { 
   public final static int value = (int) -123; 
}
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構造型

IDL 構造型には、 enum、 struct、 union、 sequence、 およ び array があり ま す。 型 
sequence と  array は、 と もに Java array 型にマ ッ ピング されます。 IDL の構造型 
enum、 struct、 および union は、 その IDL 型のセマンテ ィ ク ス を実装する  Java ク ラ ス
にマ ッ ピング されます。 生成される  Java ク ラ スの名前は、 元の IDL 型と同じです。

列挙体

IDL の enum は、 同じ名前の Java final class にマ ッ ピング されます。 このク ラ スは、
value メ ソ ッ ド、 1 つのラベルご と に 2 つの static データ メ ンバー、 整数変換 メ ソ ッ
ド、 および private コ ン ス ト ラ ク タ を宣言し ます。 次のサンプルコード は、 IDL enum か
ら  Java final ク ラ スへのマ ッ ピングを示し ています。

// 生成された Java 
public final class <enum_name> { 
   //enum 内のラベルごとに 1 組 
   public static final int _<label> = <value>; 
   public static final <enum_name> <label> = 
      new <enum_name>(_<label>); 
         
   public int value() {...} 
   // 指定された値から列挙値を取得します。 
   public static <enum_name> from_int(int value); 
   // コンストラクタ 
   protected <enum_name>(int) {...} 
}

一方は、 IDL の enum ラベル と同じ名前を持つ public static final メ ンバーです。
も う 一方は、 先頭にアンダース コ ア （_） が付き、 switch ステー ト メ ン ト で使用されま
す。

value メ ソ ッ ド は整数値を返し ます。 値は 0 から始ま って順に割 り 当て られます。 enum の
ラベル名が value でも、 Java の value() メ ソ ッ ド と競合する こ と はあ り ません。

enum のイ ン ス タ ン スは 1 つだけです。 そのため、 ポイ ン タ等価テス ト は正し く 機能し ま
す。 つま り 、 java.lang.Object によ る  equals() および hash() のイ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンは、 デフ ォル ト のま ま列挙体のシングル ト ンオブジェ ク ト について も正し く 動作し
ます。

enum の Java ク ラ スは、 追加の メ ソ ッ ド  from_int() を持ちます。 こ の メ ソ ッ ド は、 指定
された値の enum を返し ます。

enum には、 ホルダーク ラ ス も生成されます。 次のサンプルにあ る よ う に、 ホルダーク ラ
スの名前は、 列挙体をマ ッ ピング し た Java ク ラ スの名前の先頭に Holder を付けた もので
す。

public class <enum_name>Holder implements 
      org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public <enum_name> value; 
   public <enum_name>Holder() {} 
   public <enum_name>Holder(<enum_name> initial) {...} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
}

こ のサンプルコード は、 enum に対する  IDL から  Java へのマ ッ ピングを示し ています。

// IDL

module Example { 
   enum EnumType { first, second, third }; 
}; 
// 生成された Java 
public final class EnumType 
      implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
   public static final int _first = 0; 
   public static final int _second = 1; 
   public static final int _third = 2; 
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   public static final EnumType first = new EnumType(_first); 
   public static final EnumType second = new EnumType(_second); 
   public static final EnumType third = new EnumType(_third); 
   protected EnumType (final int _vis_value) { . . . } 
   public int value () { . . . } 
   public static EnumType from_int (final int _vis_value) { . . . } 
   public java.lang.String toString() { . . . } 
} 
public final class EnumTypeHolder 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public OtherExample.EnumType value; 
   public EnumTypeHolder () { . . . } 
   public EnumTypeHolder (final OtherExample.EnumType _vis_value) { . . . } 
   public void _read (final org.omg.CORBA.portable.InputStream input) { . . . } 
   public void _write (final org.omg.CORBA.portable.OutputStream output) { . . 
. } 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type () { . . . } 
   public boolean equals (java.lang.Object o) {. . .} 
}

構造体

IDL の struct は、 同じ名前の Java final ク ラ スにマ ッ ピング されます。 このク ラ スは、
IDL で指定されたフ ィ ール ド に対応する イ ン ス タ ン ス変数、 およびすべての値のコ ン ス ト
ラ ク タ を提供し ます。 構造体のフ ィ ール ド を後で初期化するための null コ ン ス ト ラ ク タ も
提供されます。 struct には、 Holder ク ラ ス も生成されます。 次のサンプルにあ る よ う
に、 ホルダーク ラ スの名前は struct をマ ッ ピング し た Java ク ラ スの名前の先頭に 
Holder を付けた ものです。

final public class <class>Holder implements 
      org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public <class> value; 
   public <class>Holder() {} 
   public <class>Holder(<class> initial) {...} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
}

次のサンプルコード は、 IDL 構造体から  Java へのマ ッ ピングを示し ています。

/* Example.idl より */ 
module Example { 
   struct StructType { 
      long field1; 
      string field2; 
   };

}; 
// 生成された Java 
public final class StructType 
      implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
   public int field1; 
   public java.lang.String field2; 
   public StructType () { . . . } 
   public StructType (final int field1, 
   final java.lang.String field2) { . . . } 
   public java.lang.String toString() { . . . } 
   public boolean equals (java.lang.Object o) {...} 
public final class StructTypeHolder implements 
org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public Example.StructType value; 
   public StructTypeHolder () { . . . } 
   public StructTypeHolder (final Example.StructType _vis_value) 
      { . . . } 
   public void _read (final org.omg.CORBA.portable.InputStream input) 
      { . . . } 
   public void _write (final org.omg.CORBA.portable.OutputStream output) 
      { . . . } 
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   public org.omg.CORBA.TypeCode _type () { . . . } 
}

共用体

IDL の union は、 同じ名前の Java final ク ラ スにマ ッ ピング されます。 この ク ラ スは次の
要素を提供し ます。

■ デフ ォル ト コ ン ス ト ラ ク タ

■ 共用体のディ ス ク リ ミ ネータに対する  discriminator() とい う 名前のアクセッサ メ
ソ ッ ド

■ ブラ ンチご と のア ク セ ッ サ メ ソ ッ ド

■ ブラ ンチご と のモデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド

■ 複数のケース ラベルを持つブラ ンチご と のモデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド

■ 必要に応じ て、 デフ ォル ト のモデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド

マ ッ ピング された共用体またはフ ィ ール ド の名前に競合があ る場合は、 通常の名前の競合
の解決規則が使用されます。 つま り 、 デ ィ ス ク リ ミ ネータにアンダース コ アが付き ます。

ブラ ンチア ク セ ッ サ メ ソ ッ ド と モデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド はオーバーロード され、 ブラ ンチ
と同じ名前が付け られます。 必要なブラ ンチが設定されていない場合、 ア ク セ ッ サ メ ソ ッ
ド は CORBA::BAD_OPERATION 例外を生成し ます。

1 つのブラ ンチ と一致する ケース ラベルが複数あ る場合は、 そのブラ ンチの単純なモデ ィ
フ ァ イ ア メ ソ ッ ド がデ ィ ス ク リ ミ ナン ト を 初のケース ラベルの値に設定し ます。 さ ら
に、 明示的なデ ィ ス ク リ ミ ネータパラ メ ータ を受け取る追加のモデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド が
生成されます。

ブラ ンチが default ケース ラベル と一致する場合、 モデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド は、 デ ィ ス
ク リ ミ ナン ト をほかのどのケース ラベル と も一致し ない値に設定し ます。

デ ィ ス ク リ ミ ナン ト のすべての値に対応する ケース ラベルが完全に揃っている場合に、
default ケース ラベルを持つ共用体を指定する こ と は不正です。 Java コード ジェネレータ
（IDL コ ンパイ ラ などのツール） はこれを検出し、 不正な コード を生成し ません。

明示的な default ケース ラベルがな く 、 ケース ラベルがデ ィ ス ク リ ミ ナン ト の値に完全には
対応し ていない場合は、 デフ ォル ト の メ ソ ッ ド  _default() が作成されます。 こ の メ
ソ ッ ド は、 共用体の値を範囲外の値に設定し ます。

共用体には、 ホルダーク ラ ス も生成されます。 次のサンプルにある よ う に、 ホルダーク ラ ス
の名前は、 共用体をマ ッ ピング し た Java ク ラ スの名前の先頭に Holder を付けた もので
す。

こ のサンプルコード は、 union に対する  IDL から  Java へのマ ッ ピングを示し ています。

final public class <union_class>Holder 
         implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public <union_class> value; 
   public <union_class>Holder() {} 
   public <union_class>Holder(<union_class> initial) {...} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
}

次のサンプルコード は、 IDL union から  Java へのマ ッ ピングを示し ています。

/* Example.idl より */ 
module Example { 
   enum EnumType { first, second, third, fourth, fifth, sixth }; 
   union UnionType switch (EnumType) { 
      case first: long win; 
      case second: short place; 
      case third: 
      case fourth: octet show; 
      default: boolean other; 
      };
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}; 
// 生成された Java 
final public class UnionType { 
   // コンストラクタ 
   public UnionType() {...} 
   // ディスクリミネータのアクセッサ 
   public int discriminator() { ... } 
   //win 
   public int       win() { ... } 
   public void      win(int value) { ... } 
   //place 
   public short place() { ... } 
   public void place(short value) { ... } 
   // 表示 
   public byte show() { ... } 
   public void    show(byte value) { ... } 
   public void          show(int discriminator, byte value) { ... } 
   //other 
   public boolean          other() {...} 
   public void       other(boolean value) { ... } 
   public java.lang.String to String () { . . .} 
   public boolean equals (java.lang.Object o) { . . .} 
} 
final public class UnionTypeHolder { 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public UnionType value; 
   public UnionTypeHolder() {} 
   public UnionTypeHolder(UnionType initial) {...} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode_type() {...} 
}

シーケンス

1 つの IDL sequence は、 同じ名前の 1 つの Java 配列にマ ッ ピング されます。 このマ ッ ピ
ングでは、 sequence 型が必要な と こ ろで、 シーケン スの要素をマ ッ ピング し た型の配列
が 1 つ使用されます。

シーケン スには、 ホルダーク ラ ス も生成されます。 次のサンプルにあ る よ う に、 ホルダー
ク ラ スの名前は、 シーケン ス をマ ッ ピング し た Java ク ラ スの名前の先頭に Holder を付け
た ものです。

final public class <sequence_class>Holder { 
   public <sequence_element_type>[] value; 
   public <sequence_class>Holder() {}; 
   public <sequence_class>Holder( 
                  <sequence_element_type>[] initial) {...}; 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
}

次のサンプルコード は、 IDL シーケン スから  Java へのマ ッ ピングを示し ています。

// IDL 
typedef sequence<long>UnboundedData; 
typedef sequence<long, 42>BoundedData;

// 生成された Java 
final public class UnboundedDataHolder 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public int[] value; 
   public UnboundedDataHolder() {}; 
   public UnboundedDataHolder(final int[] initial) { . . . }; 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      { . . . } 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      { . . . } 
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   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() { . . . } 
} 
final public class BoundedDataHolder 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public int[] value; 
   public BoundedDataHolder() {}; 
   public BoundedDataHolder(final int[] initial) { . . . }; 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      { . . . } 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      { . . . } 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() { . . . } 
}

配列

IDL の配列は、 IDL の固定長シーケン ス と同じ方法でマ ッ ピング されます。 このマ ッ ピン
グでは、 配列型が必要な と こ ろで、 配列要素をマ ッ ピング し た型の配列が 1 つ使用されま
す。 Java では、 Java 添え字演算子がマ ッ ピング された配列に適用されます。 IDL 定数で配
列の範囲を指定する こ と によ り 、 その配列の長さ を Java でも使用でき ます。 この定数は、
定数の規則にし たがってマ ッ ピング されます。

配列には、 ホルダーク ラ ス も生成されます。 次のサンプルにあ る よ う に、 ホルダーク ラ ス
の名前は、 配列をマ ッ ピング し た Java ク ラ スの名前の先頭に Holder を付けた ものです。

final public class <array_class>Holder 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public <array_element_type>[] value; 
   public <array_class>Holder() {} 
   public <array_class>Holder( 
                  <array_element_type>[] initial) {...} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
}

次のサンプルコード は配列のマ ッ ピングを示し ています。

// IDL 
const long ArrayBound = 42; 
typedef long larray[ArrayBound]; 
// 生成された Java 
final public class larrayHolder 
            implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public int[] value; 
   public larrayHolder() {} 
   public larrayHolder(int[] initial) {...} 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode_type() {...} 
}
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インターフェース

IDL インターフェースは、 次の 2 つの public Java インターフェースにマッ ピングされます。

■ IDL イ ン ターフ ェースで宣言されているオペレーシ ョ ン と定数を保持する  Operations イ
ン ターフ ェース。

■ すべての基本イ ン ターフ ェースオペレーシ ョ ン、 このイ ン ターフ ェースオペレーシ ョ
ン、 および org.omg.CORBA.object を拡張する  CORBA Object 宣言。

さ らに、 イ ン ターフ ェース名の末尾にサフ ィ ッ ク ス  Helper が付加されたヘルパー Java ク
ラ スがあり ます。 こ の Java イ ンタ ーフェースは、 マッ ピングさ れたベース  
org.omg.CORBA.Object イ ン ターフ ェース を拡張し ます。

Java イ ン ターフ ェースには、 マ ッ ピング されたオペレーシ ョ ンのシグニチャがあ り ます。
メ ソ ッ ド は、 こ のイ ン ターフ ェースのオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を使って起動でき ます。

ヘルパーク ラ スは、 org.omg.CORBA.Object のイ ン ス タ ン ス を よ り 具体的な型のオブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン スにナローイ ングするための静的なナロー メ ソ ッ ド を宣言し ます。 そ
のオブジェ ク ト リ フ ァ レン スが要求された型をサポー ト し ていないためにナローイ ングに
失敗し た場合は、 IDL 例外 CORBA::BAD_PARAM 例外が生成されます。 その他のエラーの
場合は、 別のシステム例外が生成されます。 null のナローイ ングは常に成功し、 null 値が
返されます。

特殊な 「nil」 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スはあ り ません。 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を渡す
と こ ろでは、 Java の null を自由に渡すこ と ができ ます。

属性は、 1 つの Java ア ク セ ッ サ メ ソ ッ ド と モデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド の組にマ ッ ピング され
ます。 これらの メ ソ ッ ド は IDL の属性 と同じ名前を持ち、 オーバーロー ド されます。 IDL 
の読み取 り 専用の属性には、 モデ ィ フ ァ イ ア メ ソ ッ ド があ り ません。

イ ン ターフ ェースには、 ホルダーク ラ ス も生成されます。 次のサンプルにあ る よ う に、 ホ
ルダーク ラ スの名前は、 イ ン ターフ ェース をマ ッ ピング し た Java ク ラ スの名前の先頭に 
Holder を付けた ものです。

final public class <interface_class>Holder 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public <interface_class> value; 
   public <interface_class>Holder() {} 
   public <interface_class>Holder( 
                  <interface_class> initial) { 
      value = initial;

   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      {...} 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      {...} 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type() {...} 
}

次のサンプルコード は、 IDL イ ン ターフ ェースから  Java へのマ ッ ピングを示し ています。

/* Example.idl より */ 
module Example { 
   interface Foo { 
      long method(in long arg) raises(AnException); 
      attribute long assignable; 
      readonly attribute long nonassignable; 
   }; 
}; 
// 生成された Java 
package Example; 
public interface Foo extends com.borland.vbroker.CORBA.Object, 
      Example.FooOperations, 
      org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
} 
public interface FooOperations { 
   public int method (int arg) throws Example.AnException; 
   public int assignable (); 
   public void assignable (int assignable); 
   public int nonassignable (); 
} 
public final class FooHelper { 
   // ... その他の標準メソッド 
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   public static Foo narrow(org.omg.CORBA.Object obj) 
      { . . . } 
   public static Example.Foo bind (org.omg.CORBA.ORB orb, 
         java.lang.String name, 
         java.lang.String host, 
         com.borland.vbroker.CORBA.BindOptions _options) { . . . } 
   public static Example.Foo bind (org.omg.CORBA.ORB orb, 
         java.lang.String fullPoaName, byte[] oid) { . . . } 
   public static Example.Foo bind (org.omg.CORBA.ORB orb, 
         java.lang.String fullPoaName, byte[] oid, 
         java.lang.String host, 
         com.borland.vbroker.CORBA.BindOptions _options) { . . . }

   public Foo read (org.omg.CORBA.portable.InputStream in) { . . . } 
   public void write (org.omg.CORBA.portable.OutputStream out, Foo foo) { . . . 
} 
public Foo extract (org.omg.CORBA.Any any) { . . . } 
public void insert (org.omg.CORBA.Any any, Foo foo) { . . . } 
} 
public final class FooHolder 
      implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public Foo value; 
   public FooHolder() {} 
   public FooHolder(final Foo initial) { . . . } 
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i) 
      { . . . } 
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o) 
      { . . . } 
   public org.omg.CORBA.TypeCode_type() { . . . } 
}

抽象インターフェース

IDL 抽象イ ン ターフ ェースは、 単一の public Java イ ン ターフ ェースへ IDL イ ン ターフ ェー
ス と同じ名前でマ ッ ピング されます。 マ ッ ピングの規則は、 IDL 非抽象イ ン ターフ ェース
で Java オペレーシ ョ ン イ ン ターフ ェース を生成するの と類似し ています。 ただし、 このイ
ン ターフ ェースはシグニチャ イ ン ターフ ェース と し て動作するため、
org.omg.CORBA.protable.IDLEntity を拡張でき ます。 マ ッ ピング された Java イ ン
ターフ ェースは IDL イ ン ターフ ェース と同じ名前を持ち、 指定タ イプのイ ン ターフ ェース
がほかのイ ン ターフ ェースで使用された場合は メ ソ ッ ド宣言のシグニチャ タ イプ と し て使
用されます。 これには、 マ ッ ピング されたオペレーシ ョ ンシグニチャであ る メ ソ ッ ド が含
まれています。

holder ク ラ スが非抽象イ ン ターフ ェース と し て生成されます。 詳細については、 43 ペー
ジの 「Holder ク ラ ス」 を参照し て く ださい。

標準規則に準じ て、 helper ク ラ ス も生成されます。 詳細については、 47 ページの
「Helper ク ラ ス」 を参照し て く ださい。

ローカルインターフェース

IDL ローカルイ ン ターフ ェースは、 org.omg.CORBA.LocalInterface がマーク し た
ローカルイ ン ターフ ェース を除き、 非ローカルイ ン ターフ ェース と類似し た方法でマ ッ ピ
ング されます。 ローカルイ ン ターフ ェースはマーシ ャ リ ング されないこ と があ り 、 イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンは特殊ベースの org.omg.CORBA.LocalObject を拡張し て生成され
たシグニチャ イ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。 Java マ ッ ピングの場合、
LocalObject ク ラ ス を ローカルイ ン ターフ ェースのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン基底ク ラ ス
と し て使用し ます。 ローカルイ ン ターフ ェース イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのイ ン ス タ ン ス作
成は、 新しい Java 演算子を使った通常の Java オブジェ ク ト 作成 と同じです。

holder ク ラ スが非ローカルイ ン ターフ ェース と し て生成されます。 詳細については、 43
ページの 「Holder ク ラ ス」 を参照し て く ださい。

標準規則に準じ て、 helper ク ラ ス も生成されます。 詳細については、 47 ページの
「Helper ク ラ ス」 を参照し て く ださい。

VisiBroker ORB イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 ローカルオブジェ ク ト をマーシ ャ リ ング し て 
CORBA::MARSHAL 例外を生成し よ う とする試みを検知し ます。
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パラメータの受け渡し

IDL in パラ メ ータは、 標準の Java の実際のパラ メ ータにマ ッ ピング されます。 IDL オペ
レーシ ョ ンの結果は、 対応する  Java メ ソ ッ ド の結果と し て返されます。

IDL の out および inout パラ メ ータは、 Java のパラ メ ータ受け渡し メ カニズムに直接
マ ッ ピングでき ません。 これをマ ッ ピングするには、 IDL の基本型と ユーザー定義型のす
べてについて追加のホルダーク ラ ス を定義し、 Java で上記のパラ メ ータモード を実装する
ために使用し ます。 ク ラ イ アン ト は、 IDL の out と  inout の各パラ メ ータ を渡す （値渡し）
ために、 適切な Java ホルダーク ラ スのイ ン ス タ ン ス を提供し ます。 ホルダーのイ ン ス タ ン
スの内容 （イ ン ス タ ン ス自体ではな く ） は、 呼び出しによ って変更されます。 ク ラ イ アン
ト は、 呼び出しが戻った後で、 変更された内容を使用し ます。

こ のサンプルコード は、 Java の実際のパラ メ ータへマ ッ ピングする  IN パラ メ ータ を示し
ています。

/* Example.idl より */ 
module Example { 
   interface Modes { 
      long operation(in long inArg, out long outArg, inout long inoutArg); 
   }; 
}; 
// 生成された Java コード 
package Example; 
public interface Modes extends com.borland.vbroker.CORBA.Object, 
      Example.ModesOperations, 
      org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
} 
public interface ModesOperations { 
   public int operation (int inArg, 
         org.omg.CORBA.IntHolder outArg, 
         org.omg.CORBA.IntHolder inoutArg); 
}

上のサンプルの場合、 結果は通常の結果と し て返され、 in の実パラ メ ータだけが通常の値
です。 しかし、 out と  inout のパラ メータには、 適切なホルダーを構築する必要があ り ま
す。 ホルダーは次のよ う に使用し ます。

// ユーザーの Java コード 
// ターゲットオブジェクトを選択します。 
Example.Modes target = ...; 
// 実パラメータの値を得ます。 
int inArg = 57;

// out パラメータの受け取りを準備します。 
IntHolder outHolder =          new IntHolder(); 
// inout パラメータの入力側を設定します。 
IntHolder inoutHolder = new IntHolder(131); 
// 呼び出しを行います。 
int result =target.operation(inArg, outHolder, inoutHolder); 
// outHolder の値を使用します。 
... outHolder.value ... 
// inoutHolder の値を使用します。 
... inoutHolder.value ...

呼び出し を行 う 前に、 実パラ メ ータ と な る ホルダーのイ ン ス タ ン スに inout パラ メ ータの
入力値を設定する必要があ り ます。 inout ホルダーに値を設定するには、 値から新しいホル
ダーを構築するか、 適切な型の既存のホルダーに値を代入し ます。 呼び出し を行った後
で、 ク ラ イ アン ト は、 outHolder.value を使って out パラ メ ータの値にア ク セス し、
inoutHolder.value を使って inout パラ メ ータの出力値にア ク セス し ます。 IDL オペ
レーシ ョ ンの戻 り 値は、 呼び出しの結果と し て使用でき ます。
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継承を使ったサーバーインプリメンテーション

サーバーを実装するには、 継承を使用する方法が も簡単です。 サーバーオブジェ ク ト と
オブジェ ク ト リ フ ァ レン スはたいへん似てお り 、 同じ よ う に動作し、 正確に同じ コ ンテキ
ス ト で使用でき るからです。 サーバーオブジェ ク ト がそのク ラ イ アン ト と同じプロセスに
存在する場合、 メ ソ ッ ド の呼び出しは、 どのよ う な種類の ト ラ ン スポー ト 、 イ ンダ イ レ ク
シ ョ ン、 およびデ リ ゲーシ ョ ン も伴わない通常の Java の関数呼び出しにな り ます。

各 IDL イ ン ターフ ェースは、 その IDL イ ン ターフ ェースの Java バージ ョ ンを実装する  
Java POA 抽象ク ラ スにマ ッ ピング されます。

メ モ POA ク ラ スは、 本来の IDL イ ン ターフ ェース を拡張し ません。 し たがって、 POA は 
CORBA オブジェ ク ト ではあ り ません。 POA は CORBA サーバン ト であ り 、 実際の 
CORBA オブジェ ク ト を作成する ために使用されます。 POA ク ラ スの詳細については、
Java API リ フ ァ レ ン スの VisiBroker API で、 org.omg.PortableServer パッ ケージを参照し て く
ださ い。 POA の詳細については、 99 ページの 「POA の使い方」 を参照し て く ださい。

次のサンプルコード に示すよ う に、 次に <interface>POA ク ラ ス を拡張する こ と によ
り 、 ユーザー定義のサーバーク ラ スが ORB に リ ン ク されます。

メ モ POA ク ラ ス自体は、 抽象ク ラ スなので、 イ ン ス タ ン ス化でき ません。 このク ラ ス を イ ン ス
タ ン ス化するには、 それに宣言されている  IDL イ ン ターフ ェースオペレーシ ョ ンを各自の
実装で実装する必要があ り ます。

このサンプルコードは、 継承を使った Java のサーバーインプ リ メ ンテーシ ョ ンを表示し ま
す。

/* Bank.idl より */ 
module Bank { 
   interface Account { 
   }; 
}; 
// 生成された Java 
package Bank; 
public abstract class AccountPOA extends org.omg.PortableServer.Servant 
implements 
      org.omg.CORBA.portable.InvokeHandler, 
      Bank.AccountOperations { . . . } 
// インプリメンテーションを ORB にリンクします。 
public class AccountImpl extends Bank.AccountPOA { . . . }
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デリゲーションを使ったサーバーインプリメンテーショ
ン

継承を使ったサーバーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには、 不利な点が 1 つあ り ます。 サー
バーク ラ スは POA スケル ト ン ク ラ ス を拡張する ため、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの継承を
ほかの目的で使用でき ません。 Java は、 単一の継承だけをサポー ト するからです。 サー
バーク ラ スが別の目的で 1 つの継承 リ ン ク を使用する必要があ る場合は、 デ リ ゲーシ ョ ン
の手法を使用する必要があ り ます。

デリ ゲーシ ョ ンを使ってサーバーク ラ スを実装する場合は、 次の追加コードが生成されます。

■ 各イ ン ターフ ェースが Tie ク ラ スにマ ッ ピング されます。 この ク ラ スは POA スケル ト
ンを拡張し、 デ リ ゲーシ ョ ン コード を提供し ます。

■ 各イ ン ターフ ェースが Operations イ ン ターフ ェースにも マ ッ ピング されます。 こ の
イ ン ターフ ェースは、 Tie ク ラ スがデ リ ゲー ト するオブジェ ク ト の型を定義するため
に使用されます。

デ リ ゲー ト される イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 Operation イ ン ターフ ェース を実装し、
Tie ク ラ スのイ ン ス タ ン ス内に格納される必要があ り ます。 Tie ク ラ スのコ ン ス ト ラ ク タ
を使用し て、 Operation イ ン ターフ ェースのイ ン ス タ ン ス を Tie オブジェ ク ト に格納で
き ます。 次のサンプルコード にデ リ ゲーシ ョ ンの方法を示し ます。

/* Bank.idl より */ 
module Bank { 
   interface AccountManager { 
      Account open(in string name); 
   }; 
}; 
// 生成された Java 
package Bank; 
public interface AccountManagerOperations { 
   public Example.Account open(java.lang.String name); 
} 
// 生成された Java 
package Bank; 
public class AccountManagerPOATie extends AccountManagerPOA { 
   public AccountManagerPOATie (final Bank.AccountManagerOperations 
_delegate) 
      { . . . } 
   public AccountManagerPOATie (final Bank.AccountManagerOperations 
_delegate, 
         final org.omg.PortableServer.POA _poa) { . . . } 
   public Bank.AccountManagerOperations _delegate () { . . . } 
   public void _delegate (final Bank.AccountManagerOperations delegate) { . . . 
} 
   public org.omg.PortableServer.POA _default_POA () { . . . } 
   public float open () { . . . } 
} 
// インプリメンテーションを ORB にリンクします。

   classAccountImpl implements AccountManager Operations 
public class Server { 
   public static main(String args) { 
      // ... 
      AccountManagerPOAtie managerServant = new AccountManagerPOATie(new 
AccountManagerImpl()); 
      // ... 
}

インターフェースのスコープ

OMG の IDL から  Java へのマ ッ ピング仕様では、 複数のデ リ ゲーシ ョ ンを  1 つのイ ン ター
フ ェース ス コープ内でネス ト する こ と ができ ません。 また、 パッ ケージ と イ ン ターフ ェー
スが同じ名前を持つこ と もでき ません。 し たがって、 イ ン ターフ ェースのス コープは、
「Package」 サフ ィ ッ ク スが付いた同じ名前のパッ ケージにマ ッ ピング されます。
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例外のマッピング

IDL の例外は、 構造体と よ く 似た方法でマ ッ ピング されます。 IDL の例外は、 例外の
フ ィ ール ド に対応する イ ン ス タ ン ス変数と コ ン ス ト ラ ク タ を提供する  Java ク ラ スにマ ッ ピ
ング されます。

CORBA のシステム例外は、 チェ ッ ク されない例外です。
java.lang.RuntimeException から （間接的に） 継承されます。

ユーザー定義の例外は、 チェ ッ ク される例外です。 java.lang.Exception から （間接
的に） 継承されます。

ユーザー定義例外

ユーザー定義の例外は、 org.omg.CORBA.UserException を拡張する  Java final ク ラ ス
にマ ッ ピング されるか、 そ う でない場合は、 Helper ク ラ ス と  Holder ク ラ スの生成も含め、
IDL struct 型と ま った く 同じ よ う にマ ッ ピング されます。

例外が、 ネス ト された IDL ス コープ内 （つま り 、 イ ン ターフ ェース内） で定義されている
場合、 その Java ク ラ ス名は、 特別なス コープ内で定義されます。 そ う でない場合、 その 
Java ク ラ ス名は、 その例外が属する  IDL モジュールに対応する  Java パッ ケージのス コー
プ内で定義されます。

こ のサンプルコード は、 ユーザー定義例外に対する  IDL から  Java へのマ ッ ピングを示し
ています。

// IDL 
module Example { 
   exception AnException { 
      string reason; 
   }; 
}; 
// 生成された Java 
package Example; 
public final class AnException extends org.omg.CORBA.UserException { 
   public java.lang.String extra; 
   public AnException () { . . . } 
   public AnException (java.lang.String extra) { . . . } 
   public AnException (java.lang.String _reason, java.lang.String extra) { . . 
. }

   public java.lang.String to String () { . . . } 
public boolean equals (java.lang.Object o) { . . . } 
} 
public final class AnExceptionHolder implements 
      org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
   public Example.AnException value; 
   public AnExceptionHolder () { } 
   public AnExceptionHolder (final Example.AnException _vis_value) { . . . } 
   public void _read (final org.omg.CORBA.portable.InputStream input) { . . . } 
   public void _write (final org.omg.CORBA.portable.OutputStream output) { . . 
. } 
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type () { . . . } 
}

システム例外

標準の IDL システム例外は、 org.omg.CORBA.SystemException を拡張する  Java final 
ク ラ スにマ ッ ピング され、 IDL の メ ジ ャーおよびマイナー例外コード のほか、 その例外の
原因を記述し た文字列にも ア ク セスでき ます。 org.omg.CORBA.SystemException に
は、 public コ ン ス ト ラ ク タがあ り ません。 これを拡張し た ク ラ スだけを イ ン ス タ ン ス化で
き ます。

標準 IDL 例外の Java ク ラ ス 名は IDL 名と 同じ で、 org.omg.CORBA パッ ケージ内で宣言さ
れま す。 デフォ ルト コ ンス ト ラ ク タ は、 マイ ナーコ ード には 0、 完了コ ード には 
COMPLETED_NO、 原因文字列には空文字列 （""） を提供し ます。 原因を受け取 り 、 ほかの
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Any 型のマッピング

フ ィ ール ド にはデフ ォル ト 値を使用する コ ン ス ト ラ ク タ、 および 3 つのパラ メ ータすべて
の指定を要求する コ ン ス ト ラ ク タ も あ り ます。

Any 型のマッピング

IDL の Any 型は、 Java の org.omg.CORBA.Any ク ラ スにマ ッ ピング されます。 このク ラ
スは、 定義済みの型のイ ン ス タ ン ス を挿入および抽出するために必要な メ ソ ッ ド をすべて
持っています。 抽出処理で型の不一致があ る と、 CORBA::BAD_OPERATION 例外が生成さ
れます。

また、 可搬性のあ る ス タブ と スケル ト ンに効率のよいイ ン ターフ ェース を提供するため
に、 ホルダーク ラ ス を受け取る挿入と抽出の メ ソ ッ ド が定義されています。 各 IDL プ リ ミ
テ ィ ブ型に挿入と抽出の メ ソ ッ ド が定義されているほか、 非プ リ ミ テ ィ ブの IDL 型を処理
する ために、 汎用のス ト リ ーム可能な型にも挿入と抽出の メ ソ ッ ド が定義されています。

挿入処理は、 指定された値を設定し、 必要な場合は Any の型を再設定し ます。

type() ア ク セ ッサを介し て タ イプコード を設定する と、 その値が削除されます。 値が設
定される前に抽出し よ う とする と、 CORBA::BAD_OPERATION 例外が生成されます。 この
オペレーシ ョ ンは、 主に IDL out パラ メ ータの型を正し く 設定する ために用意されていま
す。

ネストされた型のマッピング

IDL では、 型宣言を イ ン ターフ ェース内でネス ト でき ます。 Java では、 ク ラ ス を イ ン ター
フ ェース内でネス ト する こ と はでき ません。 このため、 Java ク ラ スにマ ッ ピング され、 1 
つのイ ン ターフ ェースのス コープ内で宣言されている複数の IDL 型は、 Java にマ ッ ピング
された と き、 専用のス コープパッ ケージ内に置かれます。

こ のよ う な型宣言を持つ IDL イ ン ターフ ェースからはス コープパッ ケージが生成され、
マ ッ ピング される  Java ク ラ ス宣言がその中に入 り ます。 ス コープパッ ケージの名前は、
IDL 型の名前の末尾に Package を付けて作成されます。

こ のサンプルコード は、 特定のネス ト された型に対する  IDL から  Java へのマ ッ ピングを
示し ています。

// IDL 
module Example { 
   interface Foo { 
      exception e1 {}; 
   }; 
} 
// 生成された Java 
package Example.FooPackage; 
final public class e1 extends org.omg.CORBA.UserException {...}
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typedef のマッピング

Java には typedef 構造があ り ません。

単純な IDL 型

単純な Java の型にマ ッ ピング される  IDL の型は、 Java ではサブ ク ラ ス化されません。 つ
ま り 、 単純型の型宣言を持つ typedef は、 常に元の型 （マ ッ ピング元の型） にマ ッ ピング
されます。 単純型の場合は、 すべての typedef に Helper ク ラ スが生成されます。

複雑な IDL 型

配列と シーケン ス以外の typedef は、 typedef でない IDL の単純型またはユーザー定義型が
見つかる まで、 元の型に戻すこ と はでき ません。

シーケン ス と配列の typedef には、 Holder ク ラ スが生成されます。

こ のサンプルコード は、 複雑な IDL typedef のマ ッ ピングを示し ています。

// IDL 
struct EmpName { 
   string firstName; 
   string lastName; 
}; 
typedef EmpName EmpRec; 
// 生成された Java 
         // EmpName に関する通常の構造体のマッピング 
         // EmpRec に関する通常のヘルパークラスのマッピング 
final public class EmpName { 
   ... 
} 
public class EmpRecHelper { 
   ... 
}
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第 章

Chapter   6VisiBroker のプロパティ    
こ こ では、 Borland VisiBroker のプロパテ ィ について説明し ます。

IIOP を介した Java RMI のプロパティ

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.rmi.supportRTSC false このプロパティは、 クライアントとサーバーが異なる （更新され

た） バージョンのクラスを使用する場合に、 それらの間の

SendingContextRuntime サービスコンテキストの交換を 

有効または無効にします。 クライアントとサーバーの JDK が異  

なるバージョンである場合、 アプリケーションでは、 このプロパ

ティを true に設定する必要があります。 この値は、 VBJ が   

外部の ORB とやり取りする場合にも使用する必要がありま  

す。 これにより、 コードベースデータが交換され、 更新された

クラスのマーシャリング／アンマーシャリングが例外の発生なく

正常に行われるようになります。

javax.rmi.CORBA.StubClass com.inprise.vbroker.rmi. 
CORBA.StubImpl

Stub 基底クラスのインプリメンテーションの名前を指定しま 

す。 すべての RMI-IIOP スタブがこのクラスを継承します。

javax.rmi.CORBA.UtilClass com.inprise.vbroker.rmi. 
CORBA.UtilImpl

Utility クラスのインプリメンテーションの名前を指定しま 

す。 このクラスは、 スタブと tie が共通のオペレーションを実行  

するためのメソッドを提供します。

javax.rmi.CORBA. 
PortableRemoteObjectClass

com.inprise.vbroker.rmi.
CORBA.PortableRemoteObje
ctImpl

RMI-IIOP サーバーインプリメンテーションオブジェクトが 

javax.rmi.PortableRemoteObject を継承することを 

指定します。 または、 単に RMI-IIOP リモートインターフェー  

スを実装し、 次に exportObject メソッドを使用して自分自  

身をサーバーオブジェクトとして登録します。

java.rmi.server.codebase <not set> サーバーが未知のクラスを見つけることができる場所を指定し

ます。使用できる値は、セミコロン（;）で区切られた URL です。

java.rmi.server.useCodebase
Only

false サーバーが未知のクラスを検索できるかどうかを指定します。

true に設定すると、 クライアントがサーバーにリモートクラス 

の場所を送信した場合でも、 サーバーはリモートクラスを検索

できません。
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スマートエージェントおよびスマートエージェント通信の
プロパティ

次の表で説明するプロパテ ィ は、 スマー ト エージェ ン ト 通信のために ORB によ って使用
されます。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 以前のプロパテ ィ 説明

vbroker.agent.addrF
ile

null ORBagentAddrFile スマートエージェントが稼動するホ

ストの IP アドレスまたはホスト名を  

格納しているファイルを指定しま

す。

vbroker.agent.port 14000 ORBagentPort 使用しているネットワーク上のドメイ

ンを定義するポート番号を指定し

ます。 VisiBroker アプリケーション 

とスマートエージェントのポート番

号が同じ場合は、 相互が協調して

機能します。 このプロパティは、

OSAGENT_PORT 環境変数と同じ 

です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 以前のプロパテ ィ 説明

vbroker.agent. 
keepAliveTimer

120 N/A ORB がスマートエージェントにキープアラ 

イブメッセージを送信する 時間間隔 （秒単 

位） です （クライアントとサーバーの両方に

適用可能）。 有効な値は 1 ～ 120 の範囲    

の整数です。

vbroker.agent. 
retryDelay

0 N/A スマートエージェントとの接続が切断された

場合に、 スマートエージェントへの再接続

を試みる前にプロセスが一時停止する時

間 （秒単位） です。 値が -1 の場合、 ス  

マートエージェントとの接続が切断される

と、 プロセスは終了します。 デフォルト値

0 は、 一時停止なしで再接続が行われるこ 

とを意味します。

vbroker.agent.a
ddr

null ORBagentAddr スマートエージェントが稼動するホストの IP 
アドレスまたはホスト名を指定します。 デ

フォルト値の null は、 VisiBroker アプリ   

ケーションに OSAGENT_ADDR 環境変数  

の 値 を 使 用 す る よ う に 指 示 し ま す。

OSAGENT_ADDR 変数が設定されていな 

い場合は、スマートエージェントがローカル

ホストで動作しているとみなされます。

vbroker.agent. 
addrFile

null ORBagentAddrFi
le

スマートエージェントが稼動するホストの IP 
アドレスまたはホスト名を格納しているファ

イルを指定します。

vbroker.agent. 
debug

false ORBdebug true に設定した場合は、 システムが 

VisiBroker アプリケーションとスマートエー 

ジェントとの通信に関するデバッグ情報を

表示します。

vbroker.agent. 
enableCache

true ORBagentCache true に設定した場合は、 VisiBroker アプ  

リケーションが IOR をキャッシュできます。

vbroker.agent. 
enableLocator

true ORBdisableLoca
tor

false に設定した場合、 VisiBroker アプ  

リケーションはスマートエージェントと通信

できません。

vbroker.agent.p
ort

14000 ORBagentPort 使用しているネットワーク上のドメインを定

義 す る ポ ー ト 番 号 を 指 定 し ま す。

VisiBroker アプリケーションとスマートエー 

ジェントのポート番号が同じ場合は、 相互

が協調して機能します。 このプロパティは、

OSAGENT_PORT 環境変数と同じです。
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VisiBroker ORB のプロパティ

次の表に、 VisiBroker ORB のプロパテ ィ を示し ます。

vbroker.agent. 
failOver

true ORBagentNoFail
Over

true に設定した場合は、 VisiBroker アプ  

リケーションは、 別のスマートエージェント

にフェイルオーバーできます。

vborker.agent. 
clientPort

0 N/A ORB が OSAgent と通信するためのポート   

範囲の下限。 有効な値は 1025 ～ 65535   
です。 デフォルト値 0 は、 ランダムなポー  

トが選択されることを意味します。

vbroker.agent. 
clientPortRange

0 N/A ORB が OSAgent と 通信する ための 

［ clientPort, clientPort+clientPortRange］ の範 

囲 内 の ポ ー ト 。 こ の プ ロ パ テ ィ は、

clientPort が 0 よ り 大き い場合にの   

み有効です。 有効な値は 1025 ～ 65535 で    

す。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 以前のプロパテ ィ 説明

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.orb.propOrdering CMD_PROPS:SYS_PROPS: 
FILE_PROPS:ORB_PROPS:DEF_PR
OPS

このプロパティを使用すると、 ORB のプロパティマネー 

ジャによって設定されているプロパティのデフォルトの優

先順位をオーバーライドできます。 デフォルトの優先順

位 （降順） は次のとおりです。

1 CMD_PROPS ： コマン ド ラ イ ン引数 （orb.init() 
呼び出しの 初の引数を介し て指定されます）。

2 SYS_PROPS ： システムまたは JVM のプロパ
テ ィ 。 -VBJprop、 -J などで指定されるプロパ
テ ィ を含みます。

3 FILE_PROPS ： ORBpropStorage プロパテ ィ
によ って指定される フ ァ イルに含まれるプロパ
テ ィ 。

4 ORB_PROPS ： orb.init() 呼び出しの第 2 引数
を介し て設定されるプロパテ ィ 。

5 DEF_PROPS ： ORB のデフ ォル ト のプロパ
テ ィ 。

vbroker.orb.rebindForward 0 この値は、 クライアントが転送先ターゲットへの接続を試

行する回数を決定します。 ネットワーク障害などの理由

で、 クライアントが転送先ターゲットと通信できない場合

に、 このプロパティを使用できます。 デフォルト値 0 は、  

クライアントが接続を試行し続けることを意味します。

vbroker.orb.activationIOR null 起動されたサーバーは、 それを起動した OAD とのコン  

タクトを容易に確立できます。

vbroker.orb.admDir null さまざまなシステムファイルを置く管理ディレクトリを指定

します。 このプロパティは、 VBROKER_ADM 環境変数 

を使用して設定できます。

vbroker.orb.enableKeyId false true に設定した場合は、 クライアント要求でキー ID を   

使用できます。

vbroker.orb. 
enableServerManager

FALSE TRUE に設定した場合は、 サーバーの起動時にサー 

バーマネージャが有効になり、 クライアントからアクセス

できるようになります。

vbroker.orb.keyIdCacheMax 16384 サーバー内のオブジェクトキー ID キャッシュの 大サイ  

ズを指定します。

vbroker.orb.keyIdCacheMin 64 サーバー内のオブジェクトキー ID キャッシュの 小サイ  

ズを指定します。

vbroker.orb.initRef null 初期リファレンスを指定します。

vbroker.orb.defaultInitRef null デフォルトの初期リファレンスを指定します。

vbroker.orb.alwaysProxy false true に設定した場合は、 クライアントが必ず 

GateKeeper を使用してサーバーに接続する必要がある 

ことを示します。
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vbroker.orb.gatekeeper.ior null IOR の提供元の GateKeeper を介してサーバーに接続   

するようにクライアントアプリケーションに強制します。

vbroker.locator.ior null スマートエージェントへのプロキシとして使用される

GateKeeper の IOR を指定します。 このプロパティを設   

定 し な か っ た 場 合、

vbroker.orb.gatekeeper.ior プロパティで指 

定されている GateKeeper がこの目的のために使用され  

ます。

vbroker.orb.exportFirewallPa
th

false サーバーが公開する任意のサーバントの IOR の一部と  

してファイアウォール情報を挿入するようにサーバーア

プリケーションに強制します。 これを POA ごとに選択的  

に 指 定 す る に は、 コ ー ド 内 で

Firewall::FirewallPolicy を使用します。

vbroker.orb.proxyPassthru false true に設定された場合は、 アプリケーションスコープ 

内でグローバルに PASSTHROUGH ファイアウォール  

モードを強制します。 これをオブジェクトごと、 または

ORB ごとに選択的に指定するには、 コード内で 

QoSExt::ProxyModePolicy を使用します。

vbroker.orb.bids.critical inprocess クリティカルビッドは、 ビッド順の中のどこで指定されて

いても、 高の優先順位を持ちます。 クリティカルビッ

ドの値が複数ある場合、 それらの相対的な重要度は、

bidOrder プロパティによって決まります。

vbroker.orb.alwaysSecure false true に設定した場合は、 クライアントが必ずサーバー 

にセキュリティのかかった接続を行う必要があることを示

します。

vbroker.orb.alwaysTunnel false true に設定した場合は、 クライアントが必ずサーバー 

に HTTP トンネル （IIOP ラッパー） 接続を行うことを示   

します。

vbroker.orb.autoLocateStubs false オブジェクトリファレンスを読み取るときに、スタブの検索

機能をオンにします。 これは、 共通オブジェクトや渡さ

れた正式なクラス引数のスタブではなく、 オブジェクトの

リポジトリ ID を基に read_Object を使用して行われ    

ます。

vbroker.orb.bidOrder inprocess:liop:ssl:iiop:pro
xy:hiop:locator

さまざまなトランスポートについて、 重要度の相対的な

順序を指定できます。 トランスポートには次の優先順位

が指定されています。

1 inprocess
2 liop
3 ssl
4 iiop
5 proxy
6 hiop
7 locator
上にあるトランスポートほど優先順位が高くなります。 そ

の例を次に示します。 たとえば、 IOR が LIOP と IIOP    
の両方のプロファイルを持つ場合、 初に使用されるの

は LIOP です。 LIOP が失敗した場合にのみ、 IIOP   
を試します。 vbroker.orb.bids.critical プロ 

パティで指定されるクリティカルビッドは、ビッド順の中の

どこで指定されていても、 高の優先順位を持ちます。

vbroker.orb.bids.bar 該当なし このプロパティは、 特定のビッドを指定できないようにし

ます。 たとえば、 inprocess に設定すると、 インプロ 

セスビッドが無効になります。 これは、 適化された連

結呼び出しが必要でない場合に便利です。 現在のとこ

ろ、 インプロセスビッドだけを禁止できます。

vbroker.orb.defAddrMode 0（キー） クライアント VisiBroker ORB が使用するデフォルトのア   

ドレッシングモード。 0 に設定されている場合、 アドレス 

モードは Key になります。1 に設定されている場合はア   

ドレスモードが Profile になります。 2 に設定されて   

いる場合のアドレスモードは IOR になります。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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vbroker.orb.bufferCacheTimeo
ut

6000 メッセージチャンクをキャッシュしてから破棄されるまで

の時間を指定します。

vbroker.orb.bufferDebug false true に設定した場合は、 内部バッファマネージャがデ 

バッグ情報を表示します。

vbroker.orb.corbaloc. 
resolveHosts

false このプロパティが true に設定されている場合、 ORB  
は、 corbaloc URL で指定されたホスト名の解決を試み  

ます。false の場合、アドレスの解決は行われません。

vbroker.orb.debug false true に設定した場合は、 ORB がデバッグ情報を表示  

できます。

vbroker.orb.dynamicLibs null VisiBroker ORB が使用できるサービスのリストを指定し  

ます。 各サービスは、 コンマで区切られます。

vbroker.orb.embedCodeset true IOR が作成さ れる と 、 VisiBroker ORB はその IOR に     

コ ード セッ ト のコ ンポーネント を埋め込みま す。 こ

れは、 一部の非準拠 ORB で問題になる 可能性があり   

ま す。 embedCodeset プロ パティ をオフ にする と 、 

IOR にコ ード セッ ト を埋め込ま ないよ う に Visibroker  
ORB に指示でき ま す。 false に設定する と 、 ク ラ イ   

アント と サーバーの間で文字と ワ イ ド 文字の変換が

ネゴシエート さ れま せん。

vbroker.orb.enableVB4ba
ckcompat

false このプロパティは、 VisiBroker 4.0 と 4.1 で GIOP     
1.2 に準拠しない動作を処理するための回避策を 
有効にします。 特に GateKeeper が関係している  
場合、 VisiBroker 4.1.1 またはそれ以前のリリース  
で実行されている VisiBroker クライアントは、どれ  
も影響を受けます。 Visibroker 4.0 または 4.1 クラ    
イアントで作業する場合、このフラグを true に設  
定する必要があります。 これは、 サーバー側だ
けのフラグです。 クライアント側に対応するフラグ
はありません。

vbroker.orb.enableBiDir なし 双方向接続は、 選択的に構築できます。 クライアントが

vbroker.orb.enableBiDir=client と定義し、 

サ ー バ ー が

vbroker.orb.enableBiDir=server と定義して 

いる場合は、 GateKeeper の 

vbroker.orb.enableBiDir の値によって接続状 

態が決定されます。 このプロパティの値は、 server、

client、 both、 または none です。

vbroker.orb.enableNullString false TRUE に設定した場合は、 ヌル文字列をマーシャリング 

できます。

vbroker.orb.fragmentSize 0 GIOP メッセージのフラグメントサイズを指定します。 

GIOP メッセージのチャンクサイズの倍数を指定する必 

要があります。 このプロパティに 0 を割り当てると、 フラ  

グメンテーションがオフになります。

vbroker.orb.streamChunkSize 4096 GIOP メッセージのチャンクサイズを指定します。 2 の累  

乗を指定する必要があります。

vbroker.orb.gcTimeout 30 使用されていない重要なリソースが消去されるまでの時

間を秒単位で指定します。

vbroker.orb.logger.appName VBJ-Application ログに表示されるアプリケーション名を指定します。

vbroker.orb.logger.catalog com.inprise.vbroker. 
Logging.ORBMsgs

ログが有効の場合に、 ORB が使用するメッセージカタ 

ログを指定します。

vbroker.orb.logger.output stdout ログの出力先を指定します。 標準出力またはファイル名

を指定できます。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明



68 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

vbroker.orb.logLevel emerg ログに記録されるメッセージのログレベルを指定し
ます。 デフォルト値の emerg は、 システムを使  
用できないか、 異常な状態の場合に、 システム
がメッセージを記録することを指定します。次の値
を指定できます。

■ emerg (0) ： なんらかの異常な状態を示し ます。

■ alert (1) ： ユーザーが注意する必要があ る状態で
す。 た と えば、 セキ ュ リ テ ィ が無効になってい
る場合です。

■ crit (2) ： 重大な状態です。 た と えば、 デバイ ス
にエラーが発生し た場合です。

■ err (3) ： エラー状態です。

■ warning (4) ： 警告状態です。 ト ラブルシュー
テ ィ ングの助言も表示される場合があ り ます。

■ notice (5) ： 接続を開 く 場合など、 エラーではな
い と し て も注意する必要があ る状態です。

■ info (6) ： 実行中のバイ ンデ ィ ングなどの情報を
提供し ます。

■ debug (7) ： 開発者が理解でき るデバッ グ状態で
す。

vbroker.orb.sendLocate false このプロパティは、 true、 false、 onbind、 または

always のいずれかの値をとります。 true に設定した  

場合、 IIOP 1.2 ターゲットへの呼び出しを行う前に、 シ  

ス テ ム が 検 索 要 求 を 送 信 す る こ と を 強 制 し ま す。

onbind の場合は、 ピアが GIOP を認識しているかどう   

かを判定するために、 接続が開かれると検索要求メッ

セージが送信されます。 always という値は、 呼び出 

しの前と接続を開いたときの両方で検索要求を送信す

るというタスクを実行するように ORB に指示します。

vbroker.orb.shutdownTimeout 0 アプリケーションが ORB.shudown オペレーションのタ  

イムアウトを設定できるようにします。 このプロパティは、

ORB.shutdown が長時間終了しない場合に便利で 

す。 このプロセスは、 シャットダウンが終了せず、 タイ

ムアウトになると終了されます。 デフォルト値 0 は、 プロ  

セスが終了されないことを意味します。

vbroker.orb.systemLibs.apple
t

com.inprise.vbroker.IIOP.Init
, 
com.inprise.vbroker.LIOP.Init
, 
com.inprise.vbroker.qos.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   URLNaming.Init, 
com.inprise.vbroker.HIOP.Init
, 
com.inprise.vbroker. 
   firewall.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   dynamic.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   naming.Init, 
com.inprise.vbroker.IOP.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   CONV_FRAME.Init, 
com.inprise.vbroker.rmi. 
   CORBA.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   PortableInterceptor.Init, 
com.borland.vbroker.notify.In
it, 
com.borland.vbroker.CosTime.I
nit

アプレットにロードされるシステムライブラリのリストを指

定します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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POA のプロパティ

vbroker.orb.systemLibs.appli
cation

com.inprise.vbroker.IIOP.Init
, 
com.inprise.vbroker.LIOP.Init
, 
com.inprise.vbroker.qos.Init, 
com.inprise.vbroker.ds.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   URLNaming.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   dynamic.Init, 
com.inprise.vbroker.ir.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   naming.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   ServerManager.Init, 
com.inprise.vbroker.IOP.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   CONV_FRAME.Init, 
com.inprise.vbroker.rmi. 
   CORBA.Init, 
com.inprise.vbroker. 
   PortableInterceptor.Init, 
com.borland.vbroker. 
   notify.Init, 
com.borlvbroker.CosTime.Init

アプリケーションにロードされるシステムライブラリ
のリストを指定します。

vbroker.orb.tcIndirection true タイプコードを書き込むときのインダイレクションをオフに

します。 このプロパティは、 他のベンダーの ORB と互  

換性を保つ場合に必要になる可能性があります。

false に設定した場合は、 再帰的なタイプコードを 

マーシャリングできなくなります。

vbroker.orb.warn 0 0、 1、 または 2 を指定して、 出力する警告メッセージ  

のレベルを示します。

vbroker.orb.procId 0 サーバーのプロセス ID を指定します。

vbroker.orb.usingPoll true UNIX プラットフォームでは、 ORB は、 このプロパティ  

の値に基づいて、 I/O 多重化のためにシステム呼び出 

し select() または poll() を使用します。 値が true の場合      

は、 poll() を使用します。 そうでない場合は、 select() 
を使用します。 True がデフォルト値です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.poa.logLevel emerg ログに記録されるメッセージのログレベルを指定しま

す。 デフォルト値の emerg は、 システムを使用できな  

いか、 異常な状態の場合に、 システムがメッセージを

記録することを指定します。 次の値を指定できます。

■ emerg (0) ： なんらかの異常な状態を示し ます。

■ alert (1) ： ユーザーが注意する必要があ る状態
です。 た と えば、 セキ ュ リ テ ィ が無効になって
いる場合です。

■ crit (2) ： 重大な状態です。 た と えば、 デバイ ス
にエラーが発生し た場合です。

■ err (3) ： エラー状態です。

■ warning (4) ： 警告状態です。 ト ラブルシュー
テ ィ ングの助言も表示される場合があ り ます。

■ notice (5) ： 接続を開 く 場合など、 エラーではな
い と し て も注意する必要があ る状態です。

■ info (6) ： 実行中のバイ ンデ ィ ングなどの情報を
提供し ます。

■ debug (7) ： 開発者が理解でき るデバッ グ状態で
す。
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サーバーマネージャのプロパティ

次の表は、 サーバーマネージ ャのプロパテ ィ の一覧です。

追加プロパティ

こ こ では、 サーバーマネージ ャでサポー ト されている新しいプロパテ ィ について説明し ま
す。 これらのプロパテ ィ は、 コ ンテナを介し て照会でき ます。

サーバー側のリ ソース使用量関連のプロパテ ィ

ク ラ イアン ト 側のリ ソース使用量関連のプロパテ ィ

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.serverManager.name null サーバーマネージャの名前を指定しま

す。

vbroker.serverManager.enableOperat
ions

true true に設定した場合は、 サーバーマ 

ネージャがオペレーションをエクスポー

ズして、 それを呼び出すことができるよ

うにします。

vbroker.serverManager.enableSetPro
perty

true true に設定した場合は、 サーバーマ 

ネージャがプロパティをエクスポーズし

て、 それを変更できるようにします。

プロパテ ィ 説明

vbroker.se.<SE_name>.scm.<SCM_
name>. 
manager.inUseConnections

ORB で実行中の要求がある着信接続の数。

vbroker.se.<SE_name>.scm.<SCM_
name>. 
manager.idleConnections

ORB で現在実行中の要求がない着信接続の数。

vbroker.se.<SE_name>.scm.<SCM_
name>. 
manager.idledTimeoutConnection
s

アイドルタイムアウト設定を過ぎたが、 （ガベージコレクションの

制限などの理由により） アイドル状態のまま閉じられていないア

イドル接続の数。

vbroker.se.<SE_name>.scm.<SCM_
name>. 
dispatcher.inUseThreads

現在、 ディスパッチャ内で要求を実行中のスレッドの数。

vbroker.se.<SE_name>.scm.<SCM_
name>. 
dispatcher.idleThreads

作業の割り 当てを 待機し ている アイ ド ル状態のス レ ッ ド の

数。

プロパテ ィ 説明

vbroker.ce.<CE_name>.ccm.activeConnections アクティブプール内の接続の数。 つまり、 オブ

ジェクトリファレンスがこれらの接続を使用してい

ます。

vbroker.ce.<CE_name>.ccm.cachedConnections キャッシュプール内の接続の数。 つまり、 これ

らの接続を使用しているオブジェクトリファレンス

はありません。

vbroker.ce.<CE_name>.ccm.inUseConnections 保留中の要求がある発信接続の数。

vbroker.ce.<CE_name>.ccm.idleConnections 保留中の要求がない発信接続の数。

vbroker.ce.<CE_name>.ccm.idledTimeoutConne
ctions

アイドルタイムアウト設定を過ぎたが、アイドル状

態のまま閉じられていないアイドル接続の数。
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スマー ト エージ ェ ン ト 関連のプロパテ ィ

ロケーションサービスのプロパティ

次の表は、 ロ ケーシ ョ ンサービ スのプロパテ ィ の一覧です。

イベントサービスのプロパティ

次の表は、 イベン ト サービ スのプロパテ ィ の一覧です。

プロパテ ィ 説明

vbroker.agent.currentAgentIP 現在の ORB のスマートエージェントの IP アドレ    

ス。

vbroker.agent.currentAgentClientPort ORB が要求を送信している先のスマートエー 

ジェントのポート。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.locationservice.de
bug

false true に設定した場合は、 ロケーションサービスが 

デバッグ情報を表示できます。

vbroker.locationservice.ve
rify

false true に設定した場合、 ロケーションサービスは、 

スマートエージェントから送信されたオブジェクトリ

ファレンスの参照先のオブジェクトが存在するかど

うかを調べることができます。 存在を確認する対象

は、 BY_INSTANCE に登録されているオブジェク 

トだけです。OAD または BY_POA ポリシーに登録   

されているオブジェクトの存在は確認の対象外で

す。

vbroker.locationservice.ti
meout

1 ロケーションサービスと対話する場合の接続、 受

信、 および送信のタイムアウト （秒） を指定します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.events.maxQueueLen
gth

100 動作が遅いコンシューマのキューに入るメッセー

ジの数を指定します。

vbroker.events.factory false true に設定した場合は、 イベントチャネルのか 

わりに、 イベントチャネルファクトリをインスタンス化

できます。

vbroker.events.debug false true に設定した場合は、 デバッグ情報を出力で 

きます。

vbroker.events.interactive false true に設定した場合は、 コンソール駆動の対話 

モードでイベントチャネルを実行できます。
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ネーミングサービス（VisiNaming）のプロパティ

次の表は、 VisiNaming サービ スのプロパテ ィ を一覧です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.adminPwd inprise Visibroker ネーミングサービスの管理操作に必要な 

パスワード。

vbroker.naming.enableSlav
e

0 1 に設定した場合は、マスター／スレーブのネーミン 

グサービス設定が有効になります。マスター／スレー

ブのネーミングサービスの設定方法については、217
ページの 「VisiNaming サービスクラスタによるフェイ 

ルオーバーと 負荷分散」 を参照してください。

vbroker.naming.factoryIor
File

N/A このプロパティにファイル名を示す値が指定されてい

る場合、 ネーミングサービスは、 そのファイルにコン

テキストファクトリの IOR を保存します。その IOR ファ    

イルは、 ネーミングサービスをリモートにシャットダウ

ンするために、 nsutil ユーティリティによって使用され 

ます。

vbroker.naming.iorFile ns.ior ネーミングサービス IOR を格納するためのフルパス  

名を指定します。 このプロパティを設定しないと、

ネーミングサービスは IOR を現在のディレクトリにあ  

る ns.ior という名前のファイルに出力します。ネー  

ミングサービスは、 IOR の出力時にファイルアクセス 

許可の例外を暗黙的に無視します。

vbroker.naming.logLevel emerg ネーミングサービスから出力されるログメッセージの

レベルを指定します。 次の値を指定できます。

■ emerg (0) ： なんらかの異常な状態を示し ま
す。

■ alert (1) ： ユーザーが注意する必要があ る状態
です。 た と えば、 セキ ュ リ テ ィ が無効になっ
ている場合です。

■ crit (2) ： 重大な状態です。 た と えば、 デバイ
スにエラーが発生し た場合です。

■ err (3) ： エラー状態です。

■ warning (4) ： 警告状態です。 ト ラブルシュー
テ ィ ングの助言も表示される場合があ り ま
す。

■ notice (5) ： 接続を開 く 場合など、 エラーでは
ないが注意する必要があ る状態です。

■ info (6) ： 実行中のバイ ンデ ィ ングなどの情報
を提供し ます。

■ debug (7) ： 開発者向けのデバッ グ メ ッ セージ
です。
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詳細は、 212 ページの 「ク ラ ス タ」 を参照し て く ださい。

vbroker.naming.logUpdate false このプロパティにより、

CosNaming::NamingContext、

CosNamingExt::Cluster、 および 
CosNamingExt::ClusterManager インター

フェースのすべての更新操作をログに記録できま

す。 

このプロパティが有効な 
CosNaming::NamingContext インターフェース

のオペレーションは、 次のとおりです。 

bind、 bind_context、

bind_new_context、 destroy、 rebind、

rebind_context、 unbind。 

このプロパティが有効な 
CosNamingExt::Cluster インターフェースのオ

ペレーションは、 次のとおりです。 

bind、 rebind、 unbind、 destroy。 

このプロパティが有効な 
CosNamingExt::ClusterManager インター

フェースのオペレーションは、 次のとおりです。 
create_cluster 
このプロパティの値が true に設定されている場合

に上のいずれかのメソッドが呼び出されると、 次のよ

うなログメッセージが出力されます （この出力は実行

中のバインド操作を示します）。

00000007,5/26/04 10:11 
AM,127.0.0.1,00000000, 
VBJ-Application,VBJ ThreadPool 
Worker,INFO, 
 
OPERATION NAME : bind 
CLIENT END POINT : 
Connection[socket=Socket 
[addr=/127.0.0.1, port=2026, localport=1993]] 
PARAMETER 0 : [(Tom.LoanAccount)] 
PARAMETER 1 : 
Stub[repository_id=IDL:Bank/ 
LoanAccount:1.0, 
key=TransientId[poaName=/, 
id={4 bytes: 
(0)(0)(0)(0)},sec=505,usec=990917734,  
key_string=%00VB%01%00%00%00%02/
%00%20%20%00%00%00% 
04%00%00%00%00%00%00%01%f9;%104f
],codebase=null]

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.enableClusterFa
ilover

true true に設定した場合は、 VisiNaming サー  

ビスから取得されたオブジェクトのフェイル

オーバーを処理するインターセプタがインス

トールされます。 オブジェクトに障害が発生し

た場合は、 元のオブジェクトと同じクラスタに

ある別のオブジェクトに対して透過的な再接

続を試みます。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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詳細は、 217 ページの 「VisiNaming サービ ス ク ラ ス タによ る フ ェ イルオーバーと  負荷分
散」 を参照し て く ださ い。

vbroker.naming.propBindOn 0 1 の場合、 暗黙的クラスタリング機能が有効 

になります。

vbroker.naming.smrr.pruneStale
Ref

1 こ のプロ パティ が関係する のは、 ネーミ ン

グサービス ク ラ ス タ が SmartRoundRobin 基  

準を使用する 場合です。 こ のプロ パティ を

1 に設定する と 、 ネーミ ン グ サービ ス が 

SmartRoundRobin 基準を 使用し てク ラ ス タ  

へ以前にバイ ン ド し た無効なオブジェ ク

ト リ ファ レ ンス を発見する と 、 バイ ンディ

ングから 除去し ま す。 こ のプロ パティ を  0 
に設定する と 、 ク ラ ス タ における 無効なオ

ブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス バイ ン ディ ン グ

は 削 除 さ れ ま せ ん。 た だ し 、

SmartRoundRobin 基準を 持つク ラ ス タ は、 

resolve() 呼び出し ま た は select()  
呼び出し で ア ク テ ィ ブ オ ブ ジ ェ ク ト リ

ファ レンス を常に返し ま す。 こ れは、 その

よ う なオブジェ ク ト バイ ン ディ ン グ が存

在する のであれば、 
vbroker.naming.smrr.pruneStaleR
ef プロ パティ の値に関係あり ま せん。 デ 

フォ ルト では、4.5 ネーミ ングサービス での 

暗黙的なク ラ ス タ リ ン グ は、 こ のプロ パ

ティ 値が 1 に設定さ れた SmartRoundRobin   
基準を使用し ま す。 こ のプロ パティ を  2 に  

設定する と 、 無効なリ ファ レ ンス が削除さ

れなく なり 、 バイ ン ディ ン グ のク リ ーン

アッ プは VisiNaming ではなく アプリ ケ ー  

ショ ンが行う こ と になり ま す。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.enableSlave 0 217 ページの 「VisiNaming サービスクラスタによる 

フェイルオーバーと 負荷分散」 を参照してくださ 

い。

vbroker.naming.slaveMode デフォルト
な し。
cluster ま 
たは slave 
に設定でき
ます。

こ のプロ パティ を使用し て、 ク ラ スタ モード また

はマスタ ー／スレーブモード の VisiNaming サービ  

スイ ンスタ ンスを設定し ます。 こ のプロ パティ を

有 効 に す る に は、

vbroker.naming.enableSlave プロ パティ  

を  1 に設定する 必要があり ます。 

ク ラ スタ モード の VisiNaming サービスイ ンスタ ン  

スを設定する には、こ のプロ パティ を  cluster に  

設 定 し ま す。 こ れ で、 ク ラ ス タ を 構 成 す る

VisiNaming サービス イ ンス タ ンス 間で VisiNaming  
サービスク ラ イ アント が負荷分散さ れます。 こ れ

ら のイ ンスタ ンス間でのク ラ イ アント のフェ イ ル

オーバーが有効になり ます。 

マスタ ー／スレーブモード の VisiNaming サービス  

イ ンスタ ンスを設定する には、 こ のプロ パティ を

slave に設定し ます。 VisiNaming サービスク ラ イ   

アント は、 マスタ ーの実行中は常にマスタ ーサー

バーにバイ ンド さ れますが、 マスタ ーサーバーが

ダウ ンし た場合はス レ ーブサーバーにフ ェ イ ル

オーバーし ます。

vbroker.naming. 
serverClusterName

null このプロパティは、 VisiNaming サービスクラスタの 

名前を指定します。 このプロパティを使用して、 複

数の VisiNaming サービスインスタンスにクラスタ名  

（たとえば、 clusterXYZ） を設定した場合、 そ

れらのインスタンスは特定のクラスタに属します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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取り替え可能なバックストアプロパティ

次の表は、 VisiNaming サービ スの取 り 替え可能なバッ ク ス ト アのタ イプに対するプロパ
テ ィ 情報を示し ます。

すべてのアダプ タに共通するデフ ォル ト のプロパテ ィ

vbroker.naming.serverNames null このプロパティは、クラスタに属している VisiNaming 
サービスインスタンスのファクトリ名を指定します。 ク

ラスタ内の各 VisiNaming サービスインスタンスは、  

このプロパティを使用して、 クラスタを構成するすべ

てのインスタンスを認識するように設定されます。 リ

スト内の名前は一意である必要があります。 このプ

ロパティは次の形式をサポートします。

vbroker.naming.serverNames= 
Server1:Server2:Server3

関 連 の プ ロ パ テ ィ

vbroker.naming.serverAddresses を 参照 

してく ださ い。

vbroker.naming.serverAddre
sses

null このプロパティは、 ホストおよび VisiNaming サービ  

スクラスタを構成する VisiNaming サービスインスタ  

ンスの監視ポートを指定します。 このリスト内の

VisiNaming サービスインスタンスの順番は、 関連 

プロパティ vbroker.naming.serverNames 
（VisiNaming サービスクラスタを構成する 

VisiNaming サービスインスタンスの名前を指定す 

る） の順番と同じである必要があります。 このプロパ

ティは次の形式をサポートします。

vbroker.naming.serverAddresses=host1: 
port1;host2:port2;host3:port3

vbroker.naming.anyServiceO
rder 
(To be set on VisiNaming 
Service clients)

false VisiNaming サービスインスタンスが VisiNaming  
サービスクラスタモードで設定されている場合に負

荷分散機能とフェイルオーバー機能を使用するに

は、 VisiNaming サービスクライアントでこのプロパ 

ティを true に設定する必要があります。 このプロ  

パティの使い方の例を次に示します。

client -
DVbroker.naming.anyServiceOrder=true

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.backingStor
eType

InMemory 使用するネーミングサービスアダプタのタイプを指

定します。 このプロパティは、 VisiNaming サービ 

スで使用するバックストアのタイプを指定します。

有効なオプションは、 InMemory、 JDBC、 Dx、

JNDI です。 デフォルトは InMemory です。

vbroker.naming.cacheOn 0 ネーミングサービスキャッシュを使用するかどうか

を指定します。 値を 1 にすると、 キャッシュが有  

効になります。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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JDBC アダプ タのプロパテ ィ

vbroker.naming.cache.conne
ctString

N/A ネ ー ミ ン グ サ ー ビ ス キ ャ ッ シ ュ が 有 効 で

（vbroker.naming.cacheOn=1）、 ネーミング

サービスインスタンスがクラスタモードまたはマス

ター／スレーブモードで設定されている場合は、

このプロパティが必要です。 これにより、 イベント

サ ー ビ ス の イ ン ス タ ン ス を

<hostname>:<port> の形式で検索できます。 

たとえば、 次のようになります。

vbroker.naming.cache.connectString=127.
0.0.1:14500

キャッシング機能を有効にし、 適切なプロパティを

設定する方法の詳細は、 210 ページの 「キャッシ

ング機能」 を参照してください。

vbroker.naming.cache.size 2000 このプロパティは、ネーミングサービスキャッシュの

サイズを指定します。 値を大きくすると、 より多く

のデータをキャッシュできますが、 メモリの消費量

が増大します。

vbroker.naming.cache.timeo
ut

0（制限なし） このプロパティには、 前回アクセスされてからデー

タを保持する時間 （秒） を指定します。 この時間

が経過すると、 キャッシュのデータはメモリを解放

するために破棄されます。 キャッシュに保持される

エントリは、 LRU （使用頻度が低い） 順に削除さ

れます。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.jdbcDriver com.borland.datasto
re. 
jdbc.DataStoreDrive
r

このプロパティでは、 バックストアとして

使用するデータベースへアクセスするた

めに必要な JDBC ドライバを指定しま  

す。 VisiNaming サービスは、 指定され 

た適切な JDBC ドライバをロードしま  

す。 有効な値は次のとおりです。

■ com.borland.datastore.jdbc
.DataStoreDriver—JDataStore 
ド ラ イバ。

■ com.sybase.jdbc.SybDriver—
Sybase ド ラ イバ。

■ oracle.jdbc.driver.OracleD
river—Oracle ド ラ イバ。

■ interbase.interclient.Driv
er—Interbase ド ラ イバ。

■ weblogic.jdbc.mssqlserver4
.Driver—WebLogic MS 
SQLServer ド ラ イバ。

■ COM.ibm.db2.jdbc.app.DB2Dr
iver—IBM DB2 ド ラ イバ。

vbroker.naming.loginName VisiNaming データベースに関連付けられているログ

イン名を指定します。

vbroker.naming.loginPwd VisiNaming データベースに関連付けられているログ

インパスワードを指定します。

vbroker.naming.poolSize 5 バックストアとして JDBC アダプタを使用  

する場合は、 このプロパティで接続プー

ルのデータベース接続数を指定しま

す。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明



 第 6 章 : VisiBroker のプロパテ ィ  77

DataExpress アダプ タのプロパテ ィ
次に、 DataExpress アダプタのプロパテ ィ について説明し ます。

JNDI アダプ タのプロパテ ィ
次に示すのは、 JNDI アダプタの設定フ ァ イルで指定でき る設定のサンプルです。

vbroker.naming.url jdbc:borland:dsloca
l: 
rootDB.jds

ネーミングサービスがアクセスするデー

タベースの場所を指定します。 設定内

容は、使用するデータベースによって異

なります。 次の値を指定できます。

■ jdbc:borland:dslocal:<db-
name>—JDataStore UTL

■ jdbc:sybase:Tds:<host-
name>:<port-number>/<db-
name>—Sybase URL

■ jdbc:oracle:thin@<host-
name>:<port-
number>:<sid>—Oracle URL

■ jdbc:interbase://<server-
name>/<full-db-path>—
Interbase URL

■ jdbc:weblogic:mssqlserver4
:<db-name>@<host-
name>:<port-number>—
WebLogic MS SQLSever URL

■ jdbc:db2:<db-name>—IBM 
DB2 
URL

■ <full-path-JDataStore-
db>—DataExpress3 URL （ネ イ
テ ィ ブ ド ラ イバの場合）

vbroker.naming.minRec
onInterval

30 このプロパティは、 ネーミングサー
ビスのデータベース再接続間隔を
秒単位で設定します。 デフォルト値
は、 30 です。 この要求と 後の接 
続時刻の間の時間が vset 値未満  
の場合、 ネーミングサービスは再接
続 要 求 を 無 視 し、
CannotProceed 例外を生成しま 
す。このプロパティの有効値は 0 以  
上の整数です。 0 に設定された場 
合、 ネーミングサービスは、 要求が
あるたびにデータベースに再接続
しようとします。

プロパテ ィ 説明

vbroker.naming.backingStore
Type

このプロパティは、 Dx に設定します。

vbroker.naming.loginName このプロパティは、 データベースに関連付けられているログイン名で

す。 デフォルトは VisiNaming です。

vbroker.naming.loginPwd このプロパティは、 データベースに関連付けられていログイン用のパ

スワードです。 デフォルト値は、 VisiNaming です。

vbroker.naming.url このプロパティは、 データベースの場所を指定します。

設定値 説明

vbroker.naming.backingStoreType=JND
I

バックストアのタイプを指定します。 JNDI アダプタの場合 

は JNDI です。

vbroker.naming.loginName=<user_name
>

JNDI バックサーバーでのユーザーログイン名です。

vbroker.naming.loginPwd=<password> JNDI バックサーバーユーザーのパスワードです。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明



78 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

VisiNaming サービスのセキュ リ テ ィ 関連プロパテ ィ

vbroker.naming.jndiInitialFactory=c
om. 
sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory

JNDI 初期ファクトリを指定します。

vbroker.naming.jndiProviderURL=ldap
: 
//<hostname>:389/<initial root 
context>

JNDI プロバイダの URL を指定します。

vbroker.naming.jndiAuthentication=s
imple

JNDI バックサーバーがサポートしている JNDI 認証のタイ   

プを指定します。

プロパテ ィ 値 デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.security.disab
le

boolean true セキュリティサービスが無効かどう

かを指定します。

vbroker.naming.security.authD
omain

string "" ネーミングサービスメソッドのアク

セス承認に使用される承認ドメイ

ン名を指定します。

vbroker.naming.security.trans
port

int 3 このプロパティは、 ネーミングサー

ビスが使用するトランスポートを示

します。 次の値がサポートされて

います。 
ServerQoPPolicy.SECURE_
ONLY=1  
ServerQoPPolicy.CLEAR_O
NLY=0  
ServerQoPPolicy.ALL=3

vbroker.naming.security. 
requireAuthentication

boolean false ネーミ ングク ラ イ アント 認証が

必要かど う かを 指定し ま す。 た

だ し 、
vbroker.naming.security
.disable プロ パテ ィ が true  
に設定さ れている 場合は、 

こ の requireAuthentication プロ パ  

ティ の値に関係なく 、 ク ラ イ ア

ント 認証は実行さ れま せん。

vbroker.naming.security.enabl
eAuthorization

boolean false メソッドアクセス承認が有効かどう

かを指定します。

vbroker.naming.security. 
requiredRolesFile

string null プロテクトオブジェクト型の各メソッ

ドの起動に必要な役割を含むファ

イルをポイントします。 詳細は、

222ページの「メソッドレベル承認」

を参照してください。

設定値 説明
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OAD のプロパティ

次の表は、 設定可能 OAD のプロパテ ィ の一覧です。

次の表は、 プロパテ ィ フ ァ イルで上書きできない OAD のプロパテ ィ の一覧です。 ただし、
環境変数またはコマン ド ラ イ ンを使用する と、 これらのプロパテ ィ を上書きでき ます。

インターフェースリポジトリのプロパティ

次の表は、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （IR） のプロパテ ィ の一覧です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.oad.spawnTimeOut 20 OAD が実行可能プログラムを生成した後、 シ 

ステムが目的のオブジェクトからのコールバッ

クを待機して、 NO_RESPONSE 例外を生成す 

るまで時間を秒単位で指定します。

vbroker.oad.verbose false OAD がオペレーションに関する詳細情報を出 

力します。

vbroker.oad.readOnly false true に設定した場合は、OAD インプリメンテー  

ションを登録、 登録解除、 または変更できま

せん。

vbroker.oad.iorFile Oadj.ior OAD の文字列化された IOR を記したファイル   

の名前を指定します。

vbroker.oad.quoteSpaces false コマンドを引用するかどうかを指定します。

vbroker.oad.killOnUnregiste
r

false 登録解除された子のサーバープロセスを終了

するかどうかを指定します。

vbroker.oad.verifyRegistrat
ion

false オブジェクトの登録を確認するかどうかを指定

します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.oad.implName impl_rep インプリメンテーションリポジトリのファイル名を指定し

ます。

vbroker.oad.implPath null インプリメンテーションリポジトリが保存されているディ

レクトリを指定します。

vbroker.oad.path null OAD のディレクトリを指定します。

vbroker.oad.systemRoot null ルートディレクトリを指定します。

vbroker.oad.windir null Windows ディレクトリを指定します。

vbroker.oad.vbj vbj VisiBroker for Java ディレクトリを指定します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.ir.debu
g

false true に設定した場合は、 IR リゾルバがデバッグ情報を表示でき  

ます。

vbroker.ir.ior null vbroker.ir.name プロパティがデフォルト値 null に設定された場   

合、 VisiBroker ORB はこのプロパティを使用して IR を検索しま    

す。

vbroker.ir.name null VisiBroker ORB が IR の検索に使用する名前を指定します。
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クライアント側 IIOP 接続のプロパティ

次の表は、 VisiBroker for Java ク ラ イ アン ト 側 IIOP 接続のプロパテ ィ の一覧です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.ce.iiop.ccm. 
connectionCacheMax

5 クライアントごとのキャッシュ接続の 大数を

指定します。クライアントが接続を解放すると、

その接続がキャッシュされます。 そのために、

その後新しい接続が必要になると、 クライアン

トは、 単に実際に新しい接続を作成するかわ

りに、 まずキャッシュから使用可能な接続を取

得しようとします。

vbroker.ce.iiop.ccm. 
connectionMax

0 クライアントごとの接続総数の 大数を指定し

ます。 これは、 アクティブな接続の数とキャッ

シュされた接続の数に等しくなります。 デフォ

ルト値の 0 の場合、 クライアントは、 既存の  

アクティブな接続とキャッシュされている接続

のどちらも閉じようとしません。

vbroker.ce.iiop.ccm. 
connectionMaxIdle

0 キャッシュされている接続を閉じるかどうかをク

ライアントが判定するための基準の時間 （秒

単位） を指定します。 つまり、 接続がキャッ

シュされてからこの時間以上アイドルになる

と、 クライアントはその接続を閉じます。

vbroker.ce.iiop.ccm.type Pool クライアントが使用する接続管理のタイプを指

定します。 Pool 値は、 接続プールを意味し 

ます。 現在、 このプロパティの有効な値はこ

れだけです。

vbroker.ce.iiop.ccm. 
waitForCompletion

false このプロパティを true に設定すると、 アプリ  

ケーションがすべての応答を受信するまで待

機してから、 ORB が接続を閉じるように指定 

できます。 デフォルト値 false は、 ORB が   

応答もまったく待機しないことを示します。

vbroker.ce.iiop.connection
. 
tcpNoDelay

FALSE TRUE に設定した場合、 サーバーのソケット 

は、バッファがいっぱいになるたびにデータを

一括して送信するのではなく、 書き込まれた

データをただちに送信するように設定されま

す。

vbroker.ce.iiop.clientPort 0（任意のポート） ORB が接続を開いたときに使用されるクライ 

アントポートを指定します。 指定できる値は 0 
～ 65535 です。 このプロパティを使用する場  

合 は、
vbroker.ce.iiop.clientPortRange
プロパティを使用して範囲を指定する必要が

あります。

vbroker.ce.iiop.clientPort
Range

0 ORB が接続を開いたときに使用されるクライ 

ア ン ト ポ ー ト の 範 囲 を 指 定 し ま す。

vbroker.ce.iiop.clientPort プロパ 

ティで指定されたポートから開始します。 指定

できる値は 0 ～ 65535 です。

vbroker.ce.iiop.host なし このプロパティは、 マルチホームマシンから接

続を開く場合に使用するクライアントアドレス

を宣言します。 指定しない場合は、 デフォル

トのアドレスが使用されます。
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URL ネーミングのプロパティ

次の表は、 URL ネー ミ ングのプロパテ ィ の一覧です。

QoS 関連のプロパティ

クライアント側インプロセス接続のプロパティ

次の表は、 ク ラ イ アン ト 側イ ンプロセス接続のプロパテ ィ の一覧です。

サーバー側サーバーエンジンのプロパティ

次の表は、 サーバー側サーバーエンジンのプロパテ ィ の一覧です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.URLNaming.allowUserInterac
tion

true true に設定した場合、 URL ネーミン  

グサービスは、 ユーザーとの対話用に

グラフィカルユーザーインターフェース

（GUI） を起動します。

vbroker.URLNaming.debug false true に設定した場合は、 URL ネーミ  

ングサービスがデバッグ情報を表示す

ることを指定します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.orb.qos.relativeRTT 0 こ の プ ロ パ テ ィ を 使 用 す る と、

RelativeRoundtripTimeoutPolicy を 

ミリ秒単位で設定できます。 これは ORB レベル  

で有効で、 他のレベルでは、 プログラムによっ

てオーバーライドできます。 デフォルト値 0 は、  

タイムアウトがないことを意味します。

vbroker.qos.cache True クライアントが要求を行うたびに QoS ポリシーを  

チェックするのではなく、 デリゲートごとに QoS 
ポリシーをキャッシュするかどうかを指定しま

す。

vbroker.orb.qos.connectionTi
meout

0（制限なし） このプロパティにより、 明示的にコードを記述す

る必要がなくなり、 
RelativeConnectionTimeoutPolicy
Qos ポリシーを ORB レベルで設定しやすくなり   

ます。 接続タイムアウト値は、 ミリ秒単位で指定

する必要があります。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.ce.inprocess.ccm.bid 9488 POA bidder の bid 値を指定します。 この値は、    

クライアント接続を処理するプロトコルを選択す

るとき、VisiBroker ORB で使用される自動処理  

に影響します。

vbroker.ce.iiop.ccm.bid 10000 iiop bidder の bid 値を指定します。 この値は、    

クライアント接続を処理するプロトコルを選択す

るとき、VisiBroker ORB で使用される自動処理  

に影響します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.se.default iiop_tp デフォルトのサーバーエンジンを指定します。
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サーバー側スレッドセッション IIOP_TS/IIOP_TS 接続の 
プロパティ

次の表は、 サーバー側ス レ ッ ド セ ッ シ ョ ン IIOP_TS/IIOP_TS 接続のプロパテ ィ の一覧で
す。

サーバー側スレッドセッション BOA_TS/BOA_TS 接続の
プロパティ

こ のプロ ト コ ルは、 82 ページの「 サーバー側ス レ ッ ド セッ ショ ン  IIOP_TS/IIOP_TS 接続
の プロ パティ 」 と 同じ プロ パティ を 持ちま す。 ただし 、 各プロ パティ の iiop_ts が 

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.se.iiop_ts.host null このサーバーエンジンによって使用され

るホスト名を指定します。 デフォルト値の

null の場合は、 システムからホスト名が 

取得されます。

vbroker.se.iiop_ts.proxyHost null このサーバーエンジンによって使用され

るプロキシホスト名を指定します。 デフォ

ルト値の null の場合は、 システムから  

ホスト名が取得されます。

vbroker.se.iiop_ts.scms iiop_ts サーバー接続マネージャの名前のリスト

を指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
manager.type

Socket サーバー接続マネージャのタイプを指定

します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
manager.connectionMax

0 サーバーが受け付ける接続の 大数を

指定します。 デフォルト値の 0 は、 無制  

限を指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts.ma
nager. 
connectionMaxIdle

0 アクティブでない接続を閉じるかどうかを

サーバーが判定するための基準の時間

を秒単位で指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
listener.type

IIOP リスナーが使用するプロトコルを指定しま

す。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
listener.port

0 ホスト名のプロパティとともに使用される

ポート番号を定義します。 デフォルト値は

0 で、 その場合は、 システムがポート番 

号をランダムに選択します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
listener.proxyPort

0 プロキシホスト名のプロパティとともに使

用されるプロキシポート番号を定義しま

す。 デフォルト値は 0 で、 その場合は、  

システムがポート番号をランダムに選択し

ます。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
listener.giopVersion

1.2 このプロパティは、 未知の GIOP のマイ  

ナーバージョンを正しく処理できない古

い VisiBroker ORB で発生する相互運用   

性の問題を解決するために使用されま

す。 このプロパティの正しい値は、 1.0、

1.1、および 1.2 です。たとえば、 GIOP  
1.1 ior を生成するには、 次のようにネー  

ミングサービスを起動します。

nameserv -VBJprop 
vbroker.se.iiop_tp.scm. 
iiop_tp.listener.giopVersion
=1.1

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts. 
dispatcher.type

"ThreadSessi
on"

サーバー接続マネージャで使用されるス

レッドディスパッチャのタイプを指定しま

す。
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boa_ts にかわり ま す。 たと えば、
vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts.manager.connectionMax は 
vbroker.se.boa_ts.scm.boa_ts.manager.connectionMax になり ま す。 
ま た、 vbroker.se.boa_ts.scms のデフ ォ ルト 値は boa_ts です。

サーバー側スレッドプール IIOP_TP/IIOP_TP 接続の 
プロパティ

次の表は、 サーバー側ス レ ッ ド プール IIOP_TP/IIOP_TP 接続のプロパテ ィ の一覧です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.se.iiop_tp.host null このサーバーエンジンによって使用され

るホスト名を指定します。 デフォルト値の

null の場合は、 システムからホスト名が 

取得されます。 ホスト名または IP アドレ  

スが受け入れ可能な値です。

vbroker.se.iiop_tp.proxyHost null このサーバーエンジンによって使用され

るプロキシホスト名を指定します。 デフォ

ルト値の null の場合は、 システムから  

ホスト名が取得されます。 ホスト名または

IP アドレスが受け入れ可能な値です。

vbroker.se.iiop_tp.scms iiop_tp サーバー接続マネージャの名前のリスト

を指定します。

vbroker.se.iiop_tp. 
scm.iiop_tp.manager.type

Socket サーバー接続マネージャのタイプを指定

します。

vbroker.se.iiop_tp. 
scm.iiop_tp.manager.connectionMax

0 サーバー上のキャッシュ接続の 大数を

指定します。 デフォルト値の 0 は、 無制  

限を指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.man
ager. 
connectionMaxIdle

0 アクティブでない接続を閉じるかどうかを

サーバーが判定するための基準の時間

を秒単位で指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
listener.type

IIOP リスナーが使用するプロトコルを指定しま

す。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
listener.port

0 ホスト名のプロパティで使用するポート番

号を定義します。 デフォルト値は 0 で、  

その場合は、 システムがポート番号をラ

ンダムに選択します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
listener.portRange

0 このプロパティは、 listener.port が 

0 より大きい場合にのみ有効です。 ポー 

トが使用中なのでバインドできない場

合、 リスナーは、 ［port, port+portRange］ 

の範囲内のポートにバインドするように

試みます。 その範囲内のポートがどれも

利用できない場合は、 COMM_FAILURE
例外が生成されます。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
listener.proxyPort

0 プロキシホスト名のプロパティとともに使

用されるプロキシポート番号を定義しま

す。 デフォルト値は 0 で、 その場合は、  

システムがポート番号をランダムに選択

します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
dispatcher.type

ThreadPool サーバー接続マネージャで使用されるス

レッドディスパッチャのタイプを指定しま

す。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
dispatcher.threadMin

0 サーバー接続マネージャが作成できるス

レッドの 小数を指定します。
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サーバー側スレッドプール BOA_TP/BOA_TP 接続の 
プロパティ

こ のプロ ト コルは、 83 ページの 「サーバー側ス レ ッ ド プール IIOP_TP/IIOP_TP 接続の プ
ロパテ ィ 」 と同じプロパテ ィ を持ちます。 ただし、 各プロパテ ィ の iiop_tp が boa_tp 
にかわ り ます。 た と えば、
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMax は 
vbroker.se.boa_tp.scm.boa_tp.manager.connectionMax にな り ます。 
また、 vbroker.se.boa_tp.scms のデフ ォル ト 値は boa_tp です。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
dispatcher.threadMax

0 サーバー接続マネージャが作成できるス

レッドの 大数を指定します。 デフォルト

値の 0 の場合は、 ORB がヒューリス   

ティックに基づく内部アルゴリズムを使用

してスレッド生成を制御します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
dispatcher.threadMaxIdle

300 アイドルなスレッドを破棄するまでの時間

を秒単位で指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp. 
connection.tcpNoDelay

true このプロパティを false に設定した場  

合は、 ソケットのバッファリングがオンに

なります。 デフォルト値の true に設定  

した場合は、ソケットのバッファリングをオ

フにして準備ができしだい、 すべてのパ

ケットを送信します。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明



 第 7 章 : 例外処理 85

第 章

Chapter   7 例外処理   

CORBA モデルにおける例外

CORBA モデルにおける例外には、 システム例外と ユーザー例外があ り ます。 CORBA 仕様
では、 システム例外のセ ッ ト が定義されています。 システム例外は、 ク ラ イ アン ト 要求の
処理中にエラーが発生する と生成されます。 また、 通信エラーがあった場合にも生成され
ます。 システム例外は特に決ま った場合でな く て も生成される こ と があ り 、 イ ン ター
フ ェース内で宣言する必要はあ り ません。

ユーザー例外を作成し たオブジェ ク ト の IDL 内で定義し ておき、 生成される条件を指定で
き ます。 定義は メ ソ ッ ド のシグニチャに入れます。 ク ラ イ アン ト 要求の処理中にオブジェ
ク ト が例外を生成し た場合は、 VisiBroker ORB がその情報を ク ラ イ アン ト に通知する役割
を果た し ます。

システム例外

イ ン ターセプタ を介し てオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンから生成する こ と も あ り ま
すが、 システム例外は通常 VisiBroker ORB によ って生成されます。 イ ン ターセプタの詳細
については、 349 ページの 「VisiBroker イ ン ターセプタの使い方」 を参照し て く ださい。
SystemException は、 下に表示する よ う に CORBA 定義のエラー条件の 1 つです。

これらの例外の説明および考え られる原因の一覧については、 429 ページの 「CORBA 例
外」 を参照し て く ださ い。

例外の名前 説明

BAD_CONTEXT コンテキストオブジェクトの処理エラー。

BAD_INV_ORDER ルーチン呼び出し順序の不正。

BAD_OPERATION 無効なオペレーション。

BAD_PARAM 無効なパラメータが渡された。

BAD_QOS QoS （Quality of service） をサポートできません。

BAD_TYPECODE 無効なタイプコード。

COMM_FAILURE 通信の障害。

DATA_CONVERSION データ変換のエラー。

FREE_MEM メモリを解放できない。



86 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

システム例外

上記の例外の説明および考え られる原因の一覧については、 429 ページの 「CORBA 例外」
を参照し て く ださ い。

SystemException クラス

public abstract class org.omg.CORBA.SystemException extends 
java.lang.RuntimeException { 
   protected SystemException(java.lang.String reason, 
         int minor, CompletionStatus completed) { . . . } 
   public String toString() { . . . } 
   public CompletionStatus completed; 
   public int minor; 
}

IMP_LIMIT インプリメンテーションの制限の違反。

INITIALIZE VisiBroker ORB の初期化エラー。

INTERNAL VisiBroker ORB の内部エラー。

INTF_REPOS インターフェースリポジトリへのアクセスエラー。

INV_FLAG 無効なフラグが指定された。

INV_INDENT 識別子の構文が不正。

INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレンスが指定された。

INVALID_TRANSAC
TION

指定されたトランザクションが無効な場合 
（VisiTransact との組み合わせ）。

MARSHAL パラメータまたは結果のマーシャリングエラー。

NO_IMPLEMENT オペレーションのインプリメンテーションを利用できない。

NO_MEMORY 動的なメモリ割り当てのエラー。

NO_PERMISSION 要求されたオペレーションを実行する権限がない。

NO_RESOURCES リソース不足のために要求を処理できない。

NO_RESPONSE 要求に対する有効な応答がまだない。

OBJ_ADAPTOR オブジェクトアダプタによってエラーが検出された。

OBJECT_NOT_EXIS
T

オブジェクトが利用できない。

PERSIST_STORE 永続的ストレージの障害。

TRANSIENT 一時的な障害。

TRANSACTION_MOD
E

IOR の TransactionPolicy と現在のトランザクションモードの間   
に不一致が検出された場合 （VisiTransact との組み合わせ）。

TRANSACTION_REQ
UIRED

トランザクションが要求された場合 （VisiTransact との組み合わせ）。

TRANSACTION_ROL
LEDBACK

トランザクションがロールバックされた場合 
（VisiTransact との組み合わせ）。

TRANSACTION_UNA
VAILABLE

VisiTransact Transaction Service への接続が異常終了した場合。

TIMEOUT 要求タイムアウト。

UNKNOWN 未知の例外。

例外の名前 説明
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システム例外

完了状態の取得

システム例外は、 例外を生成し た処理が完了し たかど う かを通知するための完了状態を持
ちます。 下のサンプルは、 CompletionStatus が CompletionStatus 用に列挙し た値です。
処理の完了状態が判定できない場合は、 COMPLETED_MAYBE が返されます。

enum CompletionStatus { 
   COMPLETED_YES = 0; 
   COMPLETED_NO = 1; 
   COMPLETED_MAYBE = 2; 
};

システム例外のキャッチ

アプ リ ケーシ ョ ンでは、 VisiBroker ORB と リ モー ト 呼び出し を try ブロ ッ ク と  catch ブロ ッ
ク で囲む必要があ り ます。 下のサンプルコード は、 15 ページの 「VisiBroker を使ったサン
プルアプ リ ケーシ ョ ンの開発」 で説明し たアカ ウ ン ト ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが例外を出
力する方法を示し た ものです。

public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
         Bank.AccountManager manager = 
               Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/bank_agent_poa", 
managerId); 
         String name = args.length > 0 ? args[0] : "Jack B. Quick"; 
         Bank.Account account = manager.open(name); 
         float balance = account.balance(); 
         System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
balance); 
      } catch (Exception e) { 
         System.err.println(e); 
      } 
   } 
}

こ のよ う に変更し た ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムをサーバーが存在し ない状態で実行する と、
次のよ う に処理が終了し なかった こ と、 およびその例外が生成された原因が出力されま
す。

prompt>vbj Client 
org.omg.CORBA.OBJECT_NOT_EXIST: 
Could not locate the following POA: 
poa name : /bank_agent_poa 
minor code: 0 completed: No
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システム例外

例外をシステム例外にダウンキャスト

キ ャ ッ チし た例外に対し て SystemException にダウ ンキ ャ ス ト を試みる よ う に、
Account ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを変更でき ます。 下のサンプルコード は、 ク ラ イ アン ト
プロ グ ラ ムの変更方法を示し ます。

public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
         // 口座にバインドします。 
         Account account = AccountHelper.bind(orb, "/bank_poa", 
               "BankAccount".getBytes()); 
         // 口座の残高を取得します。 
         float balance = account.balance(); 
         // 残高を出力します。 
         System.out.println("The account balance is $" + balance); 
         catch(Exception e) { 
         if (e instanceof org.omg.CORBA.SystemException) { 
            System.err.println("System Exception occurred:"); 
         } else { 
            System.err.println("Not a system exception"); 
         } 
         System.err.println(e); 
      } 
   } 
}

次のサンプルコード は、 システム例外が発生し た場合の出力結果を示し ます。

System Exception occurred: 
in thread "main" org.omg.CORBA.OBJECT_NOT_EXIST minor code: 0 completed: No

特定のシステム例外のキャッチ

すべての種類の例外をキ ャ ッチするのではな く 、 特定の例外だけをキ ャ ッチでき ます。 次
のサンプルコード は、 こ の方法を示し ます。

public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
         Bank.AccountManager manager = 
               Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/bank_agent_poa", 
managerId); 
         String name = args.length > 0 ? args[0] : "Jack B. Quick"; 
         Bank.Account account = manager.open(name); 
         float balance = account.balance(); 
         System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
balance); 
      } catch(org.omg.CORBA.SystemException e) { 
         System.err.println("System Exception occurred:"); 
         System.err.println(e); 
      } 
   } 
}
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ユーザー例外

ユーザー例外

オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース を IDL で定義する際に、 そのオブジェ ク ト が生成する
ユーザー例外を指定でき ます。 次のサンプルコー ド は UserException のコード です。
idl2java コ ンパイ ラは、 オブジェ ク ト に指定されたユーザー例外を このコード から派生
し ます。

public abstract class UserException extends java.lang.Exception { 
   protected UserException(); 
   protected UserException(String reason); 
}

ユーザー例外の定義

15 ページの 「VisiBroker を使ったサンプルアプ リ ケーシ ョ ンの開発」 で紹介し た Bank 
Account アプ リ ケーシ ョ ンを さ らに拡張し て、 account オブジェ ク ト が例外を生成する よ
う にし ます。 account オブジェ ク ト に十分な資金がない場合は、 AccountFrozen と い
う 名前のユーザー例外を生成し ます。 ユーザー例外を追加するために Account イ ン ター
フ ェースの IDL 仕様に必要になる部分を太字で示し ます。

// Bank.idl 
module Bank { 
   interface Account { 
      exception AccountFrozen { 
      }; 
      float balance() raises(AccountFrozen); 
   }; 
};

idl2java コ ンパイ ラは、 AccountFrozen 例外ク ラ スに次のコード を生成し ます。

package Bank; 
public interface Account extends com.inprise.vbroker.CORBA.Object, 
      Bank.AccountOperations, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
} 
package Bank; 
public interface AccountOperations { 
   public float balance () throws Bank.AccountPackage.AccountFrozen; 
} 
package Bank.AccountPackage; 
public final class AccountFrozen extends org.omg.CORBA.UserException { 
   public AccountFrozen () { . . . } 
   public AccountFrozen (java.lang.String _reason) { . . . } 
   public synchronized java.lang.String toString() { . . . } 
}
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ユーザー例外

例外を生成するためのオブジ ェ ク ト の変更
適切なエラー条件下で例外が生成される よ う に、 AccountImpl オブジェ ク ト を変更
する必要があ り ます。

public class AccountImpl extends Bank.AccountPOA { 
   public AccountImpl(float balance) { 
      _balance = balance; 
   } 
   public float balance() throws AccountFrozen { 
      if (_balance < 50) { 
         throws AccountFrozen(); 
      } else { 
         return _balance; 
   } 
   private float _balance; 
}

ユーザー例外のキャ ッ チ
オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが例外を生成し た場合は、 ORB がその例外を
ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに通知する役割を果た し ます。 
UserException のチェ ッ ク方法は、 SystemException チェ ッ ク と似ています。
AccountFrozen 例外をキ ャ ッチする よ う にアカ ウ ン ト ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを変
更するには、 下に示すよ う にコード を変更し ます。

public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
         // 口座にバインドします。 
         Account account = AccountHelper.bind(orb, "/bank_poa", 
                        "BankAccount".getBytes()); 
         // 口座の残高を取得します。 
         float balance = account.balance(); 
         // 残高を出力します。 
         System.out.println("The account balance is $" + balance); 
      } 
      // AccountFrozen 例外をチェックします。 
      catch(Account.AccountFrozen e) { 
         System.err.println("AccountFrozen returned:"); 
         System.err.println(e); 
      } 
      // システムエラーをチェックします。 
      catch(org.omg.CORBA.SystemException sys_excep) { 
      ... 
      } 
   } 
}
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ユーザー例外へのフ ィ ールドの追加
ユーザー例外に値を関連付ける こ と ができ ます。 下のサンプルコード は、 原因コード
を  AccountFrozen ユーザー例外に追加するために、 IDL イ ン ターフ ェース仕様を変
更する方法です。 例外を生成させるオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで原因コー
ド を設定し ます。 原因コード は、 例外が出力ス ト リ ームに書き込まれる と きに自動的
に出力されます。

// Bank.idl 
module Bank { 
   interface Account { 
      exception AccountFrozen { 
         int reason; 
      }; 
      float balance() raises(AccountFrozen); 
   }; 
};
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第 章

Chapter   8 サーバーの基礎   
こ の章では、 ク ラ イ アン ト の要求を受け取るサーバーを設定するために必要な作業を簡単
に説明し ます。

概要

サーバーを準備する作業には、 基本的に次のよ う な操作を行います。

■ VisiBroker ORB の初期化

■ POA の作成と設定

■ POA マネージ ャ をア ク テ ィ ブ化し ます。

■ オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化

■ ク ラ イ アン ト 要求の待機

こ の章では、 特に注意が必要な概念を紹介するために、 各作業の概要について説明し ま
す。 各手順の詳細は、 個別の必要条件によ って異な り ます。

VisiBroker ORB の初期化

前の章で説明し た よ う に、 VisiBroker ORB は、 ク ラ イ アン ト 要求と オブジェ ク ト イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンの間の通信 リ ン ク を提供し ます。 VisiBroker ORB で通信するには、 次のよ
う に、 事前に各アプ リ ケーシ ョ ンで VisiBroker ORB を初期化する必要があ り ます。

// VisiBroker ORB の初期化 
org.ogm.CORBA.ORB orb=org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);
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POA の作成

POA の作成

以前のバージ ョ ンの CORBA オブジェ ク ト アダプタ （基本オブジェ ク ト アダプタ、 BOA）
では、 ポータブルオブジェ ク ト サーバーのコード を使用でき ませんでし た。 この問題に対
処する ため、 OMG は新しい仕様を開発し、 ポータブルオブジェ ク ト アダプタ （POA） を
作成し ま し た。

メ モ POA について説明し始める とページがい く ら あって も足 り な く なるので、 こ こ では POA 
の基本機能の一部だけを紹介し ます。 詳細については、 99 ページの 「POA の使い方」 と  
OMG 仕様を参照し て く ださい。

POA と そのコ ンポーネン ト を一言でい う と、 ク ラ イ アン ト 要求を受け取った と きに呼び出
されるサーバン ト を決定する ものです。 サーバン ト は抽象オブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを提供するプロ グ ラ ミ ングオブジェ ク ト であ り 、 サーバン ト は CORBA オブ
ジェ ク ト ではあ り ません。

各 VisiBroker ORB は POA （rootPOA） を 1 つずつ提供し ます。 新しい POA を追加作成し
て別の動作を設定する こ と ができ ます。 また、 POA が制御するオブジェ ク ト の特性を定義
する こ と もでき ます。

POA にサーバン ト を設定するには、 次のよ う な作業を実行し ます。

■ ルー ト  POA への リ フ ァ レ ン スの取得

■ POA ポ リ シーの定義

■ ルー ト  POA の子 POA の作成

■ サーバン ト の作成と ア ク テ ィ ブ化

■ POA マネージ ャ を介し た POA のア ク テ ィ ブ化

手順はアプ リ ケーシ ョ ンによ って異な る場合も あ り ます。

ルート POA へのリファレンスの取得

すべてのサーバーアプ リ ケーシ ョ ンは、 オブジェ ク ト を管理し た り 、 新しい POA を作成
する ために、 ルー ト  POA への リ フ ァ レ ン ス を取得する必要があ り ます。

//2. ルート POA へのリファレンスを取得します。 
org.omg.CORBA.Object obj = orb.resolve_initial_reference("RootPOA"); 
// オブジェクトリファレンスを POA へのリファレンスにナローイングします。 
POA rootPoa = org.omg.PortableServer.POAHelper.narrow(obj);

ルー ト  POA への リ フ ァ レ ン スは、 resolve_initial_references で取得し ます。 
resolve_initial_references は、 CORBA::Object 型の値を返し ます。 返されるオ
ブジェ ク ト リ フ ァ レン スは、 目的の型にナローイ ングする必要があ り ます。 
こ の例では、 PortableServer::POA にナローイ ング し ています。

さ らに、 必要に応じ て こ の リ フ ァ レン ス を使って別の POA を作成する こ と も可能です。

子 POA の作成

ルー ト  POA には定義済みのポ リ シーのセ ッ ト があ り 、 これらのポ リ シーは変更でき ませ
ん。 ポ リ シーは、 POA の動作や POA が管理するオブジェ ク ト を制御するオブジェ ク ト で
す。 異なる存続期間のポ リ シーなど、 別の動作が必要な場合は新しい POA を作成する必
要があ り ます。

新しい POA は create_POA で作成し、 既存の POA の子 POA にな り ます。 POA は必要な
数だけ作成でき ます。

メ モ 子 POA は、 親 POA のポ リ シーを継承し ません。

次の例では、 ルー ト  POA から永続的な存続期間ポ リ シーを持つ子 POA を作成しています。
子 POA の状態を制御するには、 ルー ト  POA の POA マネージャ を使用し ます。

// 永続的 POA のポリシーを作成します。 
org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
   rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
}; 
// 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
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POA の作成

POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", rootPOA.the_POAManager(), 
policies );

サーバントメソッドの実装

IDL は C++ と似た構文を持ってお り 、 モジュール、 イ ン ターフ ェース、 データ構造などの
定義に使用し ます。 イ ン ターフ ェース を含む IDL を コ ンパイルする と、 サーバン ト の基底
ク ラ ス と し て機能する ク ラ スが生成されます。 た と えば、 Bank.IDL フ ァ イルには 
AccountManager イ ン ターフ ェース を記述し ます。

module Bank{ 
   interface Account { 
         float balance(); 
   }; 
   interface AccountManager { 
         Account open (in string name); 
   }; 
};

次に示すのは、 サーバー側の AccountManager イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。

AccountManagerPOA.java が作成され、 次のよ う に、 サーバー側のオブジェ ク ト イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ン AccountManager のスケル ト ン コード （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
ベース コード） と し て機能し ます。

import org.omg.PortableServer.*; 
import java.util.*; 
public class AccountManagerImpl extends Bank.AccountManagerPOA { 
   public synchronized Bank.Account open(String name) { 
      // account ディレクトリ内で口座を検索します。 
      Bank.Account account = (Bank.Account) _accounts.get(name); 
      // ディクショナリに口座が 1 つもない場合は、作成します。 
      if(account == null) { 
         // 0 ～ 1000 ドルの範囲で口座に残高を設定します。 
         float balance = Math.abs(_random.nextInt()) % 100000 / 100f; 
         // その残高で口座のインプリメンテーションを作成します。 
         AccountImpl accountServant = new AccountImpl(balance); 
         try { 
            // デフォルト POA（このサーバントのルート POA）でアクティブ化します。 
            account = Bank.AccountHelper.narrow(_default_POA(). 
            servant_to_reference(accountServant)); 
         } catch (Exception e) { 
            e.printStackTrace(); 
         } 
         // 新しい口座を出力します。 
         System.out.println("Created " + name + "'s account: " + account); 
         // 口座を account ディレクトリに保存します。 
         _accounts.put(name, account); 
      } 
      // 口座を返します。 
      return account; 
   } 
   private Dictionary _accounts = new Hashtable(); 
   private Random _random = new Random(); 
}
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サーバントの作成およびアクティブ化

サーバントの作成およびアクティブ化

AccountManager イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンはサーバーのコード内で作成し て、 ア ク テ ィ ブ化
する必要があ り ます。 このサンプルで、 AccountManager は activate_object_with_id 
でア ク テ ィ ブ化され、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プにオブジェ ク ト  ID を渡し て記録し
ます。 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プは、 ID をサーバン ト にマ ッ ピングする テーブルで
す。 こ の方法では、 POA がア ク テ ィ ブな と きにいつでも このオブジェ ク ト を使用でき ま
す。 こ の方法を明示的なオブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化と呼びます。

// サーバントを作成します。 
AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
// サーバントの ID を決定します。 
byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
// その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant);

POA のアクティブ化

後に行 う 操作と し て、 POA に関連付け られている  POA マネージャ をア ク テ ィ ブ化し ま
す。 デフ ォル ト の POA マネージャは、 作成された時点で停止状態にな り ます。 この状態
ではすべての要求が停止キ ューに入れられ、 すぐには処理されません。 要求を送るには、
POA に関連付け られている  POA マネージャ を停止状態から ア ク テ ィ ブな状態に変更する
必要があ り ます。 POA マネージ ャは POA の状態を制御するオブジェ ク ト です。 POA の状
態には要求がキ ューに入る状態、 処理される状態、 および破棄される状態があ り ます。
POA マネージ ャは、 POA の作成時に POA に関連付け られます。 使用する  POA マネー
ジ ャは指定でき ます。 また、 create_POA() で POA マネージャ名に null を指定し て、
システムに新しい POA マネージャの作成を任せる こ と もでき ます。

// POA マネージャをアクティブ化します。 
PortableServer::POAManager_var mgr=rootPoa ->the_POAManager(); 
mgr->activate();

オブジェクトのアクティブ化

前の節では明示的なオブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化について簡単に説明し ま し たが、 実際に
オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化するには、 次のよ う な方法があ り ます。

■ 明示的 ： POA の呼び出し を介し て、 サーバーの起動時にすべてのオブジェ ク ト がア ク
テ ィ ブ化されます。

■ オンデマン ド ： オブジェ ク ト  ID に関連付け られていないサーバン ト への要求を受け取
る と、 サーバン ト マネージ ャがオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。

■ 暗黙的 ： 任意のク ラ イ アン ト 要求ではな く 、 POA によ るオペレーシ ョ ンへの応答の中
でサーバーが暗黙的にオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。

■ デフォル ト サーバン ト ： POA がデフォル ト サーバン ト でク ラ イアン ト 要求を処理し ます。

オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化の詳細については、 99 ページの 「POA の使い方」 を参照し
て く ださ い。 こ こ では、 オブジェ ク ト は、 い く つかの方法でア ク テ ィ ブ化でき る こ と だけ
気に留めておいて く ださ い。

クライアント要求の待機

POA の設定が完了し た ら、 orb.run() でク ラ イ アン ト 要求を待機し ます。 このプロセス
は、 サーバーが終了する まで実行を続けます。

// 着信要求を待機します。 
orb->run();
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完全なサンプルコード

完全なサンプルコード

次にサンプルコード全体を示し ます。

// Server.java 
import org.omg.PortableServer.*; 
public class Server { 
public static void main(String[] args) { 
   try { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
      POA rootPOA = 
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
      // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
      }; 
      // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
      POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", 
rootPOA.the_POAManager(), 
            policies ); 
      // サーバントを作成します。 
      AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
      // サーバントの ID を決定します。 
      byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
      // その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
      myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant); 
      // POA マネージャをアクティブ化 
      rootPOA.the_POAManager().activate(); 
      System.out.println(myPOA.servant_to_reference(managerServant) + " is 
ready."); 
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run(); 
   } catch (Exception e) { 
      e.printStackTrace(); 
   } 
}
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第 章

Chapter   9POA の使い方    

ポータブルオブジェクトアダプタの概要

ポータブルオブジェ ク ト アダプタ （POA） は、 サーバー側に移植性を提供する ために開発
され、 基本オブジェ ク ト アダプタに代わるオブジェ ク ト アダプタです。

POA は、 オブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と  VisiBroker ORB を仲介し ます。 POA 
は、 仲介役と し て、 要求をサーバン ト に送 り ます。 その結果、 サーバン ト が実行され、 必
要に応じ て子 POA が作成されます。

サーバーは複数の POA をサポー ト でき ます。 POA は少な く と も  1 つ存在する必要があ り 、
これはルー ト  POA と呼ばれます。 ルー ト  POA は自動的に作成されます。 POA の集合は階
層構造で、 すべての POA の上位にルー ト  POA があ り ます。

サーバン ト マネージ ャは、 POA のためにサーバン ト を探し、 それをオブジェ ク ト に割 り 当
てます。 サーバン ト に割 り 当て られた抽象オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブオブジェ ク ト と呼び
ます。 こ のサーバン ト は、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト を具現化し ている と言えます。 各 POA 
は 1 つのア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プを持ち、 そ こ でア ク テ ィ ブオブジェ ク ト のオブ
ジェ ク ト  ID および関連するサーバン ト の 新情報を管理し ます。

メ モ VisiBroker 6.0 よ り 前のバージ ョ ンをご使用だったユーザーは、 継承階層の変更点に注意し
て く ださ い。 これは、 ローカルイ ン ターフ ェース を必要とする  CORBA 仕様 2.6 をサポー
ト するためです。 
た と えば、 ServantLocator イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 org.omg.PortableServer. 
ServantLocatorPOA ではな く 、
org.omg.PortableServer._ServantLocatorLocalBase から拡張される よ う にな
り ます。
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ポータブルオブジェクトアダプタの概要

図 9.1 POA の概要

POA の用語

こ の章を読み進める上で必要な各用語の定義を次に示し ます。

表 9.1 ポータ ブルオブジ ェ ク ト アダプ タ （POA） の用語 

用語 説明

アクティブオブ
ジェクトマップ

オブジェクト ID を介して、 アクティブな VisiBroker CORBA オブジェクトを     
サーバントにマッピングするためのテーブルです。 POA ごとに 1 つのアク   
ティブオブジェクトマップがあります。

アダプタアクティ
ベータ

存在しない子 POA への要求を受け取ったとき、 オンデマンドでオブジェク  
トを作成できるオブジェクトです。

霊化 サーバントと抽象 CORBA オブジェクトの関連を削除することです。

具現化 サーバントを抽象 CORBA オブジェクトに関連付けることです。

ObjectID オブジェクトアダプタ内で CORBA オブジェクトを識別する手段になりま  
す。 オブジェクト ID は、 オブジェクトアダプタまたはアプリケーションによっ  
て割り当てられ、作成されたオブジェクトアダプタ内でのみ一意です。サー
バントは、 オブジェクト ID を介して抽象オブジェクトに関連付けられます。

永続的オブジェク
ト

作成元になったサーバープロセスの外部でも有効な CORBA オブジェクト  
です。

POA マネージャ POA の状態を制御するオブジェクトです。 たとえば、 POA が、 着信した  
要求を受信するか、 それとも破棄するかを制御します。

ポリシー 関連する POA、 およびその POA が管理するオブジェクトの動作を制御す   
るオブジェクトです。

rootPOA 作成された VisiBroker ORB は、 ルート POA と呼ばれる POA をそれぞれ       
1 つずつ持ちます。 必要に応じて、 ルート POA から追加の POA を作成     
することもできます。

servant CORBA オブジェクトのメソッドを実装するコードです。 CORBA オブジェク  
トそのものではありません。

サーバント 
マネージャ

サーバントとオブジェクトの関連付けを管理したり、 オブジェクトの存在を確
認する役割を持つオブジェクトです。 複数のサーバントマネージャが存在
できます。

一時的オブジェク
ト

作成元になったプロセスの内部でのみ有効な CORBA オブジェクトです。
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POA ポリシー

POA の作成と使用の手順

手順の細部は異な り ますが、 こ こ では、 POA の存続期間内に行 う 基本的な手順を示し ま
す。

1 POA ポ リ シーを定義し ます。

2 POA を作成し ます。

3 POA マネージ ャ を使って POA をア ク テ ィ ブ化し ます。

4 サーバン ト を作成し、 ア ク テ ィ ブ化し ます。

5 サーバン ト マネージ ャ を作成し、 使用し ます。

6 アダプタ ア ク テ ィ ベータ を使用し ます。

目的に応じ て、 これらの手順の一部は省略でき ます。 た と えば、 POA で要求を処理する場
合は、 その POA をア ク テ ィ ブ化するだけです。

POA ポリシー

各 POA は、 その特性を定義するポ リ シーのセ ッ ト を持ちます。 新しい POA の作成時に
は、 デフ ォル ト のポ リ シーセ ッ ト も使用でき ますが、 必要に応じ て別の値も使用でき ま
す。 ポ リ シーは、 POA の作成時にだけ設定でき、 既存の POA のポ リ シーは変更でき ませ
ん。 POA は、 親 POA のポ リ シーを継承し ません。

次に、 POA ポ リ シーと その値、 およびルー ト  POA が使用するデフ ォル ト 値を示し ます。

ス レ ッ ド ポ リ シー ス レ ッ ド ポ リ シーは、 POA が使用する ス レ ッ ド モデルを指定し ます。

ThreadPolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

ORB_CTRL_MODEL ： デフ ォル ト です。 POA は、 要求を ス レ ッ ド に割 り 当てる役割を果
た し ます。 マルチス レ ッ ド環境では、 同時に複数の要求があった場合、 それらに複数のス
レ ッ ド を提供し ます。 VisiBroker はマルチス レ ッ ド モデルを使用し ます。

SINGLE_THREAD_MODEL ： POA は要求を逐次処理し ます。 マルチス レ ッ ド環境では、
POA からサーバン ト やサーバン ト マネージ ャへの呼び出しは、 すべてス レ ッ ド セーフで
す。

MAIN_THREAD_MODEL ： 呼び出しは、 識別された 「 メ イ ン」 ス レ ッ ド で処理されます。
すべての メ イ ン ス レ ッ ド  POA に対する要求は、 順番に処理されます。 マルチス レ ッ ド環
境では、 こ のポ リ シーを持つ POA によ って処理された呼び出しは、 すべてス レ ッ ド セー
フです。 アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ マは、 ORB::run() または ORB::perform_work() を呼び出
し て メ イ ン ス レ ッ ド を指定し ます。 以上の メ ソ ッ ド の詳細については、 105 ページの 「オ
ブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化」 を参照し て く ださい。

存続期間ポ リ シー 存続期間ポ リ シーには、 POA に実装されているオブジェ ク ト の存続期
間を指定し ます。

LifespanPolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

TRANSIENT ： デフ ォル ト です。 POA がア ク テ ィ ブ化し た一時的オブジェ ク ト は、 作成元
の POA よ り 長 く 存続する こ と はでき ません。 POA が非ア ク テ ィ ブ化された後で、 その 
POA によ って生成されたオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を使用し よ う とする と、 OBJECT_ 
NOT_EXIST 例外が生成されます。

PERSISTENT ： POA がア ク テ ィ ブ化し た永続的オブジェ ク ト は、 初に作成されたプロ
セス よ り 長 く 存続でき ます。 永続的オブジェ ク ト に対し て要求を行 う と、 プロセス、
POA、 およびそのオブジェ ク ト を実装するサーバン ト が暗黙的にア ク テ ィ ブ化されます。

オブジェ ク ト  ID の一意性ポ リ シー オブジェ ク ト  ID の一意性ポ リ シーを利用する と、 複数
の抽象オブジェ ク ト が単一のサーバン ト を共有でき ます。

IdUniquenesspolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

UNIQUE_ID ： デフ ォル ト です。 ア ク テ ィ ブ化されたサーバン ト は、 1 つのオブジェ ク ト  
ID だけをサポー ト し ます。

MULTIPLE_ID ： ア ク テ ィ ブ化されたサーバン ト は、 1 つ以上のオブジェ ク ト  ID を持つこ
と ができ ます。 オブジェ ク ト  ID は、 実行時に起動される メ ソ ッ ド内で決定する必要があ
り ます。
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ID の割 り 当てポ リ シー ID の割 り 当てポ リ シーには、 オブジェ ク ト  ID をサーバーアプ リ
ケーシ ョ ン と  POA のどち らから生成するかを指定し ます。

IdAssignmentPolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

USER_ID ： オブジェ ク ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンからオブジェ ク ト  ID を割 り 当て られます。

SYSTEM_ID ： デフ ォル ト です。 オブジェ ク ト は、 POA からオブジェ ク ト  ID を割 り 当て
られます。 同時に PERSISTENT ポ リ シーが設定されている場合、 オブジェ ク ト  ID は、 同
じ  POA のすべてのイ ン ス タ ン ス化で一意であ る必要があ り ます。

通常、 USER_ID は永続的オブジェ ク ト 用であ り 、 SYSTEM_ID は一時的オブジェ ク ト 用で
す。 永続的オブジェ ク ト に SYSTEM_ID を使用する場合は、 サーバン ト またはオブジェ ク
ト リ フ ァ レン スからオブジェ ク ト を抽出でき ます。

サーバン ト 管理ポ リ シー サーバン ト 管理ポ リ シーには、 POA がア ク テ ィ ブオブジェ ク ト
マ ッ プでア ク テ ィ ブなサーバン ト を保持するかど う かを指定し ます。

ServantRetentionPolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

RETAIN ： デフ ォル ト です。 POA は、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プでオブジェ ク ト のア
ク テ ィ ブ化を追跡し ます。 RETAIN は、 通常、 サーバン ト ア ク テ ィ ベータ または POA の明
示的なア ク テ ィ ブ化 メ ソ ッ ド と と もに使用し ます。

NON_RETAIN ： POA は、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プでア ク テ ィ ブなサーバン ト を保
持し ません。 NON_RETAIN は、 サーバン ト ロ ケータ と と もに使用する必要があ り ます。

サーバン ト ア ク テ ィ ベータ と サーバン ト ロ ケータは、 サーバン ト マネージ ャの一種です。
サーバン ト マネージ ャの詳細については、 108 ページの 「サーバン ト と サーバン ト マネー
ジ ャの使い方」 を参照し て く ださ い。

要求処理ポ リ シー 要求処理ポ リ シーには、 POA が要求を処理する方法を指定し ます。

USE_ACTIVE_OBJECT_MAP_ONLY ： デフ ォル ト です。 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プ
内の リ ス ト にオブジェ ク ト  ID がない場合は、 OBJECT_NOT_EXIST 例外が返されます。 こ
の値には、 RETAIN ポ リ シーと組み合わせて使用する必要があ り ます。

USE_DEFAULT_SERVANT ： ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プの リ ス ト にオブジェ ク ト  ID 
がない場合、 または NON_RETAIN ポ リ シーが設定されている場合は、 デフ ォル ト のサー
バン ト に要求が送られます。 デフ ォル ト のサーバン ト が登録されていない場合は、
OBJ_ADAPTER 例外が返されます。 この値は、 MULTIPLE_ID ポ リ シー と組み合わせて使
用する必要があ り ます。

USE_SERVANT_MANAGER ： ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プの リ ス ト にオブジェ ク ト  ID 
がない場合、 または NON_RETAIN ポ リ シーが設定されている場合は、 サーバン ト マネー
ジ ャでサーバン ト を取得し ます。

暗黙的ア ク テ ィ ブ化ポ リ シー 暗黙的ア ク テ ィ ブ化ポ リ シーは、 POA が暗黙的なサーバン
ト のア ク テ ィ ブ化をサポー ト するかど う かを指定し ます。

ImplicitActivationPolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

IMPLICIT_ACTIVATION ： POA が暗黙的なサーバン ト のア ク テ ィ ブ化をサポー ト し ま
す。 サーバン ト をア ク テ ィ ブ化するには、 次の 2 とお り の方法があ り ます。

■ org.omg.PortableServer.POA.servant_to_reference() を使用し て、 サーバン
ト をオブジェ ク ト リ フ ァ レン スに変換する。

■ サーバン ト の _this() を呼び出す。

こ の値は、 SYSTEM_ID ポ リ シーおよび RETAIN ポ リ シー と組み合わせて使用する必要が
あ り ます。

NO_IMPLICIT_ACTIVATION ： デフ ォル ト です。 POA は、 暗黙的なサーバン ト のア ク
テ ィ ブ化をサポー ト し ません。

バイ ン ド サポー ト ポ リ シー バイ ン ド サポー ト ポ リ シー （VisiBroker 固有のポ リ シー） は、
VisiBroker osagent によ る  POA と ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト の登録を制御し ます。 数千もの
オブジェ ク ト があ る場合、 それらのすべてを osagent に登録する こ と は困難です。 こ のよ
う な場合は、 POA を osagent に登録し ます。 ク ラ イ アン ト が要求を行 う と き、 POA の名前
と オブジェ ク ト  ID がバイ ン ド要求に入れられるため、 osagent は正し く 要求を転送する こ
と ができ ます。

BindSupportPolicy の値は、 次のいずれかにな り ます。

BY_INSTANCE ： すべてのア ク テ ィ ブオブジェ ク ト が osagent に登録されます。 この値は、
PERSISTENT ポ リ シーおよび RETAIN ポ リ シー と組み合わせて使用し ます。
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BY_POA ： デフ ォル ト です。 POA だけが osagent に登録されます。 
こ の値は、 PERSISTENT ポ リ シー と組み合わせて使用し ます。

None ： POA と ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト のどち ら も  osagent に登録されません。

メ モ rootPOA は、 NONE ア ク テ ィ ブ化ポ リ シーを使って作成されます。

POA の作成

POA でオブジェ ク ト を実装するには、 少な く と も  1 つの POA オブジェ ク ト がサーバー上
に存在する必要があ り ます。 POA の存在を確実にするため、 ORB の初期化中にルー ト  
POA が提供されます。 この POA は、 先に説明し たデフ ォル ト の POA ポ リ シーを使用し ま
す。

ルー ト  POA を取得し た後は、 サーバー側の特定のポ リ シーセ ッ ト を実装し た子 POA を作
成でき ます。

POA の命名規則

各 POA は、 その名前 と完全な POA 名 （すべての階層を明示し たパス名） を認識し ていま
す。 階層は、 ス ラ ッ シ ュ （/） で表されます。 た と えば、 /A/B/C は、 POA C が POA B の
子 POA であ り 、 POA B が POA A の子 POA であ る こ と を意味し ます。 この例の 初のス
ラ ッ シ ュは、 ルー ト  POA を表し ます。 POA C に BindSupport:BY_POA ポ リ シーが設定され
ている場合、 osagent には /A/B/C が登録され、 ク ラ イ アン ト は /A/B/C にバイ ン ド し ま
す。

POA 名にエスケープ文字やデ リ ミ タが含まれている場合、 これらの文字を内部的に記録す
る と き、 VisiBroker はその直前に 2 つのバッ ク ス ラ ッ シ ュ （¥¥） を付けます。 た と えば、 2 
つの POA を次の階層でコーデ ィ ング し た と し ます。

org.omg.PortableServer.POA myPOA1 = rootPOA.create_POA("A/B", 
      poaManager, 
      policies); 
org.omg.PortableServer.POA myPOA2 = myPOA1.create_POA("¥t", 
      poaManager, 
      policies);

ク ラ イ アン ト は、 次のよ う にバイ ン ド し ます。

org.omg.CORBA.Object manager = ((com.inprise.vbroker.orb.ORB) orb).bind("/A¥¥/
B/¥t", 
      managerId, 
      null, 
      null);
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ルート POA の取得

次のサンプルコード に、 サーバーアプ リ ケーシ ョ ンがルー ト  POA を取得する手続き を示
し ます。

// ORB を初期化します。 
org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
// ルート POA へのリファレンスを取得します。 
org.omg.PortableServer.POA rootPOA = 
      POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA"));

メ モ resolve_initial_references メ ソ ッ ド は、 org.omg.CORBA.Object 型の値を返し
ます。 返されるオブジェ ク ト リ フ ァ レン スは、 目的の型にナローイ ングする必要があ り ま
す。 前の例の、 org.omg.PortableServer.POA です。

POA ポリシーの設定

親 POA のポ リ シーは継承されません。 POA に固有の特性を持たせる場合は、 デフ ォル ト
値と は異なるすべてのポ リ シーを指定する必要があ り ます。 POA ポ リ シーの詳細について
は、 101 ページの 「POA ポ リ シー」 を参照し て く ださい。

org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
   rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
};

POA の作成およびアクティブ化

POA は create_POA で親 POA に作成されます。 POA には任意の名前を付ける こ と ができ
ますが、 同じ親を持つ POA ど う しに同じ名前を付ける こ と はでき ません。 2 つの POA に
同じ名前を付け よ う とする と、 CORBA 例外 （AdapterAlreadyExists） が発生し ます。

新しい POA を作成するには、 次のよ う に create_POA を使用し ます。

POA create_POA(POA_Name, POAManager, PolicyList);

POA マネージ ャは、 POA の状態 （要求の処理中であ るかど う かなど） を制御し ます。
POA マネージ ャの名前と し て null が create_POA に指定される と、 新しい POA マネー
ジ ャオブジェ ク ト が作成され、 POA に関連付け られます。 通常、 すべての POA に同じ  
POA マネージ ャ を関連付けます。 POA マネージャの詳細については、 113 ページの 「POA 
マネージ ャによ る  POA の管理」 を参照し て く ださい。

POA マネージ ャ と  POA は、 作成後、 自動的にはア ク テ ィ ブ化されません。 POA に関連付
け られた POA マネージャ をア ク テ ィ ブ化するには、 activate() を使用し ます。 次のサ
ンプルコード は、 POA を作成する例です。

// 永続的 POA のポリシーを作成します。 
org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
      rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT)}; 
// 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
org.omg.PortableServer.POA myPOA = 
      rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", rootPOA.the_POAManager(), policies 
);
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オブジェクトのアクティブ化

CORBA オブジェ ク ト がア ク テ ィ ブなサーバン ト に関連付け られ、 POA のサーバン ト 管理
ポ リ シーが RETAIN であれば、 関連付け られているオブジェ ク ト  ID がア ク テ ィ ブオブ
ジェ ク ト マ ッ プに記録され、 オブジェ ク ト がア ク テ ィ ブ化されます。 ア ク テ ィ ブ化は、 次
のいずれかの方法で行われます。

オブジェクトの明示的なアクティブ化

POA に IdAssignmentPolicy::SYSTEM_ID を設定する と、 オブジェ ク ト  ID を指定しな
く ても、 オブジェ ク ト を明示的にア クテ ィ ブ化でき ます。 サーバーが POA で 
activate_object を呼び出すと、 オブジェ ク ト がアクテ ィ ブ化され、 オブジェ ク ト  ID が
割り 当てられて返されます。 一時的オブジェ ク ト には、 このア クテ ィ ブ化方法がよ く 使用さ
れます。 オブジェ ク ト とサーバン ト のどちら も長期間必要になる こ とがないので、 サーバン
ト マネージャは不要です。

オブジェ ク ト  ID を使用し て、 明示的にオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する こ と も でき ます。
た と えば、 サーバーの初期化中に、 ユーザーが activate_object_with_id を呼び出
し、 そのサーバーに管理されるすべてのオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する操作は一般的で
す。 すべてのオブジェ ク ト がア ク テ ィ ブ化されるので、 サーバン ト マネージャは不要で
す。 存在し ないオブジェ ク ト に対する要求を受け取る と、 OBJECT_NOT_EXIST 例外が生
成されます。 サーバーが大量のオブジェ ク ト を管理し ている場合、 この例外は明らかに悪
影響を及ぼし ます。

次のサンプルコード は、 activate_object_with_id を使った明示的ア ク テ ィ ブ化の例
です。

// 口座マネージャサーバントを作成します。 
Servant managerServant = new AccountManagerImpl(rootPoa); 
// 新しく作成したサーバントをアクティブ化します。 
testPoa.activate_object_with_id("BankManager".getBytes(), managerServant); 
// POA をアクティブ化します。 
testPoa.the_POAManager().activate();

オンデマンドのオブジェクトのアクティブ化

ク ラ イ アン ト が、 関連付け られたサーバン ト を持たないオブジェ ク ト を要求する と、 オン
デマン ド のア ク テ ィ ブ化が行われます。 POA は、 要求を受け取る と ア ク テ ィ ブオブジェ ク
ト マ ッ プから、 オブジェ ク ト  ID に関連付け られている ア ク テ ィ ブなサーバン ト を探し ま
す。 該当するサーバン ト が見つから ない場合は、 サーバン ト マネージャの incarnate を
呼び出し て、 サーバン ト マネージ ャにそのオブジェ ク ト  ID 値を渡し ます。 サーバン ト マ
ネージ ャは、 次の 3 つのいずれかの処理を行います。

■ 要求に対し て適切なオペレーシ ョ ンを実行するサーバン ト を探し ます。

■ OBJECT_NOT_EXIST 例外を生成し ます。 これはク ラ イ アン ト に返されます。

明示的なア ク テ ィ ブ化 activate_object または 
activate_object_with_id を呼び出すこ と によ
り 、 サーバーアプ リ ケーシ ョ ン自身が明示的にオブ
ジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。

オンデマン ド のア ク テ ィ ブ化 ユーザーが提供するサーバン ト マネージャ を介し て
オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する よ う に、 サーバー
アプ リ ケーシ ョ ンから  POA に指示し ます。 初に、
set_servant_manager で POA にサーバン ト マ
ネージャ を登録する必要があ り ます。

暗黙的なア ク テ ィ ブ化 サーバーは、 何らかの処理への応答 と し てのみ、 オ
ブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。 サーバン ト がア
ク テ ィ ブでない場合、 ク ラ イ アン ト がこれをア ク
テ ィ ブ化する手段はあ り ません。 た と えば、 ア ク
テ ィ ブでないオブジェ ク ト を要求し て も、 それをア
ク テ ィ ブ化する こ と はでき ません。

デフ ォル ト サーバン ト POA が単一のサーバン ト を使ってすべてのオブジェ
ク ト を実装し ます。
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■ 要求を別のオブジェ ク ト に転送し ます。

POA ポ リ シーによ っては、 その他の処理も行われます。 た と えば、 
RequestProcessingPolicy.USE_SERVANT_MANAGER と  
ServantRetentionPolicy.RETAIN が有効な場合、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プは
サーバン ト と オブジェ ク ト  ID の関連付けによ って更新されます。

次に、 オンデマン ド ア ク テ ィ ブ化の例を示し ます。

オブジェクトの暗黙的なアクティブ化

POA が ImplicitActivationPolicy.IMPLICIT_ACTIVATION、
IdAssignmentPolicy.SYSTEM_ID、 および ServantRetentionPolicy.RETAIN で
作成済みの場合、 サーバン ト は一定のオペレーシ ョ ンで暗黙的にア ク テ ィ ブ化でき ます。
暗黙的なア ク テ ィ ブ化は次のよ う に実行し ます。

■ POA.servant_to_reference メ ソ ッ ド

■ POA.servant_to_id メ ソ ッ ド

■ _this() サーバン ト メ ソ ッ ド

POA に IdUniquenessPolicy.UNIQUE_ID が設定されている場合は、 ア ク テ ィ ブでな
いサーバン ト で上記のいずれかのオペレーシ ョ ンが実行される と、 暗黙的なア ク テ ィ ブ化
が行われます。

POA に IdUniquenessPolicy.MULTIPLE_ID が設定されている場合は、 サーバン ト が
ア ク テ ィ ブになっていて も、 servant_to_reference オペレーシ ョ ン と  
servant_to_id オペレーシ ョ ンが常に暗黙的ア ク テ ィ ブ化を実行し ます。

デフォルトサーバントによるアクティブ化

RequestProcessing.USE_DEFAULT_SERVANT ポ リ シーを使用する と、 オブジェ ク ト  
ID に関係な く 、 POA は常に同じサーバン ト を呼び出すよ う にな り ます。 この方法は、 各
オブジェ ク ト に関連付け られているデータがほ と んどない場合に便利です。

次に、 同じサーバン ト ですべてのオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する例を示し ます。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
         org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT), 
            rootPOA.create_request_processing_policy( 
                  RequestProcessingPolicyValue.USE_DEFAULT_SERVANT 
            ) 
            
rootPOA.create_id_uniqueness_policy(IdUniquenessPolicyValue.MULTIPLE_ID) 
         };         
         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_default_servant_poa", 
               rootPOA.the_POAManager(), 
               policies ); 
         // サーバントを作成します。 
         AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
         // 独自の POA にデフォルトサーバントを設定します。 
         myPOA.set_servant(managerServant); 
         org.omg.CORBA.Object ref; 
         // POA マネージャをアクティブ化 
         rootPOA.the_POAManager().activate(); 
         // 参照を生成し、それを書き出します。各当座預金口座と普通預金口座に参 
               照が 1 つずつ 
         // あります。ここではサーバントを作成しておらず、 
         // サーバントの裏付けのない参照を生成しているだけ 
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         // であることに注意してください 
         try { 
            ref = 
               
myPOA.create_reference_with_id("CheckingAccountManager".getBytes(), 
                  "IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
            // 当座のオブジェクト ID を書き出します。 
            java.io.PrintWriter pw = new java.io.PrintWriter( 
                  new java.io.FileWriter("cref.dat") ); 
            pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
            pw.close(); 
            ref = 
               
myPOA.create_reference_with_id("SavingsAccountManager".getBytes(), 
                  "IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
            // 普通のオブジェクト ID を書き出します。 
            pw = new java.io.PrintWriter( new java.io.FileWriter("sref.dat") ); 
            pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
            pw.close(); 
         } catch ( java.io.IOException e ) { 
            System.out.println("Error writing the IOR to file "); 
            return; 
         } 
         System.out.println("Bank Manager is ready."); 
         // 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

オブジェクトの非アクティブ化

POA では、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プから任意のサーバン ト を削除でき ます。 このよ
う な処理は、 た と えば、 ガベージ コ レ ク シ ョ ン方式で行われます。 マ ッ プから削除された
サーバン ト は、 非ア ク テ ィ ブにな り ます。 オブジェ ク ト は deactivate_object() で非
ア ク テ ィ ブ化でき ます。 オブジェ ク ト を非ア ク テ ィ ブ化し て も、 そのオブジェ ク ト が永久
に失われるわけではあ り ません。 後でいつでも再ア ク テ ィ ブ化でき ます。

これは、 オブジェ ク ト を非ア ク テ ィ ブ化する例です。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class AccountManagerActivator extends _ServantActivatorLocalBase { 
   public Servant incarnate (byte[] oid, POA adapter) throws ForwardRequest { 
      Servant servant; 
      String accountType = new String(oid); 
      System.out.println("¥nAccountManagerActivator.incarnate called with ID = 
" 
            + accountType + "¥n"); 
      // AccountType に基づいて、当座または普通のサーバントを作成します。 
      if ( accountType.equalsIgnoreCase("SavingsAccountManager")) 
         servant = (Servant )new SavingsAccountManagerImpl(); 
      else 
         servant =(Servant)new CheckingAccountManagerImpl(); 
         new DeactivateThread(oid, adapter).start(); 
         return servant; 
   } 
   public void etherealize (byte[] oid, 
         POA adapter, 
         Servant serv, 
         boolean cleanup_in_progress, 
         boolean remaining_activations) { 
      System.out.println("¥nAccountManagerActivator.etherealize called with ID 
=" 
            + new String(oid) + "¥n"); 
      } 
} 
class DeactivateThread extends Thread { 
   byte[] _oid; 
   POA _adapter; 
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   public DeactivateThread(byte[] oid, POA adapter) { 
      _oid = oid; 
      _adapter = adapter; 
   } 
   public void run() { 
      try { 
         Thread.currentThread().sleep(15000); 
         System.out.println("¥nDeactivating the object with ID = " + 
         new String(_oid) + "¥n"); 
         _adapter.deactivate_object(_oid); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
   } 
} 
}

サーバントとサーバントマネージャの使い方

サーバン ト マネージ ャでは、 サーバン ト の検索と返し、 およびサーバン ト の非ア ク テ ィ ブ
化と い う  2 種類のオペレーシ ョ ンを実行し ます。 サーバン ト マネージ ャによ り 、 POA は、
ア ク テ ィ ブでないオブジェ ク ト への要求を受信し た と きに、 オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化
でき ます。 サーバン ト マネージ ャはオプシ ョ ンです。 た と えば、 起動時にサーバーがすべ
てのオブジェ ク ト を ロードする場合、 サーバン ト マネージ ャは不要です。 サーバン ト マ
ネージ ャは、 ForwardRequest 例外で別のオブジェ ク ト に要求を転送する よ う にク ラ イ
アン ト に指示する こ と もでき ます。

サーバン ト と は、 あ る イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのア ク テ ィ ブな イ ン ス タ ン スです。 POA 
は、 ア ク テ ィ ブなサーバン ト と それらのサーバン ト のオブジェ ク ト  ID のマ ッ プを管理し
ます。 POA は、 ク ラ イ アン ト 要求を受け取る と、 まずこのマ ッ プをチェ ッ ク し、 ク ラ イ ア
ン ト 要求に埋め込まれているオブジェ ク ト  ID が記録されているかど う かを確認し ます。
オブジェ ク ト  ID が見つかった場合、 POA は、 要求をサーバン ト に転送し ます。 オブジェ
ク ト  ID がマ ッ プに見つから なかった場合は、 適切なサーバン ト を見つけてア ク テ ィ ブ化
する よ う に、 サーバン ト マネージ ャに要求し ます。 これは、 あ く までも  1 つの例です。 実
際の処理の流れは、 使用し ている  POA ポ リ シーによ って異な り ます。

図 9.2 サーバン ト マネージャの動作例

サーバン ト マネージ ャには、 ServantActivator と  ServantLocator の 2 種類があ り ます。 どち
らの種類のサーバン ト マネージ ャが使用されるかは、 現在設定されているポ リ シーによ っ
て決ま り ます。 POA ポ リ シーの詳細については、 101 ページの 「POA ポ リ シー」 を参照し
て く ださ い。 通常、 サーバン ト ア ク テ ィ ベータは永続的オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し、
サーバン ト ロ ケータは一時的オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。

サーバン ト マネージ ャ を使用するには、 サーバン ト マネージ ャの種類を定義するポ リ シー
（サーバン ト ア ク テ ィ ベータの場合は ServantRetentionPolicy.RETAIN、 サーバン ト
ロ ケータの場合は ServantRetentionPolicy.NON_RETAIN） と と もに 
RequestProcessingPolicy. 
USE_SERVANT_MANAGER を設定する必要があ り ます。
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ServantActivators

ServantActivator は、 ServantRetentionPolicy.RETAIN および 
RequestProcessingPolicy. 
USE_SERVANT_MANAGER が設定されている場合に使用されます。

こ のサーバン ト マネージ ャによ ってア ク テ ィ ブ化されたサーバン ト は、 ア ク テ ィ ブオブ
ジェ ク ト マ ッ プに記録されます。

サーバン ト ア ク テ ィ ベータで要求を処理し ている間に、 次の動作が実行されます。

1 ク ラ イ アン ト 要求が受信されます。 ク ラ イ アン ト 要求は、 POA 名やオブジェ ク ト  ID な
どを保持し ています。

2 まず、 POA はア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プをチェ ッ ク し ます。 こ こ でオブジェ ク ト  
ID が見つかった場合は、 処理がサーバン ト に渡され、 ク ラ イ アン ト に応答が返されま
す。

3 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プにオブジェ ク ト  ID が見つから なかった場合、 POA は、
サーバン ト マネージ ャの incarnate を呼び出し ます。 incarnate は、 オブジェ ク ト  
ID、 およびオブジェ ク ト がア ク テ ィ ブ化される  POA を渡し ます。

4 サーバン ト マネージ ャが適切なサーバン ト を探し ます。

5 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プにサーバン ト  ID が入力され、 ク ラ イ アン ト に応答が返
されます。

メ モ etherealize メ ソ ッ ド イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と  incarnate メ ソ ッ ド イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンは、 ユーザー定義コード です。

サーバン ト は、 後で非ア ク テ ィ ブ化される こ と があ り ます。 これには、
deactivate_object オペレーシ ョ ン、 POA に関連付け られている  POA マネージ ャの非
ア ク テ ィ ブ化など、 い く つかの場合が考え られます。 オブジェ ク ト の非ア ク テ ィ ブ化の詳
細については、 107 ページの 「オブジェ ク ト の非ア ク テ ィ ブ化」 を参照し て く ださい。

こ のサンプルコード は、 サーバン ト ア ク テ ィ ベータ タ イプのサーバン ト マネージャです。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.FORB.init(args,null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
                  POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // 独自の POA のポリシーを作成します。PERSISTENT 存続期間ポリシーと 
         // USE_SERVANT_MANAGER 要求処理ポリシーが必要です 
         org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT), 
 

rootPOA.create_request_processing_policy(RequestProcessingPolicyValue. 
               USE_SERVANT_MANAGER) 
         }; 
         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_servant_activator_poa", 
               rootPOA.the_POAManager(), 
               policies ); 
         // サーバントアクティベータサーバントを作成し、そのリファレンスを取得
します。 
         ServantActivator sa = new AccountManagerActivator(); 
         // 独自の POA にサーバントアクティベータを設定します。 
         myPOA.set_servant_manager(sa); 
         org.omg.CORBA.Object ref; 
         // POA マネージャをアクティブ化 
         rootPOA.the_POAManager().activate(); 
         // 参照を生成し、それを書き出します。各当座預金口座と普通預金口座に 
         // 参照が 1 つずつあります。ここではサーバントを作成しておらず、 
         // サーバントの裏付けのない参照を生成しているだけ 
         // であることに注意してください 
         try { 
            ref = 
myPOA.create_reference_with_id("CheckingAccountManager".getBytes(), 
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                  "IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
            // 当座のオブジェクト ID を書き出します。 
            java.io.PrintWriter pw = 
                  new java.io.PrintWriter( new java.io.FileWriter("cref.dat")  
); 
            pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
            pw.close(); 
            ref = 
 
myPOA.create_reference_with_id("SavingsAccountManager".getBytes(), 
                  "IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
            // 普通のオブジェクト ID を書き出します。  

pw = new java.io.PrintWriter( new java.io.FileWriter("sref.dat") ); 
pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
pw.close(); 

         } catch ( java.io.IOException e ) { 
            System.out.println("Error writing the IOR to file "); 
            return; 
         } 
         System.out.println("Bank Manager is ready."); 
 
// 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

次に、 こ のサーバン ト ア ク テ ィ ベータの例でのサーバン ト マネージ ャ を示し ます。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class AccountManagerActivator extends _ ServantActivatorLocalBase { 
   public Servant incarnate (byte[] oid, POA adapter) throws ForwardRequest { 
      Servant servant; 
      String accountType = new String(oid); 
      System.out.println("¥nAccountManagerActivator.incarnate called with ID =  
                             " + accountType + "¥n"); 
      // AccountType に基づいて、当座または普通のサーバントを作成します。 
      if ( accountType.equalsIgnoreCase("SavingsAccountManager")) 
         servant = (Servant )new SavingsAccountManagerImpl(); 
      else 
         servant =(Servant)new CheckingAccountManagerImpl(); 
      new DeactivateThread(oid, adapter).start(); 
      return servant; 
   } 
 
   public void etherealize (byte[] oid, 
         POA adapter, 
         Servant serv, 
         boolean cleanup_in_progress, 
         boolean remaining_activations) { 
      System.out.println("¥nAccountManagerActivator.etherealize called with ID 
= 
                           " + new String(oid) + "¥n"); 
   } 
} 
class DeactivateThread extends Thread { 
   byte[] _oid; 
   POA _adapter; 
   public DeactivateThread(byte[] oid, POA adapter) { 
      _oid = oid; 
      _adapter = adapter; 
   } 
 
 public void run() {  
 
    try { 
    Thread.currentThread().sleep(15000); 
    System.out.println("¥nDeactivating the object with ID =  
    " + new String(_oid) + "¥n"); 
    _adapter.deactivate_object(_oid); 
    } catch (Exception e) { 
        e.printStackTrace(); 
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    } 
} 
 }

ServantLocators

一般に、 POA のア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プのサイ ズはかな り 大き く な り 、 メ モ リ に負
担がかか り ます。 メ モ リ 消費を削減するため、 POA の作成時に 
RequestProcessingPolicy. 
USE_SERVANT_MANAGER と  ServantRetentionPolicy.NON_RETAIN を使用し ます。
こ の場合、 サーバン ト と オブジェ ク ト の関連付けは、 ア ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プに保
存されません。 関連付けが保存されていないので、 要求があ るたびに ServantLocator 
サーバン ト マネージ ャが呼び出されます。

サーバン ト ロ ケータ を使って要求を処理し ている間に、 次の動作が実行されます。

1 ク ラ イ アン ト 要求が受信されます。 ク ラ イ アン ト 要求は、 POA 名と オブジェ ク ト  ID を
保持し ています。

2 ServantRetentionPolicy.NON_RETAIN を使用し ている ので、 POA は、 アク ティ ブ
オブジェ ク ト マ ッ プからオブジェ ク ト  ID を検索し ません。

3 POA は、 サーバン ト マネージ ャで preinvoke を呼び出し ます。 preinvoke は、 オブ
ジェ ク ト  ID、 オブジェ ク ト を起動する  POA、 2、 3 その他パラ メ ータ を渡し ます。

4 サーバン ト ロ ケータが適切なサーバン ト を探し ます。

5 サーバン ト で処理が行われ、 ク ラ イ アン ト に応答が返されます。

6 POA は、 サーバン ト マネージ ャで postinvoke を呼び出し ます。

メ モ preinvoke メ ソ ッ ド と  postinvoke メ ソ ッ ド は、 ユーザー定義コード です。

これは、 サーバン ト ロ ケータ タ イプのサーバン ト マネージ ャ を使ったサーバーコード の例
です。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
                  POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // 独自の POA のポリシーを作成します。PERSISTENT 存続期間ポリシー , 
         // USE_SERVANT_MANAGER 要求処理ポリシー、および NON_RETAIN 
         // サーバント管理ポリシーが必要です。このサーバント管理ポリシーに 
          // サーバントアクティベータではなくサーバントロケータが使用されます 
         org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT), 
            
rootPOA.create_servant_retention_policy(ServantRetentionPolicyValue. 
                  NON_RETAIN), 
            
rootPOA.create_request_processing_policy(RequestProcessingPolicyValue. 
                  USE_SERVANT_MANAGER) 
         }; 
         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_servant_locator_poa", 
               rootPOA.the_POAManager(), 
               policies ); 
         // サーバントロケータサーバントを作成し、そのリファレンスを取得します。 
         ServantLocator sl = new AccountManagerLocator(); 
         // 独自の POA にサーバントロケータを設定します。 
         myPOA.set_servant_manager(sl); 
         org.omg.CORBA.Object ref ; 
         // POA マネージャをアクティブ化 
         rootPOA.the_POAManager().activate(); 
         // 参照を生成し、それを書き出します。各当座預金口座と普通預金口座に 

// 参照が 1 つずつあります。ここではサーバントを作成しておらず、 
         // サーバントの裏付けのない参照を生成しているだけ 
         // であることに注意してください 
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         try { 
            ref = 
               
myPOA.create_reference_with_id("CheckingAccountManager".getBytes(), 
                  "IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
            // 当座のオブジェクト ID を書き出します。 
            java.io.PrintWriter pw = 
            new java.io.PrintWriter( new java.io.FileWriter("cref.dat") ); 
            pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
            pw.close(); 
            ref = 
               
myPOA.create_reference_with_id("SavingsAccountManager".getBytes(), 
                  "IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
            // 普通のオブジェクト ID を書き出します。 
            pw = new java.io.PrintWriter( new java.io.FileWriter("sref.dat") ); 
            pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
            pw.close(); 
         } catch ( java.io.IOException e ) { 
            System.out.println("Error writing the IOR to file "); 
            return; 
         } 
         System.out.println("BankManager is ready."); 
         // 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

次に、 こ の例でのサーバン ト マネージ ャ を示し ます。

import org.omg.PortableServer.*; 
import org.omg.PortableServer.ServantLocatorPackage.CookieHolder; 
public class AccountManagerLocator extends _ServantLocatorLocalBase { 
   public Servant preinvoke (byte[] oid,POA adapter, 
         java.lang.String operation, 
         CookieHolder the_cookie) throws ForwardRequest { 
      String accountType = new String(oid); 
      System.out.println("¥nAccountManagerLocator.preinvoke called with ID = 
" + 
            accountType + "¥n"); 
      if ( accountType.equalsIgnoreCase("SavingsAccountManager")) 
         return new SavingsAccountManagerImpl(); 
      return new CheckingAccountManagerImpl(); 
   } 
   public void postinvoke (byte[] oid, 
         POA adapter, 
         java.lang.String operation, 
         java.lang.Object the_cookie, 
         Servant the_servant) { 
      System.out.println("¥nAccountManagerLocator.postinvoke called with ID = 
" + 
            new String(oid) + "¥n"); 
   } 
}
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POA マネージャによる POA の管理

POA マネージ ャは、 POA の状態 （要求をキ ューに入れるか、 破棄するか） を制御し ます。
また、 POA を非ア ク テ ィ ブ化する こ と も でき ます。 POA は、 それぞれ 1 つの POA マネー
ジ ャオブジェ ク ト に関連付け られてお り 、 POA マネージャは、 1 つ以上の POA を制御で
き ます。

POA マネージ ャは、 POA の作成時に POA に関連付け られます。 POA マネージ ャ を使用す
るか、 null を指定して、 新しい POA マネージャを作成するかはユーザーが選択し ます。

次に、 POA と その POA マネージャ を指定する例を示し ます。

POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", 
      rootPOA.the_POAManager(), 
      policies ); 
POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", 
      null, 
      policies );

関連付け られている  POA がすべて破棄される と、 POA マネージャ も 「破棄」 されます。

POA マネージ ャには、 次の 4 種類の状態があ り ます。

■ 停止

■ ア ク テ ィ ブ

■ 破棄

■ 非ア ク テ ィ ブ

これらの状態によ って POA の状態も決ま り ます。 これらの状態の詳細については、 以下
の節で説明し ます。

現在の状態の取得

POA マネージ ャの現在の状態を取得するには、 次の構文を使用し て く ださい。

enum State{HOLDING, ACTIVE, DISCARDING, INACTIVE}; 
State get_state();

停止状態

POA マネージ ャは、 作成時にデフ ォル ト で停止状態にな り ます。 POA マネージャが停止
状態の場合、 POA は、 着信し た要求をすべてキ ューに入れます。

POA マネージ ャが停止状態の場合は、 アダプタ ア ク テ ィ ベータ を必要とする要求も キ ュー
に入 り ます。

POA マネージ ャ を停止状態にするには、 次の構文を使用し て く ださい。

void hold_requests (in boolean wait_for_completion) 
   raises (AdapterInactive);

wait_for_completion は Boolean です。 FALSE の場合、 こ のオペレーシ ョ ンは POA 
マネージ ャ を停止状態にし、 すぐに戻 り ます。 TRUE の場合、 このオペレーシ ョ ンは、 状
態の変更前に開始し たすべての要求が完了するか、 POA マネージャが停止以外の状態に変
化し ない と戻 り ません。 AdapterInactive は、 このオペレーシ ョ ンを呼び出し た時点で 
POA マネージ ャがすでに非ア ク テ ィ ブ状態の場合に生成される例外です。

メ モ 非ア ク テ ィ ブ状態の POA マネージャは、 停止状態に変更でき ません。

キ ューに入ってお り 、 まだ起動されていない要求は、 停止状態の間、 そのま まキ ューの中
に保持されます。
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アクティブ状態

POA マネージ ャがア ク テ ィ ブ状態の場合、 関連する  POA は、 要求を処理し ます。

POA マネージ ャ をア ク テ ィ ブ状態にするには、 次の構文を使用し て く ださい。

void activate() 
   raises (AdapterInactive);

AdapterInactive は、 このオペレーシ ョ ンを呼び出し た時点で POA マネージャがすで
に非ア ク テ ィ ブ状態の場合に生成される例外です。

メ モ 非ア ク テ ィ ブ状態の POA マネージャは、 ア ク テ ィ ブ状態に変更でき ません。

破棄状態

POA マネージ ャが破棄状態の場合、 関連する  POA は、 まだ起動されていない要求をすべ
て破棄し ます。 こ の と き、 POA に登録されている アダプタ ア ク テ ィ ベータは呼び出されま
せん。 POA が受け取る要求の数が多すぎ る場合は、 この状態が便利です。 その場合は、 破
棄された要求を再送信する よ う にク ラ イ アン ト に通知する必要があ り ます。 POA が受け取
る要求の数が多すぎ るかど う かを判定するための機能は用意されていません。 必要に応じ
て、 ユーザー自身でス レ ッ ド の監視機能を設定し て く ださい。

POA マネージ ャ を破棄状態にするには、 次の構文を使用し て く ださい。

void discard_requests(in boolean wait_for_completion) 
   raises (AdapterInactive);

wait_for_completion オプシ ョ ンはブール値です。 FALSE の場合、 こ のオペレーシ ョ
ンは POA マネージャ を停止状態にし、 すぐに戻 り ます。 TRUE の場合、 このオペレーシ ョ
ンは、 状態の変更前に開始し たすべての リ ク エス ト が完了するか、 POA マネージャが破棄
以外の状態に変化し ない と戻 り ません。 AdapterInactive は、 こ のオペレーシ ョ ンを呼
び出し た時点で POA マネージャがすでに非ア ク テ ィ ブ状態の場合に生成される例外です。

メ モ 非ア ク テ ィ ブ状態の POA マネージャは、 破棄状態に変更でき ません。

非アクティブ状態

POA マネージ ャが非ア ク テ ィ ブ状態の場合、 関連する  POA は、 着信し た要求を受け付け
ません。 こ の状態は、 関連する  POA をシャ ッ ト ダウ ンする と きに使用し ます。

メ モ 非ア ク テ ィ ブ状態の POA マネージャは、 ほかの状態に変更でき ません。

POA マネージ ャ を非ア ク テ ィ ブ状態にするには、 次の構文を使用し て く ださい。

void deactivate (in boolean etherealize_objects, in boolean 
wait_for_completion) 
   raises (AdapterInactive);

状態の変更後に、 etherealize_objects が TRUE の場合、 Servant 
RetentionPolicy.RETAIN と  
RequestProcessingPolicy.USE_SERVANT_MANAGER が設定されているすべての関連
する  POA は、 すべてのア ク テ ィ ブオブジェ ク ト についてサーバン ト マネージャの 
etherealize を呼び出し ます。 etherealize_objects が FALSE の場合、
etherealize は呼び出されません。 wait_for_completion オプシ ョ ンはブール値です。
FALSE の場合、 このオペレーシ ョ ンは、 状態を非ア クテ ィ ブ化してすぐに戻り ます。 TRUE 
の場合、 このオペレーシ ョ ンは、 状態の変更前に開始されたすべての要求が完了するか、 す
べての関連する  POA （ServantRetentionPolicy. 
RETAIN と  RequestProcessingPolicy.USE_SERVANT_MANAGER が設定） で 
etherealize が呼び出される まで戻 り ません。 AdapterInactive は、 こ のオペレーシ ョ ン
を呼び出し た時点で POA マネージャがすでに非ア ク テ ィ ブ状態の場合に生成される例外
です。
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サーバー接続マネージャ、およびそれらのプロパティ

メ モ POA には、 これまで BOA によ ってサポー ト されていた リ スナー機能 とデ ィ スパッチャ機
能に関するポ リ シーがあ り ません。 これらの機能を提供するため、 VisiBroker 固有のポ リ
シー （ServerEnginePolicy） を使用でき ます。

Visibroker では、 Visibroker サーバーのエン ド ポイ ン ト を定義および調整するために、 たい
へん柔軟性のあ る メ カニズムが提供されています。 この場合のエン ド ポイ ン ト と は、 ク ラ
イ アン ト がサーバーと通信するための通信チャネルの接続先です。 サーバーエンジンは、
設定可能なプロパテ ィ のセ ッ ト と し て提供される接続エン ド ポイ ン ト のための仮想抽象コ
ンポーネン ト です。

抽象 ServerEngine は、 次の項目を制御でき ます。

■ 接続 リ ソースの種類

■ 接続管理

■ ス レ ッ ド モデル と要求のデ ィ スパッチ

サーバーエンジンと POA

Visibroker の POA は、 ServerEngine と多対多の関係を持つこ と ができ ます。 1 つの POA を
複数の ServerEngine に、 また 1 つの ServerEngine を複数の POA に関連付ける こ と ができ ま
す。 そのため、 POA （および POA 上の CORBA オブジェ ク ト ） は、 複数の通信チャネル
をサポー ト でき ます。

図 9.3 サーバーエンジンの概要

も単純な例は、 POA がそれぞれに固有のサーバーエンジンを 1 つだけ持つ場合です。 こ
の場合、 各 POA への要求は、 それぞれ異なるポー ト で受信されます。 また、 1 つの POA 
が複数のサーバーエンジンを持つこ と も でき ます。 この場合は、 その POA が複数の入力
ポー ト から着信する要求をサポー ト し ます。

POA は、 サーバーエンジンを共有でき ます。 サーバーエンジンが共有されている場合は、
複数の POA が同じポー ト を監視し ます。 複数の POA への要求が同じポー ト に着信し て
も、 それらの要求は、 埋め込まれている  POA 名を利用し て正し く デ ィ スパッチされます。
こ のよ う な状況は、 デフ ォル ト のサーバーエンジンを使用し、 新しいサーバーエンジンを
指定し ないで複数の POA を作成する場合などに起こ り ます。

サーバーエンジンは名前によって識別され、 その名前が 初に組み込まれる と きに定義され
ます。 Visibroker では、 デフ ォル ト で次の 3 つのサーバーエンジン名が定義されています。

■ iiop_tp ： ス レ ッ ド プールデ ィ スパッチャ を使用し た TCP ト ラ ン スポー ト

■ iiop_ts ： セ ッ シ ョ ンご と ス レ ッ ドデ ィ スパッチャ を使用し た TCP ト ラ ン スポー ト

■ iiop_tm ： メ イ ン ス レ ッ ドデ ィ スパッチャ を使用し た TCP ト ラ ン スポー ト

BOA の下位互換性を保持する ために、 さ らに 2 つのサーバーエンジン boa_tp と  boa_ts を
使用でき ます。
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POA とサーバーエンジンの関連付け
POA に関連付け られているデフ ォル ト のサーバーエンジンを変更するには、 プロパ
テ ィ  vbroker.se.default を使用し ます。 た と えば、 次のよ う に設定し ます。

vbroker.se.default=MySE

これは、 MySE と い う 名前の新しいサーバーエンジンを定義し ています。 ルー ト  POA と、
作成されたすべての子 POA は、 デフ ォル ト でこのサーバーエンジンに関連付け られます。

また、 SERVER_ENGINE_POLICY_TYPE POA ポ リ シーを使用する と、 POA を特定のサー
バーエンジンに明示的に関連付け る こ と ができ ます。 次に例を示し ます。

// ServerEngine ポリシー値を作成します。 
org.omg.CORBA.Any seAny = orb.create_any();  
org.omg.CORBA.StringSequenceHelper.insert(seAny, new String[]{"MySE"});  
org.omg.CORBA.Policy sePolicy = 
orb.create_policy(com.inprise.vbroker.PortableServerExt.SERVER_ENGINE_POLICY_TY
PE.value,        
     seAny);  
                                                    
// POA のポリシーを作成します。 
org.omg.CORBA.Policy[] policies = {  
    rootPOA.create_lifespan_policy(LifeSpanPolicyValue.PERSISTENT),  
    sePolicy  
};  
 
// ポリシー付きで POA を作成します。 
POA myPOA = rootPOA.create_POA("bank_se_policy_poa", rootPOA.the_POAManager(), 
policies);

POA は IOR テンプレー ト を持ち、 そのプロ フ ァ イルは、 POA に関連付け られているサー
バーエンジンから取得されます。

サーバーエンジンポ リ シーを指定し ない と、 POA は、 サーバーエンジン名が iiop_tp で
あ る とみな し て、 次のデフ ォル ト 値を使用し ます。

vbroker.se.iiop_tp.host=null 
vbroker.se.iiop_tp.proxyHost=null 
vbroker.se.iiop_tp.scms=iiop_tp

デフ ォル ト のサーバーエンジンポ リ シーを変更するには、 vbroker.se.default プロパ
テ ィ を使って新しいサーバーエンジンポ リ シー名を入力し、 新しいサーバーエンジンのす
べての要素に値を定義し て く ださ い。 次に例を示し ます。

vbroker.se.default=abc,def 
vbroker.se.abc.host=cob 
vbroker.se.abc.proxyHost=null 
vbroker.se.abc.scms=cobscm1,cobscm2 
vbroker.se.def.host=gob 
vbroker.se.def.proxyHost=null 
vbroker.se.def.scms=gobscm1
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サーバーエンジンのエン ド ポイン ト のホス ト の定義
サーバーエンジンは接続のエン ド ポ イ ン ト の定義に使用されるため、 エン ド ポイ ン ト
のホス ト を指定するために次のプロパテ ィ が提供されています。

■ vbroker.se.<se-name>.host=<host-URL>: 
vbroker.se.mySE.host=host.borland.com （例）

■ vbroker.se.<se-name>.proxyHost=<proxy-host-URL-or-IP-address>:  
vbroker.se.mySE.proxyHost=proxy.borland.com （例）

proxyHost プロパテ ィ の値には、 IP ア ド レ ス を指定する こ と も でき ます。 その場合は、
IOR 内のデフ ォル ト ホス ト 名がその IP ア ド レ スに置き換え られます。

ServerEngine の抽象エン ド ポイ ン ト は、 サーバー接続マネージ ャ （SCM） と呼ばれる設定
可能な一連のエンテ ィ テ ィ によ って さ らに詳細に設定でき ます。 ServerEngine は、 複数の 
SCM を持つこ と ができ ます。 SCM は、 複数の ServerEngine で共有でき ません。 SCM も名
前によ って識別され、 ServerEngine に対し て次のよ う に定義されます。

vbroker.se.<se-name>.scms=<SCM-name>[,<SCM-name>,...]

メ モ iiop_tp および liop_tp の Server Engine には、 それぞれ iiop_tp および liop_tp と い う  
SCM が指定されています。

サーバー接続マネージャ

サーバー接続マネージ ャ （SCM） は、 エン ド ポイ ン ト の設定可能なコ ンポーネン ト を定義
し ます。 SCM は、 接続 リ ソース を管理し、 要求を監視し、 関連付け られている  POA に要
求をデ ィ スパッチし ます。 これらの機能を実行するため、 プロパテ ィ グループを介し て定
義される次の 3 つの論理エンテ ィ テ ィ が SCM によ って提供されます。

■ マネージ ャ

■ リ スナー

■ デ ィ スパッチャ

各 SCM は、 マネージャ、 リ スナー、 デ ィ スパッチャ を 1 つずつ持ちます。 この 3 つがす
べて定義されている場合に、 単一のエン ド ポイ ン ト 定義が形成され、 ク ラ イ アン ト はサー
バーと通信でき る よ う にな り ます。

マネージャ
マネージ ャは、 接続 リ ソースの設定可能部分を定義する一連のプロパテ ィ です。
VisiBroker は、 Socket 型のマネージ ャ を提供し ます。

VisiBroker for Java は、 Socket 型と、 Socket 型の一種で Java NIO パッ ケージを使用する  
Socket_nio だけをサポー ト し ます。 詳細については、 123 ページの 「ス レ ッ ド と接続の管
理」 を参照し て く ださ い。

サーバーのエン ド ポイ ン ト で受け入れる こ と ができ る 大同時接続数を指定するには、
connectionMax プロパテ ィ を使用し ます。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.manager.connectionMax=<integer>

connectionMax を 0 に設定する と、 接続数に制限がないこ と を示し ます。 これはデフ ォ
ル ト の設定です。

大ア イ ド ル時間を指定するには、 connectionMaxIdle プロパテ ィ を使用し ます。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.manager.connectionMaxIdle=<seconds>

connectionMaxIdle を 0 に設定する と、 タ イ ムア ウ ト がないこ と を示し ます。 これは
デフ ォル ト の設定です。

ガベージ コ レ ク シ ョ ン時間は、 次のプロパテ ィ を使って指定し ます。

vbroker.orb.gcTimeout=<seconds>

0 を指定する と、 接続はガベージコ レ ク シ ョ ンによ って回収されません。
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リ スナー
リ スナーは、 SCM が メ ッ セージを監視する方法を決定する  SCM コ ンポーネン ト で
す。 マネージ ャ と同様に、 リ スナーも一連のプロパテ ィ で構成されます。 VisiBroker 
では、 TCP 接続に対し て IIOP リ スナーが定義されています。

リ スナーは、 実際の基底の ト ラ ン スポー ト メ カニズムに密接し ているため、 異なる リ ス
ナータ イプ間では リ スナーのプロパテ ィ に可搬性があ り ません。 次に定義される よ う に、
各 リ スナータ イプが独自のプロパテ ィ セ ッ ト を持ちます。

IIOP リ スナーのプロパテ ィ

IIOP リ スナーでは、 ホス ト と組み合わせて、 ポー ト と （必要に応じ て） プロ キシポー ト を
定義する必要があ り ます。 これらは、 port プロパテ ィ と  proxyPort プロパテ ィ を使用
し て、 次のよ う に設定されます。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.listener.port=<port> 
vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.listener.proxyPort=<proxy-port>

メ モ port プロパテ ィ を設定し ない場合、 または 0 に設定し た場合は、 ポー ト が無作為に選択さ
れます。 proxyPort プロパテ ィ の値を 0 にする と、 listener.port プロパテ ィ によ っ
て定義されるか、 システムによって無作為に選択された実際のポー ト が IOR に含まれます。
実際のポー ト を宣言する必要がない場合は、 プロキシポー ト を正数 （0 以外） に設定して く
ださい。

また、 VisiBroker では、 GIOP のバージ ョ ンを指定するためのプロパテ ィ もサポー ト されて
います。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.listener.giopVersion=<version>

デ ィ スパッ チャ
デ ィ スパッチャは、 SCM がス レ ッ ド に要求をデ ィ スパッチする方法を決定する一連
のプロパテ ィ を定義し ます。 ThreadPool、 ThreadSession、 MainThread の 3 つ
のタ イプのデ ィ スパッチャが提供されています。 デ ィ スパッチャのタ イプは、 次のよ
う に type プロパテ ィ を使って設定し ます。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.dispatcher.type=ThreadPool|ThreadSession|
MainThread

デ ィ スパッチャ タ イプが ThreadPool の場合は、 SCM を介し て さ らに詳細な制御が提供さ
れます。 ThreadPool は、 ス レ ッ ド プール内に作成でき る 小ス レ ッ ド数 と 大ス レ ッ ド
数、 およびア イ ド ル状態のス レ ッ ド が破棄される までの 大時間 （秒） を定義し ます。 こ
れらの値は、 次のプロパテ ィ で制御されます。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.dispatcher.threadMin=<integer> 
vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.dispatcher.threadMax=<integer> 
vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.dispatcher.threadMaxIdle=<seconds>

ThreadPool デ ィ スパッチャで、 「冷却時間」 を設定でき ます。 接続の作成時または要求の
到着時に、 サービ ス を提供されている  GIOP 接続が読み取 り 可能な場合、 ス レ ッ ド は
「ホ ッ ト 」 です。 冷却時間 （秒） が経過する と、 ス レ ッ ド はス レ ッ ド プールに戻すこ と が
でき ます。

Java NIO パッ ケージを使用する よ う に設定されている場合、 VisiBroker for Java は、 冷却時
間プロパテ ィ をサポー ト し ます。 詳細については、 136 ページの 「VisiBroker for Java の高
ス ケーラ ビ リ テ ィ 設定 （Java NIO の使用）」 を参照し て く ださい。

次のプロパテ ィ を使って冷却時間を設定し ます。

vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.dispatcher.coolingTime=<seconds>
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以上のプロパティを使用するタイミング

サーバーエンジンのプロパテ ィ の一部は、 何度も変更する必要があ り ます。 これらのプロ
パテ ィ を変更する方法は、 目的に応じ て異な り ます。 た と えば、 ポー ト 番号を変更する場
合は、 次の方法があ り ます。

■ デフ ォル ト の listener.port プロパテ ィ を変更する。

■ 新しいサーバーエンジンを作成する。

デフ ォル ト  listener.port プロパテ ィ の変更が も簡単ですが、 デフ ォル ト サーバーエ
ンジンを使用するすべての POA に影響が出ます。 そし て、 それで問題がない場合と、 問
題にな る場合があ り ます。

特定の POA においてポー ト 番号を変更する場合は、 新しいサーバーエンジンを作成し、
そのプロパテ ィ を定義し て、 POA の作成時にそのサーバーエンジンを参照する必要があ り
ます。 前の節では、 サーバーエンジンのプロパテ ィ を更新する方法を示し ま し た。 こ こ で
は、 サーバーエンジンのプロパテ ィ を定義し、 ユーザー定義のサーバーエンジンポ リ シー
を使って POA を作成する方法を示し ます。 次のコー ド を参照し て く ださい。

// Server.java 
import org.omg.PortableServer.*; 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
 
      // ORB を初期化します。 
     org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // プロパティマネージャを取得します。 
      com.inprise.vbroker.properties.PropertyManager pm = 
            ((com.inprise.vbroker.orb.ORB)orb).getPropertyManager(); 
 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.host", ""); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.proxyHost", ""); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scms", "scmlist"); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.manager.type", "Socket"); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.manager.connectionMax", 100); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.manager.connectionMaxIdle", 
         300); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.listener.type", "IIOP"); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.listener.port", 55000); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.listener.proxyPort", 0); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.dispatcher.type", 
         "ThreadPool"); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.dispatcher.threadMax", 100); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.dispatcher.threadMin", 5); 
      pm.addProperty("vbroker.se.mySe.scm.scmlist.dispatcher.threadMaxIdle", 
         300); 
      // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
      POA rootPOA = 
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
      // 独自のサーバーエンジンポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Any seAny = orb.create_any(); 
      org.omg.CORBA.StringSequenceHelper.insert(seAny, new String[]{"mySe"}); 
      org.omg.CORBA.Policy sePolicy = 
      orb.create_policy( 
           
com.inprise.vbroker.PortableServerExt.SERVER_ENGINE_POLICY_TYPE.value, 
                  seAny); 
         // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
           org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
         
rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT),sePolicy 
      }; 
      // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
      POA myPOA = rootPOA.create_POA("bank_se_policy_poa", 
            rootPOA.the_POAManager(), 
            policies ); 
      // サーバントを作成します。 
      AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
      // サーバントをアクティブ化します。 
      myPOA.activate_object_with_id("BankManager".getBytes(), managerServant); 
      // リファレンスを取得します。 
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      org.omg.CORBA.Object ref = myPOA.servant_to_reference(managerServant); 
 
      // IOR を書き出します。 
      try { 
         java.io.PrintWriter pw = 
               new java.io.PrintWriter( new java.io.FileWriter("ior.dat") ); 
         pw.println(orb.object_to_string(ref)); 
         pw.close(); 
      } catch ( java.io.IOException e ) { 
         System.out.println("Error writing the IOR to file ior.dat"); 
         return; 
      } 
      // POA マネージャをアクティブ化 
      rootPOA.the_POAManager().activate(); 
      System.out.println(ref + " is ready."); 
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}
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アダプタアクティベータ

アダプタ ア ク テ ィ ベータは、 POA に関連付け られてお り 、 オンデマン ド で子 POA を作成
する機能を提供し ます。 これは、 find_POA オペレーシ ョ ンの間か、 特定の子 POA を指
定する要求が受信された と きに行われます。

POA は、 アダプタ ア ク テ ィ ベータ を利用し て、 オンデマン ド で子 POA を作成でき ます。
オンデマン ド で子 POA が作成されるのは、 子 POA （またはその 1 つ） を指定する要求を
受信し た と きの処理過程か、 ア ク テ ィ ブ化パラ メ ータ値が TRUE の状態で find_POA が呼
び出された と きです。 実行の開始時に、 必要な POA をすべて作成する よ う なアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーでは、 アダプタ ア ク テ ィ ベータの使用や提供は不要です。 アダプタ ア ク
テ ィ ベータは、 要求の処理中に POA を作成する場合にだけ必要です。

POA から アダプタ ア ク テ ィ ベータへの要求が処理されている間、 新しい POA （または子
以下の POA） によ って管理されるオブジェ ク ト への要求は、 すべてキ ューに入れられま
す。 こ のシ リ ア ラ イゼーシ ョ ンによ り 、 新しい POA に要求が配信される前に、 アダプタ
ア ク テ ィ ベータは POA の初期化を完了でき ます。

アダプタ ア ク テ ィ ベータの使用例については、 製品に付属し ている  POA の  
adaptor_activator サンプルを参照し て く ださい。

要求の処理

要求では、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト のオブジェ ク ト  ID、 およびそのオブジェ ク ト リ フ ァ レ
ン ス を作成し た POA を保持し ます。 ク ラ イ アン ト が要求を送信する と、 まず VisiBroker 
ORB が適切なサーバーを探すか、 必要に応じ てサーバーを起動し ます。 次に、 そのサー
バー内の適切な POA を探し ます。

VisiBroker ORB は、 適切な POA を見つける と、 その POA に要求を配信し ます。 こ の時点
で要求がどのよ う に処理されるかは、 POA のポ リ シーおよびオブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化
状態によ って異な り ます。 オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化状態については、 105 ページの
「オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化」 を参照し て く ださい。

■ POA に ServantRetentionPolicy.RETAIN があ る場合は、 POA はア ク テ ィ ブオブ
ジ ェ ク ト マ ッ プを参照し て、 要求のオブジ ェ ク ト  ID に関連付け られたサーバン ト を探
し ます。 サーバン ト が見つかった場合は、 そのサーバン ト の適切な メ ソ ッ ド を起動し
ます。

■ POA に ServantRetentionPolicy.NON_RETAIN または 
ServantRetentionPolicy.RETAIN があ り 、 適切なサーバン ト が見つから なかった
場合は、 次の処理に続き ます。

■ POA に RequestProcessingPolicy.USE_DEFAULT_SERVANT があ る場合、 POA 
はデフ ォル ト サーバン ト で適切な メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

■ POA に RequestProcessingPolicy.USE_SERVANT_MANAGER があ る場合は、
サーバン ト マネージ ャの incarnate または preinvoke を呼び出し ます。

■ POA に RequestProcessingPolicy.USE_OBJECT_MAP_ONLY があ る場合、 例外
が発生し ます。

サーバン ト マネージ ャ を起動し て も、 オブジェ ク ト を具現化でき ない場合は、 サーバン ト
マネージ ャが ForwardRequest 例外を生成する こ と があ り ます。
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第 章

Chapter   10 スレッドと接続の管理   
こ こ では、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムやオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで複数のス
レ ッ ド を使用する方法について説明し ます。 さ らに、 VisiBroker ス レ ッ ドおよび接続のモ
デルについて理解を深めます。

スレッドの使い方

ス レ ッ ド は、 プロセス内の一連の制御の流れのこ と で、 軽量プロセス と も呼ばれます。 ス
レ ッ ド では、 ほかのス レ ッ ド と基本要素を共有し て、 オーバーヘッ ド を減ら し ます。 ま
た、 軽量なので、 1 つのプロセス内に多数のス レ ッ ド が共存でき ます。

マルチス レ ッ ド では、 単一のアプ リ ケーシ ョ ン内で同期が可能になるので、 パフ ォーマン
スが向上し ます。 また、 複数の独立し た計算を同時に行 う ス レ ッ ド を使用すれば、 効率的
なアプ リ ケーシ ョ ンを構成でき ます。 た と えば、 複数のフ ァ イル操作やネ ッ ト ワーク オペ
レーシ ョ ンを同時に実行し ながら、 多 く のユーザーと対話する よ う なデータベースシステ
ムが考え られます。

あ る要求から別の要求へ非同期に移動する  1 つの制御ス レ ッ ド と し て ソ フ ト ウ ェアを記述
する こ と もでき ますが、 各要求を独立し たシーケン ス と し て記述し、 さ まざまなオペレー
シ ョ ンの同期イ ン ター リ ーブは基底のシステムで処理し た方が、 コード はシンプルにな り
ます。

マルチス レ ッ ド は、 次のよ う な場合に有効です。

■ ほかの処理には必ずし も依存し ない複数の長いオペレーシ ョ ングループ （ウ ィ ン ド ウ
の描画、 ド キ ュ メ ン ト の印刷、 マウ ス ク リ ッ ク に対する反応、 スプレ ッ ド シー ト の計
算、 シグナル処理など） があ る場合。

■ データがほ と んど ロ ッ ク されてない場合。 つま り 、 共有データの量が明らかで、 少量
の場合。

■ タ ス ク を複数の役割に分割でき る場合。 た と えば、 シグナルを処理する ス レ ッ ド と
ユーザーイ ン ターフ ェース を処理する ス レ ッ ド に分割でき る場合。

ス レ ッ ド と接続の管理は、 サーバーエンジン と呼ばれるエンテ ィ テ ィ のス コープ内で行い
ます。 複数のデフ ォル ト のサーバーエンジンが VisiBroker によ って自動的に作成されま
す。 これには、 IIOP 向けや LIOP 向けのス レ ッ ド プールエンジンなどが含まれます。 アプ
リ ケーシ ョ ンによ り 、 VisiBroker サーバー内で追加のサーバーエンジンを使用し た り 作成
する こ と ができ ます。 次のデ ィ レ ク ト リ にあ るサンプルを参照し て く ださい。

<install_dir>/examples/vbe/poa/server_engine_policy/Server.java

サーバーエンジンは個別に作成、 設定、 および使用する こ と ができ ます。 サーバーエンジ
ンの作成や設定を行って も、 同じサーバー内のほかのサーバーエンジンには影響し ませ
ん。 通常、 各サーバーエンジンには、 監視ポイ ン ト ／ソ ケ ッ ト と呼ばれる  1 つの ト ラ ン ス
ポー ト エン ド ポイ ン ト があ り ます。
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サーバーエンジン と  POA の関係は多対多です。 各サーバーエンジンを複数の POA が使用
でき ます。 また、 各 POA は複数のサーバーエンジンを使用でき ます。

サーバーエンジンは、 複数のサーバー接続マネージ ャ （SCM） で構成されます。 SCM は、
マネージ ャ、 リ スナー、 およびデ ィ スパッチャで構成されます。 マネージ ャ、 リ スナー、
およびデ ィ スパッチャのプロパテ ィ を設定し て、 SCM の機能を決定でき ます。 これらの
プロパテ ィ については、 133 ページの 「接続管理プロパテ ィ の設定」 を参照し て く ださい。

リスナースレッド、ディスパッチャスレッド、および作業
スレッド

各サーバーエンジンには、 リ スナース レ ッ ド とデ ィ スパッチャ ス レ ッ ド があ り ます。 リ ス
ナース レ ッ ド は次の役割を分担し ます。

■ 新しい接続の受け付け。 し たがって、 リ スナース レ ッ ド は監視エン ド ポイ ン ト を監視
し ます。

■ ア イ ド ル状態の GIOP 接続の可読性の監視

■ 監視 リ ス ト の更新

■ プロパテ ィ 設定に基づ く ア イ ド ル状態の接続のガベージ コ レ ク シ ョ ン

デ ィ スパッチャは、 要求の送信先のス レ ッ ド を決定し ます。

各サーバーエンジンは、 一定数の作業ス レ ッ ド を使用し て、 要求の受け取 り と処理を行い
ます。 要求は、 それぞれ異な る作業ス レ ッ ド によ って処理されます。 特定の要求の読み取
り 、 処理 （サーバー側イ ン ターセプタのイ ン ターセプ ト など）、 および応答は、 すべて同
じ ス レ ッ ド によ って処理されます。 サーバーエンジンが使用する作業ス レ ッ ド の数は、 次
の要素によ って異な り ます。

■ ス レ ッ ド モデル

■ 同時処理する要求または接続の数

■ プロパテ ィ 設定

スレッドポリシー

VisiBroker がサポー ト する主な 2 つのス レ ッ ド モデルは、 ス レ ッ ド プール （要求ご と のス
レ ッ ド または TPool と も呼ばれる） と セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド （接続ご と のス レ ッ ド
または TSession と も呼ばれる） です。 シングルス レ ッ ド モデル と メ イ ン ス レ ッ ド モデル
については、 こ こ では扱いません。 ス レ ッ ド プール と セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド のモデル
は、 次の点で基本的に異なっています。

■ 作成される状況

■ 同じ ク ラ イ アン ト から複数の要求を同時に受け取った場合の処理方法

■ ス レ ッ ド を解放する タ イ ミ ング と方法

デフ ォル ト のス レ ッ ド ポ リ シーは、 ス レ ッ ド プールです。 セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド の設
定やス レ ッ ド プールモデルのプロパテ ィ の変更については、 130 ページの 「デ ィ スパッチ
のポ リ シーと プロパテ ィ の設定」 を参照し て く ださい。
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スレッドプールポリシー

スレッドプールポリシー

サーバーがス レ ッ ド プールポ リ シーを使用する場合、 ク ラ イ アン ト 要求を処理するために
割 り 当て る こ と ができ る 大のス レ ッ ド数が定義されます。 各ク ラ イ アン ト 要求ご と に 1 
つの作業ス レ ッ ド が割 り 当て られますが、 この作業ス レ ッ ド はその要求が存続し ている間
のみ有効です。 要求が完了する と、 その要求に割 り 当て られていた作業ス レ ッ ド は、 使用
可能なス レ ッ ド のプールに入れられ、 その後、 任意のク ラ イ アン ト から受け取る要求の処
理に割 り 当て られます。

こ のモデルでは、 サーバーオブジェ ク ト への要求 ト ラ フ ィ ッ ク の量に基づいてス レ ッ ド が
割 り 当て られます。 つま り 、 サーバーに同時に多 く の要求を送る非常にア ク テ ィ ブな ク ラ
イ アン ト は、 要求をすばや く 実行でき る よ う に複数のス レ ッ ド によ って処理されます。 一
方、 あま り ア ク テ ィ ブでないク ラ イ アン ト は、 別のク ラ イ アン ト と  1 つのス レ ッ ド を共有
する こ と にな り ますが、 それでも要求はすぐに処理されます。 さ らに、 ス レ ッ ド を破棄し
ないで再利用し、 複数の新しい接続に割 り 当て る こ と ができ るので、 作業ス レ ッ ド の作成
や破棄にかかるオーバーヘッ ド を削減でき ます。

VisiBroker は、 デフ ォル ト の同時ク ラ イ アン ト 要求の数に基づき、 ス レ ッ ド プール内のス
レ ッ ド数を動的に割 り 当て こ と によ り 、 システム リ ソースの消費を抑えます。 ク ラ イ アン
ト がビジーにな る と、 それに応じ て新しいス レ ッ ド が割 り 当て られます。 ア ク テ ィ ブでな
いス レ ッ ド は、 VisiBroker によ って解放され、 現在のク ラ イ アン ト の要求に必要な数だけ
ス レ ッ ド を保持し ます。 こ のよ う に、 サーバーでは常に 適な数のス レ ッ ド をア ク テ ィ ブ
化し てお く こ と ができ ます。

ス レ ッ ド プールのサイ ズは、 サーバーのア ク テ ィ ビテ ィ に応じ て変化し ます。 ただし、 特
定の分散システムのニーズに合わせ、 サーバーの実行前または実行中でも、 完全に設定が
可能です。 ス レ ッ ド プールモデルでは、 次の項目を設定でき ます。

■ 大および 小のス レ ッ ド数

■ 大ア イ ド ル時間

ク ラ イ アン ト 要求が受信されるたびに、 その要求を処理するためにス レ ッ ド プールから ス
レ ッ ド の割 り 当てが行われます。 それが 初のク ラ イ アン ト 要求で、 プールが空の場合
は、 ス レ ッ ド が 1 つ作成されます。 同様に、 すべてのス レ ッ ド がビジーであ る場合も、 新
しいス レ ッ ド が作成されて、 要求を処理し ます。

サーバーでは、 ク ラ イ アン ト 要求の処理を割 り 当て る こ と ができ る 大のス レ ッ ド数を定
義でき ます。 使用可能なス レ ッ ド がプール内にな く 、 すでに 大数のス レ ッ ド が作成され
ている場合は、 現在使用されている ス レ ッ ド が解放されてプールに戻される まで、 要求は
ブロ ッ ク されます。

ス レ ッ ド プールは、 デフ ォル ト のス レ ッ ド ポ リ シーです。 この環境を定義するために必要
な設定はあ り ません。 ス レ ッ ド プールのプロパテ ィ を設定する場合は、 130 ページの
「デ ィ スパッチのポ リ シーと プロパテ ィ の設定」 を参照し て く ださい。

図 10.1 使用可能なスレ ッ ド プール

上の図は、 ス レ ッ ド プールポ リ シーによ るオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。 
名前からわかる よ う に、 こ のポ リ シーには、 作業ス レ ッ ド と し て使用でき るプールがあ り
ます。
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図 10.2 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 による要求の送信

上の図で、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 は、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
と の接続を確立し、 要求を処理する ス レ ッ ド が作成されます。 ス レ ッ ド プールでは、 ク ラ
イ アン ト ご と に 1 つずつ接続が確立され、 接続ご と に 1 つのス レ ッ ド が作成されます。 着
信し た要求を作業ス レ ッ ド が受け取る と、 その作業ス レ ッ ド はプールから削除されます。

ス レ ッ ド プールから除去された作業ス レ ッ ド は、 常時要求を監視し ています。 要求が着信
する と、 作業ス レ ッ ド は要求を読み取 り 、 適切なオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに
その要求を送 り ます。 作業ス レ ッ ド が要求をオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに送る
前に、 その作業ス レ ッ ド は次の要求を監視する別の作業ス レ ッ ド を起動し ます。
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図 10.3 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 2 による要求の送信

上の図では、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 2 が接続を確立し、 要求を送信し ます。 そ
の結果、 2 番めの作業ス レ ッ ド が作成されます。 作業ス レ ッ ド  # 3 は、 要求の着信を監視
し ている状態です。

図 10.4 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 による第 2 の要求の送信

上の図では、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 から  2 番めの要求が着信し、 作業ス レ ッ
ド  # 4 が使用されています。 この と き、 新しい要求を監視する作業ス レ ッ ド  # 5 が作成さ
れます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 から さ らに要求が着信する と、 監視中のス
レ ッ ド が要求を受信するたびに新しいス レ ッ ド が生成され、 要求の処理に割 り 当て られま
す。 作業ス レ ッ ド は、 タ ス ク を完了する と プールに戻 り 、 再びク ラ イ アン ト からの要求を
処理でき る状態にな り ます。
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セッションごとのスレッドポリシー

セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド （TSession） ポ リ シーでは、 ク ラ イ アン ト と サーバーのプロ
セス間の接続によ ってス レ ッ ド が駆動されます。 サーバーでセ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド ポ
リ シーを選択する と、 新しいク ラ イ アン ト がサーバーに接続するたびに、 新しいス レ ッ ド
が割 り 当て られます。 特定のク ラ イ アン ト から受信し たすべての要求を処理するために、
1 つのス レ ッ ド が割 り 当て られます。 このため、 セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド ポ リ シーは、
接続ご と のス レ ッ ド ポ リ シーと も呼ばれます。 ク ラ イ アン ト がサーバーから切断する と、
ス レ ッ ド は破棄されます。 ク ラ イ アン ト 接続に割 り 当て る こ と のでき る 大のス レ ッ ド数
を制限する場合は、 vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_ts.manager.connectionMax 
プロパテ ィ を設定し ます。

図 10.5 セ ッ シ ョ ンご とのスレ ッ ド ポリ シーを使用するオブジ ェ ク ト イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ン

上の図は、 セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド ポ リ シーの使い方です。 まず、 ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ン # 1 がオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と の接続を確立し ます。 ク ラ イ ア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 2 と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの間には、 別の接続が
確立されています。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 からオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンに要求が着信し た場合は、 作業ス レ ッ ド がこの要求を処理し ます。 ク ラ イ アン
ト アプ リ ケーシ ョ ン # 2 から要求が着信し た場合は、 別の作業ス レ ッ ド が割 り 当て られ、
その要求を処理し ます。

図 10.6 同じ ク ラ イアン ト から第 2 の要求が着信

上の図では、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 からオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンに 2 番めの要求が着信し ています。 こ の要求 2 は、 要求 1 を処理し たス レ ッ ド と同じ ス
レ ッ ド によ って処理されます。 こ のため、 このス レ ッ ド は、 要求 1 の処理を完了する ま
で、 要求 2 をブロ ッ ク し ます。 セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド ポ リ シーでは、 同じ ク ラ イ アン
ト からの要求は同時に処理されません。 要求 1 が完了する と、 ス レ ッ ド はク ラ イ アン ト ア
プ リ ケーシ ョ ン # 1 からの要求 2 を処理し ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン # 1 から複
数の要求を着信する こ と ができ ます。 こ の複数の要求は着信順に処理され、 ク ラ イ アン ト
アプ リ ケーシ ョ ン # 1 に別のス レ ッ ド が割 り 当て られる こ と はあ り ません。
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接続管理

VisiBroker の接続管理は、 ク ラ イ アン ト からサーバーへの接続数を 小限に抑えます。 言
い換えれば、 共有されるサーバープロセスにつき  1 つの接続があ るだけです。 1 つのク ラ
イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンからのすべての要求は、 異な る ス レ ッ ド から生じ た ものであっ
て も、 同じ接続上に多重化されます。 また、 解放された ク ラ イ アン ト 接続は、 その後、 同
じサーバーに再び接続する と きに再利用されます。 し たがって、 ク ラ イ アン ト が同じサー
バーに新し く 接続するためのオーバーヘッ ド の必要性がな く な り ます。

次の例では、 サーバープロセス内の 2 つのオブジェ ク ト に 1 つのク ラ イ アン ト アプ リ ケー
シ ョ ンがバイ ン ド されています。 bind() ご と に対象と なるサーバープロセス内のオブ
ジェ ク ト は異な り ますが、 bind() は、 サーバープロセスへの接続は共有し ています。

図 10.7 同じサーバープロセス内の 2 つのオブジ ェ ク ト へのバイ ンデ ィ ング

次の図は、 複数のス レ ッ ド を使用する ク ラ イ アン ト の接続を示し ます。 このク ラ イ アン ト
が持つ複数のス レ ッ ド は、 サーバーの単一のオブジェ ク ト にバイ ン ド されています。

図 10.8 1 つのサーバープロセス内の 1 つのオブジ ェ ク ト へのバイ ンデ ィ ング

上の図のよ う に、 すべてのス レ ッ ド からのすべての呼び出しは、 同じ接続で処理し ます。
その場合、 も効率的なマルチス レ ッ ド モデルは、 ス レ ッ ド プールモデルです （これがデ
フ ォル ト です）。 こ の例でセ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド モデルを使用する と、 サーバーの 1 
つのス レ ッ ド がク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのス レ ッ ド からのすべての要求を
処理する こ と にな るので、 通常、 パフ ォーマン スが低下し ます。

サーバーへの接続またはク ラ イ アン ト からの接続の 大数を設定でき ます。 大接続数に
達する と、 非ア ク テ ィ ブな接続が再利用されるので、 リ ソース を節約でき ます。
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サーバー側のス レ ッ ド と接続の管理は ServerEngine によ って実行され、 ServerEngine は 1 
つ以上のサーバー接続マネージ ャ （SCM） で構成されます。 SCM は、 マネージャ、 リ ス
ナー、 およびデ ィ スパッチャのプロパテ ィ の集ま り です。

ServerEngine は、 プロパテ ィ フ ァ イルに一連のプロパテ ィ を指定する こ とで定義されます。 た
と えば、 UNIX では、 myprops.properties と い う プロパテ ィ フ ァ イルがホームデ ィ レ
ク ト リ にあ り 、 コマン ド ラ イ ンで次のよ う に指定し ます。

prompt> vbj -DORBpropStorage=~/myprops.properties myServer

ServerEngine のプロパティ

vbroker.se.<srvr_eng_name>.scms=<srvr_connection_mngr_name1>, 
<srvr_connection_mngr_name2>

ServerEngine に関連付け られるサーバー接続マネージ ャは、 こ のプロパテ ィ によ って定義
されます。 上のプロパテ ィ で <svr_eng_name> と し て指定される名前は、 ServerEngine 
の名前です。 こ こ に リ ス ト される  SCM は、 関連するサーバーエンジンの SCM の リ ス ト で
す。 SCM は ServerEngine 間で共有でき ません。 ただし、 ServerEngine は複数の POA で共有
でき ます。

ほかのプロパテ ィ は次の とお り です。

vbroker.se.<se>.host

host プロパテ ィ は、 サーバーエンジンが メ ッ セージを監視するための IP ア ド レ スです。

vbroker.se.<se>.proxyHost

proxyHost プロパテ ィ は、 サーバーが実際のホス ト 名を公開し ない場合に ク ラ イ アン ト
に送信するプロ キシの IP ア ド レ ス を指定し ます。

ディスパッチのポリシーとプロパティの設定

マルチス レ ッ ド オブジェ ク ト のサーバーにあ る各 POA は、 2 つのデ ィ スパッチモデル
（セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド またはス レ ッ ド プール） から選択でき ます。 デ ィ スパッチポ
リ シーを選択するには、 ServerEngine の dispatcher.type プロパテ ィ を設定し ま
す。

vbroker.se.<srvr_eng_name>.scm.<srvr_connection_mngr_name>.dispatcher.type= 
    ThreadPool 
vbroker.se.<srvr_eng_name>.scm.<srvr_connection_mngr_name>.dispatcher.type= 
    ThreadSession

以上のプロパテ ィ の詳細については、 99 ページの 「POA の使い方」 と 『VisiBroker プロ グ
ラ マーズ リ フ ァ レン ス』 を参照し て く ださ い。
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スレッドプールディスパッチポリシー

ServerEnginePolicy を指定し ないで POA を作成し た場合は、 ThreadPool （ス レ ッ
ド プール） がデフ ォル ト のデ ィ スパッチポ リ シーにな り ます。

ThreadPool には、 次のプロパテ ィ を設定でき ます。

■ vbroker.se.default.dispatcher.tp.threadMax

こ のプロパテ ィ は、 TPool サーバーエンジンにス レ ッ ド プール内の作業ス レ ッ ド の
大数を設定し ます。 こ のプロパテ ィ は、 サーバーの起動時に静的に設定するか、 プロ
パテ ィ  API で動的に再設定でき ます。 た と えば、 次の起動時プロパテ ィ があ る と し ま
す。

vbroker.se.default.dispatcher.tp.threadMax=32

または

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMax=32

これは、 デフ ォル ト の TPool サーバーエンジンに、 作業ス レ ッ ド の 大数の初期値 と
し て 32 を設定し ます。 こ のプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は 0 （無制限） です。 使用可能
なス レ ッ ド がプール内にな く 、 すでに 大数のス レ ッ ド が作成されている場合は、 現
在使用されている ス レ ッ ド が解放されてプールに戻される まで、 要求はブロ ッ ク され
ます。

■ vbroker.se.default.dispatcher.tp.threadMin

こ のプロパテ ィ は、 TPool サーバーエンジンにス レ ッ ド プール内の作業ス レ ッ ド の
小数を設定し ます。 こ のプロパテ ィ は、 サーバーの起動時に静的に設定するか、 プロ
パテ ィ  API で動的に再設定でき ます。 た と えば、 次の起動時プロパテ ィ があ る と し ま
す。

vbroker.se.default.dispatcher.tp.threadMin=8

または

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMin=8

これは、 デフ ォル ト の TPool サーバーエンジンに、 作業ス レ ッ ド の 小数の初期値 と
し て 8 を設定し ます。 こ のプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は 0 （作業ス レ ッ ド な し） です。

■ vbroker.se.default.dispatcher.tp.threadMaxIdle

こ のプロパテ ィ は、 TPool サーバーエンジンのア イ ド ルス レ ッ ド のチェ ッ ク間隔を設定
し ます。 こ のプロパテ ィ は、 サーバーの起動時に静的に設定するか、 プロパテ ィ  API 
で動的に再設定でき ます。 た と えば、 次の起動時プロパテ ィ があ る と し ます。

vbroker.se.default.dispatcher.tp.threadMaxIdle=120

または

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMaxIdle=120

これは、 デフ ォル ト の TPool サーバーエンジンに、 ア イ ド ル状態の作業ス レ ッ ド の
チェ ッ ク間隔と し て 120 秒を設定し ます。 こ のプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は 300 秒で
す。 こ の設定の場合、 サーバーエンジンは、 各作業ス レ ッ ド のア イ ド ル状態を 120 秒ご
と にチェ ッ ク し ます。 2 回のチェ ッ ク で連続し てア イ ド ル状態の作業ス レ ッ ド は、 2 回
めのチェ ッ クで再利用 （終了） されます。 したがって、 上の設定の場合、 アイ ドルスレ ッ
ドの実際のガベージコ レ クシ ョ ン時間は、 120 秒ち ょ う どではな く  120 ～ 240 秒にな り ま
す。

■ vbroker.se.default.dispatcher.tp.coolingTime

ThreadPool デ ィ スパッチャで、 「冷却時間」 を設定でき ます。 接続の作成時または要
求の到着時に、 サービ ス を提供されている  GIOP 接続が読み取 り 可能な場合、 ス レ ッ ド
は 「ホ ッ ト 」 です。 冷却時間 （秒） が経過する と、 ス レ ッ ド はス レ ッ ド プールに戻す
こ と ができ ます。 こ のプロパテ ィ は、 サーバーの起動時に静的に設定するか、 プロパ
テ ィ  API で動的に再設定でき ます。 た と えば、 次の起動時プロパテ ィ があ る と し ます。

vbroker.se.default.dispatcher.tp.coolingTime=6

または

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.coolingTime=6
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これは、 デフ ォル ト のエンジン （IIOP TPool サーバーエンジン） の冷却時間の初期値
と し て 6 秒を設定し ます。

こ のプロパテ ィ は、 特定の条件で VisiBroker for Java に適用されます。 詳細については、
136 ページの 「VisiBroker for Java の高スケーラ ビ リ テ ィ 設定 （Java NIO の使用）」 を参
照し て く ださ い。 VisiBroker for Java では、 このプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は 0 です。 こ
れは、 すぐにサービ スに利用でき る新しい要求がない場合、 サービ ス を提供されてい
る  GIOP 接続が 「ホ ッ ト 」 でな く なる こ と を示し ます。 テス ト によ ってアプ リ ケーシ ョ
ンのパフ ォーマン スに効果があ る こ と が示されない限 り 、 coolingTime の値をデフ ォル
ト 以外の値に変更し ないこ と をお勧めし ます。

メ モ vbroker.se.default.xxx.tp.xxx プロパテ ィ は、 vbroker.se.default=iiop_tp 
の場合に使用する こ と をお勧めし ます。 ThreadSession で使用する場合は、
vbroker.se.iiop_ts.scm. 
iiop_ts.xxx プロパテ ィ の使用をお勧めし ます。

セッションごとのスレッドのディスパッチポリシー

デ ィ スパッチャ タ イプ と し て ThreadSession を使用する場合は、 se.default プロパ
テ ィ を iiop_ts に設定し て く ださ い。

vbroker.se.default=iiop_ts

メ モ セ ッ シ ョ ンご と のス レ ッ ド には、 threadMin、 threadMax、 threadMaxIdle、
coolingTime の各デ ィ スパッチャプロパテ ィ があ り ません。 ThreadSession では、 接続と
マネージ ャのプロパテ ィ だけが有効なプロパテ ィ です。

コーディングにおける留意点

VisiBroker ORB オブジェ ク ト を実装するサーバー内のすべてのコード は、 ス レ ッ ド セーフ
であ る必要があ り ます。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン内でシステム全体の リ ソー
スにア ク セスする場合は、 特に注意が必要です。 た と えば、 多 く のデータベースア ク セス
メ ソ ッ ド は、 ス レ ッ ド セーフではあ り ません。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンから
そのよ う な リ ソースにア ク セスする前に、 同期ブロ ッ ク を使用し て、 その リ ソースへのア
ク セス を 初にロ ッ ク し てお く 必要があ り ます。

オブジェ ク ト へのシ リ ア ラ イゼーシ ョ ンア ク セスが必要な場合は、 ThreadPolicy の 
SINGLE_THREAD_MODEL 値に設定し て、 このオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する  POA を作
成する必要があ り ます。
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接続管理プロパティの設定

次のプロパテ ィ を使用し て、 接続管理を設定し ます。 名前が vbroker.se で始ま るプロ
パテ ィ は、 サーバー側のプロパテ ィ です。 ク ラ イ アン ト 側のプロパテ ィ は、 名前が 
vbroker.ce で始ま り ます。

メ モ VisiBroker 3.x 下位互換のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンは、 オプシ ョ ンがク ラ イ アン ト 側であ
るかサーバー側であ るかの表現が不明確です。 ただし、 プレ フ ィ ク ス  -ORB で始ま る接続
と ス レ ッ ド の管理オプシ ョ ンはク ラ イ アン ト 側のオプシ ョ ンで使用され、 プレ フ ィ ク ス  -
OA で始ま るオプシ ョ ンはサーバー側のオプシ ョ ンで使用されます。 ク ラ イ アン ト 側 と
サーバー側の両方で使用される ス レ ッ ド と接続の管理の共通プロパテ ィ はあ り ません。

コールバッ ク または双方向の GIOP が使用される場合、 ク ラ イ アン ト と サーバーの区別は
な く な り ます。

■ vbroker.se.default.socket.manager.connectionMax

こ のプロパテ ィ は、 サーバーエンジンにク ラ イ アン ト 接続の 大許容数を設定し ます。
こ のプロパテ ィ は、 サーバーの起動時に静的に設定するか、 プロパテ ィ  API で動的に
再設定でき ます。 た と えば、 次の起動時プロパテ ィ があ る と し ます。

-Dvbroker.se.default.socket.manager.connectionMax=128

または

-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMax=128

これは、 こ のサーバーエンジンの 大接続数の初期値と し て 128 を設定し ます。 こ の
プロパテ ィ のデフ ォル ト 値は 0 （無制限） です。 新しいク ラ イ アン ト 接続を受け入れる
前にサーバーエンジンがこ の制限値に達し た場合、 サーバーエンジンはア イ ド ル状態
の接続を再利用する必要があ り ます。 これは接続ス ワ ッ プ と呼ばれます。 新しい接続
がサーバーに到達する と、 サーバーは、 も古い未使用の接続を解除し よ う と し ます。
すべての接続がビジーであ る場合、 新しい接続は無視されます。 ク ラ イ アン ト は、 タ
イ ムア ウ ト にな る まで再試行でき ます。

■ vbroker.se.default.socket.manager.connectionMaxIdle

こ のプロパテ ィ は、 ア イ ド ル状態の接続をサーバーエンジンで開いたま まにでき る
大時間を設定し ます。 こ のプロパテ ィ は、 サーバーの起動時に静的に設定するか、 プ
ロパテ ィ  API で動的に再設定でき ます。 た と えば、 次の起動時プロパテ ィ があ る と し
ます。

-Dvbroker.se.default.socket.manager.connectionMaxIdle=300

または

-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMaxIdle=300

これは、 ア イ ド ル状態の接続の 大存続期間の初期値と し て 300 秒を設定し ます。 こ の
プロパテ ィ のデフ ォル ト 値は 0 （無制限） です。 ク ラ イ アン ト 接続がこの値よ り 長 く ア
イ ド ル状態を続け る と、 ガベージ コ レ ク シ ョ ンの候補にな り ます。

■ vbroker.ce.iiop.ccm.connectionMax

ク ラ イ アン ト ご と の接続総数の 大数を指定し ます。 デフ ォル ト 値の 0 の場合、 ク ラ イ
アン ト は、 既存のア ク テ ィ ブな接続と キ ャ ッ シ ュ されている接続のどち ら も閉じ よ う
と し ません。 新しいク ラ イ アン ト 接続がこのプロパテ ィ で設定された制限値を超え る
と、 VisiBroker for C++ は、 キ ャ ッ シュ された接続の 1 つを解放し よ う と し ます。
キ ャ ッ シ ュ された接続がない場合は、 も古いア イ ド ル状態の接続を閉じ よ う と し ま
す。 両方の試行が と もに失敗する と、 CORBA::NO_RESOURCE 例外が発生し ます。
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適用できるプロパティの有効値

次のプロパテ ィ には、 有効な値がい く つかに固定されているか、 有効な値の範囲があ り ます。

■ vbroker.ce.iiop.ccm.type=Pool

現時点では、 Pool だけがサポー ト される タ イプです。

以下のプロパテ ィ で、 xxx はサーバーエンジンの名前、 yyy はサーバー接続マネージャの
名前です。

■ vbroker.se.xxx.scm.yyy.manager.type=Socket

こ のプロパテ ィ のほかの有効な値は、 Socket_nio だけです。

■ vbroker.se.xxx.scm.yyy.listener.type=IIOP

SSL （セキ ュ リ テ ィ ） も使用でき ます。

■ vbroker.se.xxx.scm.yyy.disptacher.type=ThreadPool

ほかの有効な値は、 ThreadSession と  MainThread です。

■ vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.coolingTime

デフ ォル ト 値は 0、 大値は 10 です。 し たがって、 10 を超え る値は 10 とみな されま
す。 VisiBroker for Java では、 こ のプロパテ ィ は、 サーバー接続マネージャが Socket_nio 
と い う マネージ ャ タ イプを持つ場合にだけ適用されます。 詳細については、 136 ページ
の 「VisiBroker for Java の高ス ケーラ ビ リ テ ィ 設定 （Java NIO の使用）」 を参照し て く だ
さい。

プロパティの変更の影響

プロパテ ィ 値の変更の影響は、 プロパテ ィ に関連付け られた動作によ って異な り ます。 ほ
と んどの動作は、 システム リ ソースの利用に直接または間接的に関係し ています。
CORBA アプ リ ケーシ ョ ンに対する システム リ ソースの可用性 と制限は、 システムやアプ
リ ケーシ ョ ンの性質によ って異な り ます。

た と えば、 ガベージ コ レ ク タ タ イマーの値を減らすと、 ガベージ コ レ ク タが頻繁に実行さ
れる よ う にな り 、 システムの動作が増加し ます。 一方、 この値を増やすと、 ア イ ド ルス
レ ッ ド が回収されないま まシステムに長時間残る よ う にな り ます。
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動的に変更できるプロパティ

次のプロパテ ィは動的に変更でき ます。 特に断らない限り 、 変更内容はすぐに反映されます。

vbroker.ce.iiop.ccm.connectionCacheMax=5 
vbroker.ce.iiop.ccm.connectionMax=0 
vbroker.ce.iiop.ccm.connectionMaxIdle=360 
vbroker.ce.iiop.connection.rcvBufSize=0 
vbroker.ce.iiop.connection.sendBufSize=0 
vbroker.ce.iiop.connection.tcpNoDelay=false 
vbroker.ce.iiop.connection.socketLinger=0 
vbroker.ce.iiop.connection.keepAlive=true 
vbroker.ce.liop.ccm.connectionMax=0 
vbroker.ce.liop.ccm.connectionMaxIdle=360 
vbroker.ce.liop.connection.rcvBufSize=0 
vbroker.ce.liop.connection.sendBufSize=0 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMax=0 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMaxIdle=0 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMin=0 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMax=100

デ ィ スパッチャの新しい threadMax 関連のプロパテ ィ は、 次のガベージコ レ ク タの実行後
に反映されます。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMaxIdle=300 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.coolingTime=3 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.garbageCollectTimer=30 
vbroker.se.liop_tp.scm.liop_tp.listener.userConstrained=false

プロパティ値の変更が有効かどうかの確認

これを確認するには、 プロパテ ィ  vbroker.orb.enableServerManager=true を使っ
てサーバーマネージ ャ を有効にし、 コ ン ソールまたはコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ のい
ずれかでサーバーマネージ ャに照会し てプロパテ ィ を取得し ます。

プロパティ値の変更による影響

プロパテ ィ の値をデフ ォル ト 以外の値に変更し た場合の影響を判断する こ と は、 非常に困
難です。 ス レ ッ ド と接続の制限の場合、 使用でき るシステム リ ソースは、 コ ンピ ュータの
設定と実行中のほかのプロセスの数によ って異な り ます。 プロパテ ィ を設定する こ と で、
各システムのパフ ォーマン ス を調整でき ます。
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J2SE 1.4 の Java NIO パッ ケージを使用する と、 接続ご と に専用のス レ ッ ド を使用する必要
がな く 、 サーバーは複数の接続を効率的に処理でき ます。 これによ り 、 サーバーは、 少な
いス レ ッ ド で多 く のク ラ イ アン ト 接続を処理でき、 よ り 大きなスケーラ ビ リ テ ィ を得る こ
と ができ ます。 VisiBroker for Java サーバーは、 Java NIO 技術を利用する よ う に設定でき ま
す。 ThreadPool ポ リ シーを使用するサーバーは、 マネージャ タ イプを Socket ではな く  
Socket_nio に設定する こ と で、 Java NIO を使用でき ます。 た と えば、 次のよ う にし ます。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.type=Socket_nio

こ の機能は、 threadMax プロパテ ィ と と もに使用する必要があ り ます。 threadMax プロパ
テ ィ は、 要求のデ ィ スパッチ （呼び出しの処理） に使用する ス レ ッ ド プール内のス レ ッ ド
の数を制限するために使用し ます。 マネージ ャ タ イプが Socket_nio であ る場合、 ス レ ッ ド
プール内のス レ ッ ド数は、 処理される接続数に比例し て （指定された threadMax の数を超
えて） 増える こ と はあ り ません。 これは、 必ずし も接続ご と にス レ ッ ド が必要でないため
です。

接続ご と のス レ ッ ド のモデル （VisiBroker for Java ス レ ッ ド プールのデフ ォル ト ） は、 接続
数が比較的少ない （接続数が数百のレベルに達し ない） 場合に、 サーバーのパフ ォーマン
スで NIO ベースのモデルよ り 優れる こ と が期待されます。 適切なモデルを決定するには、
アプ リ ケーシ ョ ンに典型的な負荷状態を与えてテス ト を実行する こ と をお勧めし ます。

J2SE 1.4 以上を使用するサーバーは、 この機能を使用でき ます。 現在の と こ ろ、 VisiBroker 
for Java ベースのク ラ イ アン ト は、 ORB で Java NIO を使用し て も有利にな り ません。

NIO ベースのデ ィ スパッチが有効であ る場合、 VisiBroker for Java には coolingTime プロパ
テ ィ が効果的です。 詳細については、 131 ページの 「ス レ ッ ド プールデ ィ スパッチポ リ
シー」 を参照し て く ださ い。

ガベージコレクション

VisiBroker for Java ORB は、 メ モ リ 以外のさ まざまな リ ソースにガベージ コ レ ク シ ョ ンを自
動的に実行し ます。 メ モ リ のガベージ コ レ ク シ ョ ンは、 Java 仮想マシンによ って実行され
ます。 ガベージ コ レ ク シ ョ ン期間を制御するために、 さ まざまなプロパテ ィ が提供されて
います。 さ らに、 ス レ ッ ドや接続などの リ ソースには、 これらの リ ソースのガベージコ レ
ク シ ョ ンを制御する タ イ ムア ウ ト プロパテ ィ が定義されています。

ORB ガベージコレクションの動作

ORB ガベージコ レ ク タ ス レ ッ ド は、 通常の優先順位のス レ ッ ド です。 タ イ ムアウ ト
（vbroker.orb.gcTimeout プロパテ ィ で指定） になる と、 ス レ ッ ド が起動され、 ア イ ド
ル状態ですべての未使用 リ ソースにガベージ コ レ ク シ ョ ンが実行されます。 ガベージコ レ
ク シ ョ ンの対象にな る ク ラ スは、 自分自身をガベージ コ レ ク タに登録し ます。 そのよ う な
ク ラ スは、 コ レ ク タブルと呼ばれます。 コ レ ク タブルの典型的な例は、 ス レ ッ ド と接続で
す。 ほかに、 GateKeeper のキ ャ ッ シュ など、 さ まざまなキ ャ ッ シュに対する タ イ ムア ウ ト
などがあ り ます。 ほ と んどのコ レ ク タブルは、 ガベージ コ レ ク シ ョ ンが実行される と き
に、 保持し ていた リ ソース を無効にするか、 適切に解放し ます （接続を閉じ る、 ス レ ッ ド
の run メ ソ ッ ド を終了する など）。 これらの リ ソースは、 後で Java ガベージコ レ ク タに
よ って再回収されます。

メ モ ORB ガベージコ レ ク タは内部サービ スであ り 、 ユーザーに公開されていません。
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ORB ガベージコ レ クシ ョ ンに関連するプロパテ ィ
ガベージ コ レ ク シ ョ ン期間を制御する メ イ ンプロパテ ィ は 
vbroker.orb.gcTimeout です。 タ イ ムア ウ ト 値は秒単位であ り 、 デフ ォル ト 値は 
30 秒です。

ス レ ッ ド と接続には、 ア イ ド ルタ イ ムア ウ ト のプロパテ ィ が定義されています。 た と え
ば、 ス レ ッ ド プールデ ィ スパッチャには、 次のプロパテ ィ が定義されています。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMaxIdle

値は秒単位です。 デフ ォル ト 値の 300 秒を過ぎ る と、 ス レ ッ ド はス レ ッ ド プールから削除
されます。 同様に、 デフ ォル ト のサーバー接続マネージ ャ （iiop_tp） には、 接続のア イ
ド ルタ イ ムア ウ ト プロパテ ィ が定義されています。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMaxIdle

値は秒単位です。 デフ ォル ト 値の 0 は、 接続のア イ ド ル状態の長さ に関係な く 、 接続が継
続する こ と を示し ます。 ただし、 接続が切断される と、 ORB は接続へのすべての リ フ ァ レ
ン ス を削除し、 リ ソースは後で Java ガベージコ レ ク タによ って回収されます。 ORB ガ
ベージ コ レ ク タは、 connectionMaxIdle プロパテ ィ が 0 以外の値に設定された接続だ
けを回収し ます。

さ まざまな タ イ ムア ウ ト のプロパテ ィ と  vbroker.orb.gcTimeout プロパテ ィ は微妙な
関係にあ り ます。 た と えば、 次のプロパテ ィ が指定されている と し ます。

vbroker.orb.gcTimeout=10 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.dispatcher.threadMaxIdle=5 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.connectionMaxIdle=5

こ こ では、 ガベージ コ レ ク シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 期間が 10 秒に設定され、 ス レ ッ ド と接
続のタ イ ムア ウ ト が 5 秒に設定されています。 次の図は、 これらのプロパテ ィ の相互関係
を示し ます。 こ こ では、 ス レ ッ ド  T1 と接続 C1 がア イ ド ル状態にな り 、 回収されていま
す。

メ モ こ こ では、 ORB ガベージコ レ ク タがち ょ う ど  10 秒後に実行される よ う に示されています
が、 実際は、 JVM によ るガベージ コ レ ク タ （GC） ス レ ッ ド のスケジュールによ って異な
り ます。

図 10.9 ORB GC による リ ソースの回収

T1 と  C1 は、 ガベージコ レ ク シ ョ ンの候補であ る場合でも、 ORB ガベージコ レ ク タの実行
時にだけ回収されます。 それまで、 T1 と  C1 はタ イ ムア ウ ト 状態で残 り ます。
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第 章

Chapter   11tie メカニズムの使い方    
こ こ では、 tie メ カニズムの使い方について説明し ます。 tie メ カニズムを使用し て、 既存
の Java コード を分散オブジェ ク ト システムに統合でき ます。 この節を通し て、 デ リ ゲー
シ ョ ン イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成する方法やイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを継承する方法
を学びます。

tie メカニズムのしくみ

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ スは、 idl2java コ ンパイ ラで生成されるサー
バン ト ク ラ ス を継承し ています。 一方、 サーバン ト ク ラ スは、
org.omg.PortableServer.Servant を継承し ます。 既存のク ラ ス を変更し て 
VisiBroker サーバン ト ク ラ ス を継承する こ と が難しい場合は、 かわ り に tie メ カニズムを使
用でき ます。

tie メ カニズムは、 org.omg.PortableServer.Servant ク ラ ス を継承するデ リ ゲータ
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ ス をオブジェ ク ト サーバーに提供し ます。 デ リ ゲータ イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンが自身のセマンテ ィ ク ス を提供する こ と はあ り ません。 デ リ ゲータ イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンは、 受け取る要求に対し て、 別個に実装する実際のイ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ン ク ラ ス を代理するだけです。 
実際のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ スが org.omg.PortableServer::.Servant を継
承する必要はあ り ません。

tie メ カニズムを使用し た場合は、 IDL コ ンパイ ラによ って 2 つの追加フ ァ イルが生成され
ます。

■ <interface_name>POATie は、 すべての IDL 定義 メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンをデ リ ゲー ト に任せます。 デ リ ゲー ト は、 イ ン ターフ ェース  
<interface_name>Operations を実装し ます。 レガシーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを
少し拡張し てオペレーシ ョ ン イ ン ターフ ェース を実装する と、 実際のイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを代理でき ます。

■ <interface_name>Operations は、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで実装が
必要なすべての メ ソ ッ ド を定義し ます。 tie メ カニズムを使用する場合、 このインター
フェースは、 関連する  <interface_name>POATie ク ラ スのデ リ ゲー ト オブジェ ク ト
と し て機能し ます。
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サンプルプログラム

tie メカニズムを使用するサンプルプログラムの場所

tie メ カニズムを使用する  Bank サンプルのバージ ョ ンは、 次の場所にあ り ます。

<install_dir>¥vbe¥examples¥basic¥bank_tie

サーバークラスの変更

次のサンプルコード は、 Server ク ラ スに対する変更を示し ています。 
AccountManagerManagerPOATie のイ ン ス タ ン ス を作成する手順が追加されています。

import org.omg.PortableServer.*; 
 
public class Server { 
  public static void main(String[] args) { 
    try { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
      POA rootPOA = POAHelper.narrow( 
        orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
      // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
        rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
      }; 
      // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
      POA myPOA = rootPOA.create_POA("bank_agent_poa", 
        rootPOA.the_POAManager(), policies); 
      // AccountManagerImpl のインスタンスにデリゲートする tie を作成します。 
      Bank.AccountManagerPOATie tie = 
        new Bank.AccountManagerPOATie(new AccountManagerImpl(rootPOA)); 
      // サーバントの ID を決定します。 
      byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
      // その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
      myPOA.activate_object_with_id(managerId, tie); 
      // POA マネージャをアクティブ化 
      rootPOA.the_POAManager().activate(); 
      System.out.println("Server is ready."); 
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run(); 
    } catch (Exception e) { 
      e.printStackTrace(); 
    } 
  } 
}
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AccountManager の変更

AccountManager ク ラ スには、 次の変更が加え られています。 Bank_agent のサンプル
コード と対比し て く ださ い。

■ AccountManagerImpl は Bank.AccountManagerPOA を拡張し な く な り ます。

■ 新しい Account を作成する と き、 AccountPOATie も作成および初期化し ます。

import org.omg.PortableServer.*; 
import java.util.*; 
 
public class AccountManagerImpl implements  
    Bank.AccountManagerOperations { 
  public AccountManagerImpl(POA poa) { 
    _accountPOA = poa; 
  } 
  public synchronized Bank.Account open(String name) { 
    // account ディレクトリ内で口座を検索します。 
    Bank.Account account = (Bank.Account) _accounts.get(name); 
    // ディクショナリに口座が 1 つもない場合は、作成します。 
    if (account == null) { 
      // 0 ～ 1000 ドルの範囲で口座に残高を設定します。 
      float balance = Math.abs(_random.nextInt()) % 100000 / 100f; 
      // AccountManagerImpl のインスタンスにデリゲートする tie を作成します。 
      Bank.AccountPOATie tie = 
        new Bank.AccountPOATie(new AccountImpl(balance)); 
      try { 
        // デフォルト POA（このサーバントのルート POA）で  
        // アクティブ化します。 
        account = 
          Bank.AccountHelper.narrow(_accountPOA.servant_to_reference(tie)); 
      }  
      catch (Exception e) { 
        e.printStackTrace(); 
      } 
      // 新しい口座を出力します。 
      System.out.println("Created " + name +  
        "'s account: " + account); 
      // 口座を account ディレクトリに保存します。 
      _accounts.put(name, account); 
    } 
    // 口座を返します。 
    return account; 
  } 
  private Dictionary _accounts = new Hashtable(); 
  private Random _random = new Random(); 
  private POA _accountPOA = null; 
}

Account クラスの変更

Account ク ラ スに加え られた変更 （Bank のサンプルコード と対比） によ って 
Bank.AccountPOA を拡張し な く な り ます。

// Server.java 
public class AccountImpl implements Bank.AccountOperations { 
  public AccountImpl(float balance) { 
    _balance = balance; 
  } 
  public float balance() { 
    return _balance; 
  } 
  private float _balance; 
}
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tie サンプルのビルド

15 ページの 「VisiBroker を使ったサンプルアプ リ ケーシ ョ ンの開発」 で説明されている手
順は、 tie サンプルのビル ド にも適用でき ます。
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第 章

Chapter   12 クライアントの基礎   
こ の節では、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムから分散オブジェ ク ト にア ク セス し て使用する方法
について説明し ます。

VisiBroker ORB の初期化

Object Request Broker （ORB） は、 ク ラ イ アン ト と サーバーの間の通信 リ ン ク を提供し ま
す。 ク ラ イ アン ト から要求があ る と、 VisiBroker ORB がそのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを検索し、 必要に応じ てそのオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し、 要求をそのオブ
ジェ ク ト に渡し、 応答を ク ラ イ アン ト に返し ます。 オブジェ ク ト がク ラ イ アン ト と同じマ
シン上にあ るか、 ネ ッ ト ワーク上にあ るかは、 ク ラ イ アン ト にはわか り ません。

VisiBroker ORB は、 システム リ ソース を集中的に使用する ため、 VisiBroker ORB のイ ン ス
タ ン スは、 1 プロセスにつき  1 つだけ作成する こ と をお勧めし ます。

VisiBroker ORB が行 う 作業の多 く は開発者に透過的ですが、 作成する ク ラ イ アン ト プロ グ
ラ ムの中では、 VisiBroker ORB を明示的に初期化する必要があ り ます。 『VisiBroker プロ グ
ラマーズ リ フ ァ レン ス』 の 27 ページの 「Java 対応プロ グ ラ マツール」 で説明されている  
VisiBroker ORB オプシ ョ ンは、 コマン ド ラ イ ン引数と し て指定でき ます。 これらのオプ
シ ョ ンを有効にするには、 args 引数を ORB.init に渡す必要があ り ます。 次のサンプル
コード は、 VisiBroker ORB の初期化の具体例です。

public class Client { 
  public static void main (String[] args) { 
    org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
    . . . 
}



144 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

オブジェクトへのバインド

オブジェクトへのバインド

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 リ モー ト オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得する こ と に
よ って リ モー ト オブジェ ク ト を使用し ます。 通常、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スは、 
<interface>Helper の bind() メ ソ ッ ド を使って取得し ます。 VisiBroker ORB は、 オ
ブジェ ク ト を実装し ているサーバーの検索やそのサーバーへの接続の確立など、 オブジェ
ク ト リ フ ァ レン スの取得に関する大部分の処理を ク ラ イ アン ト から隠し ます。

バインド処理中に実行される動作

サーバーのプロセスが起動する と、 サーバーは、 ORB.init() を実行し て、 自分自身を
ネ ッ ト ワーク上のスマー ト エージェ ン ト に通知し ます。

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが bind() メ ソ ッ ド を呼び出すと、 VisiBroker ORB は、 プロ グ ラ
ムにかわってい く つかの機能を実行し ます。

■ VisiBroker ORB は、 スマー ト エージェ ン ト にコ ン タ ク ト し て、 要求された イ ン ター
フ ェース を提供するオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを検索し ます。 オブジェ ク
ト 名を指定し て bind() が呼び出された場合は、 その名前を使用し て、 デ ィ レ ク ト リ
サービ スの検索を さ らに限定し ます。 サーバーオブジェ ク ト が Object Activation Daemon
（OAD） を使って登録されている場合は、 OAD がこの処理にかかわる こ と があ り ます。
OAD については、 281 ページの 「オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD）
の使い方」 を参照し て く ださ い。

■ オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが見つかった場合、 VisiBroker ORB は、 そのオブ
ジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と の間に接続を確立し よ
う と し ます。

■ 正し く 接続が確立される と、 VisiBroker ORB はプロ キシオブジェ ク ト を作成し、 そのオ
ブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を返し ます。 ク ラ イ アン ト によ ってプロ キシオブジェ ク
ト の メ ソ ッ ド が呼び出される と、 プロ キシオブジェ ク ト がサーバーオブジェ ク ト と対
話し ます。

図 12.1 クライアントとスマートエージェントとの対話

メ モ ク ラ イ アント プロ グラ ムがサーバーク ラ ス のコ ンス ト ラ ク タ を呼び出すこ と はあり ま せん。
かわ り に、 静的 bind() メ ソ ッ ド を呼び出し て、 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を取得し ま
す。

Bank.AccountManager manager = 
  Bank.AccountManagerHelper.bind(orb,  
  "/bank_agent_poa",   
  "BankManager".getBytes());
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オブジェクトのオペレーションの呼び出し

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を使用し て、 オブジェ ク ト のオペ
レーシ ョ ンを呼び出し た り 、 オブジェ ク ト が保持するデータ を参照し ます。 オブジェ ク ト
リ フ ァ レン スの操作方法については、 145 ページの 「オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スの操作」
を参照し て く ださ い。

次のサンプルは、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を使ってオペレーシ ョ ンを呼び出し ます。

// balance オペレーションを呼び出します。 
System.out.println("The balance in Account1: $" + account1.balance());

オブジェクトリファレンスの操作

bind() メ ソ ッ ド は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに CORBA オブジェ ク ト の リ フ ァ レ ン ス を
返し ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 このオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を使用し て、 オブ
ジェ ク ト の IDL イ ン ターフ ェース仕様で定義されているオブジェ ク ト のオペレーシ ョ ンを
呼び出すこ と ができ ます。 さ らに、 すべての VisiBroker ORB オブジェ ク ト が 
org.omg.CORBA. 
Object ク ラ スから継承する メ ソ ッ ド があ り ます。 これらの メ ソ ッ ド を使用し て、 オブ
ジェ ク ト を操作でき ます。

リファレンスを文字列に変換する

VisiBroker では、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を文字列に変換し た り 、 文字列を元のオブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン スに再変換でき る メ ソ ッ ド が VisiBroker ORB ク ラ ス用に用意されてい
ます。 CORBA 仕様では、 この処理のこ と を文字列化 と呼んでいます。

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 object_to_string メ ソ ッ ド を使ってオブジェ ク ト リ フ ァ
レン ス を文字列に変換し、 その文字列を別のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに渡すこ と ができ ま
す。 その後、 その 2 番めのク ラ イ アン ト が string_to_object メ ソ ッ ド を使ってオブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン ス を復元する と、 オブジェ ク ト に明示的にバイ ン ドする必要な く 、 そ
のオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を使用でき ます。

メ モ VisiBroker ORB や POA などのローカルス コープ付きのオブジェ ク ト リ フ ァ レン スは文字
列化でき ません。 文字列化し よ う とする と、 マイナーコード  4 と と もに MARSHAL 例外が
生成されます。

メ ソ ッ ド 説明

object_to_s
tring

オブジェクトリファレンスを文字列に変換します。

string_to_o
bject

文字列をオブジェクトリファレンスに変換します。
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オブジェクト名とインターフェース名を取得する

次の表に、 Object ク ラ スによ って提供される メ ソ ッ ド を示し ます。 これらの メ ソ ッ ド は、
オブジェ ク ト 名と イ ン ターフ ェース名を取得するほか、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スに関連
付け られた リ ポジ ト リ  ID を取得する ために使用でき ます。 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ
の詳細については、 295 ページの 「イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照し て く
ださい。

メ モ オブジェ ク ト 名を指定し ないで bind() を呼び出し た場合は、 取得し たオブジェ ク ト リ
フ ァ レン ス を使って _object_name() メ ソ ッ ド を呼び出す と、 null が返されます。

オブジェクトリファレンスの型を判定する

_is_a() メ ソ ッ ド を使用する と、 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スが特定の型であ るかど う か
をチェ ッ ク でき ます。 初に、 _repository_id() メ ソ ッ ド を使用し て、 チェ ッ クする
型の リ ポジト リ  ID を取得する 必要があり ます。 こ のメ ソ ッ ド は、 オブジェ ク ト が 
_repository_id() で表された型のイ ン ス タ ン スであ るか、 そのサブタ イプであ る場合、
true を返し ます。 こ の メ ンバー関数は、 オブジェ ク ト が指定された型でない場合、
false を返し ます。 型の判定には リ モー ト 呼び出しが必要であ る こ と に注意し て く ださ
い。

instanceof キーワード を使用し て、 実行時の型を判定する こ と はでき ません。

_is_equivalent() を使用し て、 2 つのオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スが同じオブジェ ク ト
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを参照するかど う かをチェ ッ ク でき ます。 2 つのオブジェ ク ト リ
フ ァ レン スが等しい場合、 こ の メ ソ ッ ド は true を返し ます。 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス
が等し く ない場合は、 false を返し ますが、 これは必ずし も こ の 2 つのオブジェ ク ト リ
フ ァ レン スが別のオブジェ ク ト であ る こ と を示し ません。 これは簡易 メ ソ ッ ド であ り 、 実
際にサーバーオブジェ ク ト と は通信し ません。

メ ソ ッ ド 説明

_object_n
ame

このオブジェクトの名前を返します。

_reposito
ry_id

リポジトリの型識別子を返します。

メ ソ ッ ド 説明

_is_a 指定されたインターフェースをオブジェクトが実装しているかどうかを判定しま
す。

_is_equiv
alent

2 つのオブジェクトが同一のインターフェースインプリメンテーションを参照して 
いる場合は、 true を返します。
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バインドされたオブジェクトの場所と状態を判定する

有効なオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得できた場合、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは 
_is_bound() を使用し て、 オブジェ ク ト がバイ ン ド されているかど う かを判定でき ます。
こ の メ ソ ッ ド は、 オブジェ ク ト がバイ ン ド されている場合は true を返し、 オブジェ ク ト
がバイ ン ド されていない場合は false を返し ます。

_is_local() メ ソ ッ ド は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンが同じプロセス内に存在する （ メ ソ ッ ド の呼び出し元のア ド レ ス空間に存在する）
場合に、 true を返し ます。

_is_remote() メ ソ ッ ド は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンが異な るプロセスに存在する場合に、 true を返し ます。 この場合、 それらのプロ
セスは、 同じ ホス ト 上にあ る場合も そ う でない場合も あ り ます。

オブジェクトリファレンスをナローイングする

オブジェ ク ト リ フ ァ レン スの型を汎用のスーパータ イプから よ り 具体的なサブタ イプに変
換する処理を 「ナローイ ング」 と呼びます。

Java のキ ャ ス ト 機能を使ってナローイ ングを実行する こ と はでき ません。

各オブジェ ク ト の narrow() メ ソ ッ ド を使ってナローイ ングを実行でき る よ う に、
VisiBroker には、 各オブジェ ク ト イ ン ターフ ェースのタ イプグ ラ フが用意されています。

ナローイ ングに失敗し た場合は、 IDL 例外 CORBA::BAD_PARAM が生成されます。 オブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン スでは、 要求対象の型をサポー ト し ていないからです。

public abstract class AccountManagerHelper { 
  . . . 
  public static Bank.AccountManager narrow(org.omg.CORBA.Object object) { 
  . . . 
  } 
. . . 
}

オブジェクトリファレンスをワイドニングする

オブジェ ク ト リ フ ァ レン スの型を スーパータ イプに変換する処理を 「ワ イ ド ニング」 と呼
びます。 次のサンプルコード は、 Account ポイ ン タ を Object ポイ ン タにワ イ ド ニング
する例を示し ます。 Account ク ラ スは Object ク ラ ス を継承し ているので、 ポイ ン タ  
acct は Object のポイ ン タにキ ャ ス ト でき ます。

. . . 
Account account; 
org.omg.CORBA.Object obj; 
account = AccountHelper.bind(); 
obj = (org.omg.CORBA.Object) account; 
. . .

メ ソ ッ ド 説明

_is_bou
nd

このオブジェクトに対する接続が現在アクティブであるかどうかを判定します。

_is_loc
al

このオブジェクトがローカルのアドレス空間で実装されているかどうかを判定しま
す。

_is_rem
ote

このオブジェクトのインプリメンテーションがローカルのアドレス空間に存在していな
いかどうかを判定します。
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Quality of Service（QoS）の使用

Quality of Service （QoS） は、 ポ リ シーを使用し て、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン と その
接続先のサーバーと の間の接続を定義および管理し ます。

Quality of Service（QoS）の概要

QoS ポ リ シー管理は、 次のよ う な状況で利用でき る操作を通し て実行されます。

■ VisiBroker ORB レベルのポ リ シーは、 局所性制約付きの PolicyManager によ って処
理されます。 こ の PolicyManager を介し て、 ポ リ シーを設定し た り 、 現在の 
Policy オーバーラ イ ド を取得する こ と ができ ます。 VisiBroker ORB レベルで設定され
たポ リ シーは、 システムデフ ォル ト を上書き し ます。

■ ス レ ッ ド レベルのポ リ シーは、 PolicyCurrent を介し て設定されます。 
PolicyCurrent には、 ス レ ッ ド レベルの Policy オーバーラ イ ド を取得および設定
する ためのオペレーシ ョ ンがあ り ます。 ス レ ッ ド レベルで設定されたポ リ シーは、 シ
ステムデフ ォル ト 、 および VisiBroker ORB レベルで設定された値をオーバーラ イ ド し
ます。

■ オブジェ ク ト レベルのポ リ シーを適用するには、 ベースオブジェ ク ト のイ ン ター
フ ェースの QoS 操作を利用し ます。 オブジェ ク ト レベルで適用されたポ リ シーは、 シ
ステムデフ ォル ト 、 および VisiBroker ORB と ス レ ッ ド レベルで設定された値をオー
バーラ イ ド し ます。

メ モ ORB レベルでイ ン ス ト ールされた QoS ポ リ シーは、 ポ リ シーを イ ン ス ト ールする前に メ
ソ ッ ド が呼び出されていないオブジェ ク ト だけに影響し ます。 た と えば、 non_existent 
呼び出しは、 内部的にサーバーオブジェ ク ト に対し て呼び出し を行います。
non_existent 呼び出しの後に ORB レベルの QoS ポ リ シーがイ ン ス ト ールされて も、 ポ
リ シーは適用されません。

ポリ シーオーバーラ イ ド と有効なポリ シー
有効なポ リ シーと は、 適用可能なポ リ シーオーバーラ イ ド がすべて適用された上で、
要求に適用されるポ リ シーです。 有効なポ リ シーは、 IOR によ って指定されたポ リ
シーを有効なオーバーラ イ ド と比較する こ と によ って判定されます。 有効なポ リ シー
は、 有効なオーバーラ イ ド と  IOR 指定の Policy が許容する値の共通部分にな り ま
す。 共通する値がない場合は、 org.omg.CORBA.INV_POLICY 例外が生成されます。

QoS のインターフェース

QoS ポ リ シーの取得および設定には、 次のイ ン ターフ ェースが使用されます。

org.omg.CORBA.Object
次の メ ソ ッ ド を使用し て、 有効なポ リ シーを取得し た り 、 ポ リ シーオーバーラ イ ド を
取得または設定し ます。

■ _get_policy は、 このオブジェ ク ト リ フ ァ レン スの有効なポ リ シーを返し ます。

■ _set_policy_override は、 新規のオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス と と もに、 オブジェ
ク ト レベルの Policy オーバーラ イ ド の リ ス ト を返し ます。
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com.borland.vbroker.CORBA.Object （Borland）
このイ ン ターフ ェース を使用するには、 org.omg.CORBA.Object を  
com.borland.vbroker. 
CORBA.Object にキ ャ ス ト する必要があ り ます。 このイ ン ターフ ェースは 
org.omg.CORBA. 
Object から派生し ているので、 org.omg.CORBA.Object で定義されている メ ソ ッ
ド のほかに、 次の メ ソ ッ ド も使用でき ます。

■ _get_client_policy は、 このオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スの有効な Policy を返し
ます。 サーバー側のポ リ シーと の共通部分は調べません。 有効なオーバーラ イ ド は、
オブジェ ク ト レベル、 ス レ ッ ド レベル、 VisiBroker ORB レベルの順序で、 指定された
オーバーラ イ ド をチェ ッ クする こ と によ って取得されます。 要求対象の PolicyType 
に対し てオーバーラ イ ド を指定し ない場合、 PolicyType のシステムデフ ォル ト 値が
使用されます。

■ _get_policy_overrides は、 オブジェ ク ト レベルで設定され、 指定されたポ リ シー
タ イプを持つ Policy オーバーラ イ ド の リ ス ト を返し ます。 指定されたシーケン スが
空の場合は、 オブジェ ク ト レベルのすべてのオーバーラ イ ド が返されます。 オブジェ
ク ト レベルでオーバーラ イ ド されるポ リ シータ イプがない場合は、 空のシーケン スが
返されます。

■ _validate_connection は、 オブジェ ク ト の現在有効なポ リ シーが呼び出し を実行
でき るかど う かを表すブール値を返し ます。 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スがバイ ン ド さ
れていない場合は、 バイ ン ド されます。 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スがすでにバイ ン ド
されてお り 、 現在のポ リ シーオーバーラ イ ド が変更されている場合、 またはバイ ン ド
が有効でない場合は、 RebindPolicy オーバーラ イ ド の設定にかかわらず、 リ バイ ン
ド が試みられます。 現在有効なポ リ シーが INV_POLICY 例外を生成する場合は、
false が返されます。 現在有効なポ リ シーど う しに互換性がない場合は、
PolicyList のシーケン スに互換性のないポ リ シーが リ ス ト されて返されます。

org.omg.CORBA.PolicyManager
PolicyManager は、 VisiBroker ORB レベルの Policy オーバーラ イ ド を取得および
設定する メ ソ ッ ド を提供する イ ン ターフ ェースです。

■ get_policy_overrides は、 要求された PolicyTypes のオーバーラ イ ド されたポ
リ シーのシーケン ス を示す PolicyList を返し ます。 指定されたシーケン スが空の場
合は、 現在のコ ンテキス ト レベルのすべての Policy オーバーラ イ ド が返されます。
要求された PolicyTypes が、 目的の PolicyManager でオーバーラ イ ド されていな
い場合は、 空のシーケン スが返されます。

■ set_policy_overrides は、 要求された Policy オーバーラ イ ド の リ ス ト を使用し
て、 現在のオーバーラ イ ド セ ッ ト を変更し ます。 初の入力パラ メ ータ  policies は、
複数の Policy オブジェ ク ト を示す リ フ ァ レ ン スのシーケン スです。 2 番めのパラ メ ー
タ  set_add は、 org.omg.CORBA.SetOverrideType 型です。 こ のパラ メ ータに 
ADD_OVERRIDE を使用し て、 PolicyManager にすでに存在するほかのオーバーラ イ
ド に指定し たポ リ シーを追加する よ う に指定でき ます。 または、 SET_OVERRIDES を
使用する と、 オーバーラ イ ド を含まない PolicyManager に指定し たポ リ シーを追加
する よ う に指定でき ます。 ポ リ シーの空のシーケン ス と  SET_OVERRIDES モード を
使って set_policy_overrides を呼び出す と、 PolicyManager からすべてのオー
バーラ イ ド が除去されます。 ク ラ イ アン ト に適用されないポ リ シーを上書き し よ う と
する と、 org.omg.CORBA.NO_PERMISSION が生成されます。 この要求にって指定さ
れた PolicyManager に矛盾が起こ る場合、 ポ リ シーはま った く 変更または追加され
ず、 InvalidPolicies 例外が生成されます。

org.omg.CORBA.PolicyCurrent
PolicyCurrent イ ン ターフ ェースは、 新しい メ ソ ッ ド を追加し ないで 
PolicyManager から派生させます。 このイ ン ターフ ェースによ り 、 ス レ ッ ド レベル
でオーバーラ イ ド されたポ リ シーへのア ク セスが可能にな り ます。 PolicyCurrent 
識別子を指定し て org.omg.CORBA. 
ORB.resolve_initial_references を呼び出すと、 ス レ ッ ド の 
PolicyCurrent への リ フ ァ レ ン ス を取得でき ます。
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com.borland.vbroker.QoSExt.DeferBindPolicy
DeferBindPolicy は、 VisiBroker ORB が リ モー ト オブジェ ク ト にコ ン タ ク ト する タ
イ ミ ングを決定し ます。 VisiBroker ORB は、 リ モー ト オブジェ ク ト が初めて作成され
た と きにそれにコ ン タ ク ト するか、 オブジェ ク ト が初めて呼び出される までコ ン タ ク
ト を遅延し ます。 DeferBindPolicy の値は、 true と  false です。
DeferBindPolicy を true に設定する と、 バイ ン ド先のイ ン ス タ ン スが初めて呼び
出される まですべてのバイ ン ド が遅延されます。 デフ ォル ト 値は、 false です。

ク ラ イ アン ト オブジェ ク ト を作成し、 DeferBindPolicy を true に設定し た場合は、
サーバーの起動を 初の呼び出し まで遅延でき ます。 このオプシ ョ ンは以前から あ り 、 当
初は、 生成されるヘルパーク ラ スの Bind メ ソ ッ ド に対するオプシ ョ ンでし た。

次のサンプルコード は、 DeferBindPolicy を作成し、 VisiBroker ORB でポ リ シーを設定する
例を示し ます。

// フラグとリファレンスを初期化します。 
boolean deferMode = true;                      
Any policyValue= orb.create_any(); 
policyValue.insert_boolean(deferMode); 
   
Policy policies =  
  orb.create_policy(DEFER_BIND_POLICY_TYPE.value, policyValue); 
 
// スレッドマネージャへのリファレンスを取得します。  
PolicyManager orbManager = 
  PolicyManagerHelper.narrow( 
  orb.resolve_initial_references("ORBPolicyManager")); 
 
// ORB レベルでポリシーを設定します。 
orbManager.set_policy_overrides(new Policy[] {policies},    
  SetOverrideType.SET_OVERRIDE);  
 
// バインドメソッドを取得します。 
byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
Bank.AccountManager manager =  
  Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/qos_poa", managerId);

com.borland.vbroker.QoSExt.ExclusiveConnectionPolicy
ExclusiveConnectionPolicy は、 指定されたサーバーオブジェ ク ト への排他的
（非共有） 接続を有効にする  VisiBroker 固有のポ リ シーです。 このポ リ シーには、
ブール値 true または false を代入し ます。 このポ リ シーが true の場合、 サーバー
オブジェ ク ト への接続は排他的にな り ます。 false の場合、 既存の接続を再利用で
き る場合は再利用され、 再利用でき ない場合にだけ新しい接続が確立されます。 デ
フ ォル ト 値は、 false です。

こ のポ リ シーは、 VisiBroker 3.x の Object._clone() と同じ機能を提供し ます。

排他的接続と非排他的接続を確立する例は、 CloneClient.java サンプルで示し ます。
こ のサンプルは次の場所にあ り ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥QoS_policies¥qos¥
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com.borland.vbroker.QoSExt::RelativeConnectionTimeoutPo
licy
RelativeConnectionTimeoutPolicy には、 利用可能なエン ド ポ イ ン ト の 1 つか
らオブジェ ク ト への接続の試行が打ち切られる までのタ イ ムア ウ ト 値を指定でき ま
す。 タ イ ムア ウ ト は、 フ ァ イ ア ウ ォールで保護されているため接続方法が HTTP ト ン
ネ リ ングに限られる よ う なオブジェ ク ト で使用する場合が大半です。

次のサンプルコード は、 RelativeConnectionTimeoutPolicy の作成方法を示し ます。

Any connTimeoutPolicyValue =  orb.create_any(); 
  // 入力は、100 ナノ秒単位で指定します。 
  // 20 秒の値を指定するには、入力として「20 * 10^7」ナノ秒を設定します。 
 
  int connTimeout = 20; 
 
  connTimeoutPolicyValue.insert_ulonglong(connTimeout * 10000000);  
  org.omg.CORBA.Policy ctoPolicy = 
    orb.create_policyRELATIVE_CONN_TIMEOUT_POLICY_TYPE.value, 
    connTimeoutPolicyValue); 
  PolicyManager orbManager = PolicyManagerHelper.narrow ( 
    orb.resolve_initial_references("ORBPolicyManager")); 
 
orbManager.set_policy_overrides(new Policy[] ¥{ctoPolicy¥},  
  SetOverrideType.SET_OVERRIDE);

org.omg.Messaging.RebindPolicy
RebindPolicy は、 ORB がターゲッ ト に正し く バイン ド した後で透過的に再バイ ン ドでき
るかど う かを指定するために使用されます。 LocateRequest メ ッセージの結果と して 
OBJECT_HERE とい う ステータ スの LocateReply メ ッセージが戻される状態になる と、 オ
ブジェ ク ト リ フ ァ レンスはバイン ド されている とみなされます。 RebindPolicy は、
org.omg.Messaging.RebindMode 型の値を受け取り 、 ク ラ イアン ト 側でのみ設定されま
す。 これは、 オブジェ ク ト リ フ ァ レンスがバイ ン ド された後の接続の切断、 オブジェ ク ト 転
送要求、 またはオブジェ ク ト 障害の場合の動作を決定する  6 つの値の 1 つにな り ます。 次の
値を指定でき ます。

■ org.omg.Messaging.TRANSPARENT を使用する と、 ORB は、 リ モー ト 要求を行 う 間
に、 オブジェ ク ト 転送および必要な再接続を暗黙的に処理し ます。 次のサンプルコー
ド は、 TRANSPARENT 型の RebindPolicy を作成し、 VisiBroker ORB レベル、 ス レ ッ
ド レベル、 およびオブジェ ク ト レベルでポ リ シーを設定する例を示し ています。

■ org.omg.Messaging.NO_REBIND を使用する と、 VisiBroker ORB は、 リ モー ト 要求
の実行中に、 閉じ た接続の再オープンを無条件に処理し ます。 ただし、 ク ラ イ アン ト
に可視の有効な QoS ポ リ シーを変更する よ う な透過的なオブジェ ク ト 転送は許可し ま
せん。 RebindMode が NO_REBIND に設定されている場合は、 明示的な リ バイ ン ド だ
けを実行でき ます。

■ org.omg.Messaging.NO_RECONNECT を使用する と、 VisiBroker ORB は、 オブジェ
ク ト 転送または閉じた接続の再オープンを暗黙的に処理でき ません。 RebindMode を 
NO_RECONNECT に設定し ている場合は、 リ バイ ン ドや再接続を明示的に行 う 必要があ
り ます。

■ com.borland.vbroker.QoSExt.VB_TRANSPARENT はデフ ォル ト のポ リ シーです。
こ のポ リ シーは、 暗黙的バイ ンデ ィ ング と明示的バイ ンデ ィ ングのどち らの場合でも
透過的な リ バイン ド を可能にする こ とによ り 、 TRANSPARENT の機能を拡張しています。
VB_TRANSPARENT の目的は、 VisiBroker 3.x のオブジェ ク ト フ ェ イルオーバーイ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ン と の互換性を維持する こ と です。

■ こ のポ リ シーのデフ ォル ト 値は 
com.borland.vbroker.QoSExt.VB_NOTIFY_REBIND です。 ク ラ イ アン ト はこの例
外をキ ャ ッチし、 2 度めの呼び出しでバイ ン ド を行います。 
CloseConnection メ ッ セージを事前に受け取っている ク ラ イ アン ト は、 閉じ た接続
も再確立し ます。

■ com.borland.vbroker.QoSExt.VB_NO_REBIND はフ ェ イルオーバーを無効にし ま
す。 ク ラ イ アン ト の VisiBroker ORB は、 閉じ た接続を同じサーバーに向けて再オープ
ンでき るだけで、 どのよ う なオブジェ ク ト 転送も許可されません。
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メ モ ク ラ イ アン ト の有効なポ リ シーが VB_TRANSPARENT であ り 、 ク ラ イ アン ト がサーバーの
状態データ を保持し ている場合は、 次の点に注意が必要です。 VB_TRANSPARENT を使用
する と、 ク ラ イ アン ト は、 サーバーの変更に気付かないま ま新しいサーバーに接続し、 元
のサーバーが保持し ていた状態データは失われます。

メ モ ク ラ イ アント が RebindPolicy を設定し 、 RebindMode がデフォ ルト
（ VB_TRANSPARENT） 以外に設定さ れている 場合、 RebindPolicy は、 CORBA 仕様にし
たがって特別な  ServiceContext で伝達されます。 ServiceContext の伝達は、 ク ラ イア
ン ト が GateKeeper または RequestAgent を使ってサーバーを呼び出す場合にだけ行われ
ます。 こ の伝達は、 通常のク ラ イ アン ト ／サーバーのシナ リ オでは行われません。

次の表で、 さ まざまな RebindMode 型の動作について説明し ます。

通信で障害が発生し た り 、 オブジェ ク ト でエラーが発生し た場合は、 該当する  CORBA 例
外が生成されます。

次のサンプルコード では、 型が TRANSPARENT の RebindPolicy を作成し、 VisiBroker 
ORB レベル、 ス レ ッ ド レベル、 およびオブジェ ク ト レベルでそのポ リ シーを設定し ます。

Any policyValue= orb.create_any(); 
RebindModeHelper.insert(policyValue,  
  org.omg.Messaging.TRANSPARENT.value); 
Policy myRebindPolicy = orb.create_policy(REBIND_POLICY_TYPE.value,  
  policyValue); 
//ORB ポリシーマネージャへのリファレンスを取得します。 
org.omg.CORBA.PolicyManager manager; 
try { 
   manager =         
PolicyManagerHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("ORBPolicyManager")); 
} 
catch(org.omg.CORBA.ORBPackage.InvalidName e) {} 
// スレッドごとのマネージャへのリファレンスを取得します。 
org.omg.CORBA.PolicyManager current; 
try { 
  current = 
    PolicyManagerHelper.narrow(orb.resolve_initial_references 
      ("PolicyCurrent")); 
} 
catch(org.omg.CORBA.ORBPackage.InvalidName e) {} 
//ORB レベルでポリシーを設定します。 
try{ 
  manager.set_policy_overrides(myRebindPolicy, 
    SetOverrideType.SET_OVERRIDE); 
} 

RebindMode 型

同じ オブジ ェ ク ト に 
対する閉じ た接続の 
再確立

オブジ ェ ク ト の 
転送

オブジ ェ ク ト の 
フ ェ イルオーバー

NO_RECONNECT いいえ。 REBIND 例
外が生成されます。

いいえ。 REBIND 例
外が生成されます。

いいえ

NO_REBIND はい はい （ポリシーと一致
する場合） 
いいえ。 REBIND 例
外が生成されます。

いいえ

TRANSPARENT はい はい いいえ

VB_NO_REBIND はい いいえ。 REBIND 例
外が生成されます。

いいえ

VB_NOTIFY_RE
BIND

いいえ。 例外が生成
されます。

はい はい -
VB_NOTIFY_REBIN
D は、 障害の検出後
に例外を生成し、 そ
れ以降に要求があると
フェイルオーバーを試
みます。

VB_TRANSPARE
NT

はい はい はい。 
透過的に行われます。
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Quality of Service （QoS） の使用

catch (InvalidPolicies e){} 
// スレッドレベルでポリシーを設定します。 
try { 
  current.set_policy_overrides(myRebindPolicy, 
    SetOverrideType.SET_OVERRIDE); 
} 
catch (InvalidPolicies e){} 
// オブジェクトレベルでポリシーを設定します。 
org.omg.CORBA.Object oldObjectReference=bind(...); 
org.omg.CORBA.Object newObjectReference=oldObjectReference._set_policy_override 
         (myRebindPolicy, SetOverrideType.SET_OVERRIDE);

QoS のポ リ シーと タ イプの詳細については、 CORBA 仕様の メ ッ セージングに関する節を
参照し て く ださ い。

org.omg.CORBA.Messaging.RelativeRequestTimeoutPolicy
RelativeRequestTimeoutPolicy には、 要求またはその応答を送信する相対的な
時間を指定し ます。 この時間を過ぎ る と、 要求はキ ャ ンセルされます。 このポ リ シー
は同期および非同期呼び出しの両方に適用されます。 指定された タ イ ムア ウ ト の時間
内に要求が完了する と、 タ イ ムア ウ ト のために応答が破棄される こ と はあ り ません。
タ イ ムア ウ ト 値は、 100 ナ ノ秒 （ns） 単位で指定されます。 このポ リ シーは確立され
た接続だけに有効で、 接続の確立には適用されません。

次のコード は、 RelativeRequestTimeoutPolicy の作成方法を示し ています。

   // 要求タイムアウトを 100 ナノ秒単位で指定します。 
   // タイムアウトを 20 秒に設定するには、「20 * 10^7」を設定します。 
   int reqTimeout = 20; 
   Any policyValue =  orb.create_any(); 
   policyValue.insert_ulonglong(reqTimeout * 10000000); 
   // ポリシーを作成します。 
   org.omg.CORBA.Policy reqPolicy = orb.create_policy( 
                  RELATIVE_REQ_TIMEOUT_POLICY_TYPE.value, policyValue); 
   PolicyManager orbManager = PolicyManagerHelper.narrow( 
                 orb.resolve_initial_references("ORBPolicyManager")); 
   orbManager.set_policy_overrides(new Policy[] {reqPolicy}, 
                                   SetOverrideType.SET_OVERRIDE);

org.omg.CORBA.Messaging.RelativeRoundTripTimeoutPolic
y
RelativeRoundTripTimeoutPolicy には、 要求またはその応答を送信する相対的
な時間を表し ます。 この時間を過ぎて も応答が送信されない場合、 要求はキ ャ ンセル
されます。 また、 要求がすでに送信済みで応答が送信先から返されている場合、 この
時間が過ぎ る と応答は破棄されます。 このポ リ シーは同期および非同期呼び出しの両
方に適用されます。 指定された タ イ ムア ウ ト の時間内に要求が完了する と、 タ イ ムア
ウ ト のために応答が破棄される こ と はあ り ません。 タ イ ムア ウ ト 値は、 100 ナ ノ秒
（ns） 単位で指定されます。 このポ リ シーは確立された接続だけに有効で、 接続の確
立には適用されません。

次のサンプルコード は、 RelativeRoundTripTimeoutPolicy の作成方法を示し ます。

// 往復タイムアウトを 100 ナノ秒単位で指定します。 
   // タイムアウトを 50 秒に設定するには、「50 * 10^7」を設定します。 
    int rttTimeout = 50; 
    Any policyValue =  orb.create_any(); 
    policyValue.insert_ulonglong(rttTimeout * 10000000); 
    //RelativeRoundTripTimeoutPolicy を作成し、それを ORB レベルで設定します。 
    org.omg.CORBA.Policy rttPolicy = orb.create_policy( 
                     RELATIVE_RT_TIMEOUT_POLICY_TYPE.value, policyValue); 
    PolicyManager orbManager = PolicyManagerHelper.narrow( 
                  orb.resolve_initial_references("ORBPolicyManager")); 
    orbManager.set_policy_overrides(new Policy[] {rttPolicy}, 
                                    SetOverrideType.SET_OVERRIDE);
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コードセットサポート

org.omg.CORBA.Messaging.SyncScopePolicy
SyncScopePolicy では、 要求の対象に関する要求の同期レベルを定義し ます。
SyncScope 型の値を  SyncScopePolicy と組み合わせて使用し て、 一方向オペレー
シ ョ ンの動作を制御し ます。

デフ ォル ト の SyncScopePolicy は SYNC_WITH_TRANSPORT です。 OAD を介し て一方
向オペレーシ ョ ンを実行するには、 SyncScopePolicy=SYNC_WITH_SERVER を使用す
る必要があ り ます。 SyncScopePolicy の有効な値は OMG によ って定義されます。

メ モ アプ リ ケーシ ョ ンでは、 VisiBroker ORB レベルの SyncScopePolicy を明示的に設定し
て、 VisiBroker ORB のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン全体で可搬性を確保する必要があ り ます。 
SyncScopePolicy のイ ン ス タ ン ス を作成する と、 Messaging::SyncScope 型の値が 
CORBA:: 
ORB::create_policy に渡されます。 このポ リ シーは、 ク ラ イ アン ト 側オーバーラ イ ド
と し てのみ適用でき ます。

例外

コードセットサポート

VisiBroker は、 char または wchar IDL データ型をマーシャ リ ングする際に、 アプ リ ケー
シ ョ ンが共通のコード セ ッ ト について取 り 決めるためのコード セ ッ ト ネゴシエーシ ョ ンを
提供し ます。 コード セ ッ ト は、 文字セ ッ ト の各文字と そのビ ッ ト 表記または数値と の 1 対 
1 関係を確立する明確な規則の集合です。

コードセットのタイプ

コード セ ッ ト にはい く つかのタ イプがあ り ます。 一部の言語環境では、 バイ ト 単位と ワ イ
ド文字が区別されます。 バイ ト 単位文字は、 い く つかの 8 ビ ッ ト バイ ト 単位でエン コード
されます。 ASCII （英語などの西 ヨーロ ッパ言語で使用） は、 典型的な 1 バイ ト のエン
コード の例です。 各文字に 1 ～ 3 バイ ト を使用する一般的なマルチバイ ト エン コード は、
日本のワーク ステーシ ョ ンで使用される  eucJP （日本語拡張 UNIX コード） です。 UTF-8 
などのバイ ト 単位コード セ ッ ト では、 1 文字の表現に 1 ～ 6 バイ ト が使用されますが、
CORBA 仕様では、 char データに依然 と し て 1 バイ ト のサイ ズ制限があ り 、 1 バイ ト を超
える表現には char[] を使用する必要があ り ます。

ワ イ ド文字は 16 または 32 ビ ッ ト 固定長であ り 、 中国語や日本語で使用されます。 中国語
や日本語では、 8 ビ ッ ト の組み合わせでは数が不十分であ り 、 固定幅のエン コード が必要
です。 典型的な例は、 Unicode （Unicode コ ン ソーシアムの定義によ る 「ユニバーサル」 文
字） です。 Unicode 文字の拡張エン コード スキームは、 UTF-16 （UCS 変換フ ォーマ ッ ト 、
16 ビ ッ ト 表記） です。

例外 説明

org.omg.CORBA.INV_POLICY Policy オーバーライドどうしが矛盾する場合に生成されま 
す。

org.omg.CORBA.REBIND RebindPolicy の値が NO_REBIND、 NO_RECONNECT、   
または VB_NO_REBIND の場合に、バイ ンド さ れている オブ  
ジェ ク ト リ ファ レンスを使って呼び出し を行った結果、オブジェ
ク ト 転送メ ッ セージまたはロ ケーショ ン転送メ ッ セージが出さ れ
る と 、 こ の例外が生成さ れます。

org.omg.CORBA.PolicyError 要求された Policy がサポートされていない場合に生成さ  
れます。

org.omg.CORBA.InvalidPolicies オペレーションに PolicyList シーケンスが渡された場合  
に生成されます。 例外本体には、 ポリシーのシーケンスから
有効でないポリシーが格納されています。 有効でないポリ
シーは、 現在のスコープ内ですでにオーバーライドされてい
るか、 要求されたほかのポリシーと両立しないかのどちらだか
らです。
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コードセットサポート

ネイテ ィ ブ コー ド セ ッ ト
ネ イ テ ィ ブコー ド セ ッ ト は、 ク ラ イ アン ト またはサーバーが ORB と通信する ために
使用する コード セ ッ ト です。 char データ と  wchar データに個別のネ イ テ ィ ブコード
セ ッ ト が存在し ます。

変換コー ド セ ッ ト （CCS）
これは、 ORB がネイ テ ィ ブコード セ ッ ト と の間ですべてのエン コード の変換を行 う
こ と ができ る ターゲ ッ ト コード セ ッ ト の集ま り です。 この CCS 内の各コード セ ッ ト
に対し て、 ORB は適切な変換プロ シージ ャ を維持し ています。 また、 転送された
データに対し てネイ テ ィ ブコード セ ッ ト のほかにそのコード セ ッ ト を使用でき る こ と
を宣言し ます。

転送コー ド セ ッ ト （TCS）
ク ラ イ アン ト の ORB と サーバーの ORB と の間で文字データの転送に使用されるエン
コーデ ィ ング と し て、 一般に合意されるのが転送コード セ ッ ト です。 ク ラ イ アン ト と
そのサーバーの間でセ ッ シ ョ ンご と に 2 つの転送コード セ ッ ト が確立されます。 1 つ
は char データ （TCS-C） に使用され、 も う  1 つは wchar データ （TCS-W） に使用さ
れます。

コードセットネゴシエーション

ク ラ イ アン ト 側の ORB は、 IOR マルチコ ンポーネン ト プロ フ ァ イル構造体からサーバー
のネイ テ ィ ブコード セ ッ ト と変換コード セ ッ ト を決定する と同時に、 ク ラ イ アン ト のネイ
テ ィ ブコード セッ ト と変換コードセッ ト を決定し ます。 この情報から、 ク ラ イアン ト 側の 
ORB は、 char および wchar の転送コード セ ッ ト （TCS-C および TCS-W） を選択し ます。
要求と応答の両方で、 char TCS-C によ って char データ と  string データのエン コード
が決定され、 wchar TCS-W によ って wchar データ と  wstring データのエン コード が決
定されます。

サポートされるコードセット

VisiBroker は、 次のコード セ ッ ト をサポー ト し ます。

■ IDL char データ型の場合、 ネイ テ ィ ブコード セ ッ ト は ISO 8859-1 （Latin-1）、 サポー ト
される変換コード は UTF-8 です。

■ IDL wchar データ型の場合、 ネイ テ ィ ブコード セ ッ ト は UTF-16、 変換コード セ ッ ト は
あ り ません。
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クライアントランタイムによるクライアント専用 
アプリケーションのデプロイメント

多 く のアプ リ ケーシ ョ ンデプロ イ メ ン ト シナ リ オで、 フルサイ ズの ORB イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンではな く 、 ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ムだけを必要とする こ と がよ く あ り ます。 ア
プ リ ケーシ ョ ンが純粋な ク ラ イ アン ト であ り 、 POA の作成やオブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化
などのサーバー側機能がない場合は、 こ のよ う なデプロ イ メ ン ト シナ リ オで VisiBroker の
ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ム ラ イブラ リ を使用でき ます。 VisiBroker ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ム
の メ モ リ フ ッ ト プ リ ン ト は、 完全な VisiBroker イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに比べて小さ く な
り ます。 ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ムは Java アーカ イブ （vbjclientorb.jar） フ ァ イル と し て提
供され、 VisiBroker のイ ン ス ト ール場所の /lib デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされています。

メ モ ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ムは、 ORB の機能を完全にはサポー ト し ていません。

VisiBroker ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ム ラ イブラ リ では、 次の機能がサポー ト されています。

■ リ モー ト のサーバーやサービ スのオペレーシ ョ ンを呼び出すなどのク ラ イ アン ト 側の
機能が提供されます。 ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ムを使用する アプ リ ケーシ ョ ンは、 イ ン
ターフ ェース リ ポジ ト リ 、 ネー ミ ングサービ ス、 リ ク エス ト エージェ ン ト （ポー リ ン
グモード のみ） などのサービ ス を引き続き利用でき ます。 また、 フ ァ イ ア ウ ォールを
通過する ために GateKeeper も利用でき ます。 オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモ
ン （OAD） に登録されているサーバーのオペレーシ ョ ン も呼び出すこ と ができ ます。
OSAgent を使ってサーバーを検索する こ と もでき ます。

■ バイ ン ド イ ン ターセプタ などのク ラ イ アン ト 側イ ン ターセプタ と、 リ ク エス ト イ ン
ターセプタ （VisiBroker 4x と ポータブルイ ン ターセプタの両方） を使用でき ます。

■ VisiSecure のク ラ イ アン ト 側の機能も使用でき ます。

VisiBroker ク ラ イアン ト ラ ンタ イムラ イブラ リ では、 次の機能がサポー ト されていません。

■ POA の作成やオブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化などのサーバー側の機能は、 すべて使用で
き ません。 resolve_initial_references("RootPOA") は使用でき ません。

■ 通知、 イベン ト サービ ス、 および リ ク エス ト エージェ ン ト のコールバッ ク モード は使
用でき ません。

■ ロ ケーシ ョ ンサービ スはサポー ト されていません。

■ POALifeCycleInterceptor、 リ ク エス ト イ ン ターセプタ （VisiBroker 4x と ポータブルイ ン
ターセプタの両方）、 IOR イ ン ターセプタ などのサーバー側のイ ン ターセプタは、 すべ
て使用でき ません。 ただし、 ク ラ スパスに追加のセキ ュ リ テ ィ  JAR フ ァ イルが含まれ
ている必要があ り ます。 次の 156 ページの 「使い方」 を参照し て く ださい。

使い方

vbjclientorb.jar を使用するには、 <install_dir>/bin/vbj.config を変更して、 vbjclientorb. 
jar の addpath エン ト リ を設定し ます。 それには、 vbj.config フ ァ イルの次の行を

addpath $var(defaultJarPath)/vbjorb.jar

次の行に置き換えます。

addpath $var(defaultJarPath)/vbjclientorb.jar

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンで VisiSecure を使用する場合は、 vbsec.jar、 sunjce_ 
provider.jar、 local_policy.jar、 US_export_policy.jar も ク ラ スパスに存在する必要があ り ます。
JDK 1.3.1 を使用する場合は、 以上の JAR に加えて、 jsse.jar、 jcert.jar、 jnet.jar、 jaas.jar、
jce1_2_1.jar の各 JAR フ ァ イルも ク ラ スパスに存在する必要があ り ます。

メ モ ク ラ イ アン ト ラ ン タ イ ム （vbjclientorb.jar） によ って特定の機能がサポー ト されていない場
合は、 実行時に ClassNotFound または NoClassDefFound 例外と と もに次の標準エラー メ ッ
セージが出力されます。

"******Client runtime does not support full ORB functionality ******"
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第 章

Chapter   13IDL の使い方    
こ の節では、 CORBA イ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） の使い方について説明し ます。

IDL の概要

イ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） は、 プロ グ ラ ミ ング言語ではな く 、 リ モー ト オブジェ
ク ト が実装する イ ン ターフ ェース を記述するための記述言語です。 IDL では、 イ ン ター
フ ェースの名前、 属性や メ ソ ッ ド の名前などを定義し ます。 IDL フ ァ イルを作成する と、
IDL コ ンパイ ラ を使用し て、 Java プロ グ ラ ミ ング言語で記述し た ク ラ イ アン ト ス タブフ ァ
イル と サーバースケル ト ンフ ァ イルを生成でき ます。

詳細については、 『VisiBroker プロ グ ラマーズ リ フ ァ レ ン ス』 の 27 ページの 「Java 対応プ
ロ グ ラマツール」 を参照し て く ださい。

こ のよ う な言語マッ ピング仕様は、 OMG が定義し ま す。 VisiBroker は OMG が設定し た仕様
に準拠し ている ため、 こ のマニュ アルでは言語マッ ピングに関する 情報は取り 扱っていま せ
ん。 言語マッ ピングの詳細については、 OMG の Web サイ ト  http://www.omg.org を参照し て
く ださ い。

メ モ CORBA 2.6 の正式な仕様は、 http://www.omg.org/technology/documents/vault. 
htm#CORBA_IIOP を参照し て く ださい。

IDL について説明し始める とページがい く ら あって も足 り な く なって し まいます。 
VisiBroker は OMG 定義の仕様に準拠し ているので、 IDL の詳細については、 OMG のサイ
ト を参照し て く ださ い。
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IDL コンパイラでコードを生成する方法

IDL コンパイラでコードを生成する方法

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムで使用するオブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース を定義するには、 イ
ン ターフ ェース定義言語 （IDL） を使用し ます。 idl2java コ ンパイ ラは、 イ ン ター
フ ェース定義を使って コード を生成し ます。

IDL 仕様のサンプル

イ ン ターフ ェース定義では、 オブジェ ク ト の名前だけでな く 、 オブジェ ク ト が提供するす
べての メ ソ ッ ド の名前も定義し ます。 各 メ ソ ッ ド は、 メ ソ ッ ド に渡されるパラ メ ータ、 そ
の種類、 およびそれらが入力用か出力用か、 またはその両方かを定義し ます。 下の IDL サ
ンプルは、 example と い う 名前のオブジェ ク ト の IDL 仕様を示し た ものです。 example 
オブジェ ク ト には op1 メ ソ ッ ド があ り ます。

// サンプルオブジェクトの IDL 仕様 
interface example { 
  long op1(in char x, out short y); 
};

生成されるコードの概要

IDL コ ンパイ ラは、 上の 158 ページの 「IDL 仕様のサンプル」 から複数のフ ァ イルを生成
し ます。

■ _exampleStub.java は、 ク ラ イ アン ト 側の example オブジェ ク ト のス タブコード
です。

■ example.java は、 example イ ン ターフ ェースの宣言です。

■ exampleHelper.java は、 exampleHelper ク ラ ス を宣言し ます。 このク ラ スは、
ユーテ ィ リ テ ィ 機能と  example イ ン ターフ ェースに関するサポー ト 機能を定義し ま
す。

■ exampleHolder.java は、 exampleHolder ク ラ ス を宣言し ます。 このク ラ スは、
out パラ メ ータ と  inout パラ メ ータ を渡すためのホルダーを提供し ます。

■ exampleOperations.java は example イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を定義し、 ク ラ
イ アン ト 側と サーバー側の両方で使用し ます。 また、 tie ク ラ ス と と もに機能し て tie メ
カニズムを提供し ます。

■ examplePOA.java には、 サーバー側の example オブジェ ク ト のス ケル ト ン コード
（イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンベース コード） が含まれています。

■ examplePOATie.java には、 tie メ カニズムを使って example オブジェ ク ト をサー
バー側に実装するために使用される ク ラ スが含まれています。

_<interface_name>Stub.java

ユーザー定義型ご と に、 idl2java コ ンパイ ラは 1 つのス タブ ク ラ ス を作成し ます。 これ
はク ラ イ アン ト 側でイ ン ス タ ン ス化され、 <interface_name> イ ン ターフ ェース を実装
する ク ラ スです。

public class exampleStub extends com.inprise.vbroker.CORBA.portable.ObjectImpl 
  implements example { 
  final public static java.lang.Class _opsClass = exampleOperations.class; 
  public java.lang.String[] ids () { 
      . . . 
  } 
  public int op1 (char x, org.omg.CORBA.ShortHolder y) { 
      . . . 
}
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<interface_name>.java

<interface_name>.java フ ァ イルは、 各 IDL イ ン ターフ ェース用に生成された Java イ
ン ターフ ェースです。 これは、 IDL イ ン ターフ ェース定義を適切な Java イ ン ターフ ェース
に直接マ ッ ピング し た ものです。 このイ ン ターフ ェースは、 ク ラ イ アン ト と サーバースケ
ル ト ンの両方で実装されます。

public interface example extends com.inprise.vbroker.CORBA.Object, 
  exampleOperations, 
  org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
}

<interface_name>Helper.java

ユーザー定義型ご と に、 idl2java は 1 つのヘルパーク ラ スが作成されます。 Helper ク
ラ スは、 生成される  Java インターフェースのさ まざまな静的メ ソ ッ ド を保持する抽象ク ラ ス
です。

public final class exampleHelper { 
  public static example narrow (final org.omg.CORBA.Object obj) { 
     . . . 
  } 
  public static example unchecked_narrow (org.omg.CORBA.Object obj) { 
     . . . 
  } 
  public static example bind (org.omg.CORBA.ORB orb) { 
     . . . 
  } 
  public static example bind (org.omg.CORBA.ORB orb,  
    java.lang.String name) { 
     . . . 
  } 
  public static example bind (org.omg.CORBA.ORB orb, java.lang.String name, 
    java.lang.String host, 
    com.inprise.vbroker.CORBA.BindOptions _options) { 
      . . . 
  } 
  public static example bind (org.omg.CORBA.ORB orb, java.lang.String 
    fullPoaName, 
    byte[] oid) { 
     . . . 
  } 
  public static example bind (org.omg.CORBA.ORB orb, 
    java.lang.String fullPoaName, byte[] oid, 
    java.lang.String host, 
    com.inprise.vbroker.CORBA.BindOptions _options) { 
     . . . 
  } 
  public java.lang.Object read_Object (final org.omg.CORBA.portable. 
    InputStream istream) { 
     . . . 
  } 
  public void write_Object ( 
    final org.omg.CORBA.portable.OutputStream ostream, 
    final java.lang.Object obj) { 
     . . . 
  } 
  public java.lang.String get_id () {  
     . . . 
  } 
  public org.omg.CORBA.TypeCode get_type () { 
     . . . 
  } 
  public static example read ( 
    final org.omg.CORBA.portable.InputStream _input) { 
     . . . 
  } 
  public static void write ( 
    final org.omg.CORBA.portable.OutputStream _output, 
    final example value) { 
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     . . . 
  } 
  public static void insert ( 
    final org.omg.CORBA.Any any, final example value) { 
     . . . 
  } 
  public static example extract (final org.omg.CORBA.Any any) { 
    . . . 
  } 
  public static org.omg.CORBA.TypeCode type () { 
    . . . 
  } 
  public static java.lang.String id () { 
    . . . 
  } 
}

<interface_name>Holder.java

ユーザー定義型ご と に、 idl2java コ ンパイ ラは 1 つのホルダーク ラ ス を作成し ます。 こ
れは、 out パラ メ ータや inout パラ メ ータ と し て渡されて、 <interface_name> イ ン
ターフ ェース をサポー ト するオブジェ ク ト を ラ ッ プするオブジェ ク ト のク ラ ス を提供し ま
す。

public final class exampleHolder  
  implements org.omg.CORBA.portable.Streamable { 
    public foo.example value; 
    public exampleHolder () { 
    } 
    public exampleHolder (final foo.example _vis_value) { 
       . . . 
    } 
    public void _read (final org.omg.CORBA.portable.InputStream input) { 
       . . . 
    } 
    public void _write (final org.omg.CORBA.portable.OutputStream output) { 
       . . . 
    } 
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type () { 
       . . . 
    } 
}

<interface_name>Operations.java

ユーザー定義型ご と に、 idl2java コ ンパイ ラは IDL 宣言で定義されているすべての メ
ソ ッ ド を保持するオペレーシ ョ ン ク ラ ス を作成し ます。

public interface exampleOperations { 
  public int op1(char x, org.omg.CORBA.ShortHolder y); 
}
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<interface_name>POA.java

<interface_name>POA.java フ ァ イルは、 イ ン ターフ ェースのサーバー側スケル ト ン
です。 
これは in パラ メ ータ をアンマーシ ャ リ ング し てオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンへ
の呼び出しに渡し ます。 また、 戻 り 値とすべての out パラ メ ータ をマーシ ャ リ ング し直し
ます。

public abstract class examplePOA  
  extends org.omg.PortableServer.Servant  
  implements org.omg.CORBA.portable.InvokeHandler, exampleOperations { 
  public example _this () { 
     . . . 
  } 
  public example _this (org.omg.CORBA.ORB orb) { 
     . . . 
  } 
  public java.lang.String[] _all_interfaces ( 
    final org.omg.PortableServer.POA poa, 
     . . . 
  } 
  public org.omg.CORBA.portable.OutputStream _invoke (java.lang.String opName, 
    org.omg.CORBA.portable.InputStream _input, 
    org.omg.CORBA.portable.ResponseHandler handler) { 
    . . . 
  } 
  public static org.omg.CORBA.portable.OutputStream _invoke (exampleOperations 
_self, 
    int _method_id, org.omg.CORBA.portable.InputStream _input, 
    org.omg.CORBA.portable.ResponseHandler _handler) { 
     . . . 
  } 
}

<interface_name>POATie.java

<interface_name>POATie.java フ ァ イルは、 <interface_name> イ ン ターフ ェース
のデ リ ゲー ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。 tie ク ラ スの各イ ン ス タ ン スは、 すべてのオペ
レーシ ョ ンのデ リ ゲー ト 先と な る <interface_name>Operations ク ラ ス を実装する イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ スのイ ン ス タ ン ス と と もに初期化する必要があ り ます。

public class examplePOATie extends examplePOA { 
  public examplePOATie (final exampleOperations _delegate) { 
     . . . 
  } 
  public examplePOATie (final exampleOperations _delegate, 
    final org.omg.PortableServer.POA _poa) { 
     . . . 
  } 
  public exampleOperations _delegate () { 
     . . . 
  } 
  public void _delegate (final exampleOperations delegate) { 
     . . . 
  } 
  public org.omg.PortableServer.POA _default_POA () { 
     . . . 
  } 
  public int op1 (char x, org.omg.CORBA.ShortHolder y) { 
     . . . 
  } 
}

IDL のインターフェース属性の定義

イ ン ターフ ェース仕様では、 イ ン ターフ ェースの一部と し てオペレーシ ョ ンのほかに属性
を定義でき ます。 デフ ォル ト では、 すべての属性が読み取 り ／書き込み用です。 IDL コ ン
パイ ラは、 属性ご と に 2 つの メ ソ ッ ド （属性値を設定する メ ソ ッ ド と属性値を取得する メ
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ソ ッ ド） を生成し ます。 また、 読み取 り 専用の属性を指定する こ と も でき ます。 この場合
は、 取得用の メ ソ ッ ド だけが生成されます。

下の IDL サンプルは、 2 つの属性を定義する  IDL 仕様を示し ています。 1 つは読み書き用
で、 も う  1 つは読み取 り 専用です。

interface Test { 
  attribute long count; 
  readonly attribute string name; 
};

こ のサンプルコード は、 こ の IDL で宣言された イ ン ターフ ェースに対し て生成されたオペ
レーシ ョ ン ク ラ ス を示し ています。

public interface TestOperations { 
  public int count (); 
  public void count (int count); 
  public java.lang.String name (); 
}

戻り値がない一方向メソッドの指定

IDL では、 一方向 メ ソ ッ ド と呼ばれる戻 り 値のないオペレーシ ョ ンを指定でき ます。 これ
らのオペレーシ ョ ンには、 入力パラ メ ータだけがあ り ます。 oneway メ ソ ッ ド が呼び出さ
れる と サーバーに要求が送信されますが、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 その
要求が実際に受信されたかど う かの確認を返し ません。

VisiBroker は、 ク ラ イ アン ト からサーバーへの接続に TCP ／ IP を使用し ます。 これによ
り 、 すべてのパケ ッ ト に信頼でき る配信が提供されます。 サーバーが使用可能な状態であ
る限 り 、 ク ラ イ アン ト は確実に要求をサーバーに送信でき ます。 ただし、 ク ラ イ アン ト
は、 実際にオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン自身によ って要求が処理されたかど う か
を確認する こ と はでき ません。

メ モ 一方向オペレーシ ョ ンは、 例外を生成し た り 値を返すこ と はでき ません。

interface oneway_example { 
  oneway void set_value(in long val); 
};
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別のインターフェースを継承する IDL インターフェースの
指定

IDL では、 別のイ ン ターフ ェース を継承する イ ン ターフ ェース を指定でき ます。 IDL コ ン
パイ ラの生成し た ク ラ スは、 継承関係を反映し ます。 親イ ン ターフ ェースで宣言されたす
べての メ ソ ッ ド、 データ型定義、 定数、 および列挙体は、 派生し た イ ン ターフ ェースに可
視です。

interface parent { 
  void operation1(); 
}; 
interface child : parent { 
   . . . 
  long operation2(in short s); 
};

次のサンプルコード は、 上のイ ン ターフ ェース仕様から生成される コード を示し ます。

public interface parentOperations {  
  public void operation1 (); 
} 
public interface childOperations extends parentOperations { 
  public int operation2 (short s); 
} 
public interface parent  
  extends com.inprise.vbroker.CORBA.Object, parentOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
} 
public interface child extends childOperations, Baz.parent, 
  org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
}
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第 章

Chapter   14 スマートエージェントの使い方   
こ こ では、 スマー ト エージェ ン ト （osagent） について説明し ます。 スマー ト エージェ ン
ト は、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを検索でき る よ う に、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ
ムを登録し ます。 カ ス タ ム VisiBroker ORB ド メ イ ンの設定方法、 異な る ローカルネ ッ ト
ワーク上にあ る スマー ト エージェ ン ト ど う しの接続方法、 および 1 つのホス ト から別のホ
ス ト へのオブジェ ク ト の移行方法について説明し ます。

スマートエージェントの概要

VisiBroker のスマー ト エージェ ン ト （osagent） は、 動的な分散デ ィ レ ク ト リ サービ スで
あ り 、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの両方のために機
能し ます。 ローカルネ ッ ト ワーク内では、 少な く と も  1 つのホス ト でスマー ト エージェ ン
ト を起動する必要があ り ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムがオブジェ ク ト で bind() を呼び
出すと、 自動的にスマー ト エージェ ン ト が問い合わせを受けます。 スマー ト エージェ ン ト
は、 指定された イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを検索し て、 ク ラ イ アン ト と そのイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ン と の間に接続を確立し ます。 スマー ト エージェ ン ト と の通信は、 ク ラ イ アン ト
プロ グ ラ ムに対し て完全に透過的です。

POA で PERSISTENT ポ リ シーが設定されている場合、 activate_object_with_id を
使用する と、 スマー ト エージェ ン ト は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムがオブジェ ク ト またはイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用でき る よ う に、 そのオブジェ ク ト を登録し ます。 オブジェ ク
ト またはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが非ア ク テ ィ ブ化された場合、 スマー ト エージェ ン ト
は、 使用可能なオブジェ ク ト の リ ス ト から そのオブジェ ク ト を削除し ます。 スマー ト エー
ジェ ン ト と の通信は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの場合と同様に、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンに対し て も完全に透過的です。 POA の詳細については、 99 ページの 「POA 
の使い方」 を参照し て く ださ い。

スマートエージェントの設定と同期に関する推奨事項

スマー ト エージェ ン ト がサポー ト するオブジェ ク ト の数やタ イプに厳しい制限はあ り ませ
んが、 スマー ト エージェ ン ト を大規模なアーキテ クチャに組み込む場合にし たが う と よい
推奨の方法があ り ます。

スマー ト エージェ ン ト は、 フ ラ ッ ト で単純な名前空間で構成された軽量なデ ィ レ ク ト リ
サービ ス と し て設計されてお り 、 ローカルネ ッ ト ワーク内の少数の既知のオブジェ ク ト を
サポー ト でき ます。

すべてのオブジェ ク ト の登録済みのサービ スは メ モ リ に格納されるため、 スケーラ ビ リ
テ ィ の 適化と フ ォール ト ト レ ラ ン ス を同時に満たすこ と はでき ません。 アプ リ ケーシ ョ
ンは、 すべてのデ ィ レ ク ト リ 要求を スマー ト エージェ ン ト に依存し ないよ う に、 既知のオ
ブジェ ク ト を使って別の分散サービ スにブー ト ス ト ラ ッ プする必要があ り ます。 必要とす
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るサービ ス検索の負荷が大きい場合は、 VisiBroker ネー ミ ングサービ ス （VisiNaming） を
使用する こ と をお勧めし ます。 VisiNaming には永続的ス ト レージ機能と ク ラ ス タ負荷分散
機能があ り ますが、 スマー ト エージェ ン ト では osagent 単位の単純な ラ ウ ン ド ロ ビンだ
けが提供されます。 スマー ト エージェ ン ト はイ ン メ モ リ 設計なので、 適切にシャ ッ ト ダウ
ン し た場合でも異常終了し た場合でも、 同じ  ORB ド メ イ ン内の別のスマー ト エージェ ン
ト （同じ  OSAGENT_PORT 番号） にフ ェ イルオーバーする こ と があ り ません。 これに対し
て、 VisiNaming サービ スは、 そのよ う なフ ェ イルオーバー機能を提供し ます。 VisiBroker 
ネー ミ ングサービ スの詳細については、 191 ページの 「VisiNaming サービ スの使い方」 を
参照し て く ださ い。

全般的なガイ ド ラ イン
スマー ト エージェ ン ト の使い方と し て推奨される一般的なガイ ド ラ イ ンを次に示し ま
す。

■ サーバー登録数は、 ORB ド メ イ ンあた り のオブジェ ク ト イ ン ス タ ン ス数または POA 数
で 100 未満に制限し ます。

■ スマー ト エージェ ン ト は、 CORBA サーバーだけでな く すべての ク ラ イ アン ト を追跡す
る ため、 スマー ト エージェ ン ト には各ク ラ イ アン ト の負荷が少量ずつかか り ます。 任
意の 10 分間に、 ク ラ イ アン ト 数が 100 を超えないよ う にし ます。

メ モ GateKeeper は、 実際には多 く のク ラ イ アン ト のかわ り と し て機能し て も、 1 つのク ラ イ
アン ト と し てカ ウ ン ト し ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンは、 起動時に少数の既知のオブジェ ク ト にま と めてバイ ン ド し、 こ
れらのオブジェ ク ト を後で検索に使用する こ と で、 スマー ト エージェ ン ト を分散的に
使用する必要があ り ます。 スマー ト エージェ ン ト の通信は UDP ベースです。 UDP 上に
構築された メ ッ セージプロ ト コルの信頼性は高いですが、 UDP は一般に信頼性が低 く 、
ワ イ ド エ リ アネ ッ ト ワーク では使用されません。 スマー ト エージェ ン ト はイ ン ト ラ
ネ ッ ト 向けに設計されているため、 フ ァ イ ア ウ ォール構成を含むワ イ ド エ リ アネ ッ ト
ワーク では使用をお勧めし ません。

■ スマー ト エージェ ン ト ホス ト に直接接続されていないサブネ ッ ト 上のク ラ イ アン ト か
ら スマー ト エージェ ン ト の実際のデフ ォル ト  IP にア ク セスでき る必要があ り ます。
ネ ッ ト ワーク ア ド レ ス変換 （NAT） フ ァ イ ア ウ ォールの背後からのク ラ イ アン ト ア ク
セス用にスマー ト エージェ ン ト を設定する こ と はでき ません。

■ スマー ト エージェ ン ト は、 起動時に入手でき るネ ッ ト ワーク情報を使用し て、 自分自
身を設定し ます。 スマー ト エージェ ン ト は、 ダ イヤルア ッ プ接続に関連付け られた イ
ン ターフ ェースなど、 後で追加された新しいネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース を検出で
き ません。 し たがって、 スマー ト エージェ ン ト は、 静的なネ ッ ト ワーク構成に適し て
います。

負荷分散と フ ォール ト ト レ ラ ンスのガイ ド ラ イン
■ スマー ト エージェ ン ト は、 ORB ド メ イ ンベースではな く エージェ ン ト ベースで単

純な ラ ウ ン ド ロ ビンアルゴ リ ズムを使用し て、 負荷分散を実装し ます。 ORB ド メ
イ ンに複数のスマー ト エージェ ン ト があ る場合、 複製サーバー間で負荷分散を実
現するには、 すべてのサーバーを同じ スマー ト エージェ ン ト に登録し ます。

■ ORB ラ ンタ イムはスマー ト エージェン ト へのア クセスをキャ ッシュするため、 同じ  ORB 
プロセスから同じサーバーオブジェ ク ト に複数のバイ ン ド を実行し て も、 ラ ウ ン ド ロ
ビン動作は行われません。 後の方のオブジェ ク ト へのバイ ン ド では、 スマー ト エー
ジェ ン ト に新しい要求が送信されず、 キ ャ ッ シ ュが使用されます。 この動作は、 ORB 
のプロパテ ィ で変更でき ます。 詳細については、 『VisiBroker プロ グ ラ マーズ リ フ ァ レ
ン ス』 の 63 ページの 「VisiBroker のプロパテ ィ 」 を参照し て く ださ い。

■ スマー ト エージェ ン ト が終了する と、 そのエージェ ン ト に登録されていたすべての
サーバーは、 別のエージェ ン ト を探し て登録を試みます。 このプロセスは自動的に実
行されますが、 サーバーがこれを実行する ために 大 2 分かかる場合があ り ます。 その 
2 分の間、 サーバーは ORB ド メ イ ンに登録されないため、 新しいク ラ イ アン ト がサー
バーを使用できな く な り ます。 ただし、 すでにバイ ン ド されているサーバーと ク ラ イ
アン ト の間で進行中の IIOP 通信には影響し ません。

ロケーシ ョ ンサービスのガイ ド ラ イン
ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 スマー ト エージェ ン ト 技術の上に構築されています。 し た
がって、 ロ ケーシ ョ ンサービ ス も上と同じガイ ド ラ イ ンにし たがいます。
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■ ロ ケーシ ョ ンサービ スの ト リ ガーによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って登録された ト リ
ガーハン ド ラ と スマー ト エージェ ン ト の間に UDP ト ラ フ ィ ッ クが発生し ます。 こ の機
能を使用するには、 オブジェ ク ト の数と監視プロセスの数をそれぞれ 10 未満に制限す
る必要があ り ます。

■ ロ ケーシ ョ ンサービ スの ト リ ガーは、 オブジェ ク ト が動作し ている、 またはダウ ン し
ている こ と を スマー ト エージェ ン ト が確認する と きに発行されます。 「ダウ ン」 ト リ
ガーの発行は、 大 4 分遅延する場合があ り ます。 こ のため、 タ イ ム ク リ テ ィ カルなア
プ リ ケーシ ョ ンでは、 こ の機能の使用を控え る必要があ り ます。

ロ ケーシ ョ ンサービ スの詳細については、 179 ページの 「ロ ケーシ ョ ンサービ スの使い方」
を参照し て く ださ い。

スマー ト エージ ェ ン ト を使用し ない場合
■ ORB ド メ イ ンが多 く の （6 以上） サブネ ッ ト にまたがる場合。 多 く のサブネ ッ ト

にまたがる大規模な ORB ド メ イ ンでは、 agentaddr フ ァ イルの管理が困難です。

■ 名前空間が多 く の （100 を超え る） 既知のオブジェ ク ト を必要 とする場合。

■ スマー ト エージェ ン ト を必要とする アプ リ ケーシ ョ ン （ク ラ イ アン ト ） の数が 10 分間
に常時 100 を超え る場合。

メ モ 上の状況では、 ネー ミ ングサービ スなどの別のデ ィ レ ク ト リ が適切です。 詳細について
は、 191 ページの 「VisiNaming サービ スの使い方」 を参照し て く ださい。

スマートエージェントの検索

VisiBroker は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム またはオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが使
用する スマー ト エージェ ン ト を検索するために、 ブロード キ ャ ス ト メ ッ セージを使用し ま
す。 初に応答し たスマー ト エージェ ン ト が使用されます。 スマー ト エージェ ン ト が見つ
かる と、 ポイ ン ト ツーポイ ン ト  UDP 接続で、 そのスマー ト エージェ ン ト に登録および検
索要求を送信し ます。

UDP プロ ト コルが使用されるのは、 TCP 接続よ り 消費するネ ッ ト ワーク リ ソースが少ない
からです。 すべての登録および検索要求は動的に行われるので、 設定フ ァ イルやマ ッ ピン
グを維持する必要はあ り ません。

メ モ ブロード キ ャ ス ト メ ッ セージは、 スマー ト エージェ ン ト の検索専用です。 その他のスマー
ト エージェ ン ト と の通信では、 ポイ ン ト ツーポイ ン ト 通信が使用されます。 ブロード キ ャ
ス ト メ ッ セージの使い方を上書きする方法については、 174 ページの 「ポイ ン ト ツーポイ
ン ト 通信の使い方」 を参照し て く ださい。

スマートエージェント間の協力によるオブジェクトの 
検索

スマー ト エージェ ン ト がローカルネ ッ ト ワーク上の複数のホス ト で起動される と、 各ス
マー ト エージェ ン ト は、 利用でき るオブジェ ク ト のサブセ ッ ト を認識し ます。 また、 ほか
のスマー ト エージェ ン ト と通信し て、 発見できないオブジェ ク ト を検索し ます。 スマー ト
エージェ ン ト のプロセスの 1 つが突然終了する と、 そのスマー ト エージェ ン ト に登録され
ていたすべてのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンがこのイベン ト を発見し、 使用可能な別のスマー
ト エージェ ン ト に自動的に登録されます。

OAD との協力によるオブジェクトへの接続

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンをオンデマン ド で起動するために、 オブジェ ク ト イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンをオブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） に登録する こ
と ができ ます。 こ のよ う なオブジェ ク ト は、 OAD 内でオブジェ ク ト が実際にア ク テ ィ ブ
であって検索が可能な場合と同様に、 スマー ト エージェ ン ト に登録されています。 ク ラ イ
アン ト がこれらのオブジェ ク ト の 1 つを要求する と、 その要求は OAD に送信されます。
次に、 OAD は、 そのク ラ イ アン ト 要求を実際のサーバーに転送し ます。 オブジェ ク ト イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが実際には OAD 内でア ク テ ィ ブでないこ と を、 スマー ト エージェ
ン ト は認識し ません。 OAD の詳細については、 281 ページの 「オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベー
シ ョ ンデーモン （OAD） の使い方」 を参照し て く ださい。
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スマートエージェント（osagent）の起動

ローカルネ ッ ト ワーク内のホス ト で、 少な く と も  1 つのスマー ト エージェ ン ト のイ ン ス タ
ン ス を実行し てお く 必要があ り ます。 ローカルネ ッ ト ワークは、 ブロード キ ャ ス ト メ ッ
セージを送信でき る範囲内のサブネ ッ ト ワーク を参照し ます。

Windows スマー ト エージェ ン ト を起動するには、 次の手順にし たがいます。

■ 次のデ ィ レ ク ト リ にあ る  osagent 実行可能フ ァ イル osagent.exe をダブルク リ ッ ク し
ます。

<install_dir¥bin¥

または

■ コマン ド プロ ンプ ト で、 「osagent [options]」 と入力し ます。 次に例を示し ます。

prompt> osagent [options]

UNIX スマー ト エージェ ン ト を起動するには、 「osagent &」 と入力し ます。 次に例を示し ます。

prompt> osagent &

メ モ シグナル処理が変更されたため、 bourne シェルと  korn シェルのユーザーは、 ユーザーがロ
グア ウ ト する際にハングア ッ プ （hup） シグナルによ ってプロセスが終了し ないよ う に、
osagent の起動時に ignoreSignal hup パラ メ ータ を使用する必要があ り ます。 次に
例を示し ます。 
nohup $VBROKERDIR/bin/osagent ignoreSignal hup &

osagent コマン ド は、 次のコマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。

例を次に示し ます。

osagent コマン ド の次の例では、 特定の UDP ポー ト を指定し ます。

 osagent -p 17000

オプシ ョ ン 説明

-a <IP_address> デフォルトの監視アドレスを設定します。

-p <UDP_port> OSAGENT_PORT の設定とレジストリ設定を上書きします。

-v 詳細モードにして、 実行中の情報および診断メッセージを表示します。

-help または -
?

ヘルプメッセージを出力します。

-l OSAGENT_LOGGING_ON が設定されている場合はログをオフにします。

-ls <size> 調整ログサイズを 1024 KB ブロック単位で指定します。 大値は 300 です。     
したがって、 大ログサイズは 300 MB です。

+l <options> ログレベルを表示／有効にします。 サポートされるオプションは次のとおりで
す。

■ ロ グをオンにし、 ロ グレベル "ief" (== +l oief) を有効にし ます。 こ
れは、 OSAGENT_LOGGING_ON の設定と 同等です。 ロ グは自動的にサイ ズ
調整され、 OSAGENT_LOG_DIR デ ィ レ ク ト リ または VBROKER_ADM デ ィ レ
ク ト リ に書き込まれます （設定されている場合）。 設定されていない場合
は、 デフ ォル ト で /tmp （UNIX） または %TEMP% （Windows） に書き込ま
れます。

■ i - 情報

■ e - エラー

■ w - 警告

■ f - 致命的エラー

■ d - デバッ グ

■ a - すべて

-n, -N Windows のシステムトレイアイコンを無効にします。



 第 14 章 : スマー ト エージ ェ ン ト の使い方 169

スマートエージェントの概要

詳細出力

UNIX UNIX では、 詳細出力は stdout に送信されます。

Windows Windows では、 詳細出力は次のいずれかの場所にあ る ロ グフ ァ イルに書き込まれます。

■ C:¥TEMP¥vbroker¥log¥osagent.log.
■ 環境変数 VBROKER_ADM によ って指定されたデ ィ レ ク ト リ

メ モ ロ グフ ァ イルの書き込み先と し て別のデ ィ レ ク ト リ を指定するには、
OSAGENT_LOG_DIR を使用し ます。 ロ グオプシ ョ ンを設定するには、 スマー ト エー
ジェ ン ト のア イ コ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Log Options］ を選択し ます。

エージ ェ ン ト を無効にする
実行時に次のプロパテ ィ を  VisiBroker ORB に渡すこ と によ り 、 スマー ト エージェ ン ト
と の通信を無効にでき ます。

prompt> vbj -Dvbroker.agent.enableLocator=false

文字列 リ フ ァ レン ス またはネー ミ ングサービ ス を使用し ているか、 URL リ フ ァ レン ス を渡
す場合、 スマー ト エージェ ン ト は不要なので無効にでき ます。 bind() メ ソ ッ ド にオブ
ジェ ク ト 名を渡す場合は、 スマー ト エージェ ン ト を使用する必要があ り ます。

スマートエージェントの有効性の確認

ローカルネ ッ ト ワーク内の複数のホス ト でスマー ト エージェ ン ト を起動する と、 スマー ト
エージェ ン ト の 1 つが予期せずに終了し て も、 ク ラ イ アン ト はオブジェ ク ト にバイ ン ド し
続け る こ と ができ ます。 スマー ト エージェ ン ト が利用できな く な る と、 そのスマー ト エー
ジェ ン ト に登録されていたすべてのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 別のスマー
ト エージェ ン ト に自動的に再登録されます。 ローカルネ ッ ト ワーク でスマー ト エージェ ン
ト が動作し ていない場合、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 新しいスマー ト エー
ジェ ン ト と交信でき る まで再試行を続けます。

スマー ト エージェン ト が終了する と、 終了前に確立されていた任意のク ラ イアン ト とオブ
ジェ ク ト インプ リ メ ンテーシ ョ ン との間の接続は、 中断な く 継続されます。 ただし、 ク ラ イ
アン ト が任意の新しい bind() 要求を発行する と、 新しいスマー ト エージェン ト が起動し ま
す。

これらのフ ォール ト ト レ ラ ン ス機能を利用するには、 特別な コーデ ィ ング技術は必要あ り
ません。 ローカルネ ッ ト ワーク の 1 つ以上のホス ト で、 スマー ト エージェ ン ト が起動され
ている こ と を確認する必要があ るだけです。

ク ラ イアン ト の確認
スマー ト エージェ ン ト は、 「Are You Alive」 メ ッ セージ （ハー ト ビー ト メ ッ セージ と
もい う ） を  2 分ご と にク ラ イ アン ト に送信し て、 ク ラ イ アン ト がまだ接続されている
かど う かを確認し ます。 ク ラ イ アン ト が応答し ない場合、 スマー ト エージェ ン ト は、
ク ラ イ アン ト が接続を終了し た とみな し ます。

ク ラ イ アン ト をポー リ ングする間隔は変更でき ません。

メ モ 「ク ラ イ アン ト 」 と い う 用語は、 必ずし も オブジェ ク ト またはプロセスの機能を指し てい
ません。 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得するためにスマー ト エージェ ン ト に接続する任
意のプロ グ ラ ムを ク ラ イ アン ト と呼びます。
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同時に複数の VisiBroker ORB ド メ イ ンを実行する と便利な こ と があ り ます。 た と えば、 一
方の ド メ イ ンを製品版のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
で構成し、 も う 一方の ド メ イ ンを一般の使用に向けてまだ リ リ ース されていないテス ト 版
で構成し ます。 何人かの開発者が同じ ローカルネ ッ ト ワーク上で作業し ている場合は、 テ
ス ト 作業が互いに競合し ないよ う に、 それぞれが独自の VisiBroker ORB ド メ イ ンを確立す
る こ と ができ ます。

図 14.1 異なる VisiBroker ORB ド メ イ ンの同時実行

VisiBroker では、 各ド メ イ ンのスマー ト エージェ ン ト に一意の UDP ポー ト 番号で、 同じ
ネッ ト ワーク上にある複数の ORB ド メ インを区別でき ます。 デフォル ト では、
OSAGENT_PORT 変数は 14000 に設定されています。 別のポー ト 番号を使用する場合は、 使
用でき るポー ト 番号をシステム管理者に問い合わせて く ださい。

デフ ォル ト の設定を上書きするには、 VisiBroker ORB ド メ イ ンに割 り 当て られている ス
マー ト エージェ ン ト 、 OAD、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン、 およびク ラ イ アン ト
プロ グ ラ ムを実行する前に、 OSAGENT_PORT 変数を適切に設定する必要があ り ます。 た
と えば、 次のよ う にし ます。

prompt> setenv OSAGENT_PORT 5678 
prompt> osagent & 
prompt> oad &

スマー ト エージェ ン ト は、 TCP プロ ト コル と  UDP プロ ト コルの両方に対し て追加の内部
ポー ト 番号を使用し ます。 ただし、 ポー ト 番号は と もに同じです。 このポー ト 番号は、
OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT 環境変数で設定でき ます。
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異なるローカルネットワーク上のスマートエージェントの
接続

ローカルネ ッ ト ワーク で複数のスマー ト エージェ ン ト を起動する と、 各スマー ト エージェ
ン ト は、 UDP ブロード キ ャ ス ト メ ッ セージで互いを見つけます。 ネ ッ ト ワーク ア ド ミ ニス
ト レータは、 IP サブネ ッ ト マス ク でブロード キ ャ ス ト メ ッ セージの範囲を指定し て ローカ
ルネ ッ ト ワーク を設定し ます。 次の図はネ ッ ト ワーク リ ン ク によ って接続された 2 つの
ローカルネ ッ ト ワーク です。

図 14.2 異なるローカルネ ッ ト ワーク上の 2 つのスマー ト エージ ェ ン ト

あ るネ ッ ト ワーク上のスマー ト エージェ ン ト が別のローカルネ ッ ト ワーク上のスマー ト
エージェ ン ト と通信でき る よ う にするには、 次の例に示すよ う に、 OSAGENT_ADDR_FILE 
環境変数を使用し ます。

setenv OSAGENT_ADDR_FILE=<path to agent addr file>

または、 次の例に示すよ う に vbroker.agent.addrFile プロパテ ィ を使用し ます。 
vbj -Dvbroker.agent.addrFile=<path to agent addr file> ....

次の例は、 ローカルネ ッ ト ワーク  #1 のスマー ト エージェ ン ト が別のローカルネ ッ ト ワー
ク のスマー ト エージェ ン ト に接続するための agentaddr フ ァ イルの内容を示し ていま
す。

101.10.2.6

適切な agentaddr フ ァ イルを使用し て、 ネ ッ ト ワーク  #1 上の ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム
は、 ネ ッ ト ワーク  #2 上のオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを見つけて使用し ます。
環境変数の詳細については、 『Borland VisiBroker イ ン ス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださ
い。

メ モ リ モー ト ネ ッ ト ワーク上で複数のスマー ト エージェ ン ト が実行されている場合は、 リ モー
ト ネ ッ ト ワーク上のスマー ト エージェ ン ト のすべての IP ア ド レ ス を リ ス ト し て く ださい。

スマートエージェントが互いを検出する方法

た と えば、 2 つのエージェ ン ト （エージェ ン ト  1 と エージェ ン ト  2） が、 同じサブネ ッ ト
上の 2 つのマシンから同じ  UDP ポー ト を監視し ている状況を考えて く ださい。 エージェ
ン ト  1 は、 エージェ ン ト  2 よ り 先に起動し ます。 その後のイベン ト は、 次のよ う にな り ま
す。

■ エージェ ン ト  2 が起動する と、 その存在を UDP ブロード キ ャ ス ト し、 その他のスマー
ト エージェ ン ト を検索するために要求 メ ッ セージを送信し ます。

■ エージェ ン ト  1 は、 エージェ ン ト  2 がネ ッ ト ワーク上で使用可能であ る こ と を認識し、
要求 メ ッ セージに応答し ます。

■ エージェ ン ト  2 は、 ほかのエージェ ン ト （エージェ ン ト  1） がネ ッ ト ワーク上で使用可
能であ る こ と を認識し ます。

〔Ctrl〕 ＋ 〔C〕 などの終了操作でエージェ ン ト  2 を正常に終了する と、 エージェ ン ト  2 
が利用できな く なった こ と がエージェ ン ト  1 に通知されます。
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複数の IP ア ド レ ス を持つホス ト （マルチホームホス ト ） でスマー ト エージェ ン ト を起動
する と、 異な る ローカルネ ッ ト ワーク に配置されたオブジェ ク ト ど う し をブ リ ッ ジする強
力な メ カニズムを提供でき ます。 こ のホス ト に接続されているすべてのローカルネ ッ ト
ワーク が単一のスマー ト エージェ ン ト と通信でき る よ う にな り 、 効率的にローカルネ ッ ト
ワーク がブ リ ッ ジ されます。

図 14.3 マルチホームホス ト 上のスマー ト エージ ェ ン ト

UNIX マルチホームの UNIX ホス ト では、 スマー ト エージェ ン ト は自分自身を動的に設定し て、
ポイ ン ト ツーポイ ン ト 接続やブロード キ ャ ス ト 接続をサポー ト するすべてのホス ト のイ ン
ターフ ェースで監視およびブロード キ ャ ス ト を行います。 173 ページの 「スマー ト エー
ジェ ン ト のイ ン ターフ ェースの用法の指定」 で説明し ている  localaddr フ ァ イルを使用
する と、 明示的にイ ン ターフ ェース設定を指定でき ます。

Windows マルチホームの Windows ホス ト では、 スマー ト エージェ ン ト は正しいサブネ ッ ト マス ク と
ブロード キ ャ ス ト ア ド レ ス値を動的に判定でき ません。 この制約に対処するには、
localaddr フ ァ イルで、 スマー ト エージェ ン ト が使用する イ ン ターフ ェース設定を明示
的に指定する必要があ り ます。

-v （verbose） オプシ ョ ンでスマー ト エージェ ン ト を起動する と、 生成される メ ッ セージの
先頭に、 スマー ト エージェ ン ト が使用する イ ン ターフ ェースが表示されます。 次のサンプ
ルは、 マルチホームホス ト の詳細オプシ ョ ンで起動し たスマー ト エージェ ン ト のサンプル
出力を示し ています。

Bound to the following interfaces: 
Address: 199.10.9.5 Subnet: 255.255.255.0 Broadcast:199.10.9.255 
Address: 101.10.2.6 Subnet: 255.255.255.0 Broadcast:101.10.2.255 
...

上のよ う に、 出力には、 マシンの各イ ン ターフ ェースに対応する ア ド レ ス、 サブネ ッ ト マ
ス ク、 ブロード キ ャ ス ト ア ド レ スがあ り ます。

UNIX 上の出力は、 UNIX コマン ド  ifconfig -a の結果 と一致する必要があ り ます。

これらの設定を上書きする場合は、 localaddr フ ァ イルにイ ン ターフ ェース情報を設定
し ます。 詳細については、 次の 173 ページの 「スマー ト エージェ ン ト のイ ン ターフ ェース
の用法の指定」 を参照し て く ださ い。
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メ モ シングルホームホス ト では、 イ ン ターフ ェース情報を指定する必要はあ り ません。

マルチホームホス ト でスマー ト エージェ ン ト が使用する各イ ン ターフ ェースのイ ン ター
フ ェース情報は、 localaddr フ ァ イルで指定でき ます。 localaddr フ ァ イルには、 各イ
ン ターフ ェースの行にホス ト の IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト マス ク、 およびブロード キ ャ ス
ト ア ド レ ス を記述する必要があ り ます。 VisiBroker は、 デフ ォル ト で VBROKER_ADM デ ィ
レ ク ト リ の localaddr フ ァ イルを検索し ます。 こ の場所を上書きするには、
OSAGENT_LOCAL_FILE 環境変数の宛先を このフ ァ イルに設定し ます。 このフ ァ イルで、
先頭が 「#」 文字の行はコ メ ン ト と し て扱われ、 無視されます。 次のサンプルコード は、
上のマルチホームホス ト の localaddr フ ァ イルです。

#entries of format <address> <subnet_mask> <broadcast address> 
199.10.9.5 255.255.255.0 199.10.9.255 
101.10.2.6 255.255.255.0 101.10.2.255

UNIX UNIX 上のマルチホームホス ト では、 スマー ト エージェ ン ト が自動的に設定されますが、
localaddr フ ァ イルで、 ホス ト が持つイ ン ターフ ェース を明示的に指定する こ と もでき
ます。 UNIX ホス ト で利用でき るすべてのイ ン ターフ ェースの値は、 次のコマン ド で表示
でき ます。

prompt> ifconfig -a

こ のコマン ド の出力は、 次のよ う に表示されます。

lo0: flags=849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST> mtu 8232 
      inet 127.0.0.1 netmask ff000000 
le0: flags=863<UP,BROADCAST,NOTRAILERS,RUNNING,MULTICAST> mtu 1500 
      inet 199.10.9.5 netmask ffffff00 broadcast 199.10.9.255 
le1: flags=863<UP,BROADCAST,NOTRAILERS,RUNNING,MULTICAST> mtu 1500 
      inet 101.10.2.6 netmask ffffff00 broadcast 101.10.2.255

Windows Windows を実行し ているマルチホームホス ト では、 スマー ト エージェ ン ト が自動的に設定
されないので、 localaddr フ ァ イルを使用する必要があ り ます。 ［Network Control Panel］
から  TCP/IP プロ ト コルのプロパテ ィ にア ク セスする と、 このフ ァ イルに記述する適切な
値を取得でき ます。 ホス ト で Windows が動作し ている場合は、 ipconfig コマン ド で必要
な値を取得でき ます。 こ のコマン ド は、 次のよ う に実行し ます。

prompt> ipconfig

こ のコマン ド の出力は、 次のよ う に表示されます。

Ethernet adapter El90x1:

      IP Address. . . . . . . . . : 172.20.30.56 
      Subnet Mask . . . . . . . . : 255.255.255.0 
      Default Gateway . . . . . . : 172.20.0.2 
Ethernet adapter Elnk32: 
      IP Address. . . . . . . . . : 101.10.2.6 
      Subnet Mask . . . . . . . . : 255.255.255.0 
      Default Gateway . . . . . . : 101.10.2.1
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VisiBroker では、 UDP ブロード キ ャ ス ト メ ッ セージを使用し ないでスマー ト エージェ ン ト
のプロセス を検索する方法を 3 とお り 用意し ています。 これらの方法の 1 つでスマー ト
エージェ ン ト が検索される と、 そのスマー ト エージェ ン ト がそれ以降のすべての対話で使
用されます。 これらの方法でスマー ト エージェ ン ト を検索できない場合、 VisiBroker は、
ブロード キ ャ ス ト メ ッ セージ方式に戻ってスマー ト エージェ ン ト を検索し ます。

実行時パラメータとしてのホストの指定

次のサンプルコード は、 スマー ト エージェ ン ト が実行する場所を ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム
やオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの実行時パラ メ ータ と し て IP ア ド レ スで指定す
る方法を示し ています。 IP ア ド レ ス を指定する と、 ポイ ン ト ツーポイ ン ト 接続が確立され
るので、 ローカルネ ッ ト ワーク の外部にあ る ホス ト の IP ア ド レ ス を指定する こ と も でき
ます。 こ の方法は、 ほかのホス ト の指定方法よ り 優先されます。

prompt> vbj -Dvbroker.agent.addr=<ip_address> Server

また、 プロパテ ィ フ ァ イルを使って IP ア ド レ ス を指定する こ と も でき ます。 
vbroker.agent.addr エン ト リ を見つけて く ださい。

vbroker.agent.addr=<ip_address>

デフ ォル ト で、 プロパテ ィ フ ァ イルの vbroker.agent.addr は NULL に設定されます。

エージェ ン ト が常駐する ホス ト 名を リ ス ト し て、 そのフ ァ イルをプロパテ ィ フ ァ イルの 
vbroker.agent.addrFile オプシ ョ ンで指定する こ と もでき ます。

環境変数による IP アドレスの指定

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム またはオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを起動する前に、
OSAGENT_ADDR 環境変数を設定し て、 スマー ト エージェ ン ト の IP ア ド レ ス を指定でき ま
す。 ホス ト が実行時パラ メ ータ と し て指定されていない場合は、 この環境変数が優先し ま
す。

UNIX prompt> setenv OSAGENT_ADDR 199.10.9.5 
prompt> client

Windows Windows システムで OSAGENT_ADDR 環境変数を設定するには、 ［System control panel］ で
環境変数を編集し ます。

1 ［System Variables］ から、 任意の現在の変数を選択し ます。

2 ［Variable］ 編集ボ ッ ク スに 「OSAGENT_ADDR」 と入力し ます。

3 ［Value］ 編集ボ ッ ク スに IP ア ド レ ス を入力し ます。 例 ： 199.10.9.5。

agentaddr ファイルによるホストの指定

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム またはオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 UDP ブロード
キ ャ ス ト メ ッ セージのかわ り に agentaddr フ ァ イルを使用し て、 スマー ト エージェ ン ト
を見つけます。 それには、 スマー ト エージェ ン ト が動作し ている各ホス ト の IP ア ド レ ス
または完全なホス ト 名を記述し たフ ァ イルを作成し ます。 次に、 OSAGENT_ADDR_FILE 
環境変数を設定し てそのフ ァ イルへのパス を指示し ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム または
オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにこ の環境変数が設定されている場合、 VisiBroker 
は、 スマー ト エージェ ン ト が見つかる まで このフ ァ イル内の各ア ド レ ス を試し ます。 この
メ カニズムは、 ホス ト を指定するすべての メ カニズムの中で も優先順位が低いもので
す。 こ のフ ァ イルを指定し なければ、 VBROKER_ADM/agentaddr フ ァ イルが適用されま
す。
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オブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス を複数のホス ト で起動する こ と によ り 、 それらのオブジェ ク
ト にフ ォール ト ト レ ラ ン ス を提供する こ と ができ ます。 1 つのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが
無効にな る と、 VisiBroker ORB は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンの間の接続が失われた こ と を検出し ます。 そし て、 自動的にスマー ト エージェ
ン ト と コ ン タ ク ト し、 ク ラ イ アン ト によ って確立されている有効な リ バイ ン ド ポ リ シーに
基づいて、 そのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの別のイ ン ス タ ン ス と接続を確立し
ます。 ク ラ イ アン ト ポ リ シーの確立の詳細については、 「ク ラ イ アン ト の基礎」 の 143
ページの 「ク ラ イ アン ト の基礎」 を参照し て く ださい。

メ モ スマー ト エージェ ン ト は、 ORB ド メ イ ンベースではな く エージェ ン ト ベースで単純な ラ ウ
ン ド ロ ビンアルゴ リ ズムを使用し て、 負荷分散を実装し ます。 ORB ド メ イ ンに複数のス
マー ト エージェ ン ト があ る場合、 複製サーバー間で負荷分散を実現するには、 すべての
サーバーを同じ スマー ト エージェ ン ト に登録し ます。

重要 VisiBroker がク ラ イ アン ト を イ ン ス タ ン スオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに再接続
する場合、 リ バイ ン ド オプシ ョ ンを有効にする必要があ り ます。 この再接続がデフ ォル ト
の動作です。

状態を保持しないオブジェクトのメソッドの呼び出し

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 そのオブジェ ク ト の新しいイ ン ス タ ン スが使用されるかど う
かに関係な く 、 状態を保持し ないオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの メ ソ ッ ド を呼び
出すこ と ができ ます。

状態を保持するオブジェクトのフォールトトレランスの
実現

状態を保持するオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでも フ ォール ト ト レ ラ ン ス を実現で
き ます。 ただし、 これはク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに透過的ではあ り ません。 この場合、 ク
ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは Quality of Service （QoS） ポ リ シーの VB_NOTIFY_REBIND を使用
するか、 VisiBroker または、 ORB オブジェ ク ト のイ ン ターセプタ を登録する必要があ り ま
す。 QoS の使用方法については、 143 ページの 「ク ラ イ アン ト の基礎」 を参照し て く ださ
い。

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンへの接続が失敗し、 VisiBroker がク ラ イ アン ト をオ
ブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの複製に再接続する と き、 VisiBroker によ ってバイ ン
ド イ ン ターセプタの bind メ ソ ッ ド が呼び出されます。 この bind メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを提供し て、 複製の状態を 新に保つのはク ラ イ アン ト の役目です。 ク ラ イ ア
ン ト イ ン ターセプタについては、 349 ページの 「VisiBroker イ ン ターセプタの使い方」 を
参照し て く ださ い。

OAD に登録されたオブジェクトの複製

いったんオブジェ ク ト の起動が失敗し て も、 OAD によ ってそのオブジェ ク ト が再起動さ
れるので、 オブジェ ク ト の可用性が確実に高ま り ます。 ホス ト が利用でき な く なる よ う な
状況でフ ォール ト ト レ ラ ン スが必要な場合は、 OAD を複数のホス ト で起動し、 オブジェ
ク ト を各 OAD のイ ン ス タ ン スに登録し ます。

メ モ VisiBroker によ って提供されるオブジェ ク ト の複製には、 マルチキ ャ ス ト 機能や ミ ラー リ
ング機能が提供されません。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と特定のオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ン と の間には、 常に 1 対 1 の対応があ り ます。
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オブジェ ク ト の移行と は、 あ る ホス ト でオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを終了し、
別のホス ト でそれを起動する処理です。 オブジェ ク ト の移行を利用する と、 負荷のかか り
すぎたホス ト から、 リ ソースや処理能力に余裕のあ る ホス ト にオブジェ ク ト を移動し て、
負荷を分散でき ます （ただし、 異な る スマー ト エージェ ン ト に登録されているサーバー間
では負荷を分散でき ません）。 ハード ウ ェアまたはソ フ ト ウ ェアの保守のためにホス ト を
シ ャ ッ ト ダウ ンする場合にも、 オブジェ ク ト を移行する こ と によ り 、 そのオブジェ ク ト を
継続し て使用でき ます。

メ モ 状態を保持し ないオブジェ ク ト の移行は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムには透過的に行われま
す。 移行されたオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにク ラ イ アン ト が接続する と、 ス
マー ト エージェ ン ト が失われた接続を検出し、 ク ラ イ アン ト を新しいホス ト の新しいオブ
ジェ ク ト に透過的に再接続し ます。

状態を保持するオブジェクトの移行

状態を保持するオブジェ ク ト の移行もでき ますが、 移行処理が開始される前に接続し てい
た ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムには透過的には行われません。 このよ う な場合、 ク ラ イ アン ト
プロ グ ラ ムは、 そのオブジェ ク ト のイ ン ターセプタ を登録する必要があ り ます。

元のオブジェ ク ト と の接続が失われ、 VisiBroker がク ラ イ アン ト をそのオブジェ ク ト に再
接続する と、 VisiBroker によ って イ ン ターセプタの rebind_succeeded() メ ンバー関数
が呼び出されます。 ク ラ イ アン ト は、 こ の関数を実行し て、 オブジェ ク ト の状態を 新に
保つこ と ができ ます。

イ ン ターセプタの使用方法については、 325 ページの 「ポータブルイ ン ターセプタの使い
方」 を参照し て く ださ い。

インスタンス化されたオブジェクトの移行

移行するオブジェ ク ト が、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのク ラ ス を イ ン ス タ ン ス化するサー
バープロセスで作成済みの場合、 必要なのは、 新しいホス ト でそのオブジェ ク ト を起動
し、 そのサーバープロセス を終了するだけです。 元のイ ン ス タ ン スが終了する と、 スマー
ト エージェ ン ト への登録が解除されます。 新しいホス ト で新しいイ ン ス タ ン スが起動する
と、 スマー ト エージェ ン ト に登録されます。 その時点から、 ク ラ イ アン ト によ る呼び出し
が新しいホス ト のオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに送信されます。

OAD に登録されたオブジェクトの移行

移行する  VisiBroker オブジェ ク ト が OAD に登録されている場合は、 初に元のホス ト の 
OAD の登録を解除する必要があ り ます。 次に、 そのオブジェ ク ト を新しいホス ト の OAD 
に登録し ます。

すでに OAD に登録されているオブジェ ク ト を移行するには、 次の手順を実行し ます。

1 元のホス ト の OAD からオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの登録を解除し ます。

2 新しいホス ト の OAD にオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを登録し ます。

3 元のホス ト のオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを終了し ます。

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの登録と登録解除の詳細については、 281 ページの
「オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） の使い方」 を参照し て く ださい。
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すべてのオブジェクトとサービスのレポート

Smart Finder （osfind） コマン ド は、 指定されたネ ッ ト ワーク で現在使用可能な 
VisiBroker 関連のすべてのオブジェ ク ト およびサービ ス を レポー ト し ます。

osfind を使用する と、 ネ ッ ト ワーク上で実行されている スマー ト エージェ ン ト のプロセ
ス数、 および稼動中の正確なホス ト を調べる こ と ができ ます。 また、 オブジェ ク ト がス
マー ト エージェ ン ト に登録されている場合には、 osfind コマン ド はネ ッ ト ワーク上で有
効なすべての VisiBroker オブジェ ク ト も レポー ト し ます。 osfind を使用すれば、 ネ ッ ト
ワーク の状態を監視し た り 、 デバッ グ中に孤立し たオブジェ ク ト を検索する こ と ができ ま
す。

osfind コマン ド の構文は次の とお り です。

osfind [options]

osfind では、 次のオプシ ョ ンを使用でき ます。 オプシ ョ ンを何も指定し ない場合、
osfind は、 ド メ イ ン内のすべてのエージェ ン ト 、 OAD、 およびイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
を リ ス ト し ます。

Windows osfind はコ ン ソールアプ リ ケーシ ョ ンです。 ［ス ター ト ］ メ ニューから  osfind を起動
する と、 そのま ま 後まで実行され、 結果を確認する前に処理が終了し て し まいます。

オブジェクトへのバインド

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでイ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を呼び出すには、 bind() 
メ ソ ッ ド でオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得し てお く 必要があ り ます。

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが bind() メ ソ ッ ド を呼び出す と、 VisiBroker はアプ リ
ケーシ ョ ンにかわってい く つかの処理を実行し ます。 その内容は次の とお り です。

■ VisiBroker は、 osagent にアク セス し 、 要求さ れたイ ンタ ーフェ ース を提供する オブ
ジェ ク ト サーバーを探し ます。 オブジェ ク ト 名と ホス ト 名 （または IP ア ド レ ス） を指
定し た場合は、 その名前で、 デ ィ レ ク ト リ サービ スの検索条件が限定されます。

■ オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが見つかる と、 VisiBroker は、 見つかったオブ
ジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを接続し ます。

■ 正し く 接続が確立される と、 VisiBroker は、 必要に応じ てプロ キシオブジェ ク ト を作成
し、 そのオブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を返し ます。

オプシ ョ ン 説明

-a ドメイン内のすべてのスマートエージェントをリストします。

-b VisiBroker 2.0 下位互換 osfind メカニズムを使用します。

-d ホスト名を IP アドレスで出力します。

-f <agent_address_file_name> ファイルで指定したホスト上で実行されているスマートエー
ジェントを照会します。 このファイルには、 1 行ごとに 1 つの   
IP アドレスまたは完全なホスト名が記述されています。 すべ 
てのスマートエージェントをレポートする場合にはこのファイ
ルは適用されません。 つまり、 オブジェクトのインプリメンテー
ションおよびサービスをレポートする場合にだけこのファイル
は適用されます。

-g オブジェクトの存在を確認します。 この検査は、 ロード済み
システムに相当な遅れを引き起こします。 存在を確認する対
象は、 BY_INSTANCE に登録されているオブジェクトだけで 
す。 OAD または BY_POA ポリシーに登録されているオブ   
ジェクトの存在は確認の対象外です。

-h, -help, -usage, -? このオプションのヘルプ情報を出力します。

-o ドメイン内のすべての OAD をリストします。

-p 同じホストでアクティブ化されたすべての POA インスタンスを  
リストします。 このオプションを指定しない場合、 一意の POA 
名だけがリストされます。
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メ モ VisiBroker は独立し たプロセスではあ り ません。 VisiBroker は、 ク ラ イ アン ト と サー
バーと の通信に利用される ク ラ ス と リ ソースの集ま り です。
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第 章

Chapter   15 ロケーションサービスの使い方   
VisiBroker ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 特定の属性に基づいてオブジェ ク ト イ ン ス タ ン ス を
検索する高度なオブジェ ク ト 検索機能です。 ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 VisiBroker スマー
ト エージェ ン ト と と もに機能し、 ネ ッ ト ワーク上にあ る現在ア ク セス可能なオブジェ ク
ト 、 およびそのオブジェ ク ト の場所を通知し ます。 ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 CORBA 仕
様を拡張し た VisiBroker の機能であ り 、 VisiBroker を使って実装されたオブジェ ク ト の検
索にだけ利用でき ます。 スマー ト エージェ ン ト （osagent） の詳細については、 165 ペー
ジの 「スマー ト エージェ ン ト の使い方」 を参照し て く ださい。

ロケーションサービスの概要

ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 オブジェ ク ト イ ン ス タ ン ス を検索するために、 CORBA 仕様が
提供する汎用の機能を拡張し た ものです。 ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 スマー ト エージェ ン
ト の 1 つと直接通信し ます。 スマー ト エージェ ン ト は、 それぞれ 1 つの 「カ タ ロ グ」 を維
持し てお り 、 そのカ タ ロ グには、 スマー ト エージェ ン ト が認識し ている イ ン ス タ ン スの リ
ス ト が保持されます。 ロ ケーシ ョ ンサービ スから照会があ る と、 スマー ト エージェ ン ト
は、 ほかのすべてのスマー ト エージェ ン ト にその照会を転送し、 応答を集計し てその結果
を ロ ケーシ ョ ンサービ スに返し ます。

ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 BY_INSTANCE ポ リ シーを使って POA で登録されているすべて
のオブジェ ク ト イ ン ス タ ン ス、 および BOA で永続的と し て登録されているオブジェ ク ト
を認識し ます。 これらのオブジェ ク ト を持つサーバーは、 手動で起動されるか、 OAD に
よ って自動的に起動されます。 詳細については、 99 ページの 「POA の使い方」、 421 ペー
ジの 「VisiBroker における  BOA の使い方」、 および 281 ページの 「オブジェ ク ト ア ク テ ィ
ベーシ ョ ンデーモン （OAD） の使い方」 を参照し て く ださい。

次に、 こ のし く みについて図解し ます。

図 15.1 スマー ト エージ ェ ン ト を使ったオブジ ェ ク ト イ ンス タ ンスの検索

メ モ サーバーは、 イ ン ス タ ン ス を作成する と き、 そのイ ン ス タ ン スのス コープを指定し ます。
グ ローバルなス コープを持つイ ン ス タ ン スだけがスマー ト エージェ ン ト に登録されます。
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ロケーションサービスの概要

ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 スマー ト エージェ ン ト が各オブジェ ク ト イ ン ス タ ン スに関し て
保持する情報を活用でき ます。 ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 オブジェ ク ト イ ン ス タ ン ス ご と
に、 下に示す ObjLocation::Desc 構造体にその情報をカプセル化し て維持し ます。

struct Desc { 
  Object ref; 
  ::IIOP::ProfileBodyValue iiop_locator; 
  string repository_id; 
  string instance_name; 
  boolean activable; 
  string agent_hostname; 
}; 
typedef sequence<Desc>   DescSeq;

Desc 構造体の IDL には、 次の情報が含まれます。

■ ref はオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス、 つま り オブジェ ク ト を呼び出すためのハン ド ルで
す。

■ iiop_locator イ ン ターフ ェースは、 イ ン ス タ ン スのサーバーのホス ト 名と ポー ト に
ア ク セスするために使用されます。 こ の情報は、 オブジェ ク ト が IIOP を使って接続さ
れている場合にだけ意味があ り ます。 サポー ト されるのは IIOP だけです。 ホス ト 名は、
イ ン ス タ ン スの記述内の文字列と し て返されます。

■ repository_ id は リ ポジ ト リ  ID、 つま り オブジェ ク ト イ ン ス タ ン スのイ ン ター
フ ェース名です。 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ およびイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ
ト リ 内でこれが検索されます。 1 つのイ ン ス タ ン スが複数のイ ン ターフ ェース を備えて
いる場合は、 各イ ン ターフ ェース ご と に 1 つのイ ン ス タ ン スがあ るかのよ う に、 各イ ン
ターフ ェースのエン ト リ がカ タ ロ グに保持されます。

■ instance_name は、 サーバーによ ってオブジェ ク ト に与え られる名前です。

■ activable フ ラ グは、 OAD によ ってア ク テ ィ ブ化される イ ン ス タ ン ス と手動で起動
される イ ン ス タ ン ス を区別し ます。

■ agent_hostname は、 イ ン ス タ ン スが登録される スマー ト エージェ ン ト の名前です。

ロ ケーシ ョ ンサービ スは、 負荷分散や監視などの目的に使用でき ます。 た と えば、 あ るオ
ブジェ ク ト の複製 （コ ピー） が複数のホス ト にあ る と し ます。 複製を提供する ホス ト 名の
キ ャ ッ シュ、 および各ホス ト の 新の負荷平均を維持するバイ ン ド イ ン ターセプタ をデプ
ロ イ メ ン ト し ます。 こ のイ ン ターセプタは、 現在オブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス を提供し て
いる ホス ト を ロ ケーシ ョ ンサービ スに問い合わせこ と によ り 、 そのキ ャ ッ シュ を更新し ま
す。 また、 それらのホス ト にその負荷平均を問い合わせて取得し ます。 そし て、 イ ン ター
セプタは、 も負荷が小さ いホス ト にあ る複製へのオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を返し ま
す。 イ ン ターセプタの記述の詳細については、 325 ページの 「ポータブルイ ン ターセプタ
の使い方」 と 349 ページの 「VisiBroker イ ン ターセプタの使い方」 を参照し て く ださ い。
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ロケーションサービスのコンポーネント

ロ ケーシ ョ ンサービ スには、 Agent イ ン ターフ ェース を介し てア ク セスでき ます。 Agent 
イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド は、 2 つのグループに分ける こ と ができ ます。 それらは、 イ
ン ス タ ン ス を記述するデータ を スマー ト エージェ ン ト に照会する メ ソ ッ ド、 および ト リ
ガーを登録および登録解除する メ ソ ッ ド です。 ト リ ガーは、 イ ン ス タ ン スの有効性に変更
があった と きに、 ロ ケーシ ョ ンサービ スのク ラ イ アン ト が通知を受けるための メ カニズム
を提供し ます。

ロケーションサービスエージェントの概要

ロ ケーシ ョ ンサービ スエージェ ン ト は、 スマー ト エージェ ン ト のネ ッ ト ワーク上にあ るオ
ブジェ ク ト を検索するための メ ソ ッ ド の集合です。 イ ン ターフ ェースの リ ポジ ト リ  ID、 ま
たはイ ン ターフ ェースの リ ポジ ト リ  ID と イ ン ス タ ン ス名の組み合わせに基づいて照会を
行 う こ と ができ ます。 照会の結果は、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス またはさ らに完全な イ ン
ス タ ン ス記述と し て戻すこ と ができ ます。 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スは、 スマー ト エー
ジェ ン ト によ って検索されたオブジェ ク ト の特定のイ ン ス タ ン スのハン ド ルにすぎませ
ん。 イ ン ス タ ン ス記述は、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スのほかに、 イ ン ス タ ン スのイ ン ター
フ ェース名、 イ ン ス タ ン ス名、 ホス ト 名、 ポー ト 番号、 および状態に関する情報 （実行中
か、 ア ク テ ィ ブ化可能かなど） を保持し ます。

メ モ ロ ケーシ ョ ンサービ スはコ ア VisiBroker ORB の一部になったので、 locserv 実行可能
フ ァ イルはな く なっています。

下の図は、 次のサンプル IDL で指定された イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ  ID と イ ン ス タ ン
ス名の使用例を示し ます。

module Automobile { 
  interface Car{...}; 
  interface Sedan:Car {...}; 
}

図 15.2 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ  ID と イ ンス タ ンス名の使用

上のサンプルに基づいて、 Car の複数のイ ン ス タ ン スへの リ フ ァ レ ン ス を持つネ ッ ト ワー
ク上のスマー ト エージェ ン ト を次の図に示し ます。 この例には、 Keri's Car のイ ン ス タ ン ス
が 1 つと  Tom's Car の複製が 2 つ、 合わせて 3 つのイ ン ス タ ン スがあ り ます。

図 15.3 1 つのイ ン ターフ ェースの複数のイ ンス タ ンスを持つネ ッ ト ワーク
上のスマー ト エージ ェ ン ト

以下の節では、 Agent ク ラ スによ って提供される メ ソ ッ ド を使用し て、 VisiBroker スマー
ト エージェ ン ト に情報を照会する方法について説明し ます。 各照会 メ ソ ッ ド は、 Fail 例
外を生成する こ と があ り ます。 こ の例外は、 エラーの原因を示し ます。
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スマー ト エージ ェ ン ト が動作するすべてのホス ト のア ド レスを
取得する
all_agent_locations() メ ソ ッ ド で String[] を使用し て、 VisiBroker スマー ト
エージェ ン ト をホス ト するサーバーを検索でき ます。 次の図に示すサンプルで、 この
メ ソ ッ ド は、 2 つのサーバー 「Athena」 と 「Zeus」 のア ド レ ス （IP ア ド レ ス文字列な
ど） を返し ます。

アクセス可能なすべてのイン ターフ ェースを検索する
ネ ッ ト ワーク上の VisiBroker スマー ト エージェ ン ト に照会し て、 ア ク セス可能なすべ
てのイ ン ターフ ェース を検索でき ます。 それには、 all_repository_ids() メ
ソ ッ ド で String[] を使用し ます。 下の図に示すサンプルで、 この メ ソ ッ ド は、 2 つ
のイ ン ターフ ェース  Car と  Sedan の リ ポジ ト リ  ID を返し ます。

メ モ 以前のバージ ョ ンの VisiBroker ORB では、 IDL イ ン ターフ ェース名を使って イ ン ター
フ ェース を識別し ま し たが、 ロ ケーシ ョ ンサービ スではかわ り に リ ポジ ト リ  ID を使用し
ます。 た と えば、 次の名前のイ ン ターフ ェースがあ る と し ます。

::module1::module2::interface

これに相当する リ ポジ ト リ  ID は、 次のよ う にな り ます。

IDL:module1/module2/interface:1.0

上の図に示すサンプルで、 Car の リ ポジ ト リ  ID は、 次のよ う にな り ます。

IDL:Automobile/Car:1.0

Sedan の リ ポジ ト リ  ID は、 次のよ う にな り ます。

IDL:Automobile/Sedan:1.0

1 つのイン ターフ ェースの複数のインス タ ンスへのリ フ ァ レ
ンスを取得する
ネ ッ ト ワーク上の VisiBroker スマー ト エージェ ン ト に照会し て、 特定のイ ン ス タ ン ス
で利用可能なすべてのイ ン ス タ ン ス を検索でき ます。 照会を実行する場合は、 次の メ
ソ ッ ド のどち らかを使用でき ます。

上の図に示されている例の場合は、 どち らの メ ソ ッ ド を呼び出し て IDL:Automobile/
Car:1.0 を要求し て も、 Car イ ン ターフ ェースの 3 つのイ ン ス タ ン ス、 つま り  Athena の 
Tom's Car、 および Zeus の Tom's Car と  Keri's Car が返されます。 Tom's Car のイ ン ス タ ン ス
は、 2 つの異なる スマー ト エージェ ン ト に見つかるので、 2 度返されます。

メ ソ ッ ド 説明

org.omg.CORBA.Object[] 
all_instances(String 
repository_id)

このインターフェースのインスタンスへのオブジェク
トリファレンスを返します。

Desc[] 
all_instance_descs(Stringrep
ository_id)

このインターフェースのインスタンスのインスタンス
記述を返します。
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1 つのイン ターフ ェースの名前が同じ複数のインス タ ンスへの 
リ フ ァ レンスを取得する
次の メ ソ ッ ド のどち らかを使用する と、 ネ ッ ト ワーク上の VisiBroker スマー ト エー
ジェ ン ト に照会し、 特定のイ ン ス タ ン ス名を見つけてそれら をすべて取得する こ と が
でき ます。

上の図に示されている例の場合は、 リ ポジ ト リ  ID IDL:Automobile/Sedan:1.0 と イ ン
ス タ ン ス名 Tom's Car を指定し てどち らかの メ ソ ッ ド を呼び出すと、 2 つの異なる スマー ト
エージェ ン ト で見つかった 2 つのイ ン ス タ ン スが返されます。

トリガーの概要

ト リ ガーは、 本質的に、 指定された イ ン ス タ ン スの有効性に変更があったかど う かを判定
する ためのコールバッ ク メ カニズムです。 これは、 Agent をポー リ ングするための非同期
の代替手段であ り 、 通常、 オブジェ ク ト への接続が失われた後の回復のために使用されま
す。 照会は多 く の目的で使用でき ますが、 ト リ ガーは特別な目的に使用し ます。

ト リ ガー メ ソ ッ ド
次の表に、 Agent ク ラ スの ト リ ガー メ ソ ッ ド を示し ます。

Agent ト リ ガー メ ソ ッ ド は、 どち ら も  Fail 例外を生成する こ と があ り ます。 この例外
は、 エラーの原因を示し ます。

TriggerHandler イ ン ターフ ェースは次の表に説明する メ ソ ッ ド で構成されます。

メ ソ ッ ド 説明

org.omg.CORBA.Object[] 
all_replica String 
repository_id, String 
instance_name

このインターフェースの名前が同じインスタンスへの
オブジェクトリファレンスを返します。

Desc[] 
all_replica_descs(String 
repository_id, String 
instance_name)

このインターフェースの名前が同じインスタンスのイ
ンスタンス記述を返します。

メ ソ ッ ド 説明

void reg_trigger( 
com.inprise.vbroker.ObjLocat
ion.TriggerDesc desc, 
com.inprise.vbroker.ObjLocat
ion.TriggerHandler handler)

トリガーハンドラを登録します。

void unreg_trigger( 
com.inprise.vbroker.ObjLocat
ion.TriggerDesc desc, 
com.inprise.vbroker.ObjLocat
ion.TriggerHandler handler)

トリガーハンドラの登録を解除します。

メ ソ ッ ド 説明

void 
impl_is_ready(com.inprise.vb
roker.ObjLocation.TriggerDes
cdesc)

desc に一致するインスタンスがアクセス可能になる 
と、 ロケーションサービスによって呼び出されます。

void 
impl_is_down(com.inprise.vbr
oker.ObjLocation.TriggerDesc
desc)

インスタンスが利用できなくなると、ロケーションサー
ビスによって呼び出されます。
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ト リ ガーの作成
TriggerHandler は、 コールバッ ク オブジェ ク ト です。 TriggerHandlerPOA ク ラ
ス （または BOA では TriggerHandlerImpl ク ラ ス） から派生させて 
TriggerHandler を実装し、 その impl_is_ready() と  impl_is_down() メ ソ ッ
ド を実装し ます。 ロ ケーシ ョ ンサービ スに ト リ ガーを登録するには、 Agent イ ン
ターフ ェースの reg_trigger() メ ソ ッ ド を使用し ます。 この メ ソ ッ ド には、 監視
する イ ン ス タ ン スの記述、 およびイ ン ス タ ン スの有効性が変化し た と きに呼び出され
る  TriggerHandler オブジェ ク ト を提供する必要があ り ます。 イ ン ス タ ン スの記述
（TriggerDesc） には、 リ ポジ ト リ  ID、 イ ン ス タ ン ス名、 およびホス ト 名のイ ン ス
タ ン ス情報を組み合わせて挿入でき ます。 イ ン ス タ ン ス情報を多 く 提供するほど、 よ
り イ ン ス タ ン ス を特定でき ます。

struct TriggerDesc { 
  string repository_id; 
  string instance_name; 
  string host_name; 
};

メ モ 空文字列 （""） に設定された TriggerDesc のフ ィ ール ド は無視されます。 各フ ィ ール ド
値のデフ ォル ト は、 空文字列です。

た と えば、 リ ポジ ト リ  ID だけを含む TriggerDesc は、 そのイ ン ターフ ェースのすべて
のイ ン ス タ ン ス と一致し ます。 上のサンプルに戻る と、 IDL:Automobile/Car:1.0 の
任意のイ ン ス タ ン スに対する ト リ ガーは、 Athena の Tom's Car、 および Zeus の Tom's Car 
と  Keri's Car のいずれか 1 つのイ ン ス タ ン スが使用可能になるか、 使用できな く なった場
合に発生し ます。 TriggerDesc にイ ン ス タ ン ス名 「Tom's Car」 を追加する と、 指定範囲
が狭ま り 、 2 つの 「Tom's Car」 イ ン ス タ ン スのどち らかの有効性が変化し た場合にだけ ト
リ ガーが発生する よ う にな り ます。 後に、 ホス ト 名 Athena を追加し て さ らに ト リ ガーを
特定する と、 Athena サーバーの Tom's Car イ ン ス タ ン スが使用可能にな るか、 使用できな
く なった場合にだけ ト リ ガーが発生する よ う にな り ます。

ト リ ガーによ って検出される 初のインス タ ンス
ト リ ガーは多少冗長です。 ト リ ガー記述を満たすオブジェ ク ト がア ク セス可能にな る
たびに、 TriggerHandler が呼び出されます。 初のイ ン ス タ ン スがア ク セス可能
にな る と き を調べるだけの場合は、 初のイ ン ス タ ン スが見つかった後で、 Agent 
の unreg_trigger() メ ソ ッ ド を呼び出し て ト リ ガーの登録を解除し ます。

エージェントの照会

こ の節では、 ロ ケーシ ョ ンサービ ス を使って イ ン ターフ ェースのイ ン ス タ ン ス を検索する  
2 つの例を示し ます。 初の例では、 次の IDL の抜粋に示された Account イ ン ター
フ ェース を使用し ます。

// Bank.idl 
module Bank { 
  interface Account { 
    float balance(); 
  }; 
  interface AccountManager { 
    Account open (in string name); 
  }; 
};
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1 つのインターフェースのすべてのインスタンスを検索
する

次のサンプルコード は、 all_instances() メ ソ ッ ド を使用し て、 Account イ ン ター
フ ェースのすべてのイ ン ス タ ン ス を検索し ます。 スマー ト エージェ ン ト に照会するため
に、 ORB.resolve_initial_references() メ ソ ッ ド に 「LocationService」 を渡し、 そ
の メ ソ ッ ド から返されたオブジェ ク ト を ObjLocation.Agent にナローイ ング し ていま
す。 また、 Account の リ ポジ ト リ  ID の IDL:Bank/Account:1.0 の形式にも注目し て く
ださ い。

AccountManager イ ン ターフ ェースのすべてのイ ン ス タ ン スの検索

// AccountFinder.java 
public class AccountFinder { 
  public static void main(String[] args) { 
  try { 
    // ORB を初期化します。 
    org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
    com.inprise.vbroker.ObjLocation.Agent the_agent = null; 
    try { 
      the_agent = com.inprise.vbroker.ObjLocation.AgentHelper.narrow( 
        orb.resolve_initial_references("LocationService")); 
    }  
    catch (org.omg.CORBA.ORBPackage.InvalidName e) { 
      System.out.println("Not able to resolve references " + 
        "for LocationService"); 
      System.exit(1); 
    }  
    catch (Exception e) { 
      System.out.println("Unable to locate LocationService!"); 
      System.out.println("Caught exception: " + e); 
      System.exit(1); 
    } 
    org.omg.CORBA.Object[] accountRefs = 
      the_agent.all_instances("IDL:Bank/AccountManager:1.0"); 
    System.out.println("Agent returned " + accountRefs.length + 
      " object references"); 
    for (int i=0; i < accountRefs.length; i++) { 
      System.out.println("Stringified IOR for account #" + (i+1) + ":"); 
      System.out.println(orb.object_to_string(accountRefs[i])); 
      System.out.println(); 
    } 
    } catch (Exception e) { 
      System.out.println("Caught exception: " + e); 
      System.exit(1); 
    } 
  } 
}
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スマートエージェントに既知の 
インターフェースとインスタンスを検索する

下のサンプルコード は、 スマー ト エージェ ン ト が認識し ているすべてのイ ン ターフ ェース
を検索する方法です。 まず、 all_repository_ids() メ ソ ッ ド を呼び出し て、 すべての
既知のイ ン ターフ ェース を取得し ます。 次に、 各イ ン ターフ ェースに対し て 
all_instances_ 
descs() メ ソ ッ ド を呼び出し、 そのイ ン ス タ ン ス記述を取得し ます。

スマー ト エージェ ン ト に既知のすべてのイ ン ターフ ェースの検索

// Find.java 
public class Find { 
public static void main(String[] args) { 
   try { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      com.inprise.vbroker.ObjLocation.Agent agent = null; 
      try { 
         agent = com.inprise.vbroker.ObjLocation.AgentHelper.narrow( 
      orb.resolve_initial_references("LocationService")); 
      } catch (org.omg.CORBA.ORBPackage.InvalidName e) { 
         System.out.println("Not able to resolve references " + "for 
               LocationService"); 
         System.exit(1); 
      } catch (Exception e) { 
         System.out.println("Not able to resolve references " + "for 
               LocationService"); 
         System.out.println("Caught exception: " + e); 
         System.exit(1); 
      } 
      boolean done=false; 
      java.io.BufferedReader in = 
            new java.io.BufferedReader(new 
java.io.InputStreamReader(System.in)); 
      while (! done) { 
         System.out.print("-> "); 
         System.out.flush(); 
         String line = in.readLine(); 
         if(line.startsWith("agents")) { 
            java.lang.String[] agentList = agent.all_agent_locations(); 
            System.out.println("Located " + agentList.length + " agents"); 
            for (int i=0; i < agentList.length; i++) { 
                System.out.println("¥t" + "Agent #" + (i+1) + ":  " + 
                        agentList[i]); 
            } 
         } else if(line.startsWith("rep")) { 
            java.lang.String[] repIds = agent.all_repository_ids(); 
            System.out.println("Located " + repIds.length + " repository Ids"); 
            for (int i=0; i < repIds.length; i++) { 
               System.out.println("¥t" + "Repository Id #" + (i+1) + ":  " + 
                        repIds[i]); 
            } 
         } else if(line.startsWith("objects ")) { 
            String names = line.substring("objects ".length(), line.length()); 
            PrintObjects(names,agent,orb); 
         } else if(line.startsWith("quit")) { 
            done = true; 
         } else { 
            System.out.println("Commands: agents¥n" + 
               "          repository_ids¥n" + 
               "          objects         <rep Id>¥n" + 
               "          objects         <rep Id> <obj name>¥n" + 
               "          quit¥n"); 
         } 
      } 
   } catch (com.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail err) { 
      System.out.println("Location call failed with reason " + err.reason); 
   } catch (java.lang.Exception err) { 
      System.out.println("Caught error " + err); 
      err.printStackTrace(); 
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   } 
} 
public static void PrintObjects(String names, 
              com.inprise.vbroker.ObjLocation.Agent agent, 
              org.omg.CORBA.ORB orb) 
      throws com.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail { 
   int space_pos = names.indexOf(' '); 
   String repository_id; 
   String object_name; 
   if (space_pos == -1) { 
      repository_id = names; 
      object_name = null; 
   } else { 
      repository_id = names.substring(0,names.indexOf(' ')); 
      object_name = names.substring(names.indexOf(' ')+1); 
   } 
   org.omg.CORBA.Object[] objects; 
   com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc[] descriptors; 
   if (object_name == null) { 
      objects = agent.all_instances(repository_id); 
      descriptors = agent.all_instances_descs(repository_id); 
   } else { 
      objects = agent.all_replica(repository_id,object_name); 
      descriptors = agent.all_replica_descs(repository_id,object_name); 
   } 
   System.out.println("Returned " + objects.length + " objects"); 
   for (int i=0; i<objects.length; i++) { 
      System.out.println("¥n¥nObject #" + (i+1) + ":"); 
      System.out.println("=================="); 
      System.out.println("¥tRep ID: " + 
            ((com.inprise.vbroker.CORBA.Object)objects[i])._repository_id()); 
      System.out.println("¥tInstance:" + 
            ((com.inprise.vbroker.CORBA.Object)objects[i])._object_name()); 
      System.out.println("¥tIOR: " + orb.object_to_string(objects[i])); 
      System.out.println(); 
      System.out.println("Descriptor #" + (i+1)); 
      System.out.println("====================================="); 
      System.out.println("Host:          " + descriptors[i].iiop_locator.host); 
      System.out.println("Port:          " + descriptors[i].iiop_locator.port); 
      System.out.println("Agent Host:    " + descriptors[i].agent_hostname); 
      System.out.println("Repository Id: " + descriptors[i].repository_id); 
      System.out.println("Instance:      " + descriptors[i].instance_name); 
      System.out.println("Activable:     " + descriptors[i].activable); 
   } 
 } 
}

トリガーハンドラの書き込みと登録

次のサンプルコード は、 TriggerHandler を実装し て登録し ます。
TriggerHandlerImpl の impl_is_ready() メ ソ ッ ド と  impl_is_down() メ ソ ッ ド
は、 ト リ ガーを呼び出す原因と なった イ ン ス タ ン スの詳細を表示し ます。 また、 選択にし
たがって ト リ ガーハン ド ラ自身の登録を解除し ます。

ト リ ガーハン ド ラが登録されていない場合は、 System.exit() を呼び出し て、 プロ グ ラ
ムを終了し ます。

TriggerHandlerImpl ク ラ スは、 作成時に使用された desc パラ メ ータ と  Agent パラ
メ ータのコ ピーを保存し ている こ と に注目し て く ださい。 unreg_trigger() メ ソ ッ ド に
は、 desc パラ メ ータが必要です。 Agent パラ メ ータは、 メ イ ンプロ グ ラ ムから リ フ ァ レ
ン スが解放された場合にコ ピーされます。

ト リ ガーハン ド ラの実装 ：

// AccountTrigger.java 
import java.io.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
class TriggerHandlerImpl extends 
      com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerHandlerPOA { 
   public TriggerHandlerImpl(com.inprise.vbroker.ObjLocation.Agent agent, 
      com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerDesc initial_desc) { 
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         agent = agent; 
         initial_desc = initial_desc; 
   } 
   public void impl_is_ready(com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc desc) { 
      notification(desc, true); 
   } 
   public void impl_is_down(com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc desc) { 
      notification(desc, false); 
   } 
   private void notification(com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc desc, 
      boolean isReady) { 
      if (isReady) { 
         System.out.println("Implementation is ready:"); 
      } else { 
         System.out.println("Implementation is down:"); 
      } 
      System.out.println("¥tRepository Id = " + desc.repository_id + "¥n" + 
            "¥tInstance Name = " + desc.instance_name + "¥n" + 
            "¥tHost Name     = " + desc.iiop_locator.host + "¥n" + 
            "¥tBOA Port      = " + desc.iiop_locator.port + "¥n" + 
            "¥tActivable     = " + desc.activable + "¥n" + "¥n"); 
      System.out.println("Unregister this handler and exit (yes/no)?"); 
      try { 
         BufferedReader in = new BufferedReader( 
               new InputStreamReader(System.in)); 
         String line = in.readLine(); 
         if(line.startsWith("y") || line.startsWith("Y")) { 
            try { 
               agent.unreg_trigger(_initial_desc, _this()); 
            } catch (com.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail e) { 
               System.out.println("Failed to unregister trigger with reason=[" 
+ 
                     e.reason + "]"); 
            } 
            System.out.println("exiting..."); 
            System.exit(0); 
         } 
      } catch (java.io.IOException e) { 
         System.out.println("Unexpected exception caught: " + e); 
         System.exit(1); 
      } 
   } 
   private com.inprise.vbroker.ObjLocation.Agent _agent; 
   private com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerDesc  _initial_desc; 
} 
public class AccountTrigger { 
   public static void main(String args[]) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         POA rootPoa = 
               POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         rootPoa.the_POAManager().activate(); 
         com.inprise.vbroker.ObjLocation.Agent the_agent = 
                     com.inprise.vbroker.ObjLocation.AgentHelper.narrow( 
                              
orb.resolve_initial_references("LocationService")); 
         // トリガー記述および適切な TriggerHandler を作成します。 
         // OSAgent がインターフェースの実装を検出すると、 
         // TriggerHandler が呼び出されます 
            "Bank::AccountManager" 
         com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerDesc desc = 
                        new com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerDesc( 
                                       "IDL:Bank/AccountManager:1.0", "", ""); 
         TriggerHandlerImpl trig = new TriggerHandlerImpl(the_agent, desc); 
         rootPoa.activate_object(trig); 
         the_agent.reg_trigger(desc, trig._this()); 
         orb.run(); 
   } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
         System.exit(1); 
      } 
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   } 
}
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第 章

Chapter   16VisiNaming サービスの使い方    
こ こ では、 CORBA ネー ミ ングサービ ス仕様バージ ョ ン 1.2 （正式版 02-09-02） の完全な イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンであ る  VisiBroker VisiNaming サービ スの使用方法について説明し ま
す。

概要

VisiNaming サービ スでは、 1 つのオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スに 1 つ以上の論理名を関連付
ける こ と ができ ます。 また、 これらの名前は名前空間に保管でき ます。 VisiNaming サービ
スによ り 、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 オブジェ ク ト に割 り 当て られた論理名を使
用し てオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得でき ます。

こ の後の図では、 VisiNaming サービ スの次の機能について概要を示し ます。

1 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 名前を名前空間内のオブジェ ク ト の 1 つにバ
イ ン ド でき ます。

2 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 同じ名前空間を使用し て名前を解決し、 ネー ミ ン
グ コ ンテキス ト やオブジェ ク ト へのオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得し ます。
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図 16.1 名前空間内のネー ミ ングコ ンテキス ト にあるオブジ ェ ク ト 名のバイ ン ド、 解決、
および使用

VisiNaming サービ ス と スマー ト エージェ ン ト と では、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンの検索に重要な違いがい く つかあ り ます。

■ スマー ト エージェ ン ト はフ ラ ッ ト な名前空間を使用し ますが、 VisiNaming サービ スで
は階層構造を持つ名前空間を使用し ます。

■ スマー ト エージェ ン ト を使用する場合、 オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース名は、 ク ラ
イ アン ト と サーバーアプ リ ケーシ ョ ンを コ ンパイルする と きに定義し ます。 し たがっ
て、 イ ン ターフ ェース名を変更する と、 アプ リ ケーシ ョ ン も再コ ンパイルする必要が
あ り ます。 これに対し て、 VisiNaming サービ スでは、 実行時にオブジェ ク ト イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンでそのオブジェ ク ト に論理名をバイ ン ド でき ます。

■ スマー ト エージェ ン ト を使用する場合、 オブジェ ク ト は 1 つのイ ン ターフ ェース名しか
実装でき ません。 VisiNaming サービ スでは、 1 つのオブジェ ク ト に複数の論理名をバイ
ン ド でき ます。

スマー ト エージェ ン ト （osagent） の詳細は、 165 ページの 「スマー ト エージェ ン ト の使い
方」 を参照し て く ださ い。

名前空間の理解

次の図は、 受注管理システムを構成し ているオブジェ ク ト に、 VisiNaming サービ スで名前
を付ける方法を示し ます。 こ の架空の受注管理システムでは、 地域、 部署などによ ってそ
の名前空間を整理し ます。 VisiNaming サービ スでは、 NamingContext オブジェ ク ト の階
層構造で名前空間を整理し、 そのオブジェ ク ト をたどって特定の名前を探すこ と ができ ま
す。 た と えば、 論理名 NorthAmerica/ShippingDepartment/Orders で Order オブ
ジェ ク ト を検索でき ます。
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図 16.2 受注管理システムの名前の付け方

ネーミングコンテキスト

上に示す名前空間を VisiNaming サービ スで実装するには、 影付きのボ ッ ク ス をそれぞれ 
NamingContext オブジェ ク ト で実装し ます。 NamingContext オブジェ ク ト には、 オブ
ジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンや、 他の NamingContext オブジェ ク ト にバイ ン ド され
た Name 構造体の リ ス ト が収められています。 NamingContext に論理名をバイ ン ド でき
ますが、 NamingContext にはデフ ォル ト で論理名が関連付け られていないか、 そのよ う
な名前が不要なので注意し て く ださい。

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 NamingContext オブジェ ク ト を使用し て、 提
供するオブジェ ク ト に名前をバイ ン ド し ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、
NamingContext を使用し て、 バイ ン ド された名前をオブジェ ク ト リ フ ァ レン スに解決し
ます。

NamingContextExt イ ン ターフ ェース も利用でき、 このイ ン ターフ ェースでは、 文字列
化し たオブジェ ク ト の使用時に必要な メ ソ ッ ド を提供し ます。

ネーミングコンテキストファクトリ

ネー ミ ング コ ンテキ ス ト フ ァ ク ト リ では、 VisiNaming サービ ス をブー ト ス ト ラ ッ プする イ
ン ターフ ェース を用意し ています。 このイ ン ターフ ェースには、 VisiNaming サービ ス を
シ ャ ッ ト ダウ ン し た り 、 コ ンテキス ト がない場合に新しいコ ンテキス ト を作成するための
オペレーシ ョ ンがあ り ます。 また、 フ ァ ク ト リ にはルー ト コ ンテキス ト を返す追加の API 
も あ り ます。 ルー ト コ ンテキス ト は、 リ フ ァ レン スポイ ン ト と し て重要な役割を果た し ま
す。 これは、 パブ リ ッ ク で使用される予定のデータ を保存する共通の開始位置にな り ま
す。

名前空間を作成するために VisiNaming サービ スによ って提供される ク ラ スには、 デフ ォル
ト ネー ミ ング コ ンテキス ト フ ァ ク ト リ と拡張ネー ミ ング コ ンテキス ト フ ァ ク ト リ の 2 つが
あ り ます。 デフ ォル ト のネー ミ ング コ ンテキス ト フ ァ ク ト リ では、 ルー ト  
NamingContext な しの空の名前空間を作成し ます。 拡張ネー ミ ング コ ンテキス ト フ ァ ク
ト リ では、 ルー ト  NamingContext 付きの名前空間が作成されるので、 この方が便利で
す。
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名前空間の理解

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ るオブジェ ク ト と名前のバイ ン ドや、 ク ラ イ ア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ンによ る名前からオブジェ ク ト リ フ ァ レン スへの解決では、 これらの 
NamingContext オブジェ ク ト の う ち 低 1 つを、 事前に取得し て く ださい。

上の図に示す NamingContext オブジェ ク ト は、 1 つのネー ミ ングサービ スプロセス内に
実装でき ます。 または、 大 5 つの独立し た名前サーバープロセス内に実装でき ます。

Name と NameComponent

CosNaming::Name は、 オブジェ ク ト インプ リ メ ンテーシ ョ ンまたは 
CosNaming::NamingContext にバイン ドでき る識別子を表し ます。 Name は、 単純な英
字の文字列ではな く 、 1 つ以上の NameComponent 構造体のシーケンスを表し ます。

各 NameComponent には、 id と  kind と い う  2 つの属性文字列が含まれています。 ネー
ミ ングサービ スは、 各 id と  kind が特定の NamingContext 内で一意であ る こ と を確認
する以外に、 これらの文字列の解釈や管理は行いません。

id 属性と  kind 属性は、 名前をバイ ン ド し たオブジェ ク ト を一意で識別する文字列です。
kind メ ンバーは、 名前に追加する特性を記述し ます。 た と えば、 「Inventory.RDBMS」 と
い う 名前は、 「Inventory」 の id メ ンバーと 「RDBMS」 の kind メ ンバーで構成されてい
ます。

module CosNaming 
   typedef string Istring; 
   struct NameComponent { 
      Istring id; 
      Istring kind; 
   }; 
   typedef sequence<NameComponent> Name; 
};

NameComponent の id 属性 と  kind 属性に使用でき るのは、 ISO 8859-1 （Latin-1） 文字
セ ッ ト だけです。 null 文字 （0x00） と、 その他の印刷不可文字は使用でき ません。
NameComponent の文字列は、 どち ら も  255 文字までです。 また、 VisiNaming サービ ス
は、 ワ イ ド文字列を使用する  NameComponent をサポー ト し ていません。

メ モ 名前の id 属性を空の文字列にする こ と はでき ませんが、 kind 属性では可能です。

名前の解決

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 NamingContext の resolve メ ソ ッ ド を使用し て、
特定の論理名 （Name） のオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を取得し ます。 1 つの Name は、 1 つ
または複数の NameComponent オブジェ ク ト から構成されるため、 解決のプロセスでは 
Name を構成し ているすべての NameComponent 構造体を調べる必要があ り ます。

文字列化された名前
CosNaming::Name 表現は読み取 り や変換に適し た形式ではないため、 この問題を
解決する ために文字列化し た名前が定義されています。 文字列化された名前は、 文字
列と  CosNaming::Name と を  1 対 1 でマ ッ プし ます。 2 つの CosNaming::Name オ
ブジェ ク ト が等しい場合は、 それらの文字列化表現も等し く な り 、 その逆も同様で
す。 文字列化された名前では、 名前の区切 り にはス ラ ッ シ ュ （/）、 id と  kind 属性の
区切 り にはピ リ オ ド （.）、 エスケープ文字にはバッ ク ス ラ ッ シ ュ （\） を使用し ます。
規則によ り 、 Order など、 空の kind 属性を持つ NameComponent ではピ リ オ ド を使
用し ません。

"Borland.Company/Engineering.Department/Printer.Resource"

メ モ 次のサンプルでは、 NameComponent 構造体が文字列化表現で示されています。
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VisiNaming サービスの実行

単純な名前と複雑な名前
Billing などの単純な名前は、 常に 1 つの NameComponent で構成され、 その解決は目
的のネー ミ ング コ ンテキス ト を基準に行われます。 単純な名前は、 1 つのオブジェ ク
ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンや 1 つの NamingContext にしかバイ ン ド でき ません。

NorthAmerica/ShippingDepartment/Inventory などの複雑な名前は、 複数の 
NameComponent 構造体のシーケン スで構成し ます。 n 個の NameComponent オブジェ ク
ト から な る複雑な名前が 1 つのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにバイ ン ド されてい
る場合、 シーケン ス内の 初の （n-1） の NameComponent オブジェ ク ト は、 それぞれ必
ず NamingContext に解決され、 後の NameComponent オブジェ ク ト はオブジェ ク ト
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに解決されます。

Name が 1 つの NamingContext にバイ ン ド される場合、 シーケン ス内の各 
NameComponent 構造は、 NamingContext を参照する必要があ り ます。

次のサンプルコード は、 3 つのコ ンポーネン ト から なる複雑な名前であ り 、 CORBA オブ
ジェ ク ト にバイ ン ド されています。 この名前は文字列化された名前 NorthAmerica/
SalesDepartment/Order に対応し ています。 上位のネー ミ ング コ ンテキス ト の段階
で解決する と、 こ の複雑な名前の 初の 2 つの要素は NamingContext オブジェ ク ト に解
決し、 後の要素は論理名 Order を持つオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに解決し ま
す。

. . . 
// Name は文字列 "NorthAmerica/SalesDepartment/Order" を示します。 
NameComponent[] continentName = { new NameComponent("NorthAmerica", "") }; 
NamingContext continentContext = 
         rootNamingContext.bind_new_context(continentName); 
NameComponent[] departmentName = { new NameComponent("SalesDepartment", "") }; 
NamingContext departmentContext = 
         continentContext.bind_new_context(departmentName); 
NameComponent[] objectName = { new NameComponent("Order", "") }; 
departmentContext.rebind(objectName,myPOA.servant_to_reference(managerServant))
; 
. . .

VisiNaming サービスの実行

VisiNaming サービ スは、 次のコマン ド で起動でき ます。 起動し たネー ミ ングサービ スのコ
ンテンツは、 VisiBroker コ ン ソールで閲覧でき ます。

VisiNaming サービスのインストール

VisiNaming サービ スは、 VisiBroker 5.0 を イ ン ス ト ールする と自動的にイ ン ス ト ールされま
す。 ネー ミ ングサービ スは、 フ ァ イル nameserv と  Java ク ラ ス フ ァ イルで構成されてい
ます。 nameserv は Windows NT ではバイナ リ 実行可能フ ァ イル、 UNIX ではス ク リ プ ト
です。 また、 Java ク ラ ス フ ァ イルは vbjorb.jar フ ァ イルに格納されています。

VisiNaming サービスの設定

以前のバージ ョ ンの VisiBroker では、 フ ラ ッ ト フ ァ イルに対するすべての変更操作を 
VisiNaming サービ スで記録し て、 永続性を維持し ていま し た。 バージ ョ ン 4.0 以降の 
VisiNaming サービ スは、 バッ ク ス ト アアダプタ と と もに機能し ます。 ただし、 すべての
バッ ク ス ト アアダプタが永続性をサポー ト し ているわけではないので注意し て く ださい。
デフ ォル ト の InMemory アダプタは永続的ではあ り ませんが、 その他のアダプタは永続的
です。 アダプタの詳細は、 205 ページの 「取 り 替え可能なバッ ク ス ト ア」 を参照し て く だ
さ い。

メ モ ネー ミ ングサービ スは、 起動時に自分自身を スマー ト エージェ ン ト に登録する よ う に設計
されています。 ほ と んどの場合、 VisiNaming サービ ス をブー ト ス ト ラ ッ プするには、 ス
マー ト エージェ ン ト を実行する必要があ り ます。 これによ り 、 ク ラ イ アン ト は、
resolve_initial_references メ ソ ッ ド を呼び出し て初期のルー ト コ ンテキス ト を取
得でき ます。 必要な リ フ ァ レン ス を取得するために、 スマー ト エージェ ン ト で解決機能が
動作し ます。 同様に、 こ のし く みに加わるネー ミ ングサーバーも、 同じ メ カニズムを使用
し て必要な リ フ ァ レン ス を取得し ます。
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コマンドラインからの VisiNaming サービスの起動

スマー ト エージェ ン ト の詳細は、 165 ページの 「スマー ト エージェ ン ト の使い方」 を参照
し て く ださ い。

VisiNaming サービスの起動

VisiNaming サービ ス を起動するには、 /bin デ ィ レ ク ト リ の nameserv 起動プロ グ ラ ムを
使用し ます。 nameserv 起動プロ グ ラ ムは、 デフ ォル ト で 
com.inprise.vbroker.naming.ExtFactory フ ァ ク ト リ ク ラ ス を使用し ます。

UNIX nameserv [driver_options] [nameserv_options] <ns_name> &

Windows start nameserv [driver_options] [nameserv_options] <ns_name>

すべての VisiBroker プロ グ ラ マツールで使用でき る ド ラ イバオプシ ョ ンについては、 27
ページの 「共通オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

VisiNaming サービ ス を強制的に特定のポー ト で起動するには、 次のコマン ド ラ イ ンオプ
シ ョ ンを使用し て VisiNaming サービ ス を起動する必要があ り ます。

prompt> nameserv -J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<port number>

VisiNaming のデフ ォル ト 名は 「NameService」 ですが、 これ以外の名前を指定する場合は、
次のよ う にし て VisiNaming を起動し ます。

prompt> nameserv -J-Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<port number> 
<ns_name>

vbj コマン ド による VisiNaming サービスの起動
VisiNaming サービ スは vbj で も起動でき ます。

prompt>vbj com.inprise.vbroker.naming.ExtFactory <ns_name>

コマンドラインからの VisiNaming サービスの起動

VisiNaming サービ スユーテ ィ リ テ ィ （nsutil） を使用し て、 コマン ド ラ イ ンからバイ ン
デ ィ ングを格納および取得でき ます。

nsutil の設定

nsutil を使用するには、 初に次のコマン ド を使用し てネー ミ ングサービ スのイ ン ス タ
ン ス を設定し ます。

prompt>nameserv <ns_name>
prompt>nsutil -VBJprop <option> <cmd> [args]

nameserv_option 説明

-?, -h, -help, -usage 使い方を表示します。

-config <properties_file> VisiNaming サービスの起動では、 設定ファイルとして 
<properties_file> を使用します。

<ns_name> この VisiNaming サービスの名前を指定します。 これは  
オプションです。 デフォルトの名前は NameService 
です。

オプシ ョ ン 説明

ns_name 接続するネーミングサービスを設定します。

SVCnameroot=<ns_name> メ モ：SVCnameroot を使用する前に、OSAgent 
を実行しておいてください。
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コマンドラインからの VisiNaming サービスの起動

nsutil の実行

VisiNaming サービ スユーテ ィ リ テ ィ では、 すべての CosNaming 操作 と  3 つの追加コマン ド
を使用でき ます。 サポー ト されている  CosNaming 操作は次の とお り です。

メ モ destroy および list オペレーシ ョ ンでは、 name パラ メ ータが既存のネー ミ ング コ ンテ
キス ト を参照する必要があ り ます。 list オペレーシ ョ ンの場合にのみ、 0 個以上のネー
ミ ング コ ンテキ ス ト があればよ く 、 その内容が表示されます。 ネー ミ ング コ ンテキス ト が
指定されていない場合は、 ルー ト ネー ミ ング コ ンテキス ト の内容が表示されます。

ほかにも、 次の nsutil コマン ド を使用でき ます。

nsutil コマン ド からオペレーシ ョ ンを実行するには、 オペレーシ ョ ン名と パラ メ ータ を 
<cmd> パラ メ ータの位置に指定し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

prompt>nsutil -VBJprop ORBInitRef=NameService=file://ns.ior resolve myName

ORBInitRef=NameService=<url> ファイル名または URL を指定します。 その種類  
（corbaloc:、 corbaname:、 file:、 ftp:、
http:、 ior: など） を前に付けます。 たとえば、 
ローカルディレクトリ内のファイルを割り当てる場
合、 ns_config 文字列は -VBJprop  
ORBInitRef=NameService=<file:ns.io
r> のようになります。

cmd 任意の CosNaming 操作。 ほかに、 ping または   
shutdown もあります。

cmd パラ メ ータ

bind name objRef
bind_context name ctxRef
bind_new_context name
destroy name
list [name1 name2 name3...]
new_context パラメータなし

rebind name objRef
rebind_context name ctxRef
resolve name
unbind name

オプシ ョ ン 説明

cmd パラ メ ータ 説明

ping name 文字列化された name を解決し、 そ  
のオブジェクトにコンタクトしてまだ存
続しているかどうかを確認します。

shutdown < ネーミングコンテキスト
ファクトリ名または文字列
化された IOR>

VisiNaming サービスをコマンドライ 
ンから正常にシャットダウンします。こ
の 操 作 の 必 須 パ ラ メ ー タ に は、
osagent に登録されたネーミングファ 
クトリの名前またはファクトリの文字列
化された IOR を指定します。

unbind_from_cluste
r

name objRef 暗黙的なクラスタ内の特定のオブ
ジェクトをバインド解除します。 name
はオブジェクトの論理名、 objRef
はバインド解除される文字列化され
たオブジェクトリファレンスです。
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VisiNaming サービスのブートストラップ

nsutil を使用して VisiNaming サービスを閉じる

nsutil を使用し て VisiNaming サービ ス を閉じ るには、 shutdown コマン ド を実行し ま
す。

prompt>nsutil -VBJprop ORBInitRef=NameService=file://ns.ior shutdown <ns_name>

VisiNaming サービスのブートストラップ

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動し て、 指定し た VisiNaming サービ スへの初期のオブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得する方法は 3 つあ り ます。 VisiNaming サービ スの起動時に
は、 次のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用でき ます。

■ ORBInitRef
■ ORBDefaultInitRef
■ SVCnameroot

次の例に、 オプシ ョ ンの使い方を示し ます。

こ こ では、 ホス ト  TestHost で次の 3 つの VisiNaming サービ スが動作し ている と し ます。

ns1、 ns2、 ns3

それぞれポー ト  20001、 20002、 および 20003 で実行されます。

さ らに、 次の 3 つのサーバーアプ リ ケーシ ョ ンがあ り ます。

sr1, sr2, sr3.

サーバー sr1 は自分自身を ns1 でバイ ン ド し ます。

サーバー sr2 は自分自身を ns2 でバイ ン ド し ます。

サーバー sr3 は自分自身を ns3 でバイ ン ド し ます。

resolve_initial_references の呼び出し

VisiNaming サービ ス メ カニズムで resolve_initial_references メ ソ ッ ド を設定し、
簡単に共通ネー ミ ング コ ンテキス ト を取得でき ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが接続する
ネー ミ ングサーバーのルー ト コ ンテキス ト を取得するには、
resolve_initial_references メ ソ ッ ド を使用し ます。

. . . 
   org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
   org.omg.CORBA.Object rootObj = 
orb.resolve_initial_references("NameService"); 
. . .

-DSVCnameroot の使用

-DSVCnameroot オプシ ョ ンでは、 ブー ト ス ト ラ ッ プする  VisiNaming サービ スのイ ン ス
タ ン ス を指定し ます。 これは、 互いに無関係な複数のネー ミ ングサービ スのイ ン ス タ ン ス
が実行されている場合、 特に重要です。

た と えば ns1 にブー ト ス ト ラ ッ プする場合は、 次のよ う に ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを起動
し ます。

vbj -DSVCnameroot=ns1 <client_application>

これで次の図にも示し た よ う に、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンから  ORB リ フ ァ レン ス
の resolve_initial_references メ ソ ッ ド を呼び出し て ns1 のルー ト コ ンテキス ト を
取得でき ます。 こ のオプシ ョ ンを使用する前に、 OSAgent を起動し ておいて く ださい。

-DORBInitRef の使用

ブー ト ス ト ラ ッ プする  VisiNaming サービ スは、 corbaloc と  corbaname のどち らかの 
URL 命名方式で指定でき ます。 この メ ソ ッ ド はスマー ト エージェ ン ト に依存し ません。
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NamingContext

corbaloc URL の使用
VisiNaming サービ ス  ns2 でブー ト ス ト ラ ッ プする場合は、 次のよ う にク ラ イ アン ト
アプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。

vbj -DORBInitRef=NameService=corbaloc::TestHost:20002/NameService 
<client_application>

これで、 上の例で示し た よ う に、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンから  VisiBroker ORB リ
フ ァ レン スの resolve_initial_references メ ソ ッ ド を呼び出し て、 ns2 のルー ト コ
ンテキス ト を取得でき ます。

メ モ 非推奨の iioploc と  iiopname の URL 方式はそれぞれ、 corbaloc と  corbaname に
よ って実装されています。 下位互換性を保つために、 古いネー ミ ング方式もサポー ト され
ています。

corbaname URL の使用
corbaname を使用し て ns3 にブー ト ス ト ラ ッ プする場合は、 次のよ う にク ラ イ アン
ト プロ グ ラ ムを起動し ます。

vbj -DORBInitRef NameService=corbaname::TestHost:20003/ <client_application>

これで、 上に示し た よ う に、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンから  VisiBroker ORB リ フ ァ レ
ン スの resolve_initial_references メ ソ ッ ド を呼び出し て、 ns3 のルー ト コ ンテキ
ス ト を取得でき ます。

-DORBDefaultInitRef

ブー ト ス ト ラ ッ プする  VisiNaming サービ スは、 corbaloc と  corbaname のどち らかの 
URL で指定でき ます。 この メ ソ ッ ド はスマー ト エージェ ン ト に依存し ません。

-DORBDefaultInitRef での corbaloc URL の使用
ns2 にブー ト ス ト ラ ッ プする場合は、 次のよ う にク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを起動し ま
す。

vbj -DORBDefaultInitRef corbaloc::TestHost:20002 <client_application>

これで、 上の例に示し た よ う に、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンから  VisiBroker ORB リ
フ ァ レン スの resolve_initial_references メ ソ ッ ド を呼び出し て、 ns2 のルー ト コ
ンテキス ト を取得でき ます。

次の例は、 corbaloc を使用し て複数の VisiNaming サービ ス を設定する方法です。

client -DORBDefaultInitRef 
NameService=corbaloc::bart:20000,:Bart:20001,:Bart:20002/NameService  
  -ORBpropStorage clt.props

-DORBDefaultInitRef での corbaname の使用
-ORBDefaultInitRef または -DORBDefaultInitRef と  corbaname を組み合わ
せる と、 予想と は異な る動作を行います。 -ORBDefaultInitRef または -
DORBDefaultInitRef を指定する と、 ス ラ ッ シ ュ と文字列化オブジェ ク ト  key が
常に corbaname に追加されます。

URL が corbaname::TestHost:20002 の場合は、 -DORBDefaultInitRef を指定する
と、 Java の resolve_initial_references の結果は新しい URL 
corbaname::TestHost:20003/NameService にな り ます。

NamingContext

このオブジェ ク ト は、 VisiBroker ORB オブジェ ク ト または他の NamingContext オブジェ
ク ト にバイ ン ド されている名前の リ ス ト を保持および操作するために使用されます。 ク ラ
イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンはこ のイ ン ターフ ェース を使用し て、 そのコ ンテキス ト 内のす
べての名前を解決、 または一覧表示し ます。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンはこの
オブジェ ク ト を使用し て、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンや NamingContext オブ
ジェ ク ト に名前をバイ ン ド し ます。 次のサンプルに、 NamingContext の IDL 仕様を示し
ます。
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NamingContextExt

Module CosNaming { 
   interface NamingContext { 
      void bind(in Name n, in Object obj) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName, AlreadyBound); 
      void rebind(in Name n, in Object obj) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
      void bind_context(in Name n, in NamingContext nc) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName, AlreadyBound); 
      void rebind_context(in Name n, in NamingContext NC) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
      Object resolve(in Name n) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
      void unbind(in Name n) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
      NamingContext new_context(); 
      NamingContext bind_new_context(in Name n) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName, AlreadyBound); 
      void destroy() 
         raises(NotEmpty); 
      void list(in unsigned long how_many, 
            out BindingList bl, 
            out BindingIterator bi); 
   }; 
};

NamingContextExt

NamingContext を拡張し た NamingContextExt イ ン ターフ ェースは、 文字列化された
名前と  URL の使用に必要な操作を提供し ます。

Module CosNaming { 
   interface NamingContextExt : NamingContext { 
      typedef string StringName; 
      typedef string Address; 
      typedef string URLString; 
      StringName to_string(in Name n) 
         raises(InvalidName); 
      Name to_name(in StringName sn) 
         raises(InvalidName); 
      exception InvalidAddress {}; 
      URLString to_url(in Address addr, in StringName sn) 
         raises(InvalidAddress, InvalidName); 
      Object resolve_str(in StringName n) 
         raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
   }; 
};
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デフォルトネーミングコンテキスト

デフォルトネーミングコンテキスト

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでは、 デフ ォル ト のネー ミ ング コ ンテキス ト を指定でき ま
す。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 これをルー ト コ ンテキス ト とみな し ます。 デフ ォル ト のネー
ミ ング コ ンテキ ス ト はそのク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンだけに対するルー ト で、 実際は
別のコ ンテキ ス ト に属する場合も あ り ます。

デフォルトネーミングコンテキストの取得

Java ク ラ イ アント アプリ ケーショ ンでは、 ORB イ ンターフェースの 
resolve_initial_references メ ソ ッ ド で VisiNaming サービスに接続できます。 こ の機能
を使用するには、 ク ラ イアント の起動時に SVCnameroot または ORBInitRef パラ メ ータを指
定し ます。

た と えば、 デフ ォル ト ネー ミ ング コ ンテキス ト と し てネー ミ ング コ ンテキス ト  
Inventory を使用する  ClientApplication と い う 名前の Java アプ リ ケーシ ョ ンを起
動するには次のコマン ド を入力し ます。

prompt> vbj -DSVCnameroot=NorthAmerica/ShippingDepartment/Inventory \ 
      ClientApplication

こ こ で、 NorthAmerica はサーバー名であ り 、 ShippingDepartment/Inventory は
ルー ト コ ンテキ ス ト の文字列化された名前です。

メ モ vbj コマン ド を使用するには、 すべての -D プロパテ ィ を Java ク ラ ス名の前に指定し ま
す。

ネーミングコンテキストファクトリの取得

ネー ミ ングサービ ス ク ラ イ アン ト は、 次のよ う にフ ァ ク ト リ の初期 リ フ ァ レン ス を解決す
る こ と で、 ネー ミ ング コ ンテキス ト フ ァ ク ト リ への リ フ ァ レン ス を取得でき ます。

ExtendedNamingContextFactory myFactory = 
ExtendedNamingContextFactoryHelper.narrow( 
orb.resolve_initial_reference("VisiNamingContextFactory") );

osagent がネ ッ ト ワーク上で実行されている場合は、 次のよ う にク ラ イ アン ト を開始する必
要があ り ます。

vbj -DSVCnameroot=<ns_name> Client

osagent がネ ッ ト ワーク上で実行されていない場合は、 次のよ う にク ラ イ アン ト を開始する
必要があ り ます。

vbj -DORBInitRef=VisiNamingContextFactory= 
     corbaloc::<host>:<port>/VisiNamingContextFactory Client

VisiNaming サービスのプロパティ

次の表は、 VisiNaming サービ スのプロパテ ィ を一覧です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.adm
inPwd

inprise Visibroker ネーミングサービスの管理操作に必 
要なパスワード。

vbroker.naming.ena
bleSlave

0 1 に設定した場合は、マスター／スレーブのネー 
ミングサービス設定が有効になります。 マスター
／スレーブのネーミングサービスの設定方法に
ついては、 217 ページの 「VisiNaming サービス 
クラスタによるフェイルオーバーと 負荷分散」 を 
参照してください。
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VisiNaming サービスのプロパティ

vbroker.naming.ior
File

ns.ior ネーミングサービス IOR を格納するためのフル  
パス名を指定します。 このプロパティを設定しな
いと、 ネーミングサービスは IOR を現在のディレ  
クトリにある ns.ior という名前のファイルに出力  
します。 ネーミングサービスは、 IOR の出力時に 
ファイルアクセス許可の例外を暗黙的に無視しま
す。

vbroker.naming.log
Level

emerg ネーミングサービスから出力されるログメッセージ
のレベルを指定します。 次の値を指定できます。

■ vbroker.log.enable=true
■ vbroker.log.filter.default.enable=false
■ vbroker.log.filter.default.register=naming
■ vbroker.log.filter.default.naming.enable=true
■ vbroker.log.filter.default.naming.logLevel=debug

vbroker.naming.log
Update

false このプロパティにより、 
C o s N a m i n g : : N a m i n g C o n t e x t 、
CosNamingExt::Cluster、 および 
CosNamingExt::ClusterManager イン 
ターフェースのすべての更新操作をログに記録
できます。 
このプロパティが有効な 
CosNaming::NamingContext インター 
フェースのオペレーションは、 次のとおりです。 
bind、 bind_context、 
bind_new_context、 destroy、 rebind、
rebind_context、 unbind。 
このプロパティが有効な 
CosNamingExt::Cluster インターフェース 
のオペレーションは、 次のとおりです。 
bind、 rebind、 unbind、 destroy。 
このプロパティが有効な 
CosNamingExt::ClusterManager イン 
ターフェースのオペレーションは、 次のとおりで
す。 
create_cluster 
このプロパティの値が true に設定されている場  
合に上のいずれかのメソッドが呼び出されると、
次のようなログメッセージが出力されます （この出
力は実行中のバインド操作を示します）。

00000007,5/26/04 10:11 
AM,127.0.0.1,00000000, 
VBJ-Application,VBJ ThreadPool 
Worker,INFO, 
 
OPERATION NAME : bind 
CLIENT END POINT : 
Connection[socket=Socket 
[addr=/127.0.0.1, port=2026, 
localport=1993]] 
PARAMETER 0 : [(Tom.LoanAccount)] 
PARAMETER 1 : 
Stub[repository_id=IDL:Bank/ 
LoanAccount:1.0, 
key=TransientId[poaName=/, 
id={4 bytes: 
(0)(0)(0)(0)},sec=505,usec=990917734,  
key_string=%00VB%01%00%00%00%02/
%00%20%20%00%00%00% 
04%00%00%00%00%00%00%01%f9;%104f],code
base=null]

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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VisiNaming サービスのプロパティ

詳細は、 212 ページの 「ク ラ ス タ」 を参照し て く ださい。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming. 
enableClusterFailo
ver

true true に設定した場合は、 VisiNaming サービス  
から取得されたオブジェクトのフェイルオーバー
を処理するインターセプタがインストールされま
す。 オブジェクトに障害が発生した場合は、 元
のオブジェクトと同じクラスタにある別のオブジェ
クトに対して透過的な再接続を試みます。

vbroker.naming.pro
pBindOn

0 1 の場合、 暗黙的クラスタリング機能が有効にな 
ります。

vbroker.naming. 
smrr.pruneStaleRef

1 このプロパティが関係するのは、 ネーミングサー
ビスクラスタが SmartRoundRobin 基準を使用す  
る場合です。 このプロパティを 1 に設定すると、  
ネーミングサービスが SmartRoundRobin 基準を  
使用してクラスタへ以前にバインドした無効なオ
ブジェクトリファレンスを発見すると、バインディン
グから除去します。 このプロパティを 0 に設定す  
ると、 クラスタにおける無効なオブジェクトリファレ
ンスバインディングは削除されません。 ただし、
SmartRoundRobin 基準を持つクラスタは、 
resolve() 呼び出しまたは select() 呼び   
出しでアクティブオブジェクトリファレンスを常に
返します。 これは、 そのようなオブジェクトバイン
ディングが存在するのであれば、 
vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef
プロパティの値に関係ありません。 デフォルトで
は、 4.5 ネーミングサービスでの暗黙的なクラス 
タリングは、 このプロパティ値が 1 に設定された  
SmartRoundRobin 基準を使用します。 このプロ 
パティを 2 に設定すると、 無効なリファレンスが  
削除されなくなり、 バインディングのクリーンアッ
プは VisiNaming ではなくアプリケーションが行う  
ことになります。
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VisiNaming サービスのプロパティ

詳細は、 217 ページの 「VisiNaming サービ ス ク ラ ス タによ る フ ェ イルオーバーと  負荷分
散」 を参照し て く ださ い。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.enableS
lave

0 「VisiNaming サービスのコアプロパ 
ティ」 を参照してください。

vbroker.naming.slaveMo
de

デフォルトなし。 
cluster または 
slave に設定でき 
ます。

このプロパティを使用して、 クラスタ
モードまたはマスター／スレーブ
モードの VisiNaming サービスインス  
タンスを設定します。 このプロパティ
を有効にするには、 
vbroker.naming.enableSlav
e プロパティを 1 に設定する必要が   
あります。 
クラスタモードの VisiNaming サービ  
スインスタンスを設定するには、 この
プロパティを cluster に設定しま  
す。 これで、 クラ スタ を構成する
VisiNaming サービスインスタンス間 
で VisiNaming サービスクライアント  
が負荷分散されます。 これらのインス
タンス間でのクライアントのフェイル
オーバーが有効になります。 
マ ス タ ー ／ ス レ ー ブ モ ー ド の
VisiNaming サービスインスタンスを 
設定するには、 このプロパティを
slave に設定します。 VisiNaming 
サービスクライアントは、 マスターの
実行中は常にマスターサーバーに
バインドされますが、 マスターサー
バーがダウンした場合はスレーブ
サーバーにフェイルオーバーしま
す。

vbroker.naming.serverC
lusterName

null このプロパティは、 VisiNaming サー 
ビスクラスタの名前を指定します。 こ
のプロパティを使用して、 複数の
VisiNaming サービスインスタンスに 
クラスタ名（たとえば、clusterXYZ）
を設定した場合、 それらのインスタン
スは特定のクラスタに属します。

vbroker.naming.serverN
ames

null このプロパティは、 クラスタに属して
いる VisiNaming サービスインスタン  
スのファクトリ名を指定します。 クラス
タ内の各 VisiNaming サービスインス  
タンスは、このプロパティを使用して、
クラスタを構成するすべてのインスタ
ンスを認識するように設定されます。
リスト内の名前は一意である必要が
あります。 このプロパティは次の形式
をサポートします。

vbroker.naming.serverNames= 
Server1:Server2:Server3

関連のプロパテ ィ  
vbroker.naming.serverAddr
esses を参照し て く ださい。
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取り替え可能なバックストア

取り替え可能なバックストア

VisiNaming サービ スでは、 取 り 替え可能なバッ ク ス ト アを使用し てその名前空間を維持し
ます。 名前空間が永続的であ るかど う かは、 バッ ク ス ト アの設定、 つま り  JDBC アダプ
タ、 JNDI、 またはイ ン メ モ リ アダプタ （デフ ォル ト ） のどれを使用するかよ って異な り ま
す。 JNDI は Java Naming and Directory Interface の略で、 LDAP で動作保証されています。

バックストアの種類

サポー ト されているバッ ク ス ト アアダプタの種類は次の とお り です。

■ イ ン メ モ リ アダプタ

■ リ レーシ ョ ナルデータベース用の JDBC アダプタ

■ DataExpress アダプタ

■ JNDI （LDAP のみ）

メ モ 取 り 替え可能なアダプタの使い方については、 次のデ ィ レ ク ト リ 内のサンプルコード を参
照し て く ださ い。

<install dir>/vbe/examples/ins/pluggable_adaptors

イン メ モ リ アダプ タ
イ ン メ モ リ アダプタは名前空間情報を メ モ リ に保持し、 永続的ではあ り ません。 これ
は、 VisiNaming サービ スがデフ ォル ト で使用する アダプタです。

vbroker.naming.serverA
ddresses

null こ の プ ロ パ テ ィ は、 ホ ス ト お よ び
VisiNaming サービスクラスタを構成 
する VisiNaming サービスインスタン  
スの監視ポートを指定します。 このリ
スト内の VisiNaming サービスインス  
タンスの順番は、 関連プロパティ
vbroker.naming.serverName
s （VisiNaming サービスクラスタを構 
成する VisiNaming サービスインスタ  
ンスの名前を指定する） の順番と同
じである必要があります。 このプロパ
ティは次の形式をサポートします。

vbroker.naming.serverAddress
es=host1: 
port1;host2:port2;host3:port
3

vbroker.naming.anyServ
iceOrder (To be set on    
VisiNaming Service 
clients)

false VisiNaming サービスインスタンスが 
VisiNaming サービスクラスタモード 
で設定されている場合に負荷分散機
能とフェイルオーバー機能を使用す
るには、 VisiNaming サービスクライ 
アントでこのプロパティを true に設  
定する必要があります。 このプロパ
ティの使い方の例を次に示します。

client -
DVbroker.naming.anyServiceOr
der=true

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明
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取り替え可能なバックストア

JDBC アダプ タ
リ レーシ ョ ナルデータベースは JDBC を介し てサポー ト されます。 VisiNaming サービ
ス  JDBC アダプタに対し ては、 次のデータベースが動作保証されています。

■ JDataStore 7
■ Oracle 10G、 リ リ ース  1
■ Sybase 11.5
■ Microsoft SQLServer 2000
■ DB2 8.1
■ InterBase 7

次のどち らかに該当する場合は、 複数の VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スが同じバッ ク エ
ン ド リ レーシ ョ ナルデータベース を使用でき ます。

■ VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スが互いに独立し てお り 、 異なる フ ァ ク ト リ 名を使用
し ている。

■ VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スがすべて同じ  VisiNaming サービ ス ク ラ ス タに属し て
いる。

DataExpress アダプ タ
JDBC アダプタのほかには DataExpress アダプタがあ り ます。 これは、 JDataStore デー
タベースにネ イ テ ィ ブにア ク セスでき ます。 JDBC を介し て JDataStore にア ク セスす
る よ り も かな り 高速にな り ますが、 DataExpress アダプタにはい く つかの制限があ り
ます。 DataExpress アダプタは、 ネー ミ ングサーバーと同じ マシンで動作し ている
ローカルデータベース しかサポー ト し ません。 リ モー ト の JDataStore データベースに
ア ク セスするには、 JDBC アダプタ を使用する必要があ り ます。

JNDI アダプ タ
JNDI アダプタ もサポー ト し ています。 Sun の JNDI （Java naming and directory 
interface） は、 企業全体の複数のネー ミ ングサービ ス とデ ィ レ ク ト リ サービ スに標準
のイ ン ターフ ェース を提供し ます。 JNDI は SPI （Service Provider Interface） を持ち、
さ まざまなネー ミ ングおよびサービ スベンダーがこの SPI にし たがっています。
Netscape LDAP Server、 Novell NDS、 WebLogic Tengah などでは、 さ まざまな SPI モ
ジ ュールを使用でき ます。 VisiNaming サービ スは JNDI をサポー ト するので、 これら
のネー ミ ングサービ ス、 デ ィ レ ク ト リ サービ ス、 およびその他の将来の SPI プロバイ
ダへのア ク セスの可搬性が確保されます。

VisiNaming JNDI アダプタは、 次の LDAP イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで動作が保証されます。

■ iPlanet Directory Server 5.0
■ OpenLdap 2.2.26

LDAP を使用するには、 Sun および Netscape JNDI Driver バージ ョ ン 1.2 を使用する必要が
あ り ます。
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設定と使用

バッ ク ス ト アアダプタは取 り 替え可能なので、 VisiNaming サービ スの起動時に設定 （プロ
パテ ィ ） フ ァ イルに保存されているユーザー定義情報に基づいて、 使用する アダプタの種
類を指定でき ます。 イ ン メ モ リ アダプタ以外のアダプタは、 永続性を提供し ます。 イ ン メ
モ リ アダプタは、 名前空間をすべて メ モ リ に保持する軽量な VisiNaming サービ スが必要な
場合に使用し て く ださ い。

メ モ VisiNaming サービ スの現在のバージ ョ ンでは、 VisiNaming サービ スの実行中に設定を変更
する こ と はでき ません。 設定を変更するには、 サービ ス をいったん停止し て設定フ ァ イル
を変更し てから、 VisiNaming サービ ス を再起動する必要があ り ます。

プロパテ ィ フ ァ イル
VisiNaming サービ スの場合、 基本的には、 使用する アダプタの選択やアダプタの具体
的な設定は、 VisiNaming サービ スのプロパテ ィ フ ァ イルで処理し ます。 すべてのアダ
プタに共通するデフ ォル ト のプロパテ ィ は次の とお り です。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値 説明

vbroker.naming.backingS
toreType

InMemory 使用するネーミングサービスアダプタの
タイプを指定します。 このプロパティは、
VisiNaming サービスで使用するバックス 
トアのタイプを指定します。 有効なオプ
ションは、InMemory、JDBC、Dx、JNDI
です。 デフォルトは InMemory です。

vbroker.naming.cacheOn 0 ネーミングサービスキャッシュを使用する
かどうかを指定します。 値を 1 にすると、  
キャッシュが有効になります。

vbroker.naming.cache.co
nnectString

 ネーミングサービスキャッシュが有効で
（vbroker.naming.cacheOn=1） 、
ネーミングサービスインスタンスがクラス
タモードまたはマスター／スレーブモー
ドで設定されている場合は、 このプロパ
ティが必要です。 これにより、 イベント
サービス／ VisiNotify のインスタンスを 
<hostname>:<port> の形式で検索 
できます。たとえば、次のようになります。

vbroker.naming.cache.connectStr
ing=127.0.0.1:14500

キャッシング機能を有効にし、 適切なプ
ロパティを設定する方法の詳細は、 210
ページの 「キャッシング機能」 を参照し
てください。

vbroker.naming.cache.si
ze

2000 このプロパティは、 ネーミングサービス
キャッシュのサイズを指定します。 値を大
きくすると、 より多くのデータをキャッシュ
できますが、 メモリの消費量が増大しま
す。

vbroker.naming.cache.ti
meout

0 （制限なし） このプロパティには、 前回アクセスされて
からデータを保持する時間 （秒） を指定
します。 この時間が経過すると、 キャッ
シュのデータはメモリを解放するために
破棄されます。キャッシュに保持されるエ
ントリは、 LRU （使用頻度が低い） 順に
削除されます。
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JDBC アダプ タのプロパテ ィ
次に、 JDBC アダプタのプロパテ ィ について説明し ます。

vbroker.naming.backingStoreType

こ のプロパテ ィ は、 JDBC に設定し ます。 JDBC アダプタの場合は、 poolSize、
jdbcDriver、 url、 loginName、 および loginPwd プロパテ ィ も設定する必要があ り
ます。

vbroker.naming.jdbcDriver

こ のプロパテ ィ では、 バッ ク ス ト ア と し て使用するデータベースへア ク セスするために必
要な JDBC ド ラ イバを指定し ます。 VisiNaming サービ スは、 指定された適切な JDBC ド ラ
イバを ロード し ます。 デフ ォル ト は、 Java DataStore JDBC ド ラ イバです。

vbroker.naming.minReconInterval

こ のプロパテ ィ は、 ネー ミ ングサービ スのデータベース再接続再試行時間を秒単位で設定
し ます。 デフ ォル ト 値は、 30 です。 この要求 と 後の接続時刻の間の時間間隔がこのプ
ロパテ ィ で設定された値未満の場合、 ネー ミ ングサービ スは要求を無視し、
CannotProceed 例外を生成し ます。 こ のプロパテ ィ の有効値は 0 以上の整数です。 こ の
プロパテ ィ 値が 0 の場合に接続が解除される と、 VisiNaming サービ スは、 要求があ る たび
にデータベースに再接続し よ う と し ます。

vbroker.naming.loginName

こ のプロパテ ィ は、 データベースに関連付け られている ロ グ イ ン名です。 デフ ォル ト は 
VisiNaming です。

vbroker.naming.loginPwd

こ のプロパテ ィ は、 データベースに関連付け られていロ グ イ ン用のパス ワード です。 デ
フ ォル ト 値は、 VisiNaming です。

vbroker.naming.poolSize

バッ ク ス ト ア と し て JDBC アダプタ を使用する場合は、 このプロパテ ィ で接続プールの
データベース接続数を指定し ます。 デフ ォル ト 値は 5 ですが、 データベースで処理でき る

大値まで増やすこ と ができ ます。 VisiNaming サービ スに多 く の要求があ る と予想される
場合は、 こ の値を増やし て く ださ い。

vbroker.naming.url

こ のプロパテ ィ では、 ア ク セスするデータベースの場所を指定し ます。 設定内容は、 使用
するデータベースによ って異な り ます。 デフ ォル ト は JDataStore で、 データベースの
場所は現在のデ ィ レ ク ト リ であ り 、 名前は rootDB.jds です。 rootDB.jds 以外の名前
を使用する こ と もでき ますが、 名前の変更に合わせて設定フ ァ イルも更新する必要があ り
ます。

JDBC ド ラ イバク ラ ス名 説明

com.borland.datastore.jdbc.Data
StoreDriver

JDataStore JDBC ドライバ 7.0

com.sybase.jdbc2.jdbc.SybDriver Sybase ドライバ （jConnect バージョン 5.0）

oracle.jdbc.driver.OracleDriver Oracle ドライバ （classes12.zip バージョン 
8.1.7.0.0）

interbase.interclient.Driver Interbase ドライバ （InterClient.jar バージョン  
3.0.12）

weblogic.jdbc.mssqlserver4.Driv
er

WebLogic MS SQLServer JDBC ドライバ（バー    
ジョン 5.1）

com.ibm.db2.jcc.DB2Driver IBM DB2 ドライバ （db2jcc.jar バージョン   
1.2.117）

URL 値 説明

jdbc:borland:dslocal:<db_name> JDataStore URL
jdbc:sybase:Tds:<host>:<port>/
<db_name>

Sybase URL

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid
>

Oracle URL
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1JDBC を介し て InterBase にア ク セスするには、 その前に InterServer を起動する必要があ り
ます。 InterBase サーバーがローカルホス ト にあ る場合は、 <server> を localhost と指
定し ます。 これ以外の場合は、 ホス ト 名を指定し ます。 InterBase データベースが Windows 
NT 上にあ る場合は、 <full_db_path> を driver:\\dir1\dir2\\db.gdb と指定し ま
す。 こ こ で、 初の \ は 2 番めのバッ ク ス ラ ッ シュ  \ をエス ケープし ます。 InterBase デー
タベースが UNIX 上にあ る場合は、 <full_db_path> を \dir1\dir2\db.gdb と指定し
ます。 詳細は、 http://www.borland.com/jp/products/interbase/index.html を参照し て く ださい。

2 JDBC を介し て DB2 にア ク セスするには、 その前に Client Configuration Assistant で、 エ リ
アス  <db_name> をデータベースに登録する必要があ り ます。 データベースの登録後は、
vbroker.naming.url プロパテ ィ に対し て <host> と  <port> を指定する必要はあ り ま
せん。

3 JDataStore データベースが Windows 上にあ る場合、<full path of the JDataStore 
database> は Driver:\\dir1\\dir2\\db.jds にな り ます。 こ こ で、 初の \ は 2 番
めのバッ ク ス ラ ッ シ ュ  \ をエスケープし ます。 JDataStore データベースが UNIX 上にあ る場
合、<full path of the JDataStore database> は /dir1/dir2/db.jds にな り ま
す。

DataExpress アダプ タのプロパテ ィ
次に、 DataExpress アダプタのプロパテ ィ について説明し ます。

j d b c : i n t e r b a s e : / / < s e r v e r > /
<full_db_path>

Interbase URL

jdbc:weblogic:mssqlserver4:<db_name>
@<host>:<port>

WebLogic MS SQLServer URL

jdbc:db2://<host_name>:<port-
number>/<db_name>

IBM DB2 URL

<full_path_JDataStore_db> DataExpress3 URL （ネイティブドライバ 
の場合）

プロパテ ィ 説明

vbroker.naming.backing
StoreType

このプロパティは、 Dx に設定します。

vbroker.naming.loginNa
me

このプロパティは、 データベースに関連付けられているログ
イン名です。 デフォルトは VisiNaming です。

vbroker.naming.loginPw
d

このプロパティは、 データベースに関連付けられていログイ
ン用のパスワードです。 デフォルト値は、 VisiNaming で 
す。

vbroker.naming.url このプロパティは、 データベースの場所を指定します。

URL 値 説明
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JNDI アダプ タのプロパテ ィ
次に示すのは、 JNDI アダプタの設定フ ァ イルで指定でき る設定のサンプルです。

OpenLDAP の設定

OpenLDAP は、 サポー ト されている  VisiNaming バッ ク エン ド ス ト アの 1 つです。
OpenLDAP を使用する場合は、 OpenLDAP サーバーで追加の設定が必要です。 次の作業を
行 う 必要があ り ます。

1 OpenLDAP サーバーの設定フ ァ イルに corba.schema を追加し ます （デフ ォル ト は 
slapd.conf）。 corba.schema は OpenLDAP サーバーのイ ン ス ト ールに付属し てい
ます。

2 OpenLDAP の設定フ ァ イルに openldap_ns.schema を追加し ます。
openldap_ns.schema は VisiBroker に付属し てお り 、 次の場所にあ り ます。

<install-dir>/etc/ns_schema/

メ モ デ ィ レ ク ト リ サーバーにスキーマ／属性を追加するには、 対応する権限が必要です。

キャッシング機能

キ ャ ッ シング機能を有効にする と、 バッ ク ス ト ア使用時のネー ミ ングサービ スのパフ ォー
マン ス を改善でき ます。 た と えば JDBC アダプタの場合、 リ ゾルブやバイ ン ド操作があ る
たびにデータベースに直接ア ク セスする と、 相対的に速度は低下し て し まいます。 しか
し、 操作結果をキ ャ ッ シングする こ と で、 データベースへのア ク セス回数を減らすこ と が
でき ます。 また、 バッ ク ス ト アのパフ ォーマン スに向上が見られるのは、 同じデータに何
度も ア ク セスする場合だけです。

メ モ ネー ミ ングサービ ス ク ラ ス タモード またはマス ター／ス レーブモード では、 複数のネー ミ
ングサービ ス イ ン ス タ ン スが同じバッ ク ス ト アにア ク セスでき ます。 この 2 つのモード で
キ ャ ッ シング機能を使用するには、 各ネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン ス を 
vbroker.naming.cache.connectString プロパテ ィ で特別に設定する必要があ り ま
す。 VisiBroker イベン ト サービ ス または VisiNotify を使用し て、 さ まざまなネー ミ ング
サービ ス イ ン ス タ ン ス間のキ ャ ッ シング機能が調整されます。

キ ャ ッ シング機能を有効にするには、 設定フ ァ イルで次のプロパテ ィ を設定し ます。

vbroker.naming.cacheOn=1

複数のク ラ ス タモード またはマス ター／ス レーブモード のネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン
スがキ ャ ッ シ ュにア ク セスする場合は、 vbroker.naming.cache.connectString プ
ロパテ ィ を設定し て、 ネー ミ ングサービ スがイベン ト サービ ス （または VisiNotify） を見
つける こ と ができ る よ う にし ます。

vbroker.naming.cache.connectString の形式は次の とお り です。

設定値 説明

vbroker.naming.backingStoreTy
pe=JNDI

バックストアのタイプを指定します。 JNDI アダプタ 
の場合は JNDI です。

vbroker.naming.loginName=<use
r_name>

JNDI バックサーバーでのユーザーログイン名で 
す。

vbroker.naming.loginPwd=<pass
word>

JNDI バックサーバーユーザーのパスワードです。

vbroker.naming.jndiInitialFac
tory=com. 
sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory

JNDI 初期ファクトリを指定します。

vbroker.naming.jndiProviderUR
L=ldap: 
//<hostname>:389/<initial
root context>

JNDI プロバイダの URL を指定します。

vbroker.naming.jndiAuthentica
tion=simple

JNDI バックサーバーがサポートしている JNDI 認   
証のタイプを指定します。
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vbroker.naming.cache.connectString=<host>:<port>

こ こ で、 <host> は VisiBroker イベン ト サービ スが実行されている コ ンピ ュータのホス ト
名または IP ア ド レ スです。 また、 <port> は VisiBroker イベン ト サービ ス／ VisiNotify が
使用するポー ト （デフ ォル ト では、 イベン ト サービ スの場合は 14500、 VisiNotify の場合は 
14100） です。

た と えば、 次のよ う にな り ます。

vbroker.naming.cache.connectString=127.0.0.1:14500

または

vbroker.naming.cache.connectString=myhost:14100

ホス ト のア ド レ スが IPv6 形式の場合は、 ア ド レ ス をブラ ケ ッ ト で囲んで く ださ い。

メ モ VisiBroker イベン ト サービ ス （バージ ョ ン 6.5 以降） は、 ネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン
ス を起動する前に起動し てお く 必要があ り ます。 かわ り に VisiNotify を使用する場合は、
VisiNotify を起動し てお く 必要があ り ます。 ネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン ス を起動する
前に、 （デフ ォル ト 名が使用される よ う に） チャネル名を指定せずにイベン ト サービ ス／
VisiNotify を起動し て く ださい。

キ ャ ッ シ ュの調整が必要な場合は、 次のプロパテ ィ を設定し ます。

vbroker.naming.cache.size  
vbroker.naming.cache.timeout

キ ャ ッ シング機能のプロパテ ィ については、 207 ページの 「プロパテ ィ フ ァ イル」 を参照
し て く ださ い。

キャ ッ シング機能に関する重要事項
一貫性のあ る設定は重要です。 ク ラ ス タ内のすべてのネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン
スが一貫し た方法でキ ャ ッ シング機能を使用する よ う に設定する こ と が、 非常に重要
です。 ク ラ ス タ を構成するすべてのネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン スがキ ャ ッ シング
機能を使用するか、 またはま った く 使用し ないかのどち らかにする必要があ り ます。
他のネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン スがキ ャ ッ シング機能を使用し ない場合に、 一部
のイ ン ス タ ン スがキ ャ ッ シング機能を使用する と、 ク ラ ス タの動作に矛盾が生じ ま
す。 これは、 マス ター／ス レーブモード に設定されているネー ミ ングサービ スの場合
も同じです。 マス ターがキ ャ ッ シング機能を使用する よ う に設定されている場合は、
ス レーブも キ ャ ッ シング機能を使用する よ う に設定する必要があ り 、 その逆も同様で
す。

分散キ ャ ッ シ ュはイベン ト サービ ス／ VisiNotify に依存し ます。 ネー ミ ングサービ スの ク
ラ ス タモード （またはマス ター／ス レーブモード） でキ ャ ッ シング機能を使用する場合、
分散キ ャ ッ シ ュは複数のネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン ス間で同期を と る必要があ り ま
す。 それには、 イベン ト サービ ス （または VisiNotify） を使用し ます。 このよ う な設定で
は、 キ ャ ッ シ ュ されたデータが無効な場合があ る こ と に注意し て く ださい。 データの品質
は、 イベン ト サービ ス／ VisiNotify の状態によ って異な り ます。 許容でき ない品質の場合、
アプ リ ケーシ ョ ンでキ ャ ッ シング機能を使用し ないで く ださい。 テス ト を実行し て、 分散
キ ャ ッ シング機能がアプ リ ケーシ ョ ンに適し ているかど う かを個別に判断する こ と をお勧
めし ます。
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クラスタ

VisiBroker では、 複数のオブジェ ク ト バイ ンデ ィ ングを 1 つの名前に関連付けるためのク
ラ ス タ リ ング機能をサポー ト し ています。 この機能を使用し て、 VisiNaming サービ スはク
ラ ス タにあ る複数のバイ ンデ ィ ング間で負荷分散を実行でき ます。 負荷分散の基準は、 ク
ラ ス タ を作成する と きに指定し ます。 負荷分散の基準を指定し た後、 ク ラ イ アン ト がク ラ
ス タに対し て名前と オブジェ ク ト と のバイ ンデ ィ ングを解決する と、 ク ラ ス タのサーバー
メ ンバー間で負荷が分散されます。 これらのオブジェ ク ト バイ ンデ ィ ング ク ラ ス タ を 217
ページの 「VisiNaming サービ ス ク ラ ス タによ る フ ェ イルオーバー と  負荷分散」 と混同し な
いで く ださ い。

ク ラ ス タは、 1 つの Name と オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スのグループを関連付けるマルチバ
イ ン ド メ カニズムです。 ク ラ ス タは、 ClusterManager リ フ ァ レ ン ス を介し て作成し ま
す。 その際、 ClusterManager の create_cluster メ ソ ッ ド は、 使用する基準を指定
する ための文字列パラ メ ータ を受け取 り ます。 この メ ソ ッ ド は、 ク ラ ス タへの リ フ ァ レン
ス を返し ます。 ク ラ ス タ メ ンバーの追加、 除去、 および巡回はこの リ フ ァ レン スで行いま
す。 ク ラ ス タの構造を決定し た ら、 名前を指定し て リ フ ァ レ ン ス を  VisiNaming サービ スの
任意のコ ンテキス ト にバイ ン ド でき ます。 その場合、 Name に対する後続の解決動作では
ク ラ ス タ内の特定のオブジェ ク ト リ フ ァ レン スが返 り ます。

クラスタリングの基準

VisiNaming サービ スは、 デフ ォル ト のク ラ ス タで SmartRoundRobin 基準を使用し ます。
いったん ク ラ ス タ を作成する と、 その基準を変更する こ と はでき ません。 ユーザー定義の
基準は現在サポー ト されていませんが、 サポー ト する基準は将来増やし てい く 予定です。
SmartRoundRobin はい く つかの検証を実行し ます。 これによ り 、 CORBA オブジェ ク ト
リ フ ァ レン スがア ク テ ィ ブであ る こ と、 つま り そのオブジェ ク ト リ フ ァ レン スが準備完了
状態にあ る  CORBA サーバーを参照し ている こ と が保証されます。

Cluster と ClusterManager インターフェース

ク ラ ス タはネー ミ ング コ ンテキス ト に似ていますが、 コ ンテキス ト にはク ラ ス タに関係の
ない メ ソ ッ ド があ り ます。 た と えば、 ネー ミ ング コ ンテキス ト を ク ラ ス タにバイ ン ド し て
も意味があ り ません。 ク ラ ス タは、 ネー ミ ング コ ンテキス ト ではな く 、 オブジェ ク ト リ
フ ァ レン スのセ ッ ト を保持し ているからです。 ただし、 ク ラ ス タ イ ン ターフ ェースは、
NamingContext イ ン ターフ ェース と多 く の同じ メ ソ ッ ド （bind、 rebind、 resolve、
unbind、 list など） を共有し ます。 この共通のオペレーシ ョ ンは、 主にグループの操作
に関係する ものです。 ク ラ ス タ固有のオペレーシ ョ ンは pick だけです。 両者の重要な相
違点のも う  1 つは、 ク ラ ス タが複合名をサポー ト し ないこ と です。 ク ラ ス タは階層デ ィ レ
ク ト リ 構造を持たず、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス をフ ラ ッ ト な構造で保存するので、 単一
要素の名前だけを使用し ます。
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Cluster イン ターフ ェースの IDL 仕様
CosNamingExt module { 
   typedef sequence<Cluster> ClusterList; 
   enum ClusterNotFoundReason { 
      missing_node, 
      not_context, 
      not_cluster_context 
   }; 
   exception ClusterNotFound { 
      ClusterNotFoundReason why; 
      CosNaming::Name rest_of_name; 
   }; 
   exception Empty {}; 
   interface Cluster { 
      Object select() raises(Empty); 
      void bind(in CosNaming::NameComponent n, in Object obj) 
         raises(CosNaming::NamingContext::CannotProceed, 
            CosNaming::NamingContext::InvalidName, 
            CosNaming::NamingContext::AlreadyBound); 
      void rebind(in CosNaming::NameComponent n, in Object obj) 
         raises(CosNaming::NamingContext::CannotProceed, 
            CosNaming::NamingContext::InvalidName); 
      Object resolve(in CosNaming::NameComponent n) 
         raises(CosNaming::NamingContext::NotFound, 
            CosNaming::NamingContext::CannotProceed, 
            CosNaming::NamingContext::InvalidName); 
      void unbind(in CosNaming::NameComponent n) 
         raises(CosNaming::NamingContext::NotFound, 
            CosNaming::NamingContext::CannotProceed, 
            CosNaming::NamingContext::InvalidName); 
      void destroy() 
         raises(CosNaming::NamingContext::NotEmpty); 
      void list(in unsigned long how_many, 
         out CosNaming::BindingList bl, 
         out CosNaming::BindingIterator BI); 
};

ClusterMangager イン ターフ ェースの IDL 仕様
CosNamingExt module { 
   interface ClusterManager 
      Cluster create_cluster(in string algo); 
      Cluster find_cluster(in CosNaming::NamingContext ctx, in CosNaming::Name 
n) 
         raises(ClusterNotFound, CosNaming::NamingContext::CannotProceed, 
      CosNaming::NamingContext::InvalidName); 
      Cluster find_cluster_str(in CosNaming::NamingContext ctx, in string n) 
         raises(ClusterNotFound, CosNaming::NamingContext::CannotProceed, 
      CosNaming::NamingContext::InvalidName); 
      ClusterList clusters(); 
   }; 
};
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NamingContextExtExtended イン ターフ ェースの IDL 仕様
NamingContextExt を拡張し た NamingContextExtExtended は、 暗黙的な ク ラ
ス タからオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を削除する ために必要ない く つかのオペレーシ ョ
ンを提供し ます。 これらのオペレーシ ョ ンを使用するには、 NamingContext を  
NamingContextExtExtended にナローイ ングする必要があ り ます。 ただし、 これ
らのオペレーシ ョ ンは VisiBroker 専用です。

module CosNamingExt { 
  interface NamingContextExtExtended : NamingContextExt { 
    void unbind_from_cluster(in Name n, in Object obj) 
     raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
    boolean is_ncluster_type(in Name n, out Object cluster) 
     raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName); 
  }; 
}

unbind_from_cluster()

unbind_from_cluster() メ ソ ッ ド を使用し て、 ク ラ ス タ内の特定のオブジェ ク ト をバ
イ ン ド解除でき ます。 オブジェ ク ト の論理名 （「London.Branch/Jack.SavingAccount」 など）
およびバイ ン ド解除するオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を この メ ソ ッ ド に渡す必要があ り ま
す。 ク ラ ス タ内のオブジェ ク ト の数が 0 になった場合は、 ク ラ ス タ も削除されます。

ク ラ ス タ内の無効なオブジェ ク ト リ フ ァ レン スの自動削除が必要でない場合は、 この メ
ソ ッ ド が便利です。 アプ リ ケーシ ョ ン固有の規則に基づいて ク ラ ス タ内のオブジェ ク ト を
バイ ン ド解除するには、 こ の メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

メ モ unbind_from_cluster() メ ソ ッ ド は、 VisiNaming Service が暗黙的ク ラ ス タ リ ングモー
ド で実行されてお り 、 無効なオブジェ ク ト リ フ ァ レン スの自動削除が無効になっている場
合にのみ使用でき ます。 つま り 、 VisiNaming Service 側で次の 2 つのプロパテ ィ が設定され
ている必要があ り ます。 
vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef=0 
vbroker.naming.propBindOn=1

is_ncluster_type()

is_ncluster_type() メ ソ ッ ド を使用し て、 コ ンテキス ト がク ラ ス タ タ イプかど う かを
チェ ッ ク でき ます。 オブジェ ク ト の論理名を この メ ソ ッ ド に渡す必要があ り ます。 コ ンテ
キス ト がク ラ ス タ タ イプであ る場合は、 true を返し、 第 2 引数の値にク ラ ス タオブジェ
ク ト を設定し ます。 コ ンテキ ス ト がク ラ ス タ タ イプでない場合は、 false を返し、 第 2 引
数の値に null に設定し ます。
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クラスタの作成

ク ラ ス タ を作成するには、 ClusterManager イ ン ターフ ェース を使用し ます。 ネー ミ ング
サーバーを起動する と、 1 つの ClusterManager オブジェ ク ト が自動的に作成されます。
ClusterManager は各ネー ミ ングサービ スに対し て 1 つだけです。 ClusterManager の
役割は、 ネー ミ ングサーバー内のク ラ ス タの作成、 取得、 追跡です。 一般的な ク ラ ス タ作
成手順を次に示し ます。

1 ク ラ ス タオブジェ ク ト の作成に使用するネー ミ ングサーバーにバイ ン ド し ます。

2 get_cluster_manager メ ソ ッ ド をフ ァ ク ト リ リ フ ァ レン スで呼び出し て Cluster 
Manager までの リ フ ァ レ ン ス を取得し ます。

3 指定された ク ラ ス タ基準で ク ラ ス タ を作成し ます。

4 そのク ラ ス タで、 オブジェ ク ト を Name にバイ ン ド し ます。

5 Cluster オブジェ ク ト そのものを Name にバイ ン ド し ます。

6 指定された ク ラ ス タ基準のク ラ ス タ リ フ ァ レン ス を介し て解決し ます。

. . . 
ExtendedNamingContextFactory myFactory = 
      ExtendedNamingContextFactoryHelper.bind(orb, "NamingService"); 
ClusterManager clusterMgr = myFactory.get_cluster_manager(); 
Cluster clusterObj = clusterMgr.create_cluster("RoundRobin"); 
clusterObj.bind(new NameComponent("member1", "aCluster"), obj1); 
clusterObj.bind(new NameComponent("member2", "aCluster"), obj2); 
clusterObj.bind(new NameComponent("member3", "aCluster"), obj3); 
NameComponent myClusterName = new NameComponent("ClusterName", ""); 
root.bind(myClusterName, clusterObj); 
root.resolve(myClusterName)  // クラスタの 1 つのメンバーが返されます。 
root.resolve(myClusterName)  // クラスタの次のメンバーが返されます。 
root.resolve(myClusterName)  // クラスタの最後のメンバーが返されます。 
. . .

明示的ク ラス タ と暗黙的ク ラス タ
VisiNaming サービ スの ク ラ ス タ リ ング機能を自動的に有効にする こ と ができ ます。 た
だし、 この機能を有効にする と、 オブジェ ク ト をバイ ン ドするために ク ラ ス タが透過
的に作成されるので注意し て く ださい。 使用される基準は、 ラ ウ ン ド ロ ビン （総当た
り ） 方式だけです。 つま り 、 複数のオブジェ ク ト がネー ミ ングサーバー内の同じ名前
にバイ ン ド される こ と があ り ます。 逆に、 その名前を解決する と、 そのオブジェ ク ト
の 1 つが返されます。 また、 unbind オペレーシ ョ ンは、 その名前に結び付け られて
いる ク ラ ス タ を破棄し ます。 このよ う な VisiNaming サービ スは、 CORBA 仕様に準拠
し ていません。 Interoperable Naming Specification では、 複数のオブジェ ク ト を同じ
名前にバイ ン ドする機能の禁止を明示し ています。 これに準拠し た VisiNaming サー
ビ スでは、 ク ラ イ アン ト が同じ名前で異な るオブジェ ク ト にバイ ン ド し よ う とする
と、 AlreadyBound 例外が生成されます。 ユーザーは、 サーバーで この機能を使用
するかど う かを 初に決定し、 その後も その決定内容に準拠する必要があ り ます。

メ モ 暗黙的な ク ラ ス タモード から明示的な ク ラ ス タモードへは切 り 替えないで く ださい。 バッ
ク ス ト アが破棄される こ と があ り ます。

いったん暗黙的な ク ラ ス タ リ ング機能と ネー ミ ングサーバーでク ラ ス タ リ ング機能を有効
にし た場合は、 そのま ま 「有効」 にし てお く 必要があ り ます。 この機能を有効にするに
は、 設定フ ァ イルで次のプロパテ ィ 値を定義し ます。

vbroker.naming.propBindOn=1

メ モ 明示的ク ラ ス タ リ ング と暗黙的ク ラ ス タ リ ングのサンプルについては、 次のデ ィ レ ク ト リ
にあ るサンプルコード を参照し て く ださい。

<install_dir>/examples/vbe/ins/implicit_clustering

<install_dir>/examples/vbe/ins/explicit_clustering
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負荷分散

ク ラ ス タマネージ ャ と スマー ト エージェ ン ト は、 どち らにも ラ ウ ン ド ロ ビン （総当た り ）
方式の負荷分散機能があ り ますが、 その特性は大き く 異な り ます。 負荷分散は、 スマー ト
エージェ ン ト から透過的に取得でき ます。 サーバーは、 起動時に自動的に自分自身を ス
マー ト エージェ ン ト に登録し ます。 これによ って VisiBroker Edition 独自の方法で、 ク ラ イ
アン ト が簡単にサーバーへの リ フ ァ レン ス を取得でき ます。 ただし、 グループやグループ
の メ ンバーの構成を決定する こ と はでき ません。 スマー ト エージェ ン ト がこの構成をすべ
て決定し て し まいます。 そ こ で、 ク ラ ス タがその代替手段と な り ます。 所定の方法でク ラ
ス タのプロパテ ィ を定義し、 ク ラ ス タ を作成でき ます。 これはク ラ ス タが使用する基準を
定義でき るので、 ク ラ ス タの メ ンバーをフ レキシブルに選択でき ます。 基準は作成時に確
定し ますが、 ク ラ イ アン ト はク ラ ス タが存在する限 り 、 ク ラ ス タの メ ンバーの追加や除去
が可能です。

オブジェクトのフェイルオーバー

オブジェ ク ト ク ラ ス タ リ ングを使用する利点の 1 つは、 VisiNaming サービ ス内で ク ラ ス タ
リ ング されたオブジェ ク ト の間のフ ェ イルオーバー機能です。 これらのク ラ ス タ リ ングオ
ブジェ ク ト は、 同じ イ ン ターフ ェース をサポー ト し ます。 このよ う な ク ラ ス タが作成さ
れ、 ネー ミ ング コ ンテキ ス ト にバイ ン ド される と、 フ ェ イルオーバーの動作は ORB に
よ って透過的に処理されます。 通常、 こ のク ラ ス タに対し てネー ミ ングサービ ス ク ラ イ ア
ン ト が解決を行 う 場合は、 VisiNaming サービ スがク ラ ス タから メ ンバーを返し ます。 ク
ラ ッ シュ し た り 、 一時的に使用できない メ ンバーがク ラ ス タにあ る場合は、 ORB と  
VisiNaming サービ スが、 次のク ラ ス タ メ ンバーを ク ラ イ アン ト に渡すこ と で、 透過的に
フ ェ イルオーバーを実行し ます。 これによ り 、 高可用性と フ ォール ト ト レ ラ ン スが保証さ
れます。

オブジェ ク ト ク ラ ス タ リ ングを使用する フ ェ イルオーバー機能は、 次のデ ィ レ ク ト リ に含
まれている例に示されています。

<install_dir>/examples/vbe/ins/cluster_failover

VisiNaming オブジェクトクラスタ内の無効な 
オブジェクトリファレンスの削除

VisiNaming サービ ス内のオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スは、 サーバーが使用でき な く なる こ と
で無効になる場合があ り ます。 暗黙的なオブジェ ク ト ク ラ ス タ リ ングには、 無効な リ フ ァ
レン スの削除の設定に使用でき る さ まざまな戦略が用意されています。 ただし、 この削除
機能は、 スマー ト ラ ウ ン ド ロ ビン技術を使用する暗黙的な ク ラ ス タ リ ングでのみ動作し ま
す。 VisiNaming サービ スは、 vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef プロパテ ィ によ
る削除設定付きで起動されます。 こ のプロパテ ィ の値は、 0、 1 （デフ ォル ト ）、 2 のいずれ
かです。 削除機能の動作は次のよ う に理解でき ます。

VisiNaming サービ スは、 名前と オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スの間のマ ッ ピングを メ モ リ に保
持し ます。 ク ラ イ アン ト が名前に基づいてオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を要求する と、
VisiNaming が名前を解決し、 IOR を修正し て、 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を ク ラ イ アン ト
に渡し ます。 IOR への修正は、 このオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スによ って表されるサーバー
が使用不可能な場合に、 ク ラ イ アン ト  ORB （このオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スが渡される  
ORB） が VisiNaming サービ スに戻って別のオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を探す （他の候補
へのフ ェ イルオーバー） ためのロ ジ ッ ク の適用に関連し ます。 ク ラ イ アン ト がサーバーを
発見できず、 VisiNaming サービ スに戻った場合、 VisiNaming は、 そのオブジェ ク ト リ フ ァ
レン ス を無効と マーク し ます。

vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef プロパテ ィ の値にし たがって、 VisiNaming 
は、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を維持するか削除するかを決定し ます。 指定でき る値は次
の とお り です。

■ vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef =0  
こ の場合、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スが無効であ る こ と が検出される と、 VisiNaming 
は、 それを無効と マークするだけです。 メ モ リ からは削除し ません。 ただし、 サー
バーが同じ名前でオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を再バイ ン ド し ない限 り 、 VisiNaming は、
こ の リ フ ァ レン ス を ク ラ イ アン ト に渡さ な く な り ます。

■ vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef =1  
ク ラ イ アン ト が VisiNaming サービ スに戻 り 、 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スが無効であ る
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こ と が示される と、 VisiNaming サービ スは、 ただちに メ モ リ と永続的バッ ク ス ト ア
（バッ ク ス ト アを使用し ている場合） の両方からオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を削除し ま
す。

■ vbroker.naming.smrr.pruneStaleRef =2  
こ の場合、 VisiNaming は、 ク ラ イ アン ト に渡す前に IOR を修正し ません。 ク ラ イ アン
ト がオブジェ ク ト リ フ ァ レン スで表されたサーバーにコ ン タ ク ト でき ない場合は、 ク
ラ イ アン ト  ORB が OBJECT_NOT_EXIST 例外を ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンに生成
し ます。 VisiNaming サービ スは、 ア ク テ ィ ブなオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を ク ラ イ ア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ンに提供する こ と を保証し ません。

VisiNaming サービスクラスタによるフェイルオーバーと 
負荷分散

VisiNaming サービ スの複数のイ ン ス タ ン ス を ク ラ ス タ リ ング し て、 負荷分散と フ ェ イル
オーバーに提供でき ます。 この VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スの ク ラ ス タ を 212 ページ
の 「ク ラ ス タ」 で説明し たオブジェ ク ト バイ ンデ ィ ングのク ラ ス タ リ ング と混同し ないで
く ださ い。 ク ラ イ アン ト は、 ク ラ ス タ を構成する  VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スのいず
れかにバイ ン ド でき、 こ のク ラ ス タによ って複数の VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン ス間で
負荷を共有でき ます。 特定の VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スが無効になるか終了する
と、 そのク ラ イ アン ト は、 同じ ク ラ ス タ内の別の VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スに自動
的にフ ェ イルオーバーし ます。

ク ラ ス タ内の VisiNaming サービ スのすべてのイ ン ス タ ン スは、 永続的バッ ク ス ト アにあ る
基底の共通データ を使用する必要があ り ます。
vbroker.naming.cache.connectString プロパテ ィ を介し てネー ミ ングサービ ス イ
ン ス タ ン スで VisiBroker イベン ト サービ ス （または VisiNotify） イ ン ス タ ン ス を使用でき
る場合は、 キ ャ ッ シング機能をネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン スで使用でき ます。 バッ ク
ス ト アの選択については多少の制限があ り ます。 詳細は、 下の 「 メ モ」 を参照し て く ださ
い。

フ ェ イルオーバーの発生は、 ク ラ イ アン ト に と っては透過的です。 ただし、 ス レーブネー
ミ ングサーバーのサーバーオブジェ ク ト は要求の着信によ ってオンデマン ド でア ク テ ィ ブ
化される必要があ るので、 多少の遅延が生じ る可能性があ り ます。 また、 反復子参照のよ
う な一時的なオブジェ ク ト リ フ ァ レン スは無効にな り ます。 一時的な反復参照を使用する
ク ラ イ アン ト は参照が無効にな る事態を予想し て対処し ているため、 これは異常ではあ り
ません。 一般に VisiNaming サービ スは、 リ ソース を大量に消費する反復子オブジェ ク ト を
過度に保存する こ と はな く 、 いつでも ク ラ イ アン ト の反復子参照を無効にする可能性があ
り ます。 これらの一時的な参照を除き、 永続的な参照を使用するその他のク ラ イ アン ト 要
求はすべて VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スに再送されます。

VisiNaming サービス ク ラ ス タ のほかに、 マス タ ー／ス レーブモデルも サポート さ れていま
す。 こ れは、 2 つの VisiNaming サービス イ ンス タ ンス で構成さ れる 特殊なク ラ ス タ で、 フェ
イ ルオーバーが必要な場合には便利です。 こ の 2 つの VisiNaming サービス イ ンス タ ンス は、
アク ティ ブモード のマス タ ーおよ びス タ ンバイ モード のス レーブと し て、 同時に実行する 必
要があり ま す。 両方の VisiNaming サービス がアク ティ ブな場合、 VisiNaming サービス を使
用し ている ク ラ イ アント は常にマス タ ーを優先し ま す。 マス タ ーが予期せず終了し た場合
は、 ス レーブ VisiNaming サービス が機能を引き 継ぎま す。 マス タ ーから ス レーブへの切り
替えは、 ク ラ イ アント に透過的にシームレス に行われま す。 ただし 、 ス レーブ VisiNaming 
サービス はマス タ ーサーバーにはなり ま せん。 そのかわり 、 マス タ ーサーバーが利用でき な
く なる と 、 一時的にバッ ク アッ プを提供し ま す。 ユーザーは、 マス タ ーサーバーの回復に必
要な回復アク ショ ンを行う 必要があり ま す。 マス タ ーが回復し た後は、 新し いク ラ イ アント
から の要求だけがマス タ ーサーバーに送信さ れま す。 すでにス レーブネーミ ングサーバーに
バイ ンド さ れている ク ラ イ アント が自動的にマス タ ーに切り 替わる こ と はあり ま せん。

メ モ すでにス レーブネー ミ ングサーバーにバイ ン ド されている ク ラ イ アン ト では、 提供される
フ ェ イルオーバーサポー ト は 1 レベルだけです。 し たがって、 ス レーブネー ミ ングサー
バーも停止し て し ま う と、 VisiNaming サービ スは使用でき な く な り ます。

メ モ マス ター／ス レーブモード で設定された VisiNaming サービ ス ク ラ ス タは、 JNDI アダプタ
または JDBC アダプタのいずれかを使用し ます。 マス ター／ス レーブモード で設定されて
いないク ラ ス タは、 RDBMS 用の JDBC アダプタ を使用する必要があ り ます。 ク ラ ス タ リ
ング された各サービ スは、 明確に同じバッ ク ス ト アをポイ ン ト する必要があ り ます。 ク ラ
ス タのバッ ク ス ト アの設定については、 205 ページの 「取 り 替え可能なバッ ク ス ト ア」 を
参照し て く ださ い。
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VisiNaming サービスクラスタの設定

ク ラ ス タ を構成する  VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スは、 関連プロパテ ィ を下記のサンプ
ルコード で示すよ う に設定し て開始する必要があ り ます。 設定は、 enableSlave プロパ
テ ィ と  slaveMode プロパテ ィ を使用し て ク ラ ス タモード に設定し ます。 ク ラ ス タ を構成
する  VisiNaming サービ スのイ ン ス タ ン スは、 serverAddresses プロパテ ィ で指定され
る ホス ト およびポー ト 上で開始する必要があ り ます。 このコード では、 サンプルク ラ ス タ
の 3 つの VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スに対する ホス ト と ポー ト のエン ト リ を示し てい
ます。 serverNames プロパテ ィ には、 VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スのフ ァ ク ト リ 名
を一覧表示し ます。 これらの名前は一意であ り 、 順番は serverAddresses プロパテ ィ
と同じです。 後に、 serverClusterName プロパテ ィ でク ラ ス タの名前を指定し ます。

メ モ VisiBroker 6.0 から、 VisiNaming サービ スには、 プロ キシサポー ト のためのプロパテ ィ がい
く つか組み込まれています。

■ vbroker.naming.proxyEnable は、 VisiNaming サービ スがプロ キシを使用でき る よ
う にし ます。 こ のプロパテ ィ をオフにする と （デフ ォル ト はオフ）、 VisiNaming サービ
スは、 プロ キシ用の他のネー ミ ングサービ スプロパテ ィ を無視し ます。

■ vbroker.naming.proxyAddresses は、 ク ラ ス タ内の各ネー ミ ングサービ スにプロ
キシホス ト と プロ キシポー ト を提供し ます。 proxyAddresses の順番は serverAddresses と
同じです。

Java ク ラ イ アン ト が VisiNaming サービ ス ク ラ ス タの負荷分散機能やフ ェ イルオーバー機能
を利用するには、 システムプロパテ ィ  -DAnyServiceOrder=true を使用する必要があ
り ます。 osagent が使用されている場合、 ク ラ イ アン ト は、 システムプロパテ ィ  -
DSVCnameroot=<serverClusterName> を使用し て、 ク ラ ス タ内の VisiNaming サービ
ス イ ン ス タ ン スに解決でき ます。 または、 corbaloc メ カニズムを使用でき ます。 そのた
めに、 ク ラ ス タ を構成するすべての VisiNaming サービ ス イ ン ス タ ン スに対し てホス ト と
ポー ト のペアを指定し ます。 これが resolve_initial_references で使用されます。

ク ラ ス タ を構成するネー ミ ングサービ ス イ ン ス タ ン スは、 ネー ミ ングサービ スのキ ャ ッ シ
ング機能を活用でき ます。 vbroker.naming.cacheOn プロパテ ィ と  
vbroker.naming.cache.connectString プロパテ ィ を使用し て、 ネー ミ ングサービ
ス ク ラ ス タのキ ャ ッ シングを設定し て く ださい。 詳細は、 210 ページの 「キ ャ ッ シング機
能」 を参照し て く ださ い。

次に、 VisiNaming サービ ス ク ラ ス タの設定のサンプルコード を示し ます。

vbroker.naming.enableSlave=1 
vbroker.naming.slaveMode=cluster 
vbroker.naming.serverAddresses=host1:port1;host2:port2;host3:port3 
vbroker.naming.serverNames=Server1:Server2:Server3 
vbroker.naming.serverClusterName=ClusterX 
vbroker.naming.proxyEnable=1 //1 以外の値は、プロキシが無効であることを示しま
す。 
vbroker.naming.proxyAddresses=proxyHost1:proxyPort1;proxyHost2:proxyPort2;proxy
Host3:proxyPort3

メ モ vbroker.naming.proxyAddresses プロパテ ィ を使用する場合は、 ホス ト と ポー ト の
ペアの間をセ ミ コ ロ ン （;） で区切 り ます。
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マスター／スレーブモードでの VisiNaming サービスの
設定

2 つの VisiNaming サービ スが実行されている必要があ り ます。 一方をマス ターに、 も う 一
方を ス レーブに指定し ます。 両方のサーバーで同じプロパテ ィ フ ァ イルを使用でき ます。
マス ター／ス レーブモード を設定する際のプロパテ ィ フ ァ イル内の関連プロパテ ィ の値を
次の例に示し ます。

vbroker.naming.enableSlave=1 
vbroker.naming.slaveMode=slave 
vbroker.naming.masterServer=<マスターネーミングサーバー名 >  
vbroker.naming.masterHost=< マスターのホスト IP アドレス >  
vbroker.naming.masterPort=< マスターが監視するポート番号 >  
vbroker.naming.slaveServer=< スレーブネーミングサーバー名 >  
vbroker.naming.slaveHost=< スレーブのホスト IP アドレス >  
vbroker.naming.slavePort=< スレーブネーミングサーバーのポートアドレス > 
vbroker.naming.masterProxyHost=< マスターのプロキシホスト IP アドレス > 
vbroker.naming.masterPortPort=<マスターのプロキシポート番号 > 
vbroker.naming.slaveProxyHost=<スレーブのプロキシホスト IP アドレス > 
vbroker.naming.slavePortPort=<スレーブのプロキシポート番号 >

メ モ マス ターサーバーと ス レーブサーバーの起動順序に指定はあ り ません。

多数のクライアントが接続する環境での起動

多数のク ラ イ アン ト を抱え る運用環境では、 初期化中で要求を処理する準備ができ ていな
い起動段階にあ るネー ミ ングサービ スにク ラ イ アン ト が接続し よ う とするのを防ぐ こ と が
でき ない場合があ り ます。 起動が完了し ていないネー ミ ングサービ スは、 受信し た着信要
求を破棄し ます。 受信後に破棄する必要があ る要求の数によ っては、 この動作が大量の 
CPU リ ソース を使用し て、 起動プロセス自体の妨げにな り 、 ネー ミ ングサービ スの起動に
時間がかかる場合があ り ます。

こ の問題を解決し、 ネー ミ ングサービ スが迅速に起動する よ う にするには、 次の環境設定
を使用し ます。

1 次のプロパテ ィ を true に設定し ます。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.deferAccept=true

2 次のプロパテ ィ を設定し て、 固定 リ スナーポー ト を使用し ます。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.scm.listener.port=<port_number> 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.portRange=0

これが正し く 動作するためには、 ネー ミ ングサービ スが実行されている ホス ト で 
<port_number> を使用でき る必要があ り ます。 portRange プロパテ ィ を 0 に設定する
必要があ り ます。 こ のプロパテ ィ は、 デフ ォル ト の設定のま まにする こ と も、 明示的
に設定する こ と もでき ます。 前述の port と  portRange の両方の設定を適用する必要
があ る こ と に注意し て く ださ い。

こ のよ う に設定されているネー ミ ングサービ スの起動中にク ラ イ アン ト が接続し よ う とす
る と、 すべての接続が拒否されます。 ネー ミ ングサービ ス ク ラ ス タにア ク セス し ている場
合、 ク ラ イ アン ト は初期化を完了し た別のネー ミ ングサービ スにフ ェ イルオーバーし ま
す。 実行中のネー ミ ングサービ スがない場合、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは 
OBJECT_NOT_EXIST 例外を受け取 り ます。

これらの設定は、 SCM （サーバー接続マネージャ） 単位で行います。 必要な場合は、 この
機能を利用する よ う にすべての SCM を設定し ます。

ネー ミ ングサービ スで SSL を使用する場合は、 前述の設定に加えて次の設定も必要です。

vbroker.se.iiop_tp.scm.ssl.listener.deferAccept=true 
vbroker.se.iiop_tp.scm.ssl.listener.port=<port_number_for_ssl> 
vbroker.se.iiop_tp.scm.ssl.listener.portRange=0

メ モ deferAccept プロパテ ィ は、 ネー ミ ングサービ スだけに使用し て く ださい。 他のサービ
ス またはユーザーが記述し たサーバーで使用する と、 未定義の動作が起こ る場合があ り ま
す。
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VisiNaming サービスフェデレーション

フ ェデレーシ ョ ンを使用する と、 複数の VisiNaming サービ ス を 1 つの分散名前空間と し て
動作する よ う に設定でき ます。 それには、 ネー ミ ングサービ ス内のネー ミ ング コ ンテキス
ト を他のネー ミ ングサービ スのネー ミ ング コ ンテキス ト 内の名前にバイ ン ドする必要があ
り ます。 これによ り 、 1 つのオブジェ ク ト に複数のネー ミ ング階層から ア ク セスでき る よ
う にな り ます。 下の図には、 ns1 および ns2 と い う  2 つのネー ミ ングサービ スのイ ン ス タ
ン スが示されています。 灰色のネー ミ ング コ ンテキス ト は、 対応するネー ミ ングサービ ス
の初期コ ンテキス ト です。 AccountManager オブジェ ク ト  s1 は、 ns1 の下のネー ミ ング コ
ンテキス ト に配置されています。

図 16.3 複数のアクセス階層を含むネー ミ ングコ ンテキス ト

図に示されている よ う に、 Paris を含むネー ミ ング コ ンテキス ト は、 ns1 ネー ミ ングサー
ビ スの下にあ る  Branch にバイ ン ド され、 ns2 ネー ミ ングサービ スの下にあ る  Remote に
もバイ ン ド されています。 ク ラ イ アン ト は、 ns1: Branch/Paris/s1 または ns2: 
Branch/Paris/s1 のいずれかを解決する こ と で、 s1 に対する  AccountManager オブ
ジェ ク ト の IOR を取得でき ます。 どち らの場合も、 同じ  IOR が取得されます。

フ ェデレーシ ョ ンの設定は、 上の例の ns2 のルー ト コ ンテキス ト 内の名前 Branch を、
ns1 内の名前 Paris を含むネー ミ ング コ ンテキス ト にバイ ン ドする こ と と同じで簡単で
す。 次の場所にあ る例には、 VisiNaming フ ェデレーシ ョ ンの使用が示されています。

<install_dir>/examples/vbe/ins/federation
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VisiNaming サービスのセキュリティ

VisiBroker の VisiNaming サービ スは、 セキ ュ リ テ ィ サービ ス と統合されてお り 、 ク ラ イ ア
ン ト 認証および メ ソ ッ ド レベル承認と い う  2 つのレベルのセキ ュ リ テ ィ を提供し ます。 こ
れによ り 、 どのク ラ イ アン ト が VisiNaming サービ ス を使用し、 どの メ ソ ッ ド を呼び出すこ
と ができ るかを詳細に制御でき ます。 次のプロパテ ィ を使用し て、 セキ ュ リ テ ィ を有効ま
たは無効にし た り 、 セキ ュ リ テ ィ サービ ス を設定し ます。

ネーミングクライアント認証

メ モ 認証と承認の詳細は、 『セキ ュ リ テ ィ ガイ ド』 の 「認証」 と 「承認」 を参照し て く ださい。

プロパテ ィ 値
デフ ォル
ト 値 説明

vbroker.naming.security.
disable

boolean true セキュリティサービスが無効か
どうかを指定します。

vbroker.naming.security.
authDomain

string "" ネーミングサービスメソッドの
アクセス承認に使用される承
認ドメイン名を指定します。

vbroker.naming.security.
transport

int 3 使用されるトランスポートを指
定します。 次の値がサポート
されています。 
ServerQoPPolicy.SECU
RE_ONLY=1  
ServerQoPPolicy.CLEA
R_ONLY=0  
ServerQoPPolicy.ALL=
3

vbroker.naming.security. 
requireAuthentication

boolean false ネーミングクライアント認証が
必要かどうかを指定します。
vbroker.naming.secur
ity.disable が true の   
場合は、 このプロパティの値
に関係なく、 クライアント認証
が行われません。

vbroker.naming.security. 
enableAuthorization

boolean false メソッドアクセス承認が有効か
どうかを指定します。

vbroker.naming.security. 
requiredRolesFile

string （なし） プロテクトオブジェクト型の各
メソッドの起動に必要な役割
を含むファイルをポイントしま
す。 詳細は、 222 ページの
「メソッドレベル承認」 を参照
してください。
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SSL を使用するように VisiNaming を設定する

セキ ュ リ テ ィ 要件に応じ て、 さ まざまなプロパテ ィ を設定し て VisiNaming サービ ス を構成
でき ます。 セキ ュ リ テ ィ のプロパテ ィ と その説明の完全な リ ス ト については、 『セキ ュ リ
テ ィ ガイ ド』 の 「セキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ （Java）」 または 「セキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ
（C++）」 を参照し て く ださい。

重要 VisiNaming サービ スでセキ ュ リ テ ィ を有効にするには、 VisiSecure の有効な ラ イセン スが
必要です。

次に、 SSL を使用する よ う に VisiNaming サービ ス を設定するために使用でき るプロパテ ィ
の例を示し ます。

  # ネーミングサービスでのセキュリティの有効化 
  vbroker.naming.security.disable=false 
  
  # セキュリティサービスの有効化 
  vbroker.security.disable=false 
  
  # SSL 層属性の設定 
  vbroker.security.peerAuthenticationMode=REQUIRE_AND_TRUST 
  vbroker.se.iiop_tp.scm.ssl.listener.trustInClient=true 
  vbroker.security.trustpointsRepository=Directory:./trustpoints 
  
  # ウォレットプロパティを使用して VisiNaming サービスの証明書 ID を設定 
  vbroker.security.wallet.type=Directory:./identities 
  vbroker.security.wallet.identity=delta 
  vbroker.security.wallet.password=Delt@$$$

ク ラ イ アン ト が SSL を使用する よ う に設定する方法については、 『セキ ュ リ テ ィ ガイ ド』
の 「セキ ュ リ テ ィ で保護された接続の作成 （Java）」 または 「セキ ュ リ テ ィ で保護された接
続の作成 （C++）」 を参照し て く ださい。

メ モ 現在、 IOR で corbaloc を使用し てセキ ュ リ テ ィ およびセキ ュ リ テ ィ で保護された ト ラ ン ス
ポー ト を指定する方法はあ り ません。 し たがって、 SSL の使用時にネー ミ ング ク ラ イ アン
ト 側で corbaloc メ ソ ッ ド を使用し て VisiNaming サービ ス をブー ト ス ト ラ ッ プする こ と はで
き ません。 ただし、 SVCnameroot と文字列化された IOR メ ソ ッ ド は使用でき ます。

メソッドレベル承認

メ ソ ッ ド レベル承認は、 次のオブジェ ク ト 型でサポー ト されています。

■ Context
■ ContextFactory
■ Cluster
■ ClusterManager

ネー ミ ングサービ スのセキ ュ リ テ ィ が有効で、 enableAuthorization が true に設定
されている場合は、 これらのオブジェ ク ト 型の各 メ ソ ッ ド について承認されたユーザーだ
けが、 対応する メ ソ ッ ド を起動でき ます。

ネー ミ ングサービ スは、 メ ソ ッ ド レベル承認をサポー ト する  2 つの役割を事前に定義し て
います。

■ 管理者の役割

■ ユーザーの役割

必要に応じ て、 他の役割も定義でき ます。 ユーザーは、 この 2 つの役割について ロール
マ ッ プを設定し て、 ク ラ イ アン ト に役割を割 り 当て る必要があ り ます。 次は、 ロールマ ッ
プ定義の例です。

  Administrator {  
  *CN=admin  
  *group=admin 
  uid=*, group=admin  
  }  
   
  User {  
  *CN=admin  
  *group=user  
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  uid=*, group=user  
  }

上に示し たオブジェ ク ト の各 メ ソ ッ ド を呼び出す前に、 役割を指定する必要があ り ます。
それには、 各 メ ソ ッ ド に対し て required_roles プロパテ ィ を使用し ます。 次は、 これ
らのプロパテ ィ と、 対応するデフ ォル ト 値の リ ス ト です。 これらのデフ ォル ト 値は、 
vbroker.naming.security.requiredRolesFile プロパテ ィ を使用し て指定される   
required_roles を定義し ていない場合にのみ使用されます。 これらのプロパテ ィ の値
は、 スペース またはコ ンマで区切られます。

  # 
  # naming_required_roles.properties 
  # 
   
  # すべての役割 
  required_roles.all=Administrator User 
   
  required_roles.Context.bind=Administrator 
  required_roles.Context.rebind=Administrator 
  required_roles.Context.bind_context=Administrator 
  required_roles.Context.rebind_context=Administrator 
  required_roles.Context.resolve=Administrator User 
  required_roles.Context.unbind=Administrator 
  required_roles.Context.new_context=Administrator User 
  required_roles.Context.bind_new_context=Administrator User 
  required_roles.Context.list=Administrator User 
  required_roles.Context.destroy=Administrator 
   
  required_roles.ContextFactory.root_context=Administrator User 
  required_roles.ContextFactory.create_context=Administrator 
  required_roles.ContextFactory.get_cluster_manager=Administrator User 
  required_roles.ContextFactory.remove_stale_contexts=Administrator 
  required_roles.ContextFactory.list_all_roots=Administrator 
  required_roles.ContextFactory.shutdown=Administrator 
   
  required_roles.Cluster.select=Administrator User 
  required_roles.Cluster.bind=Administrator 
  required_roles.Cluster.rebind=Administrator 
  required_roles.Cluster.resolve=Administrator User 
  required_roles.Cluster.unbind=Administrator 
  required_roles.Cluster.destroy=Administrator 
  required_roles.Cluster.list=Administrator User 
   
  required_roles.ClusterManager.create_cluster=Administrator 
  required_roles.ClusterManager.find_cluster=Administrator User 
  required_roles.ClusterManager.find_cluster_str=Administrator User 
  required_roles.ClusterManager.clusters=Administrator User

import ステートメント

VisiNaming サービ スの VisiBroker ORB 拡張を使用するすべての Java ク ラ スで、 次の 
import ステー ト メ ン ト を使用する必要があ り ます。

import com.inprise.vbroker.CosNamingExt.*; 
. . .

VisiNaming サービ スの OMG 準拠の機能にア ク セスする場合は、 次のパッ ケージが必要で
す。

import org.omg.CosNaming.* 
Import org.omg.CosNaming.NamingContextPackage.* 
Import org.omg.CosNaming.NamingContextExtPackage.*
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サンプルプログラム

VisiBroker には、 VisiNaming サービ スの使い方を紹介するサンプルプロ グ ラ ムがい く つか
含まれています。 それらのサンプルプロ グ ラ ムでは、 VisiNaming サービ スの新しい機能を
解説し ています。 サンプルプロ グ ラ ムは <install_dir>/examples/vbe/ins デ ィ レ
ク ト リ にあ り ます。 また、 <install_dir>/examples/vbe/basic/bank_naming 
デ ィ レ ク ト リ には、 VisiNaming サービ スの基本的な使い方を示し た Bank Naming サンプル
があ り ます。

サンプルプロ グ ラ ムを実行する前に、 195 ページの 「VisiNaming サービ スの実行」 にし た
がって VisiNaming サービ ス を起動し ておいて く ださい。 さ らに、 次のいずれかの方法で、
少な く と も  1 つのネー ミ ング コ ンテキス ト を作成する必要があ り ます。

■ 195 ページの 「VisiNaming サービ スの実行」 にし たがって VisiNaming サービ ス を起動し
ます。 初期コ ンテキ ス ト が自動的に作成されます。

■ VisiBroker コ ン ソールを使用し ます。

■ ク ラ イ アン ト を NamingContextFactory にバイ ン ド し、 create_context メ ソ ッ
ド を実行し ます。

■ ク ラ イ アン ト で ExtendedNamingContextFactory を実行し ます。

重要 ネー ミ ング コ ンテキス ト が 1 つも作成されていない場合は、 ク ラ イ アン ト が bind を発行
し よ う とする と、 CORBA.NO_IMPLEMENT 例外が生成されます。

名前のバインドの例

Bank Naming サンプルでは、 AccountManager イ ン ターフ ェースで口座を開いた り 、 その口
座の残高を照会し ます。 次の Server ク ラ スは、 VisiNaming サービ ス を使用し て名前をオブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン スにバイ ン ドする方法を示し ています。 サーバーが IOR をネー ミ ング
サーバーのルー ト コ ンテキ ス ト に公開する と、 ク ラ イ アン ト が IOR を取得し ます。

こ のサンプルでは、 次のよ う な操作を行 う 方法を習得でき ます。

1 VisiBroker ORB インス タンスの resolve_initial_references  メ ソ ッ ドで、
VisiNaming サービスのルー ト コンテキス ト への リ フ ァ レンスを取得し ます。 このサンプル
では、 デフォル ト 名の NameService で VisiNaming サービスを起動し ます。

2 NamingContextExtHelper ク ラ スの narrow メ ソ ッ ド を使用し て、 ルー ト コ ンテキス
ト の リ フ ァ レン ス をキ ャ ス ト し ます。

3 POA と  AccountManagerImpl オブジェ ク ト のサーバン ト を作成し ます。

4 後に、 NamingContext イ ン ターフ ェースの bind メ ソ ッ ド を使用し て、 名前
「BankManager」 を AccountManagerImpl オブジェ ク ト のオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス
にバイ ン ド し ます。

POA の詳細は、 99 ページの 「POA の使い方」 を参照し て く ださい。

Import org.omg.PortableServer.*; 
Import org.omg.CosNaming.*; 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
            POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
 
         // VisiNaming サービスのルートコンテキストへのリファレンスを取得します。 
         org.omg.CORBA.Object rootObj = 
            orb.resolve_initial_references("NameService"); 
         NamingContextExt root = NamingContextExtHelper.narrow(rootObj); 
 
         // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
         org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
         }; 
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         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", 
rootPOA.the_POAManager(), 
            policies ); 
 
         // サーバントを作成します。 
         AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
 
         // サーバントの ID を決定します。 
         byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
 
         // その ID を使用して myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
         myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant); 
 
         // POA マネージャをアクティブ化します。 
         rootPOA.the_POAManager().activate(); 
 
         // ルートコンテキストで BankManager を名前に関連付けます。 
         // JDK 1.1.x のバグを回避するには、キャストが必要です。 
         ((NamingContext)root).bind(root.to_name("BankManager"), 
            myPOA.servant_to_reference(managerServant)); 
         System.out.println(myPOA.servant_to_reference(managerServant) 
            + " is ready."); 
 
         // 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}



226 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

VisiNaming と JDataStore HA を組み合わせて使用する際の設定

VisiNaming と JDataStore HA を組み合わせて使用する
際の設定

こ こ では、 VisiNaming で使用する  JDataStore High Available （HA） の設定について説明し
ます。

こ のセ ク シ ョ ン全体で使用されている明示的な ク ラ ス タ リ ングの例では、 VisiNaming が 
JDataStore HA と と もに使用されています。 この例では、 JDataStore が次の ミ ラータ イプを
持つよ う に設定されます。

■ 1 つのプラ イマ リ ミ ラー。 読み取 り と書き込みの両方の ト ラ ンザク シ ョ ンを受け付ける
ミ ラータ イプは、 これだけです。 一度に使用でき るプラ イマ リ ミ ラーは 1 つだけです。

■ 3 つの読み取 り 専用 ミ ラー。 これらは読み取 り ト ラ ンザク シ ョ ンだけを実行でき、 プラ
イマ リ ミ ラーデータベース と ト ラ ンザク シ ョ ン的に整合性のあ る ビ ューを提供し ます。

■ 1 つのデ ィ レ ク ト リ ミ ラー。 これは、 ミ ラー設定テーブルなどのシステムセキ ュ リ テ ィ
テーブルだけを含みます。 これは、 読み取 り 専用接続要求を読み取 り 専用 ミ ラーに リ
ダ イ レ ク ト し、 書き込み可能接続要求をプラ イマ リ ミ ラーに リ ダ イ レ ク ト し ます。 ま
た、 すべての読み取 り 接続をすべての読み取 り 専用 ミ ラーに負荷分散する と い う 重要
な機能を提供し ます。 ただし、 こ の機能は、 このバージ ョ ンのネー ミ ングサービ スで
はサポー ト されていません。

JDataStore HA は、 次の状況で自動フ ェ イルオーバーをサポー ト し ます。

■ プラ イマ リ ミ ラーへの接続行われた後で障害が発生し た場合、 この接続は、 接続オブ
ジェ ク ト のロールバッ ク メ ソ ッ ド を呼び出すこ と で自動フ ェ イルオーバーを ト リ ガー
でき ます。 ただし、 こ こ ではこ のシナ リ オについて説明し ません。

■ 接続要求が読み取 り 専用操作ではな く 、 現在のプラ イマ リ ミ ラーにア ク セスでき ない
場合は、 書き込み可能接続の要求を満たすために、 デ ィ レ ク ト リ ミ ラーが自動的に
フ ェ イルオーバー操作を ト リ ガーし ます。 それには、 読み取 り 専用 ミ ラーの 1 つをプラ
イマ リ ミ ラーに昇格させます。

デ ィ レ ク ト リ ミ ラーに対し て接続が行われる場合、 VisiNaming は、 JDataStore HA と一緒
に動作し ます。 プラ イマ リ ミ ラーにア ク セスできない場合は、 読み取 り 専用 ミ ラーの 1 つ
にフ ェ イルオーバーし ます。 VisiNaming の動作には、 常に 1 つのプラ イマ リ ミ ラーと少な
く と も  2 つの読み取 り 専用 ミ ラーが必要です。

メ モ ■ デ ィ レ ク ト リ ミ ラーは、 こ こ で説明されているシナ リ オの単一障害ポイ ン ト です。 別
のデ ィ レ ク ト リ ミ ラーをポイ ン ト する よ う にマス ター／ス レーブネー ミ ングサービ ス
を設定する こ と で、 よ り 高い可用性を実現でき ます。

■ JDataStoreHA は、 JDataStore Version 7.04 以降でのみ動作し ます。

プライマリミラーの DB を作成する

JDataStore エ ク スプローラ （JdsExplorer） を使用し て新しい DB を作成するには、 ［File］ メ
ニューから ［New］ を選択し ます。
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各リスニング接続について JdsServer を呼び出す

こ の例では、 次の接続を使用し ています。

■ JdsServer -port 2511 （プラ イマ リ ミ ラー）

■ JdsServer -port 2512 （読み取 り 専用 ミ ラー）

■ JdsServer -port 2513 （読み取 り 専用 ミ ラー）

■ JdsServer -port 2514 （読み取 り 専用 ミ ラー）

■ JdsServer -port 2515 （デ ィ レ ク ト リ ミ ラー）

メ モ JdsServer は、 必ず AutoFailover_* jds フ ァ イルが配置されている場所から起動し て く
ださ い。 vbroker.naming.url が正し く 設定されていない限 り 、 決し て JdsServer を 
<JdataStore Install Directory>/bin から起動し ないで く ださい。 必要な jar フ ァ
イルは次の とお り です。

■ dbtools.jar
■ dbswing.jar
■ jdsremote.jar
■ jdsserver.jar
■ jds.jar

JDataStore HA を設定する

JDataStore HA を設定するには、 次の手順にし たが う 必要があ り ます。

1 JDataStore を設定する ために JDS サーバーコ ン ソールを呼び出し ます。

2 JDataStore サーバーコ ン ソールで、 NS_AutoFailover と い う 名前の新しいプロ ジェ ク
ト を作成し ます。

メ モ 新しい DataSource を作成する場合は、 プロ ト コルを リ モー ト に設定し、 サーバー名に
コ ンピ ュータの IP を入れる こ と をお勧めし ます。

3 （［Structure］ ペイ ンで） DataSource1 を ク リ ッ ク し て開き、 編集でき る よ う にし ます。

4 DataSource1 を右ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト メ ニューから ［Connect］ を選択し ます。

5 （［Structure］ ペイ ンで） ［Mirror］ を右ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト メ ニューから ［Add 
mirror］ を選択し ます。

6 Mirror1 を編集し て、 Type プロパテ ィ を PRIMARY に設定し ます。 
ホス ト がデフ ォル ト 値 localhost ではな く 、 ミ ラーが位置する コ ンピ ュータの IP を
使用する よ う に、 各 ミ ラーを設定し ます。 ミ ラーご と に異な る  IP ア ド レ ス を使用でき
ますが、 その IP の ミ ラーに対し て JdsServer を起動する必要があ り ます。 デ ィ レ ク ト リ
ミ ラーは、 各 ミ ラーにア ク セスでき る必要があ り ます。

7 Auto Failover および Instant Synchronization プロパテ ィ を true に設定し ま
す。

8 Mirror2 を追加し、 それを読み取 り 専用 ミ ラーに設定し ます。 
事前に AutoFailover_Mirror2 を作成する必要はあ り ません。 これは、 JDataStore 
HA によ って自動的に作成されます。

9 すべての読み取 り 専用 ミ ラーについて、 Auto Failover および Instant 
Synchronization プロパテ ィ を true に設定し ます。

10 Mirror3 および Mirror4 について、 上の 2 つの手順を繰 り 返し ます。

11 Mirror5 を追加し、 それをデ ィ レ ク ト リ ミ ラーに設定し ます。

12 こ のデ ィ レ ク ト リ ミ ラーについて、 Auto Failover および Instant 
Synchronization プロパテ ィ を false に設定し ます。

13 ［File］ メ ニューから ［Save Project "NS_AutoFailover.datasources"］ を選択し ます。

14 （［Structure］ ペイ ンで） ［Mirrors］ を右ク リ ッ ク し、 ［Synchronize all mirrors］ を選択し
ます。
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15 （［Structure］ ペイ ンで） ［Mirror Status］ を ク リ ッ ク し、 Mirror1 の ［Validate Primary］ だ
けがチェ ッ ク されている こ と を確認し ます。

VisiNaming の明示的クラスタリングの例を実行する

VisiNaming の明示的ク ラ ス タ リ ングの例を実行するには、 次の手順にし たがいます。

1 次のコマン ド を使用し て、 osagent を起動し ます。

osagent

2 次のプロパテ ィ を含むフ ァ イルを autofailover.properties と い う 名前で作成し
ます。

vbroker.naming.backingStoreType=JDBC 
vbroker.naming.poolSize=5 
vbroker.naming.jdbcDriver=com.borland.datastore.jdbc.DataStoreDriver 
vbroker.naming.url=jdbc:borland:dsremote://143.186.141.14/AutoFailover_Mirror5.jds 
vbroker.naming.loginName=SYSDBA 
vbroker.naming.loginPwd=masterkey 
vbroker.naming.traceOn=0 
vbroker.naming.jdsSvrPort=2515 
vbroker.naming.logLevel=debug

3 次のコマン ド を使用し て、 ネー ミ ングサービ ス を起動し ます。

nameserv -VBJclasspath <JDS_Install>\lib\ 
jdsserver.jar -config autofailover.properties

4 次のコマン ド を使用し て、 ServerA を起動し ます。

vbj -DSVCnameroot=NameService ServerA

5 次のコマン ド を使用し て、 ServerB を起動し ます。

vbj -DSVCnameroot=NameService ServerB

6 次のコマン ド を使用し て、 ク ラ イ アン ト を起動し ます。

vbj -DSVCnameroot=NameService Client NameService

7 上の手順を数回繰 り 返し、 出力を観察し ます。

1 つのプラ イマ リ ミ ラーおよび 2 つの読み取 り 専用 ミ ラーと い う 小要件を確認するには、
次の手順にし たがいます。

1 2513 ポー ト を監視し ている  JdsServer を停止し ます。

2 「6 のク ラ イ アン ト を起動」 のステ ッ プを数回繰 り 返し ます。 
動作は前の手順と同じです。

3 2514 ポー ト を監視し ている  JdsServer を停止し ます。

4 「6 のク ラ イ アン ト を起動」 のステ ッ プを数回繰 り 返し ます。 
ク ラ イ アン ト が BAD_PARAM 例外を生成し始める こ と がわか り ます。 フ ェ イルオーバー
には少な く と も  2 つの読み取 り 専用 ミ ラーを使用でき る必要があ る ため、 これは予測さ
れる動作です。

5 2513 および 2514 ポー ト を監視し ている  JdsServer を再起動し ます。 
これによ り 、 3 つの読み取 り 専用 ミ ラーを含む元の設定が復元されます。

JDatastore HA の自動フ ェ イルオーバーを確認するには、 次の手順にし たがいます。

1 プラ イマ リ ミ ラーに設定されていたポー ト  2511 を監視する  JdsServer を停止し、 「6 の
ク ラ イ アン ト を起動」 の手順を数回繰 り 返し ます。 
読み取 り 専用 ミ ラーの 1 つがプラ イマ リ ミ ラーに昇格される こ と がわか り ます。

2 他のア ク テ ィ ブな読み取 り 専用 ミ ラーを停止し、 「6 のク ラ イ アン ト を起動」 の手順を
数回繰 り 返し ます。 
フ ェ イルオーバーには少な く と も  2 つの読み取 り 専用 ミ ラーを使用でき る必要があ る た
め、 ク ラ イ アン ト が BAD_PARAM 例外を生成し始めます。

3 2511 ポー ト を監視し ている  JdsServer を再起動し ます。 
これは、 以前にプラ イマ リ ミ ラーに設定されていま し た。

4 「6 のク ラ イ アン ト を起動」 のステ ッ プを数回繰 り 返し ます。
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Mirror1 が読み取 り 専用 ミ ラーに設定される こ と がわか り ます。 こ のこ と は、 ネー ミ ン
グサービ スが使用するデ ィ レ ク ト リ ミ ラーへのデータ ソース接続を行 う こ と で、 JDS 
サーバーコ ン ソールから確認でき ます。

VisiNaming のネーミングフェイルオーバーの例を 
実行する

VisiNaming サービ スのフ ェ イルオーバー機能を観察するには、 次の例を実行し ます。

メ モ こ の手順を実行する前に、 1 つのプラ イマ リ ミ ラー （ポー ト  1111）、 3 つの読み取 り 専用 ミ
ラー （ポー ト  1112、 1113、 1114）、 および 2 つのデ ィ レ ク ト リ ミ ラー （ポー ト  1115、
1116） を含む JDataStore HA を作成し ます。

1 次のコマン ド を使用し て、 osagent を起動し ます。

osagent

2 次のプロパテ ィ を含むフ ァ イルを autofailover.properties と い う 名前で作成し
ます。

# ネーミング 
vbroker.naming.backingStoreType=JDBC 
vbroker.naming.poolSize=5 
vbroker.naming.jdbcDriver=com.borland.datastore.jdbc.DataStoreDriver 
vbroker.naming.loginName=SYSDBA 
vbroker.naming.loginPwd=masterkey 
vbroker.naming.traceOn=0 
vbroker.naming.jdsSvrPort=1115 
#vbroker.naming.logLevel=debug 
#enableslave のデフォルト値は 0 です。 '1' はクラスタを示します。 または 
master-slave configuration  
vbroker.naming.enableSlave=1 
# マスタースレーブ設定を示します  
vbroker.naming.slaveMode=slave  
vbroker.naming.masterHost=143.186.141.14 
vbroker.naming.masterPort=12372 
vbroker.naming.masterServer=Master 
vbroker.naming.slaveHost=143.186.141.14 
vbroker.naming.slavePort=12373 
vbroker.naming.slaveServer=Slave

3 次の例に示すよ う に、 JDataStore Server を起動し ます。

JdsServer.exe -port=1111 
JdsServer.exe -port=1112  
JdsServer.exe -port=1113 
JdsServer.exe -port=1114 
JdsServer.exe -port=1115 
JdsServer.exe -port=1116

4 次のコマン ド を使用し て、 ネー ミ ングサービ スマス ターを起動し ます。

nameserv -VBJclasspath <JDS_Install>\lib\ 
jdsserver.jar -config autofailover.properties -VBJprop 
vbroker.naming.url=jdbc:borland:dsremote://143.186.141.14/AutoFailover_Mirror5.jds 
-VBJprop vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=12372 Master

5 次のコマン ド を使用し て、 ネー ミ ングサービ ス ス レーブを起動し ます。

nameserv -VBJclasspath <JDS_Install>\lib\ 
jdsserver.jar -config autofailover.properties -VBJprop 
vbroker.naming.url=jdbc:borland:dsremote://143.186.141.14/AutoFailover_Mirror6.jds 
-VBJprop vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=12373 -VBJprop  
vbroker.naming.jdsSvrPort=1116 
 Slave

6 次のコマン ド を使用し て、 サーバーを起動し ます。

vbj -DSVCnameroot=Master Server

7 次のコマン ド を使用し て、 ク ラ イ アン ト を起動し ます。

vbj -DSVCnameroot=Master Client

8 Enter キーを押し て出力を観察し ます。 
残高が値を返し ます。
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9 ネー ミ ングサービ スマス ターを停止し、 上の手順を繰 り 返し て出力を観察し ます。 
残高が値を返し ます。

10 Enter キーを押し て終了し、 出力を観察し ます。 
残高が値を返し ます。

2 つのデ ィ レ ク ト リ ミ ラーが単一障害ポイ ン ト を処理する よ う すを観察するには、 次の手
順にし たがいます。

1 1115 ポー ト を監視し ている  JdsServer を停止し ます。

2 ネー ミ ングサービ スマス ターを起動せず、 ク ラ イ アン ト 起動の手順を繰 り 返し ます。 
CannotProceed 例外が発生し ますが、 これは予測された動作です。

3 ク ラ イ アン ト 起動のステ ッ プを数回繰 り 返し ます。 
残高が値を返し ます。 値を返すこ と ができ る よ う にな る と、 ポー ト  1117 を監視し てい
るデ ィ レ ク ト リ ミ ラーが使用されている こ と を観察でき ます。

4 ク ラ イ アン ト 起動の手順を繰 り 返し、 Enter キーを 3 回押し ます。 
残高が値を 3 回返し ます。

自動フ ェ イルオーバーが 2 つのデ ィ レ ク ト リ ミ ラーで動作する よ う すを観察するには、 次
の手順にし たがいます。

1 ポー ト  1111 を監視し ている  JdsServer を停止し ます。

2 ク ラ イ アン ト 起動のステ ッ プを繰 り 返し ます。

3 Enter キーを 3 回押し ます。 
値を返し始める前に、 CannotProceed 例外が数回生成されます。 値が返される と、
ミ ラーの 1 つがプラ イマ リ ミ ラーに昇格されている こ と がわか り ます。 これは、 JDS 
サーバーコ ン ソールを使用し て観察でき ます。
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第 章

Chapter   17 イベントサービスの使い方   
こ の節では、 VisiBroker によ る イベン ト サービ スについて説明し ます。

メ モ OMG イベン ト サービ スは、 OMG 通知サービ スに置き換え られています。 VisiBroker イベ
ン ト サービ スは、 下位互換性と軽量化の目的で引き続きサポー ト されています。 ミ ッ シ ョ
ン ク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ンには、 VisiBroker VisiNotify の使用を強 く お勧めし ま
す。

概要
イベン ト サービ スパッ ケージは、 オブジェ ク ト 間の通信を分離する機能を提供し ます。 こ
の機能では、 サプラ イヤ通信モデルが提供されます。 このモデルを使用する と、 複数のサ
プラ イヤオブジェ ク ト が複数のコ ンシ ューマオブジェ ク ト にイベン ト チャネルを介し て非
同期にデータ を送信でき ます。 サプラ イヤ／コ ンシ ューマ通信モデルによ り 、 デ ィ ス ク が
空き容量を使い果た し たなどの重要な状態の変化があれば、 オブジェ ク ト がこのよ う な イ
ベン ト を必要とするほかのオブジェ ク ト にそれを通知する こ と ができ ます。

図 17.1 サプラ イヤ／コ ンシューマ通信モデル

イベン ト チャネルを介し て、 3 つのサプラ イヤオブジェ ク ト が 2 つのコ ンシューマオブ
ジェ ク ト と通信し ている よ う すを示し ます。 イベン ト チャネルへのデータの流れは、 サプ
ラ イヤオブジェ ク ト によ って処理され、 イベン ト チャネルからのデータの流れは、 コ ン
シューマオブジェ ク ト によ って処理されます。 上の図に示されている  3 つのサプラ イヤが
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概要

それぞれ毎秒 1 つの メ ッ セージを送信する場合、 各コ ンシューマは毎秒 3 つの メ ッ セージ
を受け取 り 、 イベン ト チャネルは毎秒合計 6 つの メ ッ セージを転送し ます。

イベン ト チャネルは、 イベン ト のコ ンシ ューマでも あ り 、 サプラ イヤでも あ り ます。 サプ
ラ イヤ と コ ンシ ューマの間で通信されるデータは、 Any ク ラ スによ って表され、 任意の 
CORBA 型を タ イプセーフな方法で渡すこ と ができ ます。 サプラ イヤオブジェ ク ト と コ ン
シューマオブジェ ク ト は、 標準の CORBA 要求を使用し、 イベン ト チャネルを介し て通信
し ます。

プロキシコンシューマおよびプロキシサプライヤ

コ ンシューマ と サプラ イヤは、 プロ キシオブジェ ク ト を使用すこ と によ り 、 互いに完全に
分離されています。 それらは互いに直接対話するのではな く 、 EventChannel からプロ キ
シオブジェ ク ト を取得し、 そのオブジェ ク ト と通信し ます。 サプラ イヤオブジェ ク ト はコ
ンシューマプロ キシを、 また コ ンシ ューマオブジェ ク ト はサプラ イヤプロ キシを取得し ま
す。 EventChannel は、 コ ンシューマおよびサプラ イヤのプロ キシオブジェ ク ト 間の
データ転送を促進し ます。 下の図は、 1 つのサプラ イヤが複数のコ ンシューマにデータ を
デプロ イ メ ン ト する よ う すを示し ます。

図 17.2 コ ンシューマおよびサプラ イヤのプロキシオブジ ェ ク ト

メ モ 上に示し た イベン ト チャネルは独立し たプロセス と し て示されていますが、 サプラ イヤオ
ブジェ ク ト のプロセスの一部と し て実装される場合も あ り ます。 詳細については、 241
ページの 「イベン ト サービ スの起動」 を参照し て く ださい。

OMG コモンオブジェクトサービス仕様

VisiBroker によ る イベン ト サービ スのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 次の 2 点を除 く と、
OMG コモンオブジェ ク ト サービ ス仕様に準拠し ています。

■ VisiBroker によ る イベン ト サービ スは、 共通イベン ト だけをサポー ト し ます。 現在、 
VisiBroker によ る イベン ト サービスでは、 型付きのイベン ト はサポー ト されていません。

■ VisiBroker によ る イベン ト サービ スは、 イベン ト チャネルおよびコ ンシューマアプ リ
ケーシ ョ ンのいずれにも、 データ配信の確認手段を提供し ません。 コ ンシューマ、 サ
プラ イヤ、 およびイベン ト チャネルの間の通信は、 TCP/IP を使って実装され、 これに
よ り 、 チャネルおよびコ ンシ ューマの両方に信頼でき るデータ配信が提供されます。
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通信モデル

ただし、 これは、 送信されたデータが実際にすべて受信者によ って処理された こ と を
保証する ものではあ り ません。

通信モデル

イベン ト サービ スは、 サプラ イヤ と コ ンシ ューマにプルおよびプ ッ シュの通信モデルを提
供し ます。 プ ッ シ ュモデルでは、 サプラ イヤオブジェ ク ト は、 データ を コ ンシューマ側に
プ ッ シ ュする こ と でその流れを制御し ます。 プルモデルでは、 コ ンシューマオブジェ ク ト
は、 サプラ イヤからデータ をプルする こ と でその流れを管理し ます。

EventChannel によ り 、 サプラ イヤ と コ ンシ ューマは、 チャネル上のほかのオブジェ ク
ト が使用するモデルを認識する必要がな く な り ます。 つま り 、 プルサプラ イヤがプ ッ シュ
コ ンシ ューマにデータ を提供し た り 、 プ ッ シ ュサプラ イヤがプルコ ンシューマにデータ を
提供する こ と ができ ます。

図 17.3 プ ッ シュモデル

メ モ 上に示し た EventChannel は独立し たプロセス と し て示されていますが、 サプラ イヤオ
ブジェ ク ト のプロセスの一部と し て実装される場合も あ り ます。 詳細については、 241
ページの 「イベン ト サービ スの起動」 を参照し て く ださい。

プッシュモデル

プ ッ シ ュモデルは、 2 つの通信モデルの う ちでよ り 一般的なモデルです。 プ ッ シュモデル
の使用例には、 デ ィ ス ク の使用可能な空き容量を監視し、 デ ィ ス ク を使い切った と き、 関
係する コ ンシ ューマに通知するサプラ イヤがあ り ます。 プ ッ シ ュサプラ イヤは、 監視し て
いる イベン ト に応答し て、 データ を ProxyPushConsumer に送信し ます。

プッシュ コンシューマは、 ほとんどの時間をイベン ト ループで費やし、 
ProxyPushSupplier からデータが到着するのを待ちます。 EventChannel は、
ProxyPushSupplier から  ProxyPushConsumer へのデータ転送を促進し ます。

下の図には、 プ ッ シ ュサプラ イヤ と それに対応する  ProxyPushConsumer オブジェ ク ト
が示されています。 また、 3 つのプッ シュ コ ンシューマ と それぞれの 
ProxyPushSupplier オブジェ ク ト も示されています。
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通信モデル

プルモデル

プルモデルでは、 イベン ト チャネルが定期的にサプラ イヤオブジェ ク ト からデータ を引き
出し、 キ ューにそのデータ を置いて、 コ ンシ ューマオブジェ ク ト がそのデータ をプルでき
る よ う にし ます。 プルコ ンシ ューマ と し ては、 1 つまた複数のネ ッ ト ワーク モニ タがネ ッ
ト ワークルーターを定期的にポー リ ング し て統計を と る例があ り ます。

プルサプラ イヤは、 ほ と んどの時間を イベン ト ループで費やし、 ProxyPullConsumer 
からデータが到着するのを待ちます。 プルコ ンシ ューマは、 さ らにデータ を受け取る準備
が整 う と、 ProxyPullSupplier にデータ を要求し ます。 EventChannel は、 サプラ イ
ヤから キ ューへデータ を引き出し、 ProxyPullSupplier がデータ を使用でき る よ う に
し ます。

下の図には、 プルサプラ イヤ と それに対応する  ProxyPullConsumer オブジェ ク ト が示
されています。 また、 3 つのプルコ ンシューマ と それぞれの ProxyPullSupplier オブ
ジェ ク ト も示されています。

図 17.4 プルモデル

メ モ 上に示し た イベン ト チャネルは独立し たプロセス と し て示されていますが、 サプラ イヤオ
ブジェ ク ト のプロセスの一部と し て実装される場合も あ り ます。

Java でイベン ト サービ ス を起動する方法の詳細については、 242 ページの 「イ ンプロセス
イベン ト チャネル」 も参照し て く ださ い。
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イベントチャネルの使い方

EventChannel を作成し、 サプラ イヤまたはコ ンシ ューマ と接続し て使用するには

1 EventChannel を作成し て起動し ます。

Windows    prompt> start vbj com.inprise.vbroker.CosEvent.EventServer -ior <iorFilename> 
               <channelName>

UNIX prompt> vbj com.inprise.vbroker.CosEvent.EventServer -ior <iorFilename> 
               <channelName> &

こ こ で、 <channelName> は、 イベン ト チャネルのユーザー指定のオブジェ ク ト 名で
す。 また、 <iorFilename> は、 そのオブジェ ク ト の ior が書き込まれる フ ァ イルの
ユーザー指定のフ ァ イル名です。

EventChannel を作成する別の方法と し ては、 次のよ う に PushModelChannel を実行し ま
す。

   prompt> vbj PushModelChannel <iorFilename>

PushModelChannel は、 初に EventChannel を作成し、 その ior をユーザー指定の
フ ァ イル <iorFilename> に公開し ます。 これで、 ほかのク ラ イ アン ト （PushModel 
など） が初期 リ フ ァ レン ス を使用し てその EventChannel にバイ ン ド でき ます。

それには、 次のよ う に指定し ます。

   prompt> vbj -DORBInitRef=EventService=file:<fullpath + iorFilename> PushModel

どち らの方法でイベン ト チャネルを作成し た場合でも、 <iorFilename> で指定し た
名前のフ ァ イルを指定のデ ィ レ ク ト リ に作成し てお く 必要があ り ます。

メ モ EventChannel のイ ン ス タ ン スは 1 つだけサポー ト されます。 EventChannel へのすべ
てのバイ ン ド は、 orb.resolve_initial_references("EventService") への呼
び出し を介し て行われます。 EventService は、 ハード コーデ ィ ング された 
EventChannel の名前です。

2 EventChannel に接続し ます。

3 チャネルから管理オブジェ ク ト を取得し、 それを使ってプロ キシオブジェ ク ト を取得
し ます。

4 プロ キシオブジェ ク ト に接続し ます。

5 データの転送または受信を開始し ます。

これらのステ ッ プで使用する メ ソ ッ ド は、 接続するオブジェ ク ト がサプラ イヤかコ ン
シューマかによ って異な り 、 さ らに使用する通信モデルによ って も異な り ます。 下の表
は、 サプラ イヤの正しい方法を示し ます。

手順 プ ッ シ ュサプ ラ イヤ プルサプ ラ イヤ

EventChannel にバインド EventChannelHelper.na
rrow(orb.resolve_init
ial_references("Event
Service"))

EventChannelHelper.na
rrow(orb.resolve_init
ial_references("Event
Service"))

SupplierAdmin を取得 EventChannel::for_sup
pliers()

EventChannel::for_sup
pliers()

コンシューマプロキシを取
得

SupplierAdmin::obtain
_push_consumer()

SupplierAdmin::obtain
_pull_consumer()

サプライヤを EventChannel 
に追加

ProxyPushConsumer::co
nnect_push_supplier()

ProxyPullConsumer::co
nnect_pull_supplier()

データの転送 ProxyPushConsumer::pu
sh()

Implements pull() and 
try_pull()
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下の表は、 コ ンシ ューマの正しい方法を示し ます。

イベントチャネルの作成

VisiBroker は、 イベン ト サービ ス ク ラ イ アン ト がオンデマン ド でイベン ト チャネルを作成
でき る よ う に、 CosEventChannelAdmin モジュールで独自のイ ン ターフ ェース  
EventChannelFactory を提供し ています。 こ の機能を使用するには、 次のよ う に、 使用する
オペレーテ ィ ングシステムでイベン ト サービ ス を開始し ます。

Windows start vbj -Dvbroker.events.factory=true 
com.inprise.vbroker.CosEvent.EventServer <factoryName>

UNIX vbj -Dvbroker.events.factory=true com.inprise.vbroker.CosEvent.EventServer 
<factoryName>

プロ パティ  vbroker.events.factory は、 チャ ネルオブジェ ク ト のかわり に <factoryName> と いう
名前（ デフォ ルト 値は“ VisiEvent”） のファ ク ト リ オブジェ ク ト を作成する よ う にサービス
に指示し ま す。 ファ ク ト リ の IOR をファ イ ルに書き 込むには、 -ior オプショ ンを使用し て
ファ イ ル名を指定し ま す。 デフォ ルト では、 IOR はコ ンソ ールに書き 込ま れま す。

作成し たフ ァ ク ト リ オブジェ ク ト は、 フ ァ イル （またはコ ン ソール） に書き込まれた IOR 
を使用するか、 osagent のバイ ン ド メ カニズムを使用し てフ ァ ク ト リ オブジェ ク ト 名を渡す
こ と で、 ク ラ イ アン ト 側でバイ ン ド されます。 フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト リ フ ァ レン スが取
得される と、 これを使用し て、 イベン ト チャネルオブジェ ク ト を作成、 ルッ ク ア ッ プ、 ま
たは破棄する こ と ができ ます。 フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト から取得された イベン ト チャネル
オブジェ ク ト は、 サプラ イヤ と コ ンシ ューマを接続するために使用でき ます。

プッシュサプライヤおよびコンシューマのサンプル

こ の節では、 プ ッ シ ュサプラ イヤおよびコ ンシ ューマアプ リ ケーシ ョ ンのサンプルについ
て説明し ます。

プッシュサプライヤ／コンシューマサンプル

こ の節では、 プ ッ シ ュサプラ イヤおよびコ ンシ ューマアプ リ ケーシ ョ ンのサンプルについ
て説明し ます。 PullSupply.java フ ァ イル と  PullConsume.java フ ァ イルは、 サプラ
イヤ と コ ンシ ューマを実装し ます。 これらのフ ァ イルは、 <install_dir>/examples/
vbe/events デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

これらのサンプルを実行するには、 サプラ イヤ／コ ンシ ューマのペアが必要です。 プ ッ
シュ またはプルのコ ンシ ューマは、 Push または Pull のサプラ イヤ とペアにする こ と が
でき ます。 サプラ イヤ と コ ンシ ューマは任意の順序で起動でき ます。 ただし、 イベン ト
チャネルは、 同一のオブジェ ク ト イ ン ス タ ン スであ る必要があ り ます。

プ ッ シュモデルサンプルを使用し始める前に、 このサンプルを実行する必要があ り ます。
以降の節では、 こ のサンプルの実行方法について説明し ます。

手順 プ ッ シ ュ コ ンシ ューマ プルコ ンシ ューマ

EventChannel にバインド EventChannelHelper.na
rrow(orb.resolve_init
ial_references("Event
Service"))

EventChannelHelper.na
rrow(orb.resolve_init
ial_references("Event
Service"))

ConsumerAdmin を取得 EventChannel::for_con
sumers()

EventChannel::for_con
sumers()

サプライヤプロキシを取得 ConsumerAdmin::obtain
_push_supplier()

ConsumerAdmin::obtain
_pull_supplier()

コンシューマを 
EventChannel に追加

ProxyPushSupplier::co
nnect_push_consumer()

ProxyPushSupplier::co
nnect_pull_consumer()

データの転送 Implements push() ProxyPushSupplier::pu
ll() and try_pull()
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プッシュモデルサンプルの実行

PushModel サンプルを実行するには、 次のよ う に入力し ます。

prompt> vbj -DORBInitRef=EventService=file:<fullpath of iorFilename> PushModel
e を選択し て イベン ト チャネルにバイ ン ド し、 p を選択し て イベン ト チャネルからプ ッ
シュ コ ンシ ューマへのプロ キシを取得し、 m を選択し て PushModel を イ ン ス タ ン ス化し、
c を選択し て イベン ト チャネルに接続し ます。

EventChannel にプ ッ シュ される メ ッ セージの内容を示す文が次々に表示されます。 画
面に何が表示されていて も、 続けて操作を選択でき ます。 s オプシ ョ ンを使用する と、 イ
ベン ト 間の秒数を指定でき ます。 後に、 d を選択し て切断し、 q を選択し て終了し ます。

PushView を実行するには、 次のよ う に入力し ます。

prompt>vbj -DORBInitRef=EventService=file: 
<fullpath of iorFilename> PushView

e を選択し て イベン ト チャネルにバイ ン ド し、 p を選択し て イベン ト チャネルからプ ッ
シュ コ ンシ ューマへのプロ キシを取得し、 v を選択し て PushView を イ ン ス タ ン ス化し、 c 
を選択し て イベン ト チャネルへ接続し、 d を選択し て切断し、 q を選択し て終了し ます。
こ のサンプルを実行するには、 PushView がデータ を受信する ために、 Push または Pull 
のサプラ イヤが別のコ ン ソールで実行されてお り 、 同じ イベン ト チャネルにデータ を継続
し て送信し ている必要があ り ます。 サプラ イヤ と コ ンシ ューマは任意の順序で起動でき ま
す。

PullModel サンプルの実行
PullModel サンプルを実行するには、 次のよ う に入力し ます。

prompt> vbj -DORBInitRef=EventService=file: 
<fullpath of iorFilename> PullModel

e を選択し て イベン ト チャネルにバイ ン ド し、 p を選択し て イベン ト チャネルからプ ッ
シュ コ ンシ ューマへのプロ キシを取得し、 m を選択し て PullModel を イ ン ス タ ン ス化し、 c 
を選択し て イベン ト チャネルへ接続し、 d を選択し て切断し、 q を選択し て終了し ます。

PullView サンプルの実行
PullView を実行するには、 次のよ う に入力し ます。

prompt>vbj -DORBInitRef=EventService=file: 
<fullpath of iorFilename> PullView

e を選択し て イベン ト チャネルにバイ ン ド し、 p を選択し て イベン ト チャネルからプ ッ
シュサプラ イヤへのプロ キシを取得し、 v を選択し て PushView を イ ン ス タ ン ス化し、 c を
選択し て イベン ト チャネルに接続し ます。 次に、 a を選択し て非同期にプルするか、 また
は s を同期にプルし ます。 終了するには、 d を選択し て切断し、 q を選択し て終了し ます。

こ のサンプルを実行するには、 PullView がデータ を受信する ために、 Push または Pull 
のサプラ イヤが別のコ ン ソールで実行されてお り 、 同じ イベン ト チャネルにデータ を継続
し て送信し ている必要があ り ます。 サプラ イヤ と コ ンシ ューマは任意の順序で起動でき ま
す。

PullSupply
PullSupply ク ラ スは、 PullSupplierPOA ク ラ スから派生し、 main、 pull、 お
よび try_pull メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。 次に示す pull メ
ソ ッ ド は、 番号付きの 「hello」 メ ッ セージを返し ます。 try_pull メ ソ ッ ド は、 常に 
hasEvent フ ラ グを true に設定し、 pull メ ソ ッ ド を呼び出し て メ ッ セージを提供し
ます。 PullSupply オブジェ ク ト が EventChannel に接続される と、 これらの メ
ソ ッ ド は、 サプラ イ ヤからデータ を引き出すために、 チャネルによ って使用されま
す。

次に示す main メ ソ ッ ド は、 通常の VisiBroker ORB と  POA を作成し、 指定された 
EventChannel に接続し、 EventChannel から  ProxyPullConsumer を取得し、
PullSupply オブジェ ク ト を イ ン ス タ ン ス化し て、 POA 上で PullSupply オブジェ ク ト を起
動し、 次にこ のプルサプラ イヤをプロ キシプルコ ンシ ューマに接続し ます。
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PullSupply の実行
まず、 PullSupply.java コ ンパイルし、 イベン ト サービ ス を起動し ます。 242 ペー
ジの 「イ ンプロセス イベン ト チャネル」 を参照し て く ださい。 次に、 下のコマン ド を
使ってサプラ イヤを実行し ます。

vbj -DORBInitRef = <channel_name> = file:<fullpath of iOrFilename> PullSupply

pull メ ソ ッ ド と  try_pull メ ソ ッ ドのインプ リ メ ンテーシ ョ ン
// PullSupply.java 
import org.omg.CosEventComm.*; 
import org.omg.CosEventChannelAdmin.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
public class PullSupply extends PullSupplierPOA { 
   private POA _myPOA; 
   private PullConsumer _pullConsumer; 
   private int _counter; 
   PullSupply(PullConsumer pullConsumer, POA myPOA) { 
      _pullConsumer = pullConsumer; 
      _myPOA = myPOA; 
   } 
   public void disconnect_pull_supplier() { 
      System.out.println("Model::disconnect_pull_supplier()"); 
      try { 
         _myPOA.deactivate_object("PullSupply".getBytes()); 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
   public org.omg.CORBA.Any pull() throws Disconnected { 
      if(_pullConsumer == null) { 
         throw new Disconnected(); 
      } 
      try {   
         Thread.currentThread().sleep(1000); 
      } catch(Exception e) { 
      } 
      //org.omg.CORBA.Any message = 
            new org.omg.CORBA.Any().from_string("Hello #" + ++_counter); 
      org.omg.CORBA.Any message = _orb().create_any(); 
      message.insert_string("Hello #" + ++_counter); 
      System.out.println("Supplier being pulled: " + message); 
      return message; 
   } 
   public org.omg.CORBA.Any try_pull(org.omg.CORBA.BooleanHolder hasEvent) 
throws 
         org.omg.CORBA.SystemException, Disconnected { 
      hasEvent.value = true; 
      return pull(); 
   } 
. . .
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PullSupply の main メ ソ ッ ド
// PullSupply.java 
import org.omg.CosEventComm.*; 
import org.omg.CosEventChannelAdmin.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
public class PullSupply extends PullSupplierPOA { 
   . . . 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
      POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
         org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
               rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
         }; 
         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA("event_service_poa", 
               rootPOA.the_POAManager(), policies); 
         EventChannel channel = null; 
         PullSupply model = null;   ProxyPullConsumer pullConsumer = null; 
         channel = 
               
EventChannelHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("EventService")); 
         System.out.println("Located event channel: " + channel); 
         pullConsumer = channel.for_suppliers().obtain_pull_consumer(); 
         System.out.println("Obtained pull consumer: " + pullConsumer); 
         model = new PullSupply(pullConsumer, myPOA); 
         myPOA.activate_object_with_id("PullSupply".getBytes(), model); 
         myPOA.the_POAManager().activate(); 
         System.out.println("Created model: " + model); 
         System.out.println("Connecting ..."); 
         pullConsumer.connect_pull_supplier(model._this()); 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

PullConsume
PullConsume ク ラ スは PullConsumerPOA class から派生し、 PullSupply ク ラ
スからデータ をプルする コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェース を提供し ます。 上に示し た
サンプルコード は、 アプ リ ケーシ ョ ンが使用可能な任意の EventChannel への接続、
ProxyPullSupplier の取得、 チャネルへの接続、 およびコマン ド プロ ンプ ト の表
示を行 う 方法を示し ます。 次の表に入力でき る コマン ド を ま と めます。

コ マン ド 説明

a try_pull メソッドを使用して、 イベントチャネルから非同期にデータを引き出しま 
す。 現在使用できるデータがない場合、 このコマンドは 「no data」 メッセージ 
を返します。

s pull メソッドを使用して、 イベントチャネルから同期的にデータを引き出します。 
現在使用できるデータがない場合、 このコマンドはデータが利用できるまでブロッ
クします。

q チャネルから接続を解除し、 ツールを終了します。
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PullConsume の実行
まず、 PullConsume.java コ ンパイルし、 イベン ト サービ ス を起動し ます。 242
ページの 「イ ンプロセス イベン ト チャネル」 を参照し て く ださい。 次に、 下のコマン
ド を使って コ ンシ ューマを実行し ます。

vbj -DORBInitRef = <channel_name> = file:<fullpath of iOr_filename> PullConsume

// PullConsume.java 
import org.omg.CosEventComm.*; 
import org.omg.CosEventChannelAdmin.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
import java.io.*; 
public class PullConsume extends PullConsumerPOA { 
   public void disconnect_pull_consumer() { 
      System.out.println("View.disconnect_pull_consumer"); 
   } 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
         POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
         org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
               rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT) 
         }; 
         // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
         POA myPOA = rootPOA.create_POA("event_service_poa", 
               rootPOA.the_POAManager(), policies ); 
         EventChannel channel = null; 
         PullConsume view = null; 
         ProxyPullSupplier pullSupplier = null; 
         BufferedReader in = new BufferedReader(new 
InputStreamReader(System.in)); 
         channel = 
               
EventChannelHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("EventService")); 
         System.out.println("Located event channel: " + channel); 
         view = new PullConsume(); 
         myPOA.activate_object_with_id("PullConsume".getBytes(), view); 
         myPOA.the_POAManager().activate(); 
         System.out.println("Created view: " + view); 
         pullSupplier = channel.for_consumers().obtain_pull_supplier(); 
         System.out.println("Obtained pull supplier: " + pullSupplier); 
         System.out.println("Connecting..."); 
         System.out.flush(); 
         pullSupplier.connect_pull_consumer(view._this()); 
         while(true) { 
            System.out.print("-> "); 
            System.out.flush(); 
            if (System.getProperty("VM_THREAD_BUG") != null) { 
               while(!in.ready()) { 
                  try { 
                     Thread.currentThread().sleep(100); 
                  } catch(InterruptedException e) { 
                  } 
               } 
            } 
            String line = in.readLine(); 
            if(line.startsWith("a")) { 
               org.omg.CORBA.BooleanHolder hasEvent = new 
org.omg.CORBA.BooleanHolder(); 
               org.omg.CORBA.Any result = pullSupplier.try_pull(hasEvent); 
               System.out.println("try_pull: " + 
                     (hasEvent.value ? result.toString() : "NO DATA")); 
               continue; 
            } else if(line.startsWith("s")) { 
               org.omg.CORBA.Any result = pullSupplier.pull(); 
               System.out.println("pull: " + result); 
               continue; 
            } else if(line.startsWith("q")) { 
               System.out.println("Disconnecting..."); 
               pullSupplier.disconnect_pull_supplier(); 
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               System.out.println("Quitting..."); 
               break; 
            } 
            System.out.println("Commands: a  [a]synchronous pull¥n" + 
                  "          s  [s]ynchronous pull¥n" + 
                  "          q  [q]uit¥n"); 
         } 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

イベントサービスの起動

VisiBroker for Java を使用し ている場合は、 次のコマン ド を使って イベン ト サービ ス を起動
でき ます。

vbj [-Dvbroker.events.debug] [-Dvbroker.events.interactive] [-
Dvbroker.events.max_queue_length=<number>] [-Dvbroker.events.debug.factory] ¥ 
[-Dvbroker.events.vm_thread_bug] com.inprise.vbroker.CosEvent.EventServer -ior 
<ior filename> <channel name>

メ モ Solaris などのい く つかの Java 仮想マシンのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにはバグが見つかって
お り 、 こ のコマン ド が停止する可能性があ り ます。 問題が発生し た場合は、 イベン ト サー
ビ ス起動時に、 -Dvbroker.events.vm_thread_bug パラ メ ータ を指定し て く ださい。

キューの長さの設定

環境によ っては、 コ ンシ ューマアプ リ ケーシ ョ ンがサプラ イヤアプ リ ケーシ ョ ン よ り 動作
が遅い場合があ り ます。 サプラ イヤからの メ ッ セージの速度に追いつ く こ と ができ ないコ
ンシ ューマには、 未処理の メ ッ セージがたま り ます。 maxQueueLength パラ メ ータ を使
用し て こ の メ ッ セージの数を制限する と、 メ モ リ 不足の状態を回避でき ます。

サプラ イヤが毎秒 10 の メ ッ セージを生成し、 コ ンシューマが毎秒 1 つの メ ッ セージだけ
を処理でき る場合、 キ ューはすぐにいっぱいにな り ます。 キ ュー内の メ ッ セージは一定の

大長を持ち、 いっぱいのキ ューに メ ッ セージを追加し よ う とする と、 チャネルはキ ュー
内の も古い メ ッ セージを除去し て、 新しい メ ッ セージのための領域を確保し ます。

各コ ンシ ューマは別のキ ューを持っているので、 早いコ ンシ ューマは見逃し ませんが、 遅
いコ ンシ ューマは メ ッ セージを見逃すこ と も あ り ます。 下のサンプルコード は、 各コ ン
シューマの未処理 メ ッ セージ数を 15 に限定する方法を示し ています。

vbj -Dvbroker.events.maxQueueLength=15 CosEvent.EventServer -ior myChannel.ior 
         MyChannel

メ モ maxQueueLength を指定し ないか、 不正な数を指定し た場合は、 デフ ォル ト のキ ューの
長さ  100 が使用されます。

オプシ ョ ン 説明

-Dvbroker.events.debug デバッグメッセージを標準出力に出力するためのオプショ
ンパラメータ。

-Dvbroker.events.interactive イベントチャネルをコンソールから対話モードで実行するよ
うに指定します。

-Dvbroker.events.maxQueueLength 動作が遅いコンシューマのキューに入るメッセージの数を
指定します。 デフォルトの 大のキューの長さは、 コン
シューマごとに 100 メッセージです。

-Dvbroker.events.factory イベントチャネルのかわりにイベントチャネルファクトリをイン
スタンス化するように指定します。

channel_name チャネルまたはチャネルファクトリの名前。
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インプロセスイベントチャネル

EventChannel を別のス タ ン ド ア ローンサーバーと し て実行するほかに、 Event Service を
使用する と、 サーバーやク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン内で EventChannel を作成する
こ と もでき ます。 こ う する と、 サプラ イヤまたはコ ンシ ューマアプ リ ケーシ ョ ンに 
EventChannel を提供する ために別のプロセス を開始する必要がな く な り ます。

Java アプ リ ケーシ ョ ンには、 EventLibrary ク ラ スがあ り 、 EventChannel を作成する
ための メ ソ ッ ド が提供されます。 次にこ のク ラ スが、 必要な ク ラ ス を ロード し ます。 サプ
ラ イヤ／コ ンシ ューマアプ リ ケーシ ョ ンでイ ンプロセスの EventChannel オブジェ ク ト
を作成するには、 次の呼び出し を行います。

EventLibrary.create_Channel("MyChannel",whetherToDebug,maxQueueLength);

たと えば、 デバッ グをオフにし 、 キュ ーの 大長を  100 にし て、 MyChannel と いう 名前
のチャ ネルを作成するには、 次のよ う に指定し ます。

EventLibrary.create_Channel("MyChannel",false,100);

こ の呼び出しが完了する と、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 ほかの CORBA オブジェ
ク ト にバイ ン ドする場合と同様に、 こ の EventChannel にバイ ン ド でき ます。

た と えば、 イ ンプロセスでチャネルを作成するサプラ イヤアプ リ ケーシ ョ ンがあ り 、 コ ン
シューマアプ リ ケーシ ョ ンでその同じチャネルに接続する と し ます。 その場合は、 サプラ
イヤアプ リ ケーシ ョ ンから コ ンシ ューマアプ リ ケーシ ョ ンにチャネルオブジェ ク ト を渡す
必要があ り ます。 オブジェ ク ト を渡すためには、 EventChannel オブジェ ク ト を ior 文
字列に変換し、 その文字列をフ ァ イルに書き込みます。

try { 
EventChannel channel = EventLibrary.create_Channel("MyChannel",false,100); 
   PrintWriter pw = new PrintWriter(new FileWriter(ior_filename)); 
   pw.println(orb.object_to_string(channel)); 
   pw.close(); 
} 
catch(IOException e) { 
   System.out.println("Error writing the IOR to file " ior_filename); 
}

ior_filename によ り 、 チャネルの ior 文字列を書き込むフ ァ イル名が指定されます。

PushModelChannel を実行するには、 次のよ う に指定し ます。

vbj PushModelChannel <ior_filenamegt;

PushModelChannel はプ ッ シュサプラ イヤです。 PushModelChannel で作成された イ
ベン ト チャネルには、 プ ッ シ ュ コ ンシ ューマ と プルコ ンシ ューマのどち ら を接続する こ と
もでき ます。

vbj -DORBInitRef=EventService=file:<fullpath of ior_filename> PushView

こ こ で、 <fullpath of ior_filename> は、 PushModelChannel に渡された 
ior_filename のフルパスです。 EventService は、 <ior_filename> 内に保持されてい
る  ior にバイ ン ド される名前 （または識別子） です。 PushView 内からは、 次のよ う にイ
ベン ト チャネルに接続でき ます。

EventChannel channel = 
   EventChannelHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("EventService"));

インプロセスイベントチャネルの使い方

アプ リ ケーシ ョ ンでイ ンプロセス イベン ト チャネル機能を使用する場合は、 次の import 
ステー ト メ ン ト を追加する必要があ り ます。

import com.inprise.vbroker.CosEvent.*;

Java EventLibrary ク ラス
EventLibrary ク ラ スには、 アプ リ ケーシ ョ ンのプロセス内で EventChannel を作成す
る ための メ ソ ッ ド がい く つかあ り ます。
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Java サンプル
PushModelChannel.java フ ァ イルは、 イ ンプロセス イベン ト チャネルを使用する
プ ッ シ ュサプラ イ ヤを実装し ます。 このアプ リ ケーシ ョ ンはコマン ド プロ ンプ ト を表
示し、 そ こで次のコマン ド の 1 つを入力でき ます。

下のサンプルコード は、 ChannelLib.create_channel メ ソ ッ ド の使用方法を示す  
PushModelChannel.java の抜粋です。

public static void main(String[] args) { 
      . . . 
      channel = EventLibrary.create_channel("channel_server", false, 100); 
      . . .

import ステートメント

イベン ト サービ ス を使用する アプ リ ケーシ ョ ンでは、 次の import ステー ト メ ン ト を使用す
る必要があ り ます。

import org.omg.CosEventComm.*; 
import org.omg.CosEventChannelAdmin.*; 
. . .

コ マン ド 説明

e イベントチャネルを作成します。

s 
<number_of_sec
onds>

イベントチャネルの遅延を指定された秒数に設定します。 0 以上の値を 
指定する必要があります。

p プッシュコンシューマプロキシオブジェクトを取得します。

m PushModelChannel を作成し、 それを POA 上でアクティブ化しま   
す。

c プッシュサプライヤを接続します。

d プッシュコンシューマの接続を解除します。

q アプリケーションを終了します。
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第 章

Chapter   18VisiBroker サーバーマネージャ    
の使用

VisiBroker サーバーマネージャ を使用する と、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンがオブジェ
ク ト サーバーを監視および管理し た り 、 オブジェ ク ト サーバーのプロパテ ィ を実行時に参
照し て設定し た り 、 サーバーマネージ ャオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を参照し て呼び出すこ と
ができ ます。 サーバーマネージ ャは、 コ ンテナ と呼ばれる要素を使用し て、 主要な ORB 
コ ンポーネン ト を表し ます。 コ ンテナは、 プロパテ ィ やオペレーシ ョ ンのほか、 ほかのコ
ンテナも保持でき ます。

メ モ サーバーマネージ ャのコ ンテナ と  J2EE のコ ンテナ と を混同し ないで く ださい。 サーバー
マネージ ャのコ ンテナは、 ORB コ ンポーネン ト と選択された実行時プロパテ ィ を論理的に
グループ化し た ものです。

サーバーマネージャの概要

こ こ では、 サーバーでのサーバーマネージ ャの有効化、 サーバーマネージャ リ フ ァ レン ス
の取得、 コ ンテナの使用、 Storage イ ン ターフ ェース、 およびサーバーマネージャの IDL 
について説明し ます。

サーバーでのサーバーマネージャの有効化

デフ ォル ト では、 VisiBroker サーバーの管理は有効になっていません。 VisiBroker サーバー
を管理するには、 サーバーを起動する コマン ド で次のプロパテ ィ を設定する必要があ り ま
す。

vbroker.orb.enableServerManager=true

こ のプロパテ ィ は、 コマン ド ラ イ ン またはサーバーのプロパテ ィ フ ァ イルのいずれかを介
し て指定でき ます。
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サーバーマネージャの概要

サーバーマネージャリファレンスの取得

サーバーマネージ ャ と対話するには、 初にサーバーのサーバーマネージ ャへの リ フ ァ レ
ン ス を取得し ます。 こ の リ フ ァ レン スは、 上位コ ンテナをポイ ン ト し ます。 ク ラ イ アン
ト は次の 2 つの方法で リ フ ァ レ ン ス を取得でき ます。

1 サーバーラ ンナーは、 プロパテ ィ オプシ ョ ン vbroker.serverManager.name を使
用し て、 サーバーマネージ ャ を指定でき ます。 た と えば、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> Server -Dvbroker.serverManager.name=BigBadBoss

これは、 サーバーマネージ ャの名前 "BigBadBoss" を スマー ト エージェ ン ト の名前空間
に登録し ます。 これ以降、 ク ラ イ アン ト は、 この名前にバイ ン ド し、 リ フ ァ レン スの
オペレーシ ョ ン呼び出し を開始でき ます。 このプロパテ ィ は、 プロパテ ィ フ ァ イルで
も設定でき ます。 こ の方法でサーバーマネージ ャ を検索でき るのは、 このサーバーに
よ って実装されるほかのオブジェ ク ト のオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を ク ラ イ アン ト が
持たない場合です。 次に例を示し ます。

import com.inprise.vbroker.ServerManager.*; 
 
// サーバーマネージ ャ  BigBadBoss 上位コ ンテナへの リ フ ァ レ ン ス を返し ます。 
Container topContainer = ContainerHelper.bind(orb,"BigBadBoss");

2 サーバーによ って実装されるほかのオブジェ ク ト のオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を ク ラ
イ アン ト が持つ場合、 ク ラ イ アン ト は、 そのオブジェ ク ト の _resolve_reference 
("ServerManager") を実行する こ と で、 そのオブジェ ク ト に対応する  ORB の 
ServerManager を取得でき ます。 次のコード では、 サーバーマネージ ャの 上位コ ンテ
ナを Bank::AccountManager オブジェ ク ト から取得し ます。

import com.inprise.vbroker.ServerManager.*; 
 
// "manager" には、 AccountManager オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン スが含まれています  
// AccountManager は com.inprise.vbroker.CORBA.Object  
// なので、 ナローイ ングは不要です。 ただし、 返されたサーバー 
// マネージ ャ リ フ ァ レ ン ス を コ ンテナに変換するには、 
// ナローイ ングが必要です 
Container topContainer = ContainerHelper.narrow( 
manager._resolve_reference("ServerManager"));

サーバーマネージ ャのイ ン ターフ ェース を使用するために、 ク ラ イ アン ト コード は、
servermgr_c.hh を イ ン クルードする必要があ り ます。

コンテナの使用

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 上位コ ンテナへの リ フ ァ レン ス を取得する と、 次の
操作を実行でき ます。

■ 上位コ ンテナのプロパテ ィ を取得、 設定、 および追加する。

■ 上位コ ンテナ内のコ ンテナを反復処理する。

■ コ ンテナを取得、 設定、 または追加する。

■ コ ンテナで定義されたオペレーシ ョ ンを呼び出す。

■ コ ンテナのス ト レージを取得または設定する。

■ プロパテ ィ をプロパテ ィ ス ト レージから復元またはプロパテ ィ ス ト レージに永続化する。

上位コ ンテナにプロパテ ィ やオペレーシ ョ ンはな く 、 ORB コ ンテナを保持するだけで
す。 一方、 その ORB コ ンテナには、 ORB プロパテ ィ や shutdown メ ソ ッ ド のほか、
RootPOA、 Agent、 OAD などのコ ンテナが含まれます。

コ ンテナ と の対話の方法については、 247 ページの 「Container イ ン ターフ ェース」 を参照
し て く ださ い。 253 ページの 「サーバーマネージャの例」 節では、 Java や C++ での対話を
示し ます。
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Container インターフェース

Storage インターフェース

サーバーマネージ ャには、 任意の形式で実装でき る ス ト レージ と い う 抽象概念があ り ま
す。 各コ ンテナは、 各自のプロパテ ィ をそれぞれの方法で格納する よ う に選択でき ます。
プロパテ ィ をデータベースに格納する場合も あれば、 フ ァ イルなどの別の方法で格納する
場合も あ り ます。 Storage イ ン ターフ ェースは、 サーバーマネージ ャの IDL で定義され
ます。

各コ ンテナは、 同じ メ ソ ッ ド を使ってス ト レージを取得および設定するだけでな く 、 オプ
シ ョ ンで親のすべての子コ ンテナにス ト レージを設定でき ます。 同様に、 各コ ンテナは同
じ メ ソ ッ ド を使用し て、 ス ト レージ と の間でプロパテ ィ を読み書き し ます。

Storage イ ン ターフ ェース と その メ ソ ッ ド については、 250 ページの 「Storage イ ン ター
フ ェース」 を参照し て く ださ い。

Container インターフェース

Container イ ン ターフ ェースは、 オブジェ ク ト 、 プロパテ ィ 、 オペレーシ ョ ンなどを論理的
にグループ化するためのイ ン ターフ ェース と関連 メ ソ ッ ド を定義し ます。

Container クラス

public interface Container extends 
 com.inprise.vbroker.CORBA.Object 
 com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerOperations 
 org.omg.CORBA.portable.IDLEntity

こ のク ラ ス を コード で使用する場合は、 次のステー ト メ ン ト を コード に入れる必要があ り
ます。

import com.borland.vbroker.ServerManager.*;  
import com.borland.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.*;

Container のメソッド（Java）

コ ンテナは、 プロパテ ィ 、 オペレーシ ョ ン、 およびほかのコ ンテナを保持でき ます。 主要
な ORB コ ンポーネン ト は、 コ ンテナ と し て表されます。

こ こ では、 Container イ ン ターフ ェースで実行でき る  Java の メ ソ ッ ド について説明し ます。
これらの メ ソ ッ ド は次の 4 つのカテゴ リ に分け られます。

■ プロパテ ィ の操作と ク エ リ ーに関連する メ ソ ッ ド

■ オペレーシ ョ ンに関連する メ ソ ッ ド

■ 子コ ンテナに関連する メ ソ ッ ド

■ ス ト レージに関連する メ ソ ッ ド
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Container インターフェース

プロパテ ィ の操作と クエ リーに関連する メ ソ ッ ド
public String[] list_all_properties();

コ ンテナ内にあ るすべてのプロパテ ィ の名前を StringSequence と し て返し ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Property[]  
      get_all_properties();

コ ンテナ内にあ るすべてのプロパテ ィ の名前、 値、 読み取 り ／書き込みの状態を含む 
PropertySequence を返し ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Property  
      get_property(String name) throws 
com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameInvalid

入力パラ メ ータ と し て渡されたプロパテ ィ  name の値を返し ます。

public void set_property(String name, org.omg.CORBA.Any  
      value) throws com.inprise.vbroker.ServerManager. 
ContainerPackage.NameInvalid, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager. ContainerPackage.ValueInvalid, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager. ContainerPackage.ValueNotSettable

プロパテ ィ  name の値を要求された value に設定し ます。

public void persist_properties(boolean recurse) throws  
      com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

コ ンテナは、 関連付け られている 250 ページの 「Storage イ ン ターフ ェースのク ラ ス と メ
ソ ッ ド」 にプロパテ ィ を実際に保存し ます。 ス ト レージがコ ンテナに関連付け られていな
い場合は、 StorageException が生成されます。 パラ メ ータ  recurse=true を指定し
て呼び出すと、 子コ ンテナのプロパテ ィ も ス ト レージに保存されます。 すべてのプロパ
テ ィ を保存するか、 変更されたプロパテ ィ だけを保存するかは、 コ ンテナによ って異な り
ます。

public void restore_properties(boolean recurse) throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージからプロパテ ィ を取得する よ う にコ ンテナに指示し ます。 コ ンテナは、 管理し
ているプロパテ ィ を正確に認識し てお り 、 それら を ス ト レージから読み取ろ う と し ます。
ORB に付属する コ ンテナは、 ス ト レージからの復元をサポー ト し ていません。 この機能を
サポー ト する コ ンテナは、 独自に作成する必要があ り ます。

オペレーシ ョ ンに関連する メ ソ ッ ド
public String[] list_all_operations();

コ ンテナでサポー ト されているすべてのオペレーシ ョ ンの名前を返し ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Operation[]  
      get_all_operations();

すべてのオペレーシ ョ ン、 オペレーシ ョ ンのパラ メ ータ、 およびパラ メ ータのタ イプコー
ド を返し ます。 これで、 適切なパラ メ ータ を使ってオペレーシ ョ ンを呼び出すこ と ができ
ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Operation  
      get_operation(String name) throws 
com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameInvalid;

name で指定されたオペレーシ ョ ンのパラ メ ータ情報を返し ます。 こ の情報を使用し て、
オペレーシ ョ ンを呼び出すこ と ができ ます。

public org.omg.CORBA.Any do_operation( 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Operation op) throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameInvalid, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.ValueInvalid, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.OperationFailed;

オペレーシ ョ ンの メ ソ ッ ド を呼び出し、 その結果を返し ます。
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Container インターフェース

子コ ンテナに関連する メ ソ ッ ド
public String[] list_all_containers();

現在のコ ンテナの子コ ンテナの名前をすべて返し ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NamedContainer[]  
      get_all_containers();

すべての子コ ンテナを返し ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NamedContainer 
      get_container(String name) throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameInvalid;

name パラ メ ータで指定された子コ ンテナを返し ます。 こ の名前の子コ ンテナがない場合
は、 NameInvalid 例外が生成されます。

public void add_container( 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NamedContainer 
container) 
      throws 
com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameAlreadyPresent, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.ValueInvalid;

こ のコ ンテナの子コ ンテナ と し て、 container を追加し ます。

public void set_container(String name, 
com.inprise.vbroker.ServerManager.Container value) throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameInvalid, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.ValueInvalid, 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.ValueNotSettable;

name パラ メ ータで指定された子コ ンテナを value パラ メ ータで指定された コ ンテナに変更
し ます。

ス ト レージに関連する メ ソ ッ ド
void set_storage(in com.inprise.vbroker.ServerManager.Storage s, in boolean 
recurse);

こ のコ ンテナのス ト レージを設定し ます。 recurse=true の場合は、 すべての子コ ンテ
ナに対し て も ス ト レージが設定されます。

com.inprise.vbroker.ServerManager.Storage get_storage();

コ ンテナの現在のス ト レージを返し ます。
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Storage インターフェース

Storage インターフェース

サーバーマネージ ャには、 任意の形式で実装でき る ス ト レージ と い う 抽象概念があ り ま
す。 各コ ンテナは、 プロパテ ィ の保存先をデータベースやフ ラ ッ ト フ ァ イルなどの形式か
ら選択でき ます。 VisiBroker ORB に用意されている ス ト レージのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
では、 フ ラ ッ ト フ ァ イルが使用されます。

Storage インターフェースのクラスとメソッド

Storage ク ラス
public interface Storage extends 
 com.inprise.vbroker.CORBA.Object 
 com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageOperations, 
 org.omg.CORBA.portable.IDLEntity

Storage イ ン ターフ ェース を使用する場合は、 次のステー ト メ ン ト を コード に入れる必要が
あ り ます。

import com.borland.vbroker.ServerManager.*;  
import com.borland.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.*;

Storage イン ターフ ェースのメ ソ ッ ド
public void open() throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージを開き、 プロパテ ィ を読み書きでき る よ う にし ます。 データベースに基づ く イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの場合は、 こ の メ ソ ッ ド によ ってデータベースにロ グ イ ン し ます。

public void close() throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージを閉じ ます。 また、 こ の メ ソ ッ ド は、 後に 
Container::persist_properties が呼び出されてから変更されたプロパテ ィ があれ
ば、 ス ト レージを更新し ます。 データベースに基づ く イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 この
メ ソ ッ ド によ ってデータベース接続が閉じ られます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Property[] 
      read_properties() throws 
      com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージからすべてのプロパテ ィ を読み取 り ます。

public com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Property 
read_property(String  
        propertyName) 
throwscom.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.NameInvalid,  
        com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージから読み取った propertyName のプロパテ ィ 値を返し ます。

public void 
write_properties(com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.  
      Property[] props) throws 
com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージにプロパテ ィ シーケン ス を保存し ます。

public void 
write_property(com.inprise.vbroker.ServerManager.ContainerPackage.Property  
      prop) throws com.inprise.vbroker.ServerManager.StorageException;

ス ト レージに 1 つのプロパテ ィ を保存し ます。
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サーバーマネージャに対するアクセスの制限

サーバーマネージャに対するアクセスの制限

サーバーマネージ ャ を取得する ク ラ イ アン ト は ORB 全体を制御でき るため、 セキ ュ リ
テ ィ が重要にな り ます。 次のプロパテ ィ は、 ユーザーによ るサーバーマネージャ機能への
ア ク セス を制限し ます。

サーバーマネージャ IDL

サーバーマネージ ャの IDL は次の とお り です。

module ServerManager {  
interface Storage;  
 
exception StorageException {  
    string reason;  
};  
 
interface Container  
{  
    enum RWStatus {  
        READWRITE_ALL,  
        READONLY_IN_SESSION,  
        READONLY_ALL  
    };  
 
    struct Property {  
        string name;  
        any value;  
        RWStatus rw_status;  
    };  
    typedef sequence<Property> PropertySequence;  
 
    struct NamedContainer {  
        string name;  
        Container value;  
        boolean is_replaceable;  
    };  
    typedef sequence<NamedContainer> NamedContainerSequence;  
 
    struct Parameter {  
        string name;  
        any value;  
    };  
    typedef sequence<Parameter> ParameterSequence;  
 
    struct Operation {  
        string name;  
        ParameterSequence params;  
        ::CORBA::TypeCode result;  
    };  
    typedef sequence<Operation> OperationSequence;  
 
    struct VersionInfo {  
        unsigned long major;  

プロパテ ィ
デフ ォル ト
値 説明

vbroker.orb.enable
ServerManager

false このプロパティを True に設定すると、 サーバー  
マネージャが有効になります。

vbroker.serverMana
ger.enableOperatio
ns

true コンテナのオペレーションを呼び出すための権限
を制御します。 false に設定されると、 クライア 
ントは、 コンテナの do_operation を呼び出す  
ことができなくなります。

vbroker.serverMana
ger.enableSetPrope
rty

true クライアントからのプロパティの設定を制御しま
す。 false に設定されると、 クライアントは、 コ 
ンテナのプロパティを変更できなくなります。
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        unsigned long minor;  
    };  
 
    exception NameInvalid{};  
    exception NameAlreadyPresent{};  
    exception ValueInvalid{};  
    exception ValueNotSettable{};  
    exception OperationFailed{  
        string real_exception_reason;  
    };  
 
    ::CORBA::StringSequence list_all_properties();  
    PropertySequence get_all_properties();  
    Property get_property(in string name) raises (NameInvalid);  
    void add_property(in Property prop)  
    raises(NameAlreadyPresent, NameInvalid, ValueInvalid);  
    void set_property(in string name, in any value)  
    raises(NameInvalid, ValueInvalid, ValueNotSettable);  
 
    ::CORBA::StringSequence get_value_chain(in string propertyName) raises 
(NameInvalid);  
    void persist_properties(in boolean recurse) raises (StorageException);  
    void restore_properties(in boolean recurse) raises (StorageException);  
 
    ::CORBA::StringSequence list_all_operations();  
    OperationSequence get_all_operations();  
    Operation get_operation(in string name)  
    raises (NameInvalid);  
    any do_operation(in Operation op)  
    raises(NameInvalid, ValueInvalid, OperationFailed);  
 
    ::CORBA::StringSequence list_all_containers();  
    NamedContainerSequence get_all_containers();  
    NamedContainer get_container(in string name)  
    raises (NameInvalid);  
    void add_container(in NamedContainer container)  
    raises(NameAlreadyPresent, ValueInvalid);  
    void set_container(in string name, in Container value)  
    raises(NameInvalid, ValueInvalid, ValueNotSettable);  
   
 
    void set_storage(in Storage s, in boolean recurse);  
    Storage get_storage();  
 
    readonly attribute VersionInfo version;  
};  
 
interface Storage  
{  
    void open() raises (StorageException);  
    void close() raises (StorageException);  
    Container::PropertySequence read_properties() raises  
    (StorageException);  
    Container::Property read_property(in string propertyName)  
    raises (StorageException, Container::NameInvalid);  
    void write_properties(in Container::PropertySequence p) raises  
    (StorageException);  
    void write_property(in Container::Property p) raises (StorageException);  
};  
 
};
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以下では、 次の処理を行 う 例を示し ます。

1 上位コ ンテナへの リ フ ァ レン ス を取得する。

2 すべてのコ ンテナ と それらのプロパテ ィ を再帰的に取得する。

3 複数のコ ンテナのプロパテ ィ を取得、 設定、 および保存する。

4 ORB コ ンテナの shutdown() メ ソ ッ ド を呼び出す。

これらのサンプルフ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>/examples/vbe/ServerManager/

次の例では、 bank_agent サーバーを使用し ます。 このサーバーを起動するには、 プロパ
テ ィ ス ト レージフ ァ イルを渡す必要があ り ます。 プロパテ ィ フ ァ イルには、 初期値と し
て、 サーバーマネージ ャ を有効にし た り 、 サーバーマネージ ャの名前を設定するためのプ
ロパテ ィ が含まれています。 ユーザーがプロパテ ィ を変更する と、 サーバーマネージャに
よ ってプロパテ ィ フ ァ イル内のプロパテ ィ が更新されます。 サーバーマネージャ を有効に
し た り 、 サーバーマネージ ャの名前を設定するためのプロパテ ィ は、 コマン ド ラ イ ンオプ
シ ョ ン と し て渡すこ と ができ ます。 ただし、 セ ッ シ ョ ン中にいずれかのプロパテ ィ を変更
し て保存する場合には、 プロパテ ィ フ ァ イルが必要にな り ます。

プロパテ ィ フ ァ イルには、 初期値と し て、 次のプロパテ ィ が含まれています。

# サーバーのプロパティ 
vbroker.orb.enableServerManager=true 
vbroker.serverManager.name=BigBadBoss

サーバーは、 コマン ド ラ イ ンから次のよ う に起動されます。

prompt> Server -ORBpropStorage prop.txt

上位コンテナへのリファレンスの取得

サーバーマネージ ャが名前付きで起動されているため、 この例では、 2 番めの bind メ
ソ ッ ド を使用し ます （246 ページの 「サーバーマネージャ リ フ ァ レ ン スの取得」 を参照）。

Container topContainer = ContainerHelper.bind(orb,"BigBadBoss");

すべてのコンテナとそれらのプロパティの取得

次の例は、 get_all_properties、 get_all_operations、 および 
get_all_containers を使用し て、 現在のコ ンテナの下にあ るすべてのコ ンテナにすべ
てのプロパテ ィ と オペレーシ ョ ンを再帰的に照会する方法を示し ます。

public void displayContainer(NamedContainer cont, boolean top) { 
 
    // すべてのコンテナを取得します。 
    NamedContainer[] nc = cont.value.get_all_containers(); 
 
    // 現在のコンテナのすべてのプロパティを取得します。 
    Property[] props=cont.value.get_all_properties(); 
 
    // 現在のコンテナのすべてのオペレーションを取得します。 
    Operation[] ops=cont.value.get_all_operations(); 
 
    .... 
    // ここで、すべてのプロパティとオペレーションを出力し、 
    // すべてのコンテナを再帰的に処理します。 
 
 }
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プロパティの取得と設定、およびファイルへの保存

次のコード は、 コ ンテナにプロパテ ィ を照会する方法を示し ます。 コ ンテナが 上位コ ン
テナでない場合は、 上位コ ンテナからすべての親をたどって 上位コ ンテナに到達する必
要があ り ます。 get メ ソ ッ ド と  set メ ソ ッ ド は、 そのプロパテ ィ を所有する コ ンテナでのみ
呼び出すこ と ができ ます。

メ モ READONLY_ALL と い う  RW_STATUS 値を持つプロパテ ィ は、 設定でき ません。

public void getSetProperties(NamedContainer topCont) throws Exception { 
 
      // 最上位コンテナから ORB コンテナを取得します。 
      Container orbCont=topCont.value.get_container("ORB").value; 
 
      // iiop_tp SCM コンテナを取得します。 
      // このコンテナは次のように包含されています 
      // topCont->ORB->ServerEngines->iiop_tp->iiop_tp  
      // （最初の iiop_tp は ServerEngine の名前） 
 
      Container iiopCont=orbCont.get_container( 
                           "ServerEngines").value.get_container( 
                           "iiop_tp").value.get_container( 
                           "iiop_tp").value; 
 
      // bank_agent_poa コンテナを取得します。 
      // このコンテナは次のように包含されています 
      // topCont->ORB->RootPOA->Children->bank_agent_poa 
      Container poaCont=orbCont.get_container( 
                           "RootPOA").value.get_container( 
                           "Children").value.get_container( 
                           "bank_agent_poa").value; 
 
      // ORB コンテナからプロセス ID プロパティを取得します。 
      Property procIdProp=orbCont.get_property("vbroker.orb.procId"); 
  
      // iiop_tp コンテナからリスナーポートプロパティを取得します。 
      Property portProp=iiopCont.get_property( 
                       "vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port"); 
 
      // bank_agent_poa コンテナから upTime プロパティを取得します。 
      Property upTimeProp=poaCont.get_property("upTime"); 
 
      .... 
 
      // ユーザーがリスナーポート値を変更します。 
 org.omg.CORBA.Any portAny=orb.create_any(); 
    portAny.insert_long(newPort); 
    iiopCont.set_property( 
"vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port",portAny); 
 
   .... 
 
  // 更新されたプロパティをファイルに保存します。 
 
iiopCont.persist_properties(true); 
}
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Container でのオペレーションの呼び出し

ORB コ ンテナはオペレーシ ョ ン shutdown をサポー ト し ます。 このオペレーシ ョ ンを取得
するには、 コ ンテナの get_operation を呼び出し ます。

public void invokeShutdown(NamedContainer topCont) throws Exception { 
 
    Container orbCont=topCont.value.get_container("ORB").value; 
 
    System.out.println("Executing ShutDown ..."); 
 
    // パラメータ（boolean wait_for_completion）を準備します。 
    org.omg.CORBA.Any any=orb.create_any(); 
    any.insert_boolean(false); 
    Parameter[] params=new Parameter[1]; 
 
    // 結果（void）を準備します。 
    params[0]=new Parameter("waitForCompletion",any); 
    org.omg.CORBA.TypeCode result=orb.get_primitive_tc( 
                      org.omg.CORBA.TCKind.tk_void); 
 
    // オペレーションを準備します。 
    Operation op=new Operation("shutdown",params, result); 
 
    // オペレーションを呼び出します。 
    orbCont.do_operation(op); 
}

get_operation 呼び出し から 返さ れる  operation には、 デフォ ルト のパラ メ ータ があ
り ま す。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値が適切でない場合は、 これらの値を変更し てから  
do_operation メ ソ ッ ド を呼び出す必要があ り ます。

カスタムコンテナ

ユーザーアプ リ ケーシ ョ ンは、 コ ンテナを定義し てサーバーマネージャに追加する こ と が
でき ます。 コ ンテナは 2 つのプロパテ ィ を管理し、 1 つのオペレーシ ョ ンを定義し ます。
さ らに、 独自のス ト レージを使ってプロパテ ィ を格納する こ と も でき ます。 次の 2 つのプ
ロパテ ィ があ り ます。

オペレーシ ョ ンは次の とお り です。

プロパテ ィ 説明

manager.lockAll
Accounts

このプロパティは、 READWRITE_ALL という読み取り／書き込み状態 
を持ち、 サーバーの実行中に変更して適用できます。 このプロパティ
の目的は、 クライアントアプリケーションが AccountManager を使用で  
きないようにすることです。 このプロパティの初期値は、 起動時にサー
バーによって読み取られ、 サーバーのシャットダウン／再起動時に同
じファイルに保存されます。

manager.numAcco
unts

このプロパティは、 READONLY_ALL という読み取り／書き込み状態を 
持ち、 読み取り専用です。 このプロパティの目的は、 AccountManager
で Account の数を提供することです。 このプロパティの値はストレージ  
に書き込まれません。

オペレーシ ョ ン 説明

shutdown サーバーをシャットダウンし、 再起動は行いません。 シャットダウンす
る前に、 manager.lockAllAccounts プロパティがプロパティファ 
イルに書き込まれ （永続化され） ます。
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完全なサンプルについては、 次のデ ィ レ ク ト リ を参照し て く ださい。

<install_dir>/examples/vbe/ServerManager/custom_container/ 

カス タ ム コ ンテナの書き込み手順は次の とお り です。

1 サーバーマネージ ャの IDL で定義された Container イ ン ターフ ェース を実装し ます。

2 Container イ ン ターフ ェース を実装するサーバン ト を イ ン ス タ ン ス化し、 POA でア ク
テ ィ ブ化し ます。

3 サーバーマネージ ャの 上位コ ンテナへの リ フ ァ レン ス を取得し ます。 カ ス タ ム コ ン
テナを コ ンテナ階層に追加し ます。

サーバーマネージ ャ を有効にし てサーバーを起動する と、 ク ラ イ アン ト はカ ス タ ム コ ンテ
ナ と対話でき る よ う にな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが独自のス ト レージを実装するには、 サーバーマネージ ャの IDL で定義
された Storage イ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。 基本的な手順は、 カ ス タ
ム コ ンテナの実装手順と同じです。
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第 章

Chapter   19VisiBroker ネイティブ    
メッセージングの使用

はじめに

ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングは、 CORBA および RMI/J2EE （RMI-over-IIOP） アプ リ ケー
シ ョ ン用の OMG 準拠 2 フ ェーズ呼び出し フ レーム ワーク で、 言語に依存し ておらず、 可
搬性があ り 、 相互運用が可能で、 かつサーバーに対し て透過的です。

2 フェーズ呼び出し（2PI）

オブジェ ク ト 指向の用語では、 呼び出し と は、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト 上で行われる メ
ソ ッ ド の呼び出し をいいます。 概念的には、 呼び出しは次の 2 フ ェーズの通信で構成され
ます。

■ 第 1 フ ェーズのターゲ ッ ト への要求の送信

■ 第 2 フ ェーズのターゲ ッ ト からの応答の受信

CORBA、 RMI/J2EE、 .NET など従来のオブジェ ク ト 指向分散フ レーム ワーク では、 オブ
ジェ ク ト 上の呼び出しは 1 フ ェーズ呼び出し （1PI） であ り 、 送信フ ェーズ と受信フ ェー
ズは個々に公開されるのではな く 、 単一の操作内に一緒にカプセル化されます。 1 フ ェー
ズ呼び出しでは、 ク ラ イ アン ト の呼び出し元ス レ ッ ド は、 第 1 フ ェーズ終了後、 第 2 
フ ェーズが完了または中断する まで操作上でブロ ッ ク し ます。

第 1 フ ェーズ終了後にク ラ イ アン ト をアンブロ ッ ク でき、 かつ第 2 フ ェーズを別個に実行
でき る場合、 そのよ う な呼び出し を 2 フ ェーズ呼び出し （2PI ： Two-phase invocation） と い
います。 また、 2 つの呼び出し フ ェーズが完了する前にアンブロ ッ クする操作を、 ネイ
テ ィ ブ メ ッ セージングでは早期 リ ターン （PR ： premature return） と いいます。

2PI では、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 要求送信フ ェーズが修了後、 ただちにアン
ブロ ッ ク でき ます。 し たがって、 ク ラ イ アン ト は、 応答を待機する間、 呼び出し元ス レ ッ
ド を停止し て転送接続を保持する必要があ り ません。 ク ラ イ アン ト は、 別のク ラ イ アン ト
実行コ ンテキ ス ト から、 あ るいは別の転送接続を通し て、 応答を取得または受信でき ま
す。
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ポーリング／プルモデルとコールバックモデル

2 フ ェーズ呼び出しでは、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 各要求を送信後、 次のいず
れかを実行でき ます。 つま り 、 イ ンフ ラ ス ト ラ クチャによ って提供されるポー リ ングオブ
ジェ ク ト を使って応答を積極的にポー リ ングおよびプルするか、 あ るいはイ ンフ ラ ス ト ラ
クチャが要求を通知し、 指定された非同期コールバッ クハン ド ラ上で応答を返信するのを
消極的に待機する こ と ができ ます。 通常、 この 2 つの動作は、 それぞれ同期ポー リ ング／
プルモデルおよび非同期コールバッ ク モデル と呼ばれます。

非ネイティブメッセージングと IDL の変形

CORBA Messaging などネ イ テ ィ ブでない メ ッ セージングでは、 ネ イ テ ィ ブの IDL または 
RMI イ ン ターフ ェース上でネイ テ ィ ブのオペレーシ ョ ンシグニチャ を使って 2 フ ェーズ呼
び出し を実行する こ と はでき ません。 かわ り に、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 さ ま
ざまな呼び出し フ ェーズで、 さ まざまな応答取得モデルを使用し て、 さ まざまに変形され
たオペレーシ ョ ンを呼び出す必要があ り ます。

た と えば CORBA Messaging では、 ターゲ ッ ト 上で foo (<parameter_list>) オペレー
シ ョ ンの 2 フ ェーズ呼び出し を実行するには、 ネイ テ ィ ブのシグニチャ  foo() ではな く 、
次の変形シグニチャのいずれかを使って要求送信を実行し ます。

// ポーリング／プルモデルの場合 
sendp_foo(<input_parameter_list>);

// コールバックモデルの場合 
sendc_foo(<callback_handler>, <input_parameter_list>);

応答ポー リ ングオペレーシ ョ ンのシグニチャは次のよ う にな り ます。

foo(<timeout>, <return_and_output_parameter_list_as_output>);

応答配信コールバッ ク オペレーシ ョ ンのシグニチャは次のよ う にな り ます。

foo(<return_and_output_parameter_list_reversed_as_input>);
これらの変形オペレーシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ンで指定された元のイ ン ターフ ェースに
追加された追加シグニチャであ るか、 または追加の型固有のイ ン ターフ ェース または 
valuetype で定義された追加シグニチャのいずれかです。

非ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングで IDL を変更する場合、 次のよ う な問題点があ り ます。

■ 元の IDL イ ン ターフ ェース と オペレーシ ョ ンシグニチャの直観的なわか り やすさが損
なわれます。

■ Java RMI の場合など、 ほかのオペレーシ ョ ン変形と競合する可能性があ り ます。

■ 元の IDL イ ンタ ーフェ ース によ ってすでに使用さ れている オペレ ーショ ンシグニチャ と
矛盾する可能性があ り ます。

■ イ ン ターフ ェースのバイナ リ 互換性が失われます。 た と えば、 シグニチャが変形され
ている場合、 変形されていない場合のいずれでも、 イ ン ターフ ェースは、 言語マ ッ ピ
ングでバイナ リ 互換であ る と は限 り ません。

■ IDL オペレーシ ョ ン と ネイ テ ィ ブの GIOP メ ッ セージ と の間の自然なマ ッ ピングが重視
されないため、 ポータブルイ ン ターセプタのよ う なほかの OMG CORBA 機能と併用す
る と矛盾が発生し た り ジレンマに陥 り ます。

ネイティブメッセージングソリューション

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングは、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って定義されているネイ テ ィ ブな 
IDL 言語マ ッ ピング と ネ イ テ ィ ブな RMI イ ン ターフ ェースだけを、 イ ン ターフ ェース を
ま った く 変形せずに、 またアプ リ ケーシ ョ ン固有のイ ン ターフ ェース または valuetype を追
加せずに使用し ます。

た と えば、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 要求の foo(<parameter_list>) への送信
や、 ポー リ ング／プルモデルまたはコールバッ ク モデルでの応答の取得 （または受信）
は、 完全にネイ テ ィ ブな foo(<parameter_list>) オペレーシ ョ ンを使用し て、 ネイ
テ ィ ブの IDL または RMI イ ン ターフ ェース上で実行されます。 変形されたオペレーシ ョ
ンシグニチャやイ ン ターフ ェース、 または valuetype が導入された り 使用される こ と はあ り
ません。
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こ の完全にネイ テ ィ ブで変形を伴わない手法は、 明快でわか り やすいだけでな く 、 オペ
レーシ ョ ンシグニチャ変形によ る競合や名前の競合、 矛盾などを完全に排除でき ます。

リクエストエージェント

OMG のセキ ュ リ テ ィ サービ スや ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と同様に、 ネイ テ ィ ブ メ ッ
セージングは、 オブジェ ク ト サービ ス レベルのソ リ ューシ ョ ンであ り 、 完全に相互運用可
能なブローカーサーバーであ る リ ク エス ト エージェ ン ト と、 OMG ポータブルイ ン ターセ
プタ仕様に完全に準拠し ている ク ラ イ アン ト 側の可搬性のあ る リ ク エス ト イ ン ターセプタ
に基づいています。

2 フ ェーズ呼び出し を実行する際、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングアプ リ ケーシ ョ ンは、 要求
を ターゲ ッ ト オブジェ ク ト へ直接送信し ません。 かわ り に、 指定された リ ク エス ト エー
ジェ ン ト 上に作成されたデ リ ゲー ト 要求プロ キシ上で、 要求呼び出しが実行されます。 要
求プロ キシは、 指定された ターゲ ッ ト オブジェ ク ト に呼び出し をデ リ ゲー ト し、 ク ラ イ ア
ン ト のコールバッ クハン ド ラに応答を配信するか、 またはク ラ イ アン ト のポー リ ング／プ
ル時に応答を返す役割を果た し ます。

し たがって、 リ ク エス ト エージェ ン ト を ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが認識する必要が
あ り ます。 それには、 通常、 OMG 準拠の ORB 初期化コマン ド引数を使って ク ラ イ アン ト  
ORB を初期化し ます。

-ORBInitRef  RequestAgent=<request_agent_ior_or_url>

こ のコマン ド によ り 、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 この ORB からの リ ク エス ト
エージェ ン ト リ フ ァ レン ス を初期サービ ス と し て解決し ます。 次に例を示し ます。

// Java でのリクエストエージェントリファレンス取得 
org.omg.CORBA.Object ref 
    = orb.resolve_initial_references("RequestAgent"); 
NativeMessaging.RequestAgentEx agent 
    = NativeMessaging.RequestAgentExHelper.narrow(ref);

デフ ォル ト では、 リ ク エス ト エージェ ン ト の URL は次の とお り です。

corbaloc::<host>:<port>/RequestAgent

こ こで、 <host> は リ クエス ト エージェン ト サーバーのホス ト 名またはド ッ ト 付きの IP ア ド レ
スです。 また、 <port> は、 こ のサーバーの TCP リ スナーポー ト 番号です。 デフ ォル ト で
は、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの リ ク エス ト エージェ ン ト はポー ト  5555 を使用し ます。

ネイティブメッセージングの Current オブジェクト

OMG のセキ ュ リ テ ィ サービ スや ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と同様に、 ネイ テ ィ ブ メ ッ
セージングは、 ス レ ッ ド ローカルの Current オブジェ ク ト を使用し て、 2 フ ェーズ呼び出し
を実行するための追加補助パラ メ ータ を提供およびア ク セス し ます。 このパラ メ ータに
は、 ブロ ッ キング タ イ ムア ウ ト 、 リ ク エス ト タ グ、 Cookie、 ポーラー リ フ ァ レン ス、 応答
の有効性フ ラ グなどが含まれます。 これらのパラ メ ータのセマンテ ィ ク ス定義と使用方法
については、 後で説明し ます。 同様に、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current オブジェ ク
ト リ フ ァ レン スは、 ORB から初期サービ ス と し て解決でき ます。 次に例を示し ます。

// Java での Current オブジェクトリファレンス取得 
org.omg.CORBA.Object ref 
    = orb.resolve_initial_references("NativeMessagingCurrent"); 
NativeMessaging.Current current  
    = NativeMessaging.CurrentHelper.narrow(ref);

コアオペレーション

2 フ ェーズフ レーム ワーク では、 通常の呼び出しはすべて、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ
ンによ る管理が可能な 2 つの独立し たフ ェーズで実行でき ます。 しかし、 こ の 2 フ ェーズ
呼び出しサービ ス を実行または使用する際に、 フ レーム ワークやク ラ イ アン ト がフ レーム
ワーク のほかの基本コ ア機能を必要とする場合があ り ます。 基本コ ア機能にア ク セスする
ために使用されるオペレーシ ョ ンを コ アオペレーシ ョ ン と いいます。 この場合、 次のこ と
が望まれます。

■ コ アオペレーシ ョ ンが常に 1 フ ェーズ呼び出しで実行される。 つま り 、 コ アオペレー
シ ョ ン上での呼び出しは、 完了または中断する まで、 常にブロ ッ クする。
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■ コ アオペレーシ ョ ンは、 かかわっている通常の 2 フ ェーズ呼び出しのすべてに対し て、
常に直交する。

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 すべての擬似オペレーシ ョ ンはコ アオペレーシ ョ ン と し
て予約されます。

メ モ こ のマニュ アルでは、 明示的に述べていない限 り 、 「呼び出し」 または 「オペレーシ ョ ン」
は、 コ アオペレーシ ョ ンではない双方向オペレーシ ョ ンを意味し ます。

StockManager サンプル

こ こ では、 StockManager サンプルを使ってネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの使用例を示し ま
す。 こ のサンプルは、 <install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/
stock_manager デ ィ レ ク ト リ にあ る製品添付の完全バージ ョ ンを短縮し た ものであ り 、
CORBA Messaging StockManager サンプル と同等の機能を例示するために提供されていま
す。

次のサンプルは、 サーバーオブジェ ク ト に次のよ う に定義された IDL イ ン ターフ ェース  
StockManager があ る こ と を前提と し ています。

// 場所：<install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/ 
//       stock_manager/StockManager.idl 
interface StockManager { 
    boolean add_stock(in string symbol, in float price); 
    boolean find_closest_symbol(inout string symbol); 
};

従来の 1 フ ェーズ呼び出し  add_stock() または find_closest_symbol() は、 対象と
なる株式管理サーバーで、 銘柄記号を追加または検索し ます。 呼び出し コードのサンプルを
次に示し ます。

// 呼び出し、呼び出し元に戻るまでブロック 
boolean stock_added = stock_manager.add_stock("ACME", 100.5); 
omg.org.CORBA.StringHolder symbol_holder 
    = new omg.org.CORBA.StringHolder("ACMA"); 
boolean closest_found 
    = stock_manager.find_closest_symbol(symbol_holder);

こ の 1 フ ェーズ呼び出しの場合、 呼び出しは、 ク ラ イ アン ト が戻 り 値または例外を受信す
る までブロ ッ ク されます。

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングを使用する と、 2 フ ェーズ呼び出し を同じ株式管理サーバー上
で実行でき ます。 これらの呼び出しに対する応答は、 以降の 260 ページの 「ポー リ ング／
プルモデル」 と 262 ページの 「コールバッ ク モデル」 に示すよ う に、 同期ポー リ ング／プ
ルモデルまたは非同期コールバッ ク モデルを使って取得または戻すこ と ができ ます。

メ モ こ のマニュ アルでは、 C++ の StockManager サンプルコード を示し ます。 対応する  Java 
コード は、 『VisiBroker for Java 開発者ガ イ ド』 の 「VisiBroker ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングの
使用」 にあ り ます。

ポーリング／プルモデル

ポー リ ング／プルモデルでは、 2 フ ェーズ呼び出しの結果は、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケー
シ ョ ンによ ってプルバッ ク されます。 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングのポー リ ング／プル 2 
フ ェーズ呼び出しの手順を次に示し ます。

1 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージング リ ク エス ト エージェ ン ト から要求プロ キシを作成し ます。
こ のプロ キシは、 特定のターゲ ッ ト オブジェ ク ト （このサンプルでは株式管理サー
バー） 用に作成され、 要求を ターゲ ッ ト にデ リ ゲー ト するために使用されます。

2 こ のプロ キシの型付き受信者または I イ ン ターフ ェース を取得し ます。 こ の型付き受信
者は、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが要求をプロ キシに送信するために使用し ます。
プロ キシの型付き受信者は、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト と同じ  IDL イ ン ターフ ェース を
サポー ト し ます。 こ の例では、 型付き受信者は StockManager イ ン ターフ ェース をサ
ポー ト し、 型付き  StockManager ス タブにナローイ ングでき ます。

3 型付き受信者ス タブ上で呼び出し を複数回行い、 第 1 フ ェーズの呼び出し を実行し ま
す。 デフ ォル ト では、 型付き受信者上の呼び出しは、 ダ ミ ーの出力と戻 り 値と一緒に
返されます。 これを早期 リ ターン と いいます。 プロ キシの型付き受信者から例外を生
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成する こ と な く 早期 リ ターンを受信し た場合、 それは、 2 フ ェーズ呼び出しが正常に開
始された こ と を示し ます。 また、 要求が受け付け られ、 リ ク エス ト エージェ ン ト に
よ って別個のポー リ ングオブジェ ク ト に割 り 当て られた こ と を示し ます。 2 フ ェーズ呼
び出しのポー リ ングオブジェ ク ト は、 ローカルの NativeMessaging Current から利用でき
ます。 型付き受信者と同様に、 すべてのポー リ ングオブジェ ク ト も、 ターゲ ッ ト オブ
ジェ ク ト と同じ  IDL イ ン ターフ ェース （このサンプルでは StockManager） をサポー ト
し ます。

4 可用性をポー リ ング し、 応答をポー リ ングオブジェ ク ト からプルバッ ク し て、 呼び出
しの第 2 フ ェーズを実行し ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンはポー リ ングオブジェ
ク ト を対応する型付き受信者ス タブ （このサンプルでは StockManager） にナローイ ン
グ し、 要求送信フ ェーズで呼び出されたの と同じオペレーシ ョ ンを呼び出し ます。
ポー リ ングオブジェ ク ト 上で呼び出し を実行する場合、 入力パラ メ ータは無視されま
す。 また、 エージェ ン ト は、 デ リ ゲー ト された ターゲ ッ ト オブジェ ク ト へは新しい要
求を配信し ません。 エージェ ン ト は、 ポー リ ングオブジェ ク ト 上で実行されたすべて
の呼び出し をポー リ ング／プル リ ク エス ト と し て扱います。 通常、 NativeMessaging 
Current を介し て タ イ ムア ウ ト 値を補助パラ メ ータ と し て提供し、 大ポー リ ングブ
ロ ッ キング タ イ ムア ウ ト を指定でき ます。 タ イ ムア ウ ト 前に応答があった場合、 ポー
リ ング呼び出しは、 実際の呼び出しから出力パラ メ ータ と戻 り 値と と もに処理完了 リ
ターンを受信し ます。 そ う ではな く 、 タ イ ムア ウ ト 経過後も応答がなかった場合、
ポー リ ングは 終的に早期 リ ターンを も う 一度返し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 Native 
Messaging Current の reply_not_available 属性を使用し て、 ポー リ ング リ ターンが
早期 リ ターンかど う かを判別する必要があ り ます。

次のサンプルコード は、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングを使って株式管理オブジェ ク ト 上で
ポー リ ング／プル 2 フ ェーズ呼び出し を実行する方法を示し た ものです。

// 場所：<install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/ 
//       stock_manager/PollingClient.java 
 
// 1. 対象 stock_manager サーバー上に非ブロッキング要求を作成するための 
//    要求プロキシをリクエストエージェントから作成します。 
RequestProxy proxy = agent.create_request_proxy( 
        stock_manager, "", null, 
        new NameValuePair[0]); 
 
// 2. プロキシの要求受信者を取得します。 
StockManager stock_manager_rcv 
    = StockManagerHelper.narrow(proxy.the_receiver()); 
 
// 3.  2 つの要求を受信者に送信し、  
// ネイティブメッセージングの Current オブジェクトから応答ポーラーを取得しま
す。 
StockManager[] pollers = new StockManager[2]; 
stock_manager_rcv.add_stock("ACME", 100.5); 
pollers[0] = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
StringHolder symbol_holder = new StringHolder("ACMA"); 
stock_manager_rcv.find_closest_symbol(symbol_holder); 
pollers[1] = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
  
// 4. 2 つの関連付けられた応答をポーリング／プルします。 
current.wait_timeout(max_timeout); 
 
boolean stock_added; 
do { stock_added = pollers[0].add_stock("", 0.0); } 
while(current.reply_not_available()); 
 
boolean closest_found; 
do { closest_found = pollers[1].find_closest_symbol(symbol_holder); } 
while(current.reply_not_available());

メ モ ■ ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 2 フ ェーズ呼び出しの要求送信フ ェーズ と応答ポー リ
ング／プルフ ェーズはすべて同じオペレーシ ョ ンシグニチャ を使用し ます。 2 フ ェーズ
呼び出しの 2 つのフ ェーズの両方で使用される こ のオペレーシ ョ ンは、 実際のターゲ ッ
ト の IDL イ ン ターフ ェースで定義されているの と ま った く 同じネイ テ ィ ブなオペレー
シ ョ ンです。

■ ポー リ ングオブジェ ク ト は、 ネ ッ ト ワーク上の位置透過性を持つ通常の CORBA オブ
ジ ェ ク ト です。 し たがって、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 2 フ ェーズ呼び出しの要
求送信フ ェーズ と応答ポー リ ングフ ェーズは、 同じ ク ラ イ アン ト 実行コ ンテキス ト 内
で、 かつ同じ転送接続を使って行 う 必要はあ り ません。
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■ ポー リ ング／プルフ ェーズで例外が発生し た場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 Current の 
reply_not_available 属性を使用し て、 例外が応答ポー リ ング／プルのエラーによ
る ものなのか、 デ リ ゲー ト された要求の実際の結果であ る例外を正常にプルし た もの
なのかを判別する必要があ り ます。 TRUE は、 例外がク ラ イ アン ト と エージェ ン ト 間の
ポー リ ング／プルエラーであ る こ と を示し ます。 FALSE は、 例外がデ リ ゲー ト された
要求の実際の結果であ る こ と を示し ます。

■ 早期 リ ターンでは、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングは、 すべての非プ リ ミ テ ィ ブの出力パ
ラ メ ータ と戻 り 値を null に設定し ます。 これは、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングが CORBA 
環境ではな く ローカルの Current オブジェ ク ト を使用する点を除いて、 OMG の例外処
理以外の C++ マ ッ ピングに似ています。

追加機能、 さ まざまなポー リ ング／プルモデル、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの API の構文
およびセマンテ ィ ク スの仕様については、 264 ページの 「高度な項目」 と 271 ページの
「ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの API 仕様」 で説明し ます。

コールバックモデル

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングのコールバッ ク モデルを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 要
求をプロ キシの型付き受信者に送信後すぐにアンブロ ッ ク されます。 これらの呼び出しに
対する応答は、 要求プロ キシ作成時に指定された コールバッ ク応答受信者に配信されま
す。

ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングの 2 フ ェーズ呼び出し を コールバッ ク モデルで実行する手順を
次に示し ます。

1 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージング リ ク エス ト エージェ ン ト から要求プロ キシを作成し ます。
こ のプロ キシは、 特定のターゲ ッ ト オブジェ ク ト 用に作成されます。 ポー リ ング／プ
ルモデル と同様に、 こ のプロ キシは、 指定された ターゲ ッ ト に要求をデ リ ゲー ト する
ために使用されます。 応答受信者コールバッ クハン ド ラは、 ポー リ ング／プルモデル
では null リ フ ァ レン スですが、 こ の要求プロ キシ作成時にも指定されます。 リ ク エス
ト エージェ ン ト は、 こ のプロ キシによ ってデ リ ゲー ト された要求に対し て新し く 行わ
れた応答をすべて コールバッ クハン ド ラに配信し ます。

2 ポー リ ング／プルモデルの 2 番めの手順と同様に、 このプロ キシの型付き受信者または 
I イ ン ターフ ェース を取得し、 それを型付き  I ス タブ （このサンプルでは StockManager 
ス タブ） にナローイ ング し ます。

3 ポー リ ング／プルモデルの 3 番めの手順と同様に、 プロ キシの型付き受信者ス タブ上で
呼び出し を複数回実行し て第 1 呼び出し フ ェーズを実行し ます。 デフ ォル ト では、 型付
き受信者上の呼び出しは、 ダ ミ ーの出力と戻 り 値と一緒に返されます。 これを早期 リ
ターン と いいます。 プロ キシの型付き受信者上での例外な しの早期 リ ターンは、 2 
フ ェーズ呼び出しが正常に開始された こ と を示し ます。

4 応答を受信し て、 呼び出しの第 2 フ ェーズを完了し ます。 コールバッ ク モデルでは、 こ
れは、 完全に独立し た実行コ ンテキス ト 内で非同期に実行されます。 ク ラ イ アン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンは、 応答受信者オブジェ ク ト を実装し、 ア ク テ ィ ブ化し ます。 この
コールバッ ク オブジェ ク ト はタ イプ固有のオブジェ ク ト ではな く 、 実際のターゲ ッ ト
の IDL イ ン ターフ ェースに依存し ません。 このコールバッ クハン ド ラのキーと なるオ
ペレーシ ョ ンは、 サンプルコード の後で説明する  reply_available() メ ソ ッ ド で
す。

次のサンプルコード は、 コールバッ ク モデルの 2 フ ェーズ呼び出し を株式管理オブジェ ク
ト 上で実行するためにネイ テ ィ ブ メ ッ セージングを使用するための 初の 3 手順を示し た
ものです。

// 場所：<install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/ 
//       stock_manager/CallbackClient.java 
 
// タイプに依存しないコールバックハンドラリファレンスを取得します。 
NativeMessaging.ReplyRecipient reply_recipient = …; 
// 1. 対象 stock_manager サーバー上に非ブロッキング要求を作成するための 
// 要求プロキシをリクエストエージェントから作成します。 
RequestProxy proxy = agent.create_request_proxy( 
        stock_manager, "", reply_recipient, 
        new NameValuePair[0]); 
 
// 2. プロキシの要求受信者を取得します。 
StockManager stock_manager_rcv 
    = StockManagerHelper.narrow(proxy.the_receiver()); 
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// 3. 2 つの要求を受信者に送信します。 
stock_manager_rcv.add_stock("ACME", 100.5); 
StringHolder symbol_holder = new StringHolder("ACMA"); 
Stock_manager_rcv.find_closest_symbol(symbol_holder);

こ こ で、 reply_recipient コールバッ クハン ド ラは、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンのター
ゲ ッ ト タ イプに関係な く 、 NativeMessaging::ReplyRecipient オブジェ ク ト です。
ReplyRecipient イ ン ターフ ェースは次のよ う に定義されます。

// 場所：<install_dir>/idl/NativeMessaging.idl 
 
interface NativeMessaging::ReplyRecipient { 
    void reply_available( 
        in object reply_holder, 
        in string operation, 
        in sequence<octet> the_cookie); 
    ); 
};

reply_available() の reply_holder パラ メ ータは反射コールバッ ク リ フ ァ レ ン ス と
呼ばれ、 ポー リ ング／プルモデルの応答ポーラーオブジェ ク ト と同じです。 これは、 ポー
リ ング／プルモデルのク ラ イ アン ト がポー リ ングオブジェ ク ト から応答結果をプルバッ ク
するの と同じ方法で、 reply_available() イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが応答結果をプル
バッ クするために使用でき ます。

メ モ 応答を コールバッ クハン ド ラに配信する際、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングは、 二重デ ィ ス
パッチパターンを使って コールバッ ク モデルをポー リ ング／プルモデルに反転させます。
こ の と き、 応答受信者イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 応答を取得するために型付き  
reply_holder リ フ ァ レン ス上で 2 番めの （反射） コールバッ ク を実行し ます。

次のコード は、 reply_available() メ ソ ッ ド のサンプルイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。

// 場所：<install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/ 
//       stock_manager/AsyncStockRecipient.java 
 
void reply_available( 
    omg.org.CORBA.Object reply_holder, 
    String operation, 
    byte[] cookie) 
{ 
    StockManager poller 
        = StockManagerHelper.narrow(reply_poller); 
  
    // 反射コールバックを使って応答を取得します。 
    if( operation.equals( "add_stock") ) { 
        // add_stock() の戻り値を取得します。 
        boolean stock_added = poller.add_stock("", 0.0); 
        ... 
    } 
    else  
    if( operation.equals("find_closest_symbol") ) { 
            StringHolder symbol_holder = new StringHolder(""); 
            // find_closest_symbol() の戻り値を取得します。 
            boolean closest_found 
                = poller.find_closest_symbol(symbol_holder); 
            ... 
    } 
}

メ モ ■ ネイ ティ ブメ ッ セージングでは、 2 フェ ーズ呼び出し の要求送信フェ ーズと 応答受信
フェ ーズはどちら も 同じ オペレーショ ンを使用し ます。 2 フェ ーズ呼び出し の 2 つの
フ ェーズの両方で使用さ れる オペレーショ ンは、 実際のタ ーゲッ ト の IDL イ ンタ ーフェ ー
スで定義されているのと まった く 同じネイテ ィブなオペレーシ ョ ンです。

■ 応答受信者オブジェ ク ト は、 通常の CORBA オブジェ ク ト で、 ネ ッ ト ワーク上での位置
が透過的です。 し たがって、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 応答受信者コールバッ
ク オブジェ ク ト は、 必ずし も要求送信元のク ラ イ アン ト プロセス内にあ る と は限 り ま
せん。

■ reply_available() イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが reply_holder から応答を取得す
る際に例外が発生し た場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは Current の reply_not_available 
属性を使用し て、 例外がエラーの取得を報告し ているのか、 デ リ ゲー ト された要求の
実際の結果が例外であ り 、 その結果を正常に取得し た こ と を報告し ているのかを判別
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する必要があ り ます。 TRUE は、 こ の例外がク ラ イ アン ト と エージェ ン ト 間の応答取得
エラーであ る こ と を示し ます。 FALSE は、 こ の例外がデ リ ゲー ト された要求の実際の
結果であ る こ と を示し ます。

■ reply_holder での応答取得オペレーシ ョ ンは、 reply_available() メ ソ ッ ド の範
囲内でのみ実行する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが reply_available() から
戻る と、 reply_holder は有効でな く な り ます。

追加機能、 さ まざまなポー リ ング／プルモデル、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの API 仕様に
ついては、 264 ページの 「高度な項目」 と 271 ページの 「ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの 
API 仕様」 で説明し ます。

高度な項目

グループポーリング

前記の例で示し た よ う に、 特定の要求プロ キシが複数の要求をデ リ ゲー ト でき ます。 ただ
し、 要求によ って処理時間が異な るため、 要求からの応答は、 必ずし も要求が呼び出され
た順序で準備完了状態になっている と は限 り ません。 個々の要求を 1 つずつポー リ ングす
るかわ り に、 グループポー リ ングを使用する と、 特定の要求プロ キシによ って複数の要求
がデ リ ゲー ト されているポー リ ング ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 多重化集合内で応
答の可用性を判別でき ます。

要求をグループポー リ ングに参加させるには、 特定のプロ キシに送信される要求にタ グを
付ける必要があ り ます。 リ ク エス ト タ グは、 グループ、 つま り 要求プロ キシのス コープ内
で要求を識別するために、 ク ラ イ アン ト によ って割 り 当て られます。 ネイ テ ィ ブ メ ッ セー
ジングでは、 ス コープ （要求プロ キシ） 内で一意でなければな ら ないこ と を除いて、 リ ク
エス ト タ グの内容に制約はあ り ません。 タ グが付け られていない要求 （空白タ グの要求）
はグループポー リ ングには関与せず、 そのよ う な要求の応答の可用性は、 グループポー リ
ングの結果では報告されません。

グループポー リ ングを使用する手順を次に示し ます。

1 タ グ付き要求を送信し ます。 要求にタ グを付けるには、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ
ンは、 型付き受信者イ ン ターフ ェースで （要求の配信前に） 呼び出し を行 う 前に、
ローカルのネイ テ ィ ブ メ ッ セージング Current オブジェ ク ト の request_tag 属性を設
定し ます。 リ ク エス ト タ グの内容は、 ス コープ （プロ キシ） 内で一意であ る限 り 、 ア
プ リ ケーシ ョ ンが自身の都合に合わせて指定でき ます。

2 プロ キシの poll(max_timeout, unmask) オペレーシ ョ ンを呼び出すこ と によ り 、
個々のポーラーではな く 要求プロ キシに対し て応答の可用性をポー リ ング し ます。 こ
のオペレーシ ョ ンは、 タ イ ムア ウ ト にな る まで、 またはプロ キシによ ってデ リ ゲー ト
された タ グ付き要求が処理完了 リ ターンを返す準備が完了する まで、 ブロ ッ ク し ます。
処理完了 リ ターンを返す準備が完了する と、 タ グは、 返される リ ク エス ト タ グシーケ
ン スに入れられます。 空白のタ グシーケン スが返された場合、 タ イ ムア ウ ト が終了し
た こ と を示し ます。

3 グループポー リ ングの戻 り 値によ って処理完了 リ ターンの準備ができた こ と を報告し
た個々のポーラーから、 応答結果を取得し ます。

次のサンプルコード は、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングのグループポー リ ング機能を使用する
上記の手順の例を示し た ものです。

// 場所：<install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/ 
//       stock_manager/GroupPollingClient.java 
StockManager pollers[] = new StockManager[2]; 
// タグ付き要求を 1 つ送信します。 
current.request_tag("0".getBytes()); 
stock_manager_rcv.add_stock("ACME", 100.5); 
pollers[0] = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
 
// タグ付き要求をもう 1 つ送信します。 
current.request_tag("1".getBytes()); 
StringHolder symbol_holder = new StringHolder("ACMA"); 
Stock_manager_rcv.find_closest_symbol(symbol_holder); 
pollers[1] = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
 
// プロキシで要求の可用性をポーリングし、応答を取得します。 
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byte[][] tags = null; 
while(true) { 
    // 可用性をポーリングします。 
    try { 
        tags = proxy.poll(max_timeout, true); 
    } 
    catch(PollingGroupIsEmpty e) { 
        proxy.destroy(true); 
        break; 
    } 
 
    // 応答を取得します。 
    for(int i=0;i<tags.length;i++) { 
        int id = Integer.parseInt(new String(tags[i])); 
 
        switch(id) { 
            case 0: // 最初に送信されたタグ付き要求 
                boolean stock_added; 
                stock_added = pollers[0].add_stock("", 0.0); 
                break; 
  
            case 1: // 2 番めに送信されたタグ付き要求 
                boolean closest_found; 
                closest_found 
                    = pollers[1].find_closest_symbol(symbol_holder); 
                break; 
 
            default: 
                break; 
        } 
    } 
}

メ モ ■ 各呼び出し後、 Current の request_tag 属性は自動的に空または null に リ セ ッ ト され
ます。

■ すでに別の 2PI またはプロ キシによ って使用された request_tag を使ってプロ キシで 
2PI を開始し よ う とする と、 マイナーコード が 
NativeMessaging::DUPLICATED_REQUEST_ 
TAG の CORBA BAD_INV_ORDER 例外が生成されます。

■ 要求プロ キシの poll() オペレーシ ョ ンの unmask パラ メ ータは、 poll() がすべての
処理完了要求のマス ク を解除するかど う かを指定し ます。 マス ク を解除し た場合、 そ
の次の poll() は、 それらの処理完了要求を処理せず、 報告し ません。

■ プロ キシ上のすべての要求にタ グが付け られておらず、 マス ク も解除されていない場
合、 poll() は PollingGroupIsEmpty 例外を生成し ます。
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応答受信者における Cookie と応答逆多重化

前記の例で示し た よ う に、 特定の要求プロ キシが複数の要求をデ リ ゲー ト でき ます。 コー
ルバッ ク モデルでは、 これらの要求への応答はすべて、 プロ キシ作成時に指定された同じ
応答受信者オブジェ ク ト に送 り 返されます。 問題は、 ク ラ イ アン ト が 1 つの 
ReplyRecipient コールバッ クハン ド ラ上でさ まざまな応答をどのよ う に逆多重化するかで
す。

OMG CORBA Messaging を使用する アプ リ ケーシ ョ ン も同じ問題に直面し ます。 多 く の
コールバッ ク オブジェ ク ト がア ク テ ィ ブ化されるのを避けるために、 CORBA Messaging で
は、 アプ リ ケーシ ョ ンが POA のデフ ォル ト サーバン ト またはサーバン ト マネージャ を
使ってコールバッ クオブジェ ク ト を操作し、 コールバッ ク リ フ ァ レン ス ご と に異なるオブ
ジェ ク ト  ID を割 り 当てる こ と が推奨されています。 これは、 応答受信者プロセス内で多
く のコールバッ ク オブジェ ク ト がア ク テ ィ ブ化されるのを避ける こ と ができ ますが、 各
コールバッ ク要求を送信するためにオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を作成し てマーシャ リ ング
する必要があ るため、 柔軟性のない非効率的な方法です。

ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 2 つの逆多重化 メ カニズムをサポー ト し てお り 、 それら
は、 逆多重化粒度の必要性に応じ て一緒にまたは単独で使用でき ます。 オペレーシ ョ ンシ
グニチャによ る逆多重化は、 粗粒度ですが便利な メ カニズムで、 ReplyRecipient の 
reply_available() コールバッ ク メ ソ ッ ド内で使用でき ます。 この メ カニズムは、 前
述のサンプルの一部で使用されています。

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングのコールバッ ク モデルにおける さ らに効率的な逆多重化 メ カニ
ズムは、 要求 Cookie の使用です。 要求 Cookie は、 Octet のシーケン ス （またはバイ ト 配
列） です。 Cookie の内容は、 要求を送信する前にネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Currento オ
ブジェ ク ト で ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンによ って指定されます。 指定された Cookie 
は、 その要求の応答を配信する際に応答受信者の reply_available() メ ソ ッ ド に渡さ
れます。 Cookie の内容に制約はま った く な く 、 一意性も必要あ り ません。 Cookie の内容
は、 コールバッ ク の逆多重化の際にアプ リ ケーシ ョ ン自身に と って便利で効率がよいよ う
に、 アプ リ ケーシ ョ ンが決定し ます。

次のサンプルコード は、 Cookie を要求に割 り 当てる方法を示し た ものです。

// Cookie 付きの要求を送信します。 
current.the_cookie("add stock".getBytes()); 
stock_manager_rcv.add_stock("ACME", 100.5); 
 
// 別の Cookie を付けた別の要求を送信します。 
current.the_cookie("find symbol".getBytes()); 
StringHolder symbol_holder = new StringHolder("ACMA"); 
stock_manager_rcv.find_closest_symbol(symbol_holder);

次のサンプルコード は、 応答受信者が添付 Cookie を使って逆多重化を行 う 方法を示し た
ものです。

void reply_available( 
    omg.org.CORBA.Object reply_poller, 
    String operation, 
    byte[] cookie) 
{ 
    StockManager poller 
        = StockManagerHelper.narrow(reply_poller); 
 
    String id = new String(cookie); 
  
    if( id.equals( "add stock") ) { 
        boolean stock_added.add_stock("", 0.0); 
 
        ... 
    } 
    else  
    if( id.equals("find symbol") ) { 
        StringHolder symbol_holder = new StringHolder(""); 
        boolean closest_found 
            = poller.find_closest_symbol(symbol_holder); 
        ... 
    } 
}
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2 フェーズ呼び出しへの展開

従来の 1 フ ェーズ呼び出し と比較し て、 2 フ ェーズ呼び出しでは、 応答ポー リ ング通信の
往復が追加で発生し ます。 長時間かかる重いタ ス ク では、 ほ と んど発生し ない追加の通信
往復によ る遅延は重要ではあ り ません。 しかし、 軽い短時間の呼び出しでは、 この遅延が
望ま し く ない場合があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンに と って、 軽い短時間の呼び出しは追加の遅延を発生させずに 1 フ ェー
ズで完了でき、 重 く て長時間かかる呼び出しは、 自動的に 2 フ ェーズで実行し て ク ラ イ ア
ン ト の実行コ ンテキ ス ト と転送接続を保持し な く て済むのが、 理想的です。

ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 2 フ ェーズ呼び出しへの展開機能を使用し て これを実現
でき ます。 デフ ォル ト では、 プロ キシの型付き受信者で呼び出し を行 う と、 必ず、 応答結
果と一緒に早期 リ ターンがポー リ ングバッ ク されるか、 別の呼び出し フ ェーズで後でコー
ルバッ ク を通し て配信されます。 2 フ ェーズ呼び出しへの展開機能を使用する と、 プロ キ
シの型付き受信者での呼び出しは、 指定された タ イ ムア ウ ト が終了する前に完了でき る場
合は、 ブロ ッ ク し て処理完了 リ ターンを生成し ます。 そ う ではな く 、 タ イ ムア ウ ト が終了
する までに呼び出し を完了できない場合は、 早期 リ ターンを生成する こ と によ り 、 2 
フ ェーズ呼び出しに展開し ます。 プロ キシの型付き 受信者での呼び出し が 2 フェ ーズ呼び
出し に展開し たかどう かを確認する には、 ロ ーカルのネイ ティ ブメ ッ セージング  Current オ
ブジェ ク ト の reply_not_available 属性を リ ターン後に調べます。

こ の機能を使用するには、 次の操作を実行し ます。

■ 要求プロ キシは、 WaitReply プロ パティ の値を  TRUE に設定し て作成する 必要があり ま
す。

■ 呼び出しの前に、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージング Current の wait_timeout 属性をゼロ以
外の値 （ ミ リ 秒） に設定し ます。

■ 型付き受信者での各呼び出しの後で、 ローカルのネイ テ ィ ブ メ ッ セージング Current オ
ブジェ ク ト の呼び出し後の reply_not_available 属性を調べる こ と によ り 、 リ ター
ンが早期 リ ターンかど う かを判別し ます。

■ リ ターンが早期 リ ターンの場合、 後で別のフ ェーズで応答をポー リ ングするために、
ローカルの Current から返されたポー リ ングオブジェ ク ト を取得し ます。

次のサンプルコード は、 2 フ ェーズ呼び出しへの展開の使用方法を示し た ものです。

// WaitReply プロパティを TRUE に設定して要求プロキシを作成します。 
org.omg.CORBA.NameValuePair nv = new org.omg.CORBA.NameValuePair(); 
nv.id = new String("WaitReply"); 
nv.value = orb.create_any(); 
nv.value.insert_boolean(true); 
org.omg.CORBA.NameValuePair[] props 
    = new org.omg.CORBA.NameValuePair[]{nv}; 
 
RequestProxy proxy 
    = agent.create_request_proxy(stock_manager, "", null, props); 
 
// このプロキシの型付き受信者を取得します。 
StockManager stock_manager_rcv 
    = StockManagerHelper.narrow(proxy.the_receiver()); 
 
// wait_timeout 属性を 3 秒に設定します。 
current.wait_timeout(3000);  
 
// 受信者上で呼び出しを行います。 
boolean stock_added = stock_manager_rcv.add_stock("ACME", 100.5); 
 
// 2 フェーズ呼び出しに展開したかどうかを確認します。 
if( current.reply_not_available() == false ) { 
    // 展開されていません。上記は処理完了リターンです。 
    // ジョブは完了しました。 
    return; 
} 
 
// 2 フェーズ呼び出しに展開しました。 
// ポーラーを取得して応答をポーリングする必要があります。 
StockManager poller = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
do { stock_added = poller.add_stock("", 0.0); } 
while(current.reply_not_available())
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メ モ ■ プロ キシの型付き受信者上のオペレーシ ョ ンが、 タ イ ムア ウ ト になって 2 フ ェーズ呼び
出しに展開する前に完了でき る場合、 ポーラーは生成されず、 応答を配信するための
コールバッ ク も応答受信者上に作成されません。

■ プロ キシでブロ ッ クする際、 または応答をポー リ ングする際に例外が発生し た場合、
アプ リ ケーシ ョ ンは、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current の 
reply_not_available 属性を使用し て、 例外が要求配信または応答ポー リ ングでの
エラーを報告し ているのか、 または要求をデ リ ゲー ト し た実際の結果を報告し ている
のかを判別する必要があ り ます。 こ の属性の値が TRUE の場合、 この例外が、 ク ラ イ ア
ン ト と エージェ ン ト 間におけ る応答の配信またはポー リ ングのエラーであ る こ と を示
し ます。 FALSE は、 こ の例外が要求をデ リ ゲー ト し た実際の結果であ る こ と を示し ま
す。

応答ドロップ

コールバッ ク モデルでは、 リ ク エス ト エージェ ン ト は、 デフ ォル ト で、 呼び出しの結果を
すべて、 戻 り 値か例外かに関係な く 、 応答受信者に送 り 返し ます。 応答ド ロ ッ プを使用す
る と、 特定のタ イプの応答結果をフ ィ ルタ ア ウ ト でき ます。 この機能は、 た と えば、 アプ
リ ケーシ ョ ンが結果が返されない 1 方向の要求を呼び出すが、 呼び出しが失敗し た場合に
は通知を受け る場合に便利です。

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 アプ リ ケーシ ョ ンは要求プロ キシ作成時に 
ReplyDropping プロパテ ィ を指定でき ます。 こ のプロパテ ィ は、 応答受信者に送信され
ないよ う にフ ィ ルタ ア ウ ト する戻 り 型を指定し ます。 このプロパテ ィ の値は Octet （また
はバイ ト ） で、 次のフ ィ ルタ規則にし たがいます。

■ 値が 0x01 の場合、 通常の応答を ド ロ ッ プし ます。

■ 値が 0x02 の場合、 システム例外を ド ロ ッ プし ます。

■ 値が 0x04 の場合、 ユーザー例外を ド ロ ッ プし ます。

た と えば、 こ のプロパテ ィ の値を 0x06 に設定する と、 リ ク エス ト エージェ ン ト は、 この
プロ キシによ ってデ リ ゲー ト された要求上のシステム例外と ユーザー例外をすべて ド ロ ッ
プし ます。

次のサンプルコード は、 ReplyDropping プロパテ ィ の設定方法を示し た ものです。

// ReplyDropping プロパティの値を 0x01（通常の応答をすべてドロップ）に  
// 設定して要求プロキシを作成します 
org.omg.CORBA.NameValuePair nv = new org.omg.CORBA.NameValuePair(); 
nv.id = new String("ReplyDropping"); 
nv.value = orb.create_any(); 
nv.value.insert_octet(0x01); 
org.omg.CORBA.NameValuePair[] props 
    = new org.omg.CORBA.NameValuePair[]{nv}; 
 
RequestProxy proxy 
    = agent.create_request_proxy(stock_manager, "", 
        reply_recipient, props); 
 
 ...

メ モ ■ 応答ド ロ ッ プは、 コールバッ ク モデルにだけ適用されます。
create_request_proxy() に渡される  reply_recipient リ フ ァ レ ン スが null の場
合、 応答ド ロ ッ ププロパテ ィ は無視されます。

■ create_request_proxy() の応答ド ロ ッ ププロパテ ィ の値が 0x00 ではな く 、 かつ 
reply_ 
recipient リ フ ァ レンスが null でない場合、 このプロキシの型付き受信者での呼び出し
は、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current に対し てポー リ ングオブジェ ク ト を返し ませ
ん。
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コレクションの手動破棄

デフ ォル ト では、 ポーラーオブジェ ク ト は、 ポー リ ングオペレーシ ョ ンの結果、 処理完了
リ ターンが生成される とすぐに破棄されます。 コールバッ ク モデルでは、 コールバッ ク が
返される と、 アプ リ ケーシ ョ ンがコールバッ ク の reply_available() オペレーシ ョ ン
内で応答を取得し たかど う かにかかわらず、 リ ク エス ト エージェ ン ト も ポーラーを破棄し
ます。 破棄されたオブジェ ク ト に対し てポー リ ングを行 う と、 CORBA 
OBJECT_NOT_EXIST 例外が生成され、 Current の reply_not_available 属性は TRUE 
に設定されます。

RequestManualTrash プロパテ ィ の値を TRUE に設定し て要求プロ キシを作成する と、
こ のプロ キシによ ってデ リ ゲー ト される要求のポーラーオブジェ ク ト は、 自動的に破棄さ
れません。 応答が可能になった後で これらのポーラーオブジェ ク ト に対し てポー リ ングを
行 う と、 ポー リ ングが等べきにな り 、 毎回同じ結果が返されます。

これらのポーラーオブジェ ク ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンで必要がな く なった場合、 手動で破
棄でき ます。 ポーラーオブジェ ク ト を手動で破棄するには、 リ ク エス ト エージェ ン ト で 
destroy_request() オペレーシ ョ ンを破棄するポーラーをパラ メ ータ と し て指定し て
呼び出し ます。 た と えば、 次のよ う にし ます。

agent.destroy_request(poller);

メ モ 自動破棄プロ キシによ ってデ リ ゲー ト された要求のポーラーも、 手動で破棄でき ます。 そ
のよ う なポーラーで応答がまだ可能になっていないか、 またはポー リ ングバッ ク されてい
ない場合、 こ の機能は有効です。

非抑制早期リターンモード

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの主要な概念は、 呼び出しの第 1 フ ェーズ後のネイ テ ィ ブオペ
レーシ ョ ンのアンブロ ッ ク です。 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 これを早期 リ ターン と
いいます。 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングには、 抑制モード と非抑制モード の 2 つの早期 リ
ターンモード があ り ます。 こ こ まではすべて、 デフ ォル ト の抑制モード を使って説明を
行って き ま し た。 抑制モード では、 早期 リ ターンは、 ダ ミ ー出力と戻 り 値を含む以外は、
通常のオペレーシ ョ ンの戻 り と同じです。 これは、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングが追加の環
境パラ メ ータではな く ス レ ッ ド ローカルの Current オブジェ ク ト を使用する点を除いて、
OMG の C++ マ ッ ピングの例外処理以外の処理における例外 リ ターンに似ています。

抑制早期 リ ターンモード は便利ですが、 ク ラ イ アン ト 側のマ ッ ピングのサポー ト を必要と
し ます。 つま り 、 IDL プ リ コ ンパイ ラによ って生成された ク ラ イ アン ト 側のス タブコード
が早期 リ ターンの例外を補足し て抑制する こ と を前提と し ています。 ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ンを ORB に移植する場合、 IDL プ リ コ ンパイ ラは早期 リ ターンが抑制された ク
ラ イ アン ト 側ス タブコード を生成し ないため、 非抑制早期 リ ターンモード を使用し ます。

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの非抑制早期 リ ターンモード では、 ネイ テ ィ ブオペレーシ ョ ン
は、 RNA 例外、 つま り マイナーコード  REPLY_NOT_AVAILABLE の CORBA 
NO_RESPONSE 例外を生成するだけでアンブロ ッ ク でき ます。 非抑制早期 リ ターンモード
を使用するには、 アプ リ ケーシ ョ ンで、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current に対し て 
suppress_mode(false) を呼び出し て抑制モード をオフにする必要があ り ます。 また、
これに伴って、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 RNA 例外を補足し て処理する必要があ り ます。

メ モ コード を抑制モード と非抑制モード の両方に移植でき る よ う にするには、 アプ リ ケーシ ョ
ンで、 RNA 例外と マイナーコード ではな く 、 Current の reply_not_available 属性を非
抑制モード で使用し て、 戻 り の完了状態を判別する こ と をお勧めし ます。

次のサンプルコード は、 非抑制モード での StockManager のポー リ ング例を示し た もので
す。 こ のコード はすべての ORB に移植でき るだけでな く 、 抑制モード にも移植でき ます。

// 場所：<install_dir>/examples/vbe/NativeMessaging/ 
//       stock_manager/PollingClientPortable.java 
 
void yield_non_rna(org.omg.CORBA.NO_RESPONSE e) { 
    if(e.minor != NativeMessaging.REPLY_NOT_AVAILABLE.value) { 
        throw e; 
    } 
} 
 
... 
 
// 抑制モードをオフにします。 
current.suppress_mode(false); 
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// 複数の要求を受信者に送信し、  
// ネイティブメッセージングの Current オブジェクトから応答ポーラーを取得します。 
StockManager pollers[2]; 
try{ stock_manager_rcv.add_stock("ACME", 100.5)); } 
catch(org.omg.CORBA.NO_RESPONSE e) { yield_non_rna(e); } 
pollers[0] = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
StringHolder symbol_holder = new StringHolder("ACMA"); 
try{ stock_manager_rcv.find_closest_symbol(symbol_holder)); } 
catch(org.omg.CORBA.NO_RESPONSE e) { yield_non_rna(e); } 
pollers[1] = StockManagerHelper.narrow(current.the_poller()); 
  
// 2 つの関連付けられている応答をポーリングします。 
current.wait_timeout(max_timeout); 
 
boolean stock_added; 
do { try{ stock_added = pollers[0].add_stock("", 0.0)) } 
    catch(org.omg.CORBA.NO_RESPONSE e) { yield_non_rna(e); } } 
while(current.reply_not_available()); 
 
boolean closest_found; 
do { try{ closest_found = pollers[1].find_closest_symbol(symbol_holder)) } 
    catch(org.omg.CORBA.NO_RESPONSE e) { yield_non_rna(e); } } 
while(current.reply_not_available());

コールバックモデルでのポーラー生成の抑制

デフ ォル ト では、 ポーラーはコールバッ ク モデルでも生成されます。 これによ り 、 次の操
作が可能です。

■ アプ リ ケーシ ョ ンは、 要求が完了する前に要求を破棄でき ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンは、 応答受信者と関係な く 応答を取得でき ます。

ただし、 ポーラー リ フ ァ レン スの生成と送信は、 付加的なオーバーヘッ ド を発生させま
す。 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 コールバッ ク モデルでのポーラー リ フ ァ レン スの生
成を抑制 （無効化） でき ます。

コールバッ クモデルでのポーラーの生成を抑制するには、 CallbackOnly プロパテ ィ を 
TRUE に設定して要求プロキシを作成する必要があ り ます。 この場合 null のポーラーが返され
ます。
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ネイティブメッセージングの API 仕様

メ モ ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングの IDL 定義のい く つかのオペレーシ ョ ン と属性については、 こ
のマニュ アルでは扱っていません。 扱っていないのは、 付加価値を付けるための機能、 非
推奨になった機能、 将来の拡張のために予約されている機能などです。

RequestAgentEx インターフェース

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージング リ ク エス ト エージェ ン ト のイ ン ターフ ェースです。 リ ク エス ト
エージェ ン ト は、 指定された ターゲ ッ ト オブジェ ク ト に呼び出し をデ リ ゲー ト し、 ク ラ イ
アン ト のコールバッ クハン ド ラに戻 り 値を配信するか、 またはク ラ イ アン ト のポー リ ング
時に戻 り 値を返す役割を果た し ます。 詳細については、 259 ページの 「 リ ク エス ト エー
ジェ ン ト 」 を参照し て く ださ い。

create_request_proxy()
RequestProxy  
create_request_proxy( 
    in object target, 
    in string repository_id, 
    in ReplyRecipient reply_recipient, 
    in PropertySeq properties) 
  raises(InvalidProperty);

create_request_proxy() メ ソ ッ ド は、 2 フ ェーズ呼び出し を指定し た ターゲ ッ ト オブ
ジェ ク ト にデ リ ゲー ト するための要求プロ キシを作成し ます。

引数 説明

target このプロキシによってデリゲートされるすべての要求のターゲット。

repository
_id

このプロキシから型付き受信者、 応答ポーラー、 応答ホルダーに割り当てら
れたリポジトリ ID。 このパラメータが空文字列の場合、 ターゲットのリポジトリ 
ID が使用されます。 この ID は、 型付き受信者、 応答ポーラー、 応答ホル   
ダーで _is_a() セマンティクスを満たすためにネイティブメッセージングが使  
用します。

reply_reci
pient

応答受信者コールバックハンドラ。 応答が可能になると、 リクエストエージェン
トは reply_available() オペレーションをコールバックして応答結果を送  
り返します。 null_reply_recipient は、 ポーリング／プルモデルを意 
味します。

properties プロキシのデフォルト以外のセマンティクスを指定するためのプロパティ。 次の
プロパティがサポートされています。

■ WaitReply ： デフ ォル ト 値が FALSE の論理プロパテ ィ 。 詳細については、
267 ページの 「2 フ ェーズ呼び出しへの展開」 を参照し て く ださい。

■ RequestManualTrash ： デフ ォル ト 値が FALSE の論理プロパテ ィ 。 詳細に
ついては、 269 ページの 「コ レ ク シ ョ ンの手動破棄」 を参照し て く だ さい。

■ ReplyDropping ： デフ ォル ト 値が 0x00 の Octet 値のプロパテ ィ 。 詳細につ
いては、 268 ページの 「応答ド ロ ッ プ」 を参照し て く だ さい。

■ CallbackOnly ： デフ ォル ト 値が FALSE の論理プロパテ ィ 。 詳細について
は、 270 ページの 「コールバッ ク モデルでのポーラー生成の抑制」 を参照し
て く だ さい。

例外 説明

InvalidPro
perty

この例外は、 無効なプロパティ名または値がプロパティリストで使用されている
ことを示します。 プロパティ名は、 例外から取得できます。
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destroy_request()
void 
destroy_request( 
    in object poller) 
  raises(RequestNotExist);

こ の メ ソ ッ ド は、 ポーラーオブジェ ク ト を手動で破棄するために使用されます。 詳細につ
いては、 269 ページの 「コ レ ク シ ョ ンの手動破棄」 を参照し て く ださい。

RequestProxy インターフェース

要求プロ キシは、 要求を指定された ターゲ ッ ト に指定されたセマンテ ィ ク スプロパテ ィ を
使ってデ リ ゲー ト するために、 アプ リ ケーシ ョ ンが リ ク エス ト エージェ ン ト から作成し ま
す。 271 ページの 「create_request_proxy()」 を参照し て く ださい。

the_receiver
readonly attribute object the_receiver;

こ の属性は、 プロ キシの型付き受信者 リ フ ァ レン スです。 プロ キシの型付き受信者は、 指
定された ターゲ ッ ト と同じ  IDL イ ン ターフ ェース をサポー ト し、 アプ リ ケーシ ョ ンがプロ
キシによ ってデ リ ゲー ト するために要求を送信する送信先です。

メ モ ■ デフ ォル ト では、 プロ キシの型付き受信者でオペレーシ ョ ンを呼び出すと、 2 フ ェーズ
呼び出しが開始され、 こ のプロ キシによ ってデ リ ゲー ト されます。 これらの呼び出し
はアンブロ ッ ク され、 別の応答ポーラーを生成し ます。

■ WaitReply プロ パティ の値を  TRUE に設定し てプロ キシが作成さ れ、 ゼロ 以外の 
wait_timeout 値を持つ要求が the_receiver で呼び出さ れた場合、 リ ク エスト エー
ジェント は、 タ イ ムアウト が終了する前に、 要求を  1 フェーズ呼び出し と し てデリ ゲート し
よ う と し ます。 タ イ ムアウト が終了する前にエージェント がタ ーゲッ ト から 応答を受信し な
かった場合、 エージェント はク ラ イ アント をアンブロ ッ ク し 、 要求は 2 フェーズ呼び出し に
展開し ます。 the_receiver での呼び出し をアンブロ ッ ク 後は、 アプリ ケーショ ンは、
Current の reply_not_available 属性を使って要求が 2 フェーズ呼び出し に展開し たかど
う かを判別できます。 275 ページの「 reply_not_available」 を参照し てく ださ い。

■ IDL の一方向オペレーシ ョ ンの呼び出しは、 本来、 1 フ ェーズだけであ り 、 し たがっ
て、 プロ キシの型付き受信者での一方向呼び出しはポーラーオブジェ ク ト を生成し ま
せん。 エージェ ン ト は、 一方向呼び出し を呼び出しの第 2 フ ェーズを通過させずにター
ゲ ッ ト に転送し ます。

■ プロ キシの型付き受信者でのコ アオペレーシ ョ ンは同期的に処理され、 処理完了 リ
ターン または例外が生成される までブロ ッ ク されます。 型付き受信者でコ アオペレー
シ ョ ンを呼び出し て も、 2 フ ェーズ呼び出しは開始されません。 た と えば、 プロ キシの
型付き受信者での _non_existent() 呼び出しは、 実際のターゲ ッ ト ではな く 、 受信
者自身を ping するだけです。

引数 説明

poller 破棄するポーラー。

例外 説明

RequestNotExist この例外は、 破棄するポーラーを使用で
きないことを示します。
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poll()
RequestIdSeq 
poll( 
    in unsigned long timeout, 
    in boolean unmask) 
  raises(PollingGroupIsEmpty);

こ の メ ソ ッ ド は、 グループポー リ ングを実行し ます。 詳細については、 264 ページの 「グ
ループポー リ ング」 を参照し て く ださい。

destroy()
void 
destroy ( 
    in boolean destroy_requests);

こ の メ ソ ッ ド は、 要求プロ キシを破棄し ます。

ローカルインターフェースの Current オブジェクト

ローカルのネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current オブジェ ク ト は、 2 フ ェーズ呼び出しの前
後に追加情報を指定およびア ク セスするためにアプ リ ケーシ ョ ンが使用し ます。 Current オ
ブジェ ク ト は、 初期 リ フ ァ レン ス と し て ローカルの ORB から解決でき ます。 詳細につい
ては、 259 ページの 「ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current オブジェ ク ト 」 を参照し て く だ
さ い。

suppress_mode()
void 
suppress_mode( 
    in boolean mode);

こ れは、 現在の早期リ タ ーンモード を設定し ま す。 抑制モード では、 第 1 フェ ーズ終了後に
アンブロ ッ ク さ れ、 ダミ ー出力と 戻り 値を含む以外は、 通常どおり に戻り ま す。 非抑制モー
ド では、 2 フェ ーズ呼び出し は RNA 例外（ マイ ナーコ ード が 
NativeMessaging::REPLY_NOT_ 
AVAILABLE の CORBA NO_RESPONSE 例外） によ って第 1 フェ ーズ後にアンブロ ッ ク さ れ
ま す。 詳細については、 269 ページの「 非抑制早期リ タ ーンモード 」 を参照し てく ださ い。

引数 説明

timeout タグ付き要求が使用可能になるまでこのメソッドが待機する 大時間をミリ
秒単位で指定します。 タグ付き要求がタイムアウト終了前に利用可能にな
らなかった場合、 空の RequestIdSeq が返されます。

unmask 返されるシーケンスにタグが含まれるタグ付き要求のマスクを解除するかど
うかを指定します。 マスクを解除したタグ付き要求は、 その後のグループ
ポーリングには含まれません。

例外 説明

PollingGroupI
sEmpty

この例外は、 タグ付き要求またはマスクを解除された要求で、 このプロキ
シで保留中になっているものは存在しないことを示します。

引数 説明

destroy_reque
sts

TRUE の場合、 こ のプロ キシによ っ てデリ ゲート さ れたすべての要 
求は破棄さ れます。

引数 説明

mode 抑制モードを使用するかどうかを指定します。
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wait_timeout
attribute unsigned long wait_timeout;

こ の属性は、 2 フ ェーズ呼び出しが要求を送信し た り 、 応答をポー リ ングする際にブロ ッ
クする 大時間を ミ リ 秒単位で指定し ます。 タ イ ムア ウ ト にな る と、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セー
ジングは早期 リ ターンを使って呼び出し をアンブロ ッ ク し ます。

the_cookie
attribute Cookie the_cookie;

こ の属性は、 プロ キシの型付き受信者での呼び出しの直後に送信される  Cookie を指定し
ます。 デフ ォル ト では、 Cookie は空です。 空でない Cookie を使用する と、
reply_recipient は、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の逆多重化で行 う こ と ができ る以上のこ と
を実行でき ます。 詳細については、 266 ページの 「応答受信者における  Cookie と応答逆多
重化」 を参照し て く ださ い。

request_tag
attribute RequestTag request_tag;

こ の属性は、 プロ キシの型付き受信者での呼び出しの直後に続 く 要求を一意に識別し ま
す。 デフ ォル ト では、 タ グは 初に空です。 また、 要求の送信後、 空に リ セ ッ ト されま
す。 タ グが空でない要求は、 グループポー リ ングの対象と な り ます。 273 ページの
「poll()」 と 264 ページの 「グループポー リ ング」 を参照し て く ださい。

メ モ ■ 各呼び出し後、 Current の request_tag 属性は自動的に空または null に リ セ ッ ト され
ます。

■ 以前にプロ キシで別の 2PI によ って使用された request_tag を使ってプロ キシで 2PI 
を開始し よ う とする と、 マイナーコード が 
NativeMessaging::DUPLICATED_REQUEST_TAG の CORBA BAD_INV_ORDER 例外
が生成されます。

the_poller
readonly attribute object the_poller;

こ の属性は、 プロ キシの型付き受信者上で行われた呼び出し を通し て要求を配信し た直後
に、 ポーラーオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を返し ます。 ポーラーオブジェ ク ト は、 2 フ ェー
ズ呼び出しの応答ポー リ ング／プル段階を実行するためにク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン
が使用し ます。

メ モ ■ ク ラ イ アント アプリ ケーショ ンは、 2 フェ ーズ呼び出し 開始時に使用さ れたのと 同じ オ
ペレ ーシ ョ ンを指定されたポーラーオブジェ ク ト に呼び出し、 戻 り 値をポー リ ング し て
取得する必要があ り ます。 2 フ ェーズ呼び出し開始時に使用されたの と は異なるポー
ラー上にオペレーシ ョ ンを呼び出すと、 CORBA BAD_OPERATION 例外が生成され、
Current の reply_not_available 属性の値が TRUE にな り ます。

■ ポー リ ングオブジェ ク ト は、 ネ ッ ト ワーク上の位置透過性を持つ通常の CORBA オブ
ジ ェ ク ト です。 し たがって、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでは、 2 フ ェーズ呼び出しの要
求送信段階と応答ポー リ ングフ ェーズは、 必ずし も同じ ク ラ イ アン ト 実行コ ンテキス
ト 内で、 かつ同じ転送接続を使って行われる と は限 り ません。 ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ンは、 呼び出しの第 1 フ ェーズを完了し てポーラーオブジェ ク ト を取得し た
後、 ま った く 別のク ラ イ アン ト 実行コ ンテキス ト 、 別のプロセス内で、 別の転送接続
を通し てポー リ ングを実行でき ます。

■ 応答ポー リ ング／プルフ ェーズで例外が発生した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは Current の 
reply_not_available 属性を使用し て、 例外が応答ポー リ ング／プルのエラーを報
告し ているのか、 デ リ ゲー ト された要求の実際の結果が例外であ り 、 その結果を正常
にプルし た こ と を報告し ているのかを判別する必要があ り ます。 TRUE は、 この例外が
ク ラ イ アン ト と エージェ ン ト 間のポー リ ング／プルエラーであ る こ と を示し ます。
FALSE は、 こ の例外がデ リ ゲー ト された要求の実際の結果であ る こ と を示し ます。

■ ポーラーオブジェ ク ト 上で実行される コ アオペレーシ ョ ンは、 そのポーラーオブジェ
ク ト 上で保留中になっている  2 フ ェーズ呼び出しに対し て直交し ます。 た と えば、 ポー
ラーで _is_a() または _non_existent() を実行し て も、 保留中の 2 フ ェーズ呼び
出しで応答をポー リ ング／プルする こ と にはな らず、 リ ポジ ト リ  ID を比較し て、 ポー
ラーオブジェ ク ト 自身の存在の有無をチェ ッ クするだけです。
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reply_not_available
readonly attribute boolean reply_not_available;

こ の属性は、 プロ キシの型付き受信者、 応答ポーラー、 または応答ホルダーでアンブロ ッ
ク された呼び出し （通常の戻 り または例外のいずれか） の結果を次の表に示すよ う に報告
し ます。

こ の表で使用されている語句について、 次に説明し ます。

■ 2PI 開始 ： プロ キシの型付き受信者で実行されたオペレーシ ョ ンの結果が通常の戻 り ま
たは RNA 例外 （非抑制モー ド） であ り 、 Current の reply_not_available 属性が 
TRUE であ る と きに報告される結果です。 これは、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングにおける  
2 つの早期 リ ターンモード の 1 つです。 デフ ォル ト では、 この開始された 2 フ ェーズ呼
び出しの応答ポーラーは、 呼び出し後に Current で使用でき ます。

■ 2PI 開始エラー ： プロ キシの型付き受信者で実行されたオペレーシ ョ ンの結果が RNA 以
外の例外であ り 、 Current の reply_not_available 属性が TRUE の と きに報告される
結果です。 こ の結果は、 エージェ ン ト が 2 フ ェーズ呼び出し を拒否し たか、 またはク ラ
イ アン ト がエージェ ン ト の早期応答 メ ッ セージの受信に失敗し た こ と を示し ます。
Current で応答ポーラーを使用する こ と はでき ません。 早期応答 メ ッ セージを受信する
際の通信エラーによ って こ の結果が発生し た場合、 エージェ ン ト は、 依然と し て要求
をデ リ ゲー ト し、 応答受信者に対する コールバッ ク を生成する場合も あ り ます。

■ 2PI 完了 ： プロ キシの型付き受信者、 応答ポーラーまたは応答ホルダーで実行されたオ
ペレーシ ョ ンの結果が通常の戻 り または CORBA 例外であ り 、 Current の reply_not_ 
available 属性が FALSE であ る と きに報告される結果です。 オペレーシ ョ ンの結果
が RNA 以外の例外であ り 、 reply_not_available 属性の値が TRUE の場合、 この例
外は、 ターゲ ッ ト にデ リ ゲー ト された要求の実際の結果です。

■ 応答不可 ： 応答ポーラーで実行されたオペレーシ ョ ンの結果が通常の戻 り または RNA 
例外であ り 、 Current の reply_not_available 属性が TRUE であ る と きに報告される
結果です。 これは、 2 つの早期 リ ターンモード の 1 つです。

■ ポー リ ング／プルエラー ： 応答ポーラーまたは応答ホルダーで実行されたオペレー
シ ョ ンの結果が RNA 以外の例外であ り 、 Current の reply_not_available 属性が 
TRUE の と きに報告される結果です。 こ の結果は、 一致し ないオペレーシ ョ ンを呼び出
し た り 、 ポーラーがすでに破棄されているなど、 応答を取得する際の使い方またはシ
ステムのエラーを示し ます。

■ 該当な し ： 該当する結果があ り ません。 発生し ません。

Reply_not_av
ailable True False True False

呼び出された 
オブジェクト

プロキシの型付
き受信者

応答ポーラーま
たは応答ホル
ダー

通常の戻り、 例
外なし

2PI 開始 
（早期リターン）

2PI 完了 （ポーラーのみ）
応答不可 
（早期リターン）

2PI 完了

RNA 例外 
（非抑制モード）

2PI 開始 
（早期リターン）

N/A （ポーラーのみ）
応答不可 
（早期リターン）

N/A

RNA 以外の例
外

2PI 開始エラー 2PI 完了 （ター
ゲットエラー）

ポーリング／ 
プルエラー

2PI 完了 （ター
ゲットエラー）



276 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

ネイティブメッセージングの API 仕様

ReplyRecipient インターフェース

ReplyRecipient オブジェ ク ト は、 コールバッ ク モデルで応答結果を受信する ためにネ
イ テ ィ ブ メ ッ セージングアプ リ ケーシ ョ ンが実装し ます。 262 ページの 「コールバッ ク モ
デル」 と 266 ページの 「応答受信者における  Cookie と応答逆多重化」 のサンプルを参照し
て く ださ い。

reply_available()
void  
reply_available( 
    in object reply_holder, 
    in string operation, 
    in Cookie the_cookie);

こ の メ ソ ッ ド は、 応答を配信する際の リ ク エス ト エージェ ン ト によ る コールバッ ク です。
実際の応答結果は、 通常の戻 り か例外かにかかわらず、 reply_holder 入力オブジェ ク
ト によ って保持され、 そのオブジェ ク ト に対し て コールバッ ク を実行する こ と によ って取
得でき ます。 例外が reply_holder での呼び出しから生成された場合、 アプ リ ケーシ ョ
ンは、 Current の reply_not_available 属性を使用し て、 例外がエラーの取得を報告し
ているのか、 デ リ ゲー ト された要求の実際の結果を報告し ているのかを判別する必要があ
り ます。 TRUE は、 こ の例外がク ラ イ アン ト と エージェ ン ト 間の取得エラーであ る こ と を
示し ます。 FALSE は、 こ の例外がデ リ ゲー ト された要求の実際の結果であ る こ と を示し ま
す。

262 ページの 「コールバッ ク モデル」 の例を参照し て く ださい。

コアオペレーションのセマンティクス

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングは、 すべての擬似オペレーシ ョ ンを コ アオペレーシ ョ ン と し て
予約し ます。 コ アオペレーシ ョ ンは、 次の規則を満た し ます。

■ 常に 1 フ ェーズ呼び出しで実行されます。 コ アオペレーシ ョ ンは、 処理完了 リ ターン ま
たは RNA 以外の例外が生成される まで、 常にブロ ッ ク し ます。

■ プロ キシの型付き 受信者で呼び出さ れた場合、 2 フェ ーズ呼び出し を開始し て実際の
タ ーゲッ ト に転送される こ とはあ り ません。 た と えば、 プロキシの型付き受信者で 
_non_existent() を呼び出し て も、 ターゲ ッ ト ではな く 、 受信者自身の存在の有無を
確認する  ping が行われるだけです。

■ コ アオペレーシ ョ ンは、 応答ポーラーまたは応答ホルダー上で保留中の 2 フ ェーズ呼び
出しに対し て直交し ます。 た と えば、 応答ポーラーまたは応答ホルダーで _is_a() ま
たは _non_existent() を呼び出し て も、 保留中の 2 フ ェーズ呼び出しの応答結果は
取得されず、 リ ポジ ト リ  ID を比較し、 ポーラーまたはホルダーオブジェ ク ト 自身の存
在の有無を確認するだけです。

引数 説明

reply_ho
lder

reply_available() メソッドの範囲内で、 このオブジェクトリファレンスは、 応 
答ポーラーと同じセマンティクスを保持します。 reply_holder での応答取得 
オペレーションは、 reply_available() メソッドの範囲内でのみ実行する必 
要があります。 アプリケーションが reply_available() から戻ると、  
reply_holder は有効でなくなります。

operatio
n

元のオペレーションシグニチャ。アプリケーションによって粗粒度の逆多重化に使
用されます。 reply_holder リファレンスで行われる呼び出しは、 このパラメー 
タと同じオペレーションシグニチャを持つ必要があります。 別のオペレーションを
使って reply_holder で呼び出しを行うと、 Current の   
reply_not_available 属性値が TRUE の CORBA BAD_OPERATION 例外      
が生成されます。

the_cook
ie

元の要求の Cookie。 アプリケーションによって細粒度の逆多重化用に使用され 
ます。
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ネイティブメッセージングの相互運用性仕様

こ こ で説明する内容は、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングアプ リ ケーシ ョ ンの開発者向けではな
く 、 サード パーテ ィ のネイ テ ィ ブ メ ッ セージングベンダー向けです。

ネイティブメッセージングはネイティブ GIOP を使用

CORBA Messaging などネイ テ ィ ブでない メ ッ セージングでは、 OMG GIOP プロ ト コルは直
接の メ ッ セージプロ ト コル と し て使用されません。 別の特別な メ ッ セージルーテ ィ ングプ
ロ ト コルのための ト ンネ リ ングプロ ト コル と し て使用されます。

た と えば、 CORBA Messaging で、 次の変形オペレーシ ョ ンを呼び出し た場合、

sendc_foo(<input_parameter_list>);

ヘッ ダーに sendc_foo オペレーシ ョ ンがあ り 、 ペイ ロード と し て 
<input_parameter_list> を保持するネイ テ ィ ブの OMG GIOP 要求 メ ッ セージは生成
されません。 かわ り に、 GIOP 要求を通し て ト ンネ リ ングするルーテ ィ ング メ ッ セージが
送信されます。

ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングは、 ネ イ テ ィ ブの OMG GIOP を メ ッ セージレベルのプロ ト コ
ル と し て直接使用し ます。

■ エージェ ン ト 、 要求プロ キシの型付き受信者、 応答ポーラー、 応答受信者、 応答ホル
ダー リ フ ァ レン スなどでの メ ソ ッ ド呼び出しは、 呼び出されたオペレーシ ョ ンの正し
い名前をヘッ ダーに持ち、 送信されるペイ ロード と し て OMG GIOP で定義されている
正しい入力パラ メ ータ を持つネイ テ ィ ブの GIOP 要求 メ ッ セージを生成し ます。

■ 早期 リ ターンは、 RNA 例外、 特に、 マイナーコード が REPLY_NOT_AVAILABLE の 
CORBA NO_RESPONSE 例外を含むネイ テ ィ ブの GIOP 応答 メ ッ セージです。

■ 処理完了 リ ターンは、 ターゲ ッ ト からの 
<return_value_and_output_parameter_list> または例外をペイ ロード と し て
正確に保持するネイ テ ィ ブの GIOP 応答 メ ッ セージです。

ネイティブメッセージングのサービスコンテキスト

OMG のセキ ュ リ テ ィ サービ スや ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と同様に、 ネイ テ ィ ブ メ ッ
セージング も、 特定のセマンテ ィ ク な結果を実現するためにサービ ス コ ンテキス ト を使用
し ます。 ク ラ イ アン ト 側のネイ テ ィ ブ メ ッ セージングエンジンは、 た と えば OMG 準拠の 
PortableInterceptor で実装されますが、 必要なサービ ス コ ンテキス ト を作成し て特定の発信
要求に追加し、 着信応答内の同じ種類のサービ ス コ ンテキス ト から情報を抽出し ます。

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングのサービ ス コ ンテキス ト が使用する  context_id は、
NativeMessaging::NMService です。 context_data は、 次のよ う に定義されたカプ
セル化された NativeMessaging::NMContextData です。

module NativeMessaging { 
    … 
 
    const IOP::ServiceID NMService = ... 
 
    struct RequestInfo { 
        RequestTag request_tag;  
        Cookie the_cookie;   
        unsigned long wait_timeout; 
    }; 
 
    union NMContextData switch(short s) { 
        case 0: RequestInfo req_info; 
        case 1: unsigned long wait_timeout; 
        case 2: object the_poller; 
        case 3: string replier_name; 
    }; 
};
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ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングでのコ ンテキス ト データ ご と の規定の使用方法を次の表に示し
ます。

こ の表で使用されている語句について、 次に説明し ます。

■ req_info ： NMContextData は、 コ アオペレーシ ョ ン以外の双方向オペレーシ ョ ンがプロ
キシの型付き受信者に送信するすべての要求に対し て規定されます。 このコ ンテキス
ト は、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの Current からの request_tag、 Cookie、 および 
wait_timeout を 2 フェーズ呼び出し を開始するための補助パラ メータ と して保持し ま
す。 このコ ンテキ ス ト の内容は、 リ ク エス ト エージェ ン ト が要求にタ グを付けた り 、
Cookie 付き コールバッ ク を配信する、 2 フ ェーズ呼び出しに展開する前に待機する、 な
どの目的で使用し ます。 前節の該当する項目を参照し て く ださい。

■ wait_timeout ： NMContextData は、 応答ポーラーに送信されるすべての通常の要求 （双
方向、 コ ア以外） に対し て、 ポー リ ングのための補助パラ メ ータ と し てネイ テ ィ ブ
メ ッ セージング Current の wait_timeout を使用し て、 規定されます。 内容、 つま り  
wait_timeout は、 処理完了 リ ターン または早期 リ ターンの前に呼び出し をブロ ッ ク
する ために リ ク エス ト エージェ ン ト が使用し ます。 前節の該当する項目を参照し て く
ださ い。

■ the_poller ： NMContextData は、 プロ キシの型付き受信者オブジェ ク ト で 2 フ ェーズ呼
び出し を開始する際のすべての成功し た リ ターンに対し て規定されます。 コ ンテキス
ト の内容、 つま り ポーラー リ フ ァ レン スは、 抽出され、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージング 
Current の the_poller 属性にコ ピーされます。

■ replier_name ： NMContextData は、 要求をデ リ ゲー ト し た結果、 正常な戻 り 値と し て例
外が返された場合に、 すべての例外 リ ターンに対し て規定されます。 このコ ンテキス
ト は、 例外 リ ターンが要求をデ リ ゲー ト し た結果生成されたエラーでない場合は、 実
行されません。 文字列の実際の内容は、 空で、 将来の拡張のために予約されています。

■ 未定義 ： こ の場合、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングは NMService コ ンテキス ト を使用し ま
せん。

■ 該当な し ： 適用されません。 発生し ません。

NativeMessaging タグ付きコンポーネント

NativeMessaging::TAG_NM_REF タ グが付け られた コ ンポーネン ト は、 要求プロ キシ
およびポーラー リ フ ァ レン スの型付き受信者に埋め込む必要があ り ます。 このタ グ付き コ
ンポーネン ト の component_data は、 Octet 値をカプセル化し ます。 つま り 、
component_data の 初の Octet 値は、 バイ ト オーダーのバイ ト 値であ り 、 2 番めのバイ
ト 値は Octet 値です。 この Octet 値が 0x01 の場合、 リ フ ァ レン スが要求プロ キシの型付き
受信者であ る こ と を、 また 0x02 の場合は、 リ フ ァ レ ン スがポーラー リ フ ァ レ ン スであ る
こ と を示し ます。

こ のコ ンポーネン ト を使用し て、 PortableInterceptor の send_request() メ ソ ッ ド は、 要
求がネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの要求プロ キシの the_receiver リ フ ァ レ ン ス、 応答
ポーラーなどに送信し ているかど う かを判別し、 発信要求にサービ ス コ ンテキス ト を追加
するかど う か、 またどのサービ ス コ ンテキス ト を追加するかを決定し ます。

送信先または受信元
プロキシの型付き受
信者 応答ポーラー 応答ホルダー

要求 req_info wait_timeout 未定義

標準応答
（NO_EXCEPTION）

未定義

RNA 例外 the_poller NMService コンテキス
トなし

N/A

呼び出し元ターゲット
からの RNA 以外の例
外

replier_name

エージェント内の 
RNA 以外の例外

NMService コンテキス
トなし
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Borland ネイティブメッセージングの使用

リクエストエージェントとクライアントモデルの使用

Borland リ クエス ト エージ ェ ン ト の起動
リ ク エス ト エージェ ン ト サービ ス を起動するには、 コマン ド  requestagent を実行
し ます。 
このコマン ド を requestagent -? のよ う に実行する と、 使い方に関する情報を表示で
き ます。

Borland リ クエス ト エージ ェ ン ト の URL
ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングを使用するには、 リ ク エス ト エージェ ン ト を ク ラ イ アン ト
アプ リ ケーシ ョ ンが認識する必要があ り ます。 それには、 通常、 OMG 準拠の ORB 初
期化コマン ド引数を使って ク ラ イ アン ト  ORB を初期化し ます。

-ORBInitRef RequestAgent=<request_agent_ior_or_url>

これによ り 、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 ORB からの リ ク エス ト エージェ ン ト リ
フ ァ レン ス を初期サービ ス と し て解決し ます。 次に例を示し ます。

// Java でのリクエストエージェントリファレンス取得 
org.omg.CORBA.Object ref 
    = orb.resolve_initial_references("RequestAgent"); 
NativeMessaging.RequestAgentEx agent 
    = NativeMessaging.RequestAgentExHelper.narrow(ref);

デフ ォル ト では、 リ ク エス ト エージェ ン ト の URL は次の とお り です。

corbaloc::<host>:<port>/RequestAgent

こ こ で、 <host> は リ ク エス ト エージェ ン ト サーバーのホス ト 名または ド ッ ト 付きの IP ア
ド レ スです。 また、 <port> は、 こ のサーバーの TCP リ スナーポー ト 番号です。 デフ ォル
ト では、 ネイ テ ィ ブ メ ッ セージングの リ ク エス ト エージェ ン ト は、 ポー ト  5555 を使用し
ます。

Borland ネイテ ィ ブ メ ッ セージングク ラ イアン ト モデルの使用
Java での Borland ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージングの ク ラ イ アン ト 側モデルは、 OMG の
ポータブルイ ン ターセプタ と し て実装され、 ネ イ テ ィ ブ メ ッ セージング ク ラ イ アン ト
コ ンポーネン ト と呼ばれます。 Java ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト のネ イ テ ィ ブ メ ッ
セージングは、 vbroker.orb.enableNativeMessaging を true に設定する こ と
によ って明示的に初期化する必要があ り ます （デフ ォル ト 値は false）。

Borland リクエストエージェントの vbroker プロパ
ティ

vbroker.requestagent.maxThreads
要求呼び出しの 大ス レ ッ ド数を指定し ます。 デフ ォル ト 値は 0 で、 これは制限がな
いこ と を意味し ます。 負数は指定でき ません。

vbroker.requestagent.maxOutstandingRequests
サービ ス を受けるために待機する要求の 大キ ューサイ ズを指定し ます。 このプロパ
テ ィ は、 maxThreads プロパテ ィ がゼロ以外の値に設定されている場合にだけ有効
にな り ます。 デフ ォル ト 値は 0 で、 これは制限がないこ と を意味し ます。 負数は指定
でき ません。 キ ューサイズが 大サイズ と同じになった と きに要求を受信する と、 要求
は、 キューに空きができ る までタ イ ムアウ ト の間待機し ます。 280 ページの
「vbroker.requestagent.blockingTimeout」 を参照し て く ださい。
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vbroker.requestagent.blockingTimeout
要求がキ ューに追加される前に待機する 大時間を ミ リ 秒単位で指定し ます。 デフ ォ
ル ト 値は 0 で、 これは待機し ないこ と を意味し ます。 負数は指定でき ません。 値を  0 
に設定し た場合、 要求を受信し た と きにキ ューがいっぱいの場合、 リ ク エス ト エー
ジェ ン ト は、 CORBA::IMP_LIMIT 例外を生成し ます。 ゼロ以外の値に設定し た場合
は、 要求は指定された タ イ ムア ウ ト の間待機し ます。 タ イ ムア ウ ト 終了後、 要求は、
キ ューが空で、 作業ス レ ッ ド が使用可能な場合、 ただちに実行されます。 また、
キ ューに空きがあ り 、 要求がサービ ス を受ける までキ ューに留ま る場合は、 待機
キ ューに入れられます。 キ ューにまだ空きがない場合は、 リ ク エス ト エージェ ン ト に
よ って CORBA::IMP_LIMIT 例外が生成されます。

vbroker.requestagent.router.ior
OMG メ ッ セージングルーターの IOR を指定し ます。 デフ ォル ト 値は、 空の文字列で
す。

vbroker.requestagent.listener.port
リ ク エス ト エージェ ン ト が使用する  TCP リ スナーポー ト を指定し ます。 デフ ォル ト
値は、 5555 です。

vbroker.requestagent.requestTimeout
このプロパテ ィ は、 エージェ ン ト がク ラ イ アン ト のために応答結果を保持する 大時
間を ミ リ 秒単位で指定し ます。 リ ク エス ト エージェ ン ト が要求への応答結果を受信し
たが、 ク ラ イ アン ト が結果をプルし ない、 または要求を破棄し ない場合、 リ ク エス ト
エージェ ン ト は、 このプロパテ ィ によ って設定される要求タ イ ムア ウ ト が終了する
と、 要求を （応答結果と と もに） 破棄し ます。 このプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、
infinity です。 これは、 エージェ ン ト が、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンによ って （手
動または自動で） 破棄される まで、 応答結果を保持する こ と を意味し ます。

CORBA Messaging との相互運用性

ネイ テ ィ ブ メ ッ セージング リ ク エス ト エージェ ン ト は、 OMG の型な し メ ッ セージング
ルーターと相互運用性があ り ます。 特に、 リ ク エス ト エージェ ン ト は、 要求を指定された
ターゲ ッ ト に直接送信するのではな く 、 要求を OMG の型な しルーターを通し てルーテ ィ
ングする よ う に設定でき ます。 
それには、 リ ク エス ト エージェ ン ト は、 280 ページの 「vbroker.requestagent.router.ior」 プロ
パテ ィ の値に有効な CORBA メ ッ セージングルーターの IOR を設定し て起動する必要があ
り ます。
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第 章

Chapter   20 オブジェクトアクティベーション   
デーモン（OAD）の使い方

この章では、 オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） の使い方について説明し
ます。

オブジェクトとサーバーの自動アクティブ化

オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） は、 VisiBroker によ る イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ン リ ポジ ト リ のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト
リ は、 サーバーがサポー ト する ク ラ ス、 イ ン ス タ ン ス化されるオブジェ ク ト 、 およびそれ
らの ID に関する情報の実行時 リ ポジ ト リ を提供し ます。 通常のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
リ ポジ ト リ が提供するサービ スに加えて、 OAD は、 ク ラ イ アン ト がオブジェ ク ト を参照
する と きに、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを自動的にア ク テ ィ ブ化するためにも使用し ます。
オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを OAD に登録する と、 この自動ア ク テ ィ ブ化機能
をオブジェ ク ト に提供でき ます。

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェース （oadutil）
で登録でき ます。 また、 OAD の VisiBroker ORB イ ン ターフ ェース も使用でき ます。 293
ページの 「OAD の IDL イ ン ターフ ェース」 を参照し て く ださい。 どち らの場合も、 リ ポ
ジ ト リ  ID、 オブジェ ク ト 名、 ア ク テ ィ ブ化ポ リ シー、 およびイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを表
す実行可能プロ グ ラ ムを指定する必要があ り ます。

メ モ VisiBroker for Java および VisiBroker for C++ で生成し たサーバーは、 VisiBroker OAD でイ
ン ス タ ン ス化でき ます。

OAD は独立し たプロセスであ り 、 オブジェ ク ト サーバーをオンデマン ド でア ク テ ィ ブ化
する ホス ト で起動するだけです。

インプリメンテーションリポジトリデータの検索

OAD に登録されたすべてのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに関する ア ク テ ィ ブ化
情報は、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ に保存されます。 デフ ォル ト では、 イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ データは、 <install_dir>/adm/impl_dir デ ィ レ ク ト リ の 
impl_rep と い う 名前のフ ァ イルに保存されます。
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サーバーのアクティブ化

OAD は、 ク ラ イ アン ト 要求に応じ てサーバーをア ク テ ィ ブ化し ます。 VisiBroker ク ラ イ ア
ン ト と  VisiBroker 以外の IIOP 準拠ク ラ イ アン ト が OAD を介し てサーバーをア ク テ ィ ブ化
でき ます。

プロ ト コルを使用する ク ラ イ アン ト は、 VisiBroker サーバーの リ フ ァ レ ン スの使用時に、
そのサーバーをア ク テ ィ ブ化でき ます。 エキスポー ト されたサーバーのオブジェ ク ト リ
フ ァ レン スは OAD を指し、 ク ラ イ アン ト は IIOP の規則にし たがって子のサーバーに転送
されます。 ネー ミ ングサービ スなどを介し て、 サーバーのオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を正
し く 永続化するには、 常に同じポー ト で OAD を起動する必要があ り ます。 た と えば、
ポー ト  16050 で OAD を起動するには、 次のよ う に入力し ます。

prompt> oad -VBJprop vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=16050

メ モ ポー ト  16000 がデフ ォル ト のポー ト ですが、 listener.port プロパテ ィ を設定すれば
これを変更でき ます。

OAD の使い方

OAD はオプシ ョ ンの機能です。 こ の機能を使用する と、 ク ラ イ アン ト がオブジェ ク ト に
ア ク セス し よ う と し た と き、 そのオブジェ ク ト が自動的に起動される よ う に登録し てお く
こ と ができ ます。 OAD を起動するには、 その前にスマー ト エージェ ン ト を起動する必要
があ り ます。 詳細は、 168 ページの 「スマー ト エージェ ン ト （osagent） の起動」 を参照し
て く ださ い。

OAD の起動

Windows OAD を起動するには、 次の手順にし たがいます。

■ <install_dir>\bin\ にあ る  oad.exe を使用し ます。

または

■ 次のよ う にコマン ド プロ ンプ ト に入力し ます。

prompt> oad

oad コマン ド は、 次のコマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。

オプシ ョ ン 説明

-verbose 詳細モードをオンにします。

-version このツールのバージョンを表示します。

-path <path> インプリメンテーションリポジトリを格納するためのプラット
フォーム固有ディレクトリを指定します。 これは、 環境変数
で指定した設定を上書きします。

-filename 
<repository_filename>

インプリメンテーションリポジトリの名前を指定します。 指定
しない場合のデフォルトは ALL です。 この指定は、 ユー  
ザーの環境変数設定を上書きします。

-timeout <#_of_seconds> 子サーバーのプロセスが、要求された ORB オブジェクトを  
アクティブ化するまで、 OAD が待機する時間を指定しま 
す。 デフォルトのタイムアウトは 20 秒です。 制限なく待機  
する場合は、 この値を 0 に設定します。 子サーバーのプ  
ロセスが、 要求されたオブジェクトをタイムアウト時間内に
アクティブ化しない場合、 OAD はその子プロセスを終了 
し、 クライアントは CORBA::NO IMPLEMENT 例外を受け   
取ります。 より詳細な情報を表示する場合は、 verbose オ 
プションをオンにします。

-IOR <IOR_filename> OAD の文字列化された IOR を保存するファイルの名前を   
指定します。

-kill オブジェクトが OAD から完全に登録を解除されると、 その  
オブジェクトの子プロセスを終了します。
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OAD ユーティリティの使い方

OAD は、 Windows サービ ス と し て イ ン ス ト ールされるので、 Windows に用意されている
サービ スマネージ ャ を使用し て制御でき ます。

UNIX OAD を開始するには、 次のコマン ド を入力し ます。

prompt> oad &

OAD ユーティリティの使い方

oadutil コマン ド は、 VisiBroker システムで使用可能なオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンを手動で登録、 登録解除、 および リ ス ト する手段を提供し ます。 oadutil コマン
ド は Java 言語で実装されてお り 、 コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェース を使用し ます。 各コマ
ン ド にア ク セスするには、 実行する処理の種類を 初の引数と し て渡し て oadutil コマ
ン ド を起動し ます。

メ モ oadutil コマン ド を使用するには、 ネ ッ ト ワーク上の少な く と も  1 つのホス ト でオブ
ジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモンプロセス （oad） を実行し てお く 必要があ り ます。

oadutil コマン ド の構文は次の とお り です。

oadutil {list|reg|unreg} [options]

こ のツールのオプシ ョ ンは、 list、 reg、 または unreg のどれを指定するかによ って異
な り ます。

インターフェース名をリポジトリ ID に変換する

イ ン ターフ ェース名と リ ポジ ト リ  ID は、 ア ク テ ィ ブ化されたオブジェ ク ト が実装する イ
ン ターフ ェースの型を表す 2 つの方法です。 IDL で定義された イ ン ターフ ェースには、 一
意の リ ポジ ト リ 識別子が割 り 当て られます。 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ や OAD と の通
信、 および VisiBroker ORB 自身への呼び出しの多 く では、 この文字列で種類を識別し ま
す。

OAD にオブジェ ク ト を登録し た り 、 OAD への登録を解除する場合は、 oadutil コマン ド
で、 オブジェ ク ト の IDL イ ン ターフ ェース名 と オブジェ ク ト の リ ポジ ト リ  ID のいずれか
を指定し ます。

イ ン ターフ ェース名は、 次のよ う に リ ポジ ト リ  ID に変換されます。

1 イ ン ターフ ェース名の前に 「IDL:」 を追加し ます。

2 先頭以外のス コープ解決演算子 （::） をすべてス ラ ッ シュ （/） に置き換えます。

3 イ ン ターフ ェース名の前に 「:1.0」 を追加し ます。

た と えば、 次の IDL イ ン ターフ ェース名があ る と し ます。

::Module1::Module2::IntfName

これは、 次の リ ポジ ト リ  ID に変換されます。

IDL:Module1/Module2/IntfName:1.0

イ ン ターフ ェース名から リ ポジ ト リ  ID を生成するデフ ォル ト の動作は、 #pragma ID と  
#pragma プレ フ ィ ク スの メ カニズムでオーバーラ イ ド でき ます。 ユーザー定義の IDL 
フ ァ イル内で #pragma ID の メ カニズムを使用し て、 標準以外の リ ポジ ト リ  ID を指定し
た場合は、 上の変換プロセスが機能し ません。 その場合は、 -r リ ポジ ト リ  ID 引数で、 オ
ブジェ ク ト の リ ポジ ト リ  ID を指定する必要があ り ます。

-no_verify 登録の有効性の検証をオフにします。

-? コマンドの使い方を表示します。

-readonly -readonly オプションで OAD を起動すると、 登録され   
ているオブジェクトに変更を加えることはできません。 オブ
ジェクトを登録または登録解除しようとすると、 エラーが返
されます。 -readonly オプションでは、 通常、 インプリ 
メンテーションリポジトリに変更を加えた後の変更を防ぐた
め、 readonly モードで OAD を再起動します。

オプシ ョ ン 説明



284 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

OAD ユーティリティの使い方

Java においてオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの 下位の派生イ ン ターフ ェースの リ
ポジ ト リ  ID を取得するには、 すべての CORBA オブジェ ク ト に定義された メ ソ ッ ド  
java: <interface_name>Helper.id() を使用し ます。

oadutil リストによるオブジェクトの一覧表示

oadutil list ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 OAD に登録されたすべての VisiBroker ORB 
オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを一覧表示でき ます。 各オブジェ ク ト の情報は次の
とお り です。

■ VisiBroker ORB オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース名

■ そのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが提供するオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス名

■ サーバーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの実行可能プロ グ ラ ムのフルパス名

■ VisiBroker ORB オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化ポ リ シー （共有または非共有）

■ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが OAD に登録された と きに指定された リ フ ァ レ ン スデータ

■ ア ク テ ィ ブ化の と きにサーバーに渡される引数の リ ス ト

■ ア ク テ ィ ブ化の と きにサーバーに渡される環境変数の リ ス ト

oadutil list コマン ド は、 OAD に登録されたすべての VisiBroker ORB オブジェ ク ト イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを返し ます。 各 OAD には固有のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト
リ データベースがあ り 、 そ こ に登録情報が保存されています。

メ モ oadutil list コマン ド を使用するには、 ネ ッ ト ワーク上の少な く と も  1 つのホス ト で OAD プ
ロセス を実行し てお く 必要があ り ます。

oadutil list コマン ド の構文は次の とお り です。

oadutil list [options]

oadutil list コマン ド は、 次のコマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。

オプシ ョ ン 説明

-i <interface 
name>

特定の IDL インターフェース名のオブジェクトに対するインプリメンテー  
ション情報をリストします。 -i、 -r、 -s、 または -poa のうち、 指定  
できるものは一度に 1 つです。

メ モ ： VisiBroker ORB との通信では、 インターフェース名ではなく、  
常にオブジェクトのリポジトリ ID が参照されます。 インターフェース名を  
指定した場合に実行される変換については、 283 ページの 「インター
フェース名をリポジトリ ID に変換する」 を参照してください。

-r <repository 
id>

特定のリポジトリ ID のインプリメンテーション情報をリストします。 リポジ  
トリ ID の指定方法の詳細は、 283 ページの 「インターフェース名をリポ  
ジトリ ID に変換する」 を参照してください。 -i、 -r、 -s、 または 
-poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-s <service 
name>

特定のサービス名のインプリメンテーション情報をリストします。 -i、 
-r、 -s、 または -poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-poa <poa_name> 特定の POA 名のインプリメンテーション情報をリストします。 -i、 -r、  
-s、 または -poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-o <object 
name>

特定のオブジェクト名のインプリメンテーション情報をリストします。 コマ
ンドステートメントでインターフェース名またはリポジトリ ID を指定した場  
合にのみ、 このオプションを使用できます。 このオプションは、 -s また 
は -poa 引数の使用時には使用できません。

-h <OAD host  
name>

特定のリモートホストで実行されている OAD に登録されているオブジェ  
クトのインプリメンテーション情報を一覧表示します。

-verbose 詳細モードをオンにし、 メッセージを標準出力に出力します。

-version このツールのバージョンを表示します。

-full OAD に登録されているすべてのインプリメンテーションの状態を一覧表 
示します。
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次のローカルの リ ス ト 要求では、 イ ン ターフ ェース名と オブジェ ク ト 名を指定し ていま
す。

oadutil list -i Bank::AccountManager -o BorlandBank

次の リ モー ト リ ス ト 要求の例では、 ホス ト の IP ア ド レ ス を指定し ています。

oadutil list -h 206.64.15.198

oadutil によるオブジェクトの登録

oadutil コマン ド では、 コマン ド ラ イ ン またはス ク リ プ ト からオブジェ ク ト イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンを登録でき ます。 パラ メ ータは、 イ ン ターフ ェース名と オブジェ ク ト 名の組
み合わせ、 サービ ス名、 および POA 名のいずれか と、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを起動す
る実行可能プロ グ ラ ムのパス名です。 ア ク テ ィ ブ化ポ リ シーを指定し なかった場合は、 デ
フ ォル ト で共有サーバーポ リ シーが適用されます。 開発およびテス ト フ ェーズでは、 イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンを記述し、 手動でそれを起動する こ と も でき ます。 イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンのデプロ イ メ ン ト 準備が整 う と、 oadutil だけでイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを OAD 
に登録でき ます。

メ モ オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの登録時には、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンの構築時と同じオブジェ ク ト 名を使用し ます。 OAD に登録でき る ものは、 名前付きオ
ブジェ ク ト （グ ローバルス コープを持つオブジェ ク ト ） だけです。

oadutil reg コマン ド の構文は次の とお り です。

oadutil reg [options]

メ モ oadutil reg コマン ド を使用するには、 ネ ッ ト ワーク上の少な く と も  1 つのホス ト で 
oad プロセス （oad） を実行し てお く 必要があ り ます。

oadutil reg コマン ド のオプシ ョ ンは、 次のコマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。

オプシ ョ ン 必須 説明

-i <interface 
name>

はい 特定の IDL インターフェース名を指定します。 -i、 -  
r、 -s、 または -poa のうち、 指定できるものは一度に  
1 つです。 リポジトリ ID の指定方法の詳細は、 283 ペー   
ジの 「インターフェース名をリポジトリ ID に変換する」 を  
参照してください。

-r <repository id> はい 特定のリポジトリ ID を指定します。 -i、 -r、 -s、 また  
は -poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-s <service name> はい 特定のサービス名を指定します。 -i、 -r、 -s、 また
は -poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-poa <poa_name> はい オブジェクトインプリメンテーションのかわりに POA を登  
録するには、 このオプションを使用します。 -i、 -r、
-s、 または -poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つ    
です。

-o <object name> はい 特定のオブジェクトを指定します。 コマンドステートメント
でインターフェース名またはリポジトリ ID を指定した場  
合にのみ、 このオプションを使用できます。 このオプショ
ンは、-s または -poa 引数の使用時には使用できませ   
ん。

-cpp <file name to 
execute>

はい -o/-r/-s/-poa 引数に一致するオブジェクトを作成お 
よび登録する実行可能ファイルのフルパスを指定しま
す。 -cpp 引数で登録できるアプリケーションは、 スタン 
ドアロンの実行可能ファイルだけです。

-java <full class 
name>

はい メインルーチンを保持する Java クラスの完全名を指定し  
ます。 このアプリケーションは、 -o/-r/-s/-poa 引数に 
一致するオブジェクトを作成および登録する必要があり
ます。 -java 引数で登録されたクラスは、 コマンド vbj  
<full_classname> で実行されます。

-host <OAD host 
name>

いいえ OAD を実行すリモートホストを指定します。
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例 ： リポジ ト リ  ID の指定
次のコマン ド は、 OAD に VisiBroker プロ グ ラ ム factory を登録し ます。 リ ポジ ト リ  
ID が IDL:ehTest/Factory:1.0 （イ ン ターフ ェース名 ehTest::Factory に対
応） のオブジェ ク ト に対する要求で このプロ グ ラ ムは起動し ます。 ア ク テ ィ ブ化され
るオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス名は ReentrantServer であ り 、 このイ ン ス タ ン ス
名は、 コマン ド ラ イ ン引数と し て子の実行可能フ ァ イルにも渡されます。 このサー
バーには、 要求側のク ラ イ アン ト が子サーバーへの接続を切断する と終了する非共有
ポ リ シーが設定されています。

prompt> oadutil reg -r IDL:ehTest/Factory:1.0 -o ReentrantServer \ 
         -java factory_r -a ReentrantServer -p unshared

メ モ 上の例では、 指定された Java ク ラ スが CLASSPATH にあ る もの と し ます。

例 ： IDL イン ターフ ェース名の指定
次のコマン ド は、 OAD に VisiBroker Server ク ラ ス を登録し ます。 この例で、 指定さ
れた ク ラ スは、 リ ポジ ト リ  ID が IDL:Bank/AccountManager:1.0 （イ ン ター
フ ェース名の IDL 名 Bank::AccountManager に対応） でイ ン ス タ ン ス名が 
CreditUnion のオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。 サーバーは非共有ポ リ シーで
起動され、 要求し た ク ラ イ アン ト がサーバーへの接続を切断する と終了されます。 ク
ラ イ アン ト によ って 初に起動される際、 サーバーには、 環境変数 DEBUG=1 も渡さ
れます。

prompt> oadutil reg -i Bank::AccountManager -o CreditUnion \ 
         -java Server -a CreditUnion -p unshared -e DEBUG=1

メ モ 上の例では、 指定された Java ク ラ スが CLASSPATH にあ る もの と し ます。

-verbose いいえ 詳細モードをオンにし、 メッセージを標準出力に出力し
ます。

-version いいえ このツールのバージョンを表示します。

-cos_name 
<CosName>

いいえ この登録のバインド先になる CosName を指定します。 
メ モ ： これはサービスまたは POA の登録では機能しま  
せん。

-d <referenceData> いいえ アクティブ化のときにサーバーに渡されるリファレンス
データを指定します。

-a arg1 -a arg2 いいえ 子の実行可能ファイルのコマンドライン引数に渡される
引数を指定します。 引数は、 複数の -a （arg） パラメー 
タで渡すことができます。 これらの引数の伝達により、 子
の実行可能ファイルを作成します。

-e env1 -e env2 いいえ 子の実行可能ファイルに渡される環境変数を指定しま
す。 引数は、 複数の -e （env） パラメータで渡すこと 
ができます。 これらの引数の伝達により、 子の実行可能
ファイルを作成します。

-p <shared| 
unshared>

いいえ 子オブジェクトのアクティブ化ポリシーを指定します。 デ
フォルトポリシーは、 SHARED_SERVER です。 Shared: 
指定された 1 つのオブジェクトの複数のクライアントが同  
一のインプリメンテーションを共有します。 OAD でアク 
ティブ化されるものは、 一度に、 1 つのサーバーだけで 
す。 Unshared ： 指定された 1 つのインプリメンテーショ  
ンの 1 つのクライアントだけが、 アクティブ化されたサー  
バーにバインドされます。 複数のクライアントが同一のオ
ブジェクトインプリメンテーションにバインドしようとする
と、クライアントアプリケーションごとに別個のサーバーが
アクティブ化されます。 クライアントアプリケーションが接
続を切断するか、 終了すると、 そのサーバーは終了し
ます。

オプシ ョ ン 必須 説明
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上の登録では、 要求されたサーバーを生成する と き、 次のコマン ド を実行する よ う に 
OAD に指示し ています。

vbj -DDEBUG=1 Server CreditUnion

OAD にリ モー ト で登録する
リ モー ト ホス ト の OAD にイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを登録するには、 -h 引数を使用し
て oadutil reg を実行し ます。

次の例は、 UNIX シェルから  Windows 上の OAD に リ モー ト 登録を行 う 方法です。
oadutil に引数を渡す前に UNIX シェルがバッ ク ス ラ ッ シュ を解釈し ないよ う に、 二重
のバッ ク ス ラ ッ シ ュでエスケープする必要があ り ます。

prompt> oadutil reg -r IDL:Library:1.0 Harvard \ 
 -java c:\\vbroker\\examples\\library\\libsrv -p shared -h 100.64.15.198

スマー ト エージ ェ ン ト を使用し ない OAD の使用
スマー ト エージェ ン ト を使用し ないで OAD を使用し てサーバーにア ク セスするには、
vbroker.orb.activationIOR プロパテ ィ を使用し て OAD の IOR を  oadutil と
サーバーに示し ます。

た と えば、 OAD の IOR が e:/adm デ ィ レ ク ト リ （Windows） にあ り 、 製品に付属する  
bank_portable サンプル （examples/basic/bank_portable デ ィ レ ク ト リ にあ る）
を実行する と し ます。 スマー ト エージェ ン ト を使用し ないでこのサーバーにア ク セスする
には、 次の手順にし たがいます。

1 OAD を起動する ： OAD が参照する ク ラ スパスにサーバーのク ラ スパスが含まれる必要
があ り ます。 コマン ド は次の とお り です。

prompt>start oad -VBJprop vbroker.agent.enableLocator=false -verbose

2 oadutil を使用し てサーバーを登録する ： コマン ド は次の とお り です。

prompt> oadutil -VBJprop vbroker.orb.activationIOR=file:///e:/adm/oadj.ior -VBJprop 
     vbroker.agent.enableLocator=false reg -i Bank::AccountManager  
     -o BankManager -java Server

3 サーバーの IOR を生成する ： サーバーは、 起動時に IOR をフ ァ イルに書き出し ます。
サーバーが実行中の場合はサーバーを終了し、 OAD によ るサーバーの起動を実際に確
認でき る よ う にし ます。 コマン ド は次の とお り です。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.activationIOR=file:///e:/adm/oadj.ior Server

4 ク ラ イ アン ト を実行する ： OAD が実行中であ る こ と を確認し た後、 次のコマン ド を使
用し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.agent.enableLocator=false Client
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ネー ミ ングサービスによる OAD の使用
OAD では、 ブー ト ス ト ラ ッ プにネー ミ ングサービ ス を使用でき ます。 前節では、 ス
マー ト エージェ ン ト を使用せず、 ク ラ イ アン ト はサーバーの IOR フ ァ イルを取得する
必要があ り ま し た。 このブー ト ス ト ラ ッ プは、 次の手順に示すよ う に、 ネー ミ ング
サービ ス をかわ り に使用し て実行する こ と もでき ます。

1 ネー ミ ングサービ スへの リ フ ァ レン ス を指定し て、 OAD を起動し ます。 ネー ミ ング
サービ スは、 ホス ト  myhost のポー ト  1111 で実行し ている もの と し ます。

prompt>oad -verbose -VBJprop 
vbroker.orb.initRef=NameService=corbaloc::myhost:1111/NameService

2 サーバーを OAD に登録し ます。 -cos_name パラ メ ータ を使用し て、 こ のサーバーを
ネー ミ ングサービ スに自動的にバイ ン ドする こ と を OAD に示し ます。

prompt>oadutil -VBJprop vbroker.orb.activationIOR=file:///e:/adm/oadj.ior -VBJprop 
  vbroker.agent.enableLocator=false reg -i Bank::AccountManager -o BankManager  
  -cos_name simple_test -cpp Server
prompt>oadutil -VBJprop vbroker.orb.activationIOR=file:///e:/adm/oadj.ior -VBJprop 
  vbroker.agent.enableLocator=false reg -i Bank::AccountManager -o BankManager  
  -cos_name simple_test -java Server

3 これで、 ク ラ イ アン ト はネー ミ ングサービ ス を使用し てサーバーの リ フ ァ レン ス を解
決および取得でき ます。 Java ク ラ イ アン ト 用のコード を次に示し ます。

prompt>org.omg.CORBA.Object server=  
       rootCtx.resolve(new NameComponent[] {new 
NameComponent("simple_test","")});

-cos_name パラ メ ータ を使用し ているので、 OAD はネー ミ ングサービ スでのサーバーの
バイ ンデ ィ ングを自動的に行います。

オブジェクトの複数のインスタンスの区別

イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 ReferenceData によ り 、 同じオブジェ ク ト の複数のイ ン
ス タ ン ス を区別でき ます。 リ フ ァ レン スデータの値は、 オブジェ ク ト の作成時にイ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンによ って選択され、 オブジェ ク ト の存続期間中は一定です。
ReferenceData typedef は、 プラ ッ ト フ ォーム間 と  VisiBroker ORB で移植可能です。

CreationImplDef クラスによるアクティブ化プロパ
ティの設定

CreationImplDef ク ラ スは、 OAD が VisiBroker ORB オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する
ために必要なプロパテ ィ と し て、 path_name、 activation_policy、 args、 および 
env を含んでいます。 次のサンプルは、 CreationImplDef 構造体を示し ます。

path_name プロパテ ィ は、 このオブジェ ク ト を実装する実行可能プロ グ ラ ムの正確なパ
ス名を設定し ます。 activation_policy プロパテ ィ は、 サーバーのア ク テ ィ ブ化ポ リ
シーを表し ます。 これは、 290 ページの 「オブジェ ク ト の作成 と登録の例」 で説明されて
います。 args プロパテ ィ と  env プロパテ ィ は、 サーバーに渡すコマン ド ラ イ ン引数と環
境設定を表し ます。

module extension { 
... 
   enum Policy { 
      SHARED_SERVER, 
      UNSHARED_SERVER 
   }; 
   struct CreationImplDef { 
      CORBA::RepositoryId repository_id; 
      string                  object_name; 
      CORBA::ReferenceData    id; 
      string                  path_name; 
      Policy                  activation_policy; 
      CORBA::StringSequence   args; 
      CORBA::StringSequence   env; 
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   }; 
... 
};

ORB インプリメンテーションを動的に変更する

次のサンプルに、 オブジェ ク ト の登録を動的に変更するために使用する  
change_implementation() メ ソ ッ ド を示し ます。 こ の メ ソ ッ ド を使用し て、 オブジェ
ク ト のア ク テ ィ ブ化ポ リ シー、 パス名、 引数、 および環境変数を変更でき ます。

module Activation 
{ 
... 
   void change_implementation(in extension::CreationImplDef old_info, 
         in extension::CreationImplDef new_info) 
      raises ( NotRegistered, InvalidPath, IsActive ); 
... 
};

注意 change_implementation() メ ソ ッ ド を使用する と、 オブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ン名と オブジェ ク ト 名を変更でき ますが、 細心の注意が必要です。 理由は、 このよ う
な変更を行 う と、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは古い名前でオブジェ ク ト を探すこ と ができ な
く な るからです。

OAD::reg_implementation による OAD 登録

VisiBroker のク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでは、 手動またはス ク リ プ ト で oadutil 
reg コマン ド を使用するかわ り に OAD::reg_implementation オペレーシ ョ ンで、 1 つ
以上のオブジェ ク ト をア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモンに登録でき ます。 このオペレーシ ョ ン
を使用する と、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは OAD と  osagent に登録されま
す。 OAD はこ の情報を イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ に保存し ます。 これは、 ク ラ
イ アン ト が対象のオブジェ ク ト にバイ ン ド し よ う とする と、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを検索し てア ク テ ィ ブ化するためです。

module Activation { 
... 
   typedef sequence<ObjectStatus> ObjectStatus List; 
... 
   typedef sequence<ImplementationStatus> ImplStatusList; 
... 
   interface OAD { 
      // インプリメンテーションを登録します。 
      Object reg_implementation(in extension::CreationImplDef impl) 
         raises (DuplicateEntry, InvalidPath); 
   } 
}

CreationImplDef 構造体には、 OAD に必要なプロパテ ィ が格納されます。 それらのプ
ロパテ ィ は、 repository_id、 object_name、 id、 path_name、
activation_policy、 args、 および env です。 これらのプロパテ ィ の値を設定および
照会するためのオペレーシ ョ ン も用意されています。 これらの追加プロパテ ィ は、 OAD 
が VisiBroker ORB オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化するためのプロパテ ィ です。

struct CreationImplDef { 
   CORBA::RepositoryId repository_id; 
   string object_name; 
   CORBA::ReferenceData id; 
   string path_name; 
   Policy activation_policy; 
   CORBA::StringSequence args; 
   CORBA::StringSequence env; 
};

path_name プロパテ ィ は、 このオブジェ ク ト を実装する実行可能プロ グ ラ ムの正確なパ
ス名を設定し ます。 activation_policy プロパテ ィ は、 サーバーのア ク テ ィ ブ化ポ リ
シーを表し ます。 args プロパテ ィ と  env プロパテ ィ は、 サーバーに渡されるオプシ ョ ン
の引数と環境設定を表し ます。
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オブジェクトの登録解除

オブジェクトの作成と登録の例

次のサンプルコード は、 CreationImplDef ク ラ ス と  OAD.reg_implementation() メ
ソ ッ ド で OAD サーバーを登録する方法を示し ています。 この メ カニズムは独立し た管理
プロ グ ラ ムの中で使用される こ と も あ り 、 必ずし も オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
自身で使用されるわけではあ り ません。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの中で使用
する場合は、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンをア ク テ ィ ブ化する前に、 これらの作
業を行 う 必要があ り ます。

ORB オブジェ ク ト を作成し、 OAD に登録する

// Register.java 
import com.inprise.vbroker.Activation.*; 
import com.inprise.vbroker.extension.*; 
public class Register{ 
   public static void main(String[] args) { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // OAD を検索します。 
      try { 
         OAD anOAD = 
            OADHelper.bind(orb); 
         // ImplDef を作成します。 
         CreationImplDef _implDef = new 
                  com.inprise.vbroker.extension.CreationImplDef(); 
         _implDef.repository_id = "IDL:Bank/AccountManager:1.0"; 
         _implDef.object_name = "BankManager"; 
         _implDef.path_name = "vbj"; 
         _implDef.id = new byte[0]; 
         _implDef.activation_policy = 
                  com.inprise.vbroker.extension.Policy.SHARED_SERVER; 
         _implDef.env = new String[0]; 
         String[] str = new String[1]; 
         str[0] = "Server"; 
         _implDef.args = str; 
         try { 
            anOAD.reg_implementation(_implDef); 
         } catch (Exception e) { 
            System.out.println("Caught " + e); 
         } 
      } 
      catch (org.omg.CORBA.NO_IMPLEMENT e) { 
      } 
   } 
}

OAD で渡す引数

オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの起動時に、 OAD は、 そのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンが OAD に登録された と きに指定された引数をすべて渡し ます。

オブジェクトの登録解除

オブジェ ク ト から提供されるサービ スが使用できな く な るか、 一時的に中断された場合
は、 そのオブジェ ク ト は OAD から登録解除する必要があ り ます。 VisiBroker ORB オブ
ジェ ク ト は、 登録を解除される と、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ から削除されま
す。 また、 スマー ト エージェ ン ト のデ ィ レ ク ト リ から も削除されます。 登録解除し たオブ
ジェ ク ト は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムによ る検索や使用ができな く な り ます。 また、
OAD.change_implementation() メ ソ ッ ド でオブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
も変更でき な く な り ます。 登録の場合と同様に、 登録解除も コマン ド ラ イ ン と プロ グ ラ ム
のどち らかで実行でき ます。
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オブジェクトの登録解除

oadutil ツールによるオブジェクトの登録解除

oadutil unreg コマン ド では、 OAD に登録し た 1 つ以上のオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを登録解除でき ます。 オブジェ ク ト の登録が一度解除される と、 ク ラ イ アン ト
がそのオブジェ ク ト を要求し て も、 OAD が自動的にそれをア ク テ ィ ブ化する こ と はでき
な く な り ます。 oadutil unreg で登録解除でき る ものは、 oadutil reg コマン ド で登
録し ておいたオブジェ ク ト だけです。

イ ン ターフ ェース名だけを指定し た場合は、 そのイ ン ターフ ェースに関連付け られている
すべての VisiBroker ORB オブジェ ク ト が登録を解除されます。 イ ン ターフ ェース名と オブ
ジ ェ ク ト 名を指定し て、 特定の VisiBroker ORB オブジェ ク ト だけを登録解除する こ と も で
き ます。 オブジェ ク ト を登録解除する と、 そのオブジェ ク ト に関連付け られているすべて
のプロセスが終了し ます。

メ モ oadutil reg コマン ド を使用するには、 ネ ッ ト ワーク上の少な く と も  1 つのホス ト で oad プ
ロセス を実行し てお く 必要があ り ます。

oadutil unreg コマン ド の構文は次の とお り です。

oadutil unreg [options]

oadutil unreg コマン ド のオプシ ョ ンは、 次のコマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。

オプシ ョ ン 必須 説明

-i <interface 
name>

はい 特定の IDL インターフェース名を指定します。 -i、 -r、 -  
s、 または -poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。    
リポジトリ ID の指定方法の詳細は、 283 ページの 「インター  
フェース名をリポジトリ ID に変換する」 を参照してください。

-r <repository 
id>

はい 特定のリポジトリ ID を指定します。 -i、 -r、 -s、 または -   
poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-s <service 
name>

はい 特定のサービス名を指定します。 -i、 -r、 -s、 または - 
poa のうち、 指定できるものは一度に 1 つです。

-o <object 
name>

はい 特定のオブジェクト名を指定します。 コマンドステートメントで
インターフェース名またはリポジトリ ID を指定した場合にの  
み、 このオプションを使用できます。 -s 引数または -poa 引数   
を使用する場合、 このオプションは使用できません。

-poa 
<POA_name>

はい oadutil reg -poa <POA_name> を使用して登録した    
POA を登録解除します。

-host <host 
name>

いいえ OAD が実行されているホストの名前を指定します。

-verbose いいえ 詳細モードを有効にし、 メッセージを標準出力に出力します。

-version いいえ このツールのバージョンを表示します。
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オブジェクトの登録解除

登録解除のサンプル
oadutil unreg ユーテ ィ リ テ ィ は、 次の 3 つの場所にあ る  VisiBroker ORB オブジェ
ク ト を登録解除でき ます。

■ オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン

■ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ

■ スマー ト エージェ ン ト

次のサンプルは、 oadutil unreg コマン ド の使い方を示し ています。 こ のコマン ド は、
ローカル OAD から  MyBank と い う 名前の Bank::AccountManager のイ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンを登録解除し ます。

oadutil unreg -i Bank::AccountManager -o MyBank

OAD からの登録解除の操作

オブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 OAD イ ン ターフ ェースのオペレーシ ョ ン
または属性の 1 つを使用し て、 VisiBroker ORB オブジェ ク ト の登録を解除でき ます。

■ unreg_implementation(in CORBA::RepositoryId repId, in string 
object_name)

■ unreg_interface(in CORBA::RepositoryId repId)
■ unregister_all()
■ attribute boolean destroy_on_unregister()

次は OAD の登録解除操作の例です。

module Activation { 
... 
  interface OAD { 
      ... 
    void unreg_implementation(in CORBA::RepositoryId repId,  
      in string object_name) 
      raises(NotRegistered); 
      ... 
  } 
}

オペレーシ ョ ン 説明

unreg_implementat
ion()

特定のリポジトリ ID とオブジェクト名でインプリメンテーションの登録  
を解除するには、 このオペレーションを使用します。 このオペレー
ションで、 指定されたリポジトリ ID とオブジェクト名を実装している  
すべてのプロセスが終了します。

unreg_interface() 特定のリポジトリ ID だけでインプリメンテーションの登録を解除する  
場合は、 このオペレーションを使用します。 このオペレーションで、
指定されたリポジトリ ID を実装しているすべてのプロセスが終了し  
ます。

unregister_all() すべてのインプリメンテーションを登録解除するには、このオペレー
ションを使用します。 destroyActive が true に設定されてい   
ない限り、 すべてのアクティブなインプリメンテーションは実行を続
けます。 下位互換性を保つため、 unregister_all() は破棄 
を行いません。 つまり、 これは 
unregister_all_destroy(false) を呼び出すのと同等で 
す。

destroy_on_unregi
ster

インプリメンテーションを登録解除するとき、 関連するすべての子プ
ロセスを破棄するには、 この属性を使用します。 デフォルト値は
false です。
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OAD の IDL インターフェース

インプリメンテーションリポジトリの内容の表示

oadutil ツールを使用する と、 特定のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ の内容を一覧
表示でき ます。 oadutil ツールは、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン リ ポジ ト リ 内の各イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンについて、 すべてのオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス名、 実行可能プロ グ ラ ム
のパス名、 ア ク テ ィ ブ化モード、 および リ フ ァ レン スデータ を一覧表示し ます。 実行可能
プロ グ ラ ムに渡される引数または環境変数があれば、 それら もすべて一覧表示されます。

OAD の IDL インターフェース

OAD は、 VisiBroker ORB オブジェ ク ト と し て実装されます。 これは、 OAD にバイ ン ド し
て、 そのイ ン ターフ ェースで、 登録済みのオブジェ ク ト のステータ ス を照会する ク ラ イ ア
ン ト プロ グ ラ ムを作成する と きに使用し ます。 次のサンプルは、 OAD の IDL イ ン ター
フ ェース仕様です。

module Activation 
{ 
   enum state { 
      ACTIVE, 
      INACTIVE, 
      WAITING_FOR_ACTIVATION 
   }; 
   struct ObjectStatus { 
      long unique_id; 
      State activation_state; 
      Object objRef; 
   }; 
   typedef sequence<ObjectStatus> ObjectStatusList; 
   struct ImplementationStatus { 
      extension::CreationImplDef impl; 
      ObjectStatusList status; 
   }; 
   typedef sequence<ImplementationStatus> ImplStatusList; 
   exception DuplicateEntry {}; 
   exception InvalidPath {}; 
   exception NotRegistered {}; 
   exception FailedToExecute {}; 
   exception NotResponding {}; 
   exception IsActive {}; 
   exception Busy {}; 
   interface OAD { 
      Object reg_implementation(   in extension::CreationImplDef impl) 
               raises (DuplicateEntry, InvalidPath); 
      extension::CreationImplDef get_implementation( 
               in CORBA::RepositoryId repId, 
               in string object_name) 
               raises ( NotRegistered); 
      void change_implementation(in extension::CreationImplDef old_info, 
               in extension::CreationImplDef new_info) 
                raises (NotRegistered,InvalidPath,IsActive); 
      attribute boolean destroy_on_unregister; 
      void unreg_implementation(in CORBA::RepositoryId repId, 
               in string object_name) 
               raises ( NotRegistered ); 
      void unreg_interface(in CORBA::RepositoryId repId) 
               raises ( NotRegistered ); 
      void unregister_all(); 
      ImplementationStatus get_status(in CORBA::RepositoryId repId, 
               in string object_name)          
               raises ( NotRegistered); 
      ImplStatusList get_status_interface(in CORBA::RepositoryId repId) 
                                          raises (NotRegistered); 
      ImplStatusList get_status_all(); 
};
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第 章

Chapter   21 インターフェースリポジトリの   
使い方

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （IR） は、 CORBA オブジェ ク ト イ ン ターフ ェースの記述を
保持し ます。 IR 内のデータは、 IDL フ ァ イル内のデータ （モジュール、 イ ン ターフ ェー
ス、 オペレーシ ョ ン、 およびパラ メ ータ） の記述と同じですが、 ク ラ イ アン ト が実行時に
ア ク セスでき る よ う に構成されている点が異な り ます。 ク ラ イ アン ト は、 開発者がオン ラ
イ ン リ フ ァ レン ス ツールを使用し た と きなどに、 このイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を参照
し ます。 また、 ク ラ イ アン ト は、 動的起動イ ン ターフ ェース （DII） を持つオブジェ ク ト
への呼び出し を準備する と きなどに、 参照先の任意のオブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース を
検索し ます。

この節では、 インターフェース リ ポジ ト リ の作成や、 VisiBroker のユーテ ィ リ テ ィや独自の
コ ード を使ってイ ンタ ーフェ ース リ ポジト リ にアク セス する 方法について説明し ていま す。

インターフェースリポジトリの概要

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （IR） は、 CORBA オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース情報を
格納し たデータベース と考え られます。 ク ラ イ アン ト は、 実行時にこの情報を使って イ ン
ターフ ェースの記述を取得し た り 、 更新する こ と ができ ます。 179 ページの 「ロ ケーシ ョ
ンサービ スの使い方」 に説明する  VisiBroker ロ ケーシ ョ ンサービ スが、 オブジェ ク ト イ ン
ス タ ン ス を記述するデータ を保持するのに対し て、 IR のデータは、 イ ン ターフ ェース
（型） を記述し ます。 IR に保存されている イ ン ターフ ェース を備えた イ ン ス タ ン スが存在
する場合も、 存在し ない場合も あ り ます。 IR 内の情報は 1 つ以上の IDL フ ァ イルの情報と
等価ですが、 IR の方がク ラ イ アン ト が実行時に使いやすい形式で情報を表現し ています。

また、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を使用する ク ラ イ アン ト は、 303 ページの 「動的起動
イ ン ターフ ェースの使い方」 に説明する動的起動イ ン ターフ ェース （DII ： Dynamic 
Invocation Interface） を使用する場合があ り ます。 このよ う な ク ラ イ アン ト は、 イ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ を使って未知のオブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース情報を取得し、 DII 
を使用し てそのオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 ただし、 IR と  DII の間に決めら
れた関係があ るわけではあ り ません。 た と えば、 IR を使用し て、 開発者用の 「IDL ブラ ウ
ザ」 ツールを作成でき ます。 そのよ う なツールで、 メ ソ ッ ド の記述をブラ ウザからエデ ィ
タに ド ラ ッ グする こ と によ り 、 開発者のソース コード にその メ ソ ッ ド を呼び出すテンプ
レー ト を挿入する こ と もでき ます。 このサンプルでは、 DII と は関係な く  IR が使用されま
す。

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を作成するには、 VisiBroker irep プロ グ ラ ムを使用し ます。
こ のプロ グ ラ ムは IR サーバー （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン） です。 イ ン ターフ ェース リ ポ
ジ ト リ を更新し た り 、 それに記入するには、 VisiBroker idl2ir プロ グ ラ ムを使用し ます。
また、 ユーザー自身が IR ク ラ イ アン ト を記述し て、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を参照
し た り 、 更新する こ と もでき ます。
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irep を使ったインターフェースリポジトリの作成と表示

インターフェースリポジトリの内容

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ はオブジェ ク ト の階層を保持し、 それらのオブジェ ク ト の メ
ソ ッ ド によ り 、 イ ン ターフ ェースに関する情報が公開されます。 イ ン ターフ ェースは、 一
般にオブジェ ク ト の記述と考え られますが、 オブジェ ク ト の集合を使って イ ン ターフ ェー
ス を記述する こ と は、 CORBA 環境では意味のあ る こ と です。 それは、 データベースなど
の新しい メ カニズムが必要ないためです。

IR が保持でき るオブジェ ク ト の種類のサンプル と し て、 IDL フ ァ イルが IDL モジュール定
義を保持し、 モジ ュールがイ ン ターフ ェース定義を保持し、 イ ン ターフ ェースがオペレー
シ ョ ン （ メ ソ ッ ド） 定義を保持する場合を例に取 り ます。 これに対応し て、 イ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ は ModuleDef オブジェ ク ト を保持し、 ModuleDef オブジェ ク ト は 
InterfaceDef オブジェ ク ト を保持し、InterfaceDef オブジェ ク ト は OperationDef 
オブジェ ク ト を保持し ます。 こ のよ う に、 IR の ModuleDef から、 保持し ている  
InterfaceDef の情報を取得でき ます。 逆も また同様で、 既知の InterfaceDef から、
それがどの ModuleDef に存在するかを知る こ と ができ ます。 例外、 属性、 valuetype な
ど、 その他の IDL 構造のすべてがイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 内で表現されます。

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ は、 タ イプコード も保持し ます。 タ イプコード は、 IDL フ ァ
イル内に明示的には一覧表示されませんが、 IDL フ ァ イル内で定義または参照されている
タ イプ （long、 string、 struct） から自動的に派生し ます。 タ イプコード は、 CORBA 
の any 型のイ ン ス タ ン ス をエン コー ド またはデコードする ために使用されます。 Any 型は
任意のタ イプを表し、 動的起動イ ン ターフ ェースで使用される共通タ イプです。

作成できるインターフェースリポジトリの数

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ は、 ほかのオブジェ ク ト と同様に、 必要な数だけ作成でき ま
す。 IR の作成または使用に対し て、 VisiBroker から課される条件はあ り ません。 ユーザー
のサイ ト でどのよ う にイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ をデプロ イ メ ン ト し、 それに名前を付
けるかは、 ユーザーが決定し ます。 た と えば、 1 つの中央イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ に
「製品版」 オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース をすべて入れ、 開発者はテス ト 用に自分の IR 
を作成する、 と い う 規則を設け る こ と もでき ます。

メ モ イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ は書き込み可能であ り 、 ア ク セス コ ン ト ロールによ って保護
されません。 ク ラ イ アン ト が誤って、 または故意に、 IR を破棄し た り 、 IR から機密扱い
の情報を取得する可能性があ り ます。

すべてのオブジェ ク ト に定義されている  _get_interface_def メ ソ ッ ド を使用するに
は、 少な く と も  1 つのイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ サーバーが実行されている必要があ り
ます。 そ う でない と、 ORB が IR 内でイ ン ターフ ェース を検索でき ません。 使用可能な イ
ン ターフ ェース リ ポジ ト リ がない場合、 または ORB のバイ ン ド先の IR がオブジェ ク ト の
イ ン ターフ ェース定義と と もにロード されていない場合、 _get_interface_def は 
NO_IMPLEMENT 例外を生成し ます。

irep を使ったインターフェースリポジトリの作成と表示

VisiBroker イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ サーバーは、 irep と い う 名前で 
<install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ 内に置かれています。 irep プロ グ ラ ムは、 デーモン
と し て実行されます。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と同様に、 irep をオブジェ
ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD） に登録する こ と ができ ます。 oadutil ツール
では、 （CORBA::Repository などのイ ン ターフ ェース名ではな く ） IDL:org.omg/
CORBA/Repository:2.3 などのオブジェ ク ト  ID が必要です。

メ モ irep サーバーは、 内部的なデータの一貫性を維持する ために、 ロールバッ ク フ ァ イルを必
要と し ます。 た と えば、 irep サーバーを初めて起動し た場合など、 フ ァ イルがまだ存在し
なければ作成されます。 コマン ド ラ イ ンで指定された IRepName がロールバッ ク フ ァ イル
の名前の作成に使用されます。 こ の名前に、 使用するプラ ッ ト フ ォームの有効なフ ァ イル
システム文字だけが含まれている こ と を確認し て く ださい。 指定された名前に存在し ない
デ ィ レ ク ト リ 名が含まれている場合は、 そのデ ィ レ ク ト リ が自動的に作成されます。
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irep を使ったインターフェースリポジトリの作成

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を作成し た り 、 その内容を表示するには、 irep プロ グ ラ ム
を使用し ます。 irep プロ グ ラ ムで使用する構文は次の とお り です。

irep <driver_options> <other_options> <IRepName> [file.idl]

次の表で irep でイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を作成する ための構文について説明し ま
す。

次の表に、 irep 引数の定義を示し ます。 27 ページの 「Java 対応プロ グ ラマツール」 で定
義されている ド ラ イバオプシ ョ ン も使用でき ます。

次のサンプルは、 Bank.idl と い う 名前のフ ァ イルから  TestIR と い う 名前のイ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ を作成する方法を示し ます。

irep TestIR Bank.idl

インターフェースリポジトリの内容の表示

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の内容を表示するには、 VisiBroker ir2idl ユーテ ィ リ テ ィ
または VisiBroker コ ン ソールアプ リ ケーシ ョ ンを使用し ます。 ir2idl ユーテ ィ リ テ ィ の
構文は次の とお り です。

ir2idl [-irep <IRname>]

次の表で、 irep でイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の内容を表示するための構文について説
明し ます。

構文 説明

IRepN
ame

インターフェースリポジトリのインスタンス名を指定します。 この名前を指定することで、 ク
ライアントは、 このインターフェースリポジトリのインスタンスにバインドできます。

file.
idl

IDL ファイルを指定します。 irep は、 作成するインターフェースリポジトリにこの IDL ファ    
イルの内容をロードし、 終了時に IR の内容を IDL ファイルに保存します。 ファイルが指    
定されていない場合、 irep は空のインターフェースリポジトリを作成します。

引数 説明

-D, -define foo[=bar] プリプロセッサマクロを定義します。 値は省略可能です。

-I, -include <dir> #include の検索対象のディレクトリを追加します。

-P, -no_line_directives プリプロセッサから #line 指示文を発行しません。 デフォルトは  
off です。

-H, -list_includes #includ の対象ファイルが見つかると、 その名前を表示します。 
デフォルトは off です。

-C, -retain_comments プリプロセス後の出力内にコメントを保持します。 デフォルトは
off です。

-U, -undefine foo プリプロセッサマクロの定義を解除します。

-[no_]idl_strict IDL ソースの解釈を OMG 標準に制限します。 デフォルトは   
off です。

-[no_]warn_unrecognized_pragmas 認識できない # プラグマがあった場合に警告を出します。 デ  
フォルトは on です。

-[no_]back_compat_mapping VisiBroker 3.x と互換性があるマッピングを使用します。

-h, -help, -usage, -? このコマンドの使い方を出力します。

-version ソフトウェアのバージョン番号を表示します。

-install <service name> NT サービスとしてインストールします。

-remove <service name> この NT サービスをアンインストールします。

構文 説明

-irep 
<IRname>

IRname というインターフェースリポジトリインスタンスにバインドするようにプログラム 

に指示します。 このオプションが指定されない場合は、 スマートエージェントから返

される任意のインターフェースリポジトリにバインドします。
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idl2ir を使ったインターフェースリポジトリの更新

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を更新するには、 VisiBroker idl2ir ユーテ ィ リ テ ィ を使用
し ます。 このプロ グ ラ ムは IR ク ラ イ アン ト です。 idl2ir ユーテ ィ リ テ ィ の構文は次の と
お り です。

idl2ir [arguments] <idl_file_list>

次のサンプルは、 TestIR イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を Bank.idl フ ァ イルからの定義
を使って更新する方法です。

idl2ir -irep TestIR -replace Bank.idl

idl2ir または irep ユーテ ィ リ テ ィ を使って イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 内のエン ト リ
を除去する こ と はでき ません。 項目を除去するには、 次の手順にし たがいます。

■ irep プロ グ ラ ムを終了し ます。

■ irep コマン ド ラ イ ンで指定し た IDL フ ァ イルを編集し ます。

■ 更新し たフ ァ イルで irep を再度開始し ます。

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ には、 簡単な ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スがあ り ます。 指定さ
れた IDL フ ァ イルのロード に失敗し た場合、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ は、 自分の内容
を元の状態にロールバッ ク し ます。 IDL を ロード し た後は、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ
は、 以降の ト ラ ンザク シ ョ ンで使用するために、 その状態を コ ミ ッ ト し ます。 どの リ ポジ
ト リ でも、 ホームデ ィ レ ク ト リ に <IRname>.rollback フ ァ イルがあ り 、 まだコ ミ ッ ト
されていない 後の ト ラ ンザク シ ョ ンの状態が保存されます。

メ モ イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 内のすべてのエン ト リ を除去する場合は、 その内容を新しい
空の IDL フ ァ イルで置き換えます。 た と えば、 Empty.idl と い う 名前の IDL フ ァ イルを
使って次のコマン ド を実行し ます。

idl2ir -irep TestIR -replace Empty.idl

インターフェースリポジトリの構造体の概要

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ は、 その中のオブジェ ク ト を階層的に構成し ます。 この階層
は、 IDL 仕様で定義されている イ ン ターフ ェースの構造に対応する ものです。 1 つの IDL 
モジュール定義内に複数のイ ン ターフ ェース定義があ るの と同様に、 イ ン ターフ ェース リ
ポジ ト リ 内の一部のオブジェ ク ト は、 ほかのオブジェ ク ト を含んでいます。 下に示すサン
プル IDL フ ァ イルがどのよ う にイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 内のオブジェ ク ト の階層に変
換されるかを示し ます。

// Bank.idl 
module Bank { 
   interface Account { 
      float balance(); 
   }; 
   interface AccountManager { 
      Account open(in string name); 
   }; 
};
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図 21.1 Bank.idl に対するインターフェースリポジトリのオブジェクト階層

OperationDef オブジェ ク ト は、 パラ メ ータ と戻 り 値の型を保持する追加のデータ構造
体 （イ ン ターフ ェースではない） への リ フ ァ レン ス を保持し ます。

インターフェースリポジトリ内のオブジェクトの識別

次の表に、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ のオブジェ ク ト を識別および分類するために提供
されるオブジェ ク ト を示し ます。

インターフェースリポジトリに保存できるオブジェクト
の型

下の表に、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 内に保持でき るオブジェ ク ト を ま と めます。 これ
らのオブジェ ク ト のほ と んどは、 IDL の構文要素に対応し ています。 た と えば、
StructDef は、 IDL の構造体宣言 と同じ情報を保持し、 InterfaceDef は、 IDL のイ ン
ターフ ェース宣言と同じ情報を保持し ます。 同様に、 IDL のプ リ ミ テ ィ ブ （boolean、
long など） 宣言と同じ情報を保持する  PrimitiveDef までさ まざまな タ イプがあ り ま
す。

項目 説明

name IDL 仕様の中でモジュール、 インターフェース、 オペレーションなどに割り当てられ 
ている識別子に対応する文字列。 識別子は必ずしも一意ではありません。

id IRObject を一意に識別する文字列。 RepositoryID は 3 つのコンポーネントからな    
り、 それぞれはコロン （:） デリミタで区切られています。 初のコンポーネントは
「IDL:」 で、 後のコンポーネントは 「:1.0」 などのバージョン番号です。 2 番め 
のコンポーネントは、 複数の識別子をスラッシュ （/） で区切って並べたものです。
その 初の識別子は、 通常、 一意のプレフィクスです。

def_k
ind

イ ン タ ーフ ェ ース リ ポジト リ オブジェ ク ト のすべての有効なタ イ プを 表す値
を 定義する 列挙体。

オブジ ェ ク
ト の型 説明

Repositor
y

ほかのすべてのオブジェクトを保持する 上位レベルのモジュールを表しま
す。

ModuleDef IDL のモジュール宣言を表します。 これは、 ModuleDefs、 
InterfaceDefs、 ConstantDefs、 AliasDefs、 お よ び
ExceptionDefs を保持します。 また、 IDL モジュールで定義できるその他  
の IDL 構造と等価な IR の構造を保持します。

Interface
Def

IDL インターフェース宣言を表します。 これは、 OperationDefs、 
ExceptionDefs、 
AliasDefs、 ConstantDefs、 および AttributeDefs を保持します。
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継承元のインターフェース

イ ン ス タ ン ス化できない （つま り 抽象） 3 つの IDL イ ン ターフ ェースに、 よ く 使用される
メ ソ ッ ド が定義されています。 これらのイ ン ターフ ェースは、 IR 内の多 く のオブジェ ク ト
（上の表を参照） に継承されます。 次の表は、 これらの広 く 継承される イ ン ターフ ェース
を ま と めた ものです。 これらのイ ン ターフ ェースのその他の メ ソ ッ ド の詳細については、
『VisiBroker プロ グ ラマーズ リ フ ァ レン ス』 を参照し て く ださい。

Attribute
Def

IDL の属性宣言を表します。

Operation
Def

IDL のオペレーション （メソッド） 宣言を表します。 これは、 インターフェース 
の 1 つのオペレーションを定義します。 この定義は、 このオペレーションに必  
要なパラメータのリスト、 戻り値、 このオペレーションによって生成される例外の
リスト、 およびコンテキストのリストからなります。

ConstantD
ef

IDL の定数宣言を表します。

Exception
Def

IDL の例外宣言を表します。

ValueDef valuetype 定義を表します。 これは、 定数、 タイプ、 値、 例外、 オペレーショ 
ン、 および属性の各一覧を保持します。

ValueBoxD
ef

単純にボックス化された別の IDL 型の valuetype を表します。

ValueMemb
erDef

valuetype のメンバーを表します。

NativeDef ネイティブ定義を表します。 ユーザーが独自のネイティブを定義することはでき
ません。

StructDef IDL 構造体宣言を表します。

UnionDef IDL 共用体宣言を表します。

EnumDef IDL 列挙体宣言を表します。

AliasDef IDL typedef 宣言を表します。 IR の TypedefDef インターフェースは、     
StructDefs や UnionDefs に共通するオペレーションを定義するベースイ   
ンターフェースであることに注意してください。

StringDef IDL の固定長文字列宣言を表します。

SequenceD
ef

IDL のシーケンス宣言を表します。

ArrayDef IDL の配列宣言を表します。

Primitive
Def

IDL プリミティブ宣言を表します。 null、 void、 long、 ushort、 ulong、 
float、 double、 boolean、 char、 octet、 any、 TypeCode、
Principal、 string、 objref、 longlong、 ulonglong、
longdouble、 wchar、 wstring があります。

オブジ ェ ク
ト の型 説明
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インターフェースリポジトリへのアクセス

ク ラ イアン ト プログラ ムは、 インターフェース リ ポジ ト リ の IDL インターフェースを使って
イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ にあ るオブジェ ク ト に関する情報を取得でき ます。 ク ラ イ ア
ン ト プロ グ ラ ムは、 Repository にバイ ン ド し、 次に下に示す メ ソ ッ ド を起動し ます。 こ
のイ ン ターフ ェースの詳細については、 『プロ グ ラマーズ リ フ ァ レン ス』 を参照し て く だ
さ い。

メ モ イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を使用するプロ グ ラ ムは、 -D_VIS_INCLUDE_IR フ ラ グを
付けて コ ンパイルする必要があ り ます。

package org.omg.CORBA; 
public interface Repository extends Container { 
   . . . 
   org.omg.CORBA.Contained lookup_id(string id); 
   org.omg.CORBA.PrimitiveDef get_primitive(org.omg.CORBA.PrimitiveKind kind); 
   org.omg.CORBA.StringDef create_string(long bound); 
   org.omg.CORBA.SequenceDef create_sequence(long bound, 
         org.omg.CORBA.IDLType element_type); 
   org.omg.CORBA.ArrayDef create_array(long length, 
         org.omg.CORBA.IDLType element_type); 
   . . . 
}

インターフェースリポジトリのサンプルプログラム

こ の節では、 アカ ウ ン ト を作成および開 く （開き直す） ための単純な AccountManager 
イ ン ターフ ェース を保持する単純な イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の例について説明し ま
す。 こ のサンプルコード は、 次のデ ィ レ ク ト リ 内に置かれています。

<install_dir>¥vbe¥examples¥ir

AccountManager イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 初期化時に、 管理される  Account イ ン
ターフ ェースのイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ 定義をブー ト ス ト ラ ッ プし ます。 これによ
り 、 こ の特定の Account イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにすでに実装済みの追加オペレーシ ョ
ンがク ラ イ アン ト にエ ク スポーズ されます。 これで、 ク ラ イ アン ト は、 （IDL に記述され
ている） 既知のオペレーシ ョ ンすべてにア ク セスでき る よ う にな り ます。 また、 イ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ にその他のオペレーシ ョ ンに対するサポー ト があ るかど う かを確認し
て、 それらのオペレーシ ョ ンを呼び出すこ と ができ ます。 このサンプルでは、 イ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ 定義オブジェ ク ト を管理し た り 、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を使っ
て リ モー ト オブジェ ク ト の詳細を調べる方法を具体的に示し ます。

インタ ー
フ ェ ース 継承する側 主な ク エ リ ー メ ソ ッ ド

IRObject Repository を初めとするすべて 
の IR オブジェクト。

def_kind() は、 モジュールやインター 
フェースなど、 IR オブジェクトの定義種類 
を返します。 
destroy() は、IR オブジェ ク ト を破棄し   
ます。

Container ほかの IR オブジェクトを保持できる  
IR オブジェクト （モジュールやイン 
ターフェースなど）。

lookup() は、 保持するオブジェクトを名 
前で検索します。 
contents() は、 Container のオブ  
ジェクトをリストします。 
describe_contents() は、 
Container のオブジェクトを記述します。

Contained ほかのオブジェクト （Containers）
に保持される IR オブジェクト。

name() は、このオブジェクトの名前です。 
defined_in() は、 オブジェクトを保持 
する Container です。 
describe() は、 オブジェクトを記述しま 
す。 
move () は、 別のコンテナにオブジェクト  
を移動します。
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こ のプロ グ ラ ムをテス ト するには、 次の条件が必要です。

■ OSAgent は実行中でなければな り ません。 詳細については、 「スマー ト エージェ ン ト の
使い方」 の 165 ページの 「スマー ト エージェ ン ト の使い方」 を参照し て く ださい。

■ イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ は irep を使って実行中でなければな り ません。 詳細につ
いては、 296 ページの 「irep を使った イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の作成と表示」 を参
照し て く ださ い。

■ イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の起動時にコマン ド ラ イ ンで指定するか、 idl2ir を使用
するかのどち らかによ り 、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ に IDL フ ァ イルがロード され
ていなければな り ません。 詳細については、 298 ページの 「idl2ir を使った イ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ の更新」 を参照し て く ださい。

■ ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを起動し ます。

IR 内のイ ン ターフ ェースのオペレーシ ョ ン と属性の検索

//Client.java 
import org.omg.CORBA.InterfaceDef; 
import org.omg.CORBA.InterfaceDefHelper; 
import org.omg.CORBA.Request; 
import java.util.Random; 
public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         // マネージャの ID を取得します。 
         byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
         // AccountManager を検索します。完全な POA 名とサーバント ID を指定します。 
Bank.AccountManager manager = 
               Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/bank_ir_poa", managerId); 
         // 口座名またはデフォルトとして args[0] を使用します。 
         String name = args.length > 0 ? args[0] : "Jack B. Quick"; 
         // アカウントマネージャに指定した口座を開くように要求します。 
         Bank.Account account = manager.open(name); 
         // 口座の残高を取得します。 
         float balance = account.balance(); 
         // 残高を印刷します。 
         System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
               balance); 
         // 新しい残高を計算して設定します。 
         balance = args.length > 1 ?Float.parseFloat(args[1]) : 
               Math.abs(new Random().nextInt()) % 100000 / 100f; 
         account.balance(balance); 
 // 残高の明細を取得できるかを調べて、取得できる場合はそれを出力します。 
String desc = getDescription(account); 
System.out.println("Balance description:¥n" + desc); 
} catch (org.omg.CORBA.SystemException e) { 
System.err.println("System exception caught:" + e); 
} catch (Exception e) { 
System.err.println("Unexpected exception caught:"); 
e.printStackTrace(); 
} 
} 
   static String getDescription (Bank.Account account) { 
      // このインターフェースのインターフェースリポジトリ定義を取得します。 
      InterfaceDef accountDef = 
                  InterfaceDefHelper.narrow(account._get_interface_def()); 
      // この特定のインプリメンテーションが「describe」オペレーションを 

// サポートしているかをチェックします。 
      if (accountDef.lookup("describe") != null) { 
         // ここでは、静的なスケルトンのメソッドを使用できません 
         // スケルトンの作成時に、Account インターフェースの IDL のバージョン 
         // に、IDL になかったからです。かわりに DII を使用します。 
         Request request = account._request("describe"); 
         request.result().value().insert_string(""); 
         request.invoke(); 
         return request.result().value().extract_string(); 
      } else { 
         return "<no description>"; 
      } 
   } 
}
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第 章

Chapter   22 動的起動インターフェースの   
使い方

通常のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの開発者は、 自分のコード から起動する  CORBA オブジェ
ク ト の型を知ってお り 、 コ ンパイ ラでそれらの型のス タブを生成し てコード に挿入し ま
す。 それに対し て、 汎用ク ラ イ アン ト の開発者には、 ユーザーが呼び出すオブジェ ク ト の
種類がわか り ません。 その場合は、 動的起動イ ン ターフ ェース （DII ： Dynamic Invocation 
Interface） を使用し て、 実行時に取得する情報から任意の CORBA オブジェ ク ト の任意の
メ ソ ッ ド を起動でき る よ う にク ラ イ アン ト を作成し ます。

動的起動インターフェースの概要

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムで動的起動イ ン ターフ ェース （DII ： Dynamic Invocation Interface）
を使用する と、 記述された時点では型がわから なかった CORBA オブジェ ク ト の メ ソ ッ ド
を起動でき ます。 DII は、 デフ ォル ト の静的起動 と は対照的です。 静的起動では、 ク ラ イ
アン ト が起動する各 CORBA オブジェ ク ト のス タブを コ ンパイ ラで生成し、 それを ク ラ イ
アン ト プロ グ ラ ムのソース コード に挿入する必要があ り ます。 つま り 、 静的起動を使用す
る ク ラ イ アン ト は、 起動するオブジェ ク ト の型をあ らかじめ宣言し ます。 DII を使用する
ク ラ イ アン ト では、 どのよ う な型のオブジェ ク ト が起動されるかがプロ グ ラマにわから な
いため、 そのよ う な宣言はあ り ません。 DII の長所はその柔軟性です。 DII を使用する と、
コ ンパイルの時点ではイ ン ターフ ェースが存在し なかったオブジェ ク ト を含め、 任意のオ
ブジェ ク ト を起動でき る汎用のク ラ イ アン ト を作成でき ます。 DII には、 次の 2 つの短所
があ り ます。

■ ス タブに相当する作業を行 う コード が必要なので、 プロ グ ラ ミ ングが難し く なる。

■ 実行時に行 う 処理が増え るため、 起動に時間がかかる。

DII は完全な ク ラ イ アン ト イ ン ターフ ェースです。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
と い う 観点から見れば、 静的起動と動的起動は同じ ものです。

DII を使用し て、 次のよ う な ク ラ イ アン ト を作成でき ます。

■ ス ク リ プ ト 環境と  CORBA オブジェ ク ト 間のブ リ ッ ジまたはアダプタ。 た と えば、 ス ク
リ プ ト がブ リ ッ ジを呼び出し て、 オブジェ ク ト と メ ソ ッ ド の識別子、 およびパラ メ ー
タ値を渡し ます。 ブ リ ッ ジは、 動的要求を作成し て発行し、 その結果を受け取 り 、 そ
れを ス ク リ プ ト 環境に返し ます。 このよ う なブ リ ッ ジでは、 静的起動を使用でき ませ
ん。 開発者は、 ス ク リ プ ト 環境が起動するオブジェ ク ト の型をあ らかじめ知る こ と が
できないからです。

■ 共通オブジェ ク ト のテス タ。 た と えば、 ク ラ イ アン ト は、 任意のオブジェ ク ト 識別子を
受け取 り 、 そのイ ン ターフ ェース を イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （295 ページの 「イ ン
ターフ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照） 内で検索し、 その メ ソ ッ ド をそれぞれ仮
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の引数値を使って起動し ます。 やは り 、 静的起動を使用し て このよ う な汎用のテス タ
を作成する こ と はでき ません。

メ モ ク ラ イ アン ト は、 DII 要求で有効な引数を渡す必要があ り ます。 有効な引数を渡すこ と が
でき なかった場合は、 サーバーのク ラ ッ シ ュ を含む予期し ない結果が生じ る可能性があ り
ます。 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を使用し て、 パラ メ ータ値の型の検査を動的に行 う こ
と は可能ですが、 その処理は複雑にな り ます。 適なパフ ォーマン ス を得るには、 DII を
使用する ク ラ イ アン ト を呼び出すコード （ス ク リ プ ト など） の信頼性を高め、 確実に有効
な引数を渡すよ う にし ます。

重要な DII の概念

実際に動的起動イ ン ターフ ェースがデプロ イ メ ン ト される  CORBA イ ン ターフ ェースは少
数です。 さ らに、 DII では、 1 つのタ ス ク を実行するのに複数の方法があ る場合がほ と ん
どです。 つま り 、 それぞれの状況において、 プロ グ ラ ミ ングの容易さ と パフ ォーマン スの
どち ら を優先するかを選択でき ます。 結果と し て、 DII は、 CORBA 機能の中でも難解な部
類に入 り ます。 こ の節では、 出発点と し て、 DII の主要な概念を説明し ます。

DII を使用するには、 も基本的な ものから順に次の概念を理解する必要があ り ます。

■ Request オブジェ ク ト

■ Any オブジェ ク ト と  Typecode オブジェ ク ト

■ Request の送信オプシ ョ ン

■ Reply の受信オプシ ョ ン

Request オブジ ェ ク ト の使用
Request オブジェ ク ト は、 1 つの CORBA オブジェ ク ト の 1 つの メ ソ ッ ド の 1 つの起
動を表し ます。 同じ  CORBA オブジェ ク ト の 2 つの メ ソ ッ ド を呼び出す場合、 または 
2 つの異な るオブジェ ク ト の同じ メ ソ ッ ド を呼び出す場合は、 2 つの Request オブ
ジェ ク ト が必要にな り ます。 あ る メ ソ ッ ド を呼び出すには、 初に、 ターゲ ッ ト リ
フ ァ レ ン ス （目的の CORBA オブジェ ク ト を表すオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス） が必要
です。 ターゲ ッ ト リ フ ァ レ ン ス を使って Request を作成し、 それを引数を使って記
入し、 Request を送信し て返事を待ち、 Request から結果を取得し ます。

Request を作成する方法は 2 つあ り ます。 簡単な方法は、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の 
_request メ ソ ッ ド を呼び出す方法です。 この メ ソ ッ ド は、 すべての CORBA オブジェ ク
ト によ って継承されます。 実際には、 これはターゲ ッ ト オブジェ ク ト を呼び出し ません。
_request には、 Request で呼び出す メ ソ ッ ド の IDL 名 （「get_balance」 など） を渡
し ます。 _request を使って作成された Request に引数を追加するには、 呼び出す メ
ソ ッ ド で必要な引数ご と に Request の add_value メ ソ ッ ド を呼び出し ます。1 つ以上の 
Context オブジェ ク ト を ターゲ ッ ト に渡すには、 その ctx メ ソ ッ ド を使用し てそれら を 
Request に追加し なければな り ません。

すぐには理解しに く いですが、 Request の結果の型も  result メ ソ ッ ド を使って指定し
なければな り ません。 パフ ォーマン ス上の理由から、 VisiBroker ORB ど う しで交換される
メ ッ セージには、 型情報が含まれません。 Request の中でプレースホルダーの結果型を
指定する こ と によ り 、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト によ る応答 メ ッ セージから結果を正し く 抽
出する ために必要な情報を VisiBroker ORB に提供し ます。 同様に、 呼び出す メ ソ ッ ド が
ユーザー例外を生成する可能性があ る場合は、 プレースホルダーの例外を Request に追
加し てから送信する必要があ り ます。

Request オブジェ ク ト を作成する複雑な方法には、 ターゲッ ト オブジェ ク ト の 
_create_request メ ソ ッ ド を起動する方法です。 これは再度すべての CORBA オブジェ
ク ト を継承する方法です。 こ の メ ソ ッ ド には複数の引数があ り ます。 それらの引数は、 新
規の Request の引数に格納され、 また結果の型を指定し、 返されるユーザー例外があれ
ば、 そのユーザー例外を指定し ます。 _create_request メ ソ ッ ド を使用するには、 その
メ ソ ッ ド の引数と な る コ ンポーネン ト をあ らかじめ作成し てお く 必要があ り ます。
_create_request メ ソ ッ ド の潜在的な長所はパフ ォーマン スにあ り ます。 複数のター
ゲ ッ ト オブジェ ク ト にあ る同じ メ ソ ッ ド を呼び出す場合は、 複数回の _create_request 
の呼び出しの中で、 その メ ソ ッ ド の引数コ ンポーネン ト を再利用でき ます。

メ モ _create_request メ ソ ッ ド には、 オーバーロード された 2 つの形式があ り ます。 一方に
は ContextList パラ メ ータ と  ExceptionList パラ メ ータがあ り 、 も う 一方にはどち ら
も あ り ません。 1 つ以上の Context オブジェ ク ト を渡し て メ ソ ッ ド を呼び出すか、 呼び
出す メ ソ ッ ド が 1 つ以上のユーザー例外を生成する可能性があ る場合、 またはその両方の
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場合は、 追加パラ メ ータ を持つ方の _create_request メ ソ ッ ド を使用する必要があ り
ます。

Any 型を使った引数のカプセル化
ターゲ ッ ト メ ソ ッ ド の引数、 結果、 および例外は、 Any と い う 特殊なオブジェ ク ト で
それぞれ指定されます。 Any は、 すべての型の引数をカプセル化する汎用オブジェ ク
ト です。 Any は、 IDL で記述でき る どの型で も保持でき ます。 引数を Request に 
Any と し て指定する と、 コ ンパイ ラが型不一致を指摘する こ と も な く 、 Request が
任意の引数型と値を保持でき ます。 結果と例外について も同様です。

Any は TypeCode と値で構成されます。 値は値そのものであ り 、 TypeCode は値の中の
ビ ッ ト 列を解釈する方法、 つま り その値の型を記述するオブジェ ク ト です。 long と  
Object などの単純 IDL 型に対する単純な TypeCode 定数は、 idl2java コ ンパイ ラに
よ って生成されるヘッ ダーフ ァ イルに組み込まれます。 structs、 unions、 typedefs 
などの IDL 構造型に対する  TypeCode は構築する必要があ り ます。 これらが記述する型
は再帰的に記述される場合があ るので、 そのよ う な TypeCode も再帰的にな る可能性があ
り ます。

あ る  struct が 1 つずつの long と  string で構成される と し ます。 この struct の 
TypeCode には、 long の TypeCode と  string の TypeCode が含まれます。 TypeCode 
は、 実行時にイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ から取得でき ます （295 ページの 「イ ン ター
フ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照）。 または、 ORB::create_struct_tc や 
ORB::create_exception_tc を呼び出し て、 VisiBroker ORB に TypeCode を作成する
よ う に要求する こ と もでき ます。

_create_request メ ソ ッ ド を使用する場合、 NVList と呼ばれる別の特殊なオブジェ ク
ト に、 Any 型にカプセル化された ターゲ ッ ト メ ソ ッ ド の引数を格納する必要があ り ます。
どのよ う に Request を作成し て も、 その結果は NVList と し てエン コード されます。 こ
の段落で引数について説明し ている内容は、 結果にも同様に当てはま り ます。 「NV」 は名
前付きの値 （named value） と い う 意味です。 NVList は項目の数と複数の項目から な り 、
各項目は名前、 値、 およびフ ラ グを持ちます。 名前は引数の名前、 値はその引数をカプセ
ルし ている  Any、 またフ ラ グは引数の IDL モード （in または out など） を表し ます。
Request の結果は、 1 つの名前付き値と し て表されます。

要求の送信オプシ ョ ン
Request を作成し、 引数、 結果の型、 および例外の型を設定し た ら、 これを ター
ゲ ッ ト オブジェ ク ト に送信し ます。 Request を送信する方法はい く つかあ り ます。

■ も簡単な方法は、 Request の invoke メ ソ ッ ド を呼び出すこ と です。 こ の メ ソ ッ ド
は、 応答 メ ッ セージを受信する までブロ ッ ク し ます。

■ ブロ ッ ク を行わない方法と し て、 少し複雑な Request の send_deferred メ ソ ッ ド が
あ り ます。 これは、 ス レ ッ ド を使って並行処理を行 う 方法のかわ り にな り ます。 多 く
のオペレーテ ィ ングシステムでは、 send_deferred メ ソ ッ ド の方がス レ ッ ド を生成
する よ り 経済的です。

■ send_deferred メ ソ ッ ド を使用する 目的が、 複数のタ ーゲッ ト オブジェ ク ト を並行し
て呼び出すこ と である 場合、 そのかわり と し て  ORB オブジェ ク ト の 
send_multiple_requests_ 
deferred メ ソ ッ ド を使用でき ます。 この メ ソ ッ ド は、 Request オブジェ ク ト のシー
ケン ス を受け取 り ます。

■ ターゲ ッ ト メ ソ ッ ド が IDL で oneway と定義されている場合にだけ、 Request の 
send_ 
oneway メ ソ ッ ド を使用し ます。

■ VisiBroker ORB の send_multiple_requests_oneway メ ソ ッ ド を使用する と、 複数
の oneway メ ソ ッ ド を並行し て呼び出すこ と ができ ます。
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応答の受信オプシ ョ ン
invoke メ ソ ッ ド を呼び出し て Request を送信し た場合、 結果を取得する方法は 1 
つだけです。 Request オブジェ ク ト の env メ ソ ッ ド を使用し て、 例外があ るかど う
かをテス ト し ます。 例外がなければ、 result メ ソ ッ ド を使用し て、 Request から  
NamedValue を抽出し ます。 send_oneway メ ソ ッ ド を使用し た場合、 結果はあ り ま
せん。 send_deferred メ ソ ッ ド を使用し た場合は、 そのオペレーシ ョ ンが完了し た
かど う かを定期的にチェ ッ ク でき ます。 それには、 Request の poll_response メ
ソ ッ ド を呼び出し、 応答が受信されたかど う かを示すコード を取得し ます。 しばら く
ポー リ ング し た後、 遅延送信の完了を待ちながらブロ ッ クする場合は、 Request の 
get_response を使用し ます。

send_multiple_requests_deferred メ ソ ッ ド で Request を送信し た場合、 その 
Request の get_response メ ソ ッ ド を呼び出すこ と で、 特定の Request が完了し たか
ど う かわか り ます。 未処理の Request が完了し たかど う かを検出するには、 VisiBroker 
ORB の get_next_ 
response メ ソ ッ ド を使用し ます。 ブロ ッ クする こ と な く 、 これ と同じ処理を行 う には、
VisiBroker ORB の poll_next_response メ ソ ッ ド を使用し ます。

オブジェクトのオペレーションを動的に呼び出すための
手順

ク ラ イ アン ト が DII を使用する場合の手順を ま と める と、 次のよ う にな り ます。

1 使用する ターゲ ッ ト オブジェ ク ト への共通 リ フ ァ レン ス を取得する。

2 Request オブジェ ク ト を作成する。

3 要求のパラ メ ータおよび返される結果を初期化する。

4 要求を呼び出し、 結果を待つ。

5 結果を取得する。

DII を使用するサンプルプログラム

次のデ ィ レ ク ト リ に、 DII の使い方を紹介するい く つかのサンプルプロ グ ラ ムが用意され
ています。

<install_dir>/examples/vbe/bank_dynamic

こ の節では、 これらのサンプルプロ グ ラ ムを使用し て、 DII の概念を説明し ます。

idl2java コンパイラの使い方

idl2java コ ンパイ ラのフ ラ グ （-dynamic_marshal） をオンにする と、 DII を使用する
ス タブコード が生成されます。 どの型の DII の使い方を理解する場合にも、 次の手順を実
行し ます。

1 IDL フ ァ イルを作成する。

2 -dynamic_marshal を使って生成する。

3 ス タブコード を確認する。
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共通オブジェクトリファレンスの取得

DII を使用する場合、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 コ ンパイル時にターゲ ッ ト オブジェ ク
ト のク ラ ス定義がわから ない場合があ るので、 従来のバイ ン ド メ カニズムを使ってター
ゲ ッ ト オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得する必要はあ り ません。

次のサンプルコード は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが VisiBroker ORB オブジェ ク ト から提供
される  bind メ ソ ッ ド を使用し、 オブジェ ク ト の名前を指定し てオブジェ ク ト にバイ ン ド
する方法を示し ます。 こ の メ ソ ッ ド は共通 org.omg.CORBA.Object を戻し ます。

. . . 
org.omg.CORBA.Object account; 
try { 
   // ORB を初期化します。 
 org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
} catch(Exception e) { 
   System.err.println ("Failure during ORB_init"); 
   e.printStackTrace(); 
} 
. . . 
try { 
   // Account インターフェースをサポートするオブジェクトにバインドするように 
ORB に要求します。 
   account = orb.bind("IDL:Account:1.0"); 
} catch(const CORBA::Exception& excep) { 
   System.err.println ("Error binding to account" ); 
   excep.printStackTrace(); 
} 
System.out.println ("Bound to account object"); 
. . .

要求の作成と初期化

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムがオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を呼び出すと、 その メ ソ ッ ド の呼び出
し を表す Request オブジェ ク ト が作成されます。 Request オブジェ ク ト がバッ フ ァに書
き込まれるか、 またはマーシ ャ リ ング され、 そのオブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
に送信されます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムがク ラ イ アン ト ス タブを使用する場合、 この処
理は透過的に行われます。 DII を使用する場合は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが Request オ
ブジェ ク ト を自分で作成し て送信する必要があ り ます。

メ モ このク ラ スにコ ン ス ト ラ ク タはあ り ません。 Object の _request メ ソ ッ ド または 
Object の _create_request メ ソ ッ ド を使用し て、 Request オブジェ ク ト を作成し ま
す。
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Request インターフェース

次のサンプルコード は Request イ ン ターフ ェースです。 Request を作成する ために使用され
るオブジェ ク ト リ フ ァ レン スから、 要求のターゲ ッ ト が暗黙的に設定されます。 Request 
を作成する と き、 オペレーシ ョ ンの名前を指定する必要があ り ます。

package org.omg.CORBA; 
public abstract class Request  { 
   public abstract org.omg.CORBA.Object target(); 
   public abstract java.lang.String operation(); 
   public abstract org.omg.CORBA.NVList arguments(); 
   public abstract org.omg.CORBA.NamedValue result(); 
   public abstract org.omg.CORBA.Environment env(); 
   public abstract org.omg.CORBA.ExceptionList exceptions(); 
   public abstract org.omg.CORBA.ContextList contexts(); 
   public abstract void ctx(org.omg.CORBA.Context ctx); 
   public abstract org.omg.CORBA.Context ctx(); 
   public abstract org.omg.CORBA.Any add_in_arg(); 
   public abstract org.omg.CORBA.Any add_named_in_arg( 
   public abstract org.omg.CORBA.Any add_inout_arg(); 
   public abstract org.omg.CORBA.Any add_named_inout_arg( 
   public abstract org.omg.CORBA.Any add_out_arg(); 
   public abstract org.omg.CORBA.Any add_named_out_arg( 
   public abstract void set_return_type( 
   public abstract org.omg.CORBA.Any return_value(); 
   public abstract void invoke(); 
   public abstract void send_oneway(); 
   public abstract void send_deferred(); 
   public abstract void get_response(); 
   public abstract boolean poll_response(); 
}

DII 要求を作成および初期化する方法

オブジェ ク ト へのバイ ン ド を発行し、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得し た ら、 2 つの メ
ソ ッ ド のどち らかを使って Request オブジェ ク ト を作成でき ます。

次のサンプルは、 org.omg.CORBA.Object イ ン ターフ ェースから提供される メ ソ ッ ド を
示し ます。

package org.omg.CORBA; 
public interface Object { 
. . . 
   public org.omg.CORBA.Request _request(java.lang.String operation; 
   public org.omg.CORBA.Request _create_request( 
         org.omg.CORBA.Context ctx, 
         java.lang.String operation, 
         org.omg.CORBA.NVList arg_list, 
         org.omg.CORBA.NamedValue result 
   ) 
   public org.omg.CORBA.Request _create_request( 
         org.omg.CORBA.Context ctx, 
         java.lang.String operation, 
         org.omg.CORBA.NVList arg_list, 
         org.omg.CORBA.NamedValue result, 
         org.omg.CORBA.ExceptionList exceptions, 
         org.omg.CORBA.ContextList contexts 
   ) 
. . . 
}
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create_request メソッドの使い方

_create_request メ ソ ッ ド を使って Request オブジェ ク ト を作成し、 Context、 オペ
レーシ ョ ン名、 渡す引数 リ ス ト 、 および結果を初期化でき ます。 オプシ ョ ンで、 要求に 
ContextList を設定でき ます。 これは、 要求の IDL で定義される属性に対応し ます。 こ
のオペレーシ ョ ンのために作成された Request オブジェ ク ト を返し ます。

_request メソッドの使い方

309 ページの 「Request オブジェ ク ト を作成するサンプルコード」 は、 _request メ ソ ッ ド
を使用し、 オペレーシ ョ ン名だけを指定し て Request オブジェ ク ト を作成する方法を示
し ます。 浮動要求を作成し た後に、 add_in_arg メ ソ ッ ド を呼び出し て入力パラ メ ータの
アカ ウ ン ト 名を追加し ます。 こ の結果型は、 set_return_type メ ソ ッ ド の呼び出し を介
し てオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス型と し て初期化されます。 この呼び出しの後、 result メ
ソ ッ ド の呼び出しによ り 、 戻 り 値が抽出されます。 Account Manager イ ン ス タ ン スの別の
メ ソ ッ ド を呼び出す場合も、 パラ メ ータ と戻 り 値の型が異な るだけで、 同じ手順が繰 り 返
されます。

Any オブジェ ク ト であ る  req は、 目的のアカ ウ ン ト  name で初期化され、 要求の引数 リ ス
ト に入力引数と し て追加されます。 要求の初期化の 後の手順は、 result 値を設定し て 
float を受け取る こ と です。

Request オブジェクトを作成するサンプルコード

Request オブジェ ク ト のオペレーシ ョ ン、 引数、 および結果に関連付け られたすべての
メ モ リ は、 そのオブジェ ク ト が所有権を持ち続けるので、 それら を解放し よ う と し てはな
り ません。 次のサンプルコード は、 Request オブジェ ク ト を作成する例です。

// Client.java 
public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      if (args.length ! = 2) { 
         System.out.println("Usage: vbj Client <manager-name> <account-
name>¥n"); 
         return; 
      } 
      String managerName = args[0]; 
      String accountName = args[1]; 
      org.omg.CORBA.Object accountManager, account; 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
      accountManager = orb.bind("IDL:Bank/AccountManager:1.0", 
            managerName, null, null); 
      org.omg.CORBA.Request request = accountManager._request("open");    
      request.add_in_arg().insert_string(accountName); 
      request.set_return_type(orb.get_primitive_tc( 
            org.omg.CORBA.TCKind.tk_objref) 
      ); 
      request.invoke(); 
      account = request.result().value().extract_Object(); 
      org.omg.CORBA.Request request = account._request("balance"); 
      request.set_return_type(orb.get_primitive_tc( 
            org.omg.CORBA.TCKind.tk_float) 
      ); 
      request.invoke(); 
      float balance = request.result().value().extract_float(); 
      System.out.println("The balance in " + accountName + "'s account is $" + 
balance); 
   } 
}
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要求に引数を設定する方法

Request の引数は NVList オブジェ ク ト で表され、 名前／値のペアを NamedValue オブ
ジェ ク ト と し て保存し ます。 arguments メ ソ ッ ド を使用する と、 この リ ス ト へのポイ ン
タ を取得でき ます。 次に、 こ のポイ ン タ を使って各引数の名前と値を設定し ます。

メ モ 常に引数は Request を送信する前に初期化し ます。 引数を初期化し ない と、 マーシャ リ
ングエラーが発生し、 サーバーが停止し て し ま う 可能性があ り ます。

NVList ク ラスを使用し て、 引数リ ス ト を実装する
この ク ラ スは、 メ ソ ッ ド呼び出しの引数を表す NamedValue オブジェ ク ト の リ ス ト
を実装し ます。 リ ス ト 内のオブジェ ク ト を追加、 削除、 および照会するための メ ソ ッ
ド が用意されています。 次のサンプルコード は、 NVList ク ラ ス を示し ます。

package org.omg.CORBA; 
public abstract class NVList { 
   public int count(); 
   public void add(int flags); 
   public void add_item(java.lang.String name, int flags); 
   public void add_value( 
         java.lang.String name, 
         org.omg.CORBA.Any value, 
         int flags 
   ); 
   public org.omg.CORBA.NamedValue item(int index); 
   public void remove(int index); 
}

NamedValue ク ラスを使用し て、 入力引数と出力引数を設定す
る
この ク ラ スは、 メ ソ ッ ド呼び出し要求用の入力と出力の引数の両方を表す名前／値ペ
アを実装し ます。 NamedValue ク ラ スは、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに返される要求
の結果を表すためにも使用されます。 name プロパテ ィ は単純な文字列であ り 、
value プロパテ ィ は Any ク ラ スによ って表されます。 次のサンプルコード は、
NamedValue ク ラ ス を示し ます。

このク ラ スにコ ン ス ト ラ ク タはあ り ません。 NamedValue オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス
を取得するには、 ORB.create_named_value メ ソ ッ ド を使用し ます。

package org.omg.CORBA; 
public abstract class NamedValue { 
   public java.lang.String name(); 
   public org.omg.CORBA.Any value(); 
   public int flags(); 
}

次の表は、 NamedValue ク ラ スの メ ソ ッ ド の説明です。

メ ソ ッ
ド 説明

name 項目の名前へのポインタを返します。 このポインタを使って名前を初期化できます。

value 項目の値を表す Any オブジェクトへのポインタを返します。 このポインタを使用し  
て、 値を初期化できます。 詳細については、 311 ページの 「Any クラスを使ってタ 
イプセーフに引数を渡す」 を参照してください。

flags この項目が入力引数、出力引数、または入出力引数のいずれであるかを示します。
この項目が入出力引数の場合は、 フラグを指定することにより、 VisiBroker ORB が  
引数のコピーを作成し、 呼び出し元のメモリを書き換えないように指示できます。 フ
ラグは ARG_IN、 ARG_OUT、 ARG_INOUT です。
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Any クラスを使ってタイプセーフに引数を渡す

このク ラ スは、 IDL で指定された型を保持し、 これを タ イプセーフな方法で渡すために使
用されます。

こ のク ラ スのオブジェ ク ト には、 それが保持するオブジェ ク ト の型およびそのオブジェ ク
ト への リ フ ァ レン ス を定義する  TypeCode への リ フ ァ レン スがあ り ます。 オブジェ ク ト を
構築、 コ ピー、 および解放する メ ソ ッ ド のほか、 そのオブジェ ク ト の値と型を初期化およ
び照会するための メ ソ ッ ド が用意されています。 また、 ス ト リ ームからオブジェ ク ト を読
み込んだ り 、 ス ト リ ームにオブジェ ク ト を書き込むためのス ト リ ーム演算子 メ ソ ッ ド も用
意されています。 次のサンプルコード は、 このク ラ スの定義例です。

package org.omg.CORBA; 
public abstract class Any { 
   public abstract TypeCode type(); 
   public abstract void type(TypeCode type); 
   public abstract void read_value(InputStream input, TypeCode type); 
   public abstract void write_value(OutputStream output); 
   public abstract boolean equal(Any rhs); 
   . . . 
}

TypeCode クラスを使用して、引数または属性の型を
表す

こ のク ラ スは、 引数や属性の型を表すために、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ および IDL コ
ンパイ ラによ って使用されます。 Request オブジェ ク ト で引数の型を指定する ために、
Any ク ラ ス と と もに TypeCode オブジェ ク ト も使用されます。

TypeCode オブジェ ク ト には、 kind と、 TCKind ク ラ スで定義された値の 1 つで表され
るパラ メ ータ リ ス ト プロパテ ィ があ り ます。

メ モ このク ラ スにコ ン ス ト ラ ク タはあ り ません。 ORB.get_primitive_tc メ ソ ッ ド または 
ORB.create_*_tc メ ソ ッ ド の 1 つを使用し て、 TypeCode オブジェ ク ト を作成し ます。

次の表に、 TypeCode オブジェ ク ト の種類 と パラ メ ータ を示し ます。

種類 パラ メ ータ リ ス ト

tk_abstract_in
terface

repository_id, interface_name

tk_alias repository_id, alias_name, TypeCode
tk_any なし

tk_array length, TypeCode
tk_boolean なし

tk_char なし

tk_double なし

tk_enum repository_id、 enum-name、 enum-id1、 enum-id2、 ... 
enum-idn

tk_except repository_id, exception_name, StructMembers
tk_fixed digits, scale
tk_float なし

tk_long なし

tk_longdouble なし

tk_longlong なし

tk_native id, name
tk_null なし

tk_objref repository_id, interface_id
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TypeCode ク ラ ス ：

public abstract class TypeCode extends java.lang.Object 
      implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity { 
   public abstract boolean equal(org.omg.CORBA.TypeCode tc); 
   public boolean equivalent(org.omg.CORBA.TypeCode tc); 
   public abstract org.omg.CORBA.TCKind kind(); 
   public TypeCode get_compact_typecode() 
   public abstract java.lang.String id() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public abstract java.lang.String name() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public abstract int member_count() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public abstract java.lang.String member_name(int index) 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind, 
               org.omg.CORBA.TypeCodePackage.Bounds; 
   public abstract org.omg.CORBA.TypeCode member_type(int index) 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind, 
               org.omg.CORBA.TypeCodePackage.Bounds; 
   public abstract org.omg.CORBA.Any member_label(int index) 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind, 
               org.omg.CORBA.TypeCodePackage.Bounds; 
   public abstract org.omg.CORBA.TypeCode discriminator_type() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public abstract int default_index() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public abstract int length() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public abstract org.omg.CORBA.TypeCode content_type() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public short fixed_digits() 

tk_octet なし

tk_Principal なし

tk_sequence TypeCode, maxlen
tk_short なし

tk_string maxlen-integer

tk_struct repository_id、 struct-name、 {member1、 TypeCode1}、
{membern、 TypeCoden}

tk_TypeCode なし

tk_ulong なし

tk_ulonglong なし

tk_union repository_id、 union-name、 switch TypeCode、
{label-value1、 member-name1、 TypeCode1}、 {label-
valuen、 member-namen、 TypeCoden}

tk_ushort なし

tk_value repository_id, value_name, boxType
tk_value_box repository_id, value_name, typeModifier, 

concreteBase, members
tk_void なし

tk_wchar なし

tk_wstring なし

種類 パラ メ ータ リ ス ト
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         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public short fixed_scale() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public short member_visibility(int index) 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind, 
               org.omg.CORBA.Bounds; 
   public short type_modifier() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
   public TypeCode concrete_base_type() 
         throws org.omg.CORBA.TypeCodePackage.BadKind; 
}

DII 要求の送信と結果の受信

Request ク ラ スは、 307 ページの 「要求の作成と初期化」 で説明する よ う に、 正し く 初期
化される と複数の要求送信 メ ソ ッ ド を提供し ます。

要求を呼び出す

要求を送信する も簡単な方法は、 要求の invoke メ ソ ッ ド を呼び出すこ と です。 この メ
ソ ッ ド は、 要求を送信し た後、 応答を待ってから ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに戻 り ます。
return_value メ ソ ッ ド は、 戻 り 値を表す Any オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス を返し ま
す。 次のサンプルコード は、 invoke メ ソ ッ ド を使った要求の送信方法を示し ます。

try { 
   . . . 
   // Account オブジェクトに送信する要求を作成します。 
   request = account._request("balance"); 
   // 結果の型を設定します。 
   request.set_return_type(orb.get_primitive_tc 
         (org.omg.CORBA.TCKind.tk_float)); 
   // Account オブジェクトへの要求を実行します。 
   request.invoke(); 
   // 残高を取得します。 
   float balance; 
   org.omg.CORBA.Any balance_result = request.return_value(); 
   balance = balance_result.extract_float(); 
   // 残高を出力します。 
   System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
          balance); 
} catch(Exception e) { 
   e.printStackTrace(); 
}
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send_deferred メソッドを使用して、遅延 DII 要求を
送信する

オペレーシ ョ ン リ ク エス ト を送信する メ ソ ッ ド には、 ブロ ッ ク を行わない 
send_deferred メ ソ ッ ド も あ り ます。 ク ラ イ アン ト は、 こ の メ ソ ッ ド を使って要求を送
信し た後、 poll_ 
response メ ソ ッ ド を使用し て、 有効な応答があ るかど う かを判定でき ます。
get_response メ ソ ッ ド は、 応答を受信する までブロ ッ ク し ます。 次のコード に、 これ
らの メ ソ ッ ド の使い方を示し ます。 次のサンプルは、 send_deferred メ ソ ッ ド と  
poll_response メ ソ ッ ド を使用し て、 遅延 DII 要求を送信する方法を示し ます。

try { 
. . . 
   // マネージャオブジェクトに送信する要求を作成します。 
   org.omg.CORBA.Request request = manager._request("open"); 
   // 要求の引数を作成します。 
   org.omg.CORBA.Any customer = orb.create_any(); 
   customer.insert_string(name); 
   org.omg.CORBA.NVList arguments = request.arguments(); 
   arguments.add_value("name" , customer, org.omg.CORBA.ARG_IN.value); 
   // 結果の型を設定します。 
   request.set_return_type(orb.get_primitive_tc 
         (org.omg.CORBA.TCKind.tk_objref)); 
   // 新しい口座の作成には多少時間がかかります。 

   // マネージャオブジェクトへの遅延要求を実行します。 
   request.send_deferred(); 
   Thread.currentThread().sleep(1000); 
   while (!request.poll_response()) { 
      System.out.println("  Waiting for response..."); 
      Thread.currentThread().sleep(1000);  // 1 秒間隔でポーリングします。 
   } 
   request.get_response(); 
   // 戻り値を取得します。 
   org.omg.CORBA.Object account; 
   org.omg.CORBA.Any open_result = request.return_value(); 
   account = open_result.extract_Object(); 
   . . . 
} catch(Exception e) { 
   e.printStackTrace(); 
}
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send_oneway メソッドを使用して、非同期 DII 要求を
送信する

非同期要求を送信するには、 send_oneway メ ソ ッ ド を使用し ます。 一方向要求には、 オ
ブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンから ク ラ イ アン ト に返される応答があ り ません。

複数の要求を送信する

DII Request オブジェ ク ト のシーケン スは、 Request オブジェ ク ト の配列を使って作成でき
ます。 要求シーケン スは、 VisiBroker ORB メ ソ ッ ド、
send_multiple_requests_oneway または send_multiple_requests_deferred 
を使って送信でき ます。 要求のシーケン ス を一方向要求と し て送信し た場合、 どの要求に
もサーバーからの応答はあ り ません。

複数の要求を受信する

send_multiple_requests_deferred を使って要求のシーケン スが送信し た場合、
サーバーから各要求に送信される応答を受信するには、 poll_next_response メ ソ ッ ド
と  get_next_ 
response メ ソ ッ ド を使用し ます。

VisiBroker ORB メ ソ ッ ド  poll_next_response は、 サーバーから応答を受信し たかど う
かを判定するために使用されます。 少な く と も  1 つの応答が使用可能であ る場合、 こ の メ
ソ ッ ド は true を返し ます。 使用可能な応答がない場合、 こ の メ ソ ッ ド は false を返し ま
す。

VisiBroker ORB の get_next_response メ ソ ッ ド は、 応答の受信に使用されます。 使用
可能な応答がない場合、 こ の メ ソ ッ ド は、 応答を受信する までブロ ッ ク し ます。 ク ラ イ ア
ン ト プロ グ ラ ムがブロ ッ クするのが不都合な場合は、 まず poll_next_response メ ソ ッ
ド を使って有効な応答があ るかど う かを判定し、 次に get_next_response メ ソ ッ ド を
使って結果を受信し ます。 次のサンプルコード は、 複数の要求の受信方法を示し ます。

複数の要求を送信し、 その結果を受信するための VisiBroker ORB メ ソ ッ ド

package org.omg.CORBA; 
public abstract class ORB { 
   public abstract org.omg.CORBA.Environment create_environment(); 
   public abstract void 
send_multiple_requests_oneway(org.omg.CORBA.Request[] reqs); 
   public abstract void 
send_multiple_requests_deferred(org.omg.CORBA.Request[] reqs); 
   public abstract boolean poll_next_response(); 
   public abstract org.omg.CORBA.Request get_next_response(); 
   . . . 
}
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DII によるインターフェースリポジトリの使い方

イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ （IR） 内の情報を DII の Request オブジェ ク ト に格納する
場合も あ り ます。 295 ページの 「イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照し て く だ
さい。 次の例では、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ を使ってオペレーシ ョ ンのパラ メ ータ を
取得し ます。 こ の例は、 実際の DII アプ リ ケーシ ョ ンの代表例と は異な り 、 リ モー ト オブ
ジェ ク ト の型 （Account） と リ モー ト オブジェ ク ト の 1 つの メ ソ ッ ド の名前 （balance）
をあ らかじめ知っている こ と に注意し て く ださい。 実際の DII アプ リ ケーシ ョ ンでは、
ユーザーなど、 外部の情報源から情報が取得されます。

■ any Account オブジェ ク ト にバイ ン ドする。

■ IR の Account の balance メ ソ ッ ド をチェ ッ ク し、 IR OperationDef からオペレー
シ ョ ン リ ス ト を構築する。

■ 引数と結果のコンポーネン ト を作成し、 これら を _create_request メ ソ ッ ドに渡す。
balance メ ソ ッ ド は例外を返さ ないこ と に注意し て く ださい。

■ Request を呼び出し、 結果を抽出し て出力する。
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第 章

Chapter   23 動的スケルトンインターフェース   
の使い方

こ の節では、 ク ラ イ アン ト 要求に応答するためにオブジェ ク ト サーバーが実行時にオブ
ジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを動的に作成する し く みについて説明し ます。

動的スケルトンインターフェースの概要

動的ス ケル ト ン イ ン ターフ ェース （DSI ： Dynamic Skeleton Interface） は、 生成される スケ
ル ト ン イ ン ターフ ェース を継承し ないオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成する メ
カニズムです。 通常、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 idl2java コ ンパイ ラに
よ って生成される スケル ト ン ク ラ スから派生されます。 DSI を使用する と、 オブジェ ク ト
は、 idl2java コ ンパイ ラによ って生成される スケル ト ン ク ラ ス を継承し な く て も、 自分
自身を ORB に登録し、 ク ラ イ アン ト からオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を受信し て処理し、
その結果を ク ラ イ アン ト に返すこ と ができ ます。

メ モ ク ラ イアン ト プログラ ムから見る と、 DSI で実装されたオブジェ ク ト は、 ほかの VisiBroker 
ORB オブジェ ク ト と ま った く 同じ よ う に動作し ます。 ク ラ イ アン ト は、 DSI を使用するオ
ブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と通信するために、 特別なオペレーシ ョ ンを提供する
必要はあ り ません。

VisiBroker ORB は、 オブジェ ク ト の invoke メ ソ ッ ド を呼び出し、 それを 
ServerRequest オブジェ ク ト に渡し て、 ク ラ イ アン ト オペレーシ ョ ン リ ク エス ト を DSI 
オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに提供し ます。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンの役割は、 要求されたオペレーシ ョ ンの判定、 その要求にバイ ン ド された引数の解釈、
要求に応答するために内部の 1 つ以上の メ ソ ッ ド を呼び出すこ と、 および適切な値を返す
こ と です。

オブジェ ク ト スケル ト ンの提供する通常の言語マ ッ ピングを使用する よ り も、 DSI を使っ
たオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの方が必要なプロ グ ラ ミ ング作業は増えて し まい
ますが、 DSI を使って実装されたオブジェ ク ト は、 プロ ト コル間ブ リ ッ ジを提供する場合
にたいへん役立ちます。

idl2java コンパイラの使い方

idl2java コ ンパイ ラのフ ラ グ （-dynamic_marshal） をオンにする と、 DSI を使用す
る ス ケル ト ン コード が生成されます。 どの型の DSI の使い方を理解する場合にも、 IDL 
フ ァ イルを作成し、 -dynamic_marshal を使って生成し、 コ ンパイルし、 結果のスケル
ト ン コード を調べます。
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オブジェクトインプリメンテーションを動的に作成する 
ための手順

DSI を使って動的にオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成するには、 次の操作を実
行し ます。

1 IDL を コ ンパイルする場合は、 -dynamic_marshal フ ラ グを使用し ます。

2 ス ケル ト ン ク ラ スから派生するのではな く 、 org.omg.PortableServer. 
DynamicImplementation イ ン ターフ ェースから派生する よ う に、 オブジェ ク ト イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンを設計し ます。

3 invoke メ ソ ッ ド を宣言し て実装する。 VisiBroker ORB がオブジェ ク ト にク ラ イ アン ト
要求を送る ためにこれを使用し ます。

4 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （POA サーバン ト ） をデフ ォル ト のサーバン ト
と し て POA マネージャに登録し ます。

DSI を使用するサンプルプログラム

DSI の使い方を紹介するサンプルプロ グ ラ ムは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>/examples/vbe/basic/bank_dynamic

こ の節では、 こ のサンプルを使って DSI の概念を説明し ます。 次に示す Bank.idl フ ァ イ
ルは、 こ のサンプルで実装されている イ ン ターフ ェース を示し ます。

// Bank.idl 
module Bank { 
  interface Account { 
    float balance(); 
  }; 
  interface AccountManager { 
    Account open(in string name); 
  }; 
};

DynamicImplementation クラスの拡張

DSI を使用するには、 次の DynamicImplementation ク ラ ス を基底ク ラ ス と し てオブ
ジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを派生させる必要があ り ます。 このク ラ スは、 複数のコ
ン ス ト ラ ク タ と  invoke メ ソ ッ ド を提供するので、 それら を実装する必要があ り ます。

package org.omg.CORBA; 
public abstract class DynamicImplementation extends Servant { 
   public abstract void invoke(ServerRequest request); 
. . . 
}

動的要求のオブジェクトを設計するサンプル

次のサンプルコード は、 DSI を使って実装される  AccountImpl ク ラ スの宣言です。 これ
は、 DynamicImplementation ク ラ スから派生し、 invoke メ ソ ッ ド を宣言し ます。
VisiBroker ORB は invoke メ ソ ッ ド を呼び出し、 ク ラ イ アン ト のオペレーシ ョ ン リ ク エス
ト を ServerRequest オブジェ ク ト の形式でイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに渡し ます。

下のサンプルコード は、 Account ク ラ ス コ ン ス ト ラ ク タ と  _primary_interface 関数
です。

import java.util.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
public class AccountImpl extends DynamicImplementation { 
   public AccountImpl(org.omg.CORBA.ORB orb, POA poa) { 
      _orb = orb; 
      _poa = poa; 
   } 
   public synchronized org.omg.CORBA.Object get(String name) { 
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      org.omg.CORBA.Object obj; 
      // 口座が存在するかどうかをチェックします。 
      Float balance = (Float)_registry.get(name); 
      if (balance == null) { 
         // 新しい口座を作成するまでの間を設けます。 
         try { 
            Thread.currentThread().sleep(3000); 
         } catch (Exception e) { 
            e.printStackTrace(); 
         } 
         // 0 ～ 1000 ドルの範囲で口座に残高を設定します。 
         balance = new Float(Math.abs(_random.nextInt()) % 100000 / 100f); 
         // 新しい口座を出力します。 
         System.out.println("Created " + name + "'s account: " + 
                balance.floatValue()); 
         _registry.put(name, balance); 
      } 
      // オブジェクトリファレンスを返します。 
      byte[] accountId = name.getBytes(); 
      try { 
         obj = _poa.create_reference_with_id(accountId, "IDL:Bank/
Account:1.0"); 
      } catch (org.omg.PortableServer.POAPackage.WrongPolicy e) { 
         throw new org.omg.CORBA.INTERNAL(e.toString()); 
      } 
      return obj; 
   } 
   public String[] _all_interfaces(POA poa, byte[] objectId) { return null; } 
   public void invoke(org.omg.CORBA.ServerRequest request) { 
      Float balance; 
      // オブジェクト ID から口座名を取得します。 
      String name = new String(_object_id()); 
      // オペレーション名が正しいことを確認します。 
      if (!request.operation().equals("balance")) { 
         throw new org.omg.CORBA.BAD_OPERATION(); 
      } 
      // 残高を求め、結果を格納します。 
      org.omg.CORBA.NVList params = _orb.create_list(0); 
      request.arguments(params); 
      balance = (Float)_registry.get(name); 
      if (balance == null) { 
         throw new org.omg.CORBA.OBJECT_NOT_EXIST(); 
      } 
      org.omg.CORBA.Any result = _orb.create_any(); 
      result.insert_float(balance.floatValue()); 
      request.set_result(result); 
      System.out.println("Checked " + name + "'s balance: " + 
             balance.floatValue()); 
   } 
   private Random _random = new Random(); 
   static private Hashtable _registry = new Hashtable(); 
   private POA _poa; 
   private org.omg.CORBA.ORB _orb; 
}

次のサンプルコード は、 DSI を使って実装される  AccountManagerImpl ク ラ スのイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンです。 これは、 DynamicImplementation ク ラ スから派生し、
invoke メ ソ ッ ド を宣言し ます。 VisiBroker ORB は invoke メ ソ ッ ド を呼び出し、 ク ラ イ
アン ト のオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を ServerRequest オブジェ ク ト の形式でイ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンに渡し ます。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class AccountManagerImpl extends DynamicImplementation { 
   public AccountManagerImpl(org.omg.CORBA.ORB orb, AccountImpl accounts) { 
      _orb = orb; 
      _accounts = accounts; 
   } 
   public synchronized org.omg.CORBA.Object open(String name) { 
      return _accounts.get(name); 
   } 
   public String[] _all_interfaces(POA poa, byte[] objectId) { return null; } 
   public void invoke(org.omg.CORBA.ServerRequest request) { 
      // オペレーション名が正しいことを確認します。 
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      if (!request.operation().equals("open")) { 
         throw new org.omg.CORBA.BAD_OPERATION(); 
      } 
 
 // 入力パラメータを取得します。 
String name = null; 
try { 
org.omg.CORBA.NVList params = _orb.create_list(1); 
org.omg.CORBA.Any any = _orb.create_any(); 
any.insert_string(new String("")); 
params.add_value("name", any, org.omg.CORBA.ARG_IN.value); 
request.arguments(params); 
name = params.item(0).value().extract_string(); 
} catch (Exception e) { 
throw new org.omg.CORBA.BAD_PARAM(); 
} 
// 実際のインプリメンテーションを呼び出して、結果を格納します。 
org.omg.CORBA.Object account = open(name); 
org.omg.CORBA.Any result = _orb.create_any(); 
result.insert_Object(account); 
request.set_result(result); 
} 
private AccountImpl _accounts; 
private org.omg.CORBA.ORB _orb; 
}

リポジトリ ID の指定

_primary_interface メ ソ ッ ド は、 サポー ト し ている リ ポジ ト リ 識別子を返すよ う に実
装する必要があ り ます。 リ ポジ ト リ 識別子を正し く 指定するには、 オブジェ ク ト の IDL イ
ン ターフ ェース名から順に次の操作を実行し ます。

1 先頭以外のデ リ ミ タ ス コープ解決演算子 （::） をすべてス ラ ッ シュ （/） に置き換えま
す。

2 文字列の先頭に 「IDL:」 を追加し ます。

3 文字列の末尾に 「:1.0」 を追加し ます。

た と えば、 こ のサンプルコード は IDL イ ン ターフ ェース名です。

Bank::AccountManager

その名前から得た リ ポジ ト リ 識別子は次のよ う になっています。

IDL:Bank/AccountManager:1.0
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ServerRequest クラスについて

ServerRequest オブジェ ク ト は、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの invoke メ
ソ ッ ド に対するパラ メ ータ と し て渡されます。 ServerRequest オブジェ ク ト はオペレー
シ ョ ン リ ク エス ト を表し、 要求されたオペレーシ ョ ンの名前、 パラ メ ータ リ ス ト 、 および
コ ンテキス ト を取得するための メ ソ ッ ド を提供し ます。 また、 呼び出し元に返される結果
を設定する メ ソ ッ ド と例外を反映する メ ソ ッ ド も提供し ます。

package org.omg.CORBA; 
public abstract class ServerRequest { 
   public java.lang.String operation(); 
   public void arguments(org.omg.CORBA.NVList args); 
   public void set_result(org.omg.CORBA.Any result); 
   public void set_exception(org.omg.CORBA.Any except); 
   public abstract org.omg.CORBA.Context ctx(); 
   // 次のメソッドは使用されなくなります。 
   public java.lang.String op_name(); // operation() を使用します。 
   public void params(org.omg.CORBA.NVList params); // arguments() を使用します。 
   public void result(org.omg.CORBA.Any result); // set_result() を使用します。 
   public abstract void except(org.omg.CORBA.Any except); // set_exception() を
使用します。 
}

arguments、 set_result、 または set_exception メ ソ ッ ド に渡されたすべての引数
は、 その後 VisiBroker ORB によ って所有されます。 これらの引数のための メ モ リ は、
VisiBroker ORB によ って解放されるので、 これを解放し てはな り ません。

メ モ 次の メ ソ ッ ド は使用し な く なっています。

■ op_name
■ params
■ result
■ exception

Account オブジェクトの実装

Account イ ン ターフ ェースが宣言する メ ソ ッ ド は 1 つだけなので、 AccountImpl ク ラ ス
の invoke メ ソ ッ ド で行 う 処理は比較的簡単です。

こ の メ ソ ッ ド は、 初に要求されたオペレーシ ョ ン名が 「balance」 であ るかど う かを
チェ ッ ク し ます。 名前が一致し ない場合は、 BAD_OPERATION 例外が生成されます。
Account オブジェ ク ト が複数の メ ソ ッ ド を提供する場合、 invoke メ ソ ッ ド はすべてのオ
ペレーシ ョ ン名をチェ ッ ク し、 適切な内部 メ ソ ッ ド を使って要求を処理する必要があ り ま
す。

balance メ ソ ッ ド はパラ メ ータ を受け取ら ないので、 オペレーシ ョ ン リ ク エス ト と関連
するパラ メ ータ リ ス ト はあ り ません。 balance メ ソ ッ ド が呼び出されるだけで、 その結
果が Any オブジェ ク ト にパッ ケージ されて、 呼び出し元に返されます。 これには、 
ServerRequest オブジェ ク ト の set_result メ ソ ッ ド が使用されます。
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AccountManager オブジェクトの実装

Account オブジェ ク ト 同様、 AccountManager イ ン ターフ ェース も  1 つの メ ソ ッ ド を宣
言し ます。 しかし、 AccountManagerImpl オブジェ ク ト の open メ ソ ッ ド はアカ ウ ン ト
名パラ メ ータを受け取り ません。 これによ り 、 invoke メ ソ ッ ドによ る処理は少し複雑なも
のにな り ます。

こ のメ ソ ッ ド は、 初に要求さ れたオペレ ーショ ン名が「 open」 である かどう かをチェ ッ
ク し ます。 名前が一致し ない場合は、 BAD_OPERATION 例外が生成されます。
AccountManager オブジェ ク ト が複数の メ ソ ッ ド を提供する場合、 invoke メ ソ ッ ド は
すべてのオペレーシ ョ ン名をチェ ッ ク し、 適切な内部 メ ソ ッ ド を使って要求を処理する必
要があ り ます。

入力パラメータの処理

AccountManagerImpl オブジェ ク ト の invoke メ ソ ッ ド は、 次の順序でオペレーシ ョ ン
リ ク エス ト の入力パラ メ ータ を処理し ます。

1 オペレーシ ョ ンのパラ メ ータ リ ス ト を保持する  NVList を作成する。

2 所定のパラ メ ータ ご と に Any オブジェ ク ト を作成し、 TypeCode と パラ メ ータの種類
（ARG_IN、 ARG_OUT、 ARG_INOUT） を設定し て、 NVList に追加する。

3 ServerRequest オブジェ ク ト の arguments メ ソ ッ ド を呼び出し、 NVList を渡し
て、 リ ス ト にあ るすべてのパラ メ ータ を更新する。

open メ ソ ッ ド は口座名のパラ メ ータ を 1 つ受け取るので、 ServerRequest 内でパラ
メ ータ を保持するために NVList オブジェ ク ト が 1 つ作成されます。NVList ク ラ スは、 1 
つ以上の NamedValue オブジェ ク ト を含むパラ メ ータ リ ス ト を実装し ます。 NVList ク ラ
ス と  NamedValue ク ラ スについては、 303 ページの 「動的起動イ ン ターフ ェースの使い
方」 を参照し て く ださ い。

アカ ウ ン ト 名を保持するために Any オブジェ ク ト が作成されます。 次に、 引数の名前を
「name」 に、 パラ メ ータの種類を ARG_IN に設定し て、 この Any が NVList に追加されま
す。

NVList が初期化される と、 ServerRequest オブジェ ク ト の arguments メ ソ ッ ド が起
動され、 リ ス ト にあ るすべてのパラ メ ータの値が取得されます。

メ モ arguments メ ソ ッ ド を呼び出し た後、 NVList は VisiBroker ORB に所有されます。 つま
り 、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが NVList 内の ARG_INOUT パラ メ ータ を変更
し た場合、 ORB は自動的にそれを認識し ます。 この NVList を呼び出し元で解放する こ と
はでき ません。

入力引数の NVList を生成するかわ り と し て、 VisiBroker ORB オブジェ ク ト の create_ 
operation_list メ ソ ッ ド を使用する こ と もでき ます。 こ の メ ソ ッ ド は OperationDef 
を受け取 り 、 必要なすべての Any オブジェ ク ト を完全に初期化し て NVList オブジェ ク ト
を返し ます。 適切な OperationDef オブジェ ク ト は、 イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ から
取得でき ます。 295 ページの 「イ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ の使い方」 を参照し て く ださ
い。

戻り値の設定

ServerRequest オブジェ ク ト の arguments メ ソ ッ ド を呼び出し た ら、 name パラ メ ー
タの値を抽出し て、 新し い Account オブジェ ク ト を作成する ために使用でき ま す。 新し く
作成さ れた  Account オブジェ ク ト を保持する ために、 Any オブジェ ク ト が作成さ れま す。
ServerRequest オブジェ ク ト の set_result メ ソ ッ ド を呼び出す と、 これが呼び出し元
に返されます。
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サーバーインプリメンテーション

次のサンプルコ ード で示す main ルーチンのイ ンプリ メ ンテーショ ンは、 15 ページの
「 VisiBroker を使ったサンプルアプリ ケーショ ンの開発」 で紹介し た元のサンプルと ほと ん
ど同じ です。

import org.omg.PortableServer.*; 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
                  POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // POA マネージャを取得します。 
         POAManager poaManager = rootPOA.the_POAManager(); 
         // 適切なポリシーで accountPOA を作成します。 
         org.omg.CORBA.Policy[] accountPolicies = { 
            rootPOA.create_servant_retention_policy( 
                  ServantRetentionPolicyValue.NON_RETAIN), 
            rootPOA.create_request_processing_policy( 
                  RequestProcessingPolicyValue.USE_DEFAULT_SERVANT) 
         }; 
         POA accountPOA = rootPOA.create_POA("bank_account_poa", 
               poaManager, accountPolicies); 
         // accountPOA のデフォルトのサーバントを作成します。 
         AccountImpl accountServant = new AccountImpl(orb, accountPOA); 
         accountPOA.set_servant(accountServant); 
         // 適切なポリシーで managerPOA を作成します。 
         org.omg.CORBA.Policy[] managerPolicies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT), 
            rootPOA.create_request_processing_policy( 
                  RequestProcessingPolicyValue.USE_DEFAULT_SERVANT) 
         }; 
         POA managerPOA = rootPOA.create_POA("bank_agent_poa", 
               poaManager, managerPolicies); 
         // managerPOA のデフォルトのサーバントを作成します。 
         AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(orb, 
                        accountServant); 
         managerPOA.set_servant(managerServant); 
         // POA マネージャをアクティブ化します。 
         poaManager.activate(); 
         System.out.println("AccountManager is ready"); 
         // 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

DSI イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンはデフ ォル ト サーバン ト と し て イ ン ス タ ン ス化されます。
POA の作成には、 対応するポ リ シーが必要です。 詳細については、 99 ページの 「POA の
使い方」 を参照し て く ださ い。
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第 章

Chapter   24 ポータブルインターセプタの   
使い方

こ こ では、 ポータブルイ ン ターセプタの概要について説明し ます。 また、 い く つかのポー
タブルイ ン ターセプタのサンプルを紹介し、 ポータブルイ ン ターセプタ フ ァ ク ト リ などの
高度な機能について も説明し ます。

ポータブルイ ン ターセプタの詳細については、 OMG Final Adopted Specification （ 終採用
仕様） ptc/2001-04-03 の 「Portable Interceptors」 を参照し て く ださい。

ポータブルインターセプタの概要

VisiBroker ORB は、 「インターセプタ」 と呼ばれる インターフェースのセッ ト を提供し ます。
イ ン ターセプタは、 セキ ュ リ テ ィ 、 ト ラ ンザク シ ョ ン、 ロ グなどの ORB の追加機能を組
み込むためのフレームワーク を提供し ます。 これらのインターセプタ インターフェースは、
「コールバッ ク」 メ カニズムに基づいています。 た と えば、 インターセプタを使用する と、 ク
ラ イアン ト とサーバー間の通信を検知し、 必要な場合にこれらの通信を変更して VisiBroker 
Edition ORB の動作を効率的に変更でき ます。

も簡単な使い方と し て、 イ ン ターセプタはコード の ト レースに役立ちます。 ク ラ イ アン
ト と サーバー間で交わされる メ ッ セージを監視でき るので、 ORB がどのよ う に要求を処理
し ているかを正確に判定でき ます。

図 24.1 イ ン ターセプ タのし く み

監視ツールやセキ ュ リ テ ィ 層などのさ らに高度なアプ リ ケーシ ョ ンを作成する場合、 この
よ う な よ り 低いレベルのアプ リ ケーシ ョ ンの動作に必要な情報と制御は、 イ ン ターセプタ
から提供されます。 た と えば、 数多 く のサーバーのア ク テ ィ ビテ ィ を監視し て、 負荷分散
を実行する アプ リ ケーシ ョ ンを開発でき ます。
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インターセプタの種類

VisiBroker ORB では、 2 種類のイ ン ターセプタがサポー ト されています。

ポータブルインターセプタの種類

OMG 仕様で定義されているポータブルイ ン ターセプタには、 リ ク エス ト イ ン ターセプタ
と  IOR イ ン ターセプタの 2 種類があ り ます。

ポータブルイ ン ターセプタ と  VisiBroker イ ン ターセプタの詳細については、 349 ページの
「VisiBroker イ ン ターセプタの使い方」 を参照し て く ださい。

「VisiBroker for Java APIs」 と 「ポータブルイ ン ターセプタのイ ン ターフ ェース と ク ラ ス
（C++）」 も参照し て く ださい。

ポータブルインターセプタと情報インターフェース

すべてのポータブルイ ン ターセプタは、 次のベース イ ン ターセプタ  API ク ラ スの 1 つを実
装し ます。 これらの API ク ラ スは、 VisiBroker Edition ORB によ って定義および実装されて
います。

■ リ ク エス ト イ ン ターセプタ

■ ClientRequestInterceptor

■ ServerRequestInterceptor
■ IORInterceptor

Interceptor クラス

上記のイ ン ターセプタはすべて、 よ く 使用する ク ラ ス  Interceptor から継承されていま
す。 Interceptor ク ラ スでは、 継承されたク ラ スでよ く 使用される メ ソ ッ ドが定義されて
います。

Interceptor ク ラ ス ：

public interface Interceptor 
   extends org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public java.lang.String name ( ); 
   public void destroy ( ); 
}

ポータ ブルイ ン ターセプ タ VisiBroker イ ン ターセプ タ

ポータブルコードのインターセプタを記述でき
る OMG の標準機能で、さまざまなベンダーの  
ORB と一緒に使用できます。

VisiBroker 固有のインターセプタです。 詳細 
については、 349 ページの 「VisiBroker イン 
ターセプタの使い方」 を参照してください。

リ ク エス ト イ ン ターセプ タ IOR イ ン ターセプ タ

VisiBroker ORB サービスを有効にし、クライア  
ントとサーバーの間でコンテキスト情報を転送
できます。 リクエストインターセプタには、 ク ラ
イ アン ト リ ク エス ト イ ン ターセプ タとサー
バー リ ク エス ト イ ン ターセプタがあります。

VisiBroker ORB サービスがサーバーやオブ  
ジェクトの ORB サービス関連機能について記  
述された情報を IOR に追加できるようにしま  
す。 たとえば、 SSL などのセキュリティサービ 
スでは、 タグ付きコンポーネントを IOR に追加  
することで、 そのコンポーネントを認識するクラ
イアントがコンポーネント内の情報に基づいて
サーバーとの接続を確立できます。
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リクエストインターセプタ

「 リ ク エス ト イ ン ターセプタ」 を使用し て、 特定のイ ン ターセプ ト ポイ ン ト で要求／応答
のシーケン スの流れを イ ン ターセプ ト し ます。 これによ り 、 サービ スはク ラ イ アン ト と
サーバー間でコ ンテキス ト 情報を送受信でき ます。 各イ ン ターセプ ト ポイ ン ト では、
VisiBroker Edition ORB がオブジェ ク ト を与え、 このオブジェ ク ト によ って イ ン ターセプタ
は要求情報にア ク セスでき ます。 リ ク エス ト イ ン ターセプタには次の 2 種類あ り 、 それぞ
れ対応する要求情報イ ン ターフ ェースがあ り ます。

■ ClientRequestInterceptor と  ClientRequestInfo
■ ServerRequestInterceptor と  ServerRequestInfo

図 24.2 要求イ ン ターセプ ト ポイ ン ト

リ ク エス ト イ ン ターセプタの詳細については、 「VisiBroker for Java APIs」 と 「ポータブル
イ ン ターセプタのイ ン ターフ ェース と ク ラ ス （C++）」 を参照し て く ださ い。

ClientRequestInterceptor
ClientRequestInterceptor には、 ク ラ イ アン ト 側で実装される イ ン ターセプ ト
ポ イ ン ト があ り ます。 次の表に示すよ う に、 OMG によ って 
ClientRequestInterceptor で定義されている イ ン ターセプ ト ポ イ ン ト は 5 つあ
り ます。

各イ ン ターセプ ト ポイ ン ト の詳細については、 「VisiBroker for Java APIs」 と 「ポータブル
イ ン ターセプタのイ ン ターフ ェース と ク ラ ス （C++）」 を参照し て く ださ い。

package org.omg.PortableInterceptor; 
public interface ClientRequestInterceptor 
   extends Interceptor, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, 
org.omg.CORBA.LocalInterface 

イ ン ターセプ ト  
ポイ ン ト 説明

send_request クライアント側のインターセプタは、 要求がサーバーに送信される前に要
求を照会し、 サービスコンテキストを変更できます。

send_poll TII （Time-Independent Invocation） 1 ポーリングが応答シーケンスを取得  
する間に、 クライアント側のインターセプタで要求を照会できます。

receive_reply 応答情報がサーバーから戻されてクライアントが制御する前に、 クライア
ント側のインターセプタで応答情報を照会できます。

receive_excep
tion

例外が発生してクライアントに送信される前に、 クライアント側のインター
セプタがその例外の情報を照会できます。

receive_other 通常の応答以外の要求結果や例外を受け取ったときに、クライアント側の
インターセプタで使用可能な情報を照会できます。

1TII は VisiBroker Edition ORB では実装されません。 その結果、 send_poll( ) イ ン ター
セプ ト ポイ ン ト は起動されません。
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{ 
   public void send_request(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
   public void send_poll(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
   public void receive_reply(ClientRequestInfo ri); 
   public void receive_exception(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
   public void receive_other(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
}

ク ラ イアン ト 側の規則
次に ク ラ イ アン ト 側の規則を示し ます。

■ 開始イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は send_request と  send_poll です。 指定し た要求／
応答のシーケン スで呼び出される イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 この う ちの 1 つだけで
す。

■ 終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 receive_reply、 receive_exception、 および 
receive_ 
other です。

■ 中間イ ン ターセプ ト ポイ ン ト はあ り ません。

■ 終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 send_request または send_poll の実行が成功し
た場合にだけ呼び出されます。

■ receive_exception は、 ORB がシ ャ ッ ト ダウ ン し た こ と で要求がキ ャ ンセルされる
と、 システム例外 BAD_INV_ORDER （マイナーコード  4） と と もに呼び出されます。 マ
イナーコード  4 は ORB がシャ ッ ト ダウ ン し た こ と を表し ています。

■ 要求が何らかの理由でキ ャ ンセルされる と、 receive_exception がマイナーコード  
3 のシステム例外 TRANSIENT と と もに呼び出されます。

ServerRequestInterceptor
ServerRequestInterceptor には、 サーバー側で実装される イ ン ターセプ ト ポ イ
ン ト があ り ます。 ServerRequestInterceptor で定義されている イ ンターセプ ト ポ
イ ン ト は、 5 つあ り ます。 次の表に、 ServerRequestInterceptor のイ ン ターセプ
ト ポ イ ン ト を示し ます。

各イ ン ターセプ ト ポイ ン ト の詳細については、 「VisiBroker for Java APIs」 と 「ポータブル
イ ン ターセプタのイ ン ターフ ェース と ク ラ ス （C++）」 を参照し て く ださ い。

ServerRequestInterceptor イ ン ターフ ェース ：

正常な呼び出し send_request の後に receive_reply が続き ます。 開
始ポイ ン ト の後に終了ポイ ン ト が続き ます。

再試行 send_request の後に receive_other が続き ます。 開
始ポイ ン ト の後に終了ポイ ン ト が続き ます。

イ ン ターセプ ト ポイ ン ト 説明

receive_request_servic
e_contexts

サーバー側インターセプタは、 着信した要求からサービスの
コンテキスト情報を取得し、 
PortableInterceptor::Current のスロットに転送で 
きます。

receive_request サーバー側インターセプタは、 オペレーションパラメータを含
むすべての情報が使用可能になってから要求情報を照会で
きます。

send_reply ターゲットオペレーションが呼び出されて応答がサーバーに
戻される前に、サーバー側インターセプタは応答情報を照会
して応答のサービスコンテキストを変更できます。

send_exception 例外が発生してクライアントに送信される前に、 サーバー側
インターセプタは例外の情報を照会して応答のサービスコン
テキストを変更できます。

send_other 通常の応答以外の要求結果や例外を受け取ったときに、
サーバー側のインターセプタで使用可能な情報を照会でき
ます。



 第 24 章 : ポータ ブルイ ン ターセプ タの使い方 329

ポータブルインターセプタと情報インターフェース

package org.omg.PortableInterceptor; 
public interface ServerRequestInterceptor 
   extends Interceptor, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, 
org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public void receive_request_service_contexts(ServerRequestInfo ri) 
      throws ForwardRequest; 
   public void receive_request(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
   public void send_reply(ServerRequestInfo ri); 
   public void send_exception(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
   public void send_other(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest; 
}

サーバー側の規則
次にサーバー側の規則を示し ます。

■ 開始イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は receive_request_service_contexts です。 この
イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 指定し たすべての要求／応答シーケン ス上で呼び出され
ます。

■ 終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 send_reply、 send_exception、 および 
send_other です。 指定し た要求／応答のシーケン スで呼び出される イ ン ターセプ ト
ポイ ン ト は、 この う ちの 1 つだけです。

■ 中間イ ンタ ーセプト ポイ ント は receive_request です。 こ れは 
receive_request_service_ 
contexts の後 と終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト の前で呼び出されます。

■ 例外では receive_request は呼び出されません。

■ 終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 send_request または send_poll の実行が成功し
た場合にだけ呼び出されます。

■ send_exception は、 ORB がシャ ッ ト ダウ ン し た こ と で要求がキ ャ ンセルされる と、
システム例外 BAD_INV_ORDER （マイナーコード  4） と と もに呼び出されます。 マイ
ナーコード  4 は ORB がシ ャ ッ ト ダウ ン し た こ と を表し ています。

■ 要求が何らかの理由でキ ャ ンセルされる と、 send_exception がマイナーコード  3 の
システム例外 TRANSIENT と と もに呼び出されます。

正常な呼び出し イ ン ターセプ ト ポイ ン ト の順序は、 
receive_request_service_contexts、
receive_request、 send_reply です。 開始ポイ ン ト 、
中間ポイ ン ト 、 終了ポイ ン ト の順に続き ます。
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IOR インターセプタ

アプ リ ケーシ ョ ンで IORInterceptor を使用する と、 サーバーまたはオブジェ ク ト の 
ORB サービ ス関連の機能に関する情報をオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スに追加する こ と ができ
ます。 これによ り 、 ク ラ イ アン ト の VisiBroker Edition ORB サービ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンが適切に機能する よ う にな り ます。 これを実行するには、 イ ン ターセプ ト ポイ ン ト  
establish_components を呼び出し ます。 IORInfo のイ ン ス タ ン スが、 イ ン ターセプ
ト ポイ ン ト に渡されます。 IORInfo の詳細については、 「VisiBroker for Java APIs」 と
「ポータブルイ ン ターセプタのイ ン ターフ ェース と ク ラ ス （C++）」 を参照し て く ださ い。

package org.omg.PortableInterceptor; 
public interface IORInterceptor 
   extends Interceptor, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, 
org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public void establish_components(IORInfo info); 
   public void components_established(IORInfo info); 
   public void adapter_manager_state_changed(int id, short state); 
   public void adapter_state_changed( 
      ObjectReferenceTemplate[] templates, short state); 
}

ポータブルインターセプタ（PI）Current

PortableInterceptor::Current （以降 PICurrent） は、 ポータブルイ ン ターセプ
タが使用でき る ス ロ ッ ト のテーブルで、 ス レ ッ ド のコ ンテキス ト 情報を要求コ ンテキス ト
に転送する こ と ができ ます。 PICurrent は不要な場合も あ り ます。 ただし、 イ ン ターセ
プ ト ポイ ン ト で ク ラ イ アン ト のス レ ッ ド コ ンテキス ト 情報が必要な場合は、 PICurrent 
を使用し て こ の情報を転送し ます。

PICurrent は次の呼び出し を介し て取得し ます。

ORB.resolve_initial_references("PICurrent");

PortableInterceptor.Current イ ン ターフ ェース ：

package org.omg.PortableInterceptor; 
public interface Current  
   extends org.omg.CORBA.CurrentOperations, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity 
{ 
   public org.omg.CORBA.Any get_slot(int id) throws InvalidSlot; 
 
   public void set_slot(int id, org.omg.CORBA.Any data) throws InvalidSlot; 
}
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Codec

Codec には、 イ ン ターセプタに対し て、 これらのコ ンポーネン ト を対応する  IDL データ
型形式と  CDR カプセル化形式の間で転送する機構があ り ます。 Codec は CodecFactory 
から取得でき ます。 詳細については、 331 ページの 「CodecFactory」 を参照し て く ださい。

Codec イ ン ターフ ェース ：

package org.omg.IOP; 
public interface Codec 
   extends org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public byte[] encode(org.omg.CORBA.Any data) throws InvalidTypeForEncoding; 
   public org.omg.CORBA.Any decode(byte[] data) throws FormatMismatch; 
   public byte[] encode_value(org.omg.CORBA.Any data) throws 
InvalidTypeForEncoding; 
   public org.omg.CORBA.Any decode_value(byte[] data, org.omg.CORBA.TypeCode 
tc) 
      throws FormatMismatch, TypeMismatch; 
}

CodecFactory

こ のク ラ ス を使用し て、 エン コード形式の メ ジ ャーバージ ョ ン と マイナーバージ ョ ンを指
定し て、 Codec オブジェ ク ト を作成し ます。 CodecFactory は次の呼び出し を介し て取
得し ます。

ORB.resolve_initial_references("CodecFactory")

CodecFactory イ ン ターフ ェース ：

package org.omg.IOP; 
public interface CodecFactory  
   extends org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public Codec create_codec(Encoding enc) throws UnknownEncoding; 
}

ポータブルインターセプタの作成

ポータブルイ ン ターセプタ を作成する一般的な方法は次の とお り です。

1 イ ン ターセプタは、 次のイ ン ターセプタ イ ン ターフ ェースのいずれか 1 つから継承され
る必要があ り ます。

■ ClientRequestInterceptor

■ ServerRequestInterceptor

■ IORInterceptor

2 イ ン ターセプタは、 イ ン ターセプタで使用でき る  1 つ、 または複数のイ ン ターセプ ト ポ
イ ン ト を実装し ます。

3 イ ン ターセプタには、 名前を付ける こ と も匿名にする こ と も でき ます。 ただし、 同じ
型のイ ン ターセプタに同じ名前を付ける こ と はでき ません。 しかし、 VisiBroker Edition 
ORB には匿名のイ ン ターセプタ をい く つでも登録でき ます。
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例を次に示し ます。 PortableInterceptor の作成
import org.omg.PortableInterceptor.*; 
 
public class SampleClientRequestInterceptor extends org.omg.CORBA.LocalObject 
   implements ClientRequestInterceptor 
{ 
   public java.lang.String name() { 
      return "SampleClientRequestInterceptor"; 
   } 
 
   public void send_request(ClientRequestInfo ri) 
      throws ForwardRequest { 
      ....... // 実際のインターセプタコード 
   } 
 
   public void send_poll(ClientRequestInfo ri)  
      throws ForwardRequest { 
      ....... // 実際のインターセプタコード 
   } 
 
   public void receive_reply(ClientRequestInfo ri) { 
      ....... // 実際のインターセプタコード 
   } 
 
   public void receive_exception(ClientRequestInfo ri)  
      throws ForwardRequest { 
      ....... // 実際のインターセプタコード 
   } 
 
   public void receive_other(ClientRequestInfo ri) 
      throws ForwardRequest { 
      ....... // 実際のインターセプタコード 
   } 
}

ポータブルインターセプタの登録

ポータブルイ ン ターセプタは、 使用する前にまず VisiBroker Edition ORB に登録する必要が
あ り ます。 ポータブルイ ン ターセプタ を登録するには、 ORBInitializer オブジェ ク ト
が実装されて登録されていなければな り ません。 ポータブルイ ン ターセプタは、 その 
pre_init( ) メ ソ ッ ド または post_init( ) メ ソ ッ ド、 あ るいは両方を実装する関連 
ORBInitializer オブジェ ク ト を登録する こ と で、 ORB 初期化中にイ ン ス タ ン ス化およ
び登録でき ます。 VisiBroker Edition ORB は初期化中に ORBInitInfo オブジェ ク ト を使用
し て、 登録された各 ORBInitializer を呼び出し ます。

ORBInitializer イ ン ターフ ェース ：

package org.omg.PortableInterceptor; 
 
public interface ORBInitializer  
   extends org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public void pre_init(ORBInitInfo info); 
   public void post_init(ORBInitInfo info); 
}

ORBInitInfo イ ン ターフ ェース ：

package org.omg.PortableInterceptor; 
public interface ORBInitInfo  
   extends org.omg.CORBA.portable.IDLEntity, org.omg.CORBA.LocalInterface 
{ 
   public java.lang.String[] arguments(); 
   public java.lang.String orb_id(); 
   public CodecFactory codec_factory(); 
   public void register_initial_reference(java.lang.String id, 
org.omg.CORBA.Object obj) 
      throws InvalidName; 
   public void resolve_initial_references(java.lang.String id) throws 
InvalidName; 
   public void add_client_request_interceptor(ClientRequestInterceptor 
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interceptor) 
      throws DuplicateName; 
   public void add_server_request_interceptor(ServerRequestInterceptor 
interceptor) 
      throws DuplicateName; 
   public void add_ior_interceptor(IORInterceptor interceptor) throws 
DuplicateName; 
   public int allocate_slot_id(); 
   public void register_policy_factory(int type, PolicyFactory policy_factory); 
}

ORBInitializer の登録

ORBInitializer を登録する ために、 グ ローバル メ ソ ッ ド  
register_orb_initializer が提供されています。 イ ン ターセプタ を実装する各サー
ビ スは、 ORBInitializer のイ ン ス タ ン ス を提供し ます。 サービ ス を使用するには、 ア
プ リ ケーシ ョ ンで次の操作を実行し ます。

1 サービ スの ORBInitializer を使って register_orb_initializer( ) を呼び出
し ます。

2 新規の ORB 識別子を使用し て、新規の ORB を生成する イ ン ス タ ン ス化 ORB_Init( ) 
呼び出し を作成し ます。

register_orb_initializer( ) はグ ローバル メ ソ ッ ド なので、 ORB に関する アプ
レ ッ ト セキ ュ リ テ ィ が侵害されます。 その結果、 register_orb_initializer( ) を
呼び出すかわ り に、 Java ORB のプロパテ ィ を使用し て、 ORBInitializers は、 
VisiBroker Edition ORB に登録されます。

新しいプロパテ ィ 名は、 次のよ う な形式にな り ます。

org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.<Service>

<Service> は、 org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializer を実装する ク ラ
スの文字列名です。

ORB.init( ) で次の処理が行われます。

1 org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass で始ま る これらの ORB 
プロパテ ィ を回収し ます。

2 各プロパテ ィ の <Service> 部分を回収し ます。

3 ク ラ ス名と し て <Service> 文字列を使用し て、 オブジェ ク ト を イ ン ス タ ン ス化し ま
す。

4 そのオブジェ ク ト の pre_init( ) メ ソ ッ ド と  post_init( ) メ ソ ッ ド を呼び出し ま
す。

5 例外があって も、 ORB は無視し て続行し ます。

メ モ 名前の競合を防ぐために、 逆の DNS 命名規則をお勧めし ます。 た と えば、 ABC 社に 2 つ
の初期化子があ る場合、 次のプロパテ ィ を定義でき ます。

org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.com.abc.ORBInit1

org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.com.abc.ORBInit2
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例を次に示し ます。 ORBInitializer の登録
ABC 社が記述し た ク ラ イ アン ト 側の監視ツールには、 次の ORBInitializer が実装
されています。

package com.abc.Monitoring; 
 
import org.omg.PortableInterceptor.Interceptor; 
import org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializer; 
import org.omg.PortableInterceptor.ORBInitInfo; 
 
public class MonitoringService extends org.omg.CORBA.LocalObject 
   implements org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializer 
{ 
   void pre_init(ORBInitInfo info) 
   { 
      // サービスのインターセプタをインスタンス化します。 
      Interceptor interceptor = new MonitoringInterceptor(); 
 
      // 監視のインターセプタを登録します。 
      info.add_client_request_interceptor(interceptor); 
   } 
 
   void post_init(ORBInitInfo info) 
   { 
      // この init ポイントは必要ではありません。 
   } 
}

次のコマン ド は、 こ の監視サービ ス を使って MyApp と呼ばれるプロ グ ラ ムを実行し ます。

java -Dorg.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.com.abc.Monitoring. 
MonitoringService MyApp

VisiBroker によるポータブルインターセプタの 
拡張機能

POA スコープ付きサーバーリ クエス ト イン ターセプ タ
OMG の指定し たポータブルイ ン ターセプタは、 グ ローバルにス コープ されます。 
VisiBroker は、 新しいモジ ュール呼び出し  PortableInterceptorExt を追加し て、
ポータブルイ ン ターセプタの public 拡張機能であ る 「POA ス コープ付きサーバー リ ク
エス ト イ ン ターセプタ」 を定義し ています。 この新しいモジュールには 
PortableInterceptor::IORInfo から継承されたローカルイ ン ターフ ェース  
IORInfoExt が保持されてお り 、 POA ス コープ付きサーバー リ ク エス ト イ ン ターセ
プタ を イ ン ス ト ールするための メ ソ ッ ド が追加されています。

IORInfoExt イ ン ターフ ェース ：

package com.inprise.vbroker.PortableInterceptor; 
 
public interface IORInfoExt extends  
   org.omg.CORBA.LocalInterface, 
   org.omg.PortableInterceptor.IORInfo,  
   com.inprise.vbroker.PortableInterceptor.IORInfoExtOperations, 
   org.omg.CORBA.portable.IDLEntity 
{ 
   public void add_server_request_interceptor(ServerRequestInterceptor 
interceptor) 
      throws DuplicateName; 
   public java.lang.String[] full_poa_name(); 
}
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システム例外の挿入と抽出
SystemExceptions を Any に簡単に挿入または Any から抽出する ために、
VisiBroker for Java にはユーテ ィ リ テ ィ ヘルパーク ラ スが提供されています。 
com.inprise.vbroker.PortableInterceptor.SystemExceptionHelper ク ラ ス
は SystemExceptions を  Any に挿入または、 Any から抽出する メ ソ ッ ド を提供し ま
す。 次のパッ ケージを イ ンポー ト する必要があ り ます。

import com.inprise.vbroker.PortableInterceptor.*;

こ の 2 つ メ ソ ッ ド は、 次のシグニチャ を持ちます。

public static void insert (final org.omg.CORBA.Any any, final 
org.omg.CORBA.SystemException se);  
public static org.omg.CORBA.SystemException extract (final org.omg.CORBA.Any 
any);

VisiBroker ポータブルインターセプタの 
インプリメンテーションの制限

次に、 VisiBroker におけるポータブルイ ン ターセプタのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの制限を
示し ます。

ClientRequestInfo の制限
■ arguments()、 result()、 exceptions()、 contexts()、

operation_contexts() ： DII 呼び出しでのみ使用でき ます。 詳細については、
317 ページの 「動的ス ケル ト ン イ ン ターフ ェースの使い方」 を参照し て く ださい。

■ received_exception() と  received_exception_id() ： アプ リ ケーシ ョ ンに
よ ってユーザー例外が生成された場合は、 常に CORBA::UNKNOWN 例外と それぞれの
リ ポジ ト リ  ID を返し ます。

ServerRequestInfo の制限
■ exceptions()  は値を返し ま せん。 動的呼び出し と 静的ス タ ブベース の呼び出し

の両方で CORBA::NO_RESOURCES 例外が発生し ます。

■ contexts() は、 呼び出し時に利用でき る コ ンテキス ト の リ ス ト を返し ます。

■ sending_exception() は、 動的な呼び出しが行われた場合でのみ （ユーザー例外を 
Any に挿入でき る場合、 またはその TypeCode 情報が利用でき る場合）、 正しいユー
ザー例外を返し ます。

■ arguments()、 result()、 contexts()、 operation_contexts() ： DSI 呼び出
しでのみ使用でき ます。 詳細については、 317 ページの 「動的スケル ト ン イ ン ター
フ ェースの使い方」 を参照し て く ださい。

ポータブルインターセプタのサンプル

こ の節では、 ポータブルイ ン ターセプタ を利用するためにアプ リ ケーシ ョ ンが実際に記述
される方法や、 各 リ ク エス ト イ ン ターセプタ を実装する方法について説明し ます。 各サン
プルは、 ク ラ イ アン ト と サーバーのアプ リ ケーシ ョ ン と、 Java と  C++ で記述された ク ラ イ
アン ト と サーバーのイ ン ターセプタから構成されています。 各イ ン ターフ ェースの定義の
詳細については、 「VisiBroker for Java APIs」 と 「ポータブルイ ン ターセプタのイ ン ター
フ ェース と ク ラ ス （C++）」 を参照し て く ださ い。 ポータブルイ ン ターセプタ を利用する開
発者は、 新の CORBA 仕様対応のポータブルイ ン ターセプタに関する章をお読みにな る
こ と をお勧めし ます。

ポータブルイ ン ターセプタのサンプルは次のデ ィ レ ク ト リ に置かれています。

<install_dir>/examples/vbe/pi

各サンプルは、 サンプルの目的を よ り 明確にするために、 次のデ ィ レ ク ト リ 名の 1 つと関
連付け られています。

■ client_server
■ chaining
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例：client_server

こ の節では、 client_server のサンプルの目的、 説明、 コ ンパイル手順、 実行方法、 お
よびデプロ イ メ ン ト 手順について説明し ます。

サンプルの目的

こ のサンプルでは、 コード を変更し ないで、 既存の CORBA アプ リ ケーシ ョ ンにポータブ
ルイ ン ターセプタ を簡単に追加でき る方法について説明し ます。 ポータブルイ ン ターセプ
タは、 ク ラ イ アン ト 側と サーバー側のあ らゆる アプ リ ケーシ ョ ンに追加でき ます。 追加す
るには、 実行時に設定でき る指定オプシ ョ ンやプロパテ ィ を使用し て、 関連アプ リ ケー
シ ョ ンを も う 一度実行し ます。

使用される ク ラ イ アン ト およびサーバーアプ リ ケーシ ョ ンは、 次の場所にあ る アプ リ ケー
シ ョ ン と同様のアプ リ ケーシ ョ ンです。

<install_dir>/examples/vbe/basic/bank_agent

ポータブルイ ン ターセプタは、 実行時設定でサンプル全体に追加されています。 これで、
VisiBroker イ ン ターセプタに慣れている場合も、 VisiBroker イ ン ターセプタから  OMB 固有
のポータブルイ ン ターセプタへとすばや く コーデ ィ ングを行 う こ と ができ ます。

必要なパッケージのインポート

ポータブルイ ン ターセプタ イ ン ターフ ェース を使用するには、 関連するパッ ケージまたは
ヘッ ダーフ ァ イルを イ ン クルードする必要があ り ます。

メ モ DuplicateName または InvalidName などのポータブルイ ン ターセプタ例外を使用する
場合、 ORBInitInfoPackage は省略可能です。

ポータブルイ ン ターセプタ を使用するために必要なパッ ケージ

import org.omg.PortableInterceptor.*; 
import org.omg.PortableInterceptor.ORBInitInfoPackage.*;

ク ラ イ アン ト 側の リ ク エス ト イ ン ターセプタ を ロードするには、 ORBInitializer イ ン
ターフ ェース を使用する ク ラ ス を実装する必要があ り ます。 これは、 初期化に関する限
り 、 サーバー側の リ クエス ト インターセプタについても同じです。 次は、 これを実行する
コードです。

サーバー リ ク エス ト イ ン ターセプタ を ロードするために必要な ORBInitializer の適切な継
承

public class SampleServerLoader extends org.omg.CORBA.LocalObject implements 
ORBInitializer

メ モ イ ン ターフ ェース  ORBInitializer を実装する各オブジェ ク ト も、 LocalObject オブ
ジェ ク ト から それぞれ継承する必要があ り ます。 これは ORBInitializer の IDL 定義が
キーワード  local を使用するためです。

IDL キーワード  local の詳細については、 403 ページの 「valuetype の使い方」 を参照し て
く ださい。

ORB の初期化中、 各 リ ク エス ト イ ン ターセプタは pre_init() イ ン ターフ ェースのイ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンを介し て追加されます。 このイ ン ターフ ェースの中では、 メ ソ ッ ド  
add_client_request_interceptor() を介し て ク ラ イ アン ト リ ク エス ト イ ン ターセ
プタが追加されています。 関連する ク ラ イ アン ト リ ク エス ト イ ン ターセプタは、 イ ン ス タ
ン ス化し てから  ORB に追加する必要があ り ます。
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クライアント側リクエストインターセプタの初期化と 
ORB への登録

public void pre_init(ORBInitInfo info) { 
          try { 
              info.add_client_request_interceptor(new 
SampleClientInterceptor()); 
              ...

OMG 仕様によ る と、 必要なアプ リ ケーシ ョ ンは register_orb_initializer メ ソ ッ
ド を介し て各イ ン ターセプタ を登録し ます。 詳細については、 345 ページの 「ク ラ イ アン
ト およびサーバーアプ リ ケーシ ョ ンの開発」 を参照し て く ださい。

VisiBroker では、 ダ イナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リ （Dynamic Link Library ： DLL） などのオ
プシ ョ ンの方法を使用し て、 各イ ン ターセプタ を登録でき ます。 この登録方法を使用する
メ リ ッ ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンでコード を変更する必要がな く 、 実行方法だけを変更すれ
ばよいこ と です。 実行中にほかのオプシ ョ ンを使用し て、 イ ン ターセプタ を登録し て実行
でき ます。 こ のオプシ ョ ンは、 4.x イ ン ターセプタ と同じです。

vbroker.orb.dynamicLibs=<DLL filename>

<DLL filename> は、 ダ イナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リ （UNIX の場合は .SO、 Windows 
の場合は .DLL 拡張子） のフ ァ イル名です。 複数の DLL フ ァ イルを ロードするには、 各
フ ァ イル名をカンマ （,） で区切 り ます。

Windows vbroker.orb.dynamicLibs=a.dll,b.dll,c.dll

UNIX vbroker.orb.dynamicLibs=a.so,b.so,c.so

イ ン ターセプタ を動的にロードするには、 VISInit イ ン ターフ ェース を使用し ます。 こ
れは、 VisiBroker のイ ン ターセプタで使用される イ ン ターフ ェースに似ています。 詳細に
ついては、 349 ページの 「VisiBroker イ ン ターセプタの使い方」 を参照し て く ださい。
ORB_init のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン内にあ る各イ ン ターセプタ ローダーの登録は、 よ く
似ています。

ク ラ イ アン ト 側イ ン ターセプタ ローダーの完全な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

// SampleClientLoader.java  
 
import org.omg.PortableInterceptor.*;  
import org.omg.PortableInterceptor.ORBInitInfoPackage.*;  
 
public class SampleClientLoader extends org.omg.CORBA.LocalObject  
implements ORBInitializer  
{  
   public void pre_init(ORBInitInfo info) {  
      try {  
         System.out.println("=====>SampleClientLoader: Installing ...");  
         info.add_client_request_interceptor(new SampleClientInterceptor());  
         System.out.println("=====>SampleClientLoader: Interceptors loaded.");  
      }  
      catch(DuplicateName dn) {  
         System.out.println("=====>SampleClientLoader: " + dn.name + " already 
   installed.");  
      }  
      catch(Exception e) {  
         e.printStackTrace();  
         throw new org.omg.CORBA.INITIALIZE(e.toString());  
      }  
   }  
    
   public void post_init(ORBInitInfo info) {  
      // ここでは何もしません。 
   }  
}



338 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

例 ： client_server

サーバー側インターセプタの ORBInitializer の実装

こ の段階では、 ク ラ イ アン ト リ ク エス ト イ ン ターセプタが適切にイ ン ス タ ン ス化され、 追
加されている必要があ り ます。 その後に続 く コード は、 例外の処理と結果の表示だけを行
います。 同様に、 サーバー側では、 サーバー リ ク エス ト イ ン ターセプタ も同じ方法で実行
されますが、 ORB の関連サーバー リ ク エス ト イ ン ターセプタ を追加する際に メ ソ ッ ド  
add_server_request_interceptor() を使用し ます。

サーバー側 リ ク エス ト イ ン ターセプタの初期化と  ORB への登録

public void pre_init(ORBInitInfo info) { 
          try { 
             info.add_server_request_interceptor(new 
SampleServerInterceptor()); 
             ...

これは、 DLL イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを介し たサーバー側の ORBInitializer ク ラ ス を
ロードする場合にも同じ よ う に適用されます。

DLL を介し たサーバー側要求 ORB 初期化子のロー ド

サーバー側イ ン ターセプタ ローダーの完全な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

// SampleServerLoader.java  
 
import org.omg.PortableInterceptor.*;  
import org.omg.PortableInterceptor.ORBInitInfoPackage.*;  
 
 public class SampleServerLoader extends org.omg.CORBA.LocalObject  
 
implements ORBInitializer  
 
 {  
 
 public void pre_init(ORBInitInfo info) { 
      try {  
         info.add_server_request_interceptor(new 
SampleServerInterceptor());  
         System.out.println("=====>SampleServerLoader: Interceptors loaded");  
   } 
      catch(DuplicateName dn) {  
         System.out.println("Interceptor: " + dn.name + " already installed.");  
      }  
      catch(Exception e) {  
         e.printStackTrace();  
         throw new org.omg.CORBA.INITIALIZE(e.toString());  
      } 
   }  
 public void post_init(ORBInitInfo info) {  
 
      // ここでは何もしません。 
   } 
}
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クライアント側またはサーバー側のリクエストインター
セプタの RequestInterceptor の実装

ク ラ イ アン ト 側かサーバー側の リ ク エス ト イ ン ターセプタのどち らかを実装する場合は、
その他に 2 つのイ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。 それは name() と  
destroy() です。

name() は、 正しいイ ン ターセプタ を識別するために ORB に名前を提供するために必要で
す。 こ の メ ソ ッ ド は、 あ らゆる要求や応答中にロード されて呼び出されます。 CORBA 仕
様によ る と、 イ ン ターセプタは匿名でもかまいません。 その場合、 name 属性に空の文字
列を指定し ます。 こ のサンプルでは、 「SampleClientInterceptor」 と い う 名前がク ラ
イ アン ト 側のイ ン ターセプタに、 「SampleServerInterceptor」 と い う 名前がサーバー
側のイ ン ターセプタに割 り 当て られています。

イ ン ターフ ェース属性、 読み取 り 専用属性名のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

public String name() { 
          return _name; 
      }

クライアントの ClientRequestInterceptor 実装

リ ク エス ト イ ン ターセプタが適切に動作する よ う に、 ク ラ イ アン ト リ ク エス ト イ ン ターセ
プタに ClientRequestInterceptor イ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。

ク ラ スでイ ン ターフ ェース を実装する場合は、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのタ イプに関係な
く 、 次の 5 つの リ ク エス ト イ ン ターセプタの メ ソ ッ ド を実装する必要があ り ます。

■ send_request()
■ send_poll()
■ receive_reply()
■ receive_exception()
■ receive_other()

また、 リ ク エス ト イ ン ターセプタのイ ン ターフ ェースについては、 事前に実装し てお く 必
要があ り ます。 ク ラ イ アン ト 側のイ ン ターセプタでは、 次に示す要求イ ン ターセプ ト ポイ
ン ト がそのイベン ト に関連し て ト リ ガーされます。

send_request ： 要求がサーバーに送信される前にイ ン ターセプタが要求情報を照会し、
サービ ス コ ンテキ ス ト を変更でき る イ ン ターセプ ト ポイ ン ト を提供し ます。

public void send_request(ClientRequestInfo ri) イン ター
フ ェースのインプ リ メ ンテーシ ョ ン

public void send_request(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
          ...

void send_poll(ClientRequestInfo ri) イン ターフ ェー
スのインプ リ メ ンテーシ ョ ン
send_poll ： TII （Time-Independent Invocation） ポー リ ングが応答シーケン ス を取得
する間にイ ン ターセプタが要求情報を照会する ためのイ ン ターセプ ト ポイ ン ト です。

public void send_poll(ClientRequestInfo ri) {  
           ...

void receive_reply(ClientRequestInfo ri) イン ターフ ェー
スのインプ リ メ ンテーシ ョ ン
receive_reply ： サーバーから応答が返され、 制御が ク ラ イ アン ト に戻る までの間
にイ ン ターセプタが情報を照会するポイ ン ト です。

public void receive_reply(ClientRequestInfo ri) {  
          ...
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void receive_exception(ClientRequestInfo ri) イン ター
フ ェースのインプ リ メ ンテーシ ョ ン
receive_exception ： 例外の情報がク ラ イ アン ト で生成される前に、 イ ン ターセプ
タがその情報を照会でき る イ ン ターセプ ト ポイ ン ト を提供し ます。

public void receive_exception(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest { 
         ...

receive_other ： イ ン ターセプタは通常の応答や例外以外の要求の結果に関する情報を
照会し ます。 た と えば、 LOCATION_FORWARD ステータ スの GIOP Reply を受信し た場合は
要求が再試行されます。 また、 非同期の呼び出しでは、 要求の後すぐに応答が返される と
は限 り ません。 制御はク ラ イ アン ト に戻 り 、 終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト が呼び出されま
す。

public void receive_other(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
         ...

ク ラ イ アン ト 側 リ ク エス ト イ ン ターセプタの完全な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは次の とお り
です。

// SampleClientInterceptor.java  
 
import org.omg.PortableInterceptor.*;  
import org.omg.Dynamic.*;  
 
public class SampleClientInterceptor extends org.omg.CORBA.LocalObject  
implements ClientRequestInterceptor {  
 
   public SampleClientInterceptor() {  
      this("SampleClientInterceptor");  
   }  
 
public SampleClientInterceptor(String name) {  
   _name = name;  
}  
private String _name = null;  
/**  
* InterceptorOperations のインプリメンテーション  
*/  
public String name() {  
   return _name;  
}  
 
public void destroy() {  
   System.out.println("=====>SampleServerLoader: Interceptors unloaded");  
}  
 
/**  
* ClientRequestInterceptor のインプリメンテーション  
*/  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ClientRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void preinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
String operation,  
* ServiceContextListHolder service_contexts_holder, Closure 

closure);  
*/  
 
public void send_request(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
   System.out.println("=====> SampleClientInterceptor id " + 
     ri.request_id() +  
           " send_request => " + ri.operation() +  
           ": target = " + ri.target());  
}  
 
/**  
* VisiBroker 4.x ClientRequestInterceptor に 
* 対応するインターフェースはありません。 
*/  
public void send_poll(ClientRequestInfo ri) {  
   System.out.println("=====> SampleClientInterceptor id " + 
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     ri.request_id() +  
           " send_poll => " + ri.operation() +  
           ": target = " + ri.target());  
}  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ClientRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void postinvoke(org.omg.CORBA.Object target,  
*   ServiceContext[] service_contexts, InputStream payload,  
*   org.omg.CORBA.Environment env, Closure closure);  
*  
* env は例外値を保持していません。 
*/  
public void receive_reply(ClientRequestInfo ri) {  
   System.out.println("=====> SampleClientInterceptor id " + 
     ri.request_id() +  
           " receive_reply => " + ri.operation());  
}  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ClientRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void postinvoke(org.omg.CORBA.Object target,  
*   ServiceContext[] service_contexts, InputStream payload,  
*   org.omg.CORBA.Environment env, Closure closure);  
*  
* env は例外値を保持しています。 
*/  
public void receive_exception(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
   System.out.println("=====> SampleClientInterceptor id " + 
     ri.request_id() +  
           " receive_exception => " + ri.operation() +  
           ": exception = " + ri.received_exception());  
}  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ClientRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void postinvoke(org.omg.CORBA.Object target,  
*   ServiceContext[] service_contexts, InputStream payload,  
*   org.omg.CORBA.Environment env, Closure closure);  
*  
* env は例外値を保持しています。 
*/  
public void receive_other(ClientRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
   System.out.println("=====> SampleClientInterceptor id " + 
     ri.request_id() +  
           " receive_reply => " + ri.operation() +  
           ": exception = " + ri.received_exception() +  
           ", reply status = "+ getReplyStatus(ri));  
}  
 
protected String getReplyStatus(RequestInfo ri) {  
   switch(ri.reply_status()) {  
      case SUCCESSFUL.value:  
         return "SUCCESSFUL";  
      case SYSTEM_EXCEPTION.value:  
         return "SYSTEM_EXCEPTION";  
      case USER_EXCEPTION.value:  
         return "USER_EXCEPTION";  
      case LOCATION_FORWARD.value:  
         return "LOCATION_FORWARD";  
      case TRANSPORT_RETRY.value:  
         return "TRANSPORT_RETRY";  
      default:  
         return "invalid reply status id";  
      }  
   }  
}
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サーバー側のイ ン ターセプタでは、 次のよ う な要求イ ン ターセプ ト ポイ ン ト が、 そのイベ
ン ト に関連し て ト リ ガーされます。

receive_request_service_contexts ： イ ン ターセプタは着信要求からサービ スのコ
ンテキス ト 情報を取得し、 PortableInterceptor::Current のス ロ ッ ト に転送でき る
イ ン ターセプ ト ポイ ン ト を提供し ます。 こ のイ ン ターセプ ト ポイ ン ト は、 サーバン ト マ
ネージ ャの前に呼び出されます。 詳細については、 99 ページの 「POA の使い方」 の
「サーバン ト と サーバン ト マネージ ャの使い方」 を参照し て く ださい。

void receive_request_service_contexts 
(ServerRequestInfo ri) イン ターフ ェースのインプ リ メ ン
テーシ ョ ン

public void receive_request_service_contexts(ServerRequestInfo ri) throws 
ForwardRequest { 
          ...

receive_request ： イ ン ターセプタはオペレーシ ョ ンのパラ メ ータ など、 すべての有効
な情報を照会でき る イ ン ターセプ ト ポイ ン ト を提供し ます。

void receive_request (ServerRequestInfo ri) イン ターフ ェー
スのインプ リ メ ンテーシ ョ ン

public void receive_request(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest { 
          ...

send_reply ： ターゲ ッ ト オペレーシ ョ ンを呼び出し てその応答がサーバーに戻される前
に、 イ ン ターセプタは応答情報を照会し て応答のサービ ス コ ンテキス ト を変更でき る イ ン
ターセプ ト ポイ ン ト を提供し ます。

void receive_reply (ServerRequestInfo ri) イン ターフ ェー
スのインプ リ メ ンテーシ ョ ン

public void send_reply(ServerRequestInfo ri) { 
          ...

send_exception ： ク ラ イ アン ト で例外が生成される前にイ ン ターセプタが例外情報を
照会し、 応答のサービ ス コ ンテキス ト を変更でき る イ ン ターセプ ト ポイ ン ト を提供し ま
す。

void receive_exception (ServerRequestInfo ri) イン ターフ ェー
スのインプ リ メ ンテーシ ョ ン

public void send_exception(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
          ...

send_other ： イ ン ターセプタは通常の応答や例外以外の要求の結果に関する情報を照会
し ます。 た と えば、 LOCATION_FORWARD ステータ スの GIOP Reply を受信し た場合は要求
が再試行されます。 また、 非同期の呼び出しでは、 要求の後すぐに応答が返される と は限
り ません。 制御はク ラ イ アン ト に戻 り 、 終了イ ン ターセプ ト ポイ ン ト が呼び出されます。

void receive_other (ServerRequestInfo ri)  イン ターフ ェー
スのインプ リ メ ンテーシ ョ ン

public void send_other(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest { 
          ...

どのイ ン ターセプ ト ポイ ン ト を使用し て も、 ク ラ イ アン ト と サーバーの両方で異なる呼び
出しポイ ン ト にあ る異な る タ イプの情報を取得でき ます。 次のサンプルでは、 これらの情
報がデバッ グ と し て画面に表示されています。

サーバー側リ ク エス ト イ ンタ ーセプタ の完全なイ ンプリ メ ンテーショ ンは次のと おり です。

// SampleServerInterceptor.java  
 
import org.omg.PortableInterceptor.*;  
import org.omg.Dynamic.*;  
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import java.io.PrintStream;  
 
public class SampleServerInterceptor extends org.omg.CORBA.LocalObject  
implements ServerRequestInterceptor {  
 
   private String _name = null;  
 
   public SampleServerInterceptor() {  
      this("SampleServerInterceptor");  
   }  
 
   public SampleServerInterceptor(String name) {  
      _name = name;  
   }  
/**  
* InterceptorOperations のインプリメンテーション  
*/  
public String name() {  
      return _name;  
}  
 
public void destroy() {  
   System.out.println("=====>SampleServerLoader: Interceptors unloaded");  
}  
 
/**  
* ServerRequestInterceptor のインプリメンテーション  
*/  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ServerRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void preinvoke(org.omg.CORBA.Object target, String operation,  
*   ServiceContext[] service_contexts, InputStream payload, Closure closure);  
*/  
 
 
public void receive_request_service_contexts(ServerRequestInfo ri)  
      throws ForwardRequest {  
   System.out.println("=====> SampleServerInterceptor id " + ri.request_id() +  
           " receive_request_service_contexts => " + ri.operation());  
}  
 
/**  
* VisiBroker 4.x SeverRequestInterceptor に 
* 対応するインターフェースはありません。 
*/  
public void receive_request(ServerRequestInfo ri)  
      throws ForwardRequest {  
   System.out.println("=====> SampleServerInterceptor id " + ri.request_id() +  
           " receive_request =>" + ri.operation() +  
           ": object id = " + ri.object_id() +  
           ", adapter_id = " + ri.adapter_id());  
}  
 
/**  
* VisiBroker 4.x SeverRequestInterceptor に 
* 対応するインターフェースはありません。 
*/  
public void send_reply(ServerRequestInfo ri) {  
   System.out.println("=====> SampleServerInterceptor id " + ri.request_id() +  
           " send_reply =>" + ri.operation());  
}  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ServerRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void postinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target,  
*   ServiceContextListHolder service_contexts_holder,  
*   org.omg.CORBA.Environment env, Closure closure);  
*  
* env は例外値を保持しています。 
*/  
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public void send_exception(ServerRequestInfo ri)  
      throws ForwardRequest {  
   System.out.println("=====> SampleServerInterceptor id " + ri.request_id() +  
           " send_exception =>" + ri.operation() +  
           ": exception = " + ri.sending_exception() +  
           ", reply status = " + getReplyStatus(ri));  
}  
 
/**  
* これは、VisiBroker 4.x ServerRequestInterceptor の次のメソッドに似ています。 
*  
* public void postinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target,  
*   ServiceContextListHolder service_contexts_holder,  
*   org.omg.CORBA.Environment env, Closure closure);  
*  
* env は例外値を保持しています。 
*/  
public void send_other(ServerRequestInfo ri) throws ForwardRequest {  
      System.out.print("=====> SampleServerInterceptor id " + ri.request_id() +  
           " send_other =>" + ri.operation() +  
           ": exception = " + ri.sending_exception() +  
           ", reply status = " + getReplyStatus(ri));  
}  
 
protected String getReplyStatus(RequestInfo ri) {  
   switch(ri.reply_status()) {  
      case SUCCESSFUL.value:  
         return "SUCCESSFUL";  
      case SYSTEM_EXCEPTION.value:  
         return "SYSTEM_EXCEPTION";  
      case USER_EXCEPTION.value:  
         return "USER_EXCEPTION";  
      case LOCATION_FORWARD.value:  
         return "LOCATION_FORWARD";  
      case TRANSPORT_RETRY.value:  
         return "TRANSPORT_RETRY";  
      default:  
         return "invalid reply status id";  
      }  
   }  
}



 第 24 章 : ポータ ブルイ ン ターセプ タの使い方 345

例 ： client_server

クライアントおよびサーバーアプリケーションの開発

イ ン ターセプタのク ラ ス を記述し た ら、 それぞれのク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン と サー
バーアプ リ ケーシ ョ ンに登録し ます。

OMG 仕様に厳密にし たがって、 register_orb_initializer のマ ッ ピングを実装し ま
し た。 これは、 Java ORB のプロパテ ィ を使って登録されます。 このサンプルのク ラ イ アン
ト アプ リ ケーシ ョ ン と サーバーアプ リ ケーシ ョ ンは、 次のプロパテ ィ を含むプロパテ ィ
フ ァ イル client.properties と  server.properties を実際に読み取 り ます。

org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.<Service>

<Service> は、 org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializer を実装する ク ラ
スの文字列名です。 こ の場合、 2 つのク ラ スは SampleClientLoader と  
SampleServerLoader にな り ます。

フ ァ イルからプロパテ ィ を読み取ら ないよ う にアプ リ ケーシ ョ ンを記述する場合でも、 コ
マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用でき ます。 それには、 次のコード を使ってアプ リ ケーシ ョ
ンを実行し ます。

vbj -Dorg.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.SampleClientLoader= 
SampleClientLoader Client  
vbj -Dorg.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerClass.SampleServerLoader= 
SampleServerLoader Server

ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンのインプ リ メ ンテーシ ョ ン
// Client.java  
 
import org.omg.PortableServer.*;  
 
import java.util.Properties;  
import java.io.FileInputStream;  
 
public class Client {  
 
   private static Properties property = null;  
 
   public static void main(String[] args) {  
      try {  
         property = new Properties();  
         property.load(new FileInputStream("client.properties"));  
 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb=org.omg.CORBA.ORB.init(args, property);  
      // マネージャの ID を取得します。 
      byte[] AccountManagerId="BankManager".getBytes();  
      // AccountManager を検索します。完全な POA 名とサーバント ID を指定します。 
      Bank.AccountManager manager =  
         Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/bank_client_server_poa",  
         AccountManagerId);  
      // 口座名またはデフォルトとして args[0] を使用します。 
      String name = null;  
      name = args.length > 0 ? args[0] : "Jack B. Quick";  
      // アカウントマネージャに指定した口座を開くように要求します。 
      Bank.Account account = manager.open(name);  
      // 口座の残高を取得します。 
      float balance = account.balance();  
      // 残高を印刷します。 
      System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
         balance);  
   }  
      catch(Exception e) {  
         e.printStackTrace();  
      }  
   }  
}
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例 ： client_server

サーバーアプ リケーシ ョ ンのインプ リ メ ンテーシ ョ ン
// Server.java  
 
import org.omg.PortableServer.*;  
import java.util.Properties;  
import java.io.FileInputStream;  
 
public class Server {  
 
  private static Properties property = null;  
 
  public static void main(String[] args) {  
    try {  
      property = new Properties();  
      property.load(new FileInputStream("server.properties"));  
 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, property);  
      // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
      POA rootPOA = 
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA"));  
 
      // 永続的 POA のポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Policy[] policies = {  
        rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT)  
      };  
 
      // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
      POA myPOA = rootPOA.create_POA("bank_client_server_poa", 
                        rootPOA.the_POAManager(), policies );  
 
      // Account サーバントを作成します。 
      AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl();  
      byte[] managerId = "BankManager".getBytes();  
      myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant);  
      rootPOA.the_POAManager().activate();  
 
      //Announce サーバントが準備できました  
      System.out.println(myPOA.servant_to_reference(managerServant) + " is 
               ready.");  
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run();  
    }  
    catch (Exception e) {  
      e.printStackTrace();  
    }  
  }  
}



 第 24 章 : ポータ ブルイ ン ターセプ タの使い方 347

コンパイルの手順

Java のサンプルを コ ンパイルするには、 次のコマン ド を実行し ます。

Windows <install_dir>¥examples¥vbe¥pi¥client_server> vbmake

または、 環境変数 <install_dir>¥bin が環境変数 PATH にすでに追加されている場合
は、 バッチフ ァ イルのア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

UNIX <install_dir>/examples/vbe/pi/client_server> make -f Makefile.java

クライアントアプリケーションとサーバーアプリケー
ションの実行とデプロイメント

イ ン ス ト ールされているポータブルイ ン ターセプタ を使って Java サンプルを実行するに
は、 次の手順にし たがってサーバーと ク ラ イ アン ト を起動し ます。

Windows 2 つのコ ン ソールウ ィ ン ド ウ を開き ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥pi¥client_server> start vbj Server (running under a 
new command prompt window) 
<install_dir>¥examples¥vbe¥pi¥client_server> vbj Client John (using a given 
name)

または

<install_dir>¥examples¥vbe¥pi¥client_server> vbj Client(using the default name)

UNIX 2 つのコ ン ソールシェルを開き ます。

<install_dir>/examples/vbe/pi/client_server> vbj Server(in the first window) 
<install_dir>/examples/vbe/pi/client_server> vbj Client John (in the second 
window, using a given name)

または

<install_dir>/examples/vbe/pi/client_server> vbj Client (in the second window, 
using the default name)
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第 章

Chapter   25VisiBroker インターセプタ    
の使い方

こ こ では、 VisiBroker イ ン ターセプタ （イ ン ターセプタ） と い う フ レーム ワーク の概要に
ついて説明し ます。 イ ン ターセプタのサンプルを紹介し、 イ ン ターセプタ フ ァ ク ト リ やイ
ン ターセプタのチェ イ ン化など、 高度な機能について も解説し ます。 また、 ポータブルイ
ン ターセプタ と  VisiBroker イ ン ターセプタの両方を同じサービ スで使用し た場合に予想さ
れる動作について も取 り 上げます。

インターセプタの概要

ポータブルイ ン ターセプタ と同様に、 VisiBroker イ ン ターセプタ も  VisiBroker ORB サービ
スに ORB の通常の実行の流れを イ ン ターセプ ト する メ カニズムを提供し ます。 VisiBroker 
イ ン ターセプタには、 次の 2 種類があ り ます。

■ ク ラ イ アン ト イ ン ターセプタはシステム レベルのイ ン ターセプタで、 ク ラ イ アン ト オ
ブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を起動する と呼び出されます。

■ サーバーイ ン ターセプタはシステム レベルのイ ン ターセプタで、 サーバーオブジェ ク
ト の メ ソ ッ ド を起動する と呼び出されます。

VisiBroker イ ン ターセプタ を使用するには、 イ ン ターセプタ イ ン ターフ ェースの 1 つを実
装する ク ラ ス を宣言し ます。 イ ン ターセプタオブジェ ク ト を イ ン ス タ ン ス化し てから、 対
応する イ ン ターセプタマネージ ャにイ ン ス タ ン ス を登録し ます。 これによ り 、 イ ン ターセ
プタオブジェ ク ト はオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド の 1 つが起動された場合や、 パラ メ ータが
マーシ ャ リ ング／アンマーシ ャ リ ング された場合などに、 イ ン ターセプタマネージャから
通知を受けます。

VisiBroker イ ン ターセプタ と ポータブルイ ン ターセプタの重要な違いは、 VisiBroker イ ン
ターセプタが共用呼び出しのために起動できないこ と です。 し たがって、 使用する イ ン
ターセプタ を選択する際は、 注意が必要です。

メ モ ク ラ イ アン ト 側でマーシ ャ リ ング される前に、 またはサーバー側で処理される前にオペ
レーシ ョ ン リ ク エス ト を捕捉するには、 オブジェ ク ト ラ ッパーを使用し ます。 オブジェ ク
ト ラ ッパーの使用については、 365 ページの 「オブジェ ク ト ラ ッパーの使い方」 を参照し
て く ださ い。



350 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

インターセプタインターフェースとインターセプタマネージャ

インターセプタインターフェースとインターセプタマネー
ジャ

イ ン ターセプタの開発者は、 次の 1 つまたは複数の基準イ ン ターセプタ  API ク ラ スから ク
ラ ス を派生させます。 これらの API ク ラ スは、 VisiBroker で定義し、 実装し ます。

■ ク ラ イ アン ト イ ン ターセプタ ：

■ BindInterceptor

■ ClientRequestInterceptor

■ サーバーイ ン ターセプタ ：

■ POALifeCycleInterceptor

■ ActiveObjectLifeCycleInterceptor

■ ServerRequestInterceptor

■ IORCreationInterceptor

■ サービ ス リ ゾルバイ ン ターセプタ

クライアントインターセプタ

現在、 次の 2 種類のク ラ イ アン ト イ ン ターセプタ と、 それぞれに対応し たマネージ ャがあ
り ます。

■ BindInterceptor と  BindInterceptorManager
■ ClientRequestInterceptor と  ClientRequestInterceptorManager

ク ラ イ アン ト イ ン ターセプタの詳細については、 325 ページの 「ポータブルイ ン ターセプ
タの使い方」 を参照し て く ださ い。

BindInterceptor
BindInterceptor オブジェ ク ト は、 グ ローバルな イ ン ターセプタであ り 、 バイ ン
ド の前と後にク ラ イ アン ト 側で呼び出されます。

package com.inprise.vbroker.InterceptorExt; 
public interface BindInterceptor { 
   public IORValue bind(IORValue ior, 
         org.omg.CORBA.Object target, 
         boolean rebind, 
         Closure closure); 
   public IORValue bind_failed(IORValue ior, 
         org.omg.CORBA.Object target, 
         Closure closure); 
   public void bind_succeeded(IORValue ior, 
         org.omg.CORBA.Object target, 
         int Index, 
         InterceptorManagerControl control, 
         Closure closure); 
   public void exception_occurred(IORValue ior, 
         org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure); 
}
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ClientRequestInterceptor
ClientRequestInterceptor オブジェ ク ト は、 BindInterceptor オブジェ ク ト の 
bind_succeeded 呼び出し中に登録され、 接続が終了する までア ク テ ィ ブな状態を
維持し ます。 その メ ソ ッ ド の う ちの 2 つは、 ク ラ イ アン ト オブジェ ク ト 側での実行前
に呼び出されます。 その う ちの 1 つ、 preinvoke_premarshal はパラ メ ータがマー
シ ャ リ ング される前に呼び出され、 も う  1 つの メ ソ ッ ド、
preinvoke_postmarshal はマーシ ャ リ ング後に呼び出されます。 3 番めの メ ソ ッ
ド、 postinvoke は要求完了後に呼び出されます。

package com.inprise.vbroker.InterceptorExt; 
public interface ClientRequestInterceptor { 
   public void preinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         String operation, 
         ServiceContextListHolder service_contexts_holder, 
         Closure closure); 
   public void preinvoke_postmarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         OutputStream payload, 
         Closure closure); 
   public void postinvoke(org.omg.CORBA.Object target, 
         ServiceContext[] service_contexts, 
         InputStream payload, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure); 
   public void exception_occurred(org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure); 
}

サーバーインターセプタ

次の種類のサーバーイ ン ターセプタがあ り ます。

■ POALifeCycleInterceptor と  POALifeCycleInterceptorManager
■ ActiveObjectLifeCycleInterceptor と  

ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager

■ ServerRequestInterceptor と  ServerRequestInterceptorManager
■ IORCreationInterceptor と  IORCreationInterceptorManager

サーバーイ ン ターセプタの詳細については、 325 ページの 「ポータブルイ ン ターセプタの
使い方」 を参照し て く ださ い。

POALifeCycleInterceptor
POALifeCycleInterceptor オブジェ ク ト はグ ローバルな イ ン ターセプタであ り 、
POA が （create メ ソ ッ ド を使って） 作成された り 、 （destroy メ ソ ッ ド を使って）
破棄されるたびに呼び出されます。

package com.inprise.vbroker.InterceptorExt; 
public interface POALifeCycleInterceptor { 
   public void create(org.omg.PortableServer.POA poa, 
         org.omg.CORBA.PolicyListHolder policies_holder, 
         IORValueHolder iorTemplate, 
         InterceptorManagerControl control) ; 
   public void destroy(org.omg.PortableServer.POA poa); 
}
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ActiveObjectLifeCycleInterceptor
ActiveObjectLifeCycleInterceptor オブジェ ク ト は、 create メ ソ ッ ド でア
ク テ ィ ブオブジェ ク ト マ ッ プにオブジェ ク ト を追加する と き、 またはオブジェ ク ト が
非ア ク テ ィ ブ化され、 destroy メ ソ ッ ド で霊化された後に呼び出されます。
POALifeCycleInterceptor が POA の作成時に、 このイ ン ターセプタ を  POA 単位
で登録し ます。 このイ ン ターセプタは、 POA に RETAIN ポ リ シーがあ る場合にだけ
登録されます。

package com.inprise.vbroker.InterceptorExt; 
public interface ActiveObjectLifeCycleInterceptor { 
   public void create(byte[] oid, 
         org.omg.PortableServer.Servant servant, 
         org.omg.PortableServer.POA adapter); 
   public void destroy (byte[] oid, 
         org.omg.PortableServer.Servant servant, 
         org.omg.PortableServer.POA adapter); 
}

ServerRequestInterceptor
ServerRequestInterceptor オブジェ ク ト は リ モー ト オブジェ ク ト のサーバーイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン呼び出しのさ まざまな段階で呼び出されます。 た と えば、 呼び
出しの前 （preinvoke メ ソ ッ ド によ る）、 および応答のマーシ ャ リ ングの前後の呼び出
しの後 （それぞれ postinvoke_premarshal メ ソ ッ ド と  
postinvoke_postmarshal メ ソ ッ ド によ る） などがあ り ます。 このイ ン ターセプ
タは、 POA 作成時に POALifeCycleInterceptor オブジェ ク ト で POA 単位の登録
を行 う こ と ができ ます。

package com.inprise.vbroker.InterceptorExt; 
public interface ServerRequestInterceptor { 
   public void preinvoke(org.omg.CORBA.Object target, 
         String operation, 
         ServiceContext[] service_contexts, 
         InputStream payload, 
         Closure closure); 
   public void postinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         ServiceContextListHolder service_contexts_holder, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure); 
public void postinvoke_postmarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         OutputStream payload, 
         Closure closure); 
public void exception_occurred(org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure); 
}

メ モ org.omg.CORBA.SystemException または任意のサブク ラ ス
（org.omg.CORBA.NO_PERMISSION など） がサーバー側で発生し た場合、 例外を暗号化す
る こ と はでき ません。 これは、 ORB が一部の例外を内部的に使用する ためです （自動 リ バ
イ ン ド を実行するための TRANSIENT など）。

IORCreationInterceptor
IORCreationInterceptor オブジェ ク ト は、 POA によ って create でオブジェ ク
ト リ フ ァ レン スが作成される たびに呼び出されます。 このイ ン ターセプタは、 POA 
作成時に POALifeCycleInterceptor で POA 単位の登録を行 う こ と ができ ます。

package com.inprise.vbroker.InterceptorExt; 
public interface IORCreationInterceptor { 
   public void create(org.omg.PortableServer.POA poa, 
         IORValueHolder ior); 
}
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サービスリゾルバインターセプタ

後で動的にロード でき るユーザーサービ ス を イ ン ス ト ールするために、 このイ ン ターセプ
タ を使用し ます。

public interface ServiceResolverInterceptor { 
   public org.omg.CORBA.Object resolve (java.lang.String name): 
} 
public interface ServiceResolverInterceptorManager extends 
   com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManager { 
      public void add (java.lang.String name, 
      com.inprise.vbroker.interceptor.ServiceResolverInterceptor ¥interceptor) 
; 
   pubic void remove (java.lang.String name): 
}

resolve_initial_references を呼び出す と、 イ ン ス ト ールされたすべてのサービ ス
上の リ ゾルバが呼び出されます。 これで、 resolve は適切なオブジェ ク ト を返すこ と ができ
ます。

サービ ス イ ニシ ャ ラ イザを記述する場合は、 サービ ス を追加でき る よ う に、 
InterceptorManagerControl の取得後に ServiceResolver を取得する必要があ り
ます。

デフォルトのインターセプタクラス

VisiBroker には、 実装と拡張が可能なデフ ォル ト のイ ン ターセプタ  Java ク ラ スが用意され
ています。 これらのデフ ォル ト イ ン ターセプタ ク ラ スは、 イ ン ターセプタ イ ン ターフ ェー
ス と同じ メ ソ ッ ド を提供し ます。 ただし、 これらのデフ ォル ト イ ン ターセプタ ク ラ ス を拡
張する場合は、 どの メ ソ ッ ド を実装 （オーバーラ イ ド） するかを選択でき ます。 これらの
ク ラ ス を使用する場合は、 提供されるデフ ォル ト の動作をそのま ま使用する こ と でき ます
し、 変更する こ と も可能です。

■ DefaultBindInterceptor ク ラ ス

■ DefaultClientInterceptor ク ラ ス

■ DefaultServerInterceptor ク ラ ス

VisiBroker ORB によるインターセプタの登録

各イ ン ターセプタ イ ン ターフ ェースには、 対応する イ ン ターセプタマネージャ イ ン ター
フ ェースがあ り ます。 これでイ ン ターセプタオブジェ ク ト を VisiBroker ORB に登録し ま
す。 イ ン ターセプタ を登録するには、 次のよ う な操作を実行し ます。

1 パラ メ ータ  VisiBrokerInterceptorControl を指定し、
resolve_initial_references メ ソ ッ ド を ORB オブジェ ク ト で呼び出し て、
InterceptorManagerControl オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス を取得し ます。

2 InterceptorManagerControl オブジェ ク ト の get_manager メ ソ ッ ド に渡す文字列値を表
す文字列値の 1 つを次の表から選択し、 InterceptorManagerControl オブジェ ク
ト の get_manager メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 このオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スは、 対
応する イ ン ターセプタマネージ ャ イ ン ターフ ェースに必ずキ ャ ス ト し て く ださい。

値 対応する イ ン ターセプ タ イ ン ターフ ェ ース

ClientRequest ClientRequestInterceptor

Bind BindInterceptor

POALifeCycle POALifeCycleInterceptor

ActiveObjectLi
feCycle

ActiveObjectLifeCycleInterceptor

ServerRequest ServerRequestInterceptor

IORCreation IORCreationInterceptor

ServiceResolve
r

ServiceResolverInterceptor
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3 イ ン ターセプタのイ ン ス タ ン ス を作成し ます。

4 add メ ソ ッ ド を呼び出し て、 イ ン ターセプタオブジェ ク ト をマネージャオブジェ ク ト
に登録し ます。

5 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と サーバープロ グ ラ ムの実行中に、 イ ン ターセプタオブジェ
ク ト を ロード し ます。

インターセプタオブジェクトの作成

後に、 フ ァ ク ト リ ク ラ ス を実装する必要があ り ます。 フ ァ ク ト リ ク ラ スは、 イ ン ターセ
プタのイ ン ス タ ン ス を作成し、 それを  VisiBroker ORB に登録し ます。 フ ァ ク ト リ ク ラ スで
は、 ServiceLoader イ ン ターフ ェース を実装し ます。

package com.inprise.vbroker.interceptor; 
public interface ServiceLoader { 
   // ORB.init() が呼び出されると、ORB によって呼び出されます。 
   public abstract void init(org.omg.CORBA.ORB orb); 
   // ORB.init() が完了した後で、ユーザーに制御が戻る前に 
   // ほかのサービスの初期化にだけ利用される一定のリソースを無効にする 
   // ために使用されます 
   public abstract void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb); 
   // ORB がシャットダウンされるときに呼び出されます。 
   public abstract void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb); 
}

メ モ 354 ページの 「サンプルイ ン ターセプタ」 のサンプルのよ う に、 ほかのイ ン ターセプタ内
から、 イ ン ターセプタの新しいイ ン ス タ ン ス を作成し、 それを  VisiBroker ORB に登録する
こ と もでき ます。

インターセプタのロード

イ ン ターセプタ を ロードするには、 vbroker.orb.dynamicLibs プロパテ ィ を設定する
必要があ り ます。 こ のプロパテ ィ は、 プロパテ ィ フ ァ イルで設定するか （63 ページの
「VisiBroker のプロパテ ィ 」 を参照）、 -D オプシ ョ ンを使って VisiBroker ORB に渡し ます。

サンプルインターセプタ

こ のサンプルイ ン ターセプタでは、 イ ン ターセプタ  API のすべての メ ソ ッ ド （325 ページ
の 「ポータブルイ ン ターセプタの使い方」 を参照） を使用し ます。 これによ り 、 これらの
メ ソ ッ ド の使い方や呼び出しのタ イ ミ ングを理解でき ます。

サンプルコード

357 ページの 「コード リ ス ト 」 の各イ ン ターセプタ  API メ ソ ッ ド は、 標準出力に情報 メ ッ
セージを出力する簡単な実装になっています。

以下のサンプルアプ リ ケーシ ョ ンは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥interceptors¥
■ active_object_lifecycle
■ client_server
■ ior_creation
■ 暗号化
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ク ラ イアン ト ／サーバーイン ターセプ タのサンプル
サンプルプロ グ ラ ムを実行するには、 通常どお り にフ ァ イルを コ ンパイルし ます。 そ
の後、 次のよ う にサーバーと ク ラ イ アン ト を起動し ます。

prompt>vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=SampleServerLoader Server 
prompt>vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=SampleClientLoader Client John

ServiceLoader イ ン ターフ ェース を実装する  2 つのク ラ ス を VisiBroker ORB サービ ス と
し て指定し ます。

メ モ VisiBroker 3.x の ServiceInit ク ラ スは、 ServiceLoader と  
ServiceResolverInterceptor の 2 つのイ ン ターフ ェースの実装に置き換え られてい
ます。 その実行例については、 356 ページの 「ServiceResolverInterceptor のサンプル」 を参
照し て く ださ い。

サンプルイ ン ターセプタの実行結果を次の表に示し ます。 ク ラ イ アン ト と サーバーによ る
実行結果が順に並んでいます。

ク ラ イアン ト サーバー

 ============>SampleServerLoader: 
Interceptors loaded============> In POA /
.Nothing to do.============> In POA 
bank_agent_poa, 1 ServerRequest 
interceptor installedStub 
[repository_id=IDL:Bank/AccountManager: 
1.0,key=ServiceId[service=/
bank_agent_poa,id= {11 bytes: 
[B][a][n][k][M][a][n][a][g][e][r]}]] is 
ready.

Bind Interceptors loaded==========> 
SampleBindInterceptor bind==========> 
SampleBindInterceptor 
bind_succeeded==========> 
SampleClientInterceptor id 
MyClientInterceptor 
preinvoke_premarshal=> open==========> 
SampleClientInterceptor id 
MyClientInterceptor preinvoke_postmarshal

 

 ============> SampleServerInterceptor id 
MyServerInterceptor preinvoke => 
openCreated john's account: 
Stub[repository_id=IDL:Bank/Account:1.0, 
key=TransientId[poaName=/,id={4 bytes: 
(0)(0)(0)(0)}, sec=0,usec=0]]

============> SampleClientInterceptor id 
MyClientInterceptor 
postinvoke============> 
SampleBindInterceptor bind============> 
SampleBindInterceptor 
bind_succeeded============> 
SampleClientInterceptor id 
MyClientInterceptor preinvoke_premarshal 
=> balance ============> 
SampleClientInterceptor id 
MyClientInterceptor preinvoke_postmarshal
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OAD は実行し ていないので、 bind 呼び出しは失敗し、 サーバーは実行を続けます。 ク ラ
イ アン ト は Account オブジェ ク ト にバイ ン ド し、 次に balance メ ソ ッ ド を呼び出し ます。
こ の要求は、 サーバーによ って受信および処理され、 その結果がク ラ イ アン ト に返されま
す。 ク ラ イ アン ト はその結果を出力し ます。

サンプルコード と その結果が示し ている よ う に、 ク ラ イ アン ト と サーバーのイ ン ターセプ
タはどち ら も各プロセス開始時にイ ン ス ト ールされます。 イ ン ターセプタの登録について
は、 353 ページの 「VisiBroker ORB によ る イ ン ターセプタの登録」 を参照し て く ださい。

ServiceResolverInterceptor のサンプル
次のコード は、 ServiceLoader イ ン ターフ ェースのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンサンプ
ルです。

import com.inprise.vbroker.properties.*; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.InterceptorExt.*;  
 
public final class UtilityServiceLoader implements ServiceLoader,  
   ServiceResolverInterceptor { 
   private com.inprise.vbroker.orb.ORB _orb = null; 
   private String[] _serviceNames = { "TimeService", "WeatherService"}; 
 
   public void init(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      // resolve() で必要とされる場合に備えて 
      _orb = (com.inprise.vbroker.orb.ORB) orb; 
 
      PropertyManager pm = _orb.getPropertyManager(); 
      // 必要ならば、PropertyManager を使ってプロパティ設定を 
      // 照会します（このサンプルでは使用しません） 
 
      /**** 最初のリファレンスのインストール *****/ 
      InterceptorManagerControl control = _orb.interceptorManager(); 
      ServiceResolverInterceptorManager manager =  
         
(ServiceResolverInterceptorManager)control.get_manager("ServiceResolver"); 
      for (int i = 0; i < _serviceNames.length; i++) { 
         manager.add(_serviceNames[i], this); 
      } 
      /**** インストール終了 ***/ 
 
      if (_orb.debug)  
         _orb.println("UtilityServices package has been initialized"); 
   } 
 
   public void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      // 必要ならばインストール後の処理をここで実行します。 
   } 
 
   public void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      _orb = null; 
      _serviceNames = null; 
   } 
 
   public org.omg.CORBA.Object resolve(java.lang.String service) { 
      org.omg.CORBA.Object srv = null; 
      byte[] serviceId = service.getBytes(); 

 ============> SampleServerInterceptor id 
MyServerInterceptor 
postinvoke_premarshal============> 
SampleServerInterceptor id 
MyServerInterceptor 
postinvoke_postmarshal

============> SampleClientInterceptor id 
MyClientInterceptor postinvoke The 
balance in john's  
account is $245.64

 

ク ラ イアン ト サーバー
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   try { 
      if (service == "TimeService") { 
         srv = UtilityServices.TimeServiceHelper.bind(_orb, "/
time_service_poa", serviceId); 
      } 
      else if (service == "WeatherService") { 
         srv = UtilityServices.WeatherServiceHelper.bind(_orb,"/
weather_service_poa", 
            serviceId); 
      }  
   } catch (org.omg.CORBA.SystemException e) { 
      if (_orb.debug)  
         _orb.println("UtilityServices package resolve error: " + e); 
      srv = null; 
   } 
 
   return srv; 
   } 
}

コードリスト

SampleServerLoader
SampleServerLoader オブジェ ク ト は、 POALifeCycleInterceptor ク ラ スの
ロード と オブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス化を担当し ます。 このク ラ スは 
vbroker.orb.dynamicLibs によ って VisiBroker ORB に動的に リ ン ク されます。
SampleServerLoader ク ラ スには、 init メ ソ ッ ド があ り 、 初期化時に VisiBroker 
ORB によ って呼び出されます。 この メ ソ ッ ド は、 POALifeCycleInterceptor オ
ブジェ ク ト を作成し て InterceptorManager に登録し、 結果的にイ ン ス ト ールす
る専用の メ ソ ッ ド です。

import java.util.*; 
import com.inprise.vbroker.orb.*; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*; 
public class SampleServerLoader implements ServiceLoader { 
   public void init(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      try { 
         InterceptorManagerControl control = 
               InterceptorManagerControlHelper.narrow( 
                     
orb.resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")); 
         // POA インターセプタをインストールします。 
         POALifeCycleInterceptorManager poa_manager = 
               (POALifeCycleInterceptorManager) 
control.get_manager("POALifeCycle"); 
         poa_manager.add(new SamplePOALifeCycleInterceptor()); 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
         throw new org.omg.CORBA.INITIALIZE(e.toString()); 
      } 
      System.out.println("============>SampleServerLoader:Interceptors 
loaded"); 
   } 
   public void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
   } 
   public void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
   } 
}
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SamplePOALifeCycleInterceptor
SamplePOALifeCycleInterceptor オブジェ ク ト は、 POA の作成や破棄のたびに
呼び出されます。 client_server のサンプルでは 2 つの POA を使用し ている ため、
このイ ン ターセプタは、 初に rootPOA の作成時に、 次に myPOA の作成時に合わせ
て 2 回呼び出されます。 SampleServerInterceptor は、 myPOA の作成時にだけ イ
ン ス ト ールし ます。

import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*; 
import com.inprise.vbroker.IOP.*; 
public class SamplePOALifeCycleInterceptor implements POALifeCycleInterceptor { 
   public void create(org.omg.PortableServer.POA poa, 
         org.omg.CORBA.PolicyListHolder policies_holder, 
         IORValueHolder iorTemplate, 
         InterceptorManagerControl control) { 
      if(poa.the_name().equals("bank_agent_poa")) { 
         // 要求レベルのインターセプタを追加します。 
         SampleServerInterceptor interceptor = 
               new SampleServerInterceptor("MyServerInterceptor"); 
         // IORCreation インターセプタマネージャを取得します。 
         ServerRequestInterceptorManager manager = 
               
(ServerRequestInterceptorManager)control.get_manager("ServerRequest"); 
         // インターセプタを追加します。 
         manager.add(interceptor); 
         System.out.println("============>In POA " + poa.the_name() + 
               ", 1 ServerRequest interceptor installed"); 
      } else 
         System.out.println("============>In POA " + poa.the_name() + ". 
Nothing to do."); 
   } 
   public void destroy(org.omg.PortableServer.POA poa) { 
      // トレース用 
      System.out.println("============> SamplePOALifeCycleInterceptor 
destroy"); 
   } 
}

SampleServerInterceptor
SampleServerInterceptor オブジェ ク ト は、 サーバーが要求を受信するか、 それ
に応答するたびに起動されます。

import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.IOP.*; 
import com.inprise.vbroker.CORBA.portable.*; 
public class SampleServerInterceptor implements ServerRequestInterceptor { 
   private String _id; 
   public SampleServerInterceptor(String id) { 
      _id = id; 
   } 
   public void preinvoke(org.omg.CORBA.Object target, 
         String operation, 
         ServiceContext[] service_contexts, 
         InputStream payload, 
         Closure closure) { 
      // closure オブジェクトにこの ServerRequestInterceptor の _id を付加します。 
      closure.object = new String(_id); 
      System.out.println("============> SampleServerInterceptor id " + 
            closure.object + " preinvoke => " + operation); 
   } 
   public void postinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         ServiceContextListHolder service_contexts_holder, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure) { 
      System.out.println("============> SampleServerInterceptor id " + 
            closure.object + " postinvoke_premarshal"); 
   } 
   public void postinvoke_postmarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         OutputStream payload, 
         Closure closure) { 
      System.out.println("============> SampleServerInterceptor id " + 
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            closure.object + " postinvoke_postmarshal"); 
   } 
   public void exception_occurred(org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure) { 
      System.out.println("============> SampleServerInterceptor id " + 
            closure.object + " exception_occurred"); 
   } 
}

SampleClientInterceptor
SampleClientInterceptor オブジェ ク ト は、 サーバーが要求を受信するか、 それ
に応答するたびに起動されます。

import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.IOP.*; 
import com.inprise.vbroker.CORBA.portable.*; 
public class SampleClientInterceptor implements ClientRequestInterceptor { 
   private String _id; 
   public SampleClientInterceptor(String id) { 
      _id = id; 
   } 
   public void preinvoke_premarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         String operation, 
         ServiceContextListHolder service_contexts_holder, 
         Closure closure) { 
      // closure オブジェクトにこの ServerRequestInterceptor の _id を付加します。 
      closure.object = new String(_id); 
      System.out.println("============> SampleClientInterceptor id " + 
            closure.object + 
            " preinvoke_premarshal => " + operation); 
   } 
   public void preinvoke_postmarshal(org.omg.CORBA.Object target, 
         OutputStream payload, 
         Closure closure) { 
      System.out.println("============> SampleClientInterceptor id " + 
            closure.object + " preinvoke_postmarshal"); 
   } 
   public void postinvoke(org.omg.CORBA.Object target, 
         ServiceContext[] service_contexts, 
         InputStream payload, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure) { 
      System.out.println("============> SampleClientInterceptor id " + 
            closure.object + " postinvoke"); 
   } 
   public void exception_occurred(org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure) { 
      System.out.println("============> SampleClientInterceptor id " + 
            closure.object + " exception_occurred"); 
   } 
}
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SampleClientLoader
SampleClientLoader は、 BindInterceptor オブジェ ク ト のロード を担当し ま
す。 このク ラ スは vbroker.orb.dynamicLibs によ って VisiBroker ORB に動的に
リ ン ク されます。 
SampleClientLoader ク ラ スは、 bind メ ソ ッ ド と  bind_succeeded メ ソ ッ ド を
含みます。 これらの メ ソ ッ ド は、 オブジェ ク ト のバイ ン ド中に ORB によ って呼び出
されます。 バイ ン ド が成功する と、 ORB が bind_succeeded を呼び出し、
BindInterceptor オブジェ ク ト が作成され InterceptorManager に登録されて
結果的にイ ン ス ト ールされます。

import java.util.*; 
import com.inprise.vbroker.orb.*; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*; 
public class SampleClientLoader implements ServiceLoader { 
   public void init(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      try { 
         InterceptorManagerControl control = 
               InterceptorManagerControlHelper.narrow( 
                     
orb.resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")); 
         BindInterceptorManager bind_manager = 
               (BindInterceptorManager) control.get_manager("Bind"); 
         bind_manager.add(new SampleBindInterceptor()); 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
         throw new org.omg.CORBA.INITIALIZE(e.toString()); 
      } 
      System.out.println("Bind Interceptors loaded"); 
   } 
   public void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
   } 
   public void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
   } 
}

SampleBindInterceptor
SampleBindInterceptor は、 ク ラ イアン ト がオブジェ ク ト をバイ ン ド し よ う とする
と きに起動されます。 ORB を初期化した後のク ラ イアン ト 側で実行する 初の手順は、
AccountManager オブジェ ク ト へのバイ ン ド です。 このバイ ン ド で、
SampleBindInterceptor が呼び出され、 バイ ン ド が成功する と  
SampleClientInterceptor がイ ン ス ト ールされます。

import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.IOP.*; 
public class SampleBindInterceptor implements BindInterceptor { 
   public IORValue bind(IORValue ior, org.omg.CORBA.Object target, 
         boolean rebind, Closure closure) { 
      // トレース用 
      System.out.println("============> SampleBindInterceptor bind"); 
      return null; 
   } 
   public IORValue bind_failed(IORValue ior, org.omg.CORBA.Object target, 
         Closure closure) { 
      // トレース用 
      System.out.println("============> SampleBindInterceptor bind_failed"); 
      return null; 
   } 
   public void bind_succeeded(IORValue ior, org.omg.CORBA.Object target, 
         int Index, InterceptorManagerControl control, 
         Closure closure) { 
      // トレース用 
      System.out.println("============> SampleBindInterceptor bind_succeeded"); 
      // クライアントリクエストインターセプタを作成します。 
      SampleClientInterceptor interceptor = 
      new SampleClientInterceptor("MyClientInterceptor"); 
      // マネージャを取得します。 
      ClientRequestInterceptorManager manager = 
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(ClientRequestInterceptorManager)control.get_manager("ClientRequest"); 
      // CRQ をリストに追加します。 
      manager.add(interceptor); 
   } 
   public void exception_occurred(IORValue ior, org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure) { 
      // トレース用 
      System.out.println("============> SampleBindInterceptor 
exception_occured"); 
   } 
}

インターセプタ間の情報の受け渡し

イ ン ターセプタによ る呼び出しの う ち、 あ るシーケン スの開始時に、 ORB によ って 
Closure オブジェ ク ト が作成されます。 この特定のシーケン ス内のすべての呼び出しに
対し て、 同じ  Closure オブジェ ク ト が使用されます。 Closure オブジェ ク ト には、
java.lang.Object 型の 1 つの public データ フ ィ ール ド  object があ り ます。 こ のデー
タ フ ィ ール ド は、 状態情報を保存するためにイ ン ターセプタによ って設定されます。
Closure オブジェ ク ト が作成される シーケンス は、 イ ンタ ーセプタ のタ イ プによ って異な
り ま す。 ClientRequestInterceptor では、 preinvoke_premarshal を呼び出す前
に新しい Closure が作成され、 成功かど う かに関係な く 要求が完了する まで、 同じ  
Closure がその要求で使用されます。 同様に、 ServerInterceptor では、 preinvoke 
を呼び出す前に新し い Closure が作成さ れ、 その特定の要求の処理に関連する すべてのイ
ンタ ーセプタ 呼び出し で同じ  Closure が使用さ れま す。

Closure の使い方のサンプルについては、 次のデ ィ レ ク ト リ を参照し て く ださい。

<install_dir>/examples/vbe/interceptors/client_server

Closure オブジェ ク ト を  ExtendedClosure にキ ャ ス ト し て、 次のよ う に 
response_expected と  request_id を取得し ます。

int my response_expected =  
    ((ExtendedClosure)closure).reqInfo.response_expected; 
int my request_id =  
    ((ExtendedClosure)closure) .reqInfo.request_id;

ポータブルインターセプタと VisiBroker インターセプタの
同時使用

VisiBroker ORB を使用し て、 ポータブルイ ン ターセプタ と  VisiBroker イ ン ターセプタの両
方を同時にイ ン ス ト ールでき ます。 ただし、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが異なるため、 両方
のイ ン ターセプタ を使用する開発者は、 操作全体の流れについて規則と制約を理解し てお
く 必要があ り ます。

インターセプタの呼び出しポイントの順序

イ ン ターセプ ト ポイ ン ト の呼び出し順序は、 イ ン ターセプタのバージ ョ ンご と にイ ン ター
セプ ト ポイ ン ト を呼び出す順序の規則にし たがいます。 これは、 開発者が実際に複数の
バージ ョ ンを イ ン ス ト ールするかど う かに関係な く 、 し たが う 必要があ り ます。
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クライアント側インターセプタ

イ ン ターセプタが例外を生成し ない と仮定し て、 ポータブル と  VisiBroker の両方のク ラ イ
アン ト 側イ ン ターセプタがイ ン ス ト ールされている場合のイベン ト の順序は次のよ う にな
り ます。

1 send_request （ポータブルインターセプタ）、 次に preinvoke_premarshal （イン
ターセプタ）

2 要求 メ ッ セージの構築

3 preinvoke_postmarshal （イ ン ターセプタ）

4 要求 メ ッ セージを送信し て、 応答を待機

5 postinvoke （イ ン ターセプタ）、 次に received_reply ／ receive_exception ／
receive_ 
other （ポータブルイ ン ターセプタ） （応答のタ イプによ る）

サーバー側インターセプタ

イ ン ターセプタが例外を生成し ない と仮定し て、 ポータブル と  VisiBroker の両方のサー
バー側イ ン ターセプタがイ ン ス ト ールされている場合の、 受信する イベン ト の順序は次の
よ う にな り ます （VisiBroker の場合と同じ よ う に検索要求が送られて も イ ン ターセプタは
起動されません）。

1 received_request_service_contexts （ポータブルイ ン ターセプタ）、 次に 
preinvoke 
（イ ン ターセプタ）

2 servantLocator.preinvoke （サーバン ト ロ ケータ を使用する場合）

3 receive_request （ポータブルイ ン ターセプタ）

4 サーバン ト 上でオペレーシ ョ ンを呼び出す

5 postinvoke_premarshal （イ ン ターセプタ）

6 servantLocator.postinvoke （サーバン ト ロ ケータ を使用する場合）

7 send_reply ／ send_exception ／ send_other （要求の結果によ る）

8 postinvoke_postmarshal （イ ン ターセプタ）

POA 作成中の ORB イベントの順序

POA 作成中の ORB イベン ト の順序は次の とお り です。

1 POA を処理するサーバーエンジンのプロ フ ァ イルを基に、 IOR テンプレー ト を作成し
ます。

2 イ ン ターセプタの POA ラ イ フサイ クルイ ン ターセプタの create() メ ソ ッ ド を呼び出
し ます。 こ の メ ソ ッ ド では、 新しいポ リ シーを追加し た り 、 前の手順で作成し た IOR 
テンプレー ト を変更でき ます。

3 ポータブルイ ン ターセプタの IORInfo オブジェ ク ト が作成され、 IORInterceptor の 
establish_components() メ ソ ッ ド が呼び出されます。 こ のイ ン ターセプ ト ポイ ン
ト では、 イ ン ターセプタは、 create_POA() に送られたポ リ シーと前の手順で追加さ
れたポ リ シーを照会し、 これらのポ リ シーに基づいて IOR テンプレー ト にコ ンポーネ
ン ト を追加でき ます。

4 POA のオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス フ ァ ク ト リ と リ フ ァ レン ステンプレー ト が作成され、
ポータブルイ ン ターセプタ  IORInterceptor の components_established() メ ソ ッ ド
が呼び出されます。 こ のイ ン ターセプ ト ポイ ン ト では、 イ ン ターセプタはオブジェ ク
ト リ フ ァ レン スの作成に使用する  POA のオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス フ ァ ク ト リ を変更
でき ます。
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POA リファレンス作成中の ORB イベントの順序

create_reference()、 create_reference_with_id() などのオブジェ ク ト リ フ ァ
レン ス を作成する  POA の呼び出し中に発生する イベン ト は次の とお り です。

1 オブジェ ク ト リ ファ レ ンス ファ ク ト リ の make_object() メ ソ ッ ド を呼び出し て、 オブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン ス を作成し ます。 これによ り 、 IOR 作成 メ ソ ッ ド が呼び出される こ
と はあ り ません。 ユーザーがフ ァ ク ト リ を作成する こ と も でき ます。 VisiBroker IOR 作
成イ ン ターセプタがイ ン ス ト ールされていない場合、 これはアプ リ ケーシ ョ ンに返さ
れるオブジェ ク ト リ フ ァ レンスにな り ます。 それ以外の場合はステップ 2 に進んで く ださ
い。

2 返されたオブジェ ク ト リ フ ァ レン スのデ リ ゲー ト から  IOR を抽出し、 VisiBroker IOR 作
成イ ン ターセプタの create() メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

3 create_reference()、 create_reference_with_id() の呼び出し元に、 オブ
ジェ ク ト リ フ ァ レン ス と し てステ ッ プ 2 の IOR が返されます。
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第 章

Chapter   26 オブジェクトラッパーの使い方   
こ こ では、 VisiBroker のオブジェ ク ト ラ ッパー機能について説明し ます。 オブジェ ク ト
ラ ッパーを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンはオブジェ ク ト オペレーシ ョ ン リ ク エス ト の通知
を受けた り 、 その要求を ト ラ ッ プする こ と ができ ます。

オブジェクトラッパーの概要

VisiBroker のオブジェ ク ト ラ ッパー機能を使用する と、 バイ ン ド し たオブジェ ク ト の メ
ソ ッ ド を ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが呼び出す際、 またはサーバーアプ リ ケーシ ョ ン
がオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を受け取る際に呼び出す メ ソ ッ ド を定義でき ます。
VisiBroker ORB レベルで呼び出される イ ン ターセプタ機能と は異な り 、 オブジェ ク ト ラ ッ
パーはオペレーシ ョ ン リ ク エス ト がマーシ ャ リ ング される前に呼び出されます。 このため
オブジェ ク ト ラ ッパーは、 オペレーシ ョ ン リ ク エス ト をマーシ ャ リ ング し た り 、 ネ ッ ト
ワーク を介し て送信し た り 、 あ るいはオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに対し て実際
に送信されな く て も結果を返すよ う に設計でき ます。 VisiBroker イ ン ターセプタの詳細に
ついては、 349 ページの 「VisiBroker イ ン ターセプタの使い方」 を参照し て く ださい。

オブジェ ク ト ラ ッパーは、 単一のアプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イ アン ト 側と サーバー側の両
方、 またはどち らか一方にイ ン ス ト ールし ます。

次に、 アプ リ ケーシ ョ ンにおけるオブジェ ク ト ラ ッパーの使用例を示し ます。

■ ク ラ イ アン ト が発行し たオペレーシ ョ ン リ ク エス ト 、 またはサーバーが受信し たオペ
レーシ ョ ン リ ク エス ト に関する情報を ロ グに記録し ます。

■ オペレーシ ョ ン リ ク エス ト が完了する までに要し た時間を計測し ます。

■ 毎回オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにコ ン タ ク ト し な く て もすぐに結果を返せ
る よ う に、 頻繁に発行されるオペレーシ ョ ン リ ク エス ト の結果をキ ャ ッ シュ し ます。

メ モ VisiBroker ORB オブジェ ク ト の object_to_string メ ソ ッ ド を使用して、 オブジェ ク ト ラ ッ
パーがイ ン ス ト ールされているオブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を外部化し て も、 受信側が
別のプロセスの場合ラ ッパーは文字列化された リ フ ァ レン スの受信側には伝達されませ
ん。
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型付きと型なしのオブジェクトラッパー

VisiBroker には、 「型付き」 と 「型な し」 の 2 種類のオブジェ ク ト ラ ッパーがあ り ます。 こ
れらのオブジェ ク ト ラ ッパーは、 同じ アプ リ ケーシ ョ ン内で併用でき ます。 型付き ラ ッ
パーの詳細については、 371 ページの 「型付きオブジェ ク ト ラ ッパー」 を参照し て く ださ
い。 型な し ラ ッパーの詳細については、 366 ページの 「型な しオブジェ ク ト ラ ッパー」 を
参照し て く ださ い。 次の表は、 こ の 2 種類のオブジェ ク ト ラ ッパーの主な相違点を ま と め
た ものです。

idl2java の特殊な要件

型付き または型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンのコー
ド を生成する際に -obj_wrapper オプシ ョ ンを付けて idl2java コ ンパイ ラ を実行する
必要があ り ます。 これによ り 、 次の要素が生成されます。

■ 各イ ン ターフ ェース用のオブジェ ク ト ラ ッパーの基底ク ラ ス

■ オブジェ ク ト ラ ッパーを追加または削除するために Helper ク ラ スに追加される メ ソ ッ ド

Object ラッパーのサンプルアプリケーション

こ の章で、 型付きおよび型な しオブジェ ク ト ラ ッパーの概念の説明に使用される ク ラ イ ア
ン ト ／サーバーサンプルアプ リ ケーシ ョ ンは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥interceptors¥objectWrappers¥

型なしオブジェクトラッパー

型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーを使用する と、 オペレーシ ョ ン リ ク エス ト の処理前、 処理
後、 またはその両方で呼び出す メ ソ ッ ド を定義でき ます。 型な し ラ ッパーは、 ク ラ イ アン
ト と サーバーのどち らのアプ リ ケーシ ョ ンにも イ ン ス ト ールでき ます。 また、 複数のラ ッ
パーを イ ン ス ト ールする こ と も可能です。

同じ ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンやサーバーアプ リ ケーシ ョ ン内で、 型付き と型な しの
オブジェ ク ト ラ ッパーを併用する こ と もでき ます。

デフ ォル ト では、 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーはグ ローバルス コープを持ち、 あ らゆるオ
ペレーシ ョ ン リ ク エス ト で呼び出されます。 型な し ラ ッパーは、 操作対象外のオブジェ ク
ト に対するオペレーシ ョ ン リ ク エス ト には影響し ないよ う に設計する こ と も でき ます。

メ モ 型付きオブジェ ク ト ラ ッパーと は異な り 、 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーの メ ソ ッ ド は、 ス
タブやオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが受け取る引数を受け取 り ません。 また、 ス
タブやオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの呼び出し も回避でき ません。

下図では、 ク ラ イ アン ト ス タブ メ ソ ッ ド の前に型な しオブジェ ク ト ラ ッパーの 
pre_method を呼び出し てから、 その後で post_method が呼び出される流れを示し てい
ます。 また、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンについて も、 サーバー側の呼び出し経
路を示し ます。

機能 型付き 型な し

スタブに渡されるすべての引数を受け取る はい いいえ

実際に次のラッパー、 スタブ、 またはオブジェクトインプリメンテーションを
呼び出さずに、 呼び出し元に制御を返すことができる

はい いいえ

すべてのオブジェクトのすべてのオペレーションリクエストで呼び出される いいえ はい
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図 26.1 単一の型な しオブジ ェ ク ト ラ ッパー

複数の型なしオブジェクトラッパーの使い方

図 26.2 複数の型な しオブジ ェ ク ト ラ ッパー

pre_method 呼び出しの順序

ク ラ イ アン ト でバイ ン ド し たオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を呼び出すと、 ク ラ イ アン ト のス タ
ブルーチンを呼び出す前に、 型な しオブジェ ク ト ラ ッパー pre_method はそれぞれ制御
を受け取 り ます。 また、 サーバーがオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を受け取る と、 そのオブ
ジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが制御を受け取る前に型な しオブジェ ク ト ラ ッパー 
pre_method がそれぞれ呼び出されます。 どち らの場合も、 初に登録されたオブジェ ク
ト ラ ッパーに属する  pre_method メ ソ ッ ド から順に制御を受け取 り ます。

post_method 呼び出しの順序

サーバーのオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが処理を完了する と、 応答がク ラ イ アン
ト に送信される前に各 post_method が呼び出されます。 ク ラ イ アン ト がオペレーシ ョ ン
リ ク エス ト への応答を受け取る と、 ク ラ イ アン ト に制御が戻る前に各 post_method が呼
び出されます。 どち らの場合も、 後に登録されたオブジェ ク ト ラ ッパーに属する  
post_method メ ソ ッ ド から順に制御を受け取 り ます。

メ モ 型付き と型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーを併用する場合の呼び出しの順序については、
377 ページの 「型な し ラ ッパーと型付き ラ ッパーの複合的な使い方」 を参照し て く ださい。
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型なしオブジェクトラッパーの使い方

型な しオブジェ ク ト ラ ッパーの使用に必要な手順は次の とお り です。 各手順の詳細につい
ては、 後で説明し ます。

1 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーを作成するい く つかのイ ン ターフ ェース を決めます。

2 idl2java コ ンパイ ラで -obj_wrapper オプシ ョ ンを指定し て IDL 仕様から コード を
生成し ます。

3 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ ク ト リ のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成し ます。 
これは、 UntypedObjectWrapperFactory ク ラ スから派生し ます。

4 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成し ます。 
これは、 UntypedObjectWrapper ク ラ スから派生し ます。

5 適切な型の ChainUntypedObjectWrapperFactory にア ク セスする よ う に、 ク ラ イ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ン またはサーバーアプ リ ケーシ ョ ンを変更し ます。

6 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ ク ト リ を作成する よ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンを変更
し ます。

7 ChainUntypedObjectWrapperFactory add メ ソ ッ ドで、 フ ァ ク ト リ をチェ インに追加
し ます。

型なしオブジェクトラッパーファクトリの実装

objectWrappers サンプルアプ リ ケーシ ョ ンに含まれている 
TimingUnTypedObjectWrapperFactory のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 
UntypedObjectWrapperFactory から型な しオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ ク ト リ を派生
させて定義する方法を示し ています。

ク ラ イ アン ト がオブジェ ク ト にバイ ン ドする際、 またはサーバーがオブジェ ク ト イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンの メ ソ ッ ド を呼び出す際に、 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーを作成するため
にフ ァ ク ト リ の create メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 create メ ソ ッ ド はターゲ ッ ト オブ
ジェ ク ト を受け取 り ます。 これによ り 、 無視するオブジェ ク ト 型には型な しオブジェ ク ト
ラ ッパーを作成し ないよ う にフ ァ ク ト リ を設計でき ます。 また、 この メ ソ ッ ド はサーバー
側のオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン用と ク ラ イ アン ト 側オブジェ ク ト 用のどち らの
オブジェ ク ト ラ ッパーを作成するかを示す列挙値も受け取 り ます。

次のサンプルコード では、 メ ソ ッ ド呼び出しのタ イ ミ ング情報を表示する型な しオブジェ
ク ト ラ ッパーの作成に使用するパラ メ ータ、 TimingObjectWrapperFactory を示し て
います。

package UtilityObjectWrappers; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
public class TimingUntypedObjectWrapperFactory implements 
      UntypedObjectWrapperFactory { 
   public UntypedObjectWrapper create(org.omg.CORBA.Object target, 
         com.inprise.vbroker.interceptor.Location loc) { 
      return new TimingUntypedObjectWrapper(); 
   } 
}
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型なしオブジェクトラッパーのインプリメンテーション

次のサンプルコード は、 TimingObjectWrapper のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを示し ます。
形な し ラ ッパーは UntypedObjectWrapper ク ラ スから派生する もの と し、 型な しオブ
ジェ ク ト ラ ッパーにあ る  pre_method メ ソ ッ ド と  post_method メ ソ ッ ド のいずれにも
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供でき ます。

フ ァ ク ト リ のコ ン ス ト ラ ク タで自動で、 または ChainUntypedObjectWrapper::add 
メ ソ ッ ド を呼び出し て手動でフ ァ ク ト リ を イ ン ス ト ールし た ら、 ク ラ イ アン ト をオブジェ
ク ト にバイ ン ドする際、 またはサーバーがオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの メ ソ ッ
ド を呼び出す際に、 型な しオブジェ ク ト ラ ッパーオブジェ ク ト が自動的に作成されます。

次のサンプルコード に示された pre_method は、 現在の時刻を取得し て private 変数に保
存し、 メ ッ セージを出力し ます。 post_method も現在の時刻を取得し、 pre_method が
呼び出されてからの経過時間を求めて出力し ます。

package UtilityObjectWrappers; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
Public class TimingUntypedObjectWrapper implements UntypedObjectWrapper { 
   private long time; 
   public void pre_method(String operation, 
          org.omg.CORBA.Object target, 
          Closure closure) { 
      System.out.println("Timing: " + 
            ((com.inprise.vbroker.CORBA.Object) target)._object_name() + "->" 
            + operation + "()"); 
      time = System.currentTimeMillis(); 
   } 
   public void post_method(String operation, 
         org.omg.CORBA.Object target, 
         org.omg.CORBA.Environment env, 
         Closure closure) { 
      long diff = System.currentTimeMillis() - time; 
      System.out.println("Timing: Time for call ¥t" + 
((com.inprise.vbroker.CORBA.Object) 
            target)._object_name() + "->" + operation + "() = " + diff + " 
ms."); 
   } 
}

pre_method メ ソ ッ ド と  post_method メ ソ ッ ド に共通の引数
pre_method と  post_method はどち ら も、 次の表に示されるパラ メ ータ を受け取
り ます。

パラ メ ータ 説明

operation ターゲットオブジェクトで要求されたオペレーションの名前。

target ターゲットオブジェクト。

closure このラッパーの複数のメソッドの呼び出しを介してデータを保存できる領域。

environment メソッド呼び出しの前の手順で発生した例外をユーザーに通知するために使用
される post_method のみのパラメータ。
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型なしオブジェクトラッパーファクトリの作成と登録

次のコード は、 サンプルフ ァ イル UntypedClient.java の一部です。 ク ラ イ アン ト に 2 
つの型な しオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ ク ト リ を作成し て自動登録し ます。 
フ ァ ク ト リ は、 VisiBroker ORB の初期化されて ク ラ イ アン ト がオブジェ ク ト にバイ ン ド さ
れる までに作成されます。

// UntypedClient.java 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
Public class UntypedClient { 
   public static void main(String[] args) throws Exception { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      doMain (orb, args); 
   } 
   public static void domain(org.omg.CORBA.ORB orb, String[] args) throws 
            Exception { 
      ChainUntypedObjectWrapperFactory Cfactory = 
            ChainUntypedObjectWrapperFactoryHelper.narrow( 
                  
orb.resolve_initial_references("ChainUntypedObjectWrapperFactory") 
            ); 
 Cfactory.add(new UtilityObjectWrappers.TimingUntypedObjectWrapperFactory(), 
                     Location.CLIENT); 
      Cfactory.add(new 
                     UtilityObjectWrappers.TracingUntypedObjectWrapperFactory(), 
            Location.CLIENT); 
      // アカウントマネージャを検索します。 
   } 
}

次のサンプルコード は、 サンプルフ ァ イル UntypedServer.Java です。 こ のサンプル
は、 サーバーに型な しオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ ク ト リ を作成し て登録し ます。 フ ァ ク ト
リ は、 VisiBroker ORB が初期化されてからオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが作成さ
れる までに作成されます。

// UntypedServer.java 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
Import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.BindSupportPolicyValue; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.BindSupportPolicyValueHelper; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.BIND_SUPPORT_POLICY_TYPE; 
public class UntypedServer { 
   public static void main(String[] args) throws Exception { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      ChainUntypedObjectWrapperFactory Sfactory = 
            ChainUntypedObjectWrapperFactoryHelper.narrow 
            
(orb.resolve_initial_references("ChainUntypedObjectWrapperFactory")); 
      Sfactory.add(new 
               UtilityObjectWrappers.TracingUntypedObjectWrapperFactory(), 
            Location.SERVER); 
      // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
      POA rootPOA = 
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
      // POA が各サーバントを osagent に登録するように BindSupport  
      // ポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Any any = orb.create_any(); 
      BindSupportPolicyValueHelper.insert(any, 
                  BindSupportPolicyValue.BY_INSTANCE); 
      org.omg.CORBA.Policy bsPolicy = 
            orb.create_policy(BIND_SUPPORT_POLICY_TYPE.value, any); 
      // testPOA のポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
            rootPOA.create_lifespan_policy 
                  (LifespanPolicyValue.PERSISTENT), bsPolicy 
      }; 
      // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
      POA myPOA = rootPOA.create_POA( "bank_agent_poa", 
            rootPOA.the_POAManager(), 
            policies ); 
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      // AccountManager オブジェクトを作成します。 
      AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
      // サーバントの ID を決定します。 
      byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
      // その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
      myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant); 
      // POA マネージャをアクティブ化 
      rootPOA.the_POAManager().activate(); 
      System.out.println("AccountManager: BankManager is ready."); 
      for( int i = 0; i < args.length; i++ ) { 
         if( args[i].equalsIgnoreCase("-runCoLocated") ) { 
            if( args[i+1].equalsIgnoreCase("Client") ){ 
               Client.doMain(orb, new String[0]); 
            } else if( args[i+1].equalsIgnoreCase("TypedClient") ){ 
               TypedClient.doMain(orb, new String[0]); 
            } 
            if( args[i+1].equalsIgnoreCase("UntypedClient") ){ 
               UntypedClient.doMain(orb, new String[0]); 
            } 
            System.exit(1); 
         } 
      } 
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run(); 
   } 
}

型なしオブジェクトラッパーの削除

ChainUntypedObjectWrapperFactory ク ラ スの remove メ ソ ッ ド で、 ク ラ イ アン ト
アプ リ ケーシ ョ ン またはサーバーアプ リ ケーシ ョ ンから型な しオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ
ク ト リ を削除でき ます。 フ ァ ク ト リ を削除する と きは、 場所を指定する必要があ り ます。
つま り 、 Both にフ ァ ク ト リ を追加し た場合は、 Client、 Server、 または Both のいず
れかを選択し てフ ァ ク ト リ を削除でき ます。

メ モ ク ラ イ アン ト から  1 つ以上のオブジェ ク ト ラ ッパーフ ァ ク ト リ を削除し て も、 ク ラ イ アン
ト がすでにバイ ン ド し ていた ク ラ スのオブジェ ク ト には影響し ません。 影響を受けるの
は、 それ以後にバイ ン ド されたオブジェ ク ト だけです。 サーバーからオブジェ ク ト ラ ッ
パーフ ァ ク ト リ を削除し て も、 すでに作成されていたオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンには影響し ません。 影響を受けるのは、 それ以後に作成されたオブジェ ク ト イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンだけです。

型付きオブジェクトラッパー

特定のク ラ スの型付きオブジェ ク ト ラ ッパーを実装する場合は、 バイ ン ド されたオブジェ
ク ト の メ ソ ッ ド が呼び出された と きに行 う 処理を定義し ます。 次の図では、 ク ラ イ アン ト
ス タブ ク ラ スの メ ソ ッ ド の前にク ラ イ アン ト でオブジェ ク ト ラ ッパー メ ソ ッ ド が呼び出さ
れる流れ と、 サーバーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン メ ソ ッ ド の前にサーバー側のオブジェ ク
ト ラ ッパーが呼び出される流れを示し ています。

メ モ 型付きオブジェ ク ト ラ ッパーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 ラ ッ プするオブジェ ク ト か
ら提供されるすべての メ ソ ッ ド を実装する必要はあ り ません。

同じ ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンやサーバーアプ リ ケーシ ョ ン内で、 型付き と型な しの
オブジェ ク ト ラ ッパーを併用する こ と も でき ます。 詳細については、 377 ページの 「型な
し ラ ッパーと型付き ラ ッパーの複合的な使い方」 を参照し て く ださい。
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図 26.3 登録された単一の型付きオブジ ェ ク ト ラ ッパー

複数の型付きオブジェクトラッパーの使い方

特定ク ラ スの 1 つのオブジェ ク ト に対し て、 1 つまたは複数の型付きオブジェ ク ト ラ ッ
パーを実装し て登録する こ と ができ ます。 次の図を参照し て く ださい。

ク ラ イ アン ト 側で 初に登録されたオブジェ ク ト ラ ッパーは client_wrapper_1 なの
で、 こ のラ ッパーの メ ソ ッ ド が 初に制御を受け取 り ます。 処理が完了する と、
client_wrapper_1 メ ソ ッ ド はチェ イ ン内の次のオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド に制御を渡す
か、 ク ラ イ アン ト に制御を戻し ます。

サーバー側で 初に登録されたオブジェ ク ト ラ ッパーは server_wrapper_1 なので、 こ
のラ ッパーの メ ソ ッ ド が 初に制御を受け取 り ます。 処理が完了する と、
server_wrapper_1 メ ソ ッ ド はチェ イ ン内の次のオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド に制御を渡す
か、 サーバン ト に制御を戻し ます。

図 26.4 登録された複数の型付きオブジ ェ ク ト ラ ッパー
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呼び出しの順序

特定のク ラ ス用に登録された型付きオブジェ ク ト ラ ッパーの メ ソ ッ ド は、 通常、 ク ラ イ ア
ン ト 側のス タブ メ ソ ッ ド またはサーバー側のスケル ト ンに渡される引数をすべて受け取 り
ます。 オブジェ ク ト ラ ッパーの各 メ ソ ッ ド は、 親ク ラ スの メ ソ ッ ド  
super.<method_name> を呼び出し てチェ イ ン内の次のラ ッパー メ ソ ッ ド に制御を渡し
ます。 チェ イ ン内の次のラ ッパー メ ソ ッ ド を呼び出さずに制御を返す場合は、 オブジェ ク
ト ラ ッパーで適切な戻 り 値を付けて制御を返す （return） こ と ができ ます。

型付きオブジェ ク ト ラ ッパー メ ソ ッ ド にはチェ イ ン内の前の メ ソ ッ ド に制御を戻す機能が
あ り 、 こ の機能を使って ク ラ イ アン ト ス タブやオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを
ま った く 呼び出さ ないラ ッパー メ ソ ッ ド を作成する こ と も でき ます。 た と えば、 頻繁に要
求される処理の結果をキ ャ ッ シ ュする よ う なオブジェ ク ト ラ ッパー メ ソ ッ ド を作成でき ま
す。 こ の例では、 バイ ン ド されたオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を初めて呼び出すと、 オブジェ
ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにオペレーシ ョ ン リ ク エス ト が送信されます。 オブジェ ク ト
ラ ッパー メ ソ ッ ド を介し て制御の流れが戻る間に、 その結果が格納されます。 これ以降に
同じ メ ソ ッ ド が呼び出される と、 オブジェ ク ト ラ ッパー メ ソ ッ ド は実際にはオブジェ ク ト
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにオペレーシ ョ ン リ ク エス ト を送らずにキ ャ ッ シュ し た結果をそ
のま ま返し ます。

型付き と型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーを併用する場合の呼び出しの順序については、
377 ページの 「型な し ラ ッパーと型付き ラ ッパーの複合的な使い方」 を参照し て く ださい。

同じ場所にあるクライアント／サーバーの型
付きオブジェクトラッパー

ク ラ イ アン ト と サーバーが同じプロセス内に組み込まれている場合、 初に制御を受け取
るのは、 初にイ ン ス ト ールされた ク ラ イ アン ト 側のオブジェ ク ト ラ ッパーの メ ソ ッ ド に
な り ます。 次の図はこ の呼び出し順序を示し ています。

図 26.5 型付きオブジ ェ ク ト ラ ッパーの呼び出し順序

型付きオブジェクトラッパーの使い方

型付きオブジェ ク ト ラ ッパーの使用に必要な手順は次の とお り です。 各手順の詳細につい
ては、 後で説明し ます。

1 型付きオブジェ ク ト ラ ッパーを作成する  1 つまたは複数のイ ン ターフ ェース を決定し ま
す。

2 idl2java コ ンパイ ラで -obj_wrapper オプシ ョ ンを指定し て IDL 仕様から コード を
生成し ます。

3 コ ンパイ ラで生成し た <interface_name>ObjectWrapper ク ラ スから型付きオブ
ジェ ク ト ラ ッパーク ラ スを派生させ、 ラ ップする メ ソ ッ ドにインプ リ メ ンテーシ ョ ンを提
供し ます。

4 型付きオブジェ ク ト ラ ッパーを登録する よ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンを変更し ます。
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型付きオブジェクトラッパーの実装

idl2java コ ンパイ ラで生成し た <interface_name>ObjectWrapper ク ラ スから型付
きオブジェ ク ト ラ ッパーを派生させます。

次のサンプルコード は、 Java の Account イ ン ターフ ェースの型付きオブジェ ク ト ラ ッ
パーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。

このク ラ スは AccountObjectWrapper イ ン ターフ ェースから派生し、 balance メ ソ ッ
ド で簡単なキ ャ ッ シ ュ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。 その処理方法は次の とお り
です。

1 _initialized フ ラ グをチェ ッ ク し て、 こ の メ ソ ッ ド が以前に呼び出されているかど
う かを確認し ます。

2 これが 初の呼び出しの場合、 チェ イ ンにあ る次のオブジェ ク ト の balance メ ソ ッ ド
が呼び出され、 その結果が balance に保存されます。 さ らに、 _initialized フ ラ
グは true に設定され、 結果の値が返されます。

3 こ の メ ソ ッ ド が以前に呼び出されている場合は、 キ ャ ッ シ ュ し た値をそのま ま返し ま
す。

package BankWrappers; 
public class CachingAccountObjectWrapper extends 
Bank.AccountObjectWrapper { 
 private boolean _initialized = false; 
   private float _balance; 
   public float balance() { 
      System.out.println("+ CachingAccountObjectWrapper: Before calling 
balance: 
               "); 
      try { 
 if( !_initialized ) { 
            _balance = super.balance(); 
            _initialized = true; 
         } else { 
            System.out.println("+ CachingAccountObjectWrapper: Returning Cached 
                  value"); 
         } 
         return _balance; 
      } finally { 
         System.out.println("+ CachingAccountObjectWrapper: After  calling 
                  balance: "); 
      } 
   } 
}
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クライアント向け型付きオブジェクトラッパーの登録

型付きオブジェ ク ト ラ ッパーは、 idl2java コ ンパイ ラが ク ラ スに生成し た  
addClientObjectWrapperClass メ ソ ッ ド （Java） の呼び出しによ って、 ク ラ イ アン ト
側に登録されます。 ク ラ イ アン ト 側のオブジェ ク ト ラ ッパーは、 ORB.init メ ソ ッ ド が呼
び出されてからオブジェ ク ト がバイ ン ド される までに登録する必要があ り ます。 次のサン
プルコード は、 型付きオブジェ ク ト ラ ッパーを作成し て登録する  TypedClient.java 
フ ァ イルの一部を示し ます。

// TypedClient.java 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
Public class TypedClient { 
   public static void main(String[] args) throws Exception { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      domain (orb, args); 
   } 
   public static void domain(org.omg.CORBA.ORB orb, String[] args) { 
      // Account オブジェクトの型付きオブジェクトラッパーを追加します。 
 Bank.AccountHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, 
            BankWrappers.CachingAccountObjectWrapper.class); 
      // アカウントマネージャを検索します。 
      Bank.AccountManager manager = 
            Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "BankManager"); 
      . . . 
   } 
}

VisiBroker ORB は、 ク ラ イ アン ト 側に登録されたすべてのオブジェ ク ト ラ ッパーを追跡し
ます。 その型のオブジェ ク ト をバイ ン ドするためにク ラ イ アン ト が _bind メ ソ ッ ド を呼
び出すと、 必要なオブジェ ク ト ラ ッパーが作成されます。 ク ラ イ アン ト が特定のク ラ スの
オブジェ ク ト の複数イ ン ス タ ン スにバイ ン ドする場合、 イ ン ス タ ン ス ご と にラ ッパーの
セ ッ ト が 1 つずつ作成されます。

サーバー向けの型付きオブジェクトラッパーの登録

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンの場合と同様に、 型付きオブジェ ク ト ラ ッパーは、
Helper ク ラ スが提供する  addServerObjectWrapperClass メ ソ ッ ド の呼び出しによ
り 、 サーバー側に登録されます。 サーバー側の型付きオブジェ ク ト ラ ッパーは、
ORB.init メ ソ ッ ド が呼び出されてからオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ る要求
へのサービ ス提供までに登録する必要があ り ます。 次のサンプルコード は、 型付きオブ
ジェ ク ト ラ ッパーを イ ン ス ト ールする  TypedServer.java フ ァ イルの一部を示し ます。

// TypedServer.java 
import org.omg.PortableServer.*; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.BindSupportPolicyValue; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.BindSupportPolicyValueHelper; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.BIND_SUPPORT_POLICY_TYPE; 
public class TypedServer { 
   public static void main(String[] args) throws Exception { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // AccountManager オブジェクトの 2 つの型付きオブジェクトラッパーを追加
します。 
      Bank.AccountManagerHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, 
      BankWrappers.SecureAccountManagerObjectWrapper.class); 
      Bank.AccountManagerHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, 
            BankWrappers.CachingAccountManagerObjectWrapper.class); 
      // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
      POA rootPOA =  
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
      // POA が各サーバントを osagent に登録するように BindSupport  
      // ポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Any any = orb.create_any(); 
      BindSupportPolicyValueHelper.insert(any, 
                           BindSupportPolicyValue.BY_INSTANCE); 
      org.omg.CORBA.Policy bsPolicy = 
            orb.create_policy(BIND_SUPPORT_POLICY_TYPE.value, any); 
      // testPOA のポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
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            rootPOA.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT), 
                     bsPolicy 
      }; 
      // 適切なポリシーで myPOA を作成します。 
      POA myPOA = rootPOA.create_POA( "lilo", rootPOA.the_POAManager(),  
policies 
); 
      // AccountManager オブジェクトを作成します。 
      AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
      // サーバントの ID を決定します。 
      byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
      // その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
      myPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant); 
      // POA マネージャをアクティブ化 
      rootPOA.the_POAManager()Activate(); 
      System.out.println("AccountManager: BankManager is ready."); 
 
      For( int i = 0; i < args.length; i++ ) { 
         if ( args[i].equalsIgnoreCase("-runCoLocated") ) { 
            if( args[i+1].equalsIgnoreCase("Client") ){ 
               Client.doMain(orb, new String[0]); 
            } else if( args[i+1].equalsIgnoreCase("TypedClient") ){ 
               TypedClient.doMain(orb, new String[0]); 
            } 
            if( args[i+1].equalsIgnoreCase("UntypedClient") ){ 
               UntypedClient.doMain(orb, new String[0]); 
            } 
            System.exit(1); 
         } 
      } 
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run(); 
   } 
}

サーバーで特定のク ラ スのオブジェ ク ト の複数イ ン ス タ ン ス を作成する場合、 各イ ン ス タ
ン ス ご と にラ ッパーセ ッ ト が 1 つずつ作成されます。

型付きオブジェクトラッパーの削除

Helper ク ラ スは、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンやサーバーアプ リ ケーシ ョ ンから型付
きオブジェ ク ト を削除する メ ソ ッ ド も提供し ます。

メ モ ク ラ イ アン ト から  1 つまたは複数のオブジェ ク ト ラ ッパーを削除し て も、 ク ラ イ アン ト が
すでにバイ ン ド し ていた ク ラ スのオブジェ ク ト には影響あ り ません。 影響を受けるのは、
それ以後にバイ ン ド されたオブジェ ク ト だけです。 サーバーからオブジェ ク ト ラ ッパーを
削除し て も、 すでに要求に応えていたオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには影響あ り
ません。 影響を受け るのは、 それ以後に作成されたオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
だけです。
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型なしラッパーと型付きラッパーの複合的な使い方

1 つのアプ リ ケーシ ョ ンで型付き と型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーを併用する場合は、 オ
ブジェ ク ト に定義されているすべての型付きオブジェ ク ト ラ ッパーの メ ソ ッ ド よ り も前
に、 そのオブジェ ク ト の型な し ラ ッパーに定義されている  pre_method メ ソ ッ ド がすべ
ての呼び出されます。 反対に、 型な し ラ ッパーに定義されているすべての post_method 
メ ソ ッ ド よ り も前に、 そのオブジェ ク ト に定義されている型付きオブジェ ク ト ラ ッパーの
メ ソ ッ ド がすべて呼び出されます。

サンプルアプ リ ケーシ ョ ン Client.java と  Server.java は、 使用する型付きオブジェ
ク ト ラ ッパーと型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーを コマン ド ラ イ ンのプロパテ ィ で指定でき
る優れた設計になっています。

型付きラッパーのコマンドライン引数

型な し ラ ッパーを有効にするには、 コマン ド ラ イ ンで次の引数を指定し ます。

1 -Dvbroker.orb.dynamicLibs=BankWrappers.Init

2 次の表に示されている  1 つ以上のプロパテ ィ を使用し ます。

BankWrappers のプロパテ ィ 説明

-DCachingAccount[=<client|server>] クライアントまたはサーバーの balance メソッ  
ドの結果をキャッシュする型付きオブジェクト
ラッパーをインストールします。 サブプロパティ
の値を指定しなければ、クライアントのラッパー
とサーバーのラッパーの両方がインストールさ
れます。

-DCachingAccountManager[=<client|server>] クライアントまたはサーバーの open メソッドの  
結果をキャッシュする型付きオブジェクトラッ
パーをインストールします。 サブプロパティに
値を指定しなければ、 クライアントのラッパーと
サーバーのラッパーの両方がインストールされ
ます。

-DSecureAccountManager[=<client|server>] クライアントまたはサーバーの open メソッドで  
渡された許可されていないユーザーを検出す
る型付きオブジェクトラッパーをインストールし
ます。 サブプロパティの値を指定しなければ、
クライアントのラッパーとサーバーのラッパーの
両方がインストールされます。
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型付きラッパーのイニシャライザ

型付き ラ ッパーは BankWrappers パッ ケージで定義され、 次のコード に示すサービ ス イ
ニシ ャ ラ イザ BankWrappers/Init.java を組み込みます。 コマン ド ラ イ ンに -
Dvbroker.orb. 
dynamicLibs=BankWrappers.Init を指定し てお く と、 vbj で ク ラ イ アン ト やサー
バーを起動する と きにこ のイ ニシ ャ ラ イザが呼び出されます。 コマン ド ラ イ ンプロパテ ィ
の指定に基づいて、 さ まざまな型付きオブジェ ク ト ラ ッパーを イ ン ス ト ールでき ます。

package BankWrappers; 
import java.util.*; 
import com.inprise.vbroker.orb.ORB; 
import com.inprise.vbroker.properties.PropertyManager; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
public class Init implements ServiceLoader { 
   com.inprise.vbroker.orb.ORB _orb; 
   public void init(final org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      _orb = (ORB) orb; 
      PropertyManager pm = _orb.getPropertyManager(); 
      // CachingAccountObjectWrapper をインストールします。 
 String val = pm.getString("CachingAccount", this.toString()); 
      Class c = CachingAccountObjectWrapper.class; 
      if( !val.equals(this.toString())) { 
 
 if( val.equalsIgnoreCase("client") ) { 
            Bank.AccountHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, c); 
 } else if( val.equalsIgnoreCase("server") ) { 
            Bank.AccountHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, c); 
 } else { 
            Bank.AccountHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, c); 
            Bank.AccountHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, c); 
         } 
      } 
      // CachingAccountManagerObjectWrapper をインストールします。 
 val = pm.getString("CachingAccountManager", this.toString()); 
      c = CachingAccountManagerObjectWrapper.class; 
      if( !val.equals(this.toString())) { 
 if( val.equalsIgnoreCase("client") ){ 
            Bank.AccountManagerHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, c); 
 } else if( val.equalsIgnoreCase("server") ) { 
            Bank.AccountManagerHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, c); 
 } else { 
            Bank.AccountManagerHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, c); 
            Bank.AccountManagerHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, c); 
         } 
      } 
      // CachingAccountManagerObjectWrapper をインストールします。 
      val = pm.getString("SecureAccountManager", 
            this.toString()); 
      c = SecureAccountManagerObjectWrapper.class; 
      if( !val.equals(this.toString())) { 
         if( val.equalsIgnoreCase("client") ){ 
            Bank.AccountManagerHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, c); 
         } else if( val.equalsIgnoreCase("server") ) { 
            Bank.AccountManagerHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, c); 
         } else { 
            Bank.AccountManagerHelper.addClientObjectWrapperClass(orb, c); 
            Bank.AccountManagerHelper.addServerObjectWrapperClass(orb, c); 
         } 
      } 
   } 
   public void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb) {} 
   public void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb) {} 
}
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型なしラッパーのコマンドライン引数

型な し ラ ッパーを有効にするには、 コマン ド ラ イ ンで次の引数を指定し ます。

1 -Dvbroker.orb.dynamicLibs=UtilityObjectWrappers.Init

2 次の表に示されている  1 つ以上のプロパテ ィ を使用し ます。

型なしラッパーのイニシャライザ

型な し ラ ッパーは、 UtilityObjectWrappers パッ ケージで定義され、 次に示すサービ
ス イ ニシ ャ ラ イザ UtilityObjectWrappers/Init.java を組み込みます。 コマン ド ラ
イ ンに -Dvbroker.orb.dynamicLibs=UtilityObjectWrappers.Init を指定し て
お く と、 vbj でク ラ イ アン ト やサーバーを起動する と きにこのイ ニシャ ラ イザが呼び出さ
れます。

package UtilityObjectWrappers; 
import java.util.*; 
Import com.inprise.vbroker.orb.ORB; 
import com.inprise.vbroker.properties.PropertyManager; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
Public class Init implements ServiceLoader { 
   com.inprise.vbroker.orb.ORB _orb; 
   public void init(final org.omg.CORBA.ORB orb) { 
      _orb = (ORB) orb; 
      PropertyManager PM= _orb.getPropertyManager(); 
      try { 
 ChainUntypedObjectWrapperFactory factory = 
                ChainUntypedObjectWrapperFactoryHelper.narrow( 
            orb.resolve_initial_references("ChainUntypedObjectWrapperFactory")); 
         // 時間測定の ObjectWrapper をインストールします。 
 String val = pm.getString("Timing", this.toString()); 
         if( !val.equals(this.toString())) { 
            UntypedObjectWrapperFactory f= new 
                                    TimingUntypedObjectWrapperFactory(); 
   if( val.equalsIgnoreCase("client") ){ 
               factory.add(f, Location.CLIENT); 
   } else if( val.equalsIgnoreCase("server") ) { 
               factory.add(f, Location.SERVER); 
   } else { 
               factory.add(f, Location.BOTH); 
            } 
         } 
 
         // トレースの ObjectWrapper をインストールします。 
 val = pm.getString("Tracing", this.toString()); 
         if( !val.equals(this.toString())) { 
            UntypedObjectWrapperFactory f= new 
TracingUntypedObjectWrapperFactory(); 
   if( val.equalsIgnoreCase("client") ){ 
               factory.add(f, Location.CLIENT); 
   } else if( val.equalsIgnoreCase("server") ) { 
               factory.add(f, Location.SERVER); 
   } else { 
               factory.add(f, Location.BOTH); 
            } 

UtilityObjectWrappers の 
プロパテ ィ 説明

-DTiming[=<client|
server>]

クライアントまたはサーバーの処理時間を測定する型なし
オブジェクトラッパーをインストールします。 サブプロパティ
に値を指定しなければ、 クライアントのラッパーとサーバー
のラッパーの両方がインストールされます。

-DTracing[=<client|
server>]

クライアントまたはサーバーの情報を追跡する型なしオブ
ジェクトラッパーをインストールします。 サブプロパティに値
を指定しなければ、クライアントのラッパーとサーバーのラッ
パーの両方がインストールされます。
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         } 
      } catch( org.omg.CORBA.ORBPackage.InvalidName e ) { 
         return; 
      } 
   } 
   public void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb) {} 
   public void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb) {} 
}

サンプルアプリケーションの実行

サンプルアプ リ ケーシ ョ ンを実行する前に、 ネ ッ ト ワーク上で osagent が動作し ている こ
と を確認し て く ださ い。 詳細については、 165 ページの 「スマー ト エージェ ン ト の使い方」
を参照し て く ださ い。 確認し た ら、 次のコマン ド を使って ト レース と時間測定のオブジェ
ク ト ラ ッパーな しでサーバーアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ます。

prompt> vbj Server

メ モ サーバーは共用アプ リ ケーシ ョ ン と し て設計されてお り 、 サーバーと ク ラ イ アン ト の両方
を実装し ます。

次のコマン ド を使用し て、 別のウ ィ ン ド ウから ト レース と時間測定のオブジェ ク ト ラ ッ
パーな しで、 あ るユーザーの口座残高を照会する ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行し
ます。

prompt> vbj Client John

デフ ォル ト の名前を使用する場合は、 次のコマン ド を実行し ます。

prompt> vbj Client

ト レースおよび時間測定のオブジ ェ ク ト ラ ッパーをオンにする
型な しの ト レースおよび時間測定のオブジェ ク ト ラ ッパー有効にし て ク ラ イ アン ト を
実行するには、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=UtilityObjectWrappers.Init    
         -DTiming=client¥ 
         -DTracing=client Client John

型な しの ト レース と時間測定のラ ッパーを有効にし てサーバーを実行するには、 次のコマ
ン ド を使用し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=UtilityObjectWrappers.Init 
         -DTiming=server¥ 
         -DTracing=server Server

キャ ッ シュ と セキュ リ テ ィ のオブジ ェ ク ト ラ ッパーをオンにす
る
型付きのキ ャ ッ シ ュ と セキ ュ リ テ ィ のラ ッパーを有効にし て、 ク ラ イ アン ト を実行す
るには、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=BankWrappers.Init -
DCachingAccount=client¥ 
         -DCachingAccountManager=client¥ 
         -DSecureAccountManager=client 
         Client John

型付きのキ ャ ッ シ ュ と セキ ュ リ テ ィ のラ ッパーを有効にし てサーバーを実行するには、 次
のコマン ド を使用し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=BankWrappers.Init 
         -DCachingAccount=server ¥ 
         -DCachingAccountManager=server ¥ 
         -DSecureAccountManager=server ¥ 
         Server
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型付き ラ ッパーと型な し ラ ッパーをオンにする
型付き と型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーをすべて有効にし て ク ラ イ アン ト を実行する
には、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> vbj -DOvbroker.orb.dynamicLibs=BankWrappers.Init, 
               UtilityObjectWrappers.Init ¥ 
         -DCachingAccount=client ¥ 
         -DCachingAccountManager=client¥ 
         -DSecureAccountManager=client ¥ 
         -DTiming=client ¥ 
         -DTracing=client ¥ 
         Client John

型付き と型な しのオブジェ ク ト ラ ッパーをすべて有効にし て ク ラ イ アン ト を実行するに
は、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=BankWrappers.Init, 
            UtilityObjectWrappers.Init ¥ 
         -DCachingAccount=server ¥ 
         -DCachingAccountManager=server¥ 
         -DSecureAccountManager=server ¥ 
         -DTiming=server ¥ 
         -DTracing=server ¥ 
         Server

共用ク ラ イアン ト ／サーバーを実行する
次のコマン ド はすべての型付き ラ ッパーが有効な共用サーバーと ク ラ イ アン ト を実行
し ます。 さ らに、 ク ラ イ アン ト の型な し ラ ッパー、 サーバーの型な し ト レーシング
ラ ッパーが有効になっている場合も このコマン ド を使用でき ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.dynamicLibs=BankWrappers.Init, 
               UtilityObjectWrappers.Init ¥ 
         -DCachingAccount -DSecureAccountManager ¥ 
         -DTiming=client -DTracing=server ¥ 
         Server -runCoLocated Client

-runCoLocated コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを指定する と、 同じプロセスで ク ラ イ アン ト
と サーバーを実行でき ます。

プロパテ ィ 説明

-runCoLocated 
Client

Server.java と Client.java を同じプロセス内で実行しま   
す。

-runCoLocated 
TypedClient

Server.java と TypedClient.java を同じプロセス内で実   
行します。

-runCoLocated 
UntypedClient

Server.java と UntypedClient.java を同じプロセス内で   
実行します。
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第 章

Chapter   27 イベントキュー   
こ こ では、 イベン ト キ ューの機能について説明し ます。 イベン ト キ ューは、 サーバー側だ
けで使用でき る機能です。

サーバーは、 サーバーが必要とする イベン ト タ イプに基づいて リ スナーを イベン ト キ ュー
に登録し ておき、 必要な と きにそのイベン ト を処理する こ と ができ ます。

イベントタイプ

現在生成される イベン ト タ イプは、 接続イベン ト タ イプだけです。

接続イベント

VisiBroker ORB が生成し て登録済みの接続イベン ト へ渡される  2 つの接続イベン ト は、 次
の とお り です。

■ 接続設立 ： これは、 新規ク ラ イ アン ト をサーバーへ正常に接続する こ と を示し ます。

■ 接続閉鎖 ： これは、 既存のク ラ イ アン ト をサーバーから切断する こ と を示し ます。

イベントリスナー

サーバーは、 サーバーが処理する必要があ る イベン ト タ イプに基づいて リ スナーを実装
し、 VisiBroker ORB に登録し ます。 サポー ト されている イベン ト リ スナーは、 接続イベン
ト リ スナーだけです。

IDL 定義

イ ン ターフ ェースの定義は次の とお り です。

module EventQueue { 
   // 接続イベントタイプ 
   enum EventType {UNDEFINED, CONN_EVENT_TYPE}; 
   // ピア（クライアント）接続情報 
   struct ConnInfo { 
      string ipaddress; // %d.%d.%d.%d 形式 
      long port; 
      long connID; 
   }; 
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   // すべてのタイプのイベントリスナーのマーカーインターフェース  
   local interface EventListener {}; 
   typedef sequence<EventListener> EventListeners; 
   // 接続イベントリスナーインターフェース 
   local interface ConnEventListener : EventListener{ 
      void conn_established(in ConnInfo info); 
      void conn_closed(in ConnInfo info); 
   }; 
   // EventQueue マネージャ 
   local interface EventQueueManager : interceptor::InterceptorManager { 
      void register_listener(in EventListener listener, in EventType type); 
      void unregister_listener(in EventListener listener, in EventType type); 
      EventListeners get_listeners(in EventType type); 
   }; 
};

次の節では、 イ ン ターフ ェースの定義について詳し く 説明し ます。

ConnInfo 構造体
ConnInfo 構造体には、 次の ク ラ イ アン ト 接続情報が含まれます。

EventListener イン ターフ ェース
EventListener イ ン ターフ ェースセ ク シ ョ ンは、 すべての種類のイベン ト リ スナー
のマーカーイ ン ターフ ェースです。

ConnEventListeners イン ターフ ェース
ConnEventListeners イ ン ターフ ェースは、 次のオペレーシ ョ ンを定義し ます。

サーバー側のアプ リ ケーシ ョ ンの役割は、 ConnEventListener イ ン ターフ ェースのイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と、 リ スナーに対し て実行されている イベン ト を処理する こ と で
す。

パラ メ ータ 説明

ipaddress クライアントの IP アドレスを格納します。

port クライアントのポート番号を格納します。

connID このクライアント接続に対するサーバーごとの一意の識別子を保持します。

オペレーシ ョ ン 説明

void conn_established (in 
ConnInfo info)

接続が設立されたイベントを実行するために、
VisiBroker ORB がこのオペレーションをコールバッ  
クします。 VisiBroker ORB はクライアントの接続情  
報を ConnInfo info パラメータに記述し、 この値   
をコールバックオペレーションに渡します。

void conn_closed (in 
ConnInfo info)

接続が閉鎖されたイベントを実行するために、
VisiBroker ORB がこのオペレーションをコールバッ  
クします。 VisiBroker ORB はクライアントの接続情  
報を ConnInfo info パラメータに記述し、 この値   
をコールバックオペレーションに渡します。
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EventQueueManager イン ターフ ェース
サーバー側のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでイベン ト リ スナーを登録する際に、
EventQueueManager イ ン ターフ ェース をハン ド ル と し て使用し ます。 このイ ン ター
フ ェースは、 次のオペレーシ ョ ンを定義し ます。

EventQueueManager を返す方法

EventQueueManager オブジェ ク ト は、 ORB を初期化する際に作成されます。 サーバー
側イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 次のコード を使って EventQueueManager オブジェ ク ト
リ フ ァ レン ス を返し ます。

com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManagerControl control = 
  com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManagerControlHelper.narrow( 
    orb.resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")); 
EventQueueManager manager = 
  (EventQueueManager)control.get_manager("EventQueue"); 
EventListener theListener = ... 
manager.register_listeners(theListener);

イベントキューのサンプルコード

こ の節では、 EvenrListener を登録し、 接続 EventListener を実装するサンプルコード を提供
し ます。

EventListener の登録
SampleServerLoader ク ラ スには、 init() メ ソ ッ ド があ り 、 初期化時に ORB に
よ って呼び出されます。 ServerLoader の目的は、 EventListener を作成し て 
EventQueueManager に登録する こ と です。

import com.inprise.vbroker.EventQueue.*; 
import com.inprise.vbroker.interceptor.*; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*; 
public class SampleServerLoader implements ServiceLoader { 
  public void init(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
    try { 
      InterceptorManagerControl control = 
        InterceptorManagerControlHelper.narrow( 
          orb.resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")); 
      EventQueueManager queue_manager = 
        (EventQueueManager) control.get_manager("EventQueue"); 
      queue_manager.register_listener((EventListener)new 
        ConnEventListenerImpl(),EventType.CONN_EVENT_TYPE); 
    } 
    catch(Exception e) { 
      e.printStackTrace(); 
      throw new org.omg.CORBA.INITIALIZE(e.toString()); 
    } 
    System.out.println("============>SampleServerLoader: ConnEventListener 
            registered"); 
  } 
  public void init_complete(org.omg.CORBA.ORB orb) { 
  } 
  public void shutdown(org.omg.CORBA.ORB orb) { 

オペレーシ ョ ン 説明

void register_listener (in 
EventListener listener, in 
EventType type)

このオペレーションは、 指定したイベントタイプにイ
ベントリスナーを登録する場合に提供されます。

EventListeners get_listeners 
(in EventType type)

このオペレーションは、 指定したタイプの登録済み
イベントリスナーのリストを返します。

void unregister_listener (in 
EventListener listener, in 
EventType type)

このオペレーションは、 指定したタイプに事前に登
録されたリスナーを削除します。
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  } 
}

EventListener の実装
ConnEventListenerImpl には、 接続イベン ト リ スナーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
サンプルがあ り ます。 ConnEventListener イ ン ターフ ェースは、 サーバー側のア
プ リ ケーシ ョ ンで conn_established と  conn_closed operations オペレー
シ ョ ンを実装し ます。 詳細については、 384 ページの 「ConnEventListeners イ ン ター
フ ェース」 を参照し て く ださい。 このイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ って、 接続はサー
バー側で要求を待機し ながら  30,000 ミ リ 秒間ア イ ド リ ングでき る よ う にな り ます。 こ
れらのオペレーシ ョ ンは、 ク ラ イ アン ト によ って接続が確立された と き と接続が切断
された と きに呼び出されます。

import com.inprise.vbroker.EventQueue.*; 
import org.omg.CORBA.LocalObject; 
 
public class ConnEventListenerImpl extends LocalObject implements 
ConnEventListener { 
  public void conn_established(ConnInfo info) { 
    System.out.println("Received conn_established: address = " +  
                       info.ipaddress + " port = " + info.port + 
                       " connID = " + info.connID); 
    System.out.println("Processing the event ..."); 
    try { 
      Thread.sleep(30000); 
    } catch (Exception e) { e.printStackTrace(); } 
  } 
  public void conn_closed(ConnInfo info) { 
    System.out.println("Received conn_closed: address = " +  
                       info.ipaddress+ " port = " + info.port + 
                       " connID = " + info.connID); 
  } 
}
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第 章

Chapter   28IIOP を介した RMI の使い方      
こ の章では、 RMI over IIOP を使用する ための Java ツールについて説明し ます。 また、
RMI-IIOP を使用する  Java アプレ ッ ト の実行に必要な権限のセ ッ ト ア ッ プについて も簡単
に説明し ます。

RMI over IIOP の概要
RMI （ リ モー ト メ ソ ッ ド呼び出し） は、 オブジェ ク ト を分散環境で作成および使用するた
めの Java メ カニズムです。 この点で、 RMI は Java 言語固有で、 CORBA に準拠し ない 
VisiBroker ORB であ る と言えます。 OMG は Java 言語と  IDL のマ ッ ピング仕様を発表し て
います。 この仕様によ り 、 RMI で記述された Java ク ラ ス と  CORBA オブジェ ク ト を、 IIOP 
エン コーデ ィ ングで相互運用でき ます。

RMI-IIOP を使用する Java アプレットの設定

RMI-IIOP を使用する アプレ ッ ト を実行でき ます。 ただし、 Reflect と  Runtime で権限
を設定する必要があ り ます。 これらの権限は、 JRE イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ にあ る  
java.policy フ ァ イルで設定し ます。 java.policy フ ァ イルでこれらの権限を設定す
る例を次に示し ます。

grant codeBase "http://xxx.xxx.xxx.xxx:8088/-" { 
permission java.lang.reflect.ReflectPermission "suppressAccessChecks";

permission java.lang.RuntimePermission "accessDeclaredMembers"; 
};

java2iiop と java2idl

VisiBroker には、 VisiBroker ORB を使用するほかのオブジェ ク ト と同時に既存の Java ク ラ
ス を使用でき る コ ンパイ ラが 2 つ用意されています。

■ java2iiop コ ンパイ ラでは、 RMI 準拠のク ラ スで IIOP を使用する ため、 適切なスケ
ル ト ン、 ス タブ、 およびヘルパーク ラ ス を生成し ます。

■ java2idl コ ンパイ ラは、 Java ク ラ スから  IDL を生成し ます。 こ の IDL は、 Java 以外
の言語でも実装でき ます。
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java2iiop の使い方

java2iiop コ ンパイ ラ を使用する と、 IDL のかわ り に Java でイ ン ターフ ェース とデータ
型を定義し、 そのイ ン ターフ ェース とデータ型を CORBA で使用でき ます。 このコ ンパイ
ラは、 Java ソース コード （java フ ァ イル） や IDL のかわ り に Java bytecode （class 
フ ァ イル） を読み取 り ます。 そし て、 CORBA に必要なマーシャ リ ング と通信のすべてを
実行する  IIOP 準拠のス タブ と スケル ト ンを生成し ます。

サポートされるインターフェース

java2iiop コ ンパイ ラ を実行する と、 IDL でイ ン ターフ ェース を記述し た場合 と同じ
フ ァ イルが生成されます。 数値型 （short、 int、 long、 float、 double） などのすべ
てのプ リ ミ テ ィ ブデータ型、 文字列、 CORBA オブジェ ク ト 、 CORBA イ ン ターフ ェースオ
ブジェ ク ト 、 Any オブジェ ク ト 、 typecode オブジェ ク ト は、 java2iiop コ ンパイ ラに
よ って認識され、 対応する  IDL 型にマ ッ ピング されます。

java2iiop は、 任意の Java ク ラ ス またはイ ン ターフ ェースに対し て使用でき ます。 た と
えば、 Java イ ン ターフ ェースが次のどち らかの規則にし たがっている と し ます。

■ java.rmi.Remote を拡張し、 そのすべての メ ソ ッ ド が 
java.rmi.RemoteException を生成する。

■ org.omg.CORBA.Object を拡張する。

java2iiop は、 このイ ン ターフ ェース を IDL の CORBA イ ン ターフ ェースに変換し ます。

次のサンプルコード は、 Java RMI イ ン ターフ ェースです。 このサンプルコード は次のサイ
ト から入手でき ます。

<install_dir>/vbe/examples/rmi-iiop/

public interface Account extends java.rmi.Remote { 
   String name() throws java.rmi.RemoteException; 
   float getBalance() throws java.rmi.RemoteException; 
   void setBalance(float bal) throws java.rmi.RemoteException; 
}

java2iiop の実行

java2iiop コ ンパイ ラ を使用する前に、 Java ク ラ ス を コ ンパイルする必要があ り ます。
バイ ト コード を生成し た後で、 java2iiop を実行し て、 ク ラ イ アン ト ス タブ、 サーバー
ス ケル ト ン、 および関連する補助フ ァ イルを生成し ます。

た と えば、 次の場所にあ る  Account.class フ ァ イルに対し て java2iiop を実行し ま
す。

<install_dir>/vbe/examples/rmi-iiop/Bank/

これで、 次のフ ァ イルが生成されます。

■ _Account_Stub
■ AccountHelper
■ AccountHolder
■ AccountPOA
■ Account_Tie
■ AccountOperations
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java2iiop の使い方

Java ク ラスから  IDL への逆マ ッ ピング
idl2java コ ンパイ ラ を使って IDL イ ン ターフ ェース を  Java ク ラ スにマ ッ ピングす
る場合、 生成された ク ラ ス を示すサフ ィ ッ ク ス （Helper、 Holder、 POA など） が
イ ン ターフ ェース名に付き ます。 次のよ う な状況を正し く 処理する ため、 idl2java 
ツールは、 識別子の前にアンダース コ アを付けて イ ン ターフ ェース名を変更し ます。

た と えば、 IDL で Foo と  FooHolder イ ン ターフ ェースの両方を定義し た場合、
idl2java は、 Foo.java、 FooHolder.java、 _FooHolder.java、 および 
_FooHolderHolder.java フ ァ イルを生成し ます。

一方、 java2iiop コ ンパイ ラで RMI Java ク ラ スから  IIOP 準拠の Java ク ラ ス を生成する
場合は、 名前を変更し て ク ラ ス を生成する こ と ができ ません。

し たがって、 予約されたサフ ィ ッ ク ス を使用する イ ン ターフ ェース を宣言する と、 同じ名
前のイ ン ターフ ェース と し て同じパッ ケージにま と める こ と ができ な く な り ます。 た と え
ば、 java2iiop コ ンパイ ラの使用時には、 Foo と  FooHolder ク ラ ス を同じパッ ケージ
にま と める こ と はでき ません。

開発の完了

イ ン ターフ ェースから関連する フ ァ イルを生成し た ら、 これらのイ ン ターフ ェースにイ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。 次の手順にし たがって く ださい。

1 イ ン ターフ ェース ク ラ スのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成し ます。

2 サーバーク ラ ス を コ ンパイルし ます。

3 ク ラ イ アン ト コード を記述し、 コ ンパイルし ます。

4 サーバープロ グ ラ ムを起動し ます。

5 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを実行し ます。

メ モ 非準拠ク ラ スのマーシ ャ リ ングを試みる と、 org.omg.CORBA.MARSHAL: Cannot 
marshal non-conforming value of class <class name> と い う 例外が生成され
ます。 た と えば、 次の 2 つのク ラ ス を作成し た と し ます。

// 準拠クラス 
public class Value implements java.io.Serializable { 
   java.lang.Object any; 
   ... 
} 
// 非準拠クラス 
public class Something { 
... 
}

こ こ で、 次の代入を試みます。

Value val = new Value(); 
val.any = new Something();

val をマーシ ャ リ ング し よ う とする と、 org.omg.CORBA.MARSHAL 例外が発生し ます。
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RMI-IIOP Bank サンプル

こ のコード サンプルは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>/vbe/examples/rmi-iiop/

Account イ ン ターフ ェースは、 java.rmi.Remote イ ン ターフ ェース を拡張し、
AccountImpl ク ラ スによ って実装されます。

まず Client ク ラ ス （390 ページの 「Client ク ラ ス ： 」 を参照） によ って、 適切な残高の
指定 Account オブジェ ク ト が作成されます。 具体的には、 口座ご と に AccountData オ
ブジェ ク ト を作成し、 それらのオブジェ ク ト を AccountManager に渡し て口座を作成し ま
す。 次に、 作成された口座の残高が正しいかど う かを確認し ます。 次に、 AccountManager 
にすべての口座の リ ス ト を照会し、 各口座に 10 ド ルずつ振 り 込みます。 後に、 各口座
の新しい残高が正しいかど う かを確認し ます。

public class AccountImpl extends Bank.AccountPOA { 
   public AccountImpl(Bank.AccountData data) { 
      _name = data.getName(); 
      _balance = data.getBalance(); 
   } 
   public String name() throws java.rmi.RemoteException { 
      return _name; 
   } 
   public float getBalance() throws java.rmi.RemoteException { 
      return _balance; 
   } 
   public void setBalance(float balance) throws java.rmi.RemoteException { 
      _balance = balance; 
   } 
   private float _balance; 
   private String _name; 
}

Client ク ラ ス ：

public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         // マネージャの ID を取得します。 
         byte[] managerId = "RMIBankManager".getBytes(); 
         // AccountManager を検索します。完全な POA 名とサーバント ID を 
指定します。 
         Bank.AccountManager manager = 
               Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, "/rmi_bank_poa", managerId); 
         // 任意の数の引数を組で使用して、作成する口座の名前と残高を 
指定します。 
         if (args.length == 0 || args.length % 2 != 0) { 
            args = new String[2]; 
            args[0] = "Jack B. Quick"; 
            args[1] = "123.23"; 
         } 
         int i = 0; 
         while (i < args.length) { 
            String name = args[i++]; 
            float balance; 
            try { 
               balance = new Float(args[i++]).floatValue(); 
            } catch (NumberFormatException n) { 
               balance = 0; 
            } 
            Bank.AccountData data = new Bank.AccountData(name, balance); 
            Bank.Account account = manager.create(data); 
            System.out.println("Created account for " + name

                  + " with opening balance of $" + balance); 
         } 
         java.util.Hashtable accounts = manager.getAccounts(); 
         for (java.util.Enumeration e = accounts.elements(); 
e.hasMoreElements();) { 
            Bank.Account account = 
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サポートされるデータ型

Bank.AccountHelper.narrow((org.omg.CORBA.Object)e.nextElement()); 
            String name = account.name(); 
            float balance = account.getBalance(); 
            System.out.println("Current balance in " + name + "'s account is $" 
+ balance); 
            System.out.println("Crediting $10 to " + name + "'s account."); 
            account.setBalance(balance + (float)10.0); 
            balance = account.getBalance(); 
            System.out.println("New balance in " + name + "'s account is $" + 
balance); 
         } 
      } catch (java.rmi.RemoteException e) { 
         System.err.println(e); 
      } 
   } 
}

サポートされるデータ型

RMI-IIOP は、 すべての Java プ リ ミ テ ィ ブデータ型のほか、 Java ク ラ スのサブセ ッ ト もサ
ポー ト し ます。

プリミティブデータ型のマッピング

java2iiop によ って生成された ク ラ イ アン ト ス タブは、 オペレーシ ョ ン リ ク エス ト を表
現する  Java プ リ ミ テ ィ ブデータ型をマーシャ リ ング し、 それら をオブジェ ク ト サーバーに
転送でき る よ う にし ます。 Java プ リ ミ テ ィ ブデータ型は、 マーシ ャ リ ング される と き、
IIOP 準拠の型に変換されます。 次の表は、 Java プ リ ミ テ ィ ブデータ型 と  IDL/IIOP 型の対
応を示し ています。

Java 型 IDL/IIOP 型
void void

boolean boolean

byte octet

char char

short short

int long

long long long

float float

double double

java.lang.String CORBA::WStringVal
ue

java.lang.Object any
java.io.Serializable any
java.io.Externalizabl
e

any
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複合データ型のマッピング

こ こ では、 java2iiop コ ンパイ ラ を使って複合データ型を処理する方法を示し ます。

イン ターフ ェース
Java イ ン ターフ ェースは、 IDL では CORBA イ ン ターフ ェースで表され、
org.omg.CORBA. 
Object イ ン ターフ ェース を継承し ます。 これらのイ ン ターフ ェース を実装するオブ
ジェ ク ト を指定する場合は、 その リ フ ァ レ ン スで指定し ます。

配列
ク ラ ス内で定義されるその他の複合データ型と し て、 配列があ り ます。 配列を使用す
る イ ン ターフ ェース またはク ラ ス定義があ る場合、 それらの配列は、 ボ ッ ク ス化され
た型のボ ッ ク ス化された CORBA シーケン スにマ ッ ピング されます。
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第 章

Chapter   29 動的に管理される型の使い方   
こ の節では、 実行時にデータ型を構築し て解釈する  VisiBroker の DynAny 機能について説
明し ます。

DynAny インターフェースの概要

DynAny イ ン ターフ ェースは、 実行時に基本データ型と構造データ型を動的に作成する方
法を提供し ます。 また、 コ ンパイル時に、 Any オブジェ ク ト が保持するデータ型をサー
バーが認識し ていない場合でも、 そのオブジェ ク ト の情報を解釈し た り 、 抽出する こ と が
でき ます。 DynAny イ ン ターフ ェース を使用する と、 実行時にデータ型を作成し た り 解釈
する強力な ク ラ イ アン ト およびサーバーアプ リ ケーシ ョ ンを構築でき ます。

DynAny サンプル

VisiBroker には、 DynAny の使い方を紹介し たサンプルク ラ イ アン ト ／サーバーアプ リ
ケーシ ョ ンが付属し ています。 サンプルは次のデ ィ レ ク ト リ に置かれています。

<install_dir>¥examples¥vbe¥dynany¥

これらのサンプルプロ グ ラ ムは、 この節で DynAny の概念を説明するために使用されま
す。

DynAny 型

DynAny オブジェ ク ト は、 基本データ型 （boolean、 int、 または float） または構造
データ型のどち らかの関連値を持ちます。 DynAny イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド と ク ラ ス
の説明は、 『VisiBroker API リ フ ァ レン ス』 にも記載されています。 27 ページの 「Java 対応
プロ グ ラマツール」 には、 含まれているデータ型を判定する方法と、 プ リ ミ テ ィ ブデータ
型の値を設定および抽出する方法が記載されています。
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DynAny 型

構造型データは、 DynAny からすべてが派生する次のイ ン ターフ ェースで表されます。 こ
れらのイ ン ターフ ェースには、 それぞれが保持する値の設定や抽出に適し た メ ソ ッ ド の
セ ッ ト が個別に用意されています。

DynAny 使用上の制限

DynAny オブジェ ク ト は、 作成プロセスによ って ローカルでのみ使用でき ます。 DynAny 
オブジェ ク ト をバイ ン ド されたオブジェ ク ト に対するオペレーシ ョ ン リ ク エス ト のパラ
メ ータ と し て使用し た り 、 ORB.object_to_string メ ソ ッ ド を使って DynAny オブジェ
ク ト を外部化する と、 MARSHAL 例外が生成されます。

さ らに、 DynAny オブジェ ク ト をパラ メ ータ と し て DII 要求で使用する と、
NO_IMPLEMENT 例外が生成されます。

こ のバージ ョ ンでは、 CORBA 2.6 で指定されている  long double 型と  fixed 型がサポー ト さ
れません。

DynAny の作成

DynAnyFactory オブジェ ク ト でオペレーシ ョ ンを呼び出し、 DynAny オブジェ ク ト を作成し
ます。 まず、 DynAnyFactory オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス を取得し、 次にそのオブ
ジェ ク ト を使って新しい DynAny オブジェ ク ト を作成し ます。

// 動的 Any ファクトリを解決します。 
DynAnyFactory factory = 
    DynAnyFactoryHelper.narrow( 
        orb.resolve_initial_references("DynAnyFactory")); 
byte[] oid = "PrinterManager".getBytes(); 
// PrinterManager オブジェクトを作成します。 
PrinterManagerImpl manager = 
    new PrinterManagerImpl((com.borland.vbroker.CORBA.ORB) orb,  
        factory, serverPoa, oid); 
// 新しく作成したオブジェクトをエキスポートします。 
serverPoa.activate_object_with_id(oid, manager); 
System.out.println(manager + " is ready.");

イ ン ター
フ ェ ース TypeCode 説明

DynArra
y

_tk_arra
y

同じデータ型の値の配列。 要素数は固定。

DynEnum _tk_enum 単一の列挙体の値。

DynFixe
d

_tk_fixe
d

サポートされてない。

DynSequ
ence

_tk_sequ
ence

同じデータ型の値のシーケンス。 要素数を増減できる。

DynStru
ct

_tk_stru
ct

構造体。

DynUnio
n

_tk_unio
n

共用体。

DynValu
e

_tk_valu
e

サポートされてない。
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構造データ型

DynAny の値の初期化とアクセス

DynAny.insert_<type> メ ソ ッ ド を使用する と、 さ まざまな基本データ型で DynAny オ
ブジェ ク ト を初期化でき ます。 こ の <type> は、 boolean、 octet、 char などにな り ま
す。 DynAny に定義されている  TypeCode に一致し ない型を挿入し よ う とする と、
TypeMismatch 例外が生成されます。

C++ の DynAny::get_<type> メ ソ ッ ドや Java の DynAny.get_<type> メ ソ ッ ド は、
DynAny オブジェ ク ト に含まれる値にア ク セスでき ます。 こ の <type> は、 boolean、
octet、 char などにな り ます。 DynAny に定義されている  TypeCode に一致し ない 
DynAny コ ンポーネン ト の値にア ク セス し よ う とする と、 TypeMismatch 例外が生成され
ます。

DynAny イ ン ターフ ェースには、 Any オブジェ ク ト と相互にコ ピー、 代入、 および変換を
行 う ための メ ソ ッ ド も あ り ます。 サンプルプロ グ ラ ムには、 これらの メ ソ ッ ド の使用例が
示されています。 397 ページの 「DynAny サンプルク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン」 と 398
ページの 「DynAny サンプルサーバーアプ リ ケーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

構造データ型

次の型は DynAny イ ン ターフ ェースから派生し、 構造データ型を表すために使用し ます。

構造データ型内の複数のコンポーネント間の移動

DynAny から派生される イ ン ターフ ェースは、 実際に複数のコ ンポーネン ト を持つ場合が
あ り ます。 DynAny イ ン ターフ ェースは、 これらのコ ンポーネン ト 内を巡回でき る メ ソ ッ
ド を提供し ます。 複数のコ ンポーネン ト を含む DynAny から派生し たオブジェ ク ト は、 ポ
イ ン タ を現在のコ ンポーネン ト に維持し ます。

DynEnum

DynEnum イ ン ターフ ェースは、 単一の列挙型定数を表し ます。 こ の値を文字列または整
数値と し て設定および取得するための メ ソ ッ ド が提供されます。

DynAny の 
メ ソ ッ ド 説明

rewind 現在のコンポーネントのポインタを 初のコンポーネントに再設定します。オ
ブジェクトが 1 つしかコンポーネントを持たない場合は、 何も効果がありませ  
ん。

next ポインタを次のコンポーネントに進めます。 次のコンポーネントがないか、 オ
ブジェクトが 1 つしかコンポーネントを持たない場合は、 false が返されま   
す。

current_com
ponent

DynAny オブジェクトを返します。 コンポーネントの TypeCode に基づい   
て、 このオブジェクトを適切な型にナローイングできます。

seek 現在のコンポーネントのポインタを特定のコンポーネントに設定します。 コン
ポーネントは、 0 から始まるインデックスで指定します。 指定されたインデッ 
クスにコンポーネントがない場合は、 false を返します。 負のインデックス 
を指定した場合、 現在のコンポーネントのポインタは -1 （コンポーネントな 
し） に設定されます。
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DynAny サンプル IDL

DynStruct

DynStruct イ ン ターフ ェースは、 動的に構築された struct 型を表し ます。
NameValuePair オブジェ ク ト のシーケン ス を使用し て、 構造体の メ ンバーを取得し た り
設定でき ます。 各 NameValuePair オブジェ ク ト は、 メ ンバー名 と メ ンバーの型 と値を含
む Any を含みます。

rewind、 next、 current_component、 seek の各メ ソ ッ ド を使用して、 構造体内の メ ン
バー間を巡回でき ます。 構造体の メ ンバーを設定し た り 、 取得する ための メ ソ ッ ド も提供
されます。

DynUnion

DynUnion イ ン ターフ ェースは、 union を表し、 2 つのコ ンポーネン ト を含みます。 初
のコ ンポーネン ト はデ ィ ス ク リ ミ ネータ を表し、 2 番めのコ ンポーネン ト は メ ンバーの値
を表し ます。

rewind、 next、 current_component、 seek の各 メ ソ ッ ド を使用し て、 コ ンポーネン
ト 間を巡回でき ます。 共用体のデ ィ ス ク リ ミ ネータ と メ ンバーの値を設定し た り 、 取得す
る ための メ ソ ッ ド も提供されます。

DynSequence と DynArray

DynSequence または DynArray は、 シーケン ス またはアレーの各コ ンポーネン ト 用に、
別の DynAny オブジェ ク ト を生成する必要がないベーシ ッ ク または構造データ型のシーケ
ン ス を表し ます。 DynSequence のコ ンポーネン ト 数は変更でき ますが、 DynArray のコ
ンポーネン ト 数は固定です。

rewind、 next、 current_component、 seek の各 メ ソ ッ ド を使用し て、 DynArray ま
たは  
DynSequence 内の メ ンバー間を巡回でき ます。

DynAny サンプル IDL

次のサンプルコード は、 サンプルク ラ イ アン ト ／サーバーアプ リ ケーシ ョ ンで使用される  
IDL です。 StructType 構造体は、 2 つの基本データ型と  1 つの列挙値を含みます。
PrinterManager イ ン ターフ ェースは、 Any の内容を表示する ために使用されます。 こ
の と き、 こ のオブジェ ク ト が持つデータ型に関する静的な情報は不要です。

// Printer.idl 
module Printer { 
   enum EnumType {first, second, third, fourth}; 
   struct StructType { 
      string str; 
      EnumType e; 
      float fl; 
   }; 
   interface PrinterManager { 
      void printAny(in any info); 
      oneway void shutdown(); 
   }; 
};
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DynAny サンプルクライアントアプリケーション

次のサンプルコード は、 次の VisiBroker 配布デ ィ レ ク ト リ に置かれている ク ラ イ アン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンを示し ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥dynany¥

ク ラ イ アント アプリ ケーショ ンは DynStruct イ ンタ ーフェ ース を使用し 、 動的に 
StructType 構造体を作成し ます。

DynStruct イ ン ターフ ェースは NameValuePair オブジェ ク ト のシーケン ス を使用し
て、 構造体 メ ンバーと それらの対応値を表し ます。 各名前と値の組は、 構造体の メ ンバー
名を保持する文字列、 およびその メ ンバーの値を保持する  Any オブジェ ク ト で構成されま
す。

通常の方法で VisiBroker ORB を初期化し、 PrintManager オブジェ ク ト にバイ ン ド し た
後、 ク ラ イ アン ト は次の手順を実行し ます。

1 適切な型を使って空の DynStruct を作成する。

2 構造体 メ ンバーを持つ NameValuePair オブジェ ク ト のシーケン ス を作成する。

3 構造体 メ ンバーの各値に対し て、 Any オブジェ ク ト を作成し て初期化する。

4 適切な メ ンバー名と値を使用し て、 各 NameValuePair を初期化する。

5 NameValuePair シーケン ス を使用し て、 DynStruct オブジェ ク ト を初期化する。

6 変換された DynStruct を標準の Any 型に渡し て、 PrinterManager.printAny メ
ソ ッ ド を呼び出す。

メ モ オペレーシ ョ ン リ ク エス ト のパラ メ ータ と し て DynAny またはその派生型のオブジェ ク ト
を渡すには、 その前に DynAny.to_any メ ソ ッ ド を使用し て、 そのオブジェ ク ト を Any 
に変換する必要があ り ます。

次のサンプルコード は、 DynStruct を使用する ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンのサンプルで
す。

// Client.java 
import org.omg.DynamicAny.*; 
public class Client { 
  public static void main(String[] args) { 
    try { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
      DynAnyFactory factory = 
          DynAnyFactoryHelper.narrow( 
              orb.resolve_initial_references("DynAnyFactory")); 
      // PrinterManager を検索します。 
      Printer.PrinterManager manager = 
          Printer.PrinterManagerHelper.bind(orb, "PrinterManager"); 
      // 動的構造体を作成します。 
      DynStruct info = 
          DynStructHelper.narrow(factory.create_dyn_any_from_type_code 
              (Printer.StructTypeHelper.type())); 
      // NameValuePair のシーケンス（配列）を作成します。 
      NameValuePair[] NVPair = new NameValuePair[3]; 
      // 動的構造体のデータを ANY として作成および初期化します。 
      org.omg.CORBA.Any str_any = orb.create_any(); 
      str_any.insert_string("String"); 
      org.omg.CORBA.Any e_any = orb.create_any(); 
      Printer.EnumTypeHelper.insert(e_any, Printer.EnumType.second); 
      org.omg.CORBA.Any fl_any = orb.create_any(); 
      fl_any.insert_float((float)864.50); 
      NVPair[0] = new NameValuePair("str", str_any); 
      NVPair[1] = new NameValuePair("e", e_any); 
      NVPair[2] = new NameValuePair("fl", fl_any); 
      // 動的構造体を初期化します。 
      info.set_members(NVPair); 
      manager.printAny(info.to_any()); 
      manager.shutdown(); 
    } 
    catch (Exception e) { 
      e.printStackTrace(); 
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    } 
  } 
}

DynAny サンプルサーバーアプリケーション

次のサンプルコード は、 次の VisiBroker 配布デ ィ レ ク ト リ に置かれているサーバーアプ リ
ケーシ ョ ンを示し ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥dynany¥

こ のサーバーアプ リ ケーシ ョ ンは、 次の手順を実行し ます。

1 VisiBroker ORB を初期化する。

2 POA のポ リ シーを作成する。

3 PrintManager オブジェ ク ト を作成する。

4 PrintManager オブジェ ク ト をエキスポー ト する。

5 メ ッ セージを出力し、 オペレーシ ョ ン リ ク エス ト の着信を待つ。

// Server.java 
import java.util.*; 
import org.omg.DynamicAny.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*; 
public class Server { 
  public static void main(String[] args) { 
    try { 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // ルート POA を解決します。 
      POA rootPoa =  
          POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references( 
              "RootPOA")); 
      rootPoa.the_POAManager().activate(); 
      // POA が各サーバントを osagent に登録するように 
      // BindSupport ポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Any any = orb.create_any(); 
      BindSupportPolicyValueHelper.insert(any, 
           BindSupportPolicyValue.BY_INSTANCE); 
      org.omg.CORBA.Policy bsPolicy = 
           orb.create_policy(BIND_SUPPORT_POLICY_TYPE.value, any); 
      // testPOA のポリシーを作成します。 
      org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
           rootPoa.create_lifespan_policy(LifespanPolicyValue.PERSISTENT), 
           bsPolicy 
      }; 
      // 適切なポリシーで managerPOA を作成します。 
      POA serverPoa =  
           rootPoa.create_POA( 
               "serverPoa", 
               rootPoa.the_POAManager(), 
               policies ); 
      // 動的 Any ファクトリを解決します。 
      DynAnyFactory factory = 
               DynAnyFactoryHelper.narrow( 
                   orb.resolve_initial_references("DynAnyFactory")); 
      byte[] oid = "PrinterManager".getBytes(); 
      // PrinterManager オブジェクトを作成します。 
      PrinterManagerImpl manager = 
          new PrinterManagerImpl(( 
              com.borland.vbroker.CORBA.ORB) orb, 
              factory, 
              serverPoa, 
              oid); 
      // 新しく作成したオブジェクトをエキスポートします。 
      serverPoa.activate_object_with_id(oid, manager); 
      System.out.println(manager + " is ready."); 
      // 着信要求を待機します。 
      orb.run(); 
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    } 
    catch (Exception e) { 
      e.printStackTrace(); 
    } 
  } 
}

次のサンプルコード は、 PrinterManager のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを示し ます。 こ こ
では、 次の手順にし たがい、 DynAny を使って Any オブジェ ク ト を処理し ます。 コ ンパイ
ル時には、 こ の Any が保持する型はわかっていません。

1 DynAny オブジェ ク ト を作成し、 受け取った Any を使って初期化する。

2 DynAny オブジェ ク ト の型に対し て switch を実行する。

3 DynAny に基本データ型が含まれる場合は、 その値を出力する。

4 DynAny に Any 型が含まれる場合は、 DynAny を作成し、 その内容を判定し て値を出力
する。

5 DynAny に enum が含まれる場合は、 DynEnum を作成し、 文字列値を出力する。

6 DynAny に共用体が含まれる場合は、 DynUnion を作成し、 共用体のデ ィ ス ク リ ミ ネー
タ と番号を出力する。

7 DynAny に struct、 array、 または sequence が含まれる場合は、 含まれる コ ンポー
ネン ト に順にア ク セス し て、 各値を出力する。

// PrinterManagerImpl.java 
import java.util.*; 
import org.omg.DynamicAny.*; 
import org.omg.PortableServer.*; 
public class PrinterManagerImpl extends Printer.PrinterManagerPOA { 
  private com.borland.vbroker.CORBA.ORB _orb; 
  private DynAnyFactory _factory; 
  private POA _poa; 
  private byte[] _oid; 
  public PrinterManagerImpl(com.borland.vbroker.CORBA.ORB orb, 
      DynAnyFactory factory, POA poa, byte[] oid) { 
    _orb = orb; 
    _factory = factory; 
    _poa = poa; 
    _oid = oid; 
  } 
  public synchronized void printAny(org.omg.CORBA.Any info) { 
    // Any の内部の型について確実な情報がない場合に、 
    // info の内容を表示します。 
    try { 
      // DynAny オブジェクトを作成します。 
      DynAny dynAny = _factory.create_dyn_any(info); 
      display(dynAny); 
    } 
    catch (Exception e) { 
      e.printStackTrace(); 
    } 
    
  } 
  public void shutdown() { 
    try { 
      _poa.deactivate_object(_oid); 
      System.out.println("Server shutting down"); 
      _orb.shutdown(false); 
    } 
    catch (Exception e) { 
      System.out.println(e); 
    } 
  } 
  private void display(DynAny value) throws Exception { 
    switch(value.type().kind().value()) { 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_null: 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_void: { 
       break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_short: { 
        System.out.println(value.get_short()); 
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        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_ushort: { 
        System.out.println(value.get_ushort()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_long: { 
        System.out.println(value.get_long()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_ulong: { 
        System.out.println(value.get_ulong()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_float: { 
        System.out.println(value.get_float()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_double: { 
        System.out.println(value.get_double()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_boolean: { 
        System.out.println(value.get_boolean()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_char: { 
        System.out.println(value.get_char()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_octet: { 
        System.out.println(value.get_octet()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_string: { 
        System.out.println(value.get_string()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_any: { 
        DynAny dynAny = _factory.create_dyn_any(value.get_any()); 
        display(dynAny); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_TypeCode: { 
        System.out.println(value.get_typecode()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_objref: { 
        System.out.println(value.get_reference()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_enum: { 
        DynEnum dynEnum = DynEnumHelper.narrow(value); 
        System.out.println(dynEnum.get_as_string()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_union: { 
        DynUnion dynUnion = DynUnionHelper.narrow(value); 
        display(dynUnion.get_discriminator()); 
        display(dynUnion.member()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_struct: 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_array: 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_sequence: { 
        value.rewind(); 
        boolean next = true; 
        while(next) { 
          DynAny d = value.current_component(); 
          display(d); 
          next = value.next(); 
        } 
        break; 
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      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_longlong: { 
        System.out.println(value.get_longlong()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_ulonglong: { 
        System.out.println(value.get_ulonglong()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_wstring: { 
        System.out.println(value.get_wstring()); 
        break; 
      } 
      case org.omg.CORBA.TCKind._tk_wchar: { 
        System.out.println(value.get_wchar()); 
        break; 
      } 
      default: 
        System.out.println("Invalid type"); 
      
    } 
  } 
}
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第 章

Chapter   30valuetype の使い方    
こ こ では、 VisiBroker における  valuetype IDL 型の使い方を説明し ます。

valuetype について
valuetype IDL 型は、 状態データ を送信し て渡すために使用されます。 valuetype は、 継
承関係と メ ソ ッ ド を持つ構造体と考え る こ と ができ ます。 valuetype が通常のイ ン ター
フ ェース と違 う 点は、 その状態を記述するプロパテ ィ を持つこ と、 およびイ ン ターフ ェー
ス よ り 詳細な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを持つこ と です。

valuetype IDL サンプルコード

次に、 簡単な valuetype を宣言する  IDL コード を示し ます。

module Map { 
   valuetype Point { 
      public long x; 
      public long y; 
      private string label; 
      factory create (in long x, in long y, in string z); 
      void print(); 
   }; 
};

valuetype は常にローカルです。 これらが ORB に登録される こ と はあ り ません。 また、 各 
valuetype は値で識別されるので、 識別情報も不要です。 valuetype を リ モー ト で呼び出すこ
と はでき ません。

具象 valuetype

具象 valuetype には状態データ を格納し ます。 これによ り 、 IDL 構造体の機能が大幅に拡張
されます。 次の機能が付加されます。

■ 単一の具象 valuetype の派生 と複数の抽象 valuetype の派生

■ 複数のイ ン ターフ ェースのサポー ト （1 つの具象 valuetype と複数の抽象 valuetype）

■ 再帰的な valuetype 定義

■ null 値セマンテ ィ ク ス

■ 共有セマンテ ィ ク ス



404 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

valuetype について

valuetype の派生
1 つの具象 valuetype は、 別の 1 つの具象 valuetype から派生させる こ と ができ ます。
ただし、 別の複数の抽象 valuetype から複数の valuetype を派生させる こ と ができ ます。

共有セマンテ ィ クス
valuetype のイ ン ス タ ン スは、 ほかの valuetype のイ ン ス タ ン ス内で、 または複数のイ
ン ス タ ン スにわたって共有でき ます。 struct、 union、 sequence などのほかの 
IDL データ型は共有でき ません。 共有されている  valuetype は、 送信コ ンテキス ト と
受信コ ンテキス ト で同じ構造を持ちます。

また、 1 つのオペレーシ ョ ンの複数の引数に同じ  valuetype が渡される と、 受信コ ンテキス
ト は両方の引数に同じ  valuetype リ フ ァ レ ン ス を受け取 り ます。

null セマンテ ィ クス
構造体、 共用体、 シーケン スなどの IDL データ型と は異な り 、 null の valuetype を送
信し て渡すこ と ができ ます。 た と えば、 構造体をボ ッ ク ス化された valuetype と し て
ボ ッ ク ス化する こ と によ り 、 null 値の構造体を渡すこ と ができ ます。 詳細について
は、 408 ページの 「ボ ッ ク ス化 valuetype」 を参照し て く ださい。

フ ァ ク ト リ
フ ァ ク ト リ は valuetype 内で宣言される メ ソ ッ ド で、 移植性のあ る  valuetype を作成で
き ます。 フ ァ ク ト リ の詳細については、 407 ページの 「フ ァ ク ト リ の実装」 を参照し
て く ださい。

抽象 valuetype

抽象 valuetype は メ ソ ッ ド だけを保持し、 状態情報を持ちません。 また、 これを イ ン ス タ ン
ス化する こ と はでき ません。 抽象 valuetype は、 完全にローカルで実装されるオペレーシ ョ
ンのシグニチャ を ま と めた ものです。

た と えば、 次の IDL は状態を持たず、 メ ソ ッ ド  get_name が 1 つあ る抽象 valuetype 
Account を定義し ます。

abstract valuetype Account{ 
   string get_name(); 
}

次に、 こ の abstract valuetype から  get_name メ ソ ッ ド を継承する  2 つの valuetype 
を定義し ます。

valuetype savingsAccount:Account{ 
   private long balance; 
} 
valuetype checkingAccount:Account{ 
   private long balance; 
}

こ の 2 つの valuetype は、 変数 balance を持ち、 抽象 valuetype Account から  get_name 
メ ソ ッ ド を継承し ます。
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valuetype の実装

アプ リ ケーシ ョ ンで valuetype を実装するには、 次の手順にし たがいます。

1 IDL フ ァ イルで valuetype を定義し ます。

2 idl2java を使用し て、 IDL フ ァ イルを コ ンパイルし ます。

3 valuetype 基底ク ラ ス を継承し て、 valuetype を実装し ます。

4 Factory ク ラ ス を実装し て、 IDL に定義されている フ ァ ク ト リ メ ソ ッ ド を実装し ます。

5 create_for_unmarshal メ ソ ッ ド を実装し ます。

6 必要に応じ て、 フ ァ ク ト リ を VisiBroker ORB に登録し ます。

7 _add_ref、 _remove_ref、 _ref_countvalue のいずれかの メ ソ ッ ド を実装する
か、 
CORBA::DefaultValueRefCountBase から派生させます。

valuetype の定義

IDL のサンプル （403 ページの 「valuetype IDL サンプルコード」 を参照） では、 グ ラ フ上
の点を定義する  Point と い う 名前の valuetype を定義し ます。 これには、 x 座標と  y 座標
を表す 2 つの public 変数、 点の label を定義する  private 変数、 この valuetype の 
factory、 および点を出力する  print メ ソ ッ ド があ り ます。

IDL ファイルのコンパイル

IDL を定義し た ら、 idl2java を使ってコ ンパイルし、 ソース フ ァ イルを作成し ます。 次
に、 valuetype を実装する よ う にソース フ ァ イルを変更し ます。

403 ページの 「valuetype IDL サンプルコード」 に示される  IDL を コ ンパイルする と、 出力
は次のフ ァ イルで構成されます。

■ Point.java
■ PointDefaultFactory.java
■ PointHelper.java
■ PointHolder.java
■ PointValueFactory.java

valuetype 基底クラスの継承

IDL のコ ンパイルが完了し た ら、 valuetype のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成し ます。 イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ スは基底ク ラ ス を継承し ます。 このク ラ スには、 ValueFactory 
で呼び出され、 IDL で宣言されているすべての変数と メ ソ ッ ド を持つコ ン ス ト ラ ク タがあ
り ます。

obv¥PointImpl.java の PointImpl ク ラ スは、 IDL から生成された Point ク ラ スを拡張
し ます。

valuetype 基底ク ラ スの継承

public class PointImpl extends Point { 
   public PointImpl() {} 
   public PointImpl(int a_x, int a_y, String a_label) { 
      x = a_x; 
      y = a_y; 
      label = a_label; 
   } 
 
 
   public void print () { 
      System.out.println("Point is [" + label + ": (" + x + ", " + y + ")]"); 
   } 
}
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Factory クラスの実装

イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ ス を作成し た ら、 valuetype の Factory を実装し ます。

次の例では、 生成された Point_init ク ラ スに、 IDL で宣言し た create メ ソ ッ ド を組
み込みます。 こ のク ラ スは、 org.omg.CORBA.portable.ValueFactory を拡張し ま
す。 次の例で示すよ う に、 PointDefaultFactory ク ラ スは PointValueFactory を実
装し ます。

public class PointDefaultFactory implements PointValueFactory { 
   public java.io.Serializable read_value (org.omg.CORBA.portable.InputStream 
is) { 
      java.io.Serializable val = new PointImpl(); // インプリメンテーション 

クラスと呼ばれます。 
// 値を作成および初期化します。 
      val = ((org.omg.CORBA_2_3.portable.InputStream)is).read_value(val); 
      return val; 
   } 
   // valuetype を実装するのはユーザーの役割です 
   public Point create (int x, 
         int y, 
         java.lang.String z) { 
      // 実装 
      return null; 
   } 
}

新しい valuetype を作成する  PointImpl() が呼び出されます。 これは、 read_value に
よ って InputStream から呼び出されます。

read_value を呼び出さ なければフ ァ ク ト リ は機能せず、 その他の メ ソ ッ ド を呼び出すこ
と ができ ません。

ファクトリを VisiBroker ORB に登録

フ ァ ク ト リ を VisiBroker ORB に登録するには、 ORB.register_value_factory を呼び
出し ます。 valuetypenameDefaultFactory の形式でフ ァ ク ト リ 名を指定し ている場
合、 こ の処理は不要です。 フ ァ ク ト リ の登録の詳細については、 407 ページの 「valuetype 
の登録」 を参照し て く ださ い。
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ファクトリの実装

VisiBroker ORB は、 受け取った valuetype をアンマーシ ャ リ ング し、 その型の新しいイ ン ス
タ ン ス を作成するために適切なフ ァ ク ト リ を探す必要があ り ます。 イ ン ス タ ン スが作成さ
れる と、 値データがアンマーシ ャ リ ング され、 そのイ ン ス タ ン スに格納されます。 型は、
起動の一環と し て渡される  RepositoryID によ って識別されます。 型 と フ ァ ク ト リ のマ ッ ピ
ングは、 言語によ って異な り ます。

VisiBroker 4.5 以降のバージ ョ ンは、 JDK 1.3 または JDK 1.4 のデフ ォル ト の値フ ァ ク ト リ
メ ソ ッ ド に対する正しいシグニチャ を生成し ます。 既存 （バージ ョ ン 4.0） の生成コード
は、 下記のよ う にデフ ォル ト の値フ ァ ク ト リ メ ソ ッ ド のシグニチャ を変更し ない限 り 、
JDK 1.3 の下で実行でき ません。 デフ ォル ト の値フ ァ ク ト リ を変更せずに既存のコード を 
JDK 1.3 の下で使用する と、 コード がコ ンパイルされないか、 NO_IMPLEMENT 例外が生成
されます。 既存 （4.0） の生成コード の場合は、 正しいシグニチャが生成される よ う にコー
ド を再生成し て く ださ い。

次のサンプルコード は、 JDK 1.3 の下でコ ンパイルでき る よ う に、 デフ ォル ト の値フ ァ ク
ト リ メ ソ ッ ド のシグニチャ を変更する方法を示し ます。

public class PointDefaultFactory implements PointValueFactory { 
   public java.io.Serializable read_value ( 
           org.omg.CORBA_2_3.portable.InputStream is) { 
   java.io.Serializable val = new PointImpl(); 
   // 値を作成および初期化します。 
   // この呼び出しはたいへん重要です。 
   val = ((org.omg.CORBA_2_3.portable.InputStream)is).read_value(val); 
   return val; 
   } 
   public Point create (int x, int y, java.lang.String z) { 
      // 実装 
   return NO_IMPLEMENT; 
   } 
}

ファクトリと valuetype

VisiBroker ORB は、 valuetype を受け取る と、 その型のフ ァ ク ト リ を探し ます。 ORB は、
<valuetype>DefaultFactory と い う 名前のフ ァ ク ト リ を探し ます。 た と えば、 Point 
valuetype のフ ァ ク ト リ は PointDefaultFactory です。 正しいフ ァ ク ト リ がこの命名規
則 （<valuetype>DefaultFactory） に沿っていない場合は、 VisiBroker ORB が 
valuetype のイ ン ス タ ン ス を作成でき る よ う に、 正しいフ ァ ク ト リ を登録し て く ださ い。

指定された valuetype の正しいフ ァ ク ト リ が見つから ない場合は、 MARSHAL 例外が生成さ
れ、 識別されたマイナーコード と と もに返されます。

valuetype の登録

登録の方法と タ イ ミ ングは、 各言語のマ ッ ピングによ って決ま り ます。 
<valuetype>DefaultFactory の命名規則に沿ってフ ァ ク ト リ を作成すれば、 このフ ァ
ク ト リ を暗黙的に ORB に登録し ている こ と になるので、 明示的に登録する必要はあ り ま
せん。

<valuetype>DefaultFactory 命名規則にし たがっていないフ ァ ク ト リ を登録するに
は、 register_value_factory を呼び出し ます。 フ ァ ク ト リ の登録を解除するには、
VisiBroker ORB で unregister_value_factory を呼び出し ます。 VisiBroker ORB で 
lookup_value_ 
factory を呼び出し て、 登録済みの valuetype を探すこ と もでき ます。
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ボックス化 valuetype

valuetype のボ ッ ク ス化を使用する と、 valuetype でない IDL データ型を valuetype と し て
ラ ッ プでき ます。 た と えば、 次のよ う にボ ッ ク ス化 IDL valuetype を宣言し ます。

valuetype Label string;

こ の宣言は、 次の IDL valuetyepe 宣言と同じです。

valuetype Label{ 
   public string name; 
}

ほかのデータ型を valuetype と し てボ ッ ク ス化する と、 valuetype の null セマンテ ィ ク ス と
共有セマンテ ィ ク ス を使用でき ます。

ボ ッ ク ス化 valuetype は、 生成される コード で完全に実装されます。 ユーザーのコード は不
要です。

抽象インターフェース

抽象イ ン ターフ ェース を使用する と、 オブジェ ク ト を値と参照のどち らで渡すかを実行時
に選択でき ます。

抽象イ ン ターフ ェースは、 次の点で IDL イ ン ターフ ェース と異な り ます。

■ リ フ ァ レン スによ ってオブジェ ク ト が渡されるか、 valuetype が渡されるかは、 実際の
パラ メ ータの型によ って決ま り ます。 パラ メ ータの型は 2 つの規則に基づいて決められ
ます。 パラ メ ータが標準型のイ ン ターフ ェース またはそのサブタ イプで、 そのイ ン
ターフ ェースの型がシグニチャ抽象イ ン ターフ ェース型のサブタ イプであ り 、 オブ
ジェ ク ト がすでに ORB に登録されている場合、 そのパラ メ ータはオブジェ ク ト リ フ ァ
レン ス と し て扱われます。 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス と し ては渡せな く て も、 値と し
て渡すこ と ができれば、 値と し て扱われます。 値と し て渡せない場合は、 BAD_PARAM 
例外にな り ます。

■ 抽象インターフェースが org.omg.CORBA.Object から暗黙的に派生する こ とはあ り ませ
ん。 抽象イ ン ターフ ェースはオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス または valuetype を表現でき る
からです。 valuetype は、 共通オブジェ ク ト リ フ ァ レンスオペレーシ ョ ンを必ずし もサポー
ト し ません。 抽象イ ン ターフ ェース をオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス型に正常にナローイ
ングでき た場合は、 org.omg.CORBA.Object のオペレーシ ョ ンを呼び出すこ と がで
き ます。

■ 抽象イ ン ターフ ェース を派生でき るのは、 ほかの抽象イ ン ターフ ェースからだけです。

■ valuetype は、 1 つ以上の抽象イ ン ターフ ェース をサポー ト でき ます。

た と えば、 次の抽象イ ン ターフ ェース を参照し て く ださい。

abstract interface ai{ 
}; 
interface itp : ai{ 
}; 
valuetype vtp supports ai{ 
}; 
interface x { 
   void m(ai aitp); 
}; 
valuetype y { 
   void op(ai aitp); 
};

メ ソ ッ ド  m の引数の場合 ：

■ オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス と し て、 常に itp が指定されます。

■ vtp が値と し て指定されます。
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custom valuetype

IDL で custom valuetype を宣言する と、 デフ ォル ト のマーシ ャ リ ングおよびアンマーシャ リ
ングを使用し ないで、 独自にエン コーデ ィ ング とデコーデ ィ ングを行 う こ と ができ ます。

custom valuetype customPoint{ 
   public long x; 
   public long y; 
   private string label; 
   factory create(in long x, in long y, in string z); 
};

CustomMarshal イ ン ターフ ェースの marshal メ ソ ッ ド と  unmarshal メ ソ ッ ド を実装する必
要があ り ます。

custom valuetype を宣言し た場合、 この valuetype は  org.omg.CORBA.portable. 
CustomValue を拡張し ます。 標準の valuetype が拡張する  org.omg.CORBA.portable. 
StreamableValue と は異な り ます。 コ ンパイ ラは、 custom valuetype に読み取 り または
書き込み用の メ ソ ッ ド を生成し ません。

org.omg.CORBA.portable.DataInputStream と  
org.omg.CORBA.portable.DataOutputStream でそれぞれ値を読み取 り 、 または書
き込んで、 独自の読み取 り または書き込み用の メ ソ ッ ド を実装する必要があ り ます。

truncatable valuetype

truncatable な valuetype を使用する と、 継承された valuetype をその親と し て扱 う こ と がで
き ます。

次の IDL は、 ベース型の Account を継承し、 受信側のオブジェ ク ト によ って truncatable 
な valuetype checkingAccount を定義し ます。

valuetype checkingAccount: truncatable Account{ 
   private long balance; 
}

これは、 受信コ ンテキス ト が派生 valuetype の新しいデータ メ ンバーや メ ソ ッ ド を必要と し
ない場合、 および受信コ ンテキス ト が派生 valuetype を認識でき ない場合に便利です。 ただ
し、 派生 valuetype の状態データの う ち、 親のデータ型にないものは、 この valuetype が受
信コ ンテキス ト に渡される と きに失われます。

メ モ custom valuetype は truncatable にでき ません。
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Chapter   31URL ネーミングの使い方    
こ こ では、 ユニフ ォーム リ ソース ロ ケータ （Uniform Resource Locator ： URL） を相互運用
可能なオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス （Interoperable Object Reference ： IOR） に関連付け る  
URL ネー ミ ングサービ スの使用方法について説明し ます。 URL がオブジェ ク ト にバイ ン
ド される と、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 オブジェ ク ト 名のかわ り に URL 文字列
を指定し てそのオブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得でき ます。 ク ラ イ アン ト アプ リ ケー
シ ョ ンで、 osagent や CORBA ネー ミ ングサービ ス を使用し ないでオブジェ ク ト を探す場合
は、 URL を指定する方法を利用し ます。

URL ネーミングサービス

URL ネー ミ ングサービ スは、 サーバーオブジェ ク ト の IOR をフ ァ イル内の文字列形式の 
URL に関連付け る単純な メ カニズムです。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 Web サーバー上に
あ る こ のフ ァ イルを指す URL を使ってオブジェ ク ト を探すこ と ができ ます。 URL ネー ミ
ングサービ スは、 URL に基づいてオブジェ ク ト を登録および検索する方法と し て、 http 
URL スキームをサポー ト し ます。

URL ネー ミ ングサービ スでは、 スマー ト エージェ ン ト や CORBA ネー ミ ングサービ ス を使
用し ないでオブジェ ク ト を探すこ と ができ ます。 また、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン
は、 どのベンダーから提供されるオブジェ ク ト でも探すこ と ができ ます。

メ モ VisiBroker の URL ネー ミ ングサービ スは、 使用し ている  Java 環境がサポー ト するすべての
形式の URL 処理をサポー ト し ます。

URL ネーミングサービスの例

URL ネー ミ ングサービスのサンプルコードは、 VisiBroker の次のディ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>¥examples¥vbe¥basic¥bank_URL

次に示すのは、 こ のサービ スの IDL 仕様です。

// WebNaming.idl 
#pragma prefix "borland.com" 
module URLNaming { 
   exception InvalidURL{string reason;}; 
   exception CommFailure{string reason;}; 
   exception ReqFailure{string reason;}; 
   exception AlreadyExists{string reason;}; 
   abstract interface Resolver { 
   // 読み取りオペレーション 
      Object locate(in string url_s) 
               raises (InvalidURL, CommFailure, ReqFailure); 
   // 書き込みオペレーション 
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      void force_register_url(in string url_s, in Object obj) 
               raises (InvalidURL, CommFailure, ReqFailure); 
      void register_url(in string url_s, in Object obj) 
               raises (InvalidURL, CommFailure, ReqFailure, AlreadyExists); 
        }; 
};

オブジェクトの登録

オブジェ ク ト サーバーは、 Resolver にバイ ン ド し、 register_url メ ソ ッ ド または 
force_register_url メ ソ ッ ド で URL をオブジェ ク ト の IOR に関連付けてオブジェ ク
ト を登録し ます。 以前にそのオブジェ ク ト の関連付けが行われていない場合は、
register_url メ ソ ッ ド で URL をオブジェ ク ト の IOR に関連付けます。
force_register_url メ ソ ッ ド を使用する と、 URL がオブジェ ク ト にバイ ン ド されてい
るかど う かに関係な く 、 URL がオブジェ ク ト の IOR に関連付け られます。 同じ状況で 
register_url メ ソ ッ ド を使用する と、 AlreadyExists 例外が発生し ます。

サーバー側でこ の機能を使用する例については、 411 ページの 「URL ネー ミ ングサービ ス
の例」 を参照し て く ださ い。 こ の例では、 force_register_url を使用し ます。 
force_register_url が正し く 機能するには、 Web サーバーで HTTP PUT コマン ド を発
行でき る環境が必要です。

メ モ Resolver への リ フ ァ レン ス を取得するには、 次のサンプルに示すよ う に、 ORB の 
resolve_ 
initial_references メ ソ ッ ド を使用し ます。

. . . 
public class Server { 
   public static void main(String[] args) { 
      if (args.length == 0) { 
         System.out.println("Usage: vbj Server <URL string>"); 
         return; 
      } 
      String url = args[0]; 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
         // ルート POA へのリファレンスを取得します。 
         POA rootPOA = 
POAHelper.narrow(orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
         // サーバントを作成します。 
         AccountManagerImpl managerServant = new AccountManagerImpl(); 
         // サーバントの ID を決定します。 
         byte[] managerId = "BankManager".getBytes(); 
         // その ID を使って myPOA でサーバントをアクティブ化します。 
         rootPOA.activate_object_with_id(managerId, managerServant); 
         // POA マネージャをアクティブ化 
         rootPOA.the_POAManager().activate(); 
         // オブジェクトリファレンスを作成します。 
         org.omg.CORBA.Object manager = 
               rootPOA.servant_to_reference(managerServant); 
         // URLNaming リゾルバを取得します。 
         Resolver resolver = ResolverHelper.narrow( 
               orb.resolve_initial_references("URLNamingResolver")); 
         // オブジェクトリファレンスを登録します（既存のものは上書きされます） 
         resolver.force_register_url(url, manager); 
         System.out.println(manager + " is ready."); 
         // 着信要求を待機します。 
         orb.run(); 
      } catch (Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

こ のサンプルコード で、 args[0] の形式は次の とお り です。

http://<host_name>:<http_server_port>/<ior_file_path>/<ior_file_name>

ior_file_name は、 文字列化されたオブジェ ク ト リ フ ァ レン スが保存されているユー
ザー指定のフ ァ イル名です。 HTTP サーバーのかわ り に Gatekeeper を使用する場合は、
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ior_ 
file_name の末尾を .ior と し ます。 次に、 デフ ォル ト のポー ト 番号を指定し て 
Gatekeeper を使用するサンプルを示し ます。

http://mars:15000/URLNaming/Bank_Manager.ior

URL によるオブジェクトの検索

次のサンプルコード でわかる よ う に、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでは Resolver にバ
イ ン ドする必要はな く 、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 bind メ ソ ッ ド の呼び出し時
に URL を指定するだけです。 bind はオブジェ ク ト 名 と し て URL を受け取 り ます。 URL が
有効でない場合は、 InvalidURL 例外が生成されます。 bind メ ソ ッ ド は、 ユーザーにか
わって透過的に locate() を呼び出し ます。

// ResolverClient.java 
import com.borland.vbroker.URLNaming.*; 
public class ResolverClient { 
   public static void main(String[] args) { 
      if (args.length == 0) { 
         System.out.println("Usage: vbj Client <URL string> [Account name]"); 
         return; 
      } 
      String url = args[0]; 
      try { 
         // ORB を初期化します。 
         org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);

locate() の使用方法については、 次のサンプルコー ド を参照し て く ださい。

         // URLNaming リゾルバを取得します。 
         Resolver resolver = ResolverHelper.narrow( 
         orb.resolve_initial_references("URLNamingResolver")); 
         // オブジェクトを検索します。 
         Bank.AccountManager manager = 
         Bank.AccountManagerHelper.narrow(resolver.locate(url)); 
         // 口座名またはデフォルトとして args[0] を使用します。 
         String name = args.length > 1 ? args[1] : "Jack B. Quick"; 
         // アカウントマネージャに指定した口座を開くように要求します。 
         Bank.Account account = manager.open(name); 
         // 口座の残高を取得します。 
         float balance = account.balance(); 
         // 残高を印刷します。 
         System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 
balance); 
      } catch(Exception e) { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}

Resolver.locate メ ソ ッ ド によ るオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スの取得 ：

// Client.java 
public class Client { 
   public static void main(String[] args) { 
      if (args.length == 0) { 
         System.out.println("Usage: vbj Client <URL string> [Account name]"); 
         return; 
      } 
      String url = args[0]; 
      // ORB を初期化します。 
      org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null); 
      // オブジェクトを検索します。 
      Bank.AccountManager manager = Bank.AccountManagerHelper.bind(orb, url); 
      // 口座名またはデフォルトとして args[0] を使用します。 
      String name = args.length > 1 ? args[1] : "Jack B. Quick"; 
      // アカウントマネージャに指定した口座を開くように要求します。 
      Bank.Account account = manager.open(name); 
      // 口座の残高を取得します。 
      float balance = account.balance(); 
      // 残高を印刷します。 
      System.out.println("The balance in " + name + "'s account is $" + 



414 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

URL によるオブジェクトの検索

balance); 
   } 
}
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第 章

Chapter   32 双方向通信   
こ こ では、 GateKeeper を使用せず、 VisiBroker を使って双方向接続を確立する方法につい
て説明し ます。

メ モ 双方向 IIOP を有効にする前に、 419 ページの 「セキ ュ リ テ ィ に関する注意」 を参照し て く
ださ い。

双方向 IIOP の使用

イ ン ターネ ッ ト 経由で情報を交換するほ と んどのク ラ イ アン ト と サーバーは、 通常、 企業
のフ ァ イ ア ウ ォールで保護されています。 ク ラ イ アン ト だけが要求を開始する システムの
場合、 通常、 フ ァ イ ア ウ ォールの存在はク ラ イ アン ト に対し て透過的です。 ただし、 ク ラ
イ アン ト が情報を 「非同期に」 必要とする場合があ り ます。 これは、 要求への応答と い う
形以外で情報を受け取る場合です。 ク ラ イ アン ト 側のフ ァ イ ア ウ ォールは、 サーバーがク
ラ イ アン ト への接続を開始し ないよ う にし ます。 し たがって、 ク ラ イ アン ト が非同期に情
報を受け取る場合は、 追加の設定が必要にな り ます。

以前のバージ ョ ンの IIOP と  VisiBroker では、 サーバーから ク ラ イ アン ト へ非同期に情報を
送信するには、 ク ラ イ アン ト 側の GateKeeper を使ってサーバーからのコールバッ ク を処理
する方法しかあ り ませんでし た。

双方向 IIOP を使用する と、 情報を非同期にク ラ イ アン ト 側に送る と きに、 サーバーから
ク ラ イ アン ト への接続を開 く かわ り に （いずれにし て も ク ラ イ アン ト 側のフ ァ イ ア ウ ォー
ルから拒否されますが）、 サーバーはク ラ イ アン ト によ って開始された接続を使って情報
を ク ラ イ アン ト に伝送し ます。 CORBA 仕様でも、 この機能を簡単に制御でき る新しいポ
リ シーを追加し ています。

双方向 IIOP を使用する と、 GateKeeper がな く て も コールバッ ク を設定でき る ため、 ク ラ
イ アン ト のデプロ イ メ ン ト が非常に容易にな り ます。
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双方向 VisiBroker ORB のプロパティ

次のプロパテ ィ が双方向通信をサポー ト し ます。

■ enableBiDir プロパテ ィ （416 ページ参照）

■ exportBiDi プロパテ ィ （416 ページ参照）

■ importBiDir プロパテ ィ （416 ページ参照）

enableBiDir プロパテ ィ
vbroker.orb.enableBiDir プロパテ ィ は、 双方向通信を有効にするためにサー
バーと ク ラ イ アン ト の両方で使用でき ます。 このプロパテ ィ を使用する と、 コード を
変更せずに既存の一方向アプ リ ケーシ ョ ンを双方向アプ リ ケーシ ョ ンに変更でき ま
す。 次の表では、 vbroker.orb.enableBiDir プロパテ ィ の値オプシ ョ ンについて
説明し ます。

exportBiDi プロパテ ィ
vbroker.se.<sename>.scm.<scmname>.manager.exportBiDir プロパテ ィ
は、 ク ラ イ アン ト 側のプロパテ ィ です。 デフ ォル ト では、 VisiBroker ORB がこのプロ
パテ ィ を どち らかの値に設定する こ と はあ り ません。

こ のプロパテ ィ を true に設定する と、 指定し たサーバーエンジンで双方向コールバッ ク  
POA を作成でき る よ う にな り ます。

こ のプロパテ ィ を false に設定する と、 指定し たサーバーエンジンで双方向 POA を作成
でき な く な り ます。

importBiDir プロパテ ィ
vbroker.se.<se-name>.scm.<scm-name>.manager.importBiDir プロパテ ィ
は、 サーバー側のプロパテ ィ です。 デフ ォル ト では、 VisiBroker ORB がこのプロパ
テ ィ をどち らかの値に設定する こ と はあ り ません。

こ のプロパテ ィ を true に設定する と、 サーバー側はすでに ク ラ イ アン ト によ って確立さ
れている接続を再利用し て、 ク ラ イ アン ト に要求を送信でき ます。

こ のプロパテ ィ を false に設定する と、 接続の再利用は無効にな り ます。

メ モ これらのプロパテ ィ は、 SCM の作成時に一度だけ評価されます。 どのよ う な場合でも、
SCM の exportBiDir プロパテ ィ と  importBiDir プロパテ ィ の方が enableBiDir プ
ロパテ ィ よ り 優先されます。 つま り 、 両方のプロパテ ィ に相反する値を設定する と、 SCM 
固有のプロパテ ィ が適用されます。 こ のため、 enableBiDir プロパテ ィ をグ ローバルに
設定し て、 各 SCM では選択的に BiDir をオフにする こ と ができ ます。

値 説明

clien
t

すべての POA と発信接続に対して、 双方向 IIOP を有効にします。 この設定は、 す    
べての POA の作成において BiDirectional ポリシーを both に設定し、BiDirectional      
ポリシーのポリシーオーバーライドを VisiBroker ORB レベルで both に設定するのと     
同じです。 さらに、 作成した SCM はすべて、 各 SCM の exportBiDir プロパティ      
が true に設定されているかのように双方向接続を許可します。

serve
r

サーバーで双方向接続を受け付け、 使用できるようになります。 これは、 SCM すべ 
ての importBiDir プロパティを true に設定するのと同じです。

both このプロパティを client と server の両方に設定します。

none 双方向 IIOP を完全に無効にします （デフォルト値）。
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双方向サンプルについて

こ の機能の使い方を示すサンプルは、 VisiBroker 配布の一部 と し て次のサブデ ィ レ ク ト リ
にイ ン ス ト ールされています。

<install_dir>¥examples¥vbe¥bidir-iiop

どのサンプルも、 次のよ う な簡単な株価情報コールバッ ク アプ リ ケーシ ョ ンをベースにし
ています。

1 ク ラ イ アン ト で株価情報の更新を処理する  CORBA オブジェ ク ト を作成する。

2 ク ラ イ アン ト で、 こ の CORBA オブジェ ク ト のオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス をサーバーに
送信する。

3 サーバーでこ のコールバッ ク オブジェ ク ト を呼び出し て、 定期的に株価情報を更新す
る。

次に、 これらのサンプルを使用し て、 双方向 IIOP 機能のさ まざまな面について説明し ま
す。

既存のアプリケーションで双方向 IIOP を有効にする

ソース コード を変更し な く て も、 既存の VisiBroker for Java アプ リ ケーシ ョ ン と  VisiBroker 
for C++ アプ リ ケーシ ョ ンで双方向通信を有効にでき ます。 双方向 IIOP を ま った く 使用し
ないシンプルな コールバッ ク アプ リ ケーシ ョ ンが examples/vbe/bidir-iiop/basic/ デ ィ レ ク ト
リ に格納されています。

<install_dir>¥examples¥vbe¥bidir-iiop¥basic

コールバッ クサンプルで双方向 IIOP を有効にするには、 次のよ う に 
vbroker.orb.enableBiDir プロパテ ィ を設定し ます。

1 osagent が実行されているかど う かを確認し ます。

2 サーバーを起動し ます。

UNIX prompt> vbj -Dvbroker.orb.enableBiDir=server Server &

Windows prompt> start vbj -Dvbroker.orb.enableBiDir=server Server

3 ク ラ イ アン ト を起動し ます。

prompt> vbj -Dvbroker.orb.enableBiDir=client RegularClient

これで、 既存のコールバッ ク アプ リ ケーシ ョ ンで双方向 IIOP を使用でき る よ う にな り 、
ク ラ イ アン ト 側のフ ァ イ ア ウ ォールを介し て機能し ます。
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双方向 IIOP を明示的に有効にする

<install_dir>¥examples¥vbe¥bidir-iiop¥basic デ ィ レ ク ト リ 内のク ラ イ アン ト
は、 417 ページの 「既存のアプ リ ケーシ ョ ンで双方向 IIOP を有効にする」 で説明し た 
RegularClient から派生されます。 ただし、 双方向 IIOP がプロ グ ラ ムによ って有効に
される と い う 点が異な り ます。

変更する必要があ るのはク ラ イ アン ト コード だけです。 一方向ク ラ イ アン ト を双方向ク ラ
イ アン ト に変換するには、 次の操作を実行し ます。

1 コールバッ ク  POA のポ リ シー リ ス ト に BiDirectional ポ リ シーを追加し ます。

2 双方向 IIOP を有効にするサーバーを参照するオブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スのオーバーラ
イ ド リ ス ト に、 BiDirectional ポ リ シーを追加し ます。

3 ク ラ イ アン ト で exportBiDir プロパテ ィ を  true に設定し ます。

次のサンプルコード では、 双方向 IIOP を実装するためのコード が太字で示されています。

public static void main (String[] args) {

try { 
    org.omg.CORBA.ORB orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null); 
    org.omg.PortableServer.POA rootPOA = 
        org.omg.PortableServer.POAHelper.narrow( 
             orb.resolve_initial_references("RootPOA")); 
    org.omg.CORBA.Any bidirPolicy = orb.create_any(); 
    bidirPolicy.insert_short(BOTH.value); 
    org.omg.CORBA.Policy[] policies = { 
        //Bidir ポリシーを設定します。 
        orb.create_policy(BIDIRECTIONAL_POLICY_TYPE.value, bidirPolicy) 
    }; 
    org.omg.PortableServer.POA callbackPOA =  
        rootPOA.create_POA("bidir", rootPOA.the_POAManager(), policies); 
    QuoteConsumerImpl c = new QuoteConsumerImpl(); 
    callbackPOA.activate_object(c); 
    callbackPOA.the_POAManager().activate(); 
    QuoteServer serv =  
        QuoteServerHelper.bind(orb, "/QuoteServer_poa", 
               "QuoteServer".getBytes()); 
    serv=QuoteServerHelper.narrow(serv._set_policy_override( 
               policies, org.omg.CORBA.SetOverrideType.ADD_OVERRIDE)); 
    serv.registerConsumer(QuoteConsumerHelper.narrow( 
               callbackPOA.servant_to_reference(c))); 
    System.out.println("Client: consumer registered"); 
    //60 秒スリープし、メッセージを受信します。 
    try{ 
        Thread.currentThread().sleep(60*1000); 
    } 
    catch(java.lang.InterruptedException e){ } 
    serv.unregisterConsumer(QuoteConsumerHelper.narrow( 
        callbackPOA.servant_to_reference(c))); 
    System.out.println("Client: consumer unregistered.Good bye."); 
    orb.shutdown(true);  
...

一方向または双方向接続

ク ラ イ アン ト 接続は、 一方向か双方向のどち らかにな り ます。 サーバーは新し く 接続を開
かな く て も、 双方向接続を使って ク ラ イ アン ト を コールバッ クする こ と ができ ます。 双方
向でない場合、 接続は一方向とみな されます。
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POA で双方向 IIOP を有効にする

コールバッ ク オブジェ ク ト をホス ト する  POA は、 BiDirectional ポ リ シーを  BOTH に設定し
て双方向 IIOP を有効にする必要があ り ます。 この POA は SCM マネージ ャの vbroker. 
<sename>.scm.<scmname>.manager.exportBiDir プロパテ ィ を設定し て、 双方向
サポー ト がすでに有効になっている  SCM 上に作成する必要があ り ます。 このよ う に設定
し ない と、 ク ラ イ アン ト で開始された接続を使用するサーバーからの要求を受信する こ と
ができ ません。

POA が BiDirectional ポ リ シーを指定し ていない場合、 その POA を発信接続でエ ク スポー
ズする こ と はでき ません。 こ の要件を満たすため、 exportBiDir プロパテ ィ が設定され
ている  SCM を 1 つでも持つサーバーエンジンでは、 BiDirectional ポ リ シーが設定されてい
ない POA を作成する こ と はでき ません。 一方向 SE で POA を作成し よ う とする と、
ServerEnginePolicy でエラーが発生し て InvalidPolicy 例外が生成されます。

メ モ 同じ ク ラ イ アン ト 接続を使用する異な るオブジェ ク ト ど う しが、 BiDirectional ポ リ シーに
ついて競合するオーバーラ イ ド を設定でき ます。 その場合でも、 いったん双方向の接続が
作成される と、 後で有効にな るポ リ シーに関係な く その接続は双方向性を維持し ます。

双方向設定を完全に適用し た ら、 次のよ う に iiop_tp SCM 上だけで双方向 IIOP を有効
にし ます。

prompt> vbj -Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.manager.exportBiDir= 
true Client

セキュリティに関する注意

双方向 IIOP を使用する と、 セキ ュ リ テ ィ に関する重大な問題が発生する可能性があ り ま
す。 特にセキ ュ リ テ ィ メ カニズムが設定されていない場合は、 悪意のあ る ク ラ イ アン ト が
ホス ト と ポー ト を任意に選択し て、 双方向接続を要求する可能性があ り ます。 また、 自分
のホス ト にはない、 セキ ュ リ テ ィ 上重要なオブジェ ク ト のホス ト と ポー ト を ク ラ イ アン ト
が指定する場合も あ り ます。 さ らにセキ ュ リ テ ィ メ カニズムが設定されていない と、 着信
接続を受け付けたサーバーは、 接続要求元のク ラ イ アン ト の ID を識別し た り 、 ク ラ イ ア
ン ト の完全性を検査でき ません。 また、 サーバーが双方向接続を介し てほかのオブジェ ク
ト にア ク セスでき る可能性があ り ます。 以上のこ と から、 コールバッ ク オブジェ ク ト ご と
に独立し た双方向 SCM を使用し て く ださい。 ク ラ イ アン ト の完全性に疑問があ る場合は、
双方向 IIOP を使用し ないで く ださい。

セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 VisiBroker を実行するサーバーは、 双方向 IIOP を使用する よ
う に明示的に設定されていない限 り 、 双方向 IIOP を使用し ません。 プロパテ ィ  
vbroker.<se>.<sename>.scm.<scmname>.manager.importBiDir を使用する と、
SCM 単位で双方向性を制御でき ます。 た と えば、 SSL を使って ク ラ イ アン ト を認証する
サーバーエンジンだけで双方向 IIOP を有効にし、 その他の通常の IIOP 接続は双方向で使
用できないよ う に選択する こ と もでき ます。 詳細については、 416 ページの 「双方向 
VisiBroker ORB のプロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。 さ らに、 ク ラ イ アン ト フ ァ イ ア
ウ ォール外でコールバッ ク を行 う サーバーと の双方向接続だけを ク ラ イ アン ト 側で有効に
する こ と もでき ます。 ク ラ イ アン ト と サーバー間に高度なセキ ュ リ テ ィ を確立するには、
相互認証 （ク ラ イ アン ト と サーバーの両方で 
vbroker.security.peerAuthenticationMode を REQUIRE_AND_TRUST に設定） の 
SSL を使用し ます。
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第 章

Chapter   33VisiBroker における BOA の      
使い方

こ こ では、 VisiBroker で BOA を使用する方法について説明し ます。

メ モ BOA は、 VisiBroker バージ ョ ン 4.0 （CORBA 仕様 2.1） と  3.x バージ ョ ンに対する下位互換
性と し て 2.1) サポー ト されます。 現在の CORBA 仕様のサポー ト については、 99 ページの
「POA の使い方」 を参照し て く ださい。

VisiBroker を使った BOA コードのコンパイル
VisiBroker の以前のバージ ョ ンで開発し た BOA コード があ り 、 それを 新バージ ョ ンの 
VisiBroker でも使用する場合は、 次の点に注意する必要があ り ます。

■ 必要な BOA ベースのコード を生成するには、 -boa オプシ ョ ン付きで idl2java ツー
ルを使用する必要があ り ます。 idl2java を使ってコー ド を生成する方法の詳細につ
いては、 39 ページの 「IDL から  Java へのマ ッ ピング」 を参照し て く ださい。

■ BOA_init() は org.omg.CORBA.ORB の下では使用できな く なっているため、
VisiBroker ORB を  com.borland.vbroker.CORBA.ORB にキ ャ ス ト する必要があ り ま
す。

■ BOA ク ラ スは、 org.omg.CORBA パッ ケージではな く  
com.borland.vbroker.CORBA パッ ケージで提供される よ う にな り ま し た。
VisiBroker ORB パッ ケージの詳細については、 Java API リ フ ァ レン スの VisiBroker API 
を参照し て く ださ い。

BOA オプションのサポート
VisiBroker 4.x でサポー ト されていた BOA コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンは、 すべてそのま ま
サポー ト されます。

BOA を使用する場合の制限事項
VisiBroker 4.x の BOA では、 次の 2 つの機能がサポー ト されていません。

■ 永続的 DSI オブジェ ク ト

■ DSI オブジェ ク ト の _boa()
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オブジェクトアクティベータの使い方

VisiBroker でサポー ト されていた BOA オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベータは BOA でのみそのま
ま使用でき ますが、 POA では使用でき ません。 POA では、 オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベータ
のかわ り にサーバン ト ア ク テ ィ ベータ と サーバン ト ロ ケータ を使用し ます。

VisiBroker 3.x の BOA によ って提供されていた機能は、 このバージ ョ ンでは Portable Object 
Adaptor （POA） によ ってサポー ト されます。 ただし、 コー ド の下位互換性を保つため、
コード で引き続きオブジェ ク ト ア ク テ ィ ベータ を使用する こ と も でき ます。

BOA の下でのネーミングオブジェクト

BOA は VisiBroker 4.x で使用されな く なっていますが、 現在でも、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ
ム内でバイ ン ド先と な るサーバーオブジェ ク ト の名前を指定するために、 BOA を スマー ト
エージェ ン ト と組み合わせて使用でき ます。

オブジェクト名

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが osagent を介し てオブジェ ク ト を使用するには、 サー
バーがそのオブジェ ク ト の作成時にオブジェ ク ト の名前を指定し ている必要があ り ます。
サーバーが BOA.obj_is_ready メ ソ ッ ド を呼び出すと、 オブジェ ク ト に名前が付いてい
る場合にだけ、 オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェース名が VisiBroker の osagent に登録され
ます。 作成時にオブジェ ク ト 名を指定されたオブジェ ク ト は、 永続的なオブジェ ク ト リ
フ ァ レン ス を返し ます。 一方、 オブジェ ク ト 名を指定されなかったオブジェ ク ト は、 一時
的なオブジェ ク ト と し て作成されます。

メ モ VisiBroker for Java のオブジェ ク ト コ ン ス ト ラ ク タに、 オブジェ ク ト 名と し て空文字列を渡
すと、 永続的オブジェ ク ト （スマー ト エージェ ン ト に登録されるオブジェ ク ト ） が作成さ
れます。 null リ フ ァ レ ン ス をオブジェ ク ト コ ン ス ト ラ ク タに渡し た場合は、 一時的オブ
ジェ ク ト が作成されます。

1 つのオブジェ ク ト の複数のイ ン ス タ ン スに一度にバイ ン ドする こ と があ る場合、 ク ラ イ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ンでオブジェ ク ト 名を使用する必要があ り ます。 そのオブジェ ク ト
名によ り 、 1 つのイ ン ターフ ェースの複数のイ ン ス タ ン スが区別されます。 オブジェ ク ト
名を指定し ないで bind() メ ソ ッ ド が呼び出された場合、 osagent は、 指定された イ ン ター
フ ェース を持つ任意のオブジェ ク ト を返し ます。

メ モ VisiBroker 3.x では、 1 つのサーバープロセスで、 同じオブジェ ク ト 名を持つ複数のイ ン
ターフ ェース を提供でき ま し た。 ただし、 現在のバージ ョ ンの VisiBroker では、 異なる イ
ン ターフ ェースが文字列と し て等価な名前を持つこ と はでき ません。



 第 34 章 : オブジ ェ ク ト ア ク テ ィ ベータの使い方 423

第 章

Chapter   34 オブジェクトアクティベータの   
使い方

こ こ では、 VisiBroker のオブジェ ク ト ア ク テ ィ ベータの使い方について説明し ます。

この リ リ ースのポータブルオブジェ ク ト アダプタ （POA） は、 VisiBroker 4.1 以降の リ リ ー
ス と同様に、 VisiBroker 3.x および 4.0 リ リ ースの BOA で提供されていた機能をサポー ト
し ます。 下位互換性があ るため、 この節で説明する よ う にコード内でオブジェ ク ト ア ク
テ ィ ベータ を使用でき ます。 こ の リ リ ースでの BOA ア ク テ ィ ベータの使い方については、
421 ページの 「VisiBroker における  BOA の使い方」 を参照し て く ださい。

オブジェクトのアクティブ化の遅延
1 つのサーバーが多数のオブジェ ク ト に対し て イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供する場合は、
単一の Activator だけを使用し、 サービ スのア ク テ ィ ブ化を使用し て、 複数のオブジェ
ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのア ク テ ィ ブ化を遅らせる こ と ができ ます。

Activator インターフェース
Activator ク ラ スから独自のイ ン ターフ ェース を派生する と、 VisiBroker ORB が 
DBObjectImpl オブジェ ク ト に対し て使用する  activate メ ソ ッ ド と  deactivate メ
ソ ッ ド を実装でき ます。 これで、 BOA が DBObjectImpl オブジェ ク ト に対する リ ク エス
ト を受け取る まで、 そのイ ン ス タ ン ス化を遅らせる こ と ができ ます。 また、 BOA がオブ
ジェ ク ト を非ア ク テ ィ ブ化し た と きに、 ク リ ーンア ッ プ処理を行 う こ と ができ ます。

こ のサンプルコード は Activator イ ン ターフ ェース を示し ます。 BOA によ って呼び出さ
れる これらの メ ソ ッ ド は、 VisiBroker ORB オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化、 非ア ク テ ィ ブ化
し ます。

package com.borland.vbroker.extension; 
public interface Activator { 
   public abstract org.omg.CORBA.Object activate(ImplementationDef impl); 
   public abstract void deactivate(org.omg.CORBA.Object obj, ImplementationDef 
impl); 
}

次のサンプルコード は、 DBObjectImpl  イ ン ターフ ェースの Activator を作成し ます。

// Server.java 
import com.borland.vbroker.extension.*; 
. . . 
class DBActivator implements Activator { 
   private static int _count; 
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   private  com.borland.vbroker.CORBA.BOA _boa; 
   public DBActivator(com.borland.vbroker.CORBA.BOA boa) { 
      _boa = boa; 
   } 
   public org.omg.CORBA.Object activate( 
         com.borland.vbroker.extension.ImplementationDef impl) { 
      System.out.println("Activator called " + ++_count + " times"); 
      byte[] ref_data = ((ActivationImplDef) impl).id(); 
      DBObjectImpl obj = new DBObjectImpl(new String(ref_data)); 
      _boa.obj_is_ready(obj); 
      return obj; 
   } 
   public void deactivate(org.omg.CORBA.Object obj, 
         com.borland.vbroker.extension.ImplementationDef impl) { 
      // ここでは何もしません ... 
   } 
} 
. . .

サービスのアクティブ化の使い方

サービ スのア ク テ ィ ブ化を使用するには、 サーバーが大量 （数千から数百万） のオブジェ
ク ト にイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供する必要があ り ます。 一度にア ク テ ィ ブ化する イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンがわずかであ る よ う な場合です。 サーバーは単一の Activator を提
供し、 部分的にオブジェ ク ト が必要にな るたびに、 この Activator が通知を受けます。
サーバーは、 オブジェ ク ト が使用されない と きに非ア ク テ ィ ブ化する こ と も でき ます。

た と えば、 データベースに状態が保存されているオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを
ロードするサーバーにおいて、 サービ スのア ク テ ィ ブ化を利用する と し ます。
Activator は、 型の指定または論理的な識別に基づいて、 すべてのオブジェ ク ト を ロー
ドする役割を持ちます。 VisiBroker ORB が これらのオブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス を要求
する と、 Activator が通知を受けて、 新しいイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成し ます。 こ
のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの状態は、 データベースから ロード されます。 Activator は、
オブジェ ク ト がすでに メ モ リ 上にないか、 変更されている と判断し た場合、 そのオブジェ
ク ト の状態をデータベースに書き込み、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを解放し ます。

図 34.1 サービスのアクテ ィ ブ化の遅延プロセス
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サービスアクティベータを使ってオブジェクトの 
アクティブ化を遅延する

サービ ス を構成するオブジェ ク ト は、 すでに作成されている もの と し ます。 サービ スのア
ク テ ィ ブ化を利用するサーバーを実装するには、 次の手順にし たが う 必要があ り ます。

1 Activator によ ってア ク テ ィ ブ化または非ア ク テ ィ ブ化されるすべてのオブジェ ク ト
を表すサービ スの名前を定義し ます。

2 イ ン ターフ ェースにイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。 これは、 永続的オブジェ
ク ト ではな く 、 サービ スオブジェ ク ト にな り ます。 この処理は、 オブジェ ク ト が自分
自身をア ク テ ィ ブ化可能なサービ スの一部と し て構築する と きに行われます。

3 オンデマン ド でオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成する  Activator を実装し
ます。 そのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで、 extension::Activator から  Activator イ ン
ターフ ェース を派生し、 activate メ ソ ッ ド と  deactivate メ ソ ッ ド をオーバーラ イ
ド し ます。

4 BOA にサービ ス名と  Activator イ ン ターフ ェース を登録し ます。

サービスを使ってオブジェクトのアクティブ化を 
遅延するサンプル

次の節では、 次の VisiBroker デ ィ レ ク ト リ 内にあ るサービ スのア ク テ ィ ブ化のための odb 
サンプルについて説明し ます。

<install_dir>/examples/vbe/boa/odb

こ のデ ィ レ ク ト リ には、 次のフ ァ イルが入っています。

odb サンプルでは、 単一のサービ スから任意の数のオブジェ ク ト を作成でき る こ と がわか
り ます。 BOA には、 個々のオブジェ ク ト ではな く 、 サービ スだけが登録されます。 また、
各オブジェ ク ト の リ フ ァ レン スデータが IOR の一部と し て保存されます。 こ のよ う にする
と、 オブジェ ク ト キーをオブジェ ク ト リ フ ァ レン スの一部と し て保存でき るので、 オブ
ジェ ク ト 指向データベース （OODB） の統合が容易にな り ます。 まだ作成されていないオ
ブジェ ク ト を ク ラ イ アン ト が呼び出すと、 BOA は、 ユーザー定義の Activator を呼び出
し ます。 そ こ で、 アプ リ ケーシ ョ ンは永続的ス ト レージから適切なオブジェ ク ト を ロード
し ます。

こ のサンプルでは、 作成された Activator が、 DBService と い う 名前のサービ スのオブ
ジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化または非ア ク テ ィ ブ化する役割を持ちます。 この Activator に
よ って作成されるオブジェ ク ト への リ フ ァ レン スには、 ORB が DBService サービ スの 
Activator を再検索し、 Activator がこれらのオブジェ ク ト をオンデマン ド で再作成す
る ための情報が入っています。

DBService サービ スは、 DBObject イ ン ターフ ェース を実装するオブジェ ク ト を受け持
ちます。 これらのオブジェ ク ト を手動で作成するためのイ ン ターフ ェースが odb.idl で
提供されます。

名前 説明

odb.idl DB インターフェースと DBObject インターフェースの IDL です。

Server.j
ava

サービスアクティベータを使ってオブジェクトを作成し、 オブジェクトの IOR を返し  
ます。 また、 オブジェクトを非アクティブ化します。

Creator.
java

DB インターフェースを呼び出し、 100 個のオブジェクトを作成します。 さらに、  
文字列化されたオブジェクトリファレンスをファイル （objref.out） に保存しま
す。

Client.j
ava

文字列化されたオブジェクトリファレンスをファイルから読み取り、 オブジェクトを呼
び出します。 その結果、 サーバーのアクティベータによってオブジェクトが作成さ
れます。

Makefile odb サブディレクトリで make または nmake （Windows の場合） が起動されたと     
き、 次のクライアントプログラムとサーバープログラムをビルドします。 
 Server、 Creator、 Client
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odb.idl イン ターフ ェース
odb.idl イ ン ターフ ェース を使用する と、 DBObject odb イ ン ターフ ェース を実装す
るオブジェ ク ト を手動で作成でき ます。

interface DBObject { 
   string get_name(); 
}; 
typedef sequence<DBObject> DBObjectSequence; 
interface DB { 
   DBObject create_object(in string name); 
};

DBObject イ ン ターフ ェースは、 DB イ ン ターフ ェースによ って作成されるオブジェ ク ト
を表し、 サービ スオブジェ ク ト と し て扱われます。

DBObjectSequence は DBObject のシーケン スです。 サーバーは、 このシーケン ス を
使って現在ア ク テ ィ ブなオブジェ ク ト を追跡し ます。

DB イ ン ターフ ェースは、 create_object オペレーシ ョ ンを使って 1 つ以上の 
DBObject を作成し ます。 DB イ ン ターフ ェースによ って作成された複数のオブジェ ク ト
は、 グループ化し て 1 つのサービ スにま と める こ と ができ ます。

サービスアクテ ィ ベータの実装
通常、 オブジェ ク ト がア ク テ ィ ブ化されるのは、 サーバーがそのオブジェ ク ト を実装
する ク ラ ス を イ ン ス タ ン ス化し、 obj_is_ready に続けて impl_is_ready が呼び
出された と きです。 オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化を遅らせるには、 BOA がオブジェ
ク ト をア ク テ ィ ブ化する間に呼び出す activate メ ソ ッ ド を制御する必要があ り ま
す。 この制御を取得するには、 com.borland.vbroker.extention.Activator 
から新しい ク ラ ス を派生し、 activate メ ソ ッ ド をオーバーラ イ ド し、 オーバーラ イ
ド し た activate メ ソ ッ ド を使ってオブジェ ク ト 固有のク ラ ス を イ ン ス タ ン ス化し
ます。

odb サンプルでは、 com.borland.vbroker.extenstion.Activator から  
DBActivator ク ラ ス を派生し、 activate メ ソ ッ ド と  deactivate メ ソ ッ ド をオーバー
ラ イ ド し ます。 DBObject は、 activate メ ソ ッ ド内に構築されます。

次のサンプルコード は、 activate と  deactivate のオーバーラ イ ド を示し ます。

// Server.java 
class DBActivator implements Activator { 
   private static int _count; 
   private  com.borland.vbroker.CORBA.BOA _boa; 
   public DBActivator(com.borland.vbroker.CORBA.BOA boa) { 
      _boa = boa; 
   } 
   public org.omg.CORBA.Object activate( 
         com.inprise.vbroker.extension.ImplementationDef impl) { 
      System.out.printIn("Activator called " + ++_count + " times"); 
      byte[] ref_data = ((ActivationImplDef) impl).id(); 
      DBObjectImpl obj = new DBObjectImpl(new String(ref_data)); 
      _boa.obj_is_ready(obj); 
      return obj; 
   } 
   public void deactivate(org.omg.CORBA.Object obj, ImplementationDef impl) { 
      // ここでは何もしません ... 
   } 
}

BOA は、 Activator の制御下にあ るオブジェ ク ト に対する ク ラ イ アン ト 要求を受け取る
と、 Activator の activate メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 この メ ソ ッ ド を呼び出す と、
BOA は、 ImplementationDef パラ メ ータに Activator を渡すこ と で、 ア ク テ ィ ブ化
されるオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを一意に識別し ます。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンは、 こ のパラ メ ータから、 要求されたオブジェ ク ト の一意の識別子であ る  
ReferenceData を取得でき ます。

次のサンプルコード は、 サーバーア ク テ ィ ベータの実装例です。

public org.omg.CORBA.Object activate(ImplementationDef impl) { 
   System.out.println("Activator called " + ++_count + " times"); 
   byte[] ref_data = ((ActivationImplDef) impl).id(); 
   DBObjectImpl obj = new DBObjectImpl(new String(ref_data)); 
 _boa.obj_is_ready(obj); 
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   return obj; 
}

サービスアクテ ィ ベータのインス タ ンス化
DBActivator サービ スア ク テ ィ ベータは、 DBService サービ スに属するすべての
オブジェ ク ト を受け持ちます。 DBService サービ スのオブジェ ク ト に対する要求は、
すべて DBActivator サービ スア ク テ ィ ベータ を介し て指示されます。 このサービ ス
ア ク テ ィ ベータによ ってア ク テ ィ ブ化されたすべてのオブジェ ク ト は、 DBService 
サービ スに属し ている こ と を VisiBroker ORB に通知するための リ フ ァ レ ン ス を持ちま
す。

次のサンプルコード は、 メ イ ンサーバープロ グ ラ ムで impl_is_ready を呼び出し て、
DBActivator サービ スア ク テ ィ ベータ を作成および登録し ます。

public static void main(String[] args) { 
   org.omg.CORBA.ORB orb = ORB.init(args, null); 
   com.borland.vbroker.CORBA.BOA boa = ((com.borland.vbroker.orb.ORB 
)orb).BOA_init(); 
   DB db = new DBImpl("Database Manager"); 
   boa.obj_is_ready(db); 
   boa.impl_is_ready("DBService", new DBActivator(boa)); 
}

メ モ impl_is ready の呼び出しは、 通常の impl_is_ready 呼び出し と は異な り 、 次の 2 つ
の引数を と り ます。

■ サービ ス名。

■ Activator イ ン ターフ ェースのイ ン ス タ ン ス。 これは、 BOA がこ のサービ スに属するオ
ブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化する と きに使用されます。

サービスアクテ ィ ベータ を使ったオブジ ェ ク ト のアクテ ィ ブ化
オブジェ ク ト を作成するたびに、 activate 内で obj_is_ready を明示的に呼び出
す必要があ り ます。 サーバープロ グ ラ ムでは obj_is_ready を  2 度呼び出し ます。

初は、 サーバーがサービ スオブジェ ク ト を作成し、 作成元のプロ グ ラ ムに IOR を返
すと きです。

public DBObject create_object(String name) { 
   System.out.println("Creating: " + name); 
   DBObject dbObject = new DBObjectImpl(name); 
 _boa().obj_is_ready(dbObject, "DBService", name.getBytes()); 
   return dbObject; 
}

2 度めの obj_is_ready 呼び出しは、 activate 内で明示的に行 う 必要があ り ます。
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第 章

Chapter   35CORBA 例外    
こ こ では、 VisiBroker ORB によ って生成される  CORBA 例外に関する情報を提供し、 それ
が生成される原因について説明し ます。

CORBA 例外の説明

次の表は、 CORBA 例外の リ ス ト です。 また、 VisiBroker ORB がこれらの例外を生成する
場合に考え られる原因について説明し ます。

例外 説明 考え られる原因

CORBA::BAD_CONTEXT サーバーに無効なコンテキス
トが渡されました。

クライアントがオペレーションを呼び出したが、 渡された
コンテキストに、 そのオペレーションに必要なコンテキス
ト値が含まれていな場合は、 オペレーションがこの例外
を生成します。

CORBA::BAD_INV_ORDER 問題のあったオペレーションリ
クエストの前に、 必要なオペ
レーションが呼び出されてい
ません。

実際に要求を送信する前に、 
CORBA::Request::get_response() または 
CORBA::Request::poll_response() メソッドを呼 
び出そうとしました。 リモートメソッド呼び出しのインプリメ
ンテーションの外で 
exception::get_client_info() メソッドを呼び 
出そうとしました。 この関数は、 リモート呼び出しのイン
プリメンテーション内でのみ有効です。 すでにシャットダ
ウンされている VisiBroker ORB に対してオペレーション   
が呼び出されました。

CORBA::BAD_OPERATION 無効なオペレーションが 
実行されました。

サーバーは、 そのインプリメンテーションのインター
フェースに定義されていないオペレーションに対する要
求を受け取ると、 この例外を生成します。 クライアントと
サーバーが同じ IDL からコンパイルされているかどうか  
を確認してください。 要求が戻り値を持たないように設定
されている場合、 
CORBA::Request::return_value() メソッドはこ 
の例外を生成します。 DII 呼び出しで戻り値が必要な場 
合は、 
CORBA::Request::set_return_type() メソッド 
を呼び出して、 戻り値の型を設定してください。
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CORBA::BAD_PARAM VisiBroker ORB に渡された 
パラメータが無効です。

無効なインデックスへのアクセスが試みられると、 シーケ
ンスによって CORBA::BAD_PARAM が生成されます。  
シ ー ケ ン ス の 要 素 を 保 存 ま た は 取 得 す る 前 に、
length() メソッドを使ってシーケンスの長さを設定して 
ください。 
null リファレンスが渡されると、VisiBroker ORB がこの例   
外を生成します。 Any に null オブジェクトリファレンスを   
挿入しようとしました。 
列挙データ型の範囲外の値を送信しようとしました。 
無効な kind 値で TypeCode を作成しようとしました。 
DII と一方向メソッド呼び出しを使用して、OUT 引数が指  
定された可能性があります。 IR オブジェクトのオペレー 
ションに渡された引数が既存の設定と競合する場合に、
インターフェースリポジトリがこの例外を生成します。 詳
細については、 コンパイラエラーを参照してください。

CORBA::BAD_QOS QoS （Quality of service） を 
サポートできません。

QoS セマンティクスが関連付けられている呼び出しパラ 
メータで必要な QoS をオブジェクトがサポートできない  
場合に生成されます。

CORBA::BAD_TYPECODE ORB が不正な形式の 
タイプコードを検知しました。

 

CORBA::CODESET_INCOM
PATIBLE

クライアントとサーバーのネイ
ティブコードセット間に互換性
がないため、 それらのコード
セットどうしの通信がエラーに
なります。

クライアントとサーバーで使用されているコードセットどう
しに互換性がありません。 たとえば、 クライアントが ISO 
8859-1 を使用し、 サーバーが日本語コードセットを使用 
しています。

CORBA::COMM_FAILURE ク ラ イ ア ン ト か ら 要 求 が 送
信された後で応答が返され
る前の処理の進行中に、 通信
が失われました。

クライアントから要求が送信された後で、 サーバーからク
ライアントに応答が返される前の処理中に通信が失われ
ると、 この例外が生成されます。

CORBA::DATA_CONVERSI
ON

VisiBroker ORB が、 マーシャ  
リングされたデータからネイ
ティブなデータ、 またはその
逆の変換を行うことができませ
ん。

Output.write_char() または 
Output.write_string で 
Unicode 文字のマーシャリングを試みましたが失敗しまし 
た。

CORBA::IMP_LIMIT VisiBroker ORB の実行時に 
インプリメンテーションの限度
を超過しました。

VisiBroker ORB が 1 つのアドレス空間内に同時に保持    
できるリファレンスの 大数に達しました。パラメータのサ
イズが許容される 大値を超えました。 実行できるクライ
アントとサーバーの 大数を超えました。

CORBA::INITIALIZE 必要な初期化が 
行われていません。

ORB_init() メソッドが呼び出されなかった可能性があ 
ります。 
すべてのクライアントは、 VisiBroker ORB に関連する処  
理の実行前に、 ORB_init() メソッドを呼び出す必要 
があります。 この呼び出しは、 通常、 プログラムの起動
直後にメインルーチンの先頭で行われます。

CORBA::INTERNAL 内部 VisiBroker ORB エラー   
が発生しました。

内部 VisiBroker ORB エラーが発生した可能性がありま   
す。 たとえば、 VisiBroker ORB の内部データ構造が損  
傷しています。

CORBA::INTF_REPOS インターフェースリポジトリのイ
ンスタンスが見つかりませんで
した。

get_interface() メソッドの呼び出し中に、 オブジェ 
クトインプリメンテーションがインターフェースリポジトリを
見つけることができない場合は、 この例外がクライアント
に向けて生成されます。 インターフェースリポジトリが動
作中であり、 要求されたオブジェクトのインターフェース
定義がそのインターフェースリポジトリにロードされている
ことを確認してください。

CORBA::INV_FLAG オペレーションに無効なフラ
グが渡されました。

動的起動インターフェース要求が、 無効なフラグを使っ
て作成されました。

例外 説明 考え られる原因
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CORBA 例外の説明

CORBA::INV_IDENT IDL 識別子の構文が無効で 
す。

インターフェースリポジトリに渡した識別子の形式が正し
くありません。 動的起動インターフェースに不正なオペ
レーション名が使用されています。

CORBA::INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレン
スが検出されました。

使用できるプロファイルがないオブジェクトリファレンスを
取得した場合、 VisiBroker ORB はこの例外を生成しま  
す。 文字列化されたオブジェクトリファレンスが 「IOR:」
という文字で始まっていない場合は、 
ORB::string_to_object() メソッドがこの例外を 
生成します。

CORBA::INV_POLICY 無効なポリシーオーバーライ
ドが検出されました。

この例外は、 あらゆる呼び出しから生成されます。 一部
の呼び出しに適用されるポリシーオーバーライド間に互
換性がないため、 その呼び出しを実行できない場合に
生成されます。

CORBA::INVALID_TRANS
ACTION

要求が無効なトランザクション
コンテキストを保持していま
す。

こ の例外は、 リ ソ ース の登録中にエラーが発生すると
生成されます。

CORBA::MARSHAL パラメータまたは結果の 
マーシャリングエラー。

ネットワークを介した要求や応答の構造が正しくありませ
ん。 通常、 このエラーは、 クライアントまたはサーバー
側に実行時のバグがあることを示します。たとえば、サー
バーからメッセージが 1000 バイトあることを示す応答が  
あったときに、実際のメッセージがこれより長いか短いと、
VisiBroker ORB がこの例外を生成します。MARSHAL 例   
外は、 DII や DSI を不正な方法で使用した場合にも生   
成されます。 たとえば、 実際に送信されたパラメータが
オペレーションの IDL シグニチャと一致しない場合で  
す。

CORBA::NO_IMPLEMENT 要求されたオブジェクトが 
見つかりませんでした。

呼び出されたオペレーションが存在していても （オペ
レーションの IDL 定義がある） 、 オペレーションのイン  
プリメンテーションが存在しないことを示します。 た
と え ば、 ク ラ イ ア ン ト が バ イ ン ド を 開 始し た と き に
サーバーが存在しないか、 実行されていない場合に、
NO_IMPLEMENTATION が生成されます。

CORBA::NO_MEMORY VisiBroker ORB ランタイムが  
メモリ不足になりました。

 

CORBA::NO_PERMISSION 呼び出し元が呼び出しを完了
するための十分な権限を持っ
ていません。

Object::get_implementation() メソッドや BOA::dispose()  
メソッドは、 クライアント側で呼び出されると、 この例外を
生成します。 これらのメソッドは、 オブジェクトインプリメ
ンテーションをアクティブ化したサーバー内で呼び出さ
れる場合にだけ有効です。  
トランザクションオリジネータ以外のオブジェクトが 
Current::commit() または 
Current::rollback() を実行しています。

CORBA::NO_RESOURCES 必要なリソースを取得できま
せんでした。

新しいスレッドを作成できない場合に、 この例外が生成
されます。 サーバーは、 リモートクライアントが接続を確
立しようとしたとき、 ソケットを作成できないと、 この例外
を生成します。 たとえば、 サーバーがファイルデスクリプ
タを使い切っている場合です。 マイナーコードには、 失
敗した ::socket() または ::accept() の呼び出し    
の後に取得されたシステムエラー番号が記されます。 同
様にクライアントも、 ファイルデスクリプタを使い切ったた
め、 ::connect() 呼び出しに失敗すると、 この例外 
を生成します。

CORBA::NO_RESPONSE クライアントが遅延同期呼び
出しの結果を取得しようとして
いますが、 その要求への応答
がまだ使用できません。

BindOptions を使ってタイムアウトを設定した場合、 指定 
した時間内に送信および受信呼び出しが行われない
と、 この例外が生成されます。

例外 説明 考え られる原因
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CORBA 例外の説明

CORBA::OBJ_ADAPTER 整合性のない管理操作が 
行われました。

サーバーが、 すでに使用されている名前またはリポジト
リに認識されない名前を使用して、 自分自身をインプリメ
ンテーションリポジトリに登録しようとしました。 アプリケー
ションのサーバントマネージャに問題があり、 POA が 
OBJ_ADAPTER エラーを生成しました。

CORBA::OBJECT_NOT_EX
IST

要求されたオブジェクトが存
在しません。

サーバーに存在しないインプリメンテーションのオペレー
ションを実行しようとすると、 サーバーがこの例外を生成
します。 これは、 クライアントがアクティブでないインプリ
メンテーションのオペレーションを呼び出そうとすると受
け取る例外です。 たとえば、 オブジェクトへのバインドが
失敗したり、 自動のリバインドが失敗した場合に、
OBJECT_NOT_ 
EXIST が生成されます。

CORBA::PERSIST_STORE 永続的ストレージにエラーが
ありました。

データベースへの接続の確立に失敗したか、 データ
ベースが破損しています。

CORBA::REBIND クライアントが受け取った IOR 
が QOS ポリシーと競合してい  
ます。

設定されている QOS ポリシーと競合する IOR をクライア    
ントが受け取るたびに生成されます。 RebindPolicy
の値が NO_REBIND、 NO_CONNECT、 または 
VB_NOTIFY_ 
REBIND の場合に、バインドされているオブジェクトリファ 
レンスを使って呼び出しを行った結果、 オブジェクト転送
メッセージまたはロケーション転送メッセージが出される
と、 この例外が生成されます。

CORBA::TIMEOUT VisiBroker ORB での処理が 
タイムアウトになりました。

接続を確立しようとしたり、 要求／応答を待機していると
きに、 指定された時間までに処理が完了しない場合は、
TIMEOUT 例外が生成されます。

CORBA::TIMEOUT には、 次のマイナーコードがありま 
す。 
■ 0x56420001 ： 接続タ イ ムア ウ ト （接続タ イ ムア ウ ト 以

内に接続でき ませんでし た） 
■ 0x56420002 ： 要求タ イ ムア ウ ト （指定された タ イ ムア

ウ ト 以内に要求を送信でき ませんでし た） 
■ 0x56420003 ： 応答タ イ ムア ウ ト （指定された ラ ウ ン ド

ト リ ッ プタ イ ムア ウ ト 以内に応答が受信されませんで
し た）

CORBA::TRANSACTION_R
EQUIRED

要求が null のトランザクション  
コンテキストを保持しており、
アクティブなトランザクションが
必要です。

トランザクションの一部として実行する必要があるメソッド
が呼び出されたが、 クライアントスレッドにアクティブなト
ランザクションがありません。

CORBA::TRANSACTION_R
OLLEDBACK

要求に関連付けられているト
ランザクションは、 すでにロー
ルバックされたか、 ロールバッ
ク対象としてマークされていま
す。

トランザクションは、 すでにロールバック対象としてマーク
されているため、 要求されたオペレーションを実行できま
せん。

CORBA::TRANSACTION_M
ODE

IOR の 
TransactionPolicy と現 
在のトランザクションモードの
間に不一致が検出された場
合に、 VisiBroker ORB によっ  
て生成されます。

 

CORBA::TRANSACTION_U
NAVAILABLE

トランザクションサービスとの
接続が異常終了したため、 ト
ランザクションサービスコンテ
キストを処理できない場合に、
VisiBroker ORB によって生  
成されます。

 

例外 説明 考え られる原因
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OMG 指定のヒューリスティックな例外

OMG 指定のヒューリスティックな例外

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定と は、 初に VisiTransact Transaction Service によ って決定され
る合意結果を取得せず、 ト ラ ンザク シ ョ ンの参加者によ る一方的な決定によ って更新を コ
ミ ッ ト またはロールバッ クする こ と です。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の詳細については、
『VisiBroker VisiTransact ガイ ド』 を参照し て く ださい。

CORBA::TRANSIENT エラーが発生しましたが、 
VisiBroker ORB は処理を 
再試行できると認識していま
す。

通信障害が発生した可能性があります。 VisiBroker
ORB は、 通信に失敗したサーバーにリバインドするため 
の信号を送っています。 enable_rebind() メソッドで 
BindOptions が false に設定されている場合、 または 
RebindPolicy が正しく設定されている場合、 この例外は 
生成されません。

CORBA::UNKNOWN VisiBroker ORB は生成され  
た例外を識別できませんでし
た。

サーバーが生成した例外が Java 実行時例外などの正し  
い例外ではありません。 サーバーとクライアントの間で
IDL の不一致があり、 この例外がクライアントプログラム 
で定義されていません。 DII では、 コンパイル時にクラ 
イアントには未知の例外がサーバーから生成され、 クラ
イアントが CORBA::Request の例外リストを指定して  
いない場合に生成されます。 問題の原因となった実行
時 例 外 を 調 べ る に は、 サ ー バ ー で
vbroker.orb.warn=2 のプロパティを設定します。

例外 説明 考え られる原因

システム例外 マイナーコー ド 説明

BAD_PARAM 1 value ファクトリの登録、 登録解除、 検索の失敗。

BAD_PARAM 2 RID がインターフェースリポジトリ内にすでに登録さ 
れている。

BAD_PARAM 3 名前がインターフェースリポジトリ内のコンテキストで
すでに使用されている。

BAD_PARAM 4 ターゲットが有効なコンテナでない。

BAD_PARAM 5 継承されたコンテキスト内での名前の競合。

BAD_PARAM 6 抽象インターフェースの型が正しくない。

MARSHAL 1 value ファクトリが見つからない。

NO_IMPLEMENT 1 ローカルの値のインプリメンテーションがない。

NO_IMPLEMENT 2 値のインプリメンテーションの実装に互換性がない。

BAD_INV_ORDER 1 インターフェースリポジトリ内の依存関係のため、オブ
ジェクトを破棄できない。

BAD_INV_ORDER 2 インターフェースリポジトリ内の破棄できないオブジェ
クトを破棄しようとした。

BAD_INV_ORDER 3 オペレーションがデッドロック状態にある。

BAD_INV_ORDER 4 VisiBroker ORB がシャットダウンした。

OBJECT_NOT_EX
IST

1 非アクティブ化された （登録解除された） 値をオブ
ジェクトリファレンスとして渡そうとした。
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OMG 指定のヒューリスティックな例外

次の表に、 OMG CORBA サービ ス仕様で定義されている ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な例外を リ ス
ト し、 それらの例外が生成される原因について説明し ます。

例外 説明 考え られる原因

CosTransactions:: 
HeuristicCommit

ヒューリスティックな決定が行
われ、 すべての関連する更新
がリソースによってコミットされ
ました。

VisiTransact Transaction  
Service が、 すでに作業をコ 
ミットするようにヒューリスティッ
クな決定を行っているリソース
オブジェクトの rollback() 
を呼び出しました。 
リソースは、 
HeuristicCommit 例外を 
生成して、 VisiTransact  
Transaction Service に自分の  
状態を通知します。

CosTransactions:: 
HeuristicHazard

リソースは、 ヒューリスティック
な決定を行ったかどうかはわ
かりませんが、 関連するすべ
ての更新が行われたかどうか
を認識していません。 認識さ
れている更新は、すべてコミッ
トされたか、 ロールバックされ
て い ま す。 こ の 例 外 は、
HeuristicMixed より優先 
されます。

VisiTransact Transaction  
Service は、 ヒューリスティック 
な決定を行ったかどうかがわ
からないリソースオブジェクト
の commit() または 
rollback() を呼び出しま 
した。  
リソースは、 この例外を生成し
て、自分の状態が完全には認
識 し て い な い こ と を
VisiTransact Transaction 
Service に通知します。 
VisiTransact Transaction 
Service は、 すべてのリソース 
が更新を行ったかどうかがわ
からない場合、 アプリケーショ
ンにこの例外を返します。
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OMG 指定のその他の例外

次の表に、 OMG CORBA サービ ス仕様で定義されているその他の例外を リ ス ト し、 それら
の例外が VisiTransact Transaction Service によ って生成される原因について説明し ます。 詳
細については、 『VisiBroker VisiTransact ガイ ド』 を参照し て く ださい。

CosTransactions:: 
HeuristicMixed

ヒューリスティックな決定が行
われ、関連する更新の一部は
コミットされ、 それ以外はロー
ルバックされました。

VisiTransact Transaction  
Service は、 ヒューリスティック 
な決定を行ったが関連するす
べての更新を行っていない
リ ソ ー ス オ ブ ジ ェ ク ト の
commit() または 
rollback() を呼び出しま 
した。  
リソースは、 この例外を生成し
て、自分の状態が完全には一
致していないことを 
VisiTransact Transaction 
Service に通知します。 
VisiTransact Transaction 
Service は、 混合した応答をリ 
ソースから受け取った場合、こ
の例外をアプリケーションに返
します。

CosTransactions:: 
HeuristicRollback

ヒューリスティックな決定が行
われ、 すべての関連する更新
がリソースによってロールバッ
クされました。

VisiTransact Transaction  
Service が、すでに作業をロー 
ルバックするようにヒューリス
ティックな決定を行っているリ
ソ ー ス オ ブ ジ ェ ク ト の
commit() を呼び出しまし 
た。 リソースは、 
HeuristicRollback 例外 
を 生 成 し て、 VisiTransact
Transaction  
Service に自分の状態を通知 
します。

例外 説明 考え られる原因

例外 説明 考え られる原因

CosTransactions::Inact
ive

トランザクションがすでに準
備されているか、 終了してい
ます。

こ の 例 外 は、 ト ラ ン ザ ク
ションがすでに準備された
後で、 
register_synchroniza
tion() が呼び出されると生 
成されます。

CosTransactions::Inval
idControl

無効な Control が 
渡されました。

この例外は、 resume() が 
呼び出され、 そのパラメータ
が null オブジェクトリファレン  
スではないが、 現在の実行
環境で有効でもない場合に
生成されます。
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CosTransactions::NotPr
epared

リソースが準備されていま
せん。

まだ準備されていないリソー
スで 
replay_completion()
または commit() を呼び出  
すと、 この例外が生成されま
す。

CosTransactions::NoTra
nsaction

クライアントスレッドに関連付
けられたトランザクションがあ
りません。

commit()、 
rollback()、 ま た は
rollback_only() メソッ 
ドは、クライアントスレッドに関
連付けられているトランザク
ションがない場合に呼び出さ
れると、 この例外を生成しま
す。

CosTransactions:: 
NotSubtransaction

現在のトランザクションはサ
ブト ラ ン ザク シ ョ ン で は
あり ま せん。

ネストされたトランザクション
がサポートされていないた
め、この例外は VisiTransact  
Transaction Manager では生  
成されません。 かわりに  
NoTransaction 例外が生 
成されます。

CosTransactions:: 
SubtransactionsUnavail
able

クライアントスレッドには、 す
でに関連付けられたトランザ
クションがあります。 
VisiTransact Transaction  
Service は、 ネストされたト 
ラ ン ザ ク シ ョ ン を サ ポ ー ト
しません。

トランザクションがすでに開
始された後で、 begin() 呼 
び出しが実行されています。
トランザクション内でトランザ
クションオブジェクトを操作す
る必要がある場合は、begin()
を呼び出す前に、 トランザク
ションがすでに開始されてい
ないかどうかを確認する必要
があります。  
create_subtransaction
() メソッドが呼び出されま 
したが、 
VisiTransact Transaction  
Manager はサブトランザク 
ションをサポートしません。

CosTransactions:: 
SynchronizationUnavail
able

Coordinator は  
Synchronization オブジェク 
トをサポートしません。

Synchronization オブジェクト 
がサポートされているため、
この例外は VisiTransact  
Transaction Manager では生  
成されません。

例外 説明 考え られる原因
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CosTransactions::Unava
ilable

要求されたオブジェクトを提
供できません。

Control::get_termina
tor()  
または 
Control::get_coordin
ator() が呼び出されたとき 
に、 Control オブジェクトが 
Terminator オブジェクトま 
たは Coordinator オブジェク 
トを提供できません。  
VisiTransact Transaction  
Service が 
PropagationContext の 
利用を制限しており、 
Coordinator::get_txc
ontext() が呼び出されて 
も  
PropagationContext
を 返し ま せん。

CORBA::WrongTransactio
n

遅延同期要求への応答を返
す際に、 ORB によって生成 
されます。 この例外は、 要
求の発行時に要求が現在の
トランザクションに暗黙的に
関連付けられている場合に
だけ生成されます。

get_response() メソッド 
と 
get_next_response()
メソッドは、 要求に関連付け
られているトランザクションが
呼び出し元のスレッドに関連
付けられているトランザクショ
ンとは異なる場合、 この例外
を生成します。

例外 説明 考え られる原因
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第 章

Chapter   36Web サービスの概要    
Web サービ スは、 標準 XML メ ッ セージ通信を使用し てネ ッ ト ワーク上で記述、 公開、 検
索、 呼び出し を実行するためのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト です。 Web サービ スは、
SOAP、 Web Services Description Language （WSDL）、 Universal Discovery、 Description and 
Integration （UDDI） などの新しいテ ク ノ ロ ジーで定義され、 World Wide Web でア ク セスで
き る再利用可能な ソ フ ト ウ ェアモジ ュールから  e ビジネスアプ リ ケーシ ョ ンを作成する と
と もに、 古いさ まざまなアプ リ ケーシ ョ ンを統合する手段も提供する新しいモデルです。

Web サービスアーキテクチャ

標準 Web サービ スアーキテ クチャは、 Web サービ スの公開、 検索、 バイ ン ド を行 う  3 つ
のロールから な り ます。

■ Service Provider は、 利用でき る すべての Web サービス を  Service Broker に登録し ま す

Service Provider は Web サービ ス を処理し、 Web 経由でク ラ イ アン ト に提供し ます。
Service Provider は、 Web サービ ス定義 と バイ ン ド情報を、 Universal Description、
Discovery、 Integration （UDDI） レジス ト リ に公開し ます。 Web Service Description 
Language （WSDL） ド キ ュ メ ン ト には、 受信 メ ッ セージ と返信用の応答 メ ッ セージな
ど、 Web サービ スに関する情報が収められます。

■ Service Broker は、 Service Requestor がア ク セスする  Web サービ ス を公開し ます。 公開さ
れる情報の内容は、 Web サービ ス と その場所です。 また、 Web サービ ス を公開するほ
かに、 Web サービ スのホステ ィ ングを調整し ます。

Service Broker は、 Service Provider と  Service Requestor 間の対話を管理し ます。 Service 
Broker では、 すべてのサービ ス定義 と バイ ン ド情報を提供し ます。 現在は、 SOAP （分
散環境の情報通信向けの XML ベースの メ ッ セージ通信、 エン コード プロ ト コル形式）
が Service Requestor と  Service Broker 間の通信標準と なっています。

■ Service Requestor は、 Service Broker と の対話から  Web サービ ス を検索し ます。 その結果
を受けて、 Service Requestor は、 Web サービ ス をバイ ン ド または呼び出し ます。

Service Requestor は、 Web サービ ス を利用する ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムです。 Service 
Requestor は、 UDDI や電子 メ ールなどの方法で Web サービ ス を検索し ます。 その後、
Web サービ ス をバイ ン ド し て呼び出し ます。
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標準 Web サービスアーキテクチャ

VisiBroker Web サービスアーキテクチャ

こ のアーキテ クチャには、 次の 2 つの側面があ り ます。

■ WSDL を使用し て、 Service Requestor が呼び出し を行 う ための CORBA イ ン ターフ ェー
ス を公開する。

■ Service Requestor が SOAP/HTTP を通じ て CORBA オブジェ ク ト にア ク セスでき る よ う
にする ための実行時環境を提供する。 これには、 Services Provider と  Service Broker をサ
ポー ト する イ ンフ ラ ス ト ラ クチャが含まれます。

第 1 の側面は、 OMG の 「CORBA to WSDL/SOAP Inter-working specification」 （CORBA およ
び WSDL/SOAP 間相互作用仕様） （バージ ョ ン 1.1） で指定された標準にし たがって IDL イ
ン ターフ ェース を WSDL ド キ ュ メ ン ト に変換する  Web サービ ス開発ツールを使用する こ
と で解決でき ます。 呼び出し を行 う  Service Requestor または Web サービ ス ク ラ イ アン ト
は、 SOAP over HTTP/HTTPS を ト ラ ン スポー ト と し て使用し て、 生成された WSDL を使用
でき ます。

Web サービ ス ラ ン タ イ ムを提供するために、 VisiBroker は、 Apache Axis テ ク ノ ロ ジーを使
用し て Service Broker の複雑な部分を処理し ます。 独自の型固有ブ リ ッ ジ （ツールが生成）
を使用し て、 デプロ イ メ ン ト されたステー ト レ ス  CORBA オブジェ ク ト にア ク セスでき ま
す。 型固有ブ リ ッ ジ イ ン ス タ ン スは、 CORBA オブジェ ク ト バッ ク エン ド の機能を Service 
Requestor に公開する  Service Provider と し て動作し ます。

Web サービス関連ファイル

次の図は、 IDL フ ァ イルから  WSDL ド キ ュ メ ン ト と ブ リ ッ ジコード を生成する  VisiBroker 
付属の Web サービ ス開発ツールを示し ます。 WSDL ド キ ュ メ ン ト は Service Requestor に
よ って使用されます。 また、 サービ ス記述と と もに、 SOAP 準拠ク ラ イ アン ト が呼び出し
を行 う ために使用する  SOAP バイ ン ド情報も提供し ます。

実際に生成されるブ リ ッ ジ関連フ ァ イルは、 Service Broker （Axis ラ ン タ イ ム） と し てデプ
ロ イ メ ン ト される言語／型固有のサービ スプロバイ ダコ ンポーネン ト です。 このイ ン ス タ
ン スは、 Service Requestor からの着信 SOAP メ ッ セージをバイ ン ド された CORBA オブ
ジェ ク ト に適用する役割を持ちます。
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Web サービスランタイム

実行時の動作を説明するため、 次の図は、 VisiBroker for C++、 Java、 および Pre 7.0 
VisiBroker プロセス内で、 生成された WSDL を使用し て、 Web サービ ス と し て公開された 
3 つの CORBA オブジェ ク ト に SOAP/HTTP または SOAP/HTTPS 呼び出し を行 う  SOAP ク
ラ イ アン ト を示し ます。

VisiBroker for Java プロセスは、 HTTP/SOAP および HTTPS/SOAP リ スナーのイ ンフ ラ ス ト
ラ クチャ を備えていますが、 デフ ォル ト ではオフになっています。 コマン ド ラ イ ンプロパ
テ ィ  vbroker.ws.enable=true を設定する こ と で、 HTTP/SOAP 実行時イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ
を開始でき ます。 Web サービ スが有効な場合は、 プロパテ ィ  vbroker.security.disable=false 
を使用し て、 VisiBroker for Java の HTTPS/SOAP イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ を起動でき ます。
イ ンフ ラ ス ト ラ クチャが開始された ら、 Axis の WSDD メ カニズムを使用し て、 CORBA オ
ブジェ ク ト の Service Provider （ブ リ ッ ジ） をデプロ イ メ ン ト でき ます。 CORBA オブジェ
ク ト のバイ ン ド に関連する  VisiBroker 独自の WSDD 要素を使用し て、 デプロ イ メ ン ト され
たブ リ ッ ジ イ ン ス タ ン ス を CORBA オブジェ ク ト にバイ ン ド でき ます。 このブ リ ッ ジ上の 
SOAP 呼び出しは、 イ ンプロセス  CORBA 呼び出しに変換されます。 実際のブ リ ッ ジは、
Axis のサーバー側生成コード の一変形で、 各 Web サービ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン スケ
ル ト ンが型固有の CORBA オブジェ ク ト ス タブの メ ソ ッ ド にマ ッ プ されています。 ブ リ ッ
ジは IDL から直接生成される ため、 完全にタ イプセーフで忠実な IDL タ イプが組み込まれ
ています。 また、 ブ リ ッ ジは CORBA オブジェ ク ト と同じプロセスでロード されるため、
ブ リ ッ ジから  CORBA オブジェ ク ト へのすべての呼び出しは、 VisiBroker の 「イ ンプロセ
ス」 ビ ッ ド のために 適化されます。

図の中の 「Ax」 部分は、 VisiBroker プロセスにロード された Axis + HTTP リ スナーコ ン
ポーネン ト を示し ます。 「Ob」 部分は、 ORB 内部の CORBA オブジェ ク ト を示し ます。
「Ax」 と 「Ob」 の間の 2 つの小さ な円で示された両者の関連は、 CORBA オブジェ ク ト を  
Service Requestor に公開する  Axis ラ ン タ イ ムでのブ リ ッ ジのデプロ イ メ ン ト を示し ます。



442 VisiBroker for Java 開発者ガイ ド

VisiBroker Web サービスアーキテクチャ

既存の CORBA ク ラ イ アン ト は、 何の影響も な く 通常どお り 、 GIOP/IIOP リ スナーを通じ
て引き続き  GIOP over IIOP 呼び出し を行 う こ と ができ ます。

Pre 7.0 VisiBroker デプロ イ メ ン ト での CORBA オブジェ ク ト の公開をサポー ト するために、
VisiBroker プロセスの外部で実行されている  Axis イ ン ス タ ン スにブ リ ッ ジをデプロ イ メ ン
ト でき ます。 こ の場合の唯一の違いは、 SOAP から  GIOP への適用が リ モー ト であ り 、 し
たがってネ ッ ト ワーク を介し て行われる こ と です。 上の図では、 これは、 Apache Tomcat 
に埋め込まれた Axis for Java にブ リ ッ ジをデプロ イ メ ン ト する こ と で示されています。
「Ob」 部分は、 リ モー ト の Pre 7 VisiBroker プロセスで実行されている  CORBA オブジェ ク
ト イ ン ス タ ン ス を示し、 ブ リ ッ ジからの要求が GIOP/IIOP エン ド ポイ ン ト を通じ て着信し
ます。

次の図は、 VisiBroker プロセス内部のコ ンポーネン ト を示し ます。 「Axis Runtime」 部分に
は、 Axis ラ ン タ イ ム、 HTTP リ スナー、 および SOAP 要求デ ィ スパッチャが含まれます。
プロセス内部の CORBA オブジェ ク ト は、 Axis WSDD メ カニズムを使用し てサービ スプロ
バイ ダまたはブ リ ッ ジを Web サービ ス と し てデプロ イ メ ン ト する こ と で、 Web サービ ス
と し て公開されます。 SOAP ク ラ イ アン ト が Web サービ スに対し て呼び出し を行 う と、
HTTP リ スナーが SOAP 要求を取 り 出し、 要求がデ ィ スパッチャに渡されます。 デ ィ ス
パッチャは、 Axis ラ ン タ イ ムを呼び出し て SOAP 要求を渡し ます。 Axis ラ ン タ イ ムは 
SOAP 要求をデコード し、 デプロ イ メ ン ト されている  Service Provider （ブ リ ッ ジ） のイ ン
ス タ ン スに対し て呼び出し を行います。 ブ リ ッ ジは、 WSDD と し て提供されるバイ ン ド情
報を使用し て、 実際の CORBA オブジェ ク ト にバイ ン ド し、 CORBA 呼び出し を行います。
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上のコ ンテキ ス ト では、 Service Broker には HTTP ト ラ ン スポー ト の SOAP ノード だけが含
まれます。 Web サービ スデプロ イ メ ン ト に必要な UDDI サービ スなどの他のサービ スは提
供されていません。 これらのさ まざまな イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンがあ り 、 簡単に使用でき
ます。

Web サービスとしての CORBA オブジェクトの公開

VisiBroker for Java で CORBA オブジェ ク ト を Web サービ ス と し て公開するには、 次の手順
にし たが う 必要があ り ます。

1 開発

a サーバー側サーバン ト スケル ト ンを生成する

b IDL フ ァ イルから イ ン ターフ ェース型固有の Java ブ リ ッ ジを生成する

c IDL フ ァ イルから  IDL イ ン ターフ ェースの WSDL ド キ ュ メ ン ト を生成する

2 デプロ イ メ ン ト

a Web サービ ス ラ ン タ イ ムを有効化／設定する

b Axis WSDD メ カニズムを使用し て、 VisiBroker プロセスでブ リ ッ ジ ク ラ ス をデプロ
イ メ ン ト する

こ こ では、 examples デ ィ レ ク ト リ の vbe/ws/bank サブデ ィ レ ク ト リ に用意されている例を
説明し ます （VisiBroker for Java サーバープロセスの SOAP over HTTPS の例は、 security/ws/
animal デ ィ レ ク ト リ にあ り ます）。 この例は、 vbe/basic/bank_agent の例を変更し た もので、
Account と  AccountManager と い う  2 つのイ ン ターフ ェースで構成されます。
AccountManager では、 新しい名前の口座を作成でき ます。 特定の名前の口座がすでに存在
する場合は、 新しい口座を作成し ないで、 その口座が取得されます。 Account イ ン ター
フ ェースは、 口座の残高を照会でき ます。 サーバーは、 ルー ト  POA の下に POA を設定
し、 AccountManager イ ン ターフ ェース を実装するオブジェ ク ト を起動し ます。 このオブ
ジェ ク ト の open オペレーシ ョ ンを実行する と、 Account イ ン ターフ ェース を実装する別の
オブジェ ク ト が作成および保存されて、 返されます。 次のサンプルコード は、 この 2 つの
イ ン ターフ ェース を示し ます。

// Bank.idl 
module Bank { 
  interface Account { 
    float balance(); 
  }; 
  interface AccountManager { 
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    Account open(in string name); 
  }; 
};

こ の例では、 このステー ト フルアプ リ ケーシ ョ ンを拡張し、 Web サービ ス を使用し て SOA 
をサポー ト する方法を示し ます。 開発の 初の手順と し て、 ステー ト フルオペレーシ ョ ン
を SOA に適し た粗い抽象オペレーシ ョ ンに変換する必要があ り ます。 次に示すイ ン ター
フ ェースはその 1 例です。 こ のイ ン ターフ ェースは、 指定された口座がまだ存在し ない場
合は口座を開き、 その口座の残高を返す 1 つのオペレーシ ョ ンをサポー ト し ます。

// BankWebService.idl 
module BankWebService { 
  interface AccountManagerWebService { 
    // まだ開いていない場合は口座を開き、 残高を返し ます 
    float openAndQueryBalance(in string name); 
  }; 
};

次に、 こ のイ ン ターフ ェース を実装する  CORBA オブジェ ク ト を実装し ます。 これは、
Account および AccountManager イ ン ターフ ェース を内部的に使用し、 既知のオブジェ ク ト  
ID を使用し て既知の POA で起動されます。

サーバーを ステー ト レ スオペレーシ ョ ン用に拡張し た ら、 次のセ ク シ ョ ンで示すよ う に、
Web サービ スのサポー ト を実装でき ます。

開発

1 サーバー POA サーバン ト コード を生成し ます。

idl2java コ ンパイ ラ を使用し て、 CORBA イ ン ターフ ェース （Bank.idl の Account と  
AccountManager および BankWebService.idl の AccountManagerWebService） のサーバー側
ス ケル ト ン ク ラ ス を生成し ます。

prompt> idl2java Bank.idl

prompt> idl2java BankWebService.idl

2 Java イ ン ターフ ェース型固有のブ リ ッ ジを生成し ます。

-gen_java_bridge オプショ ンを付けて  idl2wsj コ ンパイ ラ を使用する と 、 すべてのイ ンタ ー
フェ ース の Java ブリ ッ ジを生成でき ま す。 次のコ マンド は、 BankWebService.idl のブリ ッ
ジコ ード を  AccountManagerWebService.java と いう 名前のファ イ ルに生成し ま す。 こ の
コ ード はアプリ ケーショ ンにと って不透過であり 、 変更する こ と はでき ま せん。

prompt> idl2wsj -gen_java_bridge BankWebService.idl

3 IDL から  WSDL を生成し ます。

手順 2 の idl2wsj は、 ブ リ ッ ジコード に加えて、 OMG の 「CORBA to WSDL/SOAP Inter-
working specification」 （CORBA および WSDL/SOAP 間相互作用仕様） （バージ ョ ン 1.1）
にし たがって、 IDL フ ァ イルの WSDL ド キ ュ メ ン ト も生成し ます。 この WSDL ド キ ュ
メ ン ト は、 外部的な手段によ って潜在的な Web サービ ス ク ラ イ アン ト やク ラ イ アン ト
開発チームに公開でき ます。 idl2wsj を次のよ う に使用し て、 WSDL ド キ ュ メ ン ト だけ
を生成する こ と もでき ます。

prompt> idl2wsj BankWebService.idl

生成されたブ リ ッ ジ コード を Web サービ ス と し てデプロ イ メ ン ト し ます。

使用でき るオプシ ョ ンの リ ス ト については、 「Java 対応プロ グ ラ マツール」 の章の idl2wsj 
のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。
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SOAP/WSDL の互換性

デプロイメント

1 初に AXIS ラ ン タ イ ムに WSDD ド キ ュ メ ン ト をデプロ イ メ ン ト し ます。 WSDD また
は Web サービ スデプロ イ メ ン ト デ ィ ス ク リ プタは、 デプロ イ メ ン ト 関連情報を指示す
る ための Axis の標準の方法です。 ブ リ ッ ジの WSDD （deploy.wsdd） は、 ブ リ ッ ジの作
成時に作成されます。 次に示すサンプル WSDD は、 オブジェ ク ト  ID が
「BankManagerWebService」 であ る  CORBA オブジェ ク ト によ ってホス ト される  Web 
サービ ス をデプロ イ メ ン ト し ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<deployment xmlns="http://xml.apache.org/axis/wsdd/"
              xmlns:java="http://xml.apache.org/axis/wsdd/providers/java">
    <service
        name="BankWebService.AccountManagerWebServicePort"
        provider="java:VISIBROKERPROVIDER"> 
        <namespace>
            http://BankWebService.AccountManagerWebService
        </namespace>
        <parameter
            name="className"
            value="[package].BankWebService_AccountManagerWebService "/>

          <operation name="openAndQueryBalance">
      <parameter qname="name" type="tns:string" 
             xmlns:tns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema/"/>
          </operation>
    </service>
</deployment>

2 Web サービ ス ラ ン タ イ ムを設定するには、 プロパテ ィ フ ァ イル server.prop を作成し ま
す。 サンプルのプロパテ ィ フ ァ イルを次に示し ます。 次のプロパテ ィ は、 ホス ト  
143.186.141.54、 ポー ト  19000 で HTTP サーバーを開始する よ う に Service Broker を設定
し ます。 接続マネージ ャは、 大 30 の同時接続を許可し、 接続ア イ ド ル時間を 300 秒
とする よ う に設定されます。 着信 SOAP 要求にサービ ス を提供する ス レ ッ ド プールは、

大 300 のス レ ッ ド を持ち、 ス レ ッ ド ア イ ド ル時間を 300 秒 とする よ う に設定されま
す。 設定でき るプロパテ ィ の一覧については、 「VisiBroker のプロパテ ィ 」 の章の
「Web サービ ス ラ ン タ イ ムのプロパテ ィ 」 セ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

vbroker.ws.enable=true 
vbroker.se.ws.host=143.186.141.54 
vbroker.se.ws.scm.ws_ts.listener.port=19000 
vbroker.se.ws.scm.ws_ts.manager.connectionMax=30 
vbroker.se.ws.scm.ws_ts.manager.connectionMaxIdle=300 
vbroker.se.ws.scm.ws_ts.dispatcher.threadMin=0 
vbroker.se.ws.scm.ws_ts.dispatcher.threadMax=300 
vbroker.se.ws.scm.ws_ts.dispatcher.threadMaxIdle=300

3 次のよ う にサーバーを実行し ます。

prompt> vbj -DORBpropStorage=server.prop Server

4 生成されたブ リ ッ ジ コード は、 次のよ う に Axis ユーテ ィ リ テ ィ  AdminClient を使用し
て、 Axis ラ ン タ イ ムに deploy.wsdd （ブ リ ッ ジ と と もに生成される） でデプロ イ メ ン ト
でき ます。

prompt> java org.apache.axis.client.AdminClient 
             -lhttp://143.186.141.54:19000/axis/deploy.wsdd

SOAP/WSDL の互換性

SOAP バージ ョ ン 1.1 および WSDL バージ ョ ン 1.1 がサポー ト されています。
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